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は　じ　め　に

　高知県では，感染症予防の取り組みの一貫として，県医師会をはじめ多くの医療関係者の皆

様のご協力を得て感染症発生動向調査事業を実施しており，収集・分析した結果を週報・月報・

年報として各関係機関や県民の皆様にホームページなどで情報提供することにより，感染症の

発生・拡大防止に備えた事前対応型の対策を推進しています．

　近年，新興・再興の感染症等の発生や流行が毎年のように繰り返されるようになり，平成29

年以降では，コンゴ民主共和国でのエボラ出血熱の流行や，韓国で平成27年以来 3 年ぶりとな

る中東呼吸器症候群（MERS）患者が確認されるなど，世界への感染拡大が懸念されました．

　また，我が国では，平成27年 3 月に世界保健機関（WHO）から麻しん（はしか）の「排除状	

態」にあると認定されましたが，認定以降も海外からの帰国者や訪日外国人を発端とする流行

が発生しております．今後2020年の東京オリンピック・パラリンピック開催に向けて，さらな

る訪日外国人の増加が見込まれる中，感染症の拡大を未然に防止するためにも，日頃から県民

の皆様への適切な情報提供とそれぞれの感染症に応じた予防対策等の普及啓発に取り組むこと

がますます重要になります．

　この度，感染症予防の資料としてご活用いただく事を目的として，平成29年から平成30年の

2 年間の事業概要をとりまとめ，高知県感染症発生動向調査事業報告書第19号を発行いたしま

した．

　本報告書が皆様にご活用いただけることを祈念いたしますとともに，今後さらにご協力をい

ただければ幸甚に存じます．

　最後に，本報告書の作成にあたり，ご尽力いただきました高知県感染症対策協議会感染症発

生動向調査部会の委員の皆様並びに県医師会，定点医療機関をはじめとした多くの医療関係者

の皆様に深く感謝を申し上げますとともに，今後も本事業の推進になお一層のご指導とご協力

を賜りますようお願い申し上げます．

　　平成31年 3 月

	 高知県健康政策部長　　　　　

	 	 鎌　倉　昭　浩



第 1 9 号 の 発 刊 に 寄 せ て
― 何 故 ？ ， 当 然 ， ま だ ま だ ―

　平成は31年 4 月までであり，第19号は平成最後の高知県感染症発生動向調査事業報告となり

ます．過去 2 年間の感染症について振り返ってみますと，平成29～30年のインフルエンザはA

型とB型の同時大流行があり（何故？これまでのA型の後B型の流行も何故？），平成30年には

沖縄県での麻疹流行，関東地方を中心とした風疹流行，若い世代での梅毒の増加，高知県内で

は百日咳流行がみられました．RSウイルス感染症の流行のピークが 9 月と早くなっている理由

も何故？です．風疹流行に関しては30～50代男性の罹患が多く，ワクチンの有効性を再認識し

ました．新しく導入された定期接種ワクチン（肺炎球菌，インフルエンザ菌ｂ型，水痘）の効

果は，感染症サーベイランスからも臨床的な実感からも明らかです．ロタウイルスワクチンは

任意接種ですが， 0 歳で一定数の児が接種しているためか感染性胃腸炎の患者数のピークは低

下しています．B型肝炎ワクチンも急性肝炎・慢性肝炎・肝癌の発生を低減することになるでしょ

う．これらの事実は有効性が確認されたワクチンを導入したのだから，当然と言えば当然の結

果です．このような状況の中で，子宮頸がんワクチンの接種が勧奨されないことによるマイナ

スは，大変大きいのではないかと危惧しています．

　近年日本に多くのワクチンが導入された結果，海外諸国とのワクチンギャップはかなり解消

され，VPD（Vaccine	 Preventable	Disease：ワクチンで予防できる病気）は着実に予防でき

るようになってきました．しかし，まだまだ問題があります．ワクチン接種率が低いのです．

0 歳児は母親が産休・育休中なので接種率は高いのですが， 1 歳以降の接種率が低いのです．

平成29年度の高知県のMR（麻しん風しん）ワクチン接種率は，第 1 期（ 1 歳で接種）の接種

率は95.2％ですが，第 2 期（小学校入学前 1 年間の接種）の接種率は93.2％とまだまだなので

す．全国平均は第 1 期96.0％（統計処理の関係で 1 位105.9％富山県， 2 位98.3％奈良県），第 2

期93.4％（ 1 位96.3％青森県）です．目標は 1 期 2 期ともに95％以上です．高知県は「日本一

の健康長寿県」を目指しています．接種率をあと数パーセントアップするには，医師，保育士，

行政職員などの関係者が，健診その他の機会を利用してワクチン接種状況をチェックし，個別

に繰り返し地道に接種勧奨する草の根活動が大切と思います．ワクチン接種による感染症予防

だけでなく，子どもの幸せのために色々な場面で親と関係者が協働しなければなりません．

　厚生労働省の統計不正問題は信じられない事態です．感染症流行の判断・対策やワクチンの

効果判定等には正確な感染症サーベイランスは不可欠です．今後も正確なデータを集積し高知

県の感染症対策を推進するために，関係する皆様のご協力をお願いします．

　　平成31年 3 月

	 感染症発生動向調査部会

	 	 吉　川　清　志
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　2017年（平成29年） 1 月から2018年（平成30年）12
月までの報告
1 　年間報告累計

　疾患別の報告総数および 1 定点医療機関当たり報
告数を，年次別に報告総数の多い順に配列し，それ
に全国の報告総数， 1 定点医療機関当たり報告数お
よび前年の順位を併記したものが，2017年（平成29
年）（表 1 ）と2018年（平成30年）（表 2 ）である．
　インフルエンザと感染性胃腸炎とで 1 位と 2 位が
年ごとに交代することが多かったが，2017年，2018
年ともインフルエンザが 1 位である.　　　
1 ）2017年

　インフルエンザは，新型インフルエンザの流行
があった09年の報告数30,695名以降は増減を繰り
返し，17年は15,550名である．
　 2 位の感染性胃腸炎は，10年には過去 2 位とな
る10,567名の報告があったが，その後は減少傾向
となり，17年の報告数は5,746名で07年以降最少
の報告数である．
　 3 位の手足口病は，16年の359名から大幅に増
加し，11年の報告数と同じく89年以降最多の報告
数3,345名である．

高知県における感染症の年次的推移（第19報）
　 4 位のA群溶血性レンサ球菌咽頭炎は，調査開
始以来最多であった15年の報告数2,934名からわ
ずかに減少し17年は2,580名である．
　 5 位以下で増減の目立った疾患は，RSウイルス
感染症が04年の調査開始以降11年の報告数1,026
名から毎年1,000台を超え，17年は最多の報告数
1,814名である．また，流行性耳下腺炎は16年報告
数964名から17年198名と約 1 ／ 5 である．

2 ）2018年
　インフルエンザは，17年の報告数15,550名から
増加し18年の報告数は21,771名と09年の新型イン
フルエンザの流行以降最多の報告数である．
　 2 位の感染性胃腸炎は，04年以降最少の報告数
であった17年の報告数5,746名からさらに減少し
18年の報告数は5,031名である．
　 3 位のA群溶血性レンサ球菌咽頭炎は，調査開
始以来最多の報告数であった15年の2,934名から
減少し18年の報告数は1,979名である．
　 4 位の手足口病は，17年の報告数3,345名から大
幅に減少し，18年の報告数は1,185名である．
　 5 位以下で増減の目立った疾患は，流行性耳下
腺炎が17年198名から大幅に減少し18年73名と調

表1　年間定点報告累計（全国との対比）
2017 年（平成 29 年）

定点 順位 疾　　病　　名
高 知 県 全　　国 前年

順位総数 定点当たり 総数 定点当たり
インフル
エンザ　 1 インフルエンザ 15,550 323.96 1,614,999 326.66 1

小　
　

児　
　

科

2 感染性胃腸炎 5,746 191.53 871,927 276.19 2

3 手足口病 3,345 111.50 358,806 113.65 10

4 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 2,580 86.00 367,325 116.35 3

5 RS ウイルス感染症 1,814 60.47 139,557 44.21 4

6 水痘 619 20.63 60,162 19.06 8

7 ヘルパンギーナ 604 20.13 86,045 27.26 6

8 突発性発疹 550 18.33 73,303 23.22 9

9 咽頭結膜熱 409 13.63 92,269 29.23 7

10 流行性耳下腺炎 198 6.60 77,884 24.67 5

11 伝染性紅斑 115 3.83 12,436 3.94 10

12 百  日  咳 29 0.97 1,661 0.53 12

眼　

科

急性出血性結膜炎 0 441 0.63

流行性角結膜炎 17 5.67 26,736 38.47

Ｓ
Ｔ
Ｄ

性器クラミジア感染症 17 2.83 24,825 25.13

性器ヘルペスウイルス感染症 9,308 9.42

尖圭コンジローマ 9 1.50 5,437 5.50

淋菌感染症 2 0.33 8,107 8.21

基　
　
　
　
　

幹

細菌性髄膜炎 6 0.75 483 1.01

無菌性髄膜炎 7 0.88 955 2.00

マイコプラズマ肺炎 92 11.50 8,366 17.54

クラミジア肺炎（オウム病を除く） 14 1.75 263 0.55

感染性胃腸炎（ロタウイルスに限る） 88 11.00 4,991 10.46

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 280 35.00 16,551 34.55

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症 2 0.25 2,001 4.18

薬剤耐性緑膿菌感染症 128 0.27

表2　年間定点報告累計（全国との対比）
2018 年（平成 30 年）

定点 順位 疾　　病　　名
高 知 県 全　　国 前年

順位総数 定点当たり 総数 定点当たり
インフル
エンザ 1 インフルエンザ 21,771 453.56 1,898,941 384.40 1

小　
　

児　
　

科

2 感染性胃腸炎 5,031 167.70 850,138 269.63 2

3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1,979 65.97 358,376 113.66 4

4 手足口病 1,185 39.50 122,725 38.92 3

5 RS ウイルス感染症 1,150 38.33 120,743 38.29 5

6 突発性発疹 544 18.13 71,177 22.57 8

7 咽頭結膜熱 531 17.70 73,959 23.46 9

8 ヘルパンギーナ 477 15.90 99,304 31.50 7

9 水痘 288 9.60 55,480 17.60 6

10
伝染性紅斑 206 6.87 49,174 15.60 11

流行性耳下腺炎 73 2.43 23,684 7.51 10

12 急性出血性結膜炎 0 0.00 560 0.80

眼　

科

流行性角結膜炎 115 38.33 30,631 44.01

性器クラミジア感染症 13 2.17 25,467 25.88

Ｓ
Ｔ
Ｄ

性器ヘルペスウイルス感染症 1 0.17 9,128 9.28

尖圭コンジローマ 0 0.00 5,609 5.70

淋菌感染症 2 0.33 8,125 8.26

基　
　
　
　
　

幹

細菌性髄膜炎 5 0.63 507 1.06

無菌性髄膜炎 1 0.13 806 1.68

マイコプラズマ肺炎 104 13.00 5,597 11.66

クラミジア肺炎（オウム病を除く） 20 2.50 144 0.30

感染性胃腸炎（ロタウイルスに限
る） 35 4.38 3,234 6.74

ﾒﾁｼﾘﾝ耐性黄色ﾌﾞﾄﾞｳ球菌感染症 216 27.00 16,311 33.91

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症 1 0.13 1,895 3.94

薬剤耐性緑膿菌感染症 121 0.25
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査開始以来最少の報告数である．また，水痘は17
年の報告数619名から減少し，18年288名と調査開
始以来最少の報告数である．なお，百日咳は2018
年（平成30年） 1 月以降，定点報告疾患から全数
報告疾患に変更となった．

2 　インフルエンザ
　定点当たりの報告数を全国と比較すると17年は全
国の同程度であったが，18年は1.18倍と多い（表 3 ）．
また，流行パターンは17年18年ともに全国と同様に
推移し，ピークは16～17年が17年 2 月（第 5 週定点
当たり50.60），17～18年が18年 2 月（第 6 週定点当
たり67.67）である（図 1 ）．
　年齢別発生分布は，17年は，20歳以上が36％と最
も多く， 5 ～ 9 歳が23％，10～14歳が17％と， 5 ～

14歳で40％を占めている．18年は， 3 ～ 9 歳で増加
し，20歳以上で減少した（図 2 ）．
　地域別発生分布は，17年は中央西・安芸・高知市・
幡多で増加し，中央東・須崎で減少したが，18年で
は須崎・中央西で増加し，高知市・安芸で減少した（図
3 ）．
　ウイルス分離検出状況は，17年はApdm09型 6 件，
A香 港 型59件，B型12件，18年 はApdm09型34件，
A香港型45件，B型41件である．

 
表 ３ 　インフルエンザの年間報告数

年　次 報告件数 定点当たり 全国定点当たり

2017 15,550 323.96 326.66

2018 21,771 453.56 384.40

 図1　インフルエンザ患者月別発生状況（定点当たり）

図 2　インフルエンザの年齢別発生分布

図 3　
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3 　咽頭結膜熱
　17年と18年の定点当たりの報告数の比較では，全
国は0.80倍で減少，高知県は1.30倍と増加した．ま
た，高知県の報告数は，17年は全国の報告数の0.47
倍，18年は0.75倍と少ない報告数である（表 4 ）．
　定点当たり報告数の推移を全国と比較すると，17
年は全ての報告月で全国を下回ったが，18年は 7 月
から 9 月の 3 ヶ月間全国を上回った．また，17年は
全国が 6 月，高知県が 5 月，18年は全国が 6 月，高
知県が 8 月のピークであった（図 4 ）．
　年齢別発生分布は，17年，18年とも 1 ～ 2 歳の割
合が最も高く，3 ～ 4 歳，1 歳未満，5 ～ 9 歳と続き，

これらの年齢でほぼ95％以上を占めている（図 5 ）．
　地域別発生分布は，17年は須崎・安芸・幡多で増
加し，中央西・高知市・中央東で減少した．18年は
中央西・須崎で増加し，幡多・高知市・安芸で減少
した（図 6 ）．

表 ４ 　咽頭結膜熱の年間報告数
年　次 報告件数 定点当たり 全国定点当たり

2017 409 13.63 29.23

2018 531 17.7 23.46

図4　咽頭結膜熱患者月別発生状況（定点当たり）

図 5 咽頭結膜熱の地域別発生分布

図 6　咽頭結膜熱の地域別発生分布（定点当たり）
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4 　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　定点当たりの報告数は17年18年とも高知県は全国
を下回った．00年～12年の年間報告数は1,200～2,500
名程度で推移し，17年の2,580名は00年以降15年に
次ぐ報告数である（表 5 ）．
　定点当たりの報告数の推移を全国と比較すると，
17年の 2 月以外は高知県は全国より少ない状況を維
持している（図 7 ）．
　17年と18年の年齢別発生分布はほとんど変動がな
く， 5 ～ 9 歳の割合が45～49％と最も高く，次に 3
～ 4 歳が19～21％，10～14歳が15～17％となってい
る（図 8 ）．

　地域別発生分布は，17年は須崎・幡多・高知市・
安芸で増加し，中央西・中央東で減少した．18年は
高知市・須崎・安芸で増加し，幡多・中央東で減少
した（図 9 ）．

表 ５ 　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎の年間報告数  
年　次 報告件数 定点当たり 全国定点当たり

2017 2,580 86.00 116.35

2018 1,979 65.97 113.66

図７ A群溶血性レンサ球菌咽頭炎患者月別発生状況（定点当たり）

図８ A群溶血性レンサ球菌咽頭炎の年齢別発生分布

図９　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎の地域別発生分布
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5 　感染性胃腸炎
　定点当たりの報告数は，16年17年とも全国を下
回った．
　高知県の報告数は，06年に11,070名と調査開始以
来最高値を示し，その後も07年9,704名，08年9,470
名と高い値を示していたが，09年には6,794名と減少
した．10年には10,567名と再び増加に転じたが15年
は6,475名と04年以降最少となり，17年5,746名，18
年5,031名と減少している（表 6 ）．
　定点当たり報告数の推移を全国と比較すると，17
年の全国では 6 月と12月にピークがきているが，高
知県では 1 月にピークとずれており，18年は流行時
期及びピーク値が全国とほぼ一致している（図10）．

　年齢別発生分布は，17年，18年とも 4 歳以下が約
50％を占め， 5 ～ 9 歳の28％が続いている（図11）．
　地域別発生分布は，17年は安芸，高知市，幡多で
増加し，須崎，中央西，中央東で減少した．18年は
中央東，須崎，中央西で増加し，安芸，幡多で減少
した（図12）．

表 ６ 　感染性胃腸炎の年間報告数
年　次 報告件数 定点当たり 全国定点当たり

2017 5,746 191.53 276.19

2018 5,031 167.70 269.63

 

図10　感染性胃腸炎患者月別発生状況（定点当たり）

図11　感染性胃腸炎の年齢別発生分布

図12　感染性胃腸炎の地域別発生分布
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6 　水　痘
　定点当たりの報告数は，17年は全国と同程度で
あったが，18年は全国を大きく下回った（表 7 ）．
98年以降でみると高知県での報告数は 2 ～ 3 年周期
で2,000～3,000名と比較的大きく変化しているが，
15年559名，16年574名と減少し，17年は619名と横
ばいだが18年は288名とさらに減少し調査開始以来
最少となった．これは14年10月からの水痘ワクチン
定期接種開始の影響が考えられる．
　定点当たりの報告数の推移を全国と比較すると，
ピーク値の差は多少みられるものの流行時期は同様
で 7 ～10月が少なく，11～ 6 月までが多い．これは
夏休みの影響が推測される（図13）．

　年齢別発生分布は，17年は 4 歳以下が56％， 5 ～
9 歳が38％で，18年は 4 歳以下が52％， 5 ～ 9 歳が
38％と， 9 歳以下が90％以上を占めている（図14）．
　地域別発生分布は変動がみられ，17年は高知市・
安芸・中央西で増加し，幡多・須崎・中央東で減少
した．18年は幡多・安芸で増加し，中央東・高知市・
須崎・中央西で減少した（図15）．

表 ７ 　水痘の年間報告数
年　次 報告件数 定点当たり 全国定点当たり

2017 619 20.63 19.06

2018 288 9.6 17.6

図13　水痘患者月別発生状況 （定点当たり）

図14　水痘の年齢別発生分布

図15　
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7 　手足口病
　定点当たりの報告数は，05～09年にかけ連続して
全国を下回っているが，10年は高知県で，11年以降
全国では13年，15年，17年と 2 年おきに流行があり，
高知県でも同じ傾向であった．この疾患は年によっ
て流行規模に比較的大きな差があり，調査開始以来
約100～3,000名が報告されている．17年の3,345名は
89年以降最多の報告数なのに対し，18年は0.35倍の
1,185名と半減している（表 8 ）．
　定点当たりの報告数の推移を全国と比較すると，
全国の流行のピークは90年以降一定して 7 月にあっ
たが，17年は 8 月，18年は 7 月なのに対し，高知県
の ピ ー ク は，17年 は 7 月，18年 は 8 月 で あ る（ 図
16）．
　年齢別発生分布は，17年は 1 歳未満， 1 ～ 2 歳，

15～19歳が増加し， 3 ～ 4 歳， 5 ～ 9 歳，10～14歳
が減少したが，18年は 3 ～ 4 歳， 5 ～ 9 歳が増加し，
1 歳未満， 1 ～ 2 歳，15～19歳，20歳以上が減少し
た． 1 歳未満～ 9 歳までの報告数は17年18年とも全
体の97％以上を占めている（図17）．
　地域別発生分布は，17年は幡多・須崎・高知市が
増加し，中央西・中央東・安芸が減少した．18年は
須崎・安芸が増加し，高知市・中央西・幡多・中央
東が減少した．（図18）．

表 ８ 　手足口病の年間報告数
年　次 報告件数 定点当たり 全国定点当たり

2017 3,345 111.5 113.65

2018 1,185 39.5 38.92

図16　手足口病患者月別発生状況（定点当たり）図16　手足口病患者月別発生状況（定点当たり）

図17　手足口病の年齢別発生分布

図18　手足口病の地域別発生分布（定点当たり）
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8 　伝染性紅斑
　定点当たりの報告数は調査開始以来大きく変動し
ており，12年は820名と89年以降 4 番目に多い報告
数であったが，13年，14年は激減し14年は89年以降
2 番目に少ない報告数42名となった．その後，16年
は359名，17年は115名，18年206名と増減を繰り返
している．17年18年ともに全国を下回り，特に18年
は大きく下回った（表 9 ）．
　定点当たりの報告数の推移を全国と比較してみる
と，高知県は07年が突出した高い値で全国を上回っ
た以降11年まで全国を下回っていたが，12年は再び
全国を大きく上回った．その後17年は全国と同程度
であったが，18年は 9 月以降全国を下回っている（図
19）．
　年齢別発生分布は，17年は 5 ～ 9 歳が減少し，18

年は 5 ～ 9 歳が増加している．（図20）．
　地域別発生分布では，17年は中央東・幡多・須崎
で増加し，安芸・中央西・高知市で減少した．18年
は，須崎・中央西で増加し，幡多・中央東・高知市・
安芸で減少している（図21）．
　また，調査開始以来，87年，92年，97年，02年，07年，
12年，16年で報告数が多くなっており， 4 ～ 5 年周
期で流行を繰り返している．

表 ９ 　伝染性紅斑の年間報告数
年　次 報告件数 定点当たり 全国定点当たり

2017 115 3.83 3.94

2018 206 6.87 15.60

図19　伝染性紅斑患者月別発生状況（定点当たり）

図20　伝染性紅斑の年齢別発生分布

図21　伝染性紅斑の地域別発生分布（定点当たり）
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9 　突発性発疹
　高知県の定点当たりの報告数は，全国よりも少な
い状況が持続している（表10）．また，報告数は年々
減少傾向にあり，02年に1,000名を割り，その後も減
少し17年は550名，18年544名と調査開始時の報告数
の 5 分の 1 となった．この原因は出生数の減少も関
与していると推測される．
　定点当たりの報告数の推移を全国と比較してみる
と，一年を通じて変動が少なく全国に類似している

（図22）．
　年齢別発生分布では，17年18年とも例年通り 2 歳
以下が95％以上を占めている． 1 歳未満は10年まで

半数以上を占めていたが，11年以降 1 ～ 2 歳が半数
以上を占め17年18年とも同様である（図23）．
　地域別発生分布に大きな変動がないことが特徴で
あるが，高知市・須崎・中央西でやや多い（図24）．

表10　突発性発疹の年間報告数
年　次 報告件数 定点当たり 全国定点当たり

2017 550 18.33 23.22

2018 544 18.13 22.57

図22　突発性発疹患者月別発生状況（定点当たり）

図23　突発性発疹の年齢別発生分布

図24　突発性発疹の地域別発生分布（定点当たり）
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10　百日咳（2018年から全数報告）
　高知県の定点当たりの報告数は，17年は全国の
1.83倍と上回っている（表11）．89年以降 2 番目に
多い12年311名から13年は50名と大幅に減少し，14
年15名，15年27名と推移し，16年は4.59倍の124名
と増加したが17年は29名と激減している．
　定点当たりの報告数の推移を全国と比較してみる
と，17年の高知県の報告数は増減を繰り返し，ピー
クは 3 月， 7 月，10月，12月にみられるが，全国は
低い値でほぼ一定に推移している（図25）．
　年齢別発生分布は，89年以降08年までは 4 歳以下
が50％以上を占めている事が多かったが12年は19％
と減少した．その後増減を繰り返し，16年の18％
から，17年は34％と増加している．20歳以上では，

07年以降 2 年毎に増減を繰り返し12年16％，13年
14 ％，14年34 ％，15年26 ％，16年14 ％，17年10 ％
である（図26）．
　地域別発生分布は，年によって流行地域が大きく
変化することが特徴である．07年以降は須崎の割
合が非常に高かったが，17年は高知市32％，須崎
29％，中央西26％となっている（図27）．

表11　百日咳の年間報告数 
年　次 報告件数 定点当たり 全国定点当たり

2017 29 0.97 0.53

2018

図25　百日咳患者月別発生状況（定点当たり）

図26　百日咳の年齢別発生分布

図27　百日咳の地域別発生分布（定点当たり）
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11　ヘルパンギーナ
　定点当たりの報告数は，17年は全国の0.74倍，18
年は全国の0.50倍と少ない報告が続いている（表
12）．09年668名を除き，00年以降約800～1,500名で
推移していたが，15年以降減少傾向となり，18年は
477名と調査開始以来最少となった．
　17年は高知県，全国とも 7 月にピークとなるが，
18年のピークは全国は 8 月，高知県は 9 月である（図
28）．
　年齢別発生分布は，毎年同様の分布を示し， 1 ～
2 歳が50％以上を占めている（図29）．

　地域別発生分布は，17年は幡多・安芸で増加し，
中央西・須崎・中央東で減少した．18年は須崎・中
央西・中央東で増加し，幡多・安芸で減少した（図
30）．

表12　ヘルパンギーナの年間報告数
年　次 報告件数 定点当たり 全国定点当たり

2017 604 20.13 27.26

2018 477 15.90 31.50

図28　ヘルパンギーナ患者月別発生状況（定点当たり）

図29　ヘルパンギーナの年齢別発生分布

図30　ヘルパンギーナの地域別発生分布
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12　流行性耳下腺炎
　定点当たりの報告数は，13年，14年と全国の 2 ～
3 倍と多い報告数で推移していたが，16年以降は，
17年は0.27倍，18年0.32倍と全国を下回っている．（表
13）．
　定点当たりの推移を全国と比較すると，高知県は
10年 1 月以降11年後半までは全国よりかなり低い値
を持続しているが，13年後半から14年前半までは全
国を大きく上回っている．その後，15年 6 月からは
再び全国を下回っており，17年，18年ともに，全国
を下回っている（図31）． 3 ～ 5 年毎に増減をくり
返す疾患であり，18年は報告数が少ない周期の年で
ある．
　年齢別発生分布はほとんど変動がなく， 5 ～ 9 歳

が47～50％で最も多く， 3 ～ 4 歳が26％程度で続い
ている（図32）．
　地域別発生分布では，年毎に比較的大きな変動が
みられ，17年は須崎・安芸で増加し，中央西・幡多・
中央東・高知市で減少した．18年は幡多・高知市・
中央西・中央東で増加し，須崎・安芸で減少した（図
33）．

表13　流行性耳下腺炎の年間報告数
年　次 報告件数 定点当たり 全国定点当たり

2017 198 6.6 24.67

2018 73 2.43 7.51

図31　流行性耳下腺炎患者月別発生状況（定点当たり）

図32　流行性耳下腺炎の年齢別発生分布

図33　流行性耳下腺炎の地域別発生分布（定点当たり）



13

13　RSウイルス感染症
　04年から調査が行われている疾患で，高知県の報
告数は04年229名であったが，その後増加し11年に
1,026名となり17年1,814名，18年1,150名と1,000台が
続いている．定点当たりの報告数は17年，18年とも
に全国を上回った（表14）．
　年齢別発生分布は， 2 歳以下が 9 割以上を占めて
いる（図35）が，保険制度上の問題で検査されてい
ないのみで，それよりも上の年齢や保護者も罹患し
ていると推測される．兄弟から，または保育所で感
染し， 2 歳未満では喘鳴・呼吸困難のためしばしば

入院する疾患である．
　地域別発生分布では，17年は幡多・須崎・高知市
で増加し，安芸・中央東で減少した．18年は須崎・
安芸・高知市・中央西で増加し，幡多・中央東で減
少した（図36）．

表14　RSウイルス感染症の年間報告数
年　次 報告件数 定点当たり 全国定点当たり

2017 1,814 60.47 44.21

2018 1,150 38.33 38.29

図34　RSウイルス感染症患者月別発生状況（定点当たり）

図35　RSウイルス感染症の年齢別発生分布

図36　RSウイルス感染症の地域別発生分布（定点当たり）
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14　流行性角結膜炎
　定点当たりの報告数は，07年08年とも高知県が全
国を上回っていたが，09年以降は全国を下回り，17
年0.15倍，18年0.87倍である．17年は17名と少ない
報告数であったが，18年は115名と6.76倍である（表
15）．
　年齢別発生分布は，16年に比し17年は 1 歳未満

（ 6 ％），20～29歳（18％），50～59歳（ 6 ％），70～
79歳（12％），で増加し， 1 ～ 2 歳（ 0 ％），15～19
歳（ 0 ％）30～39歳（18％），40～49歳（23％），60
～69歳（17％）で減少しているが，18年は 1 ～ 2 歳

（10％）， 3 ～ 4 歳（ 3 ％）， 5 ～ 9 歳（ 6 ％），10～
14歳（ 5 ％），15～19歳（ 3 ％），50～59歳（15 ％）
で増加し， 1 歳未満（ 1 ％），20～29歳（ 7 ％），40

～49歳（13％），60～69歳（13％），70～79歳（ 6 ％）
で減少している．13年までは20歳以上が 9 割程度占
めていたが15年は 8 割程度，16年は 9 割程度，17年
は 8 割程度，18年は 7 割程度である（図38）．
　地域別では，17年はすべて高知市からの報告で18
年高知市が93％，安芸 4 ％，幡多 3 ％の報告である

（図39）．

表15　流行性角結膜炎の年間報告数
年　次 報告件数 定点当たり 全国定点当たり

2017 17 5.67 38.47

2018 115 38.33 44.01

図37　流行性角結膜炎患者月別発生状況（定点当たり）

図38　流行性角結膜炎の年齢別発生分布

図39　流行性角結膜炎の地域別発生分布（定点当たり）
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15　無菌性髄膜炎
　定点当たりの報告数は，09年以降は全国を上回っ
ていたが，17年は全国の0.44倍，18年は0.08倍と大
きく下回っている．報告数は17年 7 名，18年 1 名で
ある（図40）．

図40　無菌性髄膜炎患者月別発生状況（定点当たり）

16　マイコプラズマ肺炎
　定点当たりの報告数は，05年以降全国より少ない
報告数で推移していたが，13年，14年，15年は全国
よりも多い報告数に変化している．16年，17年は再
び全国を下回っていたが，18年は全国を上回ってい
る．17年は92名，18年は104名の報告数であった．（図
41）．

図41　マイコプラズマ肺炎患者月別発生状況（定点当たり）  
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表16　施設におけるインフルエンザ様疾患年別、週別発生状況
月, 週

年

1 2 月 1 月 2 月 3 月 4 月
計 型

1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週

1981～1982 18 42 1,406 2,181 3,457 2,063 1,072 427 49 10,715 Ｂ
Ａ香港

1982～1983 428 768 1,935 1,731 944 1,200 140 72 7,218 Ａ香港

1983～1984 396 9,264 10,463 784 35 20,942 Ａソ連

1984～1985 628 1,376 3,015 1,663 4,057 2,822 1,051 59 14,671 Ｂ

1985～1986 61 850 943 2,868 77 9 86 184 5,078 Ａ香港

1986～1987 70 755 702 626 42 110 2,305 Ａソ連

1987～1988 12 8 1,476 412 908 1,206 74 4,096 Ｂ
Ａ香港

1988～1989 35 338 27 624 1,009 312 117 21 66 2,549 Ａソ連

1989～1990 20 51 554 7,405 8,177 3,980 497 300 1,219 510 265 289 22 23,289 Ｂ
Ａ香港

1990～1991 58 12 44 55 30 43 242 Ｂ
Ａ香港

1991～1992 290 1,278 2,470 2,174 2,518 882 71 22 9,705 Ａソ連
Ａ香港

1992～1993 91 1,265 4,792 2,142 859 768 881 1,380 234 12,412 Ｂ
Ａ香港

1993～1994 22 20 42 Ａ香港

1994～1995 569 8,977 6,622 697 129 71 85 11 19 17,180 Ｂ
Ａ香港

1995～1996 106 25 65 71 24 18 309 Ａソ連
Ａ香港

1996～1997 17 3,875 1,052 264 296 885 831 177 49 49 51 7,546 Ｂ
Ａ香港

1997～1998 5 41 359 1,269 2,030 1,528 491 160 5,883 Ａ香港
Ｂ

1998～1999 18 720 1,677 666 153 125 84 131 12 18 18 3,622 Ａ香港

1999～2000 378 1,955 2,184 666 348 336 126 40 6,033 Ａソ連
Ａ香港

2000～2001 74 20 354 661 918 1,250 671 417 193 13 4,571 Ｂ, A香港
Ａソ連

2001～2002 49 42 214 324 446 134 512 208 21 5 1,955 Ｂ, A香港
Ａソ連

2002～2003 38 481 2,251 1,047 929 146 386 420 98 120 91 6,007 Ａ香港
Ｂ

2003～2004 115 272 195 174 58 123 46 14 997 Ａ香港
Ｂ

2004～2005 36 0 8 247 389 202 357 156 78 1,473 Ａ香港
Ｂ

2005～2006 72 39 307 334 1,356 1,684 866 1,282 256 38 6,234 A香港
Aソ連, B

2006～2007 17 98 24 31 5/21-
51 221 A香港

Aソ連, B

2007～2008 107 188 316 187 129 205 157 32 67 1,388 Aソ連, B

2008～2009 47 443 909 355 97 40 290 85 59 23 2,348 A香港
Aソ連, B

月, 週

年

1 2 月 1 月 2 月 3 月 4 月
計 型

1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週

2010～2011 50 250 193 77 72 77 54 773 B, Apdm09
A 香港

2011～2012 14 1141 1184 574 227 56 113 40 36 32 3,417 B
A 香港

2012～2013 9 50 20 77 133 537 345 133 143 134 96 99 73 35 1,884 A 香港
B

2013～2014 16 51 10 149 101 33 64 84 96 69 98 72 67 910 A 香港
Apdm09, B

2014～2015 52 35 300 893 650 305 127 92 171 65 55 94 14 2,853 A 香港
B

2015～2016 43 57 197 185 645 556 413 124 6 94 2,320 Apdm09
B

2016～2017 90 10 333 831 887 546 251 176 84 5 7 14 3,234 A 香港
B

2017～2018 7 11 18 13 892 969 886 888 462 169 51 61 28 4,455 A 香港
Apdm09,B

月, 週

年

8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月
計 型

1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週

2009～2010 4 32 112 167 213 63 56 203 214 645 1,852 1,826 2589 2,265 3072 1,277 880 846 307 3 14 94 122 100 133 17,089 Apdm09
A ソ連
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表17　医療機関におけるインフルエンザ様疾患年別、週別発生状況
月, 週

年

1 2 月 1 月 2 月 3 月 4 月
計 型 ウイルス

採取月日1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週

1981～1982 22 16 26 36 42 20 53 193 659 1,108 1,606 946 873 409 169 58 6,236 Ａ香港
Ｂ

1982～1983 6 4 7 4 5 32 58 318 871 960 888 750 402 210 48 11 4,574 Ａ香港

1983～1984 10 6 10 5 24 311 1,864 2,196 801 316 106 41 6 44 10 1 5,751 Ａソ連

1984～1985 5 2 2 1 1 7 4 33 256 802 1,461 1,789 1,836 1,034 424 214 7,871 Ｂ 60.1.29

1985～1986 194 780 1,654 1,748 609 319 184 105 72 60 12 14 2 2 5 5,760 Ａ香港 60.12.4

1986～1987 3 1 17 3 56 199 601 1,054 809 519 292 233 130 74 41 25 4,057 Ａソ連 62.1.5

1987～1988 10 4 5 13 25 57 98 82 121 148 375 793 1,518 1,327 4,576 Ａ香港
Ｂ

B 型 63.1.22
A 香港 63.3.3

1988～1989 1 26 214 576 512 592 644 683 648 435 245 137 55 28 31 71 4,898 Ａソ連 元 .12.5

1989～1990 2 2 10 46 464 2,419 3,544 2,806 1,636 984 931 791 552 414 157 14,758 Ａ香港
Ｂ

A 香港元 .12.20
B 型 2.1.24

1990～1991 16 27 23 19 17 13 23 22 60 72 59 87 99 189 253 285 1,264 Ａ香港
Ｂ

A 香港 3.2.27
B 型 3.4.5

1991～1992 1 4 5 12 38 240 1,135 1,854 1,718 1,313 938 529 200 65 8,052 Ａソ連
Ａ香港

A ソ連 4.1.23
A 香港 4.1.23

1992～1993 2 3 32 55 62 394 1,598 2,741 2,238 1,572 1,537 1,377 1,334 1,154 693 337 15,129 Ａ香港
Ｂ

B 型 4.12.24
A 香港 5.1.7

1993～1994 3 3 4 45 80 66 52 56 49 54 14 12 438 Ａ香港 6.2.1

1994～1995 3 6 89 1,014 3,413 3,320 1,425 541 271 265 283 450 398 332 11,810 Ａ香港
Ｂ

A 香港 7.1.10
B 型 7.1.19

1995～1996 7 31 53 57 95 130 278 523 706 854 607 614 563 365 210 85 30 5,208 Ａソ連
Ａ香港

A 香港 7.12.22
A ソ連 7.12.28

1996～1997 3 10 23 244 536 1,308 1,824 1,641 1,056 616 502 554 723 639 588 370 10,637 Ａ香港
Ｂ

A 香港 8.12.12
B 型 9.1.31

1997～1998 21 18 17 4 17 22 45 184 740 2,023 2,094 1,733 22 568 257 156 41 7,962 Ａ香港 10.1.19

1998～1999 8 2 20 39 136 777 1,856 2,075 1,233 556 433 532 212 220 169 163 115 8,546 Ａ香港
Ｂ

B 型 10.12.21
A 香港 11.1.4

1999～2000 8 9 9 28 108 268 1,011 1,852 2,069 1,388 891 686 468 258 122 49 21 9,245 Ａソ連
Ａ香港

A 香港 11.12.30
A ソ連 12.1.5

2000～2001 4 3 8 7 5 7 26 36 207 527 811 1,518 1,183 1,001 980 553 245 7,121 Ｂ ,A 香港 ,
Ａソ連

B 型 13.1.16
A 香港 13.3.12
A ソ連 13.4.9

2001～2002 1 7 14 35 45 173 282 505 827 949 711 780 693 451 357 226 86 6,142 Ｂ ,A 香港 ,
Ａソ連

A 香港 13.12.14
A ソ連 13.12.18
B 型 14.1.26

2002～2003 1 9 66 131 402 887 1,738 2,325 1,908 1,542 1,083 777 855 700 614 458 305 13,801 Ａ香港
Ｂ

A 香港 14.12.6
B 型 14.12.20

2003～2004 3 3 4 13 56 145 344 679 962 890 1,030 719 439 269 116 24 5,696 Ａ香港
Ｂ

A 香港 16.1.5
B 型 16.3.18

2004～2005 2 4 12 17 15 13 44 166 387 1,003 2,040 2,780 3,083 2,695 1,857 1,031 1391 16,540 Ａ香港
Ｂ

A 香港 16.12.17
B 型 17.1.19

2005～2006 1 4 22 69 119 355 506 640 784 1,022 1,548 1,915 2,170 2,046 1,289 849 524 13,863 A 香港 ,
Ａソ連 ,B

A ソ連 17.12.16
A 香港 17.12.9
B 型 18.1.16

2006～2007 2 1 3 5 4 5 25 108 158 213 329 382 584 836 1,983 4,638 A 香港 ,
Ａソ連 ,B

A 香港 19.1.23
A ソ連 19.2.14
B 型 19.3.9

2007～2008 30 57 197 289 215 351 836 1,507 1,680 1,278 704 659 449 353 268 167 284 9,324 Ａソ連，
B

A ソ連 19.11.27
B 型 20.1.25

2008～2009 10 12 38 29 148 346 935 1,921 2,028 1,490 1,025 689 870 750 842 825 1,042 13,000 Ａソ連，
A 香港 ,B

A ソ連 20.12.1
A 香港 21.1.9
B 型 21.1.26

月, 週

年

1 2 月 1 月 2 月 3 月 4 月
計 型 ウイルス

採取月日1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週

2010～2011 3 1 12 26 77 226 678 1,118 1,291 937 703 640 405 545 838 738 3,463 11,701
A 香港 ,
Apdm09,
B

A 香港 22.10.4
Apdm09 22.10.28
B 型 23.2.5

2011～2012 6 0 19 53 119 937 2,847 3,201 2,602 1,749 1,056 706 406 311 291 402 1,545 16,250 A 香港 ,
B

A 香港 23.12.10
B 型 24.1.21

2012～2013 17 61 134 156 157 350 608 986 1,533 1,413 1,216 1,090 1,210 949 621 468 425 11,394 A 香港 ,
B

A 香港 24.10.29
B 型 24.11.5

2013～2014 96 117 188 238 312 418 645 1,003 952 631 645 859 1,034 860 913 822 1,429 11,162 A 香港 ,
B

A 香港 25.11.16
Apdm09 26.1.8
B 型 26.1.5   

2014～2015 12 24 172 451 1,034 1,479 2,383 2,452 1,791 1,121 929 826 679 475 522 542 1,076 15,968 A 香港 ,
B

A 香港 26.9.4
B 型 27.1.6

2015～2016 7 4 2 11 21 30 86 268 789 1,148 1,596 2,247 2,372 1,944 1,478 894 2,053 14,927
A 香港 ,
Apdm09,
B

A 香港 28.1.7
Apdm09 28.1.22
B 型 28.1.28

2016～2017 44 108 212 340 490 684 1,380 1,917 2,429 1,998 1,616 1,153 707 480 543 390 384 14,875
A 香港 ,
Apdm09,
B

A 香港 28.12.12
Apdm09 28.12.13
B 型 29.4.5

2017～2018 43 64 210 567 902 1,523 3,076 2,575 3,177 3,248 2,199 1,549 1,115 653 384 214 223 21,722
A 香港 ,
Apdm09,
B

A 香港 29.12.18
Apdm09 30.1.5
B 型 29.12.2　

月, 週

年

8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月
計 型 ウイルス

採取月日1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週 1 週 2 週 3 週 4 週

2009～2010 107 116 144 135 180 204 152 117 228 351 798 1,293 1,538 1,863 1,910 2,204 1,551 1,347 1,216 1,067 777 610 558 298 278 19,042 Apdm09
A ソ連

Apdm09 21.8.6
A ソ連 21.8.16
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表18　インフルエンザの年別月別患者数

1980年
昭和55年

1981年
昭和56年

1982年
昭和57年

1983年
昭和58年

1984年
昭和59年

1985年
昭和60年

1986年
昭和61年

1987年
昭和62年

1988年
昭和63年

1989年
平成元年

1990年
平成 2 年

1991年
平成 3 年

1992年
平成 4 年

1993年
平成 5 年

1 月 291 201 344 413 4,397 301 1,291 1,910 100 2,431 9,279 135 1,430 4,795
2 月 3,193 692 4,444 3,687 1,275 5,888 88 1,853 449 1,465 4,342 317 5,823 6,724
3 月 1,242 769 1,537 721 79 1,722 10 270 4,820 122 1,181 861 804 3,620
4 月 49 35 50 2 3 31 6 37 1,199 0 55 92 12 20
5 月 58 0 9 0 0 3 6 14 146 0 6 12 8 0
6 月 4 0 1 0 1 0 0 5 0 1 1 0 0 20
7 月 0 2 0 0 0 0 30 0 0 4 0 0 0 0
8 月 0 0 0 0 1 0 14 0 3 0 1 0 0 0
9 月 0 0 0 1 0 0 3 2 0 0 0 0 0 0
10月 0 9 2 2 2 0 1 0 7 0 0 0 0 0
11月 0 25 6 13 10 24 8 0 0 0 58 0 0 0
12月 17 126 24 33 10 4,376 51 14 817 14 85 5 98 8
計 4,854 1,859 6,417 4,872 5,778 12,345 1,508 4,105 7,541 4,037 15,008 1,422 8,175 15,187

1994年
平成 6 年

1995年
平成 7 年

1996年
平成 8 年

1997年
平成 9 年

1998年
平成10年

1999年
平成11年

2000年
平成12年

2001年
平成13年

2002年
平成14年

2003年
平成15年

2004年
平成16年

2005年
平成17年

2006年
平成18年

2007年
平成19年

1 月 52 7,836 1,732 6,365 268 4,844 3,239 74 1,832 7,260 1,237 238 1,620 17
2 月 254 2,502 2,638 2,395 6,590 2,526 5,034 3,063 3,133 4,257 3,601 6,210 5,269 504
3 月 160 1,586 690 1,802 1,865 914 918 3,962 1,120 2,077 875 9,287 6,674 3,003
4 月 65 154 97 205 64 476 12 187 71 137 22 546 256 1,250
5 月 14 18 22 5 1 92 1 21 0 7 2 12 295
6 月 0 22 0 0 7 19 0 0 0 1 0 2 22
7 月 0 28 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
8 月 0 25 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 月 0 23 0 0 5 0 0 0 0 0 0
10月 2 13 0 0 8 1 0 0 1 0 0
11月 0 3 9 9 7 14 1 2 0 0 3 3 20
12月 9 148 280 80 76 63 22 57 207 10 40 3 573
計 556 12,358 5,468 10,861 8,891 8,950 9,227 7,366 6,364 13,749 5,780 16,281 13,840 5,684

2008年
平成20年

2009年
平成21年

2010年
平成22年

2011年
平成23年

2012年
平成24年

2013年
平成25年

2014年
平成26年

2015年
平成27年

2016年
平成28年

2017年
平成29年

2018年
平成30年

1 月 4,589 5,378 2,241 2,098 7,103 2,101 3,330 9,139 398 4,471 8,076
2 月 3,090 4,074 278 3,571 6,113 5,255 3,169 3,555 5,741 7,196 10,173
3 月 908 2,852 18 3,406 1,761 3,451 3,243 1,832 7,619 2,445 2,476
4 月 191 765 6 2,582 1,194 278 781 674 1,009 384 103
5 月 39 102 1 630 175 113 211 54 60 122 32
6 月 32 2 45 10 0 7 55 1 11 2
7 月 32 0 3 0 0 0 9 0 2
8 月 384 2 0 2 3 2 1 17 1
9 月 671 4 1 0 1 56 4 0 1 29
10月 2 2,787 6 4 5 0 8 2 0 3 2
11月 5 7,515 34 4 15 50 10 31 31 14 13
12月 89 6,103 42 81 369 639 659 35 727 884 864
計 8,913 30,695 2,634 12,425 16,747 11,888 11,477 15,392 15,587 15,550 21,771
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表19　月別発生状況（2017年）
単位：人

分類 月
疾病名

報　　告　　月 総計1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
2 類 結核 5 8 8 8 7 10 8 10 18 13 6 7 108

3 類 細菌性赤痢 2 2
腸管出血性大腸菌感染症 2 2

4 類

オウム病 1 1
つつが虫病 1 6 4 11
レジオネラ症 1 2 1 2 6
レプトスピラ症 1 1
日本紅斑熱 1 1 3 1 6
重症熱性血小板減少症候群 1 1 1 1 1 5

5 類

アメーバ赤痢 2 2 1 5
ウイルス性肝炎 1 1 2
カルバペネム耐性腸内細菌感染症 1 1 1 4 4 1 1 2 1 3 3 22
急性脳炎 1 1
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 2
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 2 5
後天性免疫不全症候群 1 1 2 1 1 6
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 1 1 1 4
侵襲性肺炎球菌感染症 2 2 4 2 3 1 1 2 1 18
水痘（入院例） 1 1
播種性クリプトコックス症 2 1 3
破傷風 1 1
梅毒 1 2 1 5 1 2 6 2 2 22
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1

総計 11 14 19 16 25 21 19 18 24 26 23 19 235
（保健所受理日の月数で計算）

表20　保健所別発生状況（2017年）
単位：人

分類 病名 HC 安芸 中央東 高知市 中央西 須崎 幡多 総計
2 類 結核 13 15 35 18 10 17 108

3 類 細菌性赤痢 2 2
腸管出血性大腸菌感染症 2 2

4 類

オウム病 1 1
つつが虫病 11 11
レジオネラ症 1 3 1 1 6
レプトスピラ症 1 1
日本紅斑熱 4 2 6
重症熱性血小板減少症候群 2 1 2 5

5 類

アメーバ赤痢 1 4 5
ウイルス性肝炎 2 2
カルバペネム耐性腸内細菌感染症 1 17 3 1 22
急性脳炎 1 1
クロイツフェルト・ヤコブ病 2 2
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 4 5
後天性免疫不全症候群 4 2 6
侵襲性インフルエンザ菌感染症 4 4
侵襲性肺炎球菌感染症 4 11 1 2 18
水痘（入院例） 1 1
播種性クリプトコックス症 1 2 3
破傷風 1 1
梅毒 3 17 2 22
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1

総計 15 42 115 21 17 25 235
（保健所受理日の月数で計算）
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表20　月別発生状況（2018年）
単位：人

分類 月
疾病名

報　　告　　月 総計1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
2 類 結核 6 12 12 12 6 7 8 6 5 9 10 4 97
3 類 腸管出血性大腸菌感染症 1 2 1 4

4 類

日本紅斑熱 1 4 3 2 1 2 13
つつが虫病 1 1 2
レジオネラ症 1 1 2 2 1 2 9
重症熱性血小板減少症候群 3 2 5

5 類

アメーバ赤痢 1 2 3
ウイルス性肝炎 1 1
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 1 1 1 5 6 2 2 2 1 21
急性弛緩性麻痺 1 1
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 2 1 1 1 1 6
後天性免疫不全症候群 2 3 2 1 1 9
ジアルジア症 1 1
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 1 2 1 1 1 7
侵襲性肺炎球菌感染症 6 3 2 1 1 1 14
水痘（入院例に限る） 1 1 1 3
播種性クリプトコックス症 2 1 1 1 5
梅毒 3 1 1 2 3 1 1 3 2 2 19
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1
百日咳 13 28 12 16 35 11 22 17 6 2 3 8 173
風しん 1 2 3

総計 36 48 30 36 57 25 42 39 23 19 23 20 398
（保健所受理日の月数で計算）

表21　保健所別発生状況（2018年）
単位：人

分類 疾病名 HC 安芸 中央東 高知市 中央西 須崎 幡多 総計
2 類 結核 16 11 34 16 8 12 97
3 類 腸管出血性大腸菌感染症 1 3 4

4 類

日本紅斑熱 6 4 3 13
つつが虫病 1 1 2
レジオネラ症 6 1 2 9
重症熱性血小板減少症候群 1 1 3 5

5 類

アメーバ赤痢 3 3
ウイルス性肝炎 1 1
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 1 1 17 1 1 21
急性弛緩性麻痺 1 1
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 4 1 6
後天性免疫不全症候群 6 2 1 9
ジアルジア症 1 1
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 1 7
侵襲性肺炎球菌感染症 4 9 1 14
水痘（入院例に限る） 1 1 1 3
播種性クリプトコックス症 3 2 5
梅毒 3 16 19
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1
百日咳 1 10 38 8 116 173
風しん 3 3

総計 25 43 152 30 128 20 398
（保健所受理日の月数で計算）



Ⅱ　検　査　情　報
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1　月別疾患別検査数および検出件数
1）ウイルス
　表 1 ，表 2 の上段の小計のとおりで，検査件数は
2017年667件，2018年849件である．新型インフルエン
ザが流行した09年1,105件を除けば，700件程度で推移
していた検査件数が13年14年と900件を超え，さらに

15年には1,000件に到達していた．16年に756件に減少
したが，その理由は，ウイルス感染症の減少ではなく，
業務量の増大により検体数の抑制を呼びかけた結果と
推測され，以後は同等の数字で推移している．2018年
に依頼件数が多かったのは，パンデミックの2009年に次
ぐインフルエンザの大流行を反映していると思われる．

感染症発生動向調査における病原微生物分離

前　田　明　彦

表 1 　　月別疾患別検査件数（2017年）

ウ
イ
ル
ス

定点区分 疾患名 計 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

小 児 科

咽頭結膜熱 8 2 3 1 1 1
感染性胃腸炎 90 14 7 7 8 5 3 18 10 5 5 8
水痘 1 1
手足口病 77 13 20 16 5 5 11 4 3
伝染性紅斑 10 3 1 3 1 1 1
突発性発疹 5 1 1 1 2
ヘルパンギーナ 13 6 3 1 1 2
流行性耳下腺炎 1 1
RS ウイルス感染症 11 4 4 1 1 1

内科・小児科 インフルエンザ（小児科） 68 23 22 6 6 2 4 5
インフルエンザ（内科） 18 6 4 4 2 1 1

眼 科 流行性角結膜炎 0
基 　  幹 無菌性髄膜炎 30 4 2 2 1 7 5 6 3
そ の 他 335 39 29 10 10 41 24 38 38 26 24 36 20

小　　計 667 91 67 32 22 70 58 73 72 44 42 54 42

細
菌

小 児 科
A 群溶血性 レ ン サ 球菌咽頭炎 10 4 2 1 3
感染性胃腸炎 5 1 1 1 1 1
百日咳 53 14 7 4 6 3 4 1 5 3 3 1 2

基 　 幹 細菌性髄膜炎 1 1
そ の 他 3 1 1 1

小　　計 72 14 11 5 7 5 5 1 7 4 5 3 5
合　　　　計 739 105 78 37 29 75 63 74 79 48 47 57 47

表 2 　　月別疾患別検査件数（2018年）

ウ
イ
ル
ス

定点区分 疾患名 計 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

小 児 科

咽頭結膜熱 26 3 1 2 2 3 3 2 1 3 2 2 2
感染性胃腸炎 94 10 1 6 12 14 7 9 8 3 8 5 11
水痘 0
手足口病 75 3 1 6 6 10 17 12 11 3 3 3
伝染性紅斑 12 1 1 3 4 2 1
突発性発疹 7 1 1 2 1 1 1
ヘルパンギーナ 13 1 1 1 4 3 3
流行性耳下腺炎 3 1 1 1
RS ウイルス感染症 8 1 2 2 3

内科・小児科 インフルエンザ（小児科） 104 61 20 9 6 8
インフルエンザ（内科） 16 7 3 2 1 1 2

眼 科 流行性角結膜炎 2 1 1
基 　  幹 無菌性髄膜炎 13 2 1 1 3 2 2 1 1
そ の 他 476 42 17 36 36 41 38 58 28 36 50 45 49

小　　計 849 130 43 56 65 72 61 93 62 63 70 58 76

細
菌

小 児 科
A 群溶血性 レ ン サ 球菌咽頭炎 22 2 1 2 3 1 3 6 3 1
感染性胃腸炎 7 1 1 1 2 1 1
百日咳 0

基 　 幹 細菌性髄膜炎 0
そ の 他 2 2

小　　計 31 1 0 2 1 3 4 3 4 0 8 3 2
合　　　　計 880 131 43 58 66 75 65 96 66 63 78 61 78
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　疾患別検査件数では，例年通りインフルエンザと感
染性胃腸炎が多い．インフルエンザは17年86件，18年
120件で，感染性胃腸炎は17年90件，18年94件の依頼
があった．続いて手足口病が多く，17年77件，18年75
件と流行を反映して多めの依頼件数だった．咽頭結膜
熱は17年 8 件，18年26件で，ヘルパンギーナは17年18
年ともに13件の依頼があった．無菌性髄膜炎は17年30
件，18年13件で，通常20～30件であるので，18年は例
年よりも少なかった．その他（調査研究に係わる検体）
の件数は17年335件，18年476件であり変動はあるが平
年並みといえるだろう（15年554件，16年344件）．
2 ）細菌
　表 1 ，表 2 の下段の小計のとおりで，検査件数は17
年72件，18年31件と減少している．15年101件，16年
249件（百日咳流行による増加）と比べ急速に減少し
た原因は，百日咳菌の核酸検出すなわちLAMP法が保
険適応になったことを受けて，百日咳疑いの患者検体
の受付を終了したことが主因である．
　百日咳は17年53件，18年 0 件であった．感染性胃
腸炎は，かつては100件以上の検査が行われていたが，
徐々に減少し17年は 5 件18年は 7 件であった．自施設
での細菌培養検査実施が原因と考えられる．A群溶血
性レンサ球菌咽頭炎は17年10件，18年22件であった．
03～06年は42～95件，07～18年は 7 ～33件と徐々に減
少している．原因は迅速診断キットで診療が完結して
いるためと考えられるが，血清型の判別と疫学の把握
のためには衛生研究所での一定数の検体検査が必要で
ある．
　ウイルスと細菌の合計検査件数は，17年739件，18
年880件である．15-16年は1，000件以上であったので，
減少に転じている．今後もウイルス検査が主体となる
と推測される．
　なお，月別ウイルス検査材料は表 3 ，表 4 のとおり
で，咽頭ぬぐい液が最も多く，便が続き，次が鼻腔ぬ
ぐい液，髄液の順である．冬季と夏季の検体数が多い
理由はそれぞれの時期に流行するウイルス感染症のた
めである．便検体は 1 年を通して依頼が多い．

2 　疾患別，月別分離検出状況
1 ）ウイルス
　疾患別，月別分離検出状況は表 5 ，表 6 のとおり
で，17年397件，18年572件 で，15年561件，16年387
件に比べると想定内の変動であった．分離検出率は，
17年397/667=59．5%，18年572/849=67．4%で15年
561/1000=56．1%，16年387/756=51．2%よりも上昇
した．

表 3 　ウイルス検査材料件数（2017年）
検査材料 月 計1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

咽頭ぬぐい液 46 39 18 18 49 46 52 30 23 27 26 20 394
咽頭うがい液 2 1 3
鼻腔ぬぐい液 10 9 2 1 2 6 3 11 9 4 7 5 69
便 20 10 7 2 14 4 6 24 10 6 12 10 125
髄液 7 6 2 2 1 12 4 1 3 4 5 47
穿刺液 1 1
鼻汁 2 2 2 1 1 1 3 2 14
喀痰等 1 1
尿 3 1 1 1 2 1 1 1 11
その他 1 1 2

計 91 67 32 22 70 58 73 72 44 42 54 42 667
検査件数は受付日に基づいて集計しています

表 4 　ウイルス検査材料件数（2018年）
検査材料 月 計1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

咽頭ぬぐい液 95 35 33 39 36 39 64 37 37 32 28 35 510
咽頭うがい液 1 1 2
鼻腔ぬぐい液 12 3 7 2 11 3 8 4 7 10 11 12 90
便 14 1 10 20 17 14 17 12 9 16 10 20 160
髄液 2 1 4 2 1 2 3 6 7 5 2 6 41
鼻汁 7 3 1 1 6 1 3 2 4 4 1 33
喀痰等 1 1 2
尿 1 2 2 1 6
穿刺液 1 1
水泡 1 1
結膜ぬぐい液 1 1
その他 1 1 2

計 130 43 56 65 72 61 93 62 63 70 58 76 849
検査件数は受付日に基づいて集計しています

　17年の疾患別分離検出件数（表 5 ）は，第 1 位イン
フルエンザ77件，第 2 位感染性胃腸炎67件，第 3 位手
足口病65件，第 4 位ヘルパンギーナ12件，第 5 位無菌
性髄膜炎11件，第 6 位咽頭結膜熱 7 件，その他147件
である．
　18年の疾患別分離検出件数（表 6 ）は，第 1 位イン
フルエンザ120件，第 2 位感染性胃腸炎75件，第 3 位
手足口病69件，第 4 位咽頭結膜熱21件，第 5 位ヘルパ
ンギーナ12件，第 6 位は伝染性紅斑，無菌性髄膜炎，
RSウイルス感染症が 8 件で同数，その他240件である．
　さらに，以下でこれらを個別に検討する．
　インフルエンザ
　16～17年の流行株は，AH3NTが 1 月～ 4 月， 8 月
に計58件，加えてAH1pdm09が同時期に 6 件，B型は
Victoriaが 5 件とYamagataが 3 件検出された．
　17～18年 の 流 行 株 は，AH3NTが12月～ 5 月 に39
件，加えてAH1pdm09が 1 月～ 4 月に32件，B型は
Yamagataが12月～ 4 月 に37件，Victoriaが12月～ 4
月に 8 件検出された．4 種類の亜型が同時期に流行し，
うち前 3 株いずれもがきわだった優勢を示さず，拮抗
する形で流行した点が，例年と異なっている．18年12
月 に はAH3NTが 7 件，AH1pdm09が 2 件 検 出 さ れ，
両者が2019年 1 月以降の主たる流行株となっている．
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表 5 　疾患別月別ウイルス分離検出状況（2017年）
臨床診断名

検
体
数

病原微生物 1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月 計

インフルエンザ 86

A H3 NT 22 19 7 6 4 1 59
A H1pdm09 2 2 1 1 6
B /Victoria 1 2 1 1 2 7
B /Yamagata 1 1 1 2 5

咽 頭 結 膜 熱 8

Adeno 1 1 1
Adeno 2 1 1 1 3
Adeno 3 1 1
Echo 9 1 1
HHV 6 1 1

感染性胃腸炎 90

Adeno 1 1 1
Adeno 2 2 1 1 1 5
Adeno 3 1 1
Adeno 41 1 1 2
Astrov NT 2 2
Cox B1 1 1
Cox B4 1 2 3
Echo 3 1 1
Echo 9 2 2
Echo 25 1 1
HHV 6 1 1
Noro GII NT 9 3 3 9 5 1 2 4 36
Parecho 1 1 1
Rhino 1 1
Rota AG3 2 2
Rota AG9 2 2
Rota A NT 1 1
Sapo  g enog r oup 
unknown 1 1 1 1 4

ヘルパンギーナ 13

Adeno 2 1 1
Cox A6 4 2 6
Cox A10 1 1 2
Cox B5 1 1
HHV 6 1 1
HHV7 1 1

手 足 口 病 77

Adeno 2 1 1
Cox A6 8 16 10 2 2 38
Cox A16 1 1
CMV 1 1 1 1 1 5
Entero 71 1 4 2 1 8
Echo 7 2 2
Echo 9 1 2 1 4
HHV 6 1 1 2 4
HHV7 2 2

流行性角結膜炎 0 Adeno 2 0

伝 染 性 紅 斑 10
Echo 9 1 1
HHV7 1 1 2
B19 1 1

流行性耳下腺炎 1 Mumps 0

無 菌 性
髄 膜 炎 30

Echo 9 2 2 4
HHV 6 1 1
HHV7 1 3 4
VZV 1 1 2

RS ウイルス感染症 11
RS-B 1 1
Cox B4 1 1

水 痘 1 VZV 1 1

突 発 性 発 疹 5
CMV 1 1
HHV 6 1 2 3

そ の 他 335

Adeno 1 1 1 2
Adeno 2 2 1 2 5
Adeno 3 1 1
Adeno 4 1 1
Adeno B 1 1
Cox A2 1 1 2
Cox A6 3 3 6
Cox A10 1 1
Cox B1 1 1
CMV 3 2 1 1 1 1 1 10
Echo 3 1 1 2 4
Echo 7 3 5 1 9
Echo 9 3 8 9 20
Echo 18 1 1
Entero NT 3 3
EBV 1 1 1 3
HSV 1 1 6 7
HHV 6 1 1 2 2 2 2 3 4 17
HHV7 2 1 1 1 1 2 4 1 13
hMPV 1 1 2 4
Noro GII NT 1 1 2
Parainflu 2 1 1
Parainflu 3 1 2 4 1 1 9
Parecho 1 1 1 2
RS-A 1 3 2 6
RS-B 1 1 2 4
Rhino 1 1 1 1 3 2 1 10
Sapo  g enog r oup 
unknown 1 1

VZV 1 1
総　計 667 52 36 23 20 34 41 47 46 25 22 27 24 397

表 6 　疾患別月別ウイルス分離検出状況（2018年）
臨床診断名

検
体
数

病原微生物 1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月 計

インフルエンザ 120

A H3 NT 17 12 7 1 1 7 45
A H1pdm09 28 3 1 2 34
B /Victoria 3 1 2 6
B Yamagata 21 7 4 3 35

咽 頭 結 膜 熱 26

Adeno 1 1 2 1 4
Adeno 2 1 1 2 1 1 6
Adeno 8 1 1 2
CMV 1 1
Entero 71 1 1
HSV 1 1 1
HHV 6 1 1
Rhino 1 2 1 1 5

感 染 性
胃 腸 炎 94

Adeno 2 1 1 1 1 1 2 1 8
Adeno 3 1 1
Adeno 40/41 1 1
Adeno 41 1 2 1 4
Astros NT 1 1 2
Cox A4 1 1 2
Cox A9 1 1
Echo 7 1 1
Echo 11 1 1 2
Entero 71 1 1
Entero NT 1 1
hMPV 1 1
Noro GI NT 1 1
Noro GII NT 5 1 1 3 2 2 2 2 4 22
Rota A G9 1 1 2
Rhino 1 1 2
Sapo 2 2 4 1 1 3 2 3 5 23

ヘルパンギーナ 13

Cox A2 1 1
Cox A4 1 2 3
Cox A9 1 1 2
Cox A10 1 1
CMV 1 1
Entero 68 1 1
HHV 6 2 2
Parainflu 3 1 1

手 足 口 病 75

Adeno 1 1 1 2
Cox A4 1 1
Cox A9 1 1 2
Cox A16 1 5 7 2 2 17
CMV 1 1 1 3
Entero 71 2 1 2 1 3 7 2 2 1 21
Echo 7 1 1
EBV 1 1
HHV 6 1 1
HHV 7 2 1 3
B19 1 1
HSV 1 1 2 1 4
Rhino 3 5 1 1 2 12

流行性角結膜炎 2 Astro NT 1 1
Rhino 1 1

伝 染 性 紅 斑 12

CMV 1 1
Cox A9 1 1
HSV 1 1 1
HHV 7 1 1
hMPV 1 1
B19 1 1
Rhino 1 1 2

流行性耳下腺炎 3
EBV 1 1
HHV 7 1 1
Parecho 1 1 1

無 菌 性
髄 膜 炎 13

Cox B4 1 1
Echo 7 1 1
HHV 7 1 1 2
HSV 1 1 1 2
Parecho 3 1 1
Rhino 1 1

RS ウイルス感染症 8

Cox A4 1 1
RS-A 1 2 3
RS-B 1 1 1 3
Rhino 1 1

突 発 性 発 疹 7

Adeno 2 1 1
CMV 2 2
Entero 71 1 1
HHV 6 1 1 2

そ の 他 476

Adeno 1 1 1 2
Adeno 2 1 1 1 5 1 1 2 12
Adeno 3 1 1
Adeno 5 1 1 2
Adeno 6 1 1
Adeno 8 1 1
Adeno 11 2 2
Adeno 31 1 1
Adeno 41 1 1 2
Adeno 54 1 1
Astro NT 1 1
Cox A4 3 3
Cox A9 2 20 2 1 25
Cox A10 1 1
Cox B2 1 1
Cox B4 1 1 2
CMV 1 1 2 2 3 3 1 13
Echo 7 1 1 1 3
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臨床診断名
検
体
数

病原微生物 1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月 計

Echo 18 1 1
Echo 25 1 1
Entero 68 1 1 2
Entero 71 1 2 1 4
EBV 1 1 1 1 2 2 8
HSV 1 1 1 1 2 3 3 1 1 13
HHV 6 2 1 1 2 3 2 3 1 15
HHV 7 1 3 2 1 4 3 1 1 3 1 20
hMPV 3 1 4 2 2 1 1 14
B19 1 1 2 1 5
A H1pdm09 1 1 2
B Yamagata 2 2
Noro GII NT 1 1 1 1 4
Parainflu 2 1 1
Parainflu 3 1 1 5 4 1 12
Parecho 1 1 1
Parecho 3 1 1 1 3
RS-A 1 2 3
RS-B 1 1 1 3
Rhino 1 5 2 5 2 16 8 6 3 48
Rota AG1 1 1
Rota AG3 1 1
Sapo 1 1 2

総　計 849 97 33 27 38 45 40 85 42 59 37 34 35 572

　咽頭結膜熱
　17年は咽頭結膜熱の検体からAdenovirus 2 型 3 件，
1 型 3 型が各 1 件，合計 5 件が検出された．また，そ
の他の疾患から， 2 型 5 件， 1 型 2 件， 3 型 1 件， 4
型 1 件，B型 1 件，合計10件検出された．
　18年は咽頭結膜熱検体からAdenovirus 2 型 6 件，
1 型 4 件， 8 型 2 件の合計12件が検出され，その他の
疾患から 2 型12件， 1 型 5 型11型41型が各 2 件， 3 型
6 型 8 型31型54型が各 1 件の合計25件検出された．
　感染性胃腸炎
　17年 のNorovirusは 前 年 同 様 にGⅡNTが 主 な 流
行 株 で 1 ～ 3 月 に15件， 8 ～12月 に21件 検 出 さ れ
た．Rotavirusは 5 件（AG3が 2 件，AG9が 2 件，A 
NTが 1 件 ） 検 出 さ れ た．Sapovirusが 4 件（ 1 月
3 月 6 月10月 に 各 1 件 ） 検 出 さ れ た．Adenovirus 
9 件（ 2 型 5 件，41型 2 件， 1 型 と 3 型 が 各 1
件 ），Coxackievirus 4 件（B4型 3 件，B1型 1 件 ），
Echovirus 4 件（ 9 型 2 件， 3 型 と25型 が 各 1 件 ），
Parechovirus 1 型 が 1 件，Astrovirus NTが 2 月 に
2 件検出された．
　18年のNorovirusは GⅡNTが流行株で計22件（ 1 ～
8 月に18件，12月に 4 件）検出され， 4 月にGⅠNTが
1 件検出された．Rotavirusの検出はAG9の 2 件にと
どまった．Sapovirusが時期を問わず計23件検出され
た．Adenovirus 14件（ 2 型 8 件，41型 4 件， 3 型 と
40/41型が各 1 件），Coxackievirus 3 件（A4型 2 件，
A9型 1 件），Echovirus 3 件（11型 2 件， 7 型 1 件），
Enterovirus 2 件（Enterovirus 71型 とNT各 1 件 ），
Astrovirus NTが 2 件検出された．
　ヘルパンギーナ
　17年 はCoxsackievirus A6型 6 件，A10型 2 件，B5
型 1 件が検出された，ヘルパンギーナ及び手足口病以
外の疾患からは，A6型が 6 件，A2型が 2 件，A10型

1 件，B1型 2 件，B4型が 4 件検出された．
　18年 はCoxsackievirus A4型 3 件，A9型 2 件，A2
型 1 件，A10型 1 件， 9 月 にEnterovirus D68（ 急 性
弛緩性麻痺や重症喘息発作との関連が示唆され話題に
なったウイルス）が 1 件検出された．ヘルパンギーナ
及び手足口病以外の疾患からは，A9型27件，A4型 6 件，
A10型 1 件，B4型 3 件，B2型が 1 件検出された．
　手足口病
　17年は 5 ～ 9 月にCoxacievirus A6型が38件， 9 月
にA16型が 1 件， 9 ～12月にEnterovirus 71型が 8 件
検出され流行株が切り替わった．他にEchovirus 9 型
が 4 件， 7 型が 2 件検出された．
　18年は，17年に引き続き主に 1 月～ 9 月にEnterovirus 
71型 が21件 検 出 さ れ 流 行 株 で あ っ た． 7 ～12月 に
Coxsackievirus A16型が17件検出された．ほかにA9
型 が 2 件，A4型 が 1 件，Echovirus 7 型 が 1 件 検 出
された．手足口病との関係が判然としないのであるが，
Rhinovirusが12件，HSV1が 4 件 検 出 さ れ た こ と は，
例年みられない現象であり今後注意して見守りたい．
　無菌性髄膜炎
　17年はEchovirus 9 型が 7 月 8 月に計 4 件，VZVが
2 件，HHV7が 4 件，HHV6が 1 件検出された．
　18年はCoxackievirus B4型，Echovirus 7 型，Parechovirus 
3 型，Rhinovirusが各 1 件，HSV1型が 2 件，HHV7が 2
件検出された．
　その他
　前述したウイルスに加えて，17年はRhinovirus 11
件，RS virus 11件（A型 6 件，B型 5 件 ），hMPV 4
件，Parainfluenza virus 10件（ 3 型 9 件， 2 型 1 件），
Parechovirus 2 件（ 1 型 2 件），Parvovirus B19が 1
件検出された．潜伏感染し再活性化という感染様態で
も検出され得るヘルペス群ウイルスとしては，HHV6 
27件，HHV7 18件，CMV 16件，EBV 3 件，HSV 7 件，
VZVが 2 件検出された．
　18年はRhinovirus 59件，RS virus 12件（A型 6 件，
B型 6 件），hMPV 16件，Parainfluenza virus 14件（ 3
型13件， 2 型 1 件 ），Parechovirus 5 件（ 3 型 3 件，
1 型 2 件），Parvovirus B19 7 件，ヘルペス群ウイル
スとしては，HHV7 25件，HHV6 21件，CMV 21件，
EBV 10件，HSV 19件検出された．

2）　細菌
　検査総数は表 7 ，表 8 の右下に示した通りで，17年
72件から18年31件と著しく減少した．減少した原因は，
百日咳菌の核酸検出（LAMP法）が保険診療で認めら
れたことを受けて，18年から衛生研究所での検査受付
を終了したことである．また，百日咳は第 5 類感染症
として全数報告疾患となった．検査対象から百日咳が
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はずれ，A群溶血性レンサ球菌と感染性胃腸炎が主た
る対象疾患に絞られることになった．病原菌分離検出
状況は表のとおりで，検出率は17年25/72=34.7%，18
年23/31=74.2%で15年25.7%，16年31.7%と比較して上
昇しているが，対象疾患から百日咳がはずれてきた中
での変化なので，単純比較ができない．
　疾患別分離検出率は次のとおりである．A群溶血性 
レ ン サ 球 菌 咽 頭 炎 は17年9/10=90.0%，18年19/22= 
86.4%で15年90.0%，16年87.5%と比べて，高いレベル
で横ばいの検出率である．精度の高い抗原検査で陽性
を確認後に検査が依頼されているからであろう．感
染性胃腸炎は17年は 6 件依頼があり検出率が50.0%で 
Campylobacter jejuni，Staphylococcus aureus Ⅴ，
Salmonella Thompsonが 1 件ずつ検出されている．18年
は 7 件で検出率が57.1%でSalmonella Enteritidisが 4 件
検出された．百日咳は17年は53件の依頼があり，検出
率は13/53=24.5%であり，Bordetella pertussisが 9 件，
Mycoplasma pneumoniaが 4 件検出された．上で述べ

表 9 　感染性胃腸炎原因菌別年次推移
年度

原因菌
1989  
平成元年

90
2

91
3

92
4

93
5

94
6

95
7

96
8

97
9

98
10

99
11

2000
12

01
13

02
14

03
15

04
16

05
17

06
18

07
19

08
20

09
21

10
22

11        
23

12
24

13         
25

14           
26

15     
26

16      
27

17
28

18
29

Campylobacter jejuni 189 159 152 115 47 67 52 58 50 49 58 44 40 54 65 44 68 39 54 38 14 13 11 1 2 0 0 0 1 0
（　）は% （75.2）（84 .5）（81 .2）（74 .6）（50 .8）（63 .2）（57 .1）（55 .7）（45 .5）（51 .6）（50 .8）（56 .4）（34 .5）（57 .4）（56 .0）（66 .7）（70 .1）（54 .9）（72 .0）（71 .7）（77 .8）（72 .2）（78 .6）（11 .1）（50 .0） （33.3）

Salmonella Enteritidis 3 0 7 2 1 2 4 13 42 30 23 13 47 16 35 8 8 9 5 4 1 2 2 0 0 0 0 1 0 4
（　）は% （1.2） （3.7）（1.2）（1.3）（1.9）（4.4）（12 .5）（38 .2）（31 .6）（20 .2）（16 .7）（40 .5）（17 .0）（30 .2）（12 .1）（8.2）（12 .7）（6.7）（7.5）（5.6）（11 .1）（14 .3） （33 .3） （100.0）

Enterohemorrhagic E. coli 0 0 3 2 2 3 2 1 2 1 0 0 1 0 0 3 0 1 1 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0
Salmonella Typhimurinm 8 7 1 2 4 6 0 0 2 0 1 1 1 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
感染性胃腸炎原因菌総細菌 251 188 187 154 80 106 91 104 110 95 114 78 116 94 116 66 97 71 75 53 18 18 14 9 4 0 0 3 3 4

表 8 　月別件数及び病原細菌分離検出状況（2018年）
臨床診断 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

A 群溶血性 レ ン サ 球菌咽頭炎 2/2 1/1 2/2 3/3 1/1 3/3 4/6 2/3 1/1 19/22
Streptococcus　pyogenes T1 1 1 1 3
Streptococcus　pyogenes T3 1 1
Streptococcus　pyogenes T4 1 1 1 3
Streptococcus　pyogenes T12 1 1
Streptococcus　pyogenes TB3264 2 1 1 4 2 1 11

感染性胃腸炎 0/1 1/1 0/1 1/2 1/1 1/1 4/7
Salmonella Enteritidis 1 1 1 1 4

その他 0/2 0/2
Enteropathogenic Escherichia coli OUT 0

計 0/1 0/0 2/2 1/1 3/3 3/4 2/3 4/4 0/0 4/8 2/3 2/2 23/31
病原細菌検出数 / 検査件数

表 7 　月別件数及び病原細菌分離検出状況（2017年）
臨床診断 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

A 群溶血性 レ ン サ 球菌咽頭炎 4/4 1/2 1/1 3/3 9/10
Streptococcus agalactiae 1 1 
Streptococcus　pyogenes T1 1 1 
Streptococcus　pyogenes T4 1 1 2 
Streptococcus　pyogenes Untypable 2 1 2 5 

感染性胃腸炎 1/1 1/1 0/1 0/1 0/1 1/1 3/6
Campylobacter jejuni 1 1 
Staphylococcus aureus Ⅴ 1 1 
Salmonella Thompson 1 1 

百日咳 4/14 3/7 2/4 1/6 1/3 0/4 0/1 1/5 1/3 0/3 0/1 0/2 13/53
Bordetella pertussis 2 1 2 1 1 1 1 9
Mycoplasma pneumoniae 2 2 4

細菌性髄膜炎 0/1 0/1
その他 0/1 0/1 0/2

計 4/14 7/11 3/5 1/7 2/5 1/5 0/1 1/7 1/4 0/5 2/3 3/5 25/72
病原細菌検出数 / 検査件数

たように百日咳は18年から依頼されることはなくなった．
　A群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌 は，17年 は 2 月 4 件，12月
3 件で 8 割を占めた．18年は 3 ～12月に検出された．
年々，季節性に一定の傾向がなくなってきている．血
清 型 は，17年 はUntypableが 5 件，T4型 が 2 件，T1
型 が 1 件， 分 類 が 異 な る がStreptococcus agalactiae

（GBS）が 1 件検出された．18年はTB3264型が11件と
最多で，T1型とT4型が各 3 件，T3型とT12型が各 1
件検出された．有用な抗原検査で臨床診断は完結する
が，流行株の把握のためには継続的な検体依頼が求め
られる．
　感染性胃腸炎は，便培養検査の多くが自施設もしく
は外注検査機関でなされるため，統計や疫学として論
ずることは難しい．
　感染性胃腸炎原因菌別年次推移（表 9 ）によると，
Campylobacter jejuniが継続的に最も多く検出され，
89年から94年まではSalmonella Typhimuriumが，95
年から11年まではSalmonella Enteritidisが次に多く
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検 出 さ れ て い る．SalmonellaがTyphimuriumか ら
S.Enteritidisに変化した後，2010年代は検出数が激減
していたが18年には再びS.Enteritidisが 4 件と増加し
た．
　
3 　各種疾患の発生状況と病因の考察
1）インフルエンザ　－18年はパンデミックの09年に
せまる大流行だった－
　患者発生状況は図 1 ，報告人数は表12のとおりであ
る．16～17年のシーズンは12月（727名）に流行が始
まり，12月から 5 月までの報告数は計15,345名， 2 月
がピークであった．17～18年のシーズンは12月（884
名）に流行が始まり，12月から 5 月までの報告数は計
21,744名， 2 月がピークであった．年間報告数は，12
～13年シーズン11,587名，13～14年シーズン11,434名，
14～15年シーズン16,053名，15～16シーズン14,901名

表10　インフルエンザの月別ウイルス分離状況
（2017年）

月ウイル ス 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計
A H3 NT 22 19 7 6 4 1 59
A H1pdm09 2 2 1 1 6
B /Victoria 1 2 1 1 2 7
B /Yamagata 1 1 1 2 5

表11　インフルエンザの月別ウイルス分離状況
（2018年）

月ウイル ス 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計
A H3 NT 17 12 7 1 1 7 45
A H1pdm09 28 3 1 2 34
B /Victoria 3 1 2 6
B /Yamagata 21 7 4 3 35

なので，数字上では流行規模は，ここ 5 年間の拡大傾
向は如実である．
　03年以降で年間報告数が最も多かった年は， 1 月
～ 5 月の季節性インフルエンザに加えて 8 月以降に
AH1pdm（いわゆる新型インフルエンザ）が流行した
09年で30,695名，最も少なかった年は翌10年2,634名で
ある．年間報告数の 1 位は変わらず09年だが，18年は
それに次ぐ21,771名で第 2 位の大流行だった．
　月別ウイルス分離状況（表10，11）をみると，16
～17年のシーズンは圧倒的多数のAH3NTと少数の
AH1pdm09とB/VictoriaとB/Yamagataと が ほ ぼ 同
時 期 に 流 行 し た．17～18年 シ ー ズ ン はAH3NT，B/
Yamagata，AH1pdm09の 3 者がほぼ拮抗しながら，
それよりも少ないB/Victoriaとがほぼ同時期に流行
し，単一流行シーズンとしては過去で最大規模の流行
となった．

表12　インフルエンザ報告人数
2017年 1 月 4,471 2018年 1 月 8,076

2 月 7,196 2 月 10,173
3 月 2,445 3 月 2,476
4 月 384 4 月 103
5 月 122 5 月 32
6 月 11 6 月 2
7 月 2 7 月
8 月 17 8 月 1
9 月 1 9 月 29
10月 3 10月 2
11月 14 11月 13
12月 884 12月 864
合計 15,550 21,771

図1　インフルエンザ患者月別発生状況（定点当たり）
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2）咽頭結膜熱　―やや大きめの流行だった―
　患者発生状況は図 2 ,報告人数は表15のとおりある．
17年の年間報告数は409名， 1 年を通して相当数の報
告が続いたがピークは 5 月であった．18年は531名，
ピークは 8 月にみられた．03年以降の年間報告数をみ
ると，08年までは729～522名であったが，09～15年は
473～149名と減少していた．16年は715名と久しぶり
の大きな流行だったが，17，18年もやや大きめの流行
であった．
　17年の月別ウイルス分離状況（表13）ではAdenovirus 
2 型が 3 件， 1 型， 3 型が各 1 件検出された．18年の
月別ウイルス分離状況（表14）をみると，Adenovirus 
2 型が 6 件， 1 型が 4 件， 8 型が 2 件検出された．

表18　感染性胃腸炎報告人数
2017年 1 月 835 2018年 1 月 356

2 月 747 2 月 389
3 月 644 3 月 602
4 月 329 4 月 564
5 月 445 5 月 740
6 月 460 6 月 471
7 月 261 7 月 333
8 月 389 8 月 313
9 月 376 9 月 174
10月 344 10月 187
11月 543 11月 379
12月 373 12月 523
合計 5,746 5,031

表13　咽頭結膜熱の月別ウイルス分離状況
（2017年）

月ウイルス 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計
Adeno 1 1 1
Adeno 2 1 1 1 3
Adeno 3 1 1
Echo 9 1 1
HHV 6 1 1

表14　咽頭結膜熱の月別ウイルス分離状況
（2018年）

月ウイルス 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計
Adeno 1 1 2 1 4
Adeno 2 1 1 2 1 1 6
Adeno 8 1 1 2
CMV 1 1
Entero 71 1 1
HSV 1 1 1
HHV 6 1 1
Rhino 1 2 1 1 5

図2　咽頭結膜熱患者月別発生状況（定点当たり）

表15　咽頭結膜熱報告人数
2017年 1 月 14 2018年 1 月 12

2 月 32 2 月 17
3 月 23 3 月 24
4 月 10 4 月 19
5 月 66 5 月 58
6 月 53 6 月 57
7 月 44 7 月 77
8 月 49 8 月 93
9 月 48 9 月 70
10月 24 10月 34
11月 16 11月 32
12月 30 12月 38
合計 409 531

3）感染性胃腸炎　―過去最小の流行規模だった―
　患者発生状況は図 3 ，報告人数は表18のとおりであ
る．16～17年のシーズンは10月420名，11月594名と流
行がはじまり，12月に1,079名とピークを形成し，その
後なだらかに減少し， 7 月に最小報告数となった． 8
月以降は300名台で推移し11月に543名，2018年は 5 月
に740名と小さなピークがあったものの，例年のよう
な大きなピークはみとめられなかった．報告数は17年
が5,746名，18年が5,031名で，15年6,475名，16年7,183
名と比べて減少している．03年以降の年間報告数は，
06年11,070名が最高で，03年6,123名が最低であったが，
17年,18年と過去最低報告数を記録するに至った．
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　17年 の 月 別 ウ イ ル ス 分 離 状 況（ 表16） を み る
と，Norovirusは，13～16年 と 同 様 にNoroGⅡNT
が流行株で 4 ～ 7 月を除いて毎月，合計36件検出さ
れ た．Rotavirusの 流 行 株 と し てA型G3が 6 月 に 2
件，AG9が 1 月 に 2 件，ANTが 4 月 に 1 件 検 出 さ れ
た．Norovirusと同じカリシウイルス属のSapovirus
は 4 件検出され，15年26件16年14件と比べて減少し
た． そ れ 以 外 で は，Adenovirusが 9 件（ 2 型 が 5
件，41型 2 件， 1 型 1 件， 3 型 1 件），Echovirusが 4
件（ 8 月に 9 型 2 件，11月に 3 型 1 件， 6 月に25型 1
件 ），Coxackievirusが 4 件（B4型 3 件，B1型 1 件 ），
Astrovirusが 2 月に 2 件検出された．

　18年の月別分離状況（表17）では，Norov i rusは 
GⅡNTが流行株で 9 ～11月を除いて計22件が検出さ
れ，GⅠが 4 月に 1 件のみ検出された．Sapovirusは
通 年 性 に 検 出 さ れ 計23件 に 増 加 し た．Rotavirusは
AG9が 4 月と 6 月に 1 件ずつ検出されるにとどまっ
た．Adenovirusが14件（ 2 型 8 件，41型 4 件， 3 型
1 件，40/41型 1 件 ），Echovirusが 3 件（11型 2 件，
7 型 1 件），Coxackievirusが 3 件（A4型 2 件，A9型 
1 件 ），Enterovirus 71型 1 件， 同NT 1 件， ほ か に
Astrovirusが 2 件検出された．

表16　感染性胃腸炎の月別ウイルス分離状況
（2017年）

月ウイル ス 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計
Adeno 1 1 1
Adeno 2 2 1 1 1 5
Adeno 3 1 1
Adeno 41 1 1 2
Astrov NT 2 2
Cox B1 1 1
Cox B4 1 2 3
Echo 3 1 1
Echo 9 2 2
Echo 25 1 1
HHV6 1 1
Noro GII NT 9 3 3 9 5 1 2 4 36
Parecho 1 1 1
Rhino 1 1
Rota AG3 2 2
Rota AG9 2 2
Rota A NT 1 1
Sapo genogroup 
unknown 1 1 1 1 4

表17　感染性胃腸炎の月別ウイルス分離状況
（2018年）

月ウイル ス 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計
Adeno 2 1 1 1 1 1 2 1 8
Adeno 3 1 1
Adeno 40/41 1 1
Adeno 41 1 2 1 4
Astros NT 1 1 2
Cox A4 1 1 2
Cox A9 1 1
Echo 7 1 1
Echo 11 1 1 2
Entero 71 1 1
Entero NT 1 1
hMPV 1 1
Noro GI NT 1 1
Noro GII NT 5 1 1 3 2 2 2 2 4 22
Rota A G9 1 1 2
Rhino 1 1 2
Sapo 2 2 4 1 1 3 2 3 5 23

図3　感染性胃腸炎患者月別発生状況（定点当たり）
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4 ）手足口病
　　―17年は11年と並び最大規模の流行だった―
　患者発生状況は図 4 ，報告人数は表21のとおりであ
る．17年は 5 月から流行がはじまり 7 月に大きなピー
クを形成した後，11月にも再上昇し，その後は終息す
ることなく18年に入ってもだらだらと流行が続き， 8
月に小さなピークがみられた．年間報告数は，17年
は3,345名と03年以降で11年と全く同数で並び最多と
なった．18年は1,185名で比較的小さな流行であった．
15年が2,479名，16年が359名だったので流行規模は年
ごとに変動がある．
　17年の月別ウイルス分離状況（表19）をみると，流
行株は， 5 ～ 9 月がCoxackievirus A6型（38件）で 9
～12月がEnterovirus 71型（ 8 件）であった．ほかに，
Coxackievirus A16型が 1 件，Echovirus 9 型が 4 件，
7 型が 2 件検出された．
　18年の月別ウイルス分離状況（表20）では，流行株は，
前年 9 月から引き続き18年 9 月までEnterovirus 71型

（21件）で， 7 ～12月がCoxackievirus A16型（17件）
であった．特筆に値することは，Rhinovirusが 6 ～11

表19　手足口病の月別分離状況
（2017年）

月ウイル ス 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計
Adeno 2 1 1
Cox A6 8 16 10 2 2 38
Cox A16 1 1
CMV 1 1 1 1 1 5
Entero 71 1 4 2 1 8
Echo 7 2 2
Echo 9 1 2 1 4
HHV6 1 1 2 4
HHV7 2 2

表20　手足口病の月別分離状況
（2018年）

月ウイル ス 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計
Adeno 1 1 1 2
Cox A4 1 1
Cox A9 1 1 2
Cox A16 1 5 7 2 2 17
CMV 1 1 1 3
Entero 71 2 1 2 1 3 7 2 2 1 21
Echo 7 1 1
EBV 1 1
HHV 6 1 1
HHV 7 2 1 3
B19 1 1
HSV 1 1 2 1 4
Rhino 3 5 1 1 2 12

図4　手足口病患者月別発生状況（定点当たり）

月に計12件も検出されていることは，例年みられない
現象である．手足口病の原因ウイルスとすべきなのか，
たまたま検出されただけのPassenger virusなのか慎
重な評価が必要とはいえ，無視できない数と時期的集
積があり，注目される．ほかにCoxackievirus A9型が
2 件A4型が 1 件，Echovirus 7 型が 1 件検出された.

表21　手足口病報告人数
2017年 1 月 10 2018年 1 月 57

2 月 4 2 月 34
3 月 2 3 月 38
4 月 4 月 33
5 月 61 5 月 66
6 月 1,235 6 月 105
7 月 1,477 7 月 203
8 月 208 8 月 245
9 月 89 9 月 165
10月 94 10月 107
11月 114 11月 87
12月 51 12月 45
合計 3,345 1,185
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5 ）ヘルパンギーナ　―過去最小の流行だった―
　患者発生状況は図 5 ，報告人数は表24のとおりであ
る．流行期間は，17年は 5 ～11月で 7 月がピーク，18
年は 6 ～11月で 9 月がピークだった．年間報告数はい
ずれも非常に少なく，17年が604名，18年が477名で
あった．03年以降の年間報告数は，最多は13年の1,714
名，最小が09年の668名なので，17年18年と過去最少
を記録し，年々減少している．17年の月別ウイルス分
離状況（表22）をみると，流行株はCoxsackievirus A6
型が 6 月，7 月に計 6 件，Cosackievirus A10型が10月，
11月に計 2 件，B5型が11月に 1 件検出された．18年

（表23）は，Coxsackievirus A4型が 9 月，10月に計 3
件，A9型が 7 月， 9 月に計 2 件，A2型が 8 月に 1 件，
A10型が10月に 1 件検出された．

表24　ヘルパンギーナ報告人数
2017年 1 月 2018年 1 月 1

2 月 1 2 月 2
3 月 1 3 月 1
4 月 1 4 月 3
5 月 10 5 月 5
6 月 176 6 月 14
7 月 212 7 月 22
8 月 65 8 月 102
9 月 36 9 月 226
10月 44 10月 84
11月 51 11月 12
12月 7 12月 5
合計 604 477

表22　ヘルパンギーナの月別ウイルス分離状況
（2017年）

月ウイルス 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計
Adeno 2 1 1
Cox A6 4 2 6
Cox A10 1 1 2
Cox B5 1 1
HHV6 1 1
HHV7 1 1

表23　ヘルパンギーナの月別ウイルス分離状況
（2018年）

月ウイルス 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計
Cox A2 1 1
Cox A4 1 2 3
Cox A9 1 1 2
Cox A10 1 1
CMV 1 1
Entero 68 1 1
HHV 6 2 2
Parainflu 3 1 1

図5　ヘルパンギーナ患者月別発生状況（定点当たり）
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6 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎　―17年は大きな流
行だった―

　患者発生状況は図 6 ，報告人数は表27のとおりで，
基本的には夏から秋に減少し，11月頃から増加に転ず
る疾患である．17年は夏季に減少傾向はみとめたもの
の， 1 年を通して大きな数字で推移した． 3 月， 6 月，
12月と 3 つのピークがあった．18年は 3 月， 5 月，12
月にピークがあった．年間報告数は17年2,580名，18
年1,979名であった．17年は15年2,934名に次ぐ数字で，
03年以降では 2 位の多さであった．03年以降の年間報
告数は，2,934～771名と変動幅が大きい．
　17年のT型別検出状況をみると（表25），T-4型 2 件，
T-1型 1 件，UT 5件であった．18年（表26）は，TB3264
が11件と最多で，T-1型 3 件，T-4型 3 件，T-3型 1 件，
T-12型 1 件であった．
　表28は89年以降のT型別の推移を示している．分離
件数の多い順は， 1 位はT-12型485件，T-4型459件，
T-1型366件で17～18年にも検出されている．18年の
TB3264の増加が目立ち，T-3型は 1 件だが県下では
17年ぶりに検出された．2016年に県下で分離された菌

株 6 株について抗菌薬感受性試験を行っているが（表
29）， い ず れ もABPC，CEX，CDTR，CFDN， ク ロ
ラムフェニコール，CLDMには感受性であるが，テト
ラサイクリン，EM，CAM（マクロライド系）には耐
性の菌株が多いことが示された．流行の規模に比して
分離株数が減少しているので，検査定点機関からの検
体の提出をお願いしたい．

表27　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎報告人数
2017年 1 月 161 2018年 1 月 162

2 月 302 2 月 187
3 月 340 3 月 192
4 月 244 4 月 141
5 月 214 5 月 285
6 月 338 6 月 193
7 月 151 7 月 112
8 月 149 8 月 118
9 月 103 9 月 86
10月 164 10月 104
11月 194 11月 171
12月 220 12月 228
合計 2,580 1,979

表25　A群レンサ球菌T型別検出状況（患者由来）

T型別
2017 年月別菌株数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計 %
T-1 1 1 12.5 

4 1 1 2 25.0 
UT 2 1 2 5 62.5 
計 3 1 1 3 8 100.0 

表26　A群レンサ球菌T型別検出状況（患者由来）

T型別
2018 年月別菌株数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計 %
T-1 1 1 1 3 15.8 
3 1 1 5.3 
4 1 1 1 3 15.8 

12 1 1 5.3 
B3264 2 1 1 4 2 1 11 57.9 

計 2 1 2 3 1 3 4 2 1 19 100.0 

図6　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎患者月別発生状況（定点当たり）
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表28　T型別の年次推移
T 型別

年 1 2 3 4 6 9 11 12 13 22 23 25 28 B3264 5/27/44 14/49 UT 分離株数

1989 16 12 28 2 12 2 4 10 86
1990 44 20 9 2 2 41 7 3 6 1 135
1991 32 48 1 3 1 36 3 43 1 2 2 4 176
1992 12 76 9 33 15 26 3 4 3 5 186
1993 21 46 40 2 31 24 8 1 40 1 1 215
1994 8 67 8 1 32 1 4 7 15 4 147
1995 5 11 26 34 1 7 1 5 90
1996 30 1 39 2 44 1 15 6 9 147
1997 41 2 7 17 1 1 52 2 9 11 16 159
1998 11 2 2 21 39 2 25 1 2 18 18 141
1999 11 3 2 32 45 13 1 10 18 13 5 153
2000 1 3 1 4 3 1 3 3 1 20
2001 19 1 1 22 7 11 3 1 65
2002 40 1 6 3 20 1 3 6 1 81
2003 6 27 4 4 2 2 5 3 53
2004 2 41 18 4 1 4 1 5 76
2005 10 11 2 23
2006 19 2 1 2 14 5 43
2007 17 3 1 7 1 1 30
2008 1 5 10 16
2009 1 3 1 5
2010 4 8 6 2 3 23
2011 9 1 14 1 1 3 29
2012 10 1 4 2 2 4 23
2013 1 2 1 3 1 8
2014 2 2 3 7
2015 2 8 4 3 1 18
2016 2 3 1 6
2017 1 2 5 8
2018 3 1 3 1 11 19
合計 366 12 139 459 135 8 26 485 46 103 1 34 107 174 5 3 85 2,188

表29　薬剤別，T型別，MIC値（2016年1月~12月分離菌株）
（東京都健康安全研究センター）

薬剤感受性試験結果（微量液体希釈法：ドライプレート（栄研化学）を使用、CLSI M100-S23 に準拠）
№ T 型別 ABPC CEX CDTR CFDN TC CP EM CAM CLDM LCM
1 T-4 0.03（S） 0.25（S） 0.008（S） 0.008（S） 32（R） 1（S） <=0.03（S） 0.03（S） <=0.5（S） 0.12
2 T-1 0.03（S） 0.5（S） 0.008（S） 0.008（S） 0.25（S） 4（S） 16（R） 16（R） <=0.5（S） 0.25
3 T-4 0.03（S） 0.5（S） 0.008（S） 0.008（S） 32（R） 1（S） <=0.03（S） 0.03（S） <=0.5（S） 0.12
4 T-4 0.03（S） 0.5（S） 0.008（S） 0.008（S） 32（R） 1（S） <=0.03（S） 0.03（S） <=0.5（S） 0.12
5 T-B3264 0.03（S） 0.25（S） 0.008（S） 0.008（S） 0.12（S） 2（S） 0.06（S） 0.06（S） <=0.5（S） 0.12
6 T-1 0.03（S） 0.25（S） 0.008（S） 0.008（S） 0.25（S） 4（S） 16（R） 16（R） <=0.5（S） 0.25
7 B 群レンサ球菌でなかったため、未実施

S：感性　　　I：中間　　　R：耐性

< 参考 >
*CLSI：M100-S23
MIC Interpretive Standard for Streptococcus spp. β -Hemolytic Group

S I R
ABPC（ampicillin） ≦ 0.25 － －
CEX（cephalexin）Ⅰ 

≦ 0.5
－ －

CFDN（cefdinir ） Ⅲ － －
CDTR（cefditoren ） Ⅲ － －
TC（tetracycline） ≦ 2 4 ≧ 8
CP（chloramphenicol） ≦ 4 8 ≧ 16
EM（erythromycin） ≦ 0.25 0.5 ≧ 1
CAM（clarithromycin） ≦ 0.25 0.5 ≧ 1
CLDM（clindamycin） ≦ 0.25 0.5 ≧ 1
LCM（lincomycin） － － －



Ⅲ　地　域　情　報
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　私達は成書から，各種疾患について，その病原体や
臨床症状を学ぶ．しかし，同一疾患でも病原体は異な
り，症状も多様である．
　今回，2017年～2018年の 2 年間に，手足口病，ヘル
パンギーナ，咽頭結膜熱，感染性胃腸炎，溶連菌感染
症について，それぞれの疾患で分離された病原体とそ
の臨床症状を示す．症状は概ね成書の通りであるが，
診断上の留意点，過去との比較など若干の考察を加え
て報告する．

手足口病
　患者の発生状況は図 1 ，図 2 に見る様である．2017
年には大きな流行があり，患者数が多かったが， 8 月
～11月にも少数の発生がみられた．2018年は流行もな
く，年間を通して患者数は少なかったが， 7 月～ 8 月
には少し増加していた．
　この間に分離された病原ウイルスは，表 1 ，表 2
の 様 で あ る．2017年 はCox.A6が 9 株，Cox.A16が 1
株，Entero71が 6 株，HHVが 2 株 で あ っ た．2018年
は前年に比し分離ウイルスが多様で，Entero71が 9
株と多いが，Cox.A16が 5 株，Cox.A4，HSV，EBV，
Adenoが 各 1 株，Rhino 4 株 で あ っ た．Entero71及
びCox.Aウイルス以外は本症との因果関係に疑問が残
る．
　臨床症状を病原ウイルスと対比しながら表 3 に示
す．2017年の症例では，病変部位を手足口にもつも
の 9 例，手足にもつもの 4 例，従って手足に病変をも
つものが19例中13例（68.4%）に達する．この傾向は
2018年の症例で更に顕著となり，病変部位が手足口の
もの 7 例，手足 9 例，従って手足に病変をもつものが
17例中16例とほぼ全例となる．即ち本症は手足の病変
が主徴である．
　 発 熱 は41.6%に み ら れ る が，38.5 ℃ 以 上 の も の も
22.2%にみられ，口内痛と共に子どもを悩ましている．
また，Entero71による脳症もよく知られているが，
2017年～2018年の症例では見られなかった．しかし，
本県でも2003年～2004年の70例の患者から 1 例の脳症
が発生している．
　これ等の中で，特異な例をあげる．
　症例 8 は，全身に（頭部）にも大小種々の水疱性丘
疹がみられた．足底，手掌には粟粒赤色丘疹を，咽頭
部にはアフタ様病変と点状の出血斑を認めた．なお，
1 ヶ月前にも手足口病に罹患していた．

2017年~2018年　 1 検査定点における病原体分離とその臨床像

はまだ小児科　　濵田義文・濵田文彦・倉繁　迪

　症例14は， 5 歳 2 ヶ月で臨床的には突発性発疹とは
考えられず手足口病と診断されるが，HHV6及び 7 が
分離されている．
　その理由については，ヘルパンギーナの項で再び説
明を加えるが，ヘルペス属は潜伏感染を来しやすく，
一方，PCR法による病原ウイルスの検出率は細胞培養
法の100～1000倍高いためと思われる．また，HHV6
と 7 は遺伝子構造が極めて類似しており両者の鑑別が
難しいので 2 者を併記．
　症例23は口内痛を訴えて来院，咽頭部に 1 ヶのアフ
タ性病変を認めたが，手指，足底にも紅斑性小丘疹を
認めたことから，手足口病と考えたが，HHVが分離さ
れたことから単純ヘルペスの可能性を否定できない．
　Rhinoが分離された症例が2018年に 4 例あったが，
うち 2 例は気管支炎を伴っていた．症例26は膝に赤色
小丘疹を認め，舌に口内炎，手掌，足底に水疱性丘疹
を認めた．症例27は，保育で手足口病の流行があり，
患児も手足に水疱性丘疹を指摘され来院，口腔内は異
常なし．湿性咳嗽と聴診で軽度のラ音が聴取された．
　衛生研究所では，PCR法では他のEnteroウイルスが
陰性の場合，最後にRhinoが検出されると言う．

図 1　手足口病高知県患者報告数（2017年）

図 2　手足口病高知県患者報告数（2018年）
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表 1 　手足口病のウイルス分離状況（2017年）

受付月 はまだ小児科 はまだ小児科以外
の県下全域 受付月 はまだ小児科 はまだ小児科以外

の県下全域
1 月

7 月

CoxA6 CoxA6
2 月 CoxA6 CoxA6
3 月 CoxA6
4 月 CoxA6

5 月

CoxA6 CoxA6
CoxA6 CoxA6
CoxA6 CoxA6
CoxA6 CoxA6
CoxA6 Echo 9
CoxA6 Echo 9
CoxA6 Cytomegalo
CoxA6

8 月

CoxA6
Echo 7 CoxA6
Echo 7 Cytomegalo
Adeno 2 HHV6
Cytomegalo

9 月
CoxA6 CoxA6

6 月

CoxA6 CoxA6 Cox A16
CoxA6 CoxA6 Entero 71
CoxA6 CoxA6

10月

Entero 71 Entero 71
CoxA6 CoxA6 Entero 71 Entero 71
CoxA6 CoxA6 Entero 71 HHV 6
CoxA6 CoxA6 HHV 6 HHV 7

CoxA6 HHV 7
CoxA6

11月
Entero 71 Cytomegalo

CoxA6 Entero 71
CoxA6

12月
Cytomegalo

HHV 6 Entero 71
Echo 9

表 2 　手足口病のウイルス分離状況（2018年）

受付月 はまだ小児科 はまだ小児科以外
の県下全域 受付月 はまだ小児科 はまだ小児科以外

の県下全域

1 月
Entero 71

7 月

Entero 71 CoxA 9
Entero 71 Adeno 1 CoxA 16
E-BV Entero 71 Entero 71

2 月 Entero 71 Entero 71
3 月 Entero 71

4 月
Entero 71 Entero 71 Entero 71
HSV 1 Echo 7 CMV

Adeno 1 HSV 1

5 月
Entero 71 HSV 1 Rhino

HSV 1 Entero 71
HHV 6 Rhino

6 月

Entero 71 Entero 71 Rhino
Rhino Entero 71 Rhino
Rhino HHV 7 Rhino

HHV 7

8 月

CoxA 16 CoxA 9
Rhino CoxA 16

CoxA 16
CoxA 16
Entero 71
Entero 71
CoxA 16
CMV
HHV 7

9 月

CoxA 16 CoxA 16
Entero 71 CoxA 16

CoxA 16
CoxA 16
CoxA 16
B19
CoxA 16
CMV
Entero 71
Rhino

10月
CoxA 16
CoxA 16
Rhino

11月
CoxA 4 Rhino
Rhino

12月
CoxA 16 CoxA 16

Entero 71
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表 3 　手足口病の臨床症状
手足口病　2017年~2018年（平成29年~30年）

症例
No

分離 
ウイルス

発症 
月日 体温

病　変　部　位
手足口 手足 手口 足口 足 口 上肢 下肢 臀部 全身

2017

年

1 Cox.A6 5/30 37.5 ○
2 Cox.A6 5/30 39.1 ○
3 Cox.A6 6/4 38.7 ○
4 Cox.A6 5/30 38.5 ○ ○
5 Cox.A6 6/5 39.8 ○ ○
6 Cox.A6 6/12 38.0 ○ ○ ○
7 Cox.A6 6/15 39.5 ○ ○
8 Cox.A6 7/16 38.0 ○ ○
9 Cox.A6 7/7 39.0 ○
10 Cox.A6 8/26 ○
11 Cox.A16 9/11 ○
12 Entero71 9/22 ○
13 Entero71 10/2 ○
14 HHV6,7 10/7 38.0 ○
15 Entero71 10/27 ○
16 Entero71 10/30 ○
17 Entero71 11/7 37.5 ○
18 Entero71 11/24 ○
19 Entero71 11/25 ○

2018
年

20 Echo7 1/12 ○
21 Entero71 2/17 39.2 ○
22 Entero71 4/11 ○ ○
23 Herpes Simplex 4/24 ○
24 Entero71 5/19 38.2 ○
25 Entero71 6/6 ○
26 Rhino 6/6 ○
27 Rhino 6/21 ○
28 Entero71,Adeno1 7/2 微熱 ○
29 Entero71 7/7 ○
30 Cox.A16 7/10 ○
31 Cox.A16 8/27 ○
32 Entero71 9/7 38.4 ○
33 Cox.A16 10/9 ○
34 Rhino 10/19 ○
35 Rhino 11/5 ○
36 Cox.A4 11/17 39.0 ○
37 Cox.A16 11/26 ○
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ヘルパンギーナ
　患者の発生状況は図 3 ，図 4 に見られる通りである．
2017年は 6 月～ 7 月に急増し，その他の時期には少な
い．2018年もほぼ同様であるが， 9 月をピークに 8 ～
10月に多い．
　この間に分離された病原ウイルスは表 4 ，表 5 の様
である．2017年にはCox.A6が 1 株，Cox.A10が 2 株分
離 さ れ，2018年 に はCox.A2が 1 株 とCox.A4が 2 株，
CMVとHHV6がそれぞれ 1 株分離されている．ヘルパ
ンギーナの病因ウイルスは主としてCox.A群で 2 ， 3 ，
4 ， 5 ， 6 ，10，22である．私共の症例もこれに該当
す る．Cytomegalo virusとHuman Herpes virusが，
それぞれ 1 株分離されているが，これについては後述
する．
　臨床症状は，突然に39℃前後の高熱で発症，咽頭痛，
不機嫌，食欲不振あり，口蓋垂のまわりに水疱性の丘
疹とアフタ性病変をみる．病変は口蓋垂のまわりに限
られ，頬粘膜や歯肉には見られない．症状はこの様に
特徴的であるため診断に困る事は少ない．私共の症例
も全例，典型的であった．
　CMVとHHV6が分離された症例を提示する．
症例 1 　H28年11月生， 5 月19日39℃に発熱，元気は
あるが不機嫌，咽頭発赤と軟口蓋に 2 ヶの水疱性小丘
疹を認める．その他の口内疹，手足の発疹を認めない．
Cytomegalo virus（+）
症例 2　H27年 9 月 生， 8 月22日38 ℃，24日39.6 ℃，
食欲なくぐったりしている．咽頭部に水疱性小丘疹
1 ヶ認めるのみ．口内疹，皮疹なし．27日35.9℃，元
気あり．Human Herpes 6 virus（+）
　Cytomegalo virusが検出された理由について述べ
る．CMVは主として乳幼児期に，多くは不顕性感染
の状態で初感染をおこし，その後病原感染ウイルスは，
その生産を停止し，ウイルス遺伝子を宿主内に存続さ
せる潜伏感染を生じる．一方，PCR法による病原体の
検索では，病原遺伝子のDNA断片を100万倍まで増幅
させるので，微量の病原遺伝子も検出される．このた
めCMVが検出されたものである．
　次に，Human Herpes virusが検出された理由であ
るが，HHVはCytomegalo，水痘と共にヘルペスウイ
ルス属であり潜伏感染を生じる．それがPCR法により
検出されたものである．潜伏感染しているウイルスは
その後，宿主の体力の低下などに伴って増殖を自律的
に開始する．この現象は再活性化と呼ばれ，自律的に
再活性化を行うことができるのは，ヘルペスウイルス
属だけである．

図 3　ヘルパンギーナ高知県患者報告数（2017年）

図 4　ヘルパンギーナ高知県患者報告数（2018年）

表 4 　ヘルパンギーナのウイルス分離状況（2017年）
受付月 はまだ小児科 はまだ小児科以外の高知県下全域

1 月
2 月
3 月
4 月
5 月

6 月

CoxA6 CoxA6
CoxA6
HHV7
CoxA6

7 月
CoxA6
CoxA6
Adeno 2

8 月
9 月
10月 CoxA10
11月 CoxA10 CoxB5
12月
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表 5 　ヘルパンギーナのウイルス分離状況（2018年）
受付月 はまだ小児科 はまだ小児科以外の高知県下全域

1 月
2 月
3 月
4 月
5 月 CMV
6 月
7 月 Cox A9

8 月
Cox A2 HHV 6
HHV 6 Parainflu 3

9 月
Cox A4 Cox A9

Entero 68

10月
Cox A4 Cox A4

Cox A10
11月
12月

咽頭結膜熱
　患者の発生状況は図 5 ，図 6 の様である．2017年は
5 月をピークとして， 5 ～ 9 月に多いが，冬季にも発
生がみられている．2018年は 8 月をピークとして 6 月
～ 9 月に流行がみられたが，冬から春にかけても少数
の発生がみられている．
　この期間に分離された病原ウイルスは表 6 ，表 7 の
如くであり，2017年は12月にAdeno 2が 1 株，2018年
には 1 月にAdeno 1， 8 月， 9 月にAdeno 8がそれぞ
れ 1 株，12月にAdeno 1が 1 株分離されている．
　ウイルスが分離された 5 例の臨床症状をまとめたも
のが表 8 である．
　最高体温が39℃～40℃を占めるものが80%を占め
る．更に持続日数も 3 ～ 5 日が80%であり，本症が高
熱患者である事を示している．それにも拘わらず咽頭
発赤は全例軽度か僅かであり，これは診断にあたり留
意すべき所見である．結膜炎は過半数に認められたが，
結膜充血や眼脂のない症例があることも示されてい
る．白血球増多が診断に有効であることはよく知られ
ている．
　次に診断に迷った症例の経過を示す．
症例　H24年 9 月生，12月21日11am　39.7℃．受診時
は咽頭軽度発赤，夜39.7℃，嘔吐 2 回，22日朝39.4℃，
ゆるい便，咳嗽（++）食欲不振，元気なく再診．咽頭
発赤増強，白血球23700，CRP　8.6，肺炎の所見なし．
重症感あり転医し入院．アデノチェック（+），抗生物
質なく点滴で23日下熱．25日退院．アデノ 2 型が分離
された．
　アデノ感染症が，時に重症化する事を再認識させら
れた症例であった．

　Adeno virusには50種余りの血清型があり，従来血
清型と臨床症状に関係があるとされ， 3 型の咽頭結膜
熱， 7 型の重症肺炎，11型の血性膀胱炎，40/41型の
感染症腸炎が知られていた．現在は，両者の関係は複
雑であり，不全型もあるが， 1 ， 2 ， 5 ， 6 型の呼吸
器疾患， 3 型の咽頭結膜熱， 8 型の結膜炎，流行性角
結膜炎等があげられている．

図 5　咽頭結膜熱高知県患者報告数（2017年）

図 6　咽頭結膜熱高知県患者報告数（2018年）

表 6 　咽頭結膜熱のウイルス分離状況（2017年）
受付月 はまだ小児科 はまだ小児科以外の高知県下全域

1 月 Adeno 1
2 月

3 月

Adeno 3
Adeno 2
Echo 9
HHV6

4 月
5 月 Adeno 2
6 月
7 月
8 月
9 月
10月
11月
12月 Adeno 2 Adeno 2
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表 7 　咽頭結膜熱のウイルス分離状況（2018年）
受付月 はまだ小児科 はまだ小児科以外の高知県下全域

1 月 Adeno 1 Adeno 2
2 月 Adeno 2
3 月 Rhino

4 月
Adeno 2
Adeno 2

5 月
Adeno 2
CMV

6 月
Adeno 1
Adeno 1

7 月
Adeno 2
HSV 1

8 月 Adeno 8

9 月
Adeno 8 Rhino

Rhino
10月 Entero 71
11月 Adeno 1 Rhino
12月 Rhino

表 8 　咽頭結膜熱の臨床症状

症
例

分離ウイル
ス型

最高
体温 
℃

持続 
日数 咽頭発赤

結膜炎

充血 眼脂 その他

1 Adeno 2型 39.7 3 日 軽→強度 （－）（－） 重症感（+） 
白血球23700

2 Adeno 1型 39.8 5 日 軽度 （+）（+）
3 Adeno 8型 40 4 日 軽度 （－）（－）
4 Adeno 8型 39 4 日 軽度 （+）（－）
5 Adeno 1型 38 1 日 僅か （+）（+） 眼瞼腫脹（+）

感染性胃腸炎
　患者の発生状況は図 7 ，図 8 の様で，2017年は 1 月
をピークとし，その後漸減し，11月に増加している．
2018年は 3 ～ 5 月にピークを迎えたあと漸減し，12月
に再び増加している．年度により多少の違いはあるが，
冬期早春に多いパターンは例年通りである．
　病原体分離の状況は表 9 ，表10の通りで，はまだ小
児科では2017年 2 株，2018年 6 株が分離されており，
後述の症例提示順に下記に示す．

症例 1 .Rota AG9 2017年1月分離
　　 2 .Staphylococcus aureus 2017年3月分離
　　 3 .Sapovirus genogroup unknown
 2018年4月分離
　　 4 .Adeno 40/41 2018年4月分離
　　 5 .Sapovirus genogroup unknown
 2018年5月分離
　　 6 .Noro GⅡNT 2018年8月分離
　　 7 .Salmonella Enteritidis 2018年8月分離

註　 ①RotaはA～G群 に わ か れ，A群 は，15の
血清型にわかれる

② Noro は Genogroup Ⅰ（G Ⅰ ） と
GenogroupⅡ（GⅡ ） に わ か れ，GⅠ は
14，GⅡは17のGenotypeにわかれる

症例 1　H26年 3 月生，2017年 1 月21日朝　下痢，嘔
吐あり受診.便に膿球（－），ノロ（－），ロタ（－）
 Rota AG9
症例 2　H27年10月生， 8 月10日，有形便のまわりに
粘液と血液付着，検便でヒトHb（－），膿球石垣状，
12日軟便 1 日 2 回，検便で膿球なし
 Staphylococcus aureus
症例 3 　H28年 4 月生，2018年 4 月 7 日　朝から下痢
3 回，嘔吐 1 回，発熱（－）， 9 日下痢続く，水様，
嘔吐（－），検便で膿球（－），ノロ（－） Sapovirus
症例 4　 平 成29年 2 月 生　 4 月10日 咳 嗽，12日 嘔 吐
2 回， 検 便 で の 膿 球（ － ）， ロ タ（ － ）， ノ ロ（ － ）
 Adeno 40/41
症例 5 　平成28年 2 月生， 5 月10日に便白っぽい，11
日朝普通便，夕方白色水様，12日少し白っぽい軟便，
検便で膿球（－），ロタ（+），ノロ（+） Sapovirus
症例 6 　平成29年10月生， 7 月25日～28日下痢，30日
有形便，検便で膿球（－），ロタ（－），ノロ（－）
 　　　Sapovirus
症例 7 　平成21年 5 月生， 9 月22日夕方上海から関空
へ帰国，その時から下痢度々，23日検便で膿球（－），
ヒトHb（－）　Salmonella Enteritidis
　症例が少ないため，病原体別の症状を提示できない
が，便の顕微鏡的観察で細菌性は膿球（+），ウイルス
性は（－）であり，基本的な検査が重要なことが示さ
れている．
　下痢を来たす主なウイルスは，ロタ，ノロ，サポ，
アデノ，アストロの 5 種類であるが，今回分離したウ
イルスに，そのうちの 4 種類があった．
　また，症例 5 はサポウイルスが分離されているが，
簡易迅速検査ではロタ，ノロも陽性であった．
　牛島廣治は，ロタウイルス，ノロウイルスの重複感
染あるいはアデノ，アストロ，サポウイルスなどとの
重複感染があると報告している．私共の症例も，それ
に該当する可能性があると考える．
　今回の症例でAdeno 40/41が分離されており，乳幼
児急性胃腸炎の10%は腸管系アデノによると推定され
ているのでアデノについて付記する．アデノウイルス
は下痢症患者のみならず健康な小児の便からも検出さ
れるので，下痢の病因としての確定が長い間されてい
なかった．1970年代になって，下痢患者の便から分離
されるアデノは，通常の培養細胞では分離不可能であ
り，血清型も 1 ～39と異なっている事が分かった．下
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痢症の原因となるアデノウイルスは腸管系アデノウイ
ルス（enteric adeno virus）と呼ばれ，現在40，41の
2 つの血清型が知られている．高知県では，平成 5 年

表 9 　感染性胃腸炎の病原体分離状況（2017年）

受付月 はまだ小児科 はまだ小児科以外
の県下全域 受付月 はまだ小児科 はまだ小児科以外

の県下全域

1月

Rota A G9 Noro GII NT 7月
Noro GII NT

8月

Noro GII NT
Noro GII NT Cox B4
Noro GII NT Noro GII NT
Noro GII NT Noro GII NT
Noro GII NT Noro GII NT
Noro GII NT Noro GII NT
Noro GII NT Noro GII NT
Noro GII NT Noro GII NT
Rota A G9 Noro GII NT
Sapo Adeno 3
Rhino Adeno 41

2月

Noro GII NT Echo 9
Noro GII NT Echo 9
Noro GII NT

9月

Noro GII NT
Astro Noro GII NT
Astro Noro GII NT

3月

Staphylococcus 
aureus Noro GII NT Noro GII NT

Noro GII NT Noro GII NT
Adeno 2 Cox B4
Noro GII NT Cox B4
Sapo Adeno 2
Cox B1 Adeno 2
Adeno 2

10月

Sapo

5月

Rota A NT Noro GII NT
Adeno 1 Parecho 1
Adeno 41 Parecho 1
HHV6

11月

Noro GII NT

6月

Echo 25 Noro GII NT
Rota A G3 Adeno 2
Sapo Echo 3

Rota A G3 Campylobacter 
jejuni

12月

Noro GII NT
Noro GII NT
Noro GII NT
Noro GII NT
Adeno 2
Adeno 2

表10　感染性胃腸炎の病原体分離状況（2018年）

受付月 はまだ小児科 はまだ小児科以外
の県下全域 受付月 はまだ小児科 はまだ小児科以外

の県下全域

1月

Noro GII NT

7月

Noro GII NT
Noro GII NT Adeno 2
Noro GII NT Rhino
Noro GII NT Noro GII NT
Noro GII NT Echo 7
Sapo HSV1
Sapo HHV7

2月 Noro GII NT Sapo

3月
Noro GII NT CoxA9
Adeno 2 hMPV
Astro Salmonella 

Enteritidis

4月

Adeno 40/41 Noro GII NT

8月

Noro GII NT Noro GII NT
Sapo Noro GII NT Adeno 2 Sapo

Noro GII NT Salmpnella 
Enteritidis Sapo

Noro GI NT Sapo
Rota A G9

9月
Adeno 2

Sapo Echo 11
Adeno 41 Rhino

5月

Sapo Noro GII NT

10月

Sapo
Noro GII NT Sapo
Adeno 41 Entero NT
Sapo Adeno 3
Adeno 2

11月

Sapo
Sapo Adeno 2
Sapo Sapo
Adeno 41 CoxA4
Entero 71 Sapo
Salmonella 
Enteritidis Adeno 2

6月

Noro GII NT HHV7
Noro GII NT

12月

Sapo Noro GII NT
Rota A G9 Sapo
Sapo Noro GII NT
Astro Sapo
Adeno 41 Noro GII NT

CoxA4
Noro GII NT
Echo 11
Sapo
Adeno 2
Sapo
Salmonella 
Enteritidis

図 7　 （2017年） 図 8　感染性胃腸炎高知県患者報告数（2018年）

7 月保育園で急性腸炎の小流行があり，その園児の便
から Adeno 40/41 が分離された報告が最初であると
考えている．
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溶連菌感染症
　患者の発生状況は図 9 ，図10の通りで，2017年は 3
月と 6 月にピークがあるが，12月にも小さなピークが
あり， 7 月～10月の夏期に少ない．2018年もほぼ同
様のパターンであるが患者数は少ない． 5 月と12月に
ピークがあり， 7 月～10月に低下している．
　臨床症状は，表11，表12に示す通りである．
　発熱は38.5℃以上のものが39.2%を占め，どちらか
と言えば高熱疾患の部類に入る．咽頭痛が71.5%にみ
られる事は留意しておくべき事項である．かぜウイル
スによる咽頭炎では，痛みを訴えることが少ないため，
咽頭痛を訴えて来院した時は，まず本症を疑う．
　咽頭所見としては，強い発赤が57.1%に認められ
る．また，軟口蓋を中心として，小濾胞や小さな赤
い点状の粘膜疹，稀に出血を伴うのを見る．これは
Forschheimer斑と呼ばれるもので，風疹などでもみ
られるので，溶連菌性咽頭炎に特異的な所見とは言え
ないが，参考所見として意義は大きい．これ等の症例
でも28.5%にみられた．
　発疹は粟粒大の赤色丘疹が主で，25%に認められた．
平成15～16年のデータでも23%に認められていた．
　Ｔ型別は，B3264が20株中11株と半数を占め，その
他T4が 5 株，T1が 2 株，T3，T12が 1 株となっている．
T型別は以前と大きく異なっており，平成元年から16
年 ま で の1930株 で は，T12が420株，T4が417株，T1
が299株で，B3264は153株と少なかった．
　本症では再発が知られているが，今回の症例でも21
例中 6 例，28.6%に再発が認められている．平成15～
16年の報告では12%と考えられている．再発が再燃か
再感染かの区別は，困難な事が多い．一般的には再発
までの期間，Ｔ型別の異同が参考になる．しかし，同
型での再感染もある．
　Ｔ型別は，溶連菌表層のＴ蛋白を利用しているが，
Ｍ蛋白が腎炎の発生など病原性と一致しているとの報
告があり，Ｍ型別とＴ型別との異同を検討して貰った
ことがある．山口県衛生研究所に依頼して，平成 7 年
～ 8 年の10株について検討して貰ったが，株数の少な
かったためか10株はすべて同じであった．最近，M蛋
白をコードするemm遺伝子の検索が報告されている．
今後，emm遺伝子にかかる研究の発展を期待する．
　溶連菌に対する薬剤の耐性については，薬剤の最小
発育阻止濃度（MIC）の測定か，当該薬品が培地に植
えられた溶連菌の発育を阻止する広さ（阻止円の大き
さ）をみる方法がある．高知衛研では後者を行ってい
る．その判定区分は表13の様である．
　それによると，今回分離された25株のうち，耐性
はMINO 4 株，CAM 1 株，CFDN 1 株 で， 中 間 は
MINO 4 株，CAM 1 株，CDTR 1 株 で，AMPCは

すべて感性であった．これに対し平成15年東京都健康
安全センターで50株についてMIC測定で行われた結果
では，耐性はCAM 1 株であった．

図 9　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎高知県患者報告数（2017年）

図10　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎高知県患者報告数（2018年）

表11　溶連菌感染症の臨床症状とT型別（2017年）
症例 体温℃ 咽頭発赤 咽頭痛 F斑 発疹 T型別

1 38 + + UT

2
38.8 +
37.6 + + UT
38.8 ++ + +

3

38.7 ++ +
38 ++ +

38.5 ++ + T4
38.1 + T4

4 38.7
5 37.5 + + UT

表12　溶連菌感染症の臨床症状とT型別（2018年）
症例 体温℃ 咽頭発赤 咽頭痛 F斑 発疹 T型別

1 38.9 ++ + T1
2 37.6 + + + T3
3 37.8 ++ + T4

4 微熱 ++ + + TB3264
微熱 + ++ TB3264

5 （－） + + *出血斑
（－） + T12

6 37.3 ++ + + T1

7 38.1 + +
39.3 ++ + + TB3264

8 39.1 ++ + T4
9 39.6 + + T4
10 36.7 ++ + TB3264
11 37.5 ++ + + TB3264

12 38 ++ + + TB3264
38 ++ TB3264

13 38.3 + TB3264
14 39 ++ + + TB3264
15 38.1 + TB3264
16 38.8 ++ + + TB3264
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表13　薬剤感受性判定区分
K-B法（Kirby-Bauer法）
S.pyogenes

化療略号 ディスク略号 ディスク名 R　耐性 I　中間 S　感性 ディスク含量
① MINO MI30 ミノサイクリン 14 15~18 19 30 テトラサイクリン系
② AMPC AMX25 アモキシシリン 14 15~20 21 25 ペニシリン系
③ CFDN CDR5 セフジニル 16 17~19 20 5 セフェム系
④ CDTR CDN5 セフジトレン 12 13~18 19 5 セフェム系
⑤ CAN CLR15 クラリスロマイシン 16 27~20 21 15 マクロライド系
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はじめに
　百日咳は2017年12月31日まで 5 類感染症把握対象疾
患として，小児科定点から主に臨床症状を中心に報告
されており，定点以外や成人例の百日咳流行の全体像
がつかめていなかった．百日咳患者の流行は保育園児
から学童期を中心にみられ，幸い重症化することなく
軽快しているが，予防接種未接種の乳児への感染によ
る重症化の報告もみられる．
　より正確な流行状況を把握するため，2018年 1 月
1 日から百日咳は 5 類全数把握・届け出報告対象と変
更され，診断基準も臨床症状に，原則として百日咳菌
の分離，百日咳遺伝子の検出，各種抗体検査により百
日咳の検査診断がなされたものが届け出の対象となっ
た．
　2018年 1 月（第 2 週）から 8 月（33週）の間に，百
日咳LAMP法陽性に基づき確定診断された109例の百
日咳患者の流行を須崎市とその周辺を中心に経験し
た．この間に百日咳を疑い，結果LAMP法陰性例が
258例あり，109例の臨床症状，年齢分布，予防接種歴
と共にまとめてみた．
　予防接種歴については母子手帳と当院の予防接種記
録に基づき製造メーカ・ロットNo.接種月日を確認し
た．
　なお，週は保健所への報告日をもってした．

1 ．週別患者発生状況
　図 1 は 2 週から33週における患者発生数を示す．
　 2 週の最初の症例に続き 3 週以降は毎週 5 例前後の
発生がみられ， 6 週，15週，20週に小さなピークがみ
られ，29週夏休みになって終息に向かい33週以降発生
を見なくなる．

図 1 　2018年週別患者数（109例）

2018 年須崎市とその周辺を中心にみられた百日咳の流行について

もりはた小児科　　森　畑　東洋一

2 .患者年齢分布,所属別分布
　図 2 は患者の年齢分布とその割合を示す.

図 2　患者年齢分布と割合

　 6 歳から発生数が増加し13歳中学生になり減少． 1
歳未満の 3 例は 3 か月未満ワクチン未接種 2 例， 2 回
接種 9 か月児 1 例で，感染源は 1 例は母親， 2 例は兄
弟が疑われた．16歳以上の成人は子どもからが 3 例，
不明が 2 例である．
　全患者109例の中，13組，計32例，全体の30%を占
める兄弟例がみられた．
　図 3 は109例患者が所属する集団における数と割合
を示す．今回の流行は保育園と小学生を中心に流行が
みられ全体の87%を占める．中学校での流行はみられ
なかった．

図 3　患者の所属する集団と割合
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　図 4 に2012年に須崎市を中心に百日咳流行があり，
LAMP陽性で診断した患者が103例の年齢分布を示す．
13歳以上の患者割合をみると2012年は28/103例（27．
2%），2018年は9/109例（8．3%）と園児から小学生
を中心とした流行であった．今回2012年の罹患者から
の再感染者はなく，2012年LAMP陰性者245例から当
時 5 歳児であった 2 例の感染がみられた．

図 4　2012年度患者（103例）の年齢分布と割合

　図 5 に12年と18年における罹患児の年齢別割合を示
す． 6 年前の流行が今回の罹患年齢が若年化したこと
に影響を及ぼしたのか興味のあるところである

図 5　2012年、2018度罹患児の年齢別割合

3 ．週別地域別患者数
　図 6 は週別の患者発生数を地域別に示す．流行は
O小学校を中心とする多ノ郷地区から始まり患者数
58例，11週頃から上分地区に拡大し19例，19週から
津野地区で12例，葉山地区で12例とまとまってみら
れたが須崎地区，久礼地区は散発発生で両地区合わ
せ 7 例とまとまった発生はみられなかった．

図 6　週別地域別患者数

4 ．LAMP検査結果の検討　
　LAMP検査陽性者109例と陰性者258例について年齢
割合，年齢別ワクチン接種回数・割合，ワクチン 4 回
接種の確認できた陽性者86例について，最終接種から
今回の感染までの期間について検討する．

1 ）LAMP陽性・陰性年齢割合
　図 7 はLAMP法検査対象となった各年齢の陽

性・陰性の割合を示す．
　 3 から 5 歳は検査対象のほぼ20%が陽性に対し
5 歳以降は陽性率が 6 歳の40%， 8 歳の50%を最
高に各年齢は30%以上と陽性率が上昇する傾向に
ある．

図 7　LAMP陽性（109例）と陰性（258例）の年齢割合

2 ）ワクチン接種回数
　図 8 ，9 はLAMP検査陰性258例のDTP（DTP・
IPV）ワクチンの年齢別接種回数，割合を示す．
予防接種の回数は母子手帳，当院の予防接種台帳
で確認済み．

図 8　LAMP陰性（258例）の年齢別接種回数

図 9　LAMP陰性（258例）の年齢別接種回数割合

　 4 回接種は 2 歳以降は90%をほぼ超えているが
90%に達していない年齢は問診のみで 4 回済は不
明とした結果である．
　図10，図11はLAMP陽性（109例）の年齢別接
種回数と割合を示す．
　 1 歳未満の 0 回は 3 か月未満 2 例， 9 か月児 2
回が同胞や母親から感染したものである．

図10　LAMP陽性（109例）年齢別接種回数
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図11　LAMP陽性(109例）年齢別接種回数割合

　LAMP陽性で 4 回接種の確認されたのは 3 歳
で50， 4 歳， 5 歳で各々 75,100%と接種率は上昇
し 5 歳以上では80%以上が 4 回の接種を受けてい
る．
　今回の流行で109例中13組32例の同胞例がみら
れた．

3 ）ワクチン 4 回接種から罹患までの期間
　LAMP陽性109例中ワクチン 4 回接種の確認で
きた86例について， 4 回目の接種から今回の感染
までの期間を図12に示す．

図12　最終接種日から発病までの期間と割合（ 4回接種者86例）

　接種後 4 年未満罹患者は同胞 7 組14例あり， 1
年未満の 1 例は同胞が罹患し遅れていた 4 回目を
急いでするも罹患する（ 1 か月以内に）．
　今回の流行では最終接種後 4 ， 5 年経過したこ
ろから罹患の割合が増加する傾向がみられ,集団で
は保育園年長児から学童期 4 ， 5 年生までの罹患
率が高かった．

5 ．臨床症状
　LAMP陽性109例と陰性258例の臨床症状について表
に示す．
　症状はLAMP検査実施時（主に初診時）における
状態を示す．陽性群，陰性群共，咳症状で 7 日以上を
長引く咳とした．陽性群で咳込みが陰性群を大きく上
回ったのが特徴的で，罹患年齢で乳児が少なかったこ
ともあり，無呼吸や肺炎といった重篤な呼吸器症状を
呈した例がなかったことは幸いであった．

臨床症状 LAMP 陽性 （109例） LAMP 陰性 （258例）
例 % 例 %

咳 4 3.7 56 21.7
長引く咳 36 33.0 125 48.4
咳込み 91 83.5 118 45.7

スタカット 2 1.8 1 0.4
ウープ 1 0.9 2 0.8
嘔吐 3 2.8 14 5.4
腹痛 0 0 2 0.8
胸痛 0 0 8 3.1

無呼吸 0 0 0 0
肺炎 0 0 0 0

家族に百日咳 32
（13家族） 29.3（11.9） 12 4.7

　検査に関しては流行のみられる集団（学校・保育
園）からの咳を主訴とした受診者・兄弟例は積極的に
LAMP検査を行った（感染初期から陽性になる）．今
回は診断のために菌の培養分離及び血清学的診断はお
こなわなかった．

まとめ
　2018年 1 月から百日咳は成人も含め全数把握疾患と
なり，届け出基準も菌培養検査，遺伝子検査（PCR，
LAMP法）の結果が診断のため重視されるようになっ
た．
　 こ の 度18年 1 月（ 第 1 週 ） か ら 8 月（ 第33週 ） の
間にLAMP法により確定診断された百日咳の流行を須
崎市（多ノ郷地区，上分地区）津野町（葉山地区，東
津野地区）の保育園・小学校を中心に109例の発症を
経験した．流行は多ノ郷地区→上分地区→東津野地区
→葉山地区と拡大した．109例のうち兄弟例が13組32
例， 3 か月未満 1 例に母子感染があり幸い大事になら
なかったが，母子のみでなく患児が乳児と接触する機
会の有無にも注意を払う必要がある．12年にも103人

（LAMP陽性）の流行があったが今回の流行の年齢分
布は小さい方によっている（図 5 ）． 6 年前の流行の
影響があるのだろうか．
　百日咳の感染に関して，予防接種を予定通り済ませ
ていても罹患するケースが多いことが問題になってお
り，ワクチンの有効性や特に追加接種の必要性が議論
されている．
　予防接種歴については，陽性群，陰性群とも 4 回接
種が確認されたものに限ればほぼ同じような接種状況
であった．陽性群109例のうち 4 回接種が確認された
86例について最終接種から罹患までの期間をみれば 4
から 5 年経過したころから罹患率が増加するようであ
る．この時期が追加接種の一つの目安になるのではな
いかと思われる．
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　流行拡大の予防については，年齢が大きく，発熱も
なく，咳が続いていても臨床症状も軽いため登園・登
校が普段通りなされて困難であったが，幸いLAMP検
査の結果が 2 ， 3 日で判るため，その間家族の理解を
得て登園・登校停止の協力と学校の方にも登校停止扱
いとして頂いた．また，今回 3 か月未満ワクチン未接
種の 2 例を経験したが幸い重症化することなく経過し
たが，母子・同胞だけでなく患児の周辺の乳児（特に
ワクチン未接種）の存在にも注意が必要であり，乳児
のワクチン効果は高いことから未接種の乳児へのワク
チン接種の推奨をすることも重要な予防策である．
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2017／18 シーズンに当院を受診したインフルエンザ患児の検討

ふないキッズクリニック　　船　井　　　守

　2015／16シーズンからインフルエンザワクチン株が
従来のA型 2 種類とB型がビクトリア系統株，山形系
統株のどちらか 1 種類の 3 価からB型 2 種類に変更に
なり 4 価になった．これによりB型の発症が抑制され
ることが期待された．しかし，2015／16シーズンにB
型が流行し，2016／17シーズンはB型は流行しなかっ
たが，2017／18シーズンは再びB型が流行した．前回
の報告は2015／16シーズンのインフルエンザの15歳以
下の患児の臨床的検討を行ったが，今回，2017／18シー
ズンに当院を受診した15歳以下の患児について再度，
臨床的検討を行った．

結　果
1 ．患者数

　平成29年12月11日から平成30年 4 月25日までにイ
ンフルエンザ迅速診断検査キットでインフルエンザ
と診断した15歳以下の当院受診患児は延べ509例で
あった．A型は148例，B型は361例であった．この
うち別の日にA型，B型両方感染例は14例であった．

2 ．発症年齢（図 1 ）
　 発 症 年 齢 はA型 は 0 歳 か ら15歳 ま で み ら れ，
4 ~ 6 歳と10~12歳多かった．B型は 0 歳から15歳ま
でみられ 5 ~ 9 歳にピークがあった．

図１　発症年齢

3 ．発症時期（図 2 ）
　週別の発症時期ですがA型は平成29年12月11日

（第50週）から平成30年 4 月25日（第17週）までみ
られた．B型は平成29年12月25日（第52週）から平
成30年 3 月10日（第10週）までみられた．第11週以
降はA型のみ流行した．

図 2　発症時期（週別）
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4 ．B型インフルエンザ患児の年齢別ワクチン接種回
数（図 3 ）
　B型は361例のうち未接種が252例， 1 回接種が32
例， 2 回接種が77例であるが，13歳以上は 1 回接種
で効果があるとされているので，規定通り予防接種
を受けたのは，90例（24.9%）であった．

図 3　B

5 ．A型インフルエンザ患児の年齢別ワクチン接種回
数（図 4 ）
　A型は148例のうち未接種が117例， 1 回接種が10
例， 2 回接種が28例である．13歳以上の 1 回接種は
3 例で，規定通り予防接種を受けたのは31例（20.9%）
である． 1 歳は 6 例中 3 例（50.5%）， 8 歳は 9 例中
4 例（44.4%）が 2 回接種を受けていた．
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図 4　A型インフルエンザと年齢別ワクチン接種回数

6 ．過去14シーズンのA型，B型インフルンザの流行 
（図 5 ）
　過去14シーズンでAH1N1pdmが流行した2009／
10シーズン以外はB型は流行しているが， 2017／18
シーズンは一番多かった．A型よりB型が多かった
シーズンは2005／06シーズン，2008／09シーズン，
2012／13シ ー ズ ン，2015／16シ ー ズ ン，2017／18
シーズンの 5 シーズンであった．

図 5　シーズン別インフルエンザ患児数
　　　　　　 （Ａ型＋Ｂ型）

考　察
　2015／16シーズンからB型インフルエンザのビクト
リア系統株，山形系統株の 2 株が予防接種に加わった
ことから，B型インフルエンザの予防効果が期待され
ていた．しかし，一般的にB型インフルエンザの流行
が少なかった翌シーズンはB型インフルエンザが流行
すると言われている．前シーズンの2016／17シーズン
にB型流行が少なく（当院ではA型349例，B型19例），
2017／18シーズンはB型が流行することが予想されて
いた．高知県衛生研究所の報告では平成29年12月から
平成30年 4 月まではビクトリア系統 8 例，山形系統37
例がウイルス分離されている．今回の検討では前回の
報告した2015／16シーズン以上にB型が流行し， 4 価
ワクチンが従来の 3 価ワクチンに比して流行阻止する
までの効果があったとは言い難い．しかし，2017／18
シーズンのtest-negative case-control designを対照と
した平成30年11月の第50回小児感染症学会での 3 報告
では38~51%の有効率があったとされている．2015／

16シーズンも同学会報告では22~40%の有効率であっ
た．2017/18シーズンはワクチンの供給が十分でなく，
接種率が低かったことがB型の流行した可能性も考え
られる．今後，B型ワクチンの効果についてはさらな
る検討が必要である．



48

2017年，2018年に経験した感染性腸炎の発生状況

けら小児科アレルギー科　　森　澤　　　豊

【はじめに】
　当科では腹痛，下痢，発熱（37.5℃以上）の三症状
を認めた症例には原則として便培養検査を行ってい
る．今回2017年，2018年の便培養実施状況を中心に報
告する．

【培養検査提出状況】
　2017年：202人に便培養を実施しカンピロバクター，
サルモネラ，病原性大腸菌病原菌のうち 1 種類以上
が検出されたのは114人（検出率56%）であった（図
1-a）
　2018年：239人に便培養を実施し上記細菌のうち 1
種類以上が検出されたのは106人（検出率44%）であっ
た（図1-b）

図1-a　2017年　月別便培養実施状況・培養結果　n=202

 

図1-b　2018年　月別便培養実施状況・培養結果　n=239

【2017年培養結果】
1 ．カンピロバクター　

　53例（単独例32，病原性大腸菌との重複例21）検
出された．月別分布は図2-a，年代別分布は図3-aに
示す結果であった．入院例はなく全例合併症なく軽
快した． 

2 ．サルモネラ　
　13例（単独例 4 ，病原性大腸菌との重複例 9 ）検
出された．サルモネラ菌の血清型分布はO-9群10 
例，O-7群 2 例，O-4群 1 例であった．月別分布は
図2-a，年代別分布は図3-aに示す結果であった．入
院例は 2 例あり，いずれも70代（O-9群単独，O-9
群+病原性大腸菌O-1）で前者は血液培養でも同じ

菌が検出された．

3 ．病原性大腸菌
　78例（単独例48，カンピロバクターもしくはサル
モネラとの重複例30）検出された．ベロ毒素陽性
例はなかった，血清型分布はO-1 21例，O-25 19
例，O-15，18，86a各5例，O-8 4 例，O-26 3 例，
O-6，20，125，135，145，153 が 各 2 例，O-33，
63，126，144が各 1 例であった（図4-a）．複数の病
原性大腸菌が同時に検出された例はなかった．全例
外来で軽快した．

【2018年培養結果】
1 ．カンピロバクター

　44例（単独例28，病原性大腸菌との重複例16）検
出された．月別分布は図2-b，年代別分布は図3-bに
示す結果であった．全例合併症なく外来で軽快した．

2 ．サルモネラ
　 6 例（単独例 4 ，病原性大腸菌との重複例 2 ）検
出され，サルモネラ菌の血清型分布はO-9群 4 例，
O-4群 2 例であった．月別分布は図2-b，年代別分
布は図3-bに示す結果であった．全例外来で軽快し
た．

3 ．病原性大腸菌　
　74例（単独例56，カンピロバクターもしくはサル
モネラとの重複例18）検出された．ベロ毒素陽性例
はなかった，血清型分布はO-1 25例，O-25 24例，
O-6 6 例，O-18，86a各 3 例，O-8，20，111各 2 例，
O-28a，55，115，125，128，153，166各 1 例であっ
た（図4-b）．複数の病原性大腸菌が同時に検出され
た例はなかった．全例外来で軽快した． 

図 2 -a　2017年　月別便培養検出状況
（カンピロバクター 53例・サルモネラ13例）
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図 2 -b　2018年　月別便培養検出状況
（カンピロバクター 44例・サルモネラ 6 例）

 

図 3 -a　2017年　年代別便培養結果分布
（カンピロバクター 53例・サルモネラ13例）

 

図 3 -b　2018年　年代別便培養結果分布
（カンピロバクター 44例・サルモネラ 6 例）

 

図 4 -a　2017年　病原性大腸菌血清型別分布　n=78
 

図 4 -b　2018年　病原性大腸菌血清型別分布　n=74
 

【追記：ノロウイルス・ロタウイルスの検出状況】（図 5 ）
　今回，繰り返す嘔吐･下痢（主に水様便）で受診し
た例のうち患者の通っている施設内で上記症状の患者
が複数存在する場合，適宜ノロ･ロタウイルスの迅速
診断検査を行った．細菌培養検査例と異なり検査実施
に一定の基準を設けておらず，検査件数も少ないが,月
別の流行傾向が確認できたので報告する．

図 5 -a　2017年　ノロ・ロタウイルス検出状況
（ロタウイルス20例・ノロウイルス32例）

 

図 5 -b　2018年　ノロ・ロタウイルス検出状況
（ロタウイルス 3 例・ノロウイルス26例）
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2017／18シーズンインフルエンザについて

高知県衛生研究所　　戸　梶　彰　彦

【はじめに】
　インフルエンザサーベイランスは感染症法に基づき
1999年 9 月より全国で開始され，本県においてもイン
フルエンザ定点医療機関（小児科定点30機関，小児科
原体定点 4 機関，内科定点18機関，内科病原体定点 2
機関）からの報告や検体をいただきインフルエンザの
発生動向を継続的に監視しています．
　平成30年 6 月15日厚生労働省結核感染症課から出さ
れた「今冬のインフルエンザについて（2017／18シー
ズン）」によると，2017／18シーズン全国のインフル
エンザ流行のピークは2018年 1 月下旬から 2 月上旬

（第 3 週から第 5 週）で過去のシーズンと同時期では
あるが，ピークの高さは1999年以降で最高で累積推計
受診者数においても近年の数を大きく上回っていまし
た．
　今回，県内の2017／18シーズンのインフルエンザ流
行状況と流行予測調査事業におけるインフルエンザ抗
体保有状況等について報告します．

【定点あたりの報告数】
　2017年第50週（12月11～17日）において流行の目安
となる定点あたりの報告数（県平均）が1.0を上回り全
国平均（第47週）から少し遅れて流行の兆しが認めら
れた．その後，警報値30（大きな流行の発生・継続が
疑われる）を超えたのが，2018年第 1 週幡多保健所管
内をはじめとして，続いて第 3 週までにはすべての保
健所管内で警報値30を超えた．
　全国では2018年第 5 週でピークとなり，その後減少
に転じたが，高知県では第 3 週と第 5 ， 6 週に 2 つの
ピークが見られた．第 6 週のピーク時では，定点あた
りの報告数の都道府県別集計で全国 1 位となった．
　県内保健所別集計では，定点あたりの報告数は図 1
のような西高東低の傾向が見られた．

図 1  2017/18 シーズンの定点あたりの報告数（保健所管内別） 
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【検出したウイルス亜型について】
　2017／18シーズンを通して検出された型別の内訳
は， A H3 36.1%（全国30%），A H1pdm09  29.6%（同
24%），B／Yamagata 34.3%  B／Victoria 7.4%（同B 
46%）だった．

図 2  2017/18シーズンに検出したウイルス型別 

　2012／13シーズン以降はA H1pdm09亜型とA H3亜
型が交互に主流となっており（前シーズンはA H3亜
型が主流でシーズン全体の85%），A H1pdm09亜型が
流行するシーズンはB型が検出される割合も多い傾向
が見られていた（全国）．
　2017／18シーズン中，高知県においても図3のよう
に多種のウイルス型が同時に検出された週が多かっ
た．
　定点あたりの患者報告数がピークとなった第 3 週，
第 5 ， 6 週の前後でみてみるとA H3，A H1pdm09，
B／Yamagata，が同時期に検出されており，この 3 型
が同時に県内に流行していたと推測できる．また，こ
のことが患者数を押し上げた要因と思われる．

図 3　検体採取週と検出したウイルス型

【抗体保有率】
　衛生研究所では国，都道府県及び各地方衛生研究所
が協力して毎年実施している感染症流行予測調査事業
のひとつであるインフルエンザ感受性調査事業に参加
し，県民の検診や健康調査時にこの調査事業に同意が

得られた方を対象として抗体測定を実施している．
　2017年度は2017／18シーズンのワクチン株であるA／
シンガポール／GP1908／2015［A（H1N1）pdm09亜型］，
A／香港／4801／2014［A（H3N2）亜型］，B／プーケッ
ト／3073／2013［B型（ 山 形 系 統 ）］，B／テキサス／02／
2013［B（ビクトリア系統）］の4種を調査株として赤血球凝集
抑制試験（HI法）による抗体測定を実施した．

　HI抗体価 1 ：40以上の抗体保有率（感染リスクを
50%に抑える目安）についてみると，
　A（H1N1）pdm09亜型の抗体保有率は， 5 ～ 9 歳
群が89.5%と最も高く， 0 ～ 4 歳群を除き，年齢が高
くなるほど抗体保有率は低くなっていた．
　A（H3N2）亜型の抗体保有率は， 5 ～14歳の 2 群
が100.0%と最も高く，どの年齢群も70%以上の抗体保
有率であった．

図 4　A型のHI抗体保有率 

　B（山形系統）の抗体保有率は，20～29歳群が80.7%と
最も高かった．この群をピークに年齢が離れるほど抗
体保有率は低くなっていた．
　B（ビクトリア系統）の抗体保有率は，今回の調査
株の中で25.4%と最も低く，最も高い40～49歳群でも
44.3%であった．

図 5　B型のHI抗体保有率  
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【各型・亜型流行株の抗原性解析】抜粋
　国立感染症研究所では地方衛生研究所において臨床
検体から分離したウイルス株（感染症サーベイランス
で分離した株）の一部と海外で分離された株について
遺伝子解析と抗原性解析（その年の国内ワクチン株と
の比較）を行っています．
　平成30年 6 月15日厚生労働省結核感染症課から出さ
れた「今冬のインフルエンザについて（2017／18シー
ズン）」から抜粋して抗原性解析結果について報告し
ます．

A H1pdm09亜型ウイルス（HI試験）
解析した国内外の流行株すべてが国内ワクチン株A
／シンガポール／GP1908／2015［A（H1N1）pdm09
と類似していた．

A（H3N2）亜型ウイルス（中和試験）
国内外の流行株については，約半数の株が今シーズ
ンのワクチン株と抗原的に類似していた．鶏卵馴化
による抗原変化により，流行株と乖離する傾向が見
られた．

B型ウイルス（山形系統）（HI試験）
国内外の流行株のほとんどが2017／18シーズンの山
形系統ワクチン株B／プーケット／3073／2013に抗
原性が類似していた．

B型ウイルス（ビクトリア系統）（HI試験）
流行株全て，ワクチン株B／テキサス／02／2013に抗
原性が類似していた．
2 アミノ酸欠損及び 3 アミノ酸欠損した海外ウイル
ス株とワクチン株は抗原性が大きく異なっていた．

注　HI試験や中和試験に基づく抗原性解析によって得
られるワクチン製造株と市中流行株に係る抗原性の
一致度とワクチンの有効性とは一致するとの報告も
ありますが，一致しないとの報告もあります．

【最後に】
　2017／18シーズンインフルエンザはワクチン製造株
の 3 ～ 4 亜型が同時に流行したことが，例年より患者
数を押し上げた要因となったものと思われます．
　2019年1月現在（第 3 週），高知県では今シーズン

（2018／19シーズン）は2019年第 1 週には，定点あた
りの報告数が過去10年間では最速で警報値30を超え，
またA H3，A H1pdm09の2種の亜型を同じ週（第52，
1 週）に採取した検体から検出しており，今期も患者
報告数等を注視していく必要があります．
　最後に，インフルエンザ定点医療機関と感染症流行

予測調査事業にご協力をいただきました県民の皆様に
深謝します．



Ⅳ　高知県感染症情報（月報）
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高知県感染症情報月報　2017年 1 月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 275 867 1,812 483 222 812 4,471 727 405

小児科

咽 頭 結 膜 熱 4 6 1 3 14 58 10

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 1 22 76 18 31 13 161 278 263

感 染 性 胃 腸 炎 65 186 316 91 45 132 835 1,079 1,079

水 　 　 　 痘 1 24 25 12 1 9 72 155 42

手 足 口 病 9 1 10 16 2

伝 染 性 紅 斑 6 8 2 5 21 36 27

突 発 性 発 疹 1 8 12 3 2 3 29 42 36

百  日  咳 1 2 1 4 7 9

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 10

流 行 性 耳 下 腺 炎 11 13 1 3 5 33 80 82

RSウ イ ル ス 感 染 症 4 14 38 1 25 82 172 150

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 4 4 2 1

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 2 2 1

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ 1 1

淋 菌 感 染 症

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎 1 1

無 菌 性 髄 膜 炎 2

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 3 17 20 28 25

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎　　　  　　　
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 2 2 4 9

感 染 性 胃 腸 炎　　　　　　　
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 1 1 1 3 3 30

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 4 3 3 3 13 20 23

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎　　　　　　　　　　　
球 菌 感 染 症
薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 351 1,150 2,346 613 307 1,011 5,778 2,717 2,196

前　　　　月 77 457 1,193 264 231 495

前 年 同 月 88 402 1,025 157 149 375

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2017年 1 月
全国情報（ 1 月 2 日～ 1 月29日）

　 第 1 週（ 1 月 2 日～） か ら 第 4 週（～ 1 月29日 ）
までの 4 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとお
りである．全国における 1 月の上位 6 疾患の合計
は133.31で12月の 4 週間換算110.01に比べて増加し
た．増加の主因は12月に流行が始まり，本格的な流
行期に入ったインフルエンザの増加である． 1 位は
インフルエンザで93.90と12月 2 位 4 週換算値22.19
に比べて約4.2倍に増加した． 2 位が感染性胃腸炎で
25.15（同 1 位67.70）と減少した． 3 位がA群溶血
性レンサ球菌咽頭炎で6.67（同 3 位9.27）と減少した．
4 位が流行性耳下腺炎で2.86（同 5 位3.69）， 5 位が
マイコプラズマ肺炎で2.52（同 4 位3.96）と減少した．
6 位は流行性角結膜炎で2.21（同 7 位2.66）と横ば
いだった．

表 1 　各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 1 週 2 週 3 週 4 週 計
1 イ ン フ ル エ ン ザ 10.58 15.25 28.66 39.41 93.90
2 感 染 性 胃 腸 炎 5.31 6.48 7 .00 6 .36 25.15
3 A 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌 咽 頭 炎 1.06 1.45 1 .99 2 .17 6 .67
4 流 行 性 耳 下 腺 炎 0.83 0.85 0 .59 0 .59 2 .86
5 マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 0.67 0.72 0 .62 0 .51 2 .52
6 流 行 性 角 結 膜 炎 0.58 0.59 0 .55 0 .49 2 .21

県内情報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の12月の上位 6 疾患の合計は133.98と12月
の 4 週間換算59.85に比べ約2.2倍に増加し，全国と
同水準となった（表 2 ）．増加の主たる原因はイン
フルエンザの増加である．今季は本県でA香港H3が
26件，AH1pdm09が 3 件検出されており，全国の流
行株の比率と同様である．
　 1 位はインフルエンザで93.15と12月の 2 位 4 週
間換算12.12と比べて7.7倍に増加し，本県は全国よ
りも始まりが遅かったが全国と同等となり，本格的
な流行になった． 2 位は感染性胃腸炎で27.83（同
1 位28.78）と横ばいであり，全国と同等であった．
3 位がA群溶血性レンサ球菌咽頭炎で5.36（同 3 位
7.42）と減少し，全国よりも少なかった． 4 位はRS
ウイルス感染症で2.73（同 4 位4.58）と減少したが，
全国よりも多かった． 5 位はマイコプラズマ肺炎で
2.51（同 6 位2.82）とわずかに減少し，全国と同様
であった． 6 位は水痘で2.40（同 5 位4.14）と減少
し全国よりも多かった．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 1 週 2 週 3 週 4 週 計
1 イ ン フ ル エ ン ザ 10.21 14.25 28.75 39.94 93.15
2 感 染 性 胃 腸 炎 4.47 7.23 8 .70 7 .43 27.83
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0.83 1.50 1 .60 1 .43 5 .36
4 RS ウ イ ル ス 感 染 症 0.80 0.77 0 .83 0 .33 2 .73
5 マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 0.63 0.75 0 .63 0 .50 2 .51
6 水 痘 0.97 0.67 0 .33 0 .43 2 .40

2 ．全体の傾向
　麻しん，風しんの報告無し．

3 ．主な疾患の発生状況
1 ）インフルエンザ

　報告数　4,471名（12月　727名）．全国では前
年第34週以降に報告が増加し，本県での流行開始
は遅れたものの11月になってまとまった報告があ
り，12月には著しく増加し流行期に入った．12
月としては，過去10年間のうちで，パンデミック

（新型インフルエンザ）として記憶に新しい2009
年に次ぐ多い報告数であった． 1 月は，過去10年
間では同時期として 5 番目の報告数であり，きわ
だって多い数とは言えない．広い年齢層で報告さ
れ，20歳未満が63.1%であった．県下全域で警報
基準（定点当たり30以上）を超え，特に，高知市，
幡多で多く定点当たり100を超えていた．ウイル
スはA香港H3が18件，AH1pdm09が 2 件検出され
た．

2 ）咽頭結膜熱
　 報 告 数　14名（12月　58名 ）． 幡 多， 中 央 東，
高知市，須崎から，表記の順に多く報告された．
同時期は過去10年で50までの報告数で推移してお
り例年とおりの報告数である．咽頭結膜熱の患者
からAdenovirus 1 が 1 件検出された．その他の
患者検体からAdenovirus 1 と 3 が各 1 件検出さ
れた．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　報告数　161名（12月　278名）．2014年10月以
降多い報告数が続き，2015年12月以降は2016年 3
月に至るまで，同時期として過去10年間では最大
の流行となった．2016年 5 月はほぼ平年並み， 6
月は再び増加した． 7 月以降減少に転じたものの
9 月以降には再びゆるやかに増加し100台で推移
し，11月 - 1 月は平年並みの数となった．県下全
域から報告があり，特に須崎，高知市，中央西か
らの報告が多い．細菌は検出されていない．

4 ）感染性胃腸炎
　報告数　835名（12月　1,079名）．県下全域で
警報基準値20を超えた報告があり，安芸，中央西，
高知市，中央東，幡多，須崎の順に多く報告された．
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病原体としてはNorovirus GⅡが 5 件，Rotavirus 
AG9が 2 件，Sapovirusが 1 件検出された．特に
強い感染力をもつNorovirusの流行が11月から続
いており注意が必要である．
　ロタウイルスは2011年11月に任意ワクチンが導
入されて2013年11月からサーベイランス調査が開
始された．ロタウイルス胃腸炎は，3 月に増加し，
2013年11月以降では最多の患者数（101名）が報
告されたが， 4 月は36名， 5 月は13名， 6 月以降
は 1 ～3名と減少している．本県でのワクチン接
種率は乳児の 4 割程度で，全国よりも低いと推測
されている．

5 ）水痘
　 報 告 数　72名（12月　155名 ）． 県 下 全 域 か ら
報告があり，中央西，中央東，高知市，幡多から
の報告が多い．2015年からの水痘ワクチン定期化
の効果で，少ない数字で推移していたが，12月は
大幅に増加した．2014年10月から始まったワク
チン定期化の恩恵を受けていない 5 歳以上が34名

（47％）を占めていた．ワクチンの効果が期待さ
れる過去 2 年間では前月に次いで多い報告数だっ
た．

6 ）手足口病
　報告数　10名（12月　16名）．初夏に流行が始
まる感染症で，例年通りの立ち上がりで， 7 月以
降減少していたが，10月に再び増加に転じたが11
月減少し終息に向かっている．高知市と中央西か
ら報告された．ウイルスは検出されていない．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　21名（12月　36名）．2015年以降，全
国的に例年に比べて多い傾向で推移している．幡
多，中央東，高知市，中央西から報告があり，表
記の順に多かった．Parvovirus B19は検出され
ていない．軽症のことが多く，医療機関を訪れる
機会も少なく流行状況の正確な把握が難しい側面
がある．流行が続けば，成人の関節炎，貧血発作

（Aplastic crisis），流産，胎児水腫といった合併
症が増加する可能性があり，注意を要する．

8 ）突発性発疹
　報告数　29名（12月　42名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）百日咳
　 報 告 数　 4 名（12月　 7 名 ）． 中 央 西， 須
崎，高知市から報告があった．細菌はBordetella 
pertussisのゲノムが 2 件検出された．高知県では
百日咳の入院例に限定した全数調査が2016年から
開始されている（厚生労働省班会議研究の拠点調
査）．

10）ヘルパンギーナ
　報告数　 0 名（12月　10名）．例年 6 － 7 月か
ら流行がみられるが，今季は，通常の流行の立ち
上がり，規模ともに小さかったが，だらだらと報
告が続いたが，ようやく終息した．

11）流行性耳下腺炎
　報告数　33名（12月　80名）．全国的にも増加
が報告され注目されている．高知県でも 6 月に倍
増し，流行が危惧されたが， 7 月は半減し，以後
は例年の流行レベルとなった．安芸以外から報告
があり，中央東，須崎，高知市，幡多，中央西で
多い．ウイルスは検出されていない．

12）RSウイルス感染症
　報告数　82名（12月　172名）．中央西以外から
報告があり，幡多，高知市，中央東，安芸，須崎
の順に多かった．病原体としてはRS virus Bが 1
件検出された．

13）流行性角結膜炎
　報告数　 4 名（12月　 2 名）．ここ 3 年間は一
桁で推移している．

14）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 1 名（12月　 0 名）．30歳代の 1 例が
高知市から報告された．

15）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（12月　 0 名）．昨年はEchovirus 
6 が 6 例検出されており，今年の動向に注意を要
する．

16）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　20名（12月　28名）．高知市，中央東
から表記の順に多く報告された．

基幹定点の月報疾患
17）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　13名（12月　20名）．例年並みの数で
推移している．

18）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症
　報告数　 0 名（12月　 0 名）．2014年は計 4 例，
2015年，2016年は各 1 例報告があった．

高知県感染症発生動向調査部会
前田　　明彦
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高知県における月別全数報告疾患（平成29年 1 月）
類型 病名 報告年 総計11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

2 結核 131 149 163 156 192 132 128 138 131 122 5 1447
計 131 149 163 156 192 132 128 138 131 122 5 1447

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 25
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 191

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 224

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 2
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 1 75
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 51
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 143
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 8
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 24

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 1 358

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 36
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 54
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 1 48
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 28
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 7
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 3
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 17
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 13
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 59
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 1 10
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 2 35
水痘（入院例に限る） 2 1 3
播種性クリプトコックス症 1 1
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 29
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 12 12 2 137
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 64 72 6 502
新型 新型インフルエンザ 34 34

計 34 34
動物 鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 213 256 12 2,566
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　平成29年 1 月はウイルス91件，細菌14件の搬入があり，そのうちウイルス41件，細菌 2 件の病原体を検出し，
また，平成28年12月に搬入された検体でウイルス 4 件，11月に搬入された検体でウイルス 1 件を検出した．検出
ウ イ ル ス の 内 訳 は，Adenovirus 1 2 件，Adenovirus 2 1 件，Adenovirus 3 1 件，Coxsackievirus A2 1 件，
Coxsackievirus B1 1 件，Cytomegalovirus 2 件，Enterovirus NT 1 件，Epstein-Barr virus 1 件，Human 
herpes virus 6 1 件，Human herpes virus 7 3 件，Influenza virus A H1pdm09 2 件，Influenza virus A H3 
NT 18件，Norovirus GII NT 5 件，Respiratory syncytial virus B 1 件，Rhinovirus 3 件，Rotavirus group A 
G9 2 件，Sapovirus genogroup unknown 1 件であった．また，細菌の内訳は，Bordetella pertussis 2 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 1 男 手足口病 39℃ , 発疹 , ふん便 11 . 18 Enterovirus NT
2 11ヶ月 男 ヘルパンギーナ 40℃ , 上気道炎 , ぬぐい液 12 . 12 Human herpes virus 6
3 9ヶ月 男 腸重積症 嘔吐 , 嘔気 , 腹痛 , 咳漱 , ふん便 12 . 14 Adenovirus 3
4 0ヶ月 女 急性咽頭炎 39℃ , 上気道炎 , ぬぐい液 12 . 14 Coxsackievirus B1
5 5ヶ月 女 口内炎，発疹（水泡） 38℃ , 水疱 , 発疹 , 口内炎 , ぬぐい液 12 . 19 Cytomegalovirus

6 1 男 － 39℃ ,咳漱,上気道炎,気管支炎,
肝機能 , ふん便 12 . 19 Adenovirus 2

7 1 女 － 40℃ , 下気道炎 , 鼻汁吸引 12 . 20 Rhinovirus
8 3 女 呼吸器疾患 咳漱 , 上気道炎 , 鼻咽腔ぬぐい液 12 . 21 Rhinovirus
9 3ヶ月 女 百日咳 ぬぐい液 12 . 21 Bordetella pertussis
10 14 女 インフルエンザ 39℃ , 咳漱 , 関節痛 , ぬぐい液 12 . 24 Influenza virus A H3 NT
11 7 男 インフルエンザ 38℃ , 咳漱 , ぬぐい液 12 . 24 Influenza virus A H1pdm09
12 1 男 不明発疹症 37℃ , 嘔吐 , 発疹 , ぬぐい液 12 . 24 Coxsackievirus A2
13 1 男 インフルエンザ 38℃ , ぬぐい液 12 . 24 Influenza virus A H3 NT
14 1 男 感染性胃腸炎 39℃ , 下痢 , 嘔吐 , 嘔気 , ふん便 12 . 24 Norovirus GII NT
15 4 女 インフルエンザ 38℃ , ぬぐい液 12 . 26 Influenza virus A H3 NT
16 66 女 インフルエンザ ぬぐい液 12 . 26 Influenza virus A H3 NT
17 9 女 インフルエンザ 38℃ , 咳漱 , ぬぐい液 12 . 27 Influenza virus A H3 NT
18 9 男 インフルエンザ 39℃ , 咳漱 , 上気道炎 , ぬぐい液 12 . 27 Influenza virus A H3 NT
19 8ヶ月 女 感染性胃腸炎 38℃ , 嘔吐 , 嘔気 , ふん便 12 . 27 Norovirus GII NT
20 4 女 － 咳漱 , 鼻腔 12 . 27 Respiratory syncytial virus B
21 29 女 インフルエンザ 39℃ , 咳漱 , 上気道炎 , ぬぐい液 1.  2 Influenza virus A H3 NT
22 5 男 感染性胃腸炎 嘔吐 , 嘔気 , 腹痛 , 咳漱 , 上気道炎 , ふん便 1.  2 Rhinovirus
23 1 男 咽頭結膜熱 41℃ , ぬぐい液 1.  3 Adenovirus 1
24 1 男 － 咳漱 , ぬぐい液 1.  4 Adenovirus 1
25 1 女 － 40℃ , 発疹 , 鼻咽腔ぬぐい液 1.  5 Cytomegalovirus
26 1 女 － 発疹 , ぬぐい液 1.  5 Epstein-Barr virus
27 2 女 インフルエンザ 39℃ , 下痢 , ぬぐい液 1.  6 Influenza virus A H3 NT
28 26 女 インフルエンザ ぬぐい液 1.  7 Influenza virus A H3 NT
29 3 男 インフルエンザ 40℃ , 咳漱 , ぬぐい液 1. 10 Influenza virus A H3 NT
30 14 女 インフルエンザ 39℃ , 咳漱 , ぬぐい液 1. 10 Influenza virus A H3 NT
31 6 男 百日咳 咳漱 , ぬぐい液 1. 11 Bordetella pertussis
32 5 男 口内炎（ウイルス性？） 37℃ , 口内炎 , ぬぐい液 1. 11 Human herpes virus 7
33 50 女 インフルエンザ 39℃ , 関節痛 , ぬぐい液 1. 12 Influenza virus A H1pdm09
34 4 男 インフルエンザ 39℃ , 咳漱 , 上気道炎 , ぬぐい液 1. 12 Influenza virus A H3 NT
35 9 男 インフルエンザ 39℃ , 上気道炎 , ぬぐい液 1. 14 Influenza virus A H3 NT

36 9 男 感染性胃腸炎 39℃ , 下痢 , 嘔吐 , 嘔気 , 腹痛 ,
肝機能 , ふん便 1. 15 Rotavirus group A G9
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No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

37 12 女 インフルエンザ 40℃ , 関節痛 , ぬぐい液 1. 16 Influenza virus A H3 NT
38 6 女 感染性胃腸炎 37℃ , 嘔吐 , 嘔気 , ふん便 1. 17 Norovirus GII NT
39 52 男 インフルエンザ 37℃ , 咳漱 , ぬぐい液 1. 17 Influenza virus A H3 NT
40 1 男 感染性胃腸炎 39℃ , 嘔吐 , 嘔気 , ふん便 1. 17 Norovirus GII NT
41 13 女 インフルエンザ 40℃ , 腹痛 , 関節痛 , ぬぐい液 1. 18 Influenza virus A H3 NT
42 1 男 感染性胃腸炎 38℃ , 下痢 , 嘔吐 , 嘔気 , ふん便 1. 18 Sapovirus genogroup unknown
43 13 女 伝染性紅斑の疑い 39℃ , 発疹 , ぬぐい液 1. 19 Human herpes virus 7
44 2 男 感染性胃腸炎 37℃ , 嘔吐 , 嘔気 , 腹痛 , 咳漱 , ふん便 1. 20 Norovirus GII NT
45 8 男 不明発疹症 発疹 , ぬぐい液 1. 23 Human herpes virus 7
46 10 男 インフルエンザ 38℃ , 咳漱 , ぬぐい液 1. 23 Influenza virus A H3 NT
47 2 男 感染性胃腸炎 下痢 , 嘔吐 , 嘔気 , ふん便 1. 23 Rotavirus group A G9
48 13 女 インフルエンザ 39℃ , ぬぐい液 1. 24 Influenza virus A H3 NT
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病 原 体 検 出 状 況
臨床診断名 病原微生物 2016 年 2016年

総計
2017年 2017年1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1

A群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

Streptococcus agalactiae 1 1
Streptococcus　pyogenes T1 1 1 2
Streptococcus　pyogenes T4 1 2 3
Streptococcus pyogenes TB3264 1 1
Epstein-Barr virus 1 1

計 3 4 1 8

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 1 8 9 18 18
Influenza virus A H1pdm09 7 45 10 2 1 65 2 2
Influenza virus B /Victoria 2 3 1 1 7
Influenza virus B Yamagata 1 12 8 9 1 31
Coxsackievirus A4 1 1
Echovirus 6 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 1
Respiratory syncytial virus B 1 1

計 11 60 19 12 2 3 1 9 117 20 20

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 1 1 1
Coxsackievirus A4 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 1

計 2 1 1 4 1 1

感染性胃腸炎

Adenovirus 2 3 2 5
Adenovirus 4 1 1
Adenovirus 5 1 1
Adenovirus 41 1 1
Adenovirus NT 1 1 2
Astrovirus NT 1 1
Coxsackievirus A2 2 2 4
Coxsackievirus A4 1 1
Coxsackievirus A9 1 1
Coxsackievirus A14 1 1
Coxsackievirus B4 1 1
Echovirus 6 1 4 5
Echovirus 30 1 1
Epstein-Barr virus 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Norovirus GII NT 8 1 1 3 1 2 1 6 6 29 5 5
Parechovirus 3 1 1
Rhinovirus 1 1 2 1 1
Rotavirus group A G2 4 4
Rotavirus group AG3 1 1
Rotavirus group AG8 1 1
Rotavirus group AG9 2 2
Rotavirus group A NT 4 1 5
Sapovirus genogroup unknown 2 2 1 6 3 14 1 1
Salmonella Enteritidis 1 1
Enteropathogenic Escherichia coli 1 1
Enteroaggregative Escherichia coli  O126:H27  aggR 1 1

計 11 5 14 7 1 5 5 5 2 2 16 14 87 9 9

ヘルパンギーナ

Adenovirus 41 1 1
Coxsackievirus A2 1 1 2 4
Coxsackievirus A4 1 1 2
Coxsackievirus A5 1 1
Coxsackievirus A10 2 2
Human herpes virus 6 1 1
Human metapneumovirus 1 1

計 2 3 1 2 1 3 12

手足口病

Adenovirus 3 1 1
Coxsackievirus A6 1 1 2
Coxsackievirus A14 1 2 1 1 5
Cytomegalovirus 1 1
Enterovirus NT 2 2 4 1 9
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 1 2
Parechovirus 3 1 1
Rhinovirus 3 1 4

計 1 2 5 10 1 5 1 1 26
流行性角結膜炎 Adenovirus 2 1 1

計 1 1

伝染性紅斑

Human herpes virus 7 1 1 1 1
human parvovirus B19 virus 1 1 2
Parechovirus 3 1 1
Respiratory syncytial virus A 1 1

計 1 2 1 1 5 1 1

百日咳
Bordetella parapertussis 1 1
Bordetella pertussis 2 5 4 4 5 8 3 4 10 6 3 1 55 2 2
Mycoplasma pneumoniae 1 1 1 1 1 3 1 9

計 2 7 4 4 5 9 4 5 11 6 6 2 65 2 2
流行性耳下腺炎 Mumps virus 1 1 2

計 1 1 2

無菌性髄膜炎

Coxsackievirus B3 1 1
Cytomegalovirus 1 1
Echovirus 6 2 3 1 6
Echovirus 30 1 1
Human herpes virus 7 1 1 2
Mumps virus 2 2
Parechovirus 3 1 1
Parainfluenza virus 3 1 1
Rhinovirus
Respiratory syncytial virus A

計 1 2 6 3 2 1 15
マイコプラズマ
肺炎

Mycoplasma pneumoniae 1 1 1 3
計 1 1 1 3

RS ウイルス感染症
Respiratory syncytial virus A 1 1
Respiratory syncytial virus B 2 2

計 1 2 3
水痘 計

突発性発疹
Coxsackievirus A4 1 1
Cytomegalovirus 1 1
Human herpes virus 6 2 1 3

計 3 1 1 5

その他

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 1 2 3
Adenovirus 3 1 1 1 1
Adenovirus 41 1 1
Bordetella pertussis 1 1
Coxsackievirus A2 1 1
Coxsackievirus A4 2 2
Coxsackievirus A14 1 1
Coxsackievirus A16
Coxsackievirus B1 1 1
Cytomegalo virus 4 4 1 1 1 1 12 2 2
Echovirus 6 3 1 1 5
Echovirus 18 1 1
Enterovirus NT 1 2 3
Epstein-Barr virus 3 2 1 6 1 1
Herpes simplex virus 1 1 1
Human herpes virus 6 2 4 1 2 2 2 1 14
Human herpes virus 7 3 1 2 1 1 1 1 1 11 2 2
Human metapneumovirus 2 1 7 2 12
human parvovirus B19 1 1 2
Mumps virus 1 1
Norovirus GII NT 1 1
Parainfluenza virus 1 1 1
Parainfluenza virus 3 1 2 2 1 6
Respiratory syncytial virus A 2 4 1 7
Respiratory syncytial virus B 1 2 2 1 6 1 1
Rhinovirus 2 1 3 2 3 1 1 2 1 16 1 1
Rotavirus group A G2 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1

計 20 10 12 7 8 14 8 11 6 7 9 5 117 10 10
総計 49 89 49 32 26 42 35 26 25 26 37 34 470 43 43
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高知県感染症情報月報　2017年 2 月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 299 1,314 2,995 951 613 1,024 7,196 4,471 5,741

小児科

咽 頭 結 膜 熱 1 12 19 32 14 10

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 2 23 157 25 7 88 302 161 372

感 染 性 胃 腸 炎 62 181 249 71 27 157 747 835 685

水 　 　 　 痘 6 13 5 6 30 72 22

手 足 口 病 4 4 10 5

伝 染 性 紅 斑 3 9 4 16 21 26

突 発 性 発 疹 3 17 4 3 3 30 29 35

百  日  咳 3 3 4 12

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 1 1 2

流 行 性 耳 下 腺 炎 2 5 8 13 2 30 33 66

RSウ イ ル ス 感 染 症 2 8 20 20 1 10 61 82 209

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 1 1 4 2

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 2 1

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症 1

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ 1

淋 菌 感 染 症 1

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎 1

無 菌 性 髄 膜 炎 2 2

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 3 4 3 10 20 21

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎　　　  　　　
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 2 7

感 染 性 胃 腸 炎　　　　　　　
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 1 2 3 3 49

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 1 9 1 11 13 33

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎　　　　　　　　　　　
球 菌 感 染 症
薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 368 1,548 3,506 1,076 664 1,317 8,479 5,778 7,300

前　　　　月 351 1,150 2,346 613 307 1,011

前 年 同 月 156 1,528 3,132 765 720 999

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2017年 2 月
全 国 情 報（ 1 月30日～ 2 月26日）

　 第 5 週（ 1 月30日～） か ら 第 8 週（～ 2 月26日 ）
までの 4 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとお
りである．全国における 2 月の上位 6 疾患の合計は
144.36で 1 月の133.31に比べて増加した．増加の主
因は12月に流行が始まり，本格的な流行期に入った
インフルエンザの増加である． 1 位はインフルエン
ザで107.50と 1 月の93.90と比べて増加した． 2 位が
感染性胃腸炎で21.53（同 2 位25.15）と減少した．
3 位がA群溶血性レンサ球菌咽頭炎で9.45（同 3 位
6.67）と増加した． 4 位が流行性耳下腺炎で2.46（同
4 位2.86）とわずかに減少， 5 位が流行性角結膜炎
で1.76（同 6 位2.21）， 6 位がマイコプラズマ肺炎で
1.66（同 5 位2.52）と減少した．

表 1 　各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 5 週 6 週 7 週 8 週 計
1 イ ン フ ル エ ン ザ 38.14 28.57 23.92 16.87 107.50
2 感 染 性 胃 腸 炎 5.80 5.01 5 .42 5 .30 21.53
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 2.32 2.17 2 .50 2 .46 9 .45
4 流 行 性 耳 下 腺 炎 0.66 0.53 0 .64 0 .63 2 .46
5 流 行 性 角 結 膜 炎 0.47 0.41 0 .44 0 .44 1 .76
6 マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 0.49 0.42 0 .38 0 .37 1 .66

県 内 情 報
１．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の 2 月の上位 6 疾患の合計は189.25と 1 月
の133.98と比べ増加し，全国よりも多かった（表
2 ）．増加の主たる原因はインフルエンザの増加で
ある．2016/17シーズンは本県でA香港H3が44件，
AH1pdm09が 5 件検出されており，全国の流行株の
比率と同様である． 1 月以降にB/Victoriaが 3 件，
B/Yamagataが 1 件検出され，今後は春先にかけて，
これらB型の増加がみこまれる．
　 1 位はインフルエンザで149.92と 1 月の93.15と比
べて，1.6倍に増加し，本県は全国よりも始まりが遅
かったが全国を上回り，本格的で大きな流行になっ
た． 2 月は，インフルエンザは多い数字で推移し
たものの，第 5 週から第 8 週にかけて週ごとに徐々
に減少し，A型インフルエンザはピーク期を過ぎた
と思われる． 2 位は感染性胃腸炎で24.91（同 2 位
27.83）と減少したが，全国よりも多かった． 3 位が
A群溶血性レンサ球菌咽頭炎で10.07（同 3 位5.36）
と増加し，全国と同等だった． 4 位はRSウイルス感
染症で2.03（同 4 位2.73）と減少したが，全国より
も多かった． 5 位はマイコプラズマ肺炎で1.26（同
5 位2.51）と減少し，全国よりも少なかった． 6 位

は咽頭結膜熱で1.06（同11位0.48）と増加したが，
全国よりも少なかった．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 5 週 6 週 7 週 8 週 計
1 イ ン フ ル エ ン ザ 50.60 41.63 33.67 24.02 149.92
2 感 染 性 胃 腸 炎 7.17 6.77 6 .27 4 .70 24.91
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 2.33 2.47 3 .07 2 .20 10.07
4 RS ウ イ ル ス 感 染 症 0.67 0.53 0 .53 0 .30 2 .03
5 マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 0.25 0.63 0 .13 0 .25 1 .26
6 咽 頭 結 膜 熱 0.23 0.27 0 .33 0 .23 1 .06

2 ．全体の傾向
　麻しん，風しんの報告無し．

3 ．主な疾患の発生状況
1 ）インフルエンザ

　報告数　7,196名（ 1 月　4,471名）．全国では前
年第34週以降に報告が増加した．本県での流行開
始は遅れたものの11月になってまとまった報告が
あり，12月には著しく増加し流行期に入った．12
月としては，過去10年間のうちで，パンデミック

（新型インフルエンザ）として記憶に新しい2009
年に次ぐ多い報告数であった． 1 月は，過去10年
間では同時期として 5 番目の報告数であり，きわ
だって多い数とは言えなかった． 2 月としては，
今年は過去10年間で最多の報告となり，また 1 か
月間として，2015年 1 月，2016年 3 月，2009年11
月に次ぐ報告数であることに加え，流行期間も長
いことから大きな流行になりそうである．都道府
県別でも高知県は最多の報告数であった．
　広い年齢層で報告され，20歳未満が68.5%を占
めていた． 1 月に続いて 2 月も県下全域で警報基
準（定点当たり30以上）を超え，特に，中央西，
高知市，須崎，幡多，中央東で表記の順に多く定
点当たり100を超えていた．ウイルスはA香港H3
が14件，AH1pdm09が 2 件，B/Victoriaが 2 件，
B/Yamagataが 1 件検出された．

2 ）咽頭結膜熱
　 報 告 数　32名（ 1 月　14名 ）． 幡 多， 高 知 市，
中央東から，表記の順に多く報告された．きわだっ
て多い報告数ではないが，同時期としては過去10
年で2011年に次いで 2 番目に多い報告数である．
ウイルスは 1 件も検出されていない．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　報告数　302名（ 1 月　161名）．2014年10月以
降多い報告数が続き，2015年12月以降は2016年 3
月に至るまで，同時期として過去10年間では最大
の流行となった．2016年 5 月はほぼ平年並み， 6
月は再び増加した． 7 月以降減少に転じたものの
9 月以降には再びゆるやかに増加し100台で推移
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し，11月- 1 月は平年並みの数となっていた． 2
月は再増加し，同時期としては過去10年間で2016
年に次ぐ 2 番目に多い報告数となった．県下全域
から報告があり，特に幡多，高知市，中央西から
の報告が多い．細菌はT1とUntypableが各 1 件検
出された．

4 ）感染性胃腸炎
　報告数　747名（ 1 月　835名）．須崎を除く県
下全域で，警報基準値20を超えた報告があり，幡
多，安芸，中央東，中央西，高知市，須崎の順に
多く報告された．病原体としてはNorovirus GⅡ，
Astrovirusが各 1 件検出された．
　ロタウイルスは2011年11月に任意ワクチンが導
入されて2013年11月からサーベイランス調査が開
始された．ロタウイルス胃腸炎は，3 月に増加し，
2013年11月以降では最多の患者数（101名）が報
告されたが， 4 月は36名， 5 月は13名， 6 月以降
は 1 ～ 3 名と減少している．本県でのワクチン接
種率は乳児の 4 割程度で，全国よりも低いと推測
されている．

5 ）水痘
　 報 告 数　30名（ 1 月　72名 ）． 中 央 西， 幡 多，
高知市，中央東から表記の順に多く報告された．
2015年からの水痘ワクチン定期化の効果で，少な
い数字で推移していたが，昨年12月は155名と大
幅に増加したが，1 月72名，2 月30名と減少した．
2014年10月から始まったワクチン定期化の恩恵を
受けていない 5 歳以上が13名（43.3％）を占めて
いた．ウイルスは水痘患者からの検出はないが，
帯 状 疱 疹 性 髄 膜 炎 の 髄 液 か らVaricella-Zoster 
virusが 1 件検出されている．

6 ）手足口病
　報告数　 4 名（ 1 月　10名）．初夏に流行が始
まる感染症で，2016年は例年通りの立ち上がりで，
7 月以降減少していたが，10月に再び増加に転じ
たが11月減少し終息に向かっている．高知市から
報告された．ウイルスは検出されていない．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　16名（ 1 月　21名）．2015年以降，全
国的に例年に比べて多い傾向で推移している．高
知市，幡多，中央東から報告があり，表記の順に
多かった．Parvovirus B19は検出されていない．
軽症のことが多く，医療機関を訪れる機会も少な
く流行状況の正確な把握が難しい側面がある．流
行が続けば，成人の関節炎，貧血発作（Aplastic 
crisis），流産，胎児水腫といった合併症が増加す
る可能性があり，注意を要する．

8 ）突発性発疹

　報告数　30名（ 1 月　29名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）百日咳
　報告数　 3 名（ 1 月　 4 名）．高知市から報告
があった．細菌はBordetella pertussisのゲノムが
1 件検出された．高知県では百日咳の入院例に限
定した全数調査が2016年から開始されている（厚
生労働省班会議研究の拠点調査）．

10）ヘルパンギーナ
　報告数　1名（ 1 月　 0 名）．例年 6 － 7 月から
流行がみられるが，今季は，通常の流行の立ち上
がり，規模ともに小さい一方で，だらだらと報告
が続いたがようやく終息した．

11）流行性耳下腺炎
　報告数　30名（ 1 月　33名）．全国的にも増加
が報告され注目されている．高知県でも 6 月に倍
増し，流行が危惧されたが， 7 月は半減し，以後
は例年の流行レベルとなった．中央西以外から報
告があり，特に須崎で多い．ウイルスは検出され
ていない．

12）RSウイルス感染症
　報告数　61名（ 1 月　82名）．県下全域から報
告があり，特に中央西で多い．ウイルスは検出さ
れていない．

13）流行性角結膜炎
　報告数　 1 名（ 1 月　 4 名）．ここ 3 年間は一
桁で推移している．

14）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 1 月　 1 名）． 1 年に10名前後
の数で推移している．乳児を対象としたHibと肺
炎球菌ワクチンの定期接種がはじまって以降はこ
れらを原因菌とする小児例の報告はない．

15）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 2 名（ 1 月　 0 名）．昨年はEchovirus 
6 が 6 例検出されており，今年の動向に注意を要
する．

16）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　 報 告 数　10名（ 1 月　20名 ）． 幡 多， 中 央 東，
高知市から報告された．百日咳と臨床診断された
患者から 2 件細菌ゲノムが検出された．

基幹定点の月報疾患
17）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　11名（ 1 月　13名）．例年並みの数で
推移している．

18）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症
　報告数　 0 名（ 1 月　 0 名）．2014年は計 4 例，
2015年，2016年は各 1 例報告があった．
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高知県感染症発生動向調査部会
前田　　明彦

高知県における月別全数報告疾患（平成29年 2 月）
類型 病名 報告年 総計11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

2 結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 12 1,452
計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 12 1,452

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 25
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 191

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 224

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 2
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 1 75
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 1 52
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 143
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 8
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 24

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 2 359

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 36
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 54
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 1 48
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 28
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 7
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 3
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 17
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 13
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 1 60
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 1 10
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 4 37
水痘（入院例に限る） 2 1 3
播種性クリプトコックス症 1 1
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 29
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 3 137
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 10 505
新型 新型インフルエンザ 34 34

計 34 34
動物 鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 24 2,575
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　 2 月はウイルス57件，細菌11件の搬入があり，そのうちウイルス27件，細菌 5 件の病原体を検出し，また，平成
29年 1 月に搬入された検体でウイルス11件，細菌 2 件を検出した．検出ウイルスの内訳は，Astro virus NT 1 件，
Cytomegalo virus 1 件，Human herpes virus 6 1 件，Human herpes virus 7 2 件，human metapneumovirus 
1 件，Influenza virus A H1pdm09 2 件，Influenza virus A H3 NT 18 件，Influenza virus B/Victoria 3
件，Influenza virus B/Yamagata 1 件，Norovirus GII NT 6 件，Respiratory syncytial virus A 1 件，
Varicella-zoster virus 1 件，また，細菌の内訳は，Bordetella pertussis 1 件，Mycoplasma pneumoniae 4 件，
Streptococcus pyogenes T1 1 件，Streptococcus pyogenes Untypable 1 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 10ヶ月 男 不明発疹症 41℃ , 嘔吐 , 咳漱 , ぬぐい液 1. 12
Cytomegalovirus
Human herpes virus 6

2 10 女 インフルエンザ 39℃ , ぬぐい液 1. 25 Influenza virus A H3 NT

3 8 女 インフルエンザ － ぬぐい液 1. 27
Influenza virus A H3 NT
Influenza virus B/Victoria

4 14 男 感染性胃腸炎 41℃ , 嘔吐 , 嘔気 , 腹痛 , ふん便 1. 27 Norovirus GII NT
5 6 女 感染性胃腸炎 40℃ , 嘔吐 , 嘔気 , ふん便 1. 28 Norovirus GII NT
6 4 女 感染性胃腸炎 下痢 , 嘔吐 , 嘔気 , ふん便 1. 28 Norovirus GII NT
7 2 女 － 38℃ , 発疹 , ぬぐい液 1. 30 Human herpes virus 7
8 31 女 インフルエンザ 41℃ , 肺炎 , 鼻咽腔ぬぐい液 1. 30 Influenza virus A H3 NT
9 64 女 インフルエンザ 38℃ , 咳漱 , ぬぐい液 1. 30 Influenza virus A H3 NT
10 10 女 インフルエンザ 39℃ , 下痢 , 腹痛 , 咳漱 , 関節痛 , ぬぐい液 1. 30 Influenza virus A H3 NT
11 8 女 感染性胃腸炎 37℃ , 下痢 , 嘔吐 , 嘔気 , ふん便 1. 30 Norovirus GII NT
12 3 女 百日咳 37℃ , 咳漱 , ぬぐい液 1. 30 Mycoplasma pneumoniae
13 12 男 インフルエンザ 39℃ , ぬぐい液 1. 31 Influenza virus A H3 NT
14 3 男 感染性胃腸炎 下痢 , 腹痛 , ふん便 1. 31 Astrovirus NT
15 5 男 百日咳 38℃ , 咳漱 , ぬぐい液 1. 31 Mycoplasma pneumoniae
16 4 女 インフルエンザ 40℃ , 咳漱 , 関節痛 , ぬぐい液 2.  1 Influenza virus A H1pdm09
17 54 女 インフルエンザ 38℃ , 咳漱 , ぬぐい液 2.  1 Influenza virus A H3 NT
18 18 男 無菌性髄膜炎 39℃ , 嘔吐 , 嘔気 , 髄液 2.  1 Varicella-zoster virus
19 10 男 感染性胃腸炎 39℃ , 下痢 , ふん便 2.  2 Norovirus GII NT
20 10 男 インフルエンザ 38℃ , ぬぐい液 2.  3 Influenza virus A H3 NT
21 9 女 インフルエンザ 38℃ , ぬぐい液 2.  6 Influenza virus A H3 NT
22 4 男 インフルエンザ 39℃ , 咳漱 , ぬぐい液 2.  7 Influenza virus B/Victoria
23 5 女 インフルエンザ様疾患 38℃ , 咳漱 , ぬぐい液 2.  7 Influenza virus A H1pdm09
24 3 男 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 38℃ , 咳漱 , 発疹 , ぬぐい液 2.  8 Streptococcus pyogenes Untypable
25 9 女 百日咳 咳漱 , ぬぐい液 2.  8 Bordetella pertussis
26 44 女 インフルエンザ 37℃ , 上気道炎 , ぬぐい液 2.  9 Influenza virus A H3 NT
27 6 女 インフルエンザ 41℃ , ぬぐい液 2.  9 Influenza virus A H3 NT

28 4 女 急性扁桃炎 40℃ , 嘔吐 , 嘔気 , 腹痛 , 咳漱 ,
上気道炎 , ぬぐい液 2. 10 Human metapneumovirus

29 2 男 消化器疾患 38℃ , 下痢 , ふん便 2. 12 Norovirus GII NT
30 3 男 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 40℃ , ぬぐい液 2. 13 Streptococcus pyogenes T1
31 6 女 インフルエンザ 38℃ , ぬぐい液 2. 13 Influenza virus A H3 NT
32 14 女 インフルエンザ 39℃ , 咳漱 , ぬぐい液 2. 13 Influenza virus A H3 NT
33 14 女 インフルエンザ 40℃ , 咳漱 , 上気道炎 , ぬぐい液 2. 14 Influenza virus A H3 NT
34 14 男 インフルエンザ 39℃ , 関節痛 , ぬぐい液 2. 14 Influenza virus A H3 NT
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No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

35 7 女 インフルエンザ 40℃ , ぬぐい液 2. 15 Influenza virus A H3 NT
36 9 女 インフルエンザ 39℃ , 筋肉痛 , ぬぐい液 2. 15 Influenza virus B/Yamagata
37 5 男 伝染性紅斑疑い 37℃ , 発疹 , ぬぐい液 2. 15 Human herpes virus 7
38 52 女 インフルエンザ 38℃ , 咳漱 , ぬぐい液 2. 16 Influenza virus A H3 NT
39 8 男 インフルエンザ 39℃ , 上気道炎 , ぬぐい液 2. 16 Influenza virus B/Victoria
40 10 男 肺炎 39℃ , 下気道炎 , 肺炎 , 鼻汁 2. 20 Respiratory syncytial virus A
41 3 女 インフルエンザ 40℃ , 関節痛 , ぬぐい液 2. 20 Influenza virus A H3 NT
42 9 男 百日咳 咳漱 , ぬぐい液 2. 20 Mycoplasma pneumoniae
43 6 男 百日咳 咳漱 , ぬぐい液 2. 21 Mycoplasma pneumoniae
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病 原 体 検 出 状 況
臨床診断名 病原微生物 2016 年 2016年

総計
2017年 2017年

統計1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

A 群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

Streptococcus agalactiae 1 1
Streptococcus　pyogenes T1 1 1 2 1 1
Streptococcus　pyogenes T4 1 2 3
Streptococcus pyogenes TB3264 1 1
Streptococcus　pyogenes Untypable 1 1
Epstein-Barr virus 1 1

計 3 4 1 8 2 2

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 1 8 9 22 14 36
Influenza virus A H1pdm09 7 45 10 2 1 65 2 2 4
Influenza virus B /Victoria 2 3 1 1 7 1 2 3
Influenza virus B Yamagata 1 12 8 9 1 31 1 1
Coxsackievirus A4 1 1
Echovirus 6 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 1
Respiratory syncytial virus B 1 1

計 11 60 19 12 2 3 1 9 117 25 19 44

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 1 1 1
Coxsackievirus A4 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 1

計 2 1 1 4 1 1

感染性胃腸炎

Adenovirus 2 3 2 5
Adenovirus 4 1 1
Adenovirus 5 1 1
Adenovirus 41 1 1
Adenovirus NT 1 1 2
Astrovirus NT 1 1 1 1
Coxsackievirus A2 2 2 4
Coxsackievirus A4 1 1
Coxsackievirus A9 1 1
Coxsackievirus A14 1 1
Coxsackievirus B4 1 1
Echovirus 6 1 4 5
Echovirus 30 1 1
Epstein-Barr virus 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Norovirus GII NT 8 1 1 3 1 2 1 6 6 29 9 1 10
Parechovirus 3 1 1
Rhinovirus 1 1 2 1 1
Rotavirus group A G2 4 4
Rotavirus group AG3 1 1
Rotavirus group AG8 1 1
Rotavirus group AG9 2 2
Rotavirus group A NT 4 1 5
Sapovirus genogroup unknown 2 2 1 6 3 14 1 1
Salmonella Enteritidis 1 1
Enteropathogenic Escherichia coli 1 1
Enteroaggregative Escherichia coli O126:H27 aggR 1 1

計 11 5 14 7 1 5 5 5 2 2 16 14 87 13 2 15

ヘルパンギーナ

Adenovirus 41 1 1
Coxsackievirus A2 1 1 2 4
Coxsackievirus A4 1 1 2
Coxsackievirus A5 1 1
Coxsackievirus A10 2 2
Human herpes virus 6 1 1
Human metapneumovirus 1 1

計 2 3 1 2 1 3 12

手足口病

Adenovirus 3 1 1
Coxsackievirus A6 1 1 2
Coxsackievirus A14 1 2 1 1 5
Cytomegalovirus 1 1
Enterovirus NT 2 2 4 1 9
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 1 2
Parechovirus 3 1 1
Rhinovirus 3 1 4

計 1 2 5 10 1 5 1 1 26
流行性角結膜炎 Adenovirus 2 1 1

計 1 1

伝染性紅斑

Human herpes virus 7 1 1 1 1 2
human parvovirus B19 virus 1 1 2
Parechovirus 3 1 1
Respiratory syncytial virus A 1 1

計 1 2 1 1 5 1 1 2

百日咳
Bordetella parapertussis 1 1
Bordetella pertussis 2 5 4 4 5 8 3 4 10 6 3 1 55 2 1 3
Mycoplasma pneumoniae 1 1 1 1 1 3 1 9 2 2 4

計 2 7 4 4 5 9 4 5 11 6 6 2 65 4 3 7
流行性耳下腺炎 Mumps virus 1 1 2

計 1 1 2

無菌性髄膜炎

Coxsackievirus B3 1 1
Cytomegalovirus 1 1
Echovirus 6 2 3 1 6
Echovirus 30 1 1
Human herpes virus 7 1 1 2
Mumps virus 2 2
Parechovirus 3 1 1
Parainfluenza virus 3 1 1
Varicella-zoster virus 1 1

計 1 2 6 3 2 1 15 1 1
マイコプラズマ肺炎 Mycoplasma pneumoniae 1 1 1 3

計 1 1 1 3

RS ウイルス感染症
Respiratory syncytial virus A 1 1
Respiratory syncytial virus B 2 2

計 1 2 3
水痘 計

突発性発疹
Coxsackievirus A4 1 1
Cytomegalovirus 1 1
Human herpes virus 6 2 1 3

計 3 1 1 5

その他

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 1 2 3
Adenovirus 3 1 1 1 1
Adenovirus 41 1 1
Bordetella pertussis 1 1
Coxsackievirus A2 1 1
Coxsackievirus A4 2 2
Coxsackievirus A14 1 1
Coxsackievirus B1 1 1
Cytomegalo virus 4 4 1 1 1 1 12 3 3
Echovirus 6 3 1 1 5
Echovirus 18 1 1
Enterovirus NT 1 2 3
Epstein-Barr virus 3 2 1 6 1 1
Herpes simplex virus 1 1 1
Human herpes virus 6 2 4 1 2 2 2 1 14 1 1
Human herpes virus 7 3 1 2 1 1 1 1 1 11 2 1 3
Human metapneumovirus 2 1 7 2 12 1 1
human parvovirus B19 1 1 2
Mumps virus 1 1
Norovirus GII NT 1 1 1 1
Parainfluenza virus 1 1 1
Parainfluenza virus 3 1 2 2 1 6
Respiratory syncytial virus A 2 4 1 7 1 1
Respiratory syncytial virus B 1 2 2 1 6 1 1
Rhinovirus 2 1 3 2 3 1 1 2 1 16 1 1
Rotavirus group A G2 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1

計 20 10 12 7 8 14 8 11 6 7 9 5 117 12 4 16
総計 49 89 49 32 26 42 35 26 25 26 37 34 470 56 32 88
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高知県感染症情報月報　2017年 3 月

（64定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 57 465 828 266 169 660 2,445 7,196 7,619

小児科

咽 頭 結 膜 熱 3 10 1 9 23 32 12

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 5 13 140 23 20 139 340 302 357

感 染 性 胃 腸 炎 44 184 236 25 21 134 644 747 927

水 　 　 　 痘 6 12 19 1 2 40 30 34

手 足 口 病 1 1 2 4

伝 染 性 紅 斑 4 6 4 14 16 26

突 発 性 発 疹 1 11 27 3 2 10 54 30 30

百  日  咳 1 4 1 6 3 7

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 1 1 1 1

流 行 性 耳 下 腺 炎 1 7 1 16 2 27 30 62

RSウ イ ル ス 感 染 症 1 10 13 6 5 35 61 126

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 1 1 1

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ 1

淋 菌 感 染 症

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎

無 菌 性 髄 膜 炎 1 1 2

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 4 8 12 10 11

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎　　　  　　　
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 3 3 5

感 染 性 胃 腸 炎　　　　　　　
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 3 3 3 101

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 1 2 15 3 21 11 9

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎　　　　　　　　　　　
球 菌 感 染 症 1 1

薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 116 710 1,320 325 229 973 3,673 8,479 9,328

前　　　　月 368 1,548 3,506 1,076 664 1,317

前 年 同 月 328 2,423 3,281 960 632 1,704

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2017年 3 月
全 国 情 報（ 2 月27日～ 4 月 2 日）

　 第 9 週（ 2 月27日～） か ら 第13週（～ 4 月 2 日 ）
までの 5 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．全国における 3 月の上位 6 疾患の合計は 4
週間に換算すると76.98で 2 月の144.36に比べて減
少した．減少の原因は12月から流行していたインフ
ルエンザの減少である． 1 位はかわらずインフルエ
ンザで 4 週換算値39.57と 2 月の107.50に比べて減少
した． 2 位が感染性胃腸炎で21.74（同 2 位21.53），
3 位がA群溶血性レンサ球菌咽頭炎で9.36（同 3 位
9.45）， 4 位が流行性耳下腺炎で2.42（同 4 位2.46）
と変動をみとめなかった． 5 位に登場したロタウイ
ルス胃腸炎は2.00（同11位0.60）と増加した．ロタ
ウイルスは近年 4 ～ 5 月に流行がみられるが，2011
年以降，任意の予防接種が実施されるようになって
減少していたので，動向が注目される． 6 位が流行
性角結膜炎で1.88（同 5 位1.76）とほぼ横ばいだった．

表 1   各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 9 週 10週 11週 12週 13週 計
1 イ ン フ ル エ ン ザ 13.55 11.09 10.33 7 .71 6 .78 49.46
2 感 染 性 胃 腸 炎 5.40 5.59 5 .80 5 .01 5 .38 27.18
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 2.43 2.61 2 .60 2 .08 1 .98 11.70
4 流 行 性 耳 下 腺 炎 0.61 0.65 0 .62 0 .57 0 .58 3 .03
5 感染性胃腸炎（ロタウイルスに限る） 0.32 0.39 0 .59 0 .59 0 .61 2 .50
6 流 行 性 角 結 膜 炎 0.46 0.45 0 .46 0 .45 0 .53 2 .35

 
県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の 3 月の上位 6 疾患の合計は 4 週間に換算
すると70.71で， 2 月の189.25と比べ減少し，全国よ
りも少なかった（表 2 ）．減少の主たる原因はイン
フルエンザの減少である．2016/17シーズンは本県
でA香港H3が54件，AH1pdm09が 5 件検出されてお
り，全国の流行株の比率と同様である． 1 月以降に
B/Victoriaが 4 件，B/Yamagataが 1 件 検 出 さ れ，
春先にかけて，B型の増加がみこまれる．
　 1 位はインフルエンザで 4 週換算では40.75と 2
月の149.92に比べて大幅に減少した．高知県は全国
よりも流行開始が遅かったが全国を上回り，本格的
で大きな流行になった． 2 月は，インフルエンザは
多い数字で推移したものの，第 5 週以降は週ごとに
徐々に減少し，インフルエンザはピーク期を過ぎた
と思われる． 2 位は感染性胃腸炎で17.18（同 2 位
24.91）と減少し，全国よりも少なかった． 3 位がA
群溶血性レンサ球菌咽頭炎で9.06（同 3 位10.07）と
減少し，全国と同等だった． 4 位は突発性発疹で1.45

（同 7 位1.01）と増加したが全国よりも少なかった．
5 位はマイコプラズマ肺炎で1.21（同 5 位1.26）と
増減なく，全国よりも少なかった． 6 位は水痘で1.06

（同 9 位0.99）とわずかに増加したが，全国よりも少
なかった．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）

No 週
疾病名 9 週 10週 11週 12週 13週 計

1 イ ン フ ル エ ン ザ 14.73 10.00 11.31 8 .13 6 .77 50.94
2 感 染 性 胃 腸 炎 5.37 4.47 4 .50 3 .53 3 .60 21.47
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 2.23 2.93 2 .37 1 .73 2 .07 11.33
4 突 発 性 発 疹 0.47 0.33 0 .27 0 .37 0 .37 1 .81
5 マイコプラズマ肺炎 0.75 0.25 0 .25 0 .13 0 .13 1 .51
6 水 痘 0.20 0.23 0 .20 0 .23 0 .47 1 .33

2 ．全体の傾向
　麻しん，風しんの報告無し．

3 ．主な疾患の発生状況
1 ）インフルエンザ

　報告数　2,445名（ 2 月　7,196名）．全国では前
年第34週以降に報告が増加した．本県での流行開
始は遅れたが，11月からまとまった報告があり，
12月には著増し流行期に入った．12月としては，
過去10年間のうちで，パンデミック（新型インフ
ルエンザ）として記憶に新しい2009年に次ぐ多い
報告数であった． 1 月は，過去10年間では同時期
として 5 番目の報告数だった．しかし， 2 月は，
同時期として，過去10年間で最多の報告となり，
都道府県別での最多を記録し， 1 か月間として，
2015年 1 月，2016年 3 月，2009年11月に次ぐ報告
数であった． 3 月は平年並みの数に落ち着いてき
たが，今季は，流行期間も長いことから大きな流
行になりそうである．
　広い年齢層で報告され，20歳未満が54.8%で 2
月の68.5%よりも減少し，成人患者の割合が高く
なったことを意味している．春休みの影響もあろ
うが，成人患者が多いことは今季流行のひとつの
特徴かもしれない． 1 ・ 2 月に続いて 3 月も安芸
を除く県下全域で警報基準（定点当たり30以上）
を超え，特に，幡多，中央西，高知市，中央東，
須崎の順に多かった．ウイルスはA香港H3が 5 件，
B/Victoriaが 1 件が検出された．

2 ）咽頭結膜熱
　 報 告 数　23名（ 2 月　32名 ）． 幡 多， 高 知 市，
中央東，中央西から，表記の順に多く報告された．
きわだって多い報告数ではないが，同時期として
は多めで推移している．ウイルスはAdenovirus 
2 型， 3 型が各 1 件，加えて，感染性胃腸炎から
2 型が 2 件検出されている．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
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　報告数　340名（ 2 月　302名）．2014年10月以
降多い報告数が続き，2015年12月以降は2016年
3 月に至るまで，同時期として過去10年間では最
大の流行となった．2016年 5 月以降にいったん沈
静化したが， 9 月以降には再びゆるやかに増加し
100台で推移し，11月- 1 月は平年並みの数となっ
ていた． 2 月は再増加し， 3 月も多い数字で推移
している．県下全域から報告があり，特に幡多，
高知市，須崎からの報告が多い．細菌は検出され
ていない．

4 ）感染性胃腸炎
　 報 告 数　644名（ 2 月　747名 ）． 中 央 西 と 須
崎を除く地域で，警報基準値20を超える報告が
あり，幡多，中央東，安芸，高知市の順に多く
報告された．病原体としてはNorovirus GⅡ NT
が 3 件，Adenovirus 2 型 が 2 件，Sapovirus，
Coxackievirus B1，Staphylococcus aureus Ⅴが
各 1 件検出された．
　ロタウイルスは2011年11月に任意ワクチンが導
入されて2013年11月からサーベイランス調査が開
始された．ロタウイルス胃腸炎は，2016年は 3 月
に増加し，2013年11月以降では最多の患者数（101
名）が報告されたが， 4 月は36名， 5 月は13名，
6 月以降は 1 ～ 3 名と減少していた．全国で流行
が始まっているが，本県でのワクチン接種率は乳
児の 4 割程度で，全国よりも低いと推測されてい
るので，今後の動向が注目される．

5 ）水痘
　報告数　40名（ 2 月　30名）．安芸，高知市＝
中央東（定点当たり同数1.72），須崎，幡多から
表記の順に多く報告された．2015年からの水痘ワ
クチン定期化の効果で，少ない数字で推移してい
たが，昨年12月は155名と大幅に増加， 1 月72名，
2 月30名， 3 月40名と減少している．2014年10月
から始まったワクチン定期化の恩恵を受けていな
い 5 歳以上と乳児が20名（50％）を占めていた．
ウイルスは検出されていない．

6 ）手足口病
　報告数　 2 名（ 2 月　 4 名）．初夏に流行が始
まる感染症で，2016年は例年通りの立ち上がりで，
7 月以降は減少，10月に再び増加したが11月以降
は減少し終息に向かっている．中央東と高知市か
ら報告された．ウイルスは検出されていない．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　14名（ 2 月　16名）．2015年以降，全
国的に例年に比べてやや多い数で推移している．
幡多，中央東，高知市から報告があり，表記の順
に多かった．Parvovirus B19は検出されていない．

8 ）突発性発疹
　報告数　54名（ 2 月　30名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）百日咳
　 報 告 数　 6 名（ 2 月　 3 名 ）． 高 知 市， 幡 多，
中央東から報告があった．重症化する 0 歳児例が
3 例報告されている．細菌はBordetella pertussis
のゲノムが 2 件検出された．高知県では百日咳の
入院例に限定した全数調査が2016年から開始され
ている（厚生労働省班会議研究の拠点調査）．

10）ヘルパンギーナ
　報告数　 1 名（ 2 月　1名）．例年6－ 7 月から
流行がみられるが，今季は，通常の流行の立ち上
がり，規模ともに小さい一方で，だらだらと報告
が続いたが終息した．今年はまだウイルスは検出
されていない．

11）流行性耳下腺炎
　報告数　27名（ 2 月　30名）．須崎，高知市，安芸，
幡多，中央西から，表記の順位多く報告された．
2 月に続き須崎で流行がある．全国的にも増加が
報告され注目されているが，今後，高知県でも流
行すると予想されている．ウイルスは検出されて
いない．

12）RSウイルス感染症
　報告数　35名（ 2 月　61名）．須崎を除く地域
から報告があり，中央西，中央東，高知市，幡多
で多い．ウイルスは検出されていない．

13）流行性角結膜炎
　報告数　 1 名（ 2 月　 1 名）．高知市で報告さ
れた．ここ 3 年間は一桁で推移している．

14）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 2 月　 0 名）． 1 年に10名前後
の数で推移している．乳児を対象としたHibと肺
炎球菌ワクチンの定期接種がはじまって以降はこ
れらを原因菌とする小児例の報告はない．

15）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 1 名（ 2 月　 2 名）．高知市から 1 名
報告があったがウイルスは検出されていない．昨
年はEchovirus 6 が 6 例検出されており，今年の
動向に注意したい．

16）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　12名（ 2 月　10名）．高知市，中央東
から報告された．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
17）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　21名（ 2 月　11名）．例年並みの数で
推移している．
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18）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症
　報告数　 1 名（ 2 月　 0 名）．2014年は計 4 例，
2015年，2016年は各 1 例報告があった．

高知県感染症発生動向調査部会
　前田　　明彦

高知県における月別全数報告疾患（平成29年 3 月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 22 1,462

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 22 1,462

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 25
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 191

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 224

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 2
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 1 75
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 1 52
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 143
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 8
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 24

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 2 359

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 2 38
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 1 55
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 2 49
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 28
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 7
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 3
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 17
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 13
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 1 60
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 2 11
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 7 40
水痘（入院例に限る） 2 1 3
播種性クリプトコックス症 1 1 2
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 29
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 4 138
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 20 515

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 44 2,595



71

検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　 3 月はウイルス32件，細菌 5 件の搬入があり，そのうちウイルス20件，細菌 3 件の病原体を検出し，また，平
成29年 2 月に搬入された検体でウイルス 9 件，細菌 2 件を検出した．検出ウイルスの内訳は，Adenovirus 2 3
件，Adenovirus 3 1 件， Astrovirus NT 1 件，Coxsackievirus B1 1 件，Echovirus 3 1 件，Echovirus 9 1
件，Human herpes virus 6 1 件，Human herpes virus 7 1 件， Influenza virus A H3 NT 10 件，Influenza 
virus B/Victoria 1 件，Norovirus GⅡ NT 5 件，Rhinovirus 2 件，Sapovirus genogroup unknown  1 件， ま
た，細菌の内訳は，Bordetella pertussis 2 件，Staphylococcus aureus Ⅴ 1 件，Streptococcus agalactiae 1 件，
Streptococcus pyogenes Untypable 1 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 3 男 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 37℃，発疹， ぬぐい液 2. 15 Streptococcus agalactiae
2 4 女 感染性胃腸炎 下痢， ふん便 2. 15 Astrovirus NT
3 8 男 感染性胃腸炎 37℃，嘔吐，嘔気，腹痛， ふん便 2. 16 Norovirus GII NT
4 11 男 感染性胃腸炎 38℃，嘔吐，嘔気， ふん便 2. 20 Norovirus GII NT
5 47 男 インフルエンザ 38℃，咳漱，筋肉痛， ぬぐい液 2. 21 Influenza virus A H3 NT
6 4ヶ月 男 感染性胃腸炎 39℃， ふん便 2. 21 Coxsackievirus B1
7 8 男 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 39℃， ぬぐい液 2. 22 Streptococcus pyogenes Untypable

8 1 女 咽頭結膜熱 40℃，肺炎， ぬぐい液 2. 22
Adenovirus 2
Echovirus 9

9 7ヶ月 女 不明発疹症 37℃，発疹， ぬぐい液 2. 22 Rhinovirus
10 10 男 インフルエンザ 39℃，下痢，嘔吐，嘔気， ぬぐい液 2. 23 Influenza virus A H3 NT
11 3 男 インフルエンザ 39℃， ぬぐい液 2. 24 Influenza virus A H3 NT
12 6 女 インフルエンザ 39℃，咳漱， ぬぐい液 2. 27 Influenza virus A H3 NT
13 2 女 インフルエンザ 39℃，咳漱， ぬぐい液 2. 27 Influenza virus A H3 NT
14 1ヶ月 女 ウイルス性敗血症 40℃， ふん便、鼻汁 2. 27 Echovirus 3
15 3 女 咽頭結膜熱 40℃，下痢，咳漱，発疹，結膜炎， 鼻咽頭 2. 27 Human herpes virus 6
16 1 男 不明発疹症 38℃，発疹， ぬぐい液 2. 28 Human herpes virus 7
17 1 女 急性咽頭炎 40℃， ぬぐい液 3.  1 Rhinovirus
18 1 男 感染性胃腸炎 38℃，嘔吐，嘔気， ふん便 3.  2 Norovirus GII NT

19 1 男 感染性胃腸炎 嘔吐，嘔気， ふん便 3.  2
Norovirus GII NT
Sapovirus genogroup unknown

20 9ヶ月 男 感染性胃腸炎 38℃，嘔吐，嘔気， ふん便 3.  3
Adenovirus 2
Norovirus GII NT

21 93 女 インフルエンザ 38℃，咳漱， ぬぐい液 3.  4 Influenza virus A H3 NT
22 6 男 咽頭結膜熱 39℃，下気道炎， 鼻汁吸引液 3.  6 Adenovirus 3
23 6 女 インフルエンザ 39℃，関節痛， ぬぐい液 3.  8 Influenza virus A H3 NT
24 7ヶ月 男 感染性胃腸炎、心肺停止 嘔吐，嘔気， ぬぐい液 3.  8 Adenovirus 2
25 91 女 インフルエンザ 37℃，咳漱， ぬぐい液 3. 10 Influenza virus A H3 NT
26 1 女 感染性胃腸炎 下痢， ふん便 3. 10 Staphylococcus aureus Ⅴ
27 5 男 インフルエンザ 38℃，上気道炎， ぬぐい液 3. 13 Influenza virus B/Victoria
28 1 男 百日咳 咳漱， ぬぐい液 3. 13 Bordetella pertussis
29 7 男 インフルエンザ 40℃，腹痛，関節痛， ぬぐい液 3. 14 Influenza virus A H3 NT
30 81 女 インフルエンザ 37℃，咳漱， ぬぐい液 3. 17 Influenza virus A H3 NT
31 2ヶ月 男 百日咳 疑い 咳漱，上気道炎，下気道炎， 鼻咽頭ぬぐい液 － Bordetella pertussis
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病 原 体 検 出 状 況
臨床診断名 病原微生物 2016 年 2016年

総計
2017年 2017年

統計1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

A群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

Streptococcus agalactiae 1 1 1 1
Streptococcus　pyogenes T1 1 1 2 1 1
Streptococcus　pyogenes T4 1 2 3
Streptococcus pyogenes TB3264 1 1
Streptococcus　pyogenes Untypable 2 2
Epstein-Barr virus 1 1

計 3 4 1 8 4 4

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 1 8 9 22 19 5 46
Influenza virus A H1pdm09 7 45 10 2 1 65 2 2 4
Influenza virus B /Victoria 2 3 1 1 7 1 2 1 4
Influenza virus B Yamagata 1 12 8 9 1 31 1 1
Coxsackievirus A4 1 1
Echovirus 6 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 1
Respiratory syncytial virus B 1 1

計 11 60 19 12 2 3 1 9 117 25 24 6 55

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 1 1 1
Adenovirus 2 1 1
Adenovirus 3 1 1
Coxsackievirus A4 1 1
Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 6 1 1 1 1
Human herpes virus 7 1 1

計 2 1 1 4 1 4 5

感染性胃腸炎

Adenovirus 2 3 2 5 2 2
Adenovirus 4 1 1
Adenovirus 5 1 1
Adenovirus 41 1 1
Adenovirus NT 1 1 2
Astrovirus NT 1 1 2 2
Coxsackievirus A2 2 2 4
Coxsackievirus A4 1 1
Coxsackievirus A9 1 1
Coxsackievirus A14 1 1
Coxsackievirus B1 1 1
Coxsackievirus B4 1 1
Echovirus 6 1 4 5
Echovirus 30 1 1
Epstein-Barr virus 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Norovirus GII NT 8 1 1 3 1 2 1 6 6 29 9 3 3 15
Parechovirus 3 1 1
Rhinovirus 1 1 2 1 1
Rotavirus group A G2 4 4
Rotavirus group AG3 1 1
Rotavirus group AG8 1 1
Rotavirus group AG9 2 2
Rotavirus group A NT 4 1 5
Sapovirus genogroup unknown 2 2 1 6 3 14 1 1 2
Salmonella Enteritidis 1 1
Staphylococcus aureus Ⅴ 1 1
Enteropathogenic Escherichia coli 1 1
Enteroaggregative Escherichia coli  O126  :  H27  aggR 1 1

計 11 5 14 7 1 5 5 5 2 2 16 14 87 13 5 8 26

ヘルパンギーナ

Adenovirus 41 1 1
Coxsackievirus A2 1 1 2 4
Coxsackievirus A4 1 1 2
Coxsackievirus A5 1 1
Coxsackievirus A10 2 2
Human herpes virus 6 1 1
Human metapneumovirus 1 1

計 2 3 1 2 1 3 12

手足口病

Adenovirus 3 1 1
Coxsackievirus A6 1 1 2
Coxsackievirus A14 1 2 1 1 5
Cytomegalovirus 1 1
Enterovirus NT 2 2 4 1 9
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 1 2
Parechovirus 3 1 1
Rhinovirus 3 1 4

計 1 2 5 10 1 5 1 1 26
流行性角結膜炎 Adenovirus 2 1 1

計 1 1

伝染性紅斑

Human herpes virus 7 1 1 1 1 2
human parvovirus B19 virus 1 1 2
Parechovirus 3 1 1
Respiratory syncytial virus A 1 1

計 1 2 1 1 5 1 1 2

百日咳
Bordetella parapertussis 1 1
Bordetella pertussis 2 5 4 4 5 8 3 4 10 6 3 1 55 2 1 2 5
Mycoplasma pneumoniae 1 1 1 1 1 3 1 9 2 2 4

計 2 7 4 4 5 9 4 5 11 6 6 2 65 4 3 2 9
流行性耳下腺炎 Mumps virus 1 1 2

計 1 1 2

無菌性髄膜炎

Coxsackievirus B3 1 1
Cytomegalovirus 1 1
Echovirus 6 2 3 1 6
Echovirus 30 1 1
Human herpes virus 7 1 1 2
Mumps virus 2 2
Parechovirus 3 1 1
Parainfluenza virus 3 1 1
Varicella-zoster virus 1 1

計 1 2 6 3 2 1 15 1 1
マイコプラズマ肺炎 Mycoplasma pneumoniae 1 1 1 3

計 1 1 1 3

RS ウイルス感染症
Respiratory syncytial virus A 1 1
Respiratory syncytial virus B 2 2

計 1 2 3
水痘 計

突発性発疹
Coxsackievirus A4 1 1
Cytomegalovirus 1 1
Human herpes virus 6 2 1 3

計 3 1 1 5

その他

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 1 2 3
Adenovirus 3 1 1 1 1
Adenovirus 41 1 1
Bordetella pertussis 1 1
Coxsackievirus A2 1 1
Coxsackievirus A4 2 2
Coxsackievirus A14 1 1
Coxsackievirus B1 1 1
Cytomegalo virus 4 4 1 1 1 1 12 3 3
Echovirus 3 1 1
Echovirus 6 3 1 1 5
Echovirus 18 1 1
Enterovirus NT 1 2 3
Epstein-Barr virus 3 2 1 6 1 1
Herpes simplex virus 1 1 1
Human herpes virus 6 2 4 1 2 2 2 1 14 1 1
Human herpes virus 7 3 1 2 1 1 1 1 1 11 2 1 1 4
Human metapneumovirus 2 1 7 2 12 1 1
human parvovirus B19 1 1 2
Mumps virus 1 1
Norovirus GII NT 1 1 1 1
Parainfluenza virus 1 1 1
Parainfluenza virus 3 1 2 2 1 6
Respiratory syncytial virus A 2 4 1 7 1 1
Respiratory syncytial virus B 1 2 2 1 6 1 1
Rhinovirus 2 1 3 2 3 1 1 2 1 16 1 1 1 3
Rotavirus group A G2 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1

計 20 10 12 7 8 14 8 11 6 7 9 5 117 12 5 3 20
総計 49 89 49 32 26 42 35 26 25 26 37 34 470 56 43 23 122
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高知県感染症情報月報　2017年 4 月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 14 62 149 66 36 57 384 2,445 1,009

小児科

咽 頭 結 膜 熱 2 5 2 1 10 23 16

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 4 23 140 9 31 37 244 340 242

感 染 性 胃 腸 炎 16 98 167 4 13 31 329 644 579

水 　 　 　 痘 7 13 31 5 1 57 40 13

手 足 口 病 2 4

伝 染 性 紅 斑 4 4 1 3 12 14 22

突 発 性 発 疹 5 13 17 4 3 6 48 54 42

百  日  咳 1 1 6 8

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 1 1 1 8

流 行 性 耳 下 腺 炎 5 7 1 14 1 28 27 59

RSウ イ ル ス 感 染 症 1 1 23 2 7 34 35 68

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 1 2

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 2 2 2

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ 1 1

淋 菌 感 染 症

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎

無 菌 性 髄 膜 炎 1 1

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 1 3 5 9 12 13

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎　　　  　　　
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 1 1 3 2

感 染 性 胃 腸 炎　　　　　　　
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 12 1 13 3 36

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 1 3 15 3 22 21 20

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎　　　　　　　　　　　
球 菌 感 染 症 1 1

薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 48 226 578 92 99 153 1,196 3,673 2,147

前　　　　月 116 710 1,320 325 229 973

前 年 同 月 106 455 809 210 171 396

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2017年 4 月
全 国 情 報（ 4 月 3 日～ 4 月30日）

　第14週（ 4 月 3 日～）から第17週（～ 4 月30日）
までの 4 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．全国における 4 月の上位 6 疾患の合計は
58.22で 3 月の 4 週換算値76.98に比べて減少した．
減少の原因は12月から流行していたインフルエンザ
の減少である． 1 位は感染性胃腸炎で24.90（ 3 月 2
位 4 週換算で21.74）とわずかに増加した． 2 位が
インフルエンザで16.23（同 1 位39.57）と減少した．
3 位はA群溶血性レンサ球菌咽頭炎で9.46（同 3 位
9.36）と横ばいで， 4 位がロタウイルス性胃腸炎で
3.24（同 5 位2.00）と増加した． 5 位は流行性角結
膜炎で2.22（同 6 位1.88）とわずかに増加し， 6 位
は流行性耳下腺炎で2.17（同 4 位2.42）とわずかに
減少した．
　県外で麻疹が流行している．2017年第 1 ～14週
に診断された麻疹患者数は114例で，2016年同時期
の 6 例を大きく上回っている．うち，検査診断例が
109例（96％）で，そのうち51例が修飾麻疹である．
多い地域は，山形県35例，三重県20例，東京都13例，
広島県11例，注目されるのは香川県の 5 例で第 5 位
に名を連ねた．推定感染地域は国内が93例，国外が
21例である．未だ高知県での発生はないが，香川県
の事例にくわえて，最近は海外からの大型客船寄港
の機会も増えており，要注意である． 1 歳児（Ⅰ期）
と就学前の 1 年間（Ⅱ期）の定期予防接種の徹底が
きわめて重要である．

表 1 　各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 14 週 15 週 16 週 17 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 5.63 6.02 6 .65 6 .60 24.90
2 イ ン フ ル エ ン ザ 5.06 3.98 4 .06 3 .13 16.23
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.92 2.20 2 .65 2 .69 9 .46
4 感 染 性 胃 腸 炎（ ロ タ ウ イ ル ス に 限 る ） 0.77 0.79 0 .84 0 .84 3 .24
5 流 行 性 角 結 膜 炎 0.55 0.53 0 .58 0 .56 2 .22
6 流 行 性 耳 下 腺 炎 0.57 0.58 0 .49 0 .53 2 .17

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の 4 月の上位 6 疾患の合計は32.23で 3 月
の 4 週間換値70.71と比べて減少し，全国よりも少
なかった（表 2 ）．減少の主たる原因はインフルエ
ンザの減少である．2016/17シーズンは本県でA香
港H3が61件，AH1pdm09が 7 件 検 出 さ れ て お り，
全国の流行株の比率と同様である． 1 月以降にB/
Victoriaが 4 件，B/Yamagataが 2 件 検 出 さ れ た．
1 位は感染性胃腸炎で10.97と， 3 月の 2 位から順位

を上げたものの 4 週間換算値17.18に比べて減少し
た． 2 位はA群溶血性レンサ球菌咽頭炎で8.13（ 3
月 3 位9.06）と比べわずかに減少した． 3 位がイン
フルエンザで8.00（同 1 位40.75）と大幅に減少した．
高知県は全国よりも流行開始が遅かったが，全国を
上回り，本格的な大きな流行になった． 2 月は，イ
ンフルエンザは多い数字で推移したものの，第 5 週
以降は週ごとに徐々に減少し，流行収束に向かって
いる． 4 位は水痘で1.90（同 6 位1.06）， 5 位はロタ
ウイルス胃腸炎で1.63（同11位0.30）といずれも増
加した． 6 位は突発性発疹で1.60（同 4 位1.45）と
横ばいだった．県内の報告は，水痘のみ全国よりも
多く，他の上位 5 疾患は全国よりも少なかった．
　県衛生研究所移転作業で，検体受け入れを制限し
た影響で， 4 月のウイルス・細菌の検出は少なく限
られたものとなった．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 14 週 15 週 16 週 17 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 2.67 2.80 3 .17 2 .33 10.97
2 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.67 1.90 2 .23 2 .33 8 .13
3 イ ン フ ル エ ン ザ 3.52 1.88 1 .58 1 .02 8 .00
4 水 痘 0.47 0.50 0 .33 0 .60 1 .90
5 感 染 性 胃 腸 炎（ ロ タ ウ イ ル ス に 限 る ） 0.50 0.13 0 .75 0 .25 1 .63
6 突 発 性 発 疹 0.20 0.43 0 .57 0 .40 1 .60

2 ．全体の傾向
　麻しん，風しんの報告無し．

3 ．主な疾患の発生状況
1 ）インフルエンザ

　報告数　384名（ 3 月　2,445名）．全国では前
年第34週以降に報告が増加した．本県での流行開
始は遅れたが，11月からまとまった報告があり，
12月には著増し流行期に入った．12月としては，
過去10年間のうちで，パンデミックとして記憶に
新しい2009年に次ぐ多い報告数であった．1 月は，
過去10年間では同時期として 5 番目の報告数だっ
た．しかし， 2 月は，同時期として過去10年間で
最多の報告となり，都道府県別での最多を記録し，
1 か月間として，2015年 1 月，2016年 3 月，2009
年11月に次ぐ報告数であった． 3 月以降は平年並
みの数に落ち着いてきたが，今季は，流行期間も
長いことから大きな流行になった．
　広い年齢層で報告され，20歳未満が52.1%と 3
月の54.8%よりも減少し，成人患者の割合が高く
なったことを意味している．成人患者が多いこと
は今季流行のひとつの特徴であった．中央西，高
知市，須崎，幡多，中央東，安芸の順に多かったが，
県下全域で警報基準（定点当たり30以上）を下回っ
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た．ウイルスはA香港H3が 5 件，Aソ連H1pdm09
が 1 件，B/Yamagataが 1 件検出された．

2 ）咽頭結膜熱
　報告数　10名（ 3 月　23名）．中央西，高知市，
中央東，幡多から，表記の順に多く報告された．
同時期として平年なみの報告数となった．ウイル
スは検出されていない．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　報告数　244名（ 3 月　340名）．2014年10月以
降多い報告数が続き，2015年12月以降は2016年
3 月に至るまで，同時期として過去10年間では最
大の流行となった．2016年 5 月以降にいったん沈
静化したが， 9 月以降には再びゆるやかに増加し
100台で推移し，11月- 1 月は平年並みの数となっ
ていた． 2 月に再び増加し， 3 月 4 月と多い数字
で推移している．県下全域から報告があり，特に
須崎，高知市，幡多からの報告が多い．細菌は検
出されていない．

4 ）感染性胃腸炎
　報告数　329名（ 3 月　644名）．高知市全域で
警報基準値20を下回ったが，高知市，中央東で多
く報告された．病原体は検出されていない．
　ロタウイルスは2011年11月に任意ワクチンが導
入されて2013年11月からサーベイランス調査が開
始された．ロタウイルス胃腸炎は，2016年は 3 月
に増加し，2013年11月以降では最多の患者数（101
名）が報告されたが， 4 月は36名， 5 月は13名，
6 月以降は 1 ～ 3 名と減少していた．2017年も 3
月から全国で流行が始まっている． 4 月は高知市
で12名，幡多で 1 名，合計13名の報告があった．
本県でのワクチン接種率は乳児の 4 割程度で，全
国よりも低いと推測されているので，今後の動向
が注目される．

5 ）水痘
　 報 告 数　57名（ 3 月　40名 ）． 安 芸， 高 知 市，
中央東，中央西，幡多から表記の順に多く報告さ
れた．2015年からの水痘ワクチン定期化の効果で，
少ない数字で推移していたが，昨年12月は155名
と大幅に増加， 1 月72名， 2 月30名， 3 月40名と
減少したが， 4 月は57名と増加した．2014年10月
から始まったワクチン定期化の開始前よりは少な
い報告数で推移している．定期予防接種の恩恵を
受けていない 5 歳以上と乳児が20名（35％）を占
めていた．ウイルスは検出されていない．

6 ）手足口病
　報告数　 0 名（ 3 月　 2 名）．初夏に流行が始
まる感染症で，報告はなかった．

7 ）伝染性紅斑

　報告数　12名（ 3 月　14名）．2015年以降，全
国的に例年に比べてやや多い数で推移している．
幡多，中央東，高知市，中央西から報告があり，
表記の順に多かった．ウイルスは検出されていな
い．

8 ）突発性発疹
　報告数　48名（ 3 月　54名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）百日咳
　報告数　 1 名（ 3 月　 6 名）．高知市から 1 名
3 歳児例が報告された． 3 月末に採取された検体
からBordetella pertussisが 1 件検出されている．

10）ヘルパンギーナ
　報告数　 1 名（ 3 月　 1 名）．例年 6 － 7 月か
ら流行がみられる．今年はまだウイルスは検出さ
れていない．

11）流行性耳下腺炎
　 報 告 数　28名（ 3 月　27名 ）． 須 崎， 中 央 東，
高知市，中央西，幡多から表記の順に多く報告さ
れた． 2 月以降に須崎で流行がある．全国的にも
増加が報告され注目されているが，今後，高知県
でも流行すると予想されている．ウイルスは検出
されていない．

12）RSウイルス感染症
　報告数　34名（ 3 月　35名）．中央西を除く地
域から報告があり，高知市，幡多，須崎で報告が
多い．RSウイルスBが 1 件検出されている．

13）流行性角結膜炎
　報告数　 0 名（ 3 月　 1 名）．ここ 3 年間は一
桁で推移している．

14）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 3 月　 0 名）． 1 年に10名前後
の数で推移している．乳児を対象としたHibと肺
炎球菌ワクチンの定期接種がはじまって以降はこ
れらを原因菌とする小児例の報告はない．

15）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 3 月　 1 名）．昨年はEchovirus 
6 が 6 例検出されており，今年の動向に注意した
い．

16）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　 報 告 数　 9 名（ 3 月　12名 ）． 幡 多， 中 央 東，
高知市から報告された．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
17）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　22名（ 3 月　21名）．例年並みの数で
推移している．

18）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症
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　報告数　 0 名（ 3 月　 1 名）．2017年は 3 月に
1 例報告されている．2014年は計 4 例，2015年，
2016年は各 1 例報告があった．

高知県感染症発生動向調査部会
　前田　　明彦

高知県における月別全数報告疾患（平成29年 4 月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 30 1,470

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 30 1,470

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 25
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 191

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 224

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 2
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 1 75
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 1 52
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 1 144
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 8
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 24

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 3 360

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 3 39
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 1 55
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 3 50
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 28
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 7
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 3
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 17
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 13
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 2 61
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 2 11
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 10 43
水痘（入院例に限る） 2 1 3
播種性クリプトコックス症 1 2 3
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 29
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 5 139
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 28 523

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 61 2,612
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　 4 月はウイルス22件，細菌 7 件の搬入があり，そのうちウイルス 8 件，細菌 1 件の病原体を検出した．また，平
成29年 3 月に搬入された検体でウイルス 3 件を検出した．検出ウイルスの内訳は，Influenza virus A H3 NT 7 件，
Influenza virus A H1pdm09 2 件，Influenza virus B/Yamagata 1 件，Respiratory syncytial virus B 1 件，また，
細菌の内訳は，Bordetella pertussis 1 件であった．
　なお，衛生研究所が設置されている高知県保健衛生総合庁舎の改築工事に伴う機器等の移設作業の影響で 3 月16
日（木）～ 4 月16日（日）まで病原体の検査を中止させていただいておりました．但し，インフルエンザ定点につ
いては中止期間中の検体についても受け入れています．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 6 女 インフルエンザ 39℃， ぬぐい液 3. 17 Influenza virus A H3 NT
2 2 女 インフルエンザ 39℃， ぬぐい液 3. 21 Influenza virus A H3 NT
3 4 女 百日咳 39℃，肺炎， ぬぐい液 3. 24 Bordetella pertussis
4 9 男 インフルエンザ 39℃， ぬぐい液 3. 27 Influenza virus A H1pdm09
5 15 男 インフルエンザ 38℃，咳漱，上気道炎， ぬぐい液 3. 28 Influenza virus A H3 NT
6 6 女 インフルエンザ 38℃，咳漱， ぬぐい液 4.  5 Influenza virus B/Yamagata
7 1 男 不明発疹症 39℃，咳漱，発疹， ぬぐい液 4. 15 Respiratory syncytial virus B
8 57 女 インフルエンザ 39℃， ぬぐい液 4. 16 Influenza virus A H3 NT
9 6 男 インフルエンザ 39℃，咳漱，筋肉痛， ぬぐい液 4. 17 Influenza virus A H1pdm09
10 4 男 インフルエンザ 39℃，咳漱， ぬぐい液 4. 21 Influenza virus A H3 NT
11 10 男 インフルエンザ 38℃，咳漱，上気道炎， ぬぐい液 － Influenza virus A H3 NT
12 67 女 インフルエンザ 38℃， ぬぐい液 － Influenza virus A H3 NT
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病 原 体 検 出 状 況

臨床診断名 病原微生物 2017年 2017年
総計1 2 3 4

A 群溶血性
ﾚﾝｻ球菌咽頭炎

Streptococcus agalactiae 1 1
Streptococcus　pyogenes T1 1 1
Streptococcus　pyogenes Untypable 2 2

計 4 4

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 22 19 7 5 53
Influenza virus A H1pdm09 2 2 1 1 6
Influenza virus B /Victoria 1 2 1 4
Influenza virus B Yamagata 1 1 2

計 25 24 9 7 65

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 1 1
Adenovirus 3 1 1
Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 6 1 1

計 1 4 5

感染性胃腸炎

Adenovirus 2 2 2
Astrovirus NT 2 2
Coxsackievirus B1 1 1
Norovirus GII NT 9 3 3 15
Rhinovirus 1 1
Rotavirus group AG9 2 2
Sapovirus genogroup unknown 1 1 2
Staphylococcus aureus Ⅴ 1 1

計 13 5 8 26

伝染性紅斑 Human herpes virus 7 1 1 2
計 1 1 2

百日咳

Bordetella parapertussis
Bordetella pertussis 2 1 2 1 6
Mycoplasma pneumoniae 2 2 4

計 4 3 2 1 10

流行性耳下腺炎 Mumps virus
計

無菌性髄膜炎 Varicella-zoster virus 1 1
計 1 1

その他

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 3 1 1
Coxsackievirus A2 1 1
Cytomegalo virus 3 3
Echovirus 3 1 1
Epstein-Barr virus 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 2 1 1 4
Human metapneumovirus 1 1
Norovirus GII NT 1 1
Respiratory syncytial virus A 1 1
Respiratory syncytial virus B 1 1 2
Rhinovirus 1 1 1 3

計 12 5 3 1 21
総計 56 43 26 9 134
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高知県感染症情報月報　2017年 5 月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 3 18 31 23 6 41 122 384 60

小児科

咽 頭 結 膜 熱 4 40 1 5 16 66 10 31

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 3 31 105 13 13 49 214 244 197

感 染 性 胃 腸 炎 47 115 217 14 9 43 445 329 482

水 　 　 　 痘 2 17 35 9 3 7 73 57 34

手 足 口 病 8 26 1 25 1 61 12

伝 染 性 紅 斑 3 7 1 11 12 39

突 発 性 発 疹 2 15 28 3 5 6 59 48 40

百  日  咳 1 1 1 9

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 5 1 1 3 10 1 16

流 行 性 耳 下 腺 炎 3 5 6 2 16 28 72

RSウ イ ル ス 感 染 症 9 1 10 34 21

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 3 3 6

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 1 1 2

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ 1

淋 菌 感 染 症 1 1

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎 1

無 菌 性 髄 膜 炎 3

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 8 8 9 35

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎　　　  　　　
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 1 1

感 染 性 胃 腸 炎　　　　　　　
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 30 2 32 13 13

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 1 5 13 1 20 22 24

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎　　　　　　　　　　　
球 菌 感 染 症
薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 58 225 560 65 72 173 1,153 1,196 1,096

前　　　　月 48 226 578 92 99 153

前 年 同 月 60 246 464 117 51 158

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2017年 5 月
全 国 情 報（ 5 月 1 日～ 5 月28日）

　第18週（ 5 月 1 日～）から第21週（～ 5 月28日）
までの 4 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．全国における 4 月の上位 6 疾患の合計は
52.03で 4 月の58.22に比べて減少した．減少の原因
は12月から流行していたインフルエンザの減少であ
る． 1 位 は 感 染 性 胃 腸 炎 で26.91（ 4 月 1 位24.90）
とわずかに増加した． 2 位はA群溶血性レンサ球菌
咽頭炎で11.38（同 3 位9.46）と増加した． 3 位がイ
ンフルエンザで5.13（同 2 位16.23）と減少した． 4
位は流行性角結膜炎で3.17（同 5 位2.22）， 5 位は手
足口病で2.79（同10位1.21），6 位は咽頭結膜炎で2.65

（同 8 位1.53）と，夏季の感染症がいずれも増加した．
　県外で麻疹が流行している．2017年第 1 ～19週に
診断された麻疹患者数は151例で，2016年同時期を
大きく上回っている．うち，検査診断例が74例で，
68例が修飾麻疹である．多い地域は，山形県44例，
三重県21例，東京都17例，広島県11例，大阪府 9 例，
注目されるのは香川県の 5 例で第 6 位だった．未だ
高知県での発生はないが，要注意である． 1 歳児（Ⅰ
期）と就学前の 1 年間（Ⅱ期）の定期予防接種の徹
底がきわめて重要である．

表 1 　各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 18 週 19 週 20 週 21 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 5.15 7.23 7 .30 7 .23 26.91
2 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 2.01 2.94 3 .17 3 .26 11.38
3 イ ン フ ル エ ン ザ 2.03 1.37 1 .05 0 .68 5 .13
4 流 行 性 角 結 膜 炎 0.57 0.91 0 .82 0 .87 3 .17
5 手 足 口 病 0.44 0.52 0 .86 0 .97 2 .79
6 咽 頭 結 膜 熱 0.43 0.66 0 .65 0 .91 2 .65

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の 5 月の上位 6 疾患の合計は33.18で 4 月の
32.23と比べて横ばいだった（表 2 ）．インフルエン
ザが減少したが，感染性胃腸炎，ロタウイルス胃腸
炎，咽頭結膜熱が増加した． 1 位は感染性胃腸炎で
14.84（ 4 月 1 位10.97） と 増 加 し た． 2 位 はA群 溶
血性レンサ球菌咽頭炎で7.14（同 2 位8.13）とわず
かに減少した． 3 位はロタウイルス胃腸炎で4.01（同
5 位1.63）と増加した． 4 位がインフルエンザで2.55

（同 3 位8.00）と減少，5 位が水痘で2.44（同 4 位1.90）
と増加， 6 位が咽頭結膜熱で2.20（同11位0.33）と
増加した．ロタウイルスと水痘は全国よりも多く，
その他 4 疾患は全国よりも少なかった．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 18 週 19 週 20 週 21 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 2.37 4.10 3 .80 4 .57 14.84
2 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.17 1.97 1 .80 2 .20 7 .14
3 感 染 性 胃 腸 炎（ ロ タ ウ イ ル ス に 限 る ） 0.38 0.50 1 .50 1 .63 4 .01
4 イ ン フ ル エ ン ザ 1.15 0.71 0 .25 0 .44 2 .55
5 水 痘 0.57 0.67 0 .60 0 .60 2 .44
6 咽 頭 結 膜 熱 0.67 0.87 0 .33 0 .33 2 .20

2 ．全体の傾向
　麻しん，風しんの報告無し．

3 ．主な疾患の発生状況
１）インフルエンザ

　報告数　122名（ 4 月　384名）．全国では前年
第34週以降に報告が増加した．本県での流行開始
は遅れたが，11月からまとまった報告があり，12
月には著増し流行期に入った．12月としては，過
去10年間のうちで，パンデミックとして記憶に新
しい2009年に次ぐ多い報告数であった． 1 月は，
過去10年間では同時期として 5 番目の報告数だっ
た．しかし， 2 月は，同時期として過去10年間で
最多の報告となり，都道府県別での最多を記録し，
1 か月間として，2015年 1 月，2016年 3 月，2009
年11月に次ぐ報告数であった． 3 月以降は平年並
みの数に落ち着いてきたが，今季は，流行期間も
長いことから大きな流行になった．成人患者が多
いことは今季流行のひとつの特徴であった．
　 5 月は幡多，中央西，高知市，中央東，須崎，
安芸の順に多かった．ウイルスはB/Yamagataが
1 件検出された．

2 ）咽頭結膜熱
　 報 告 数　66名（ 4 月　10名 ）． 急 速 に 増 加 し，
この時期としては過去10年間で最も多かった．高
知市，幡多，須崎，中央東，中央西から表記の順
に多く報告された．ウイルスは検出されていない．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　報告数　214名（ 4 月　244名）．14年10月以降
多い報告数が続き，2015年12月以降は2016年 3
月に至るまで，同時期として過去10年間では最
大の流行となった．2016年 5 月以降にいったん
沈静化したが， 9 月以降には再びゆるやかに増
加し100台で推移し，11月－ 1 月は平年並みの数
となっていた． 2 月に再び増加し， 3 月以降も多
い数字で推移している．県下全域から報告があ
り，特に幡多，高知市，須崎からの報告が多い．
Streptococcus pyogenes Untypableが 1 件検出さ
れた．

4 ）感染性胃腸炎
　報告数　445名（ 4 月　329名）．安芸市でのみ
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警報基準値20を上回り，次いで高知市，中央東で
多く報告された．病原体はAdenovirus 41が検出
された．
　ロタウイルスは2011年11月に任意ワクチンが導
入されて2013年11月からサーベイランス調査が開
始された．ロタウイルス胃腸炎は，2016年は 3 月
に増加し，2013年11月以降では最多の患者数（101
名）が報告されたが， 4 月は36名， 5 月は13名，
6 月以降は 1 ～ 3 名と減少していた．2017年も 3
月から全国で流行が始まり，5 月は高知市で30名，
幡多で 2 名，合計32名と 4 月13名よりも多い数の
報告があった．

5 ）水痘
　報告数　73名（ 4 月　57名）．高知市，中央西，
中央東，須崎，幡多，安芸から表記の順に多く報
告された．2014年からの水痘ワクチン定期化の効
果で，少ない数字で推移していたが，昨年12月は
155名と大幅に増加， 1 月72名， 2 月30名， 3 月
40名と減少したが， 4 月57名， 5 月73名と増加し
た．2014年10月から始まったワクチン定期化の開
始前よりは少ない報告数で推移している．定期予
防接種の恩恵を受けていない 5 歳以上と乳児が35
名（48％）を占めていた．ウイルスは検出されて
いない．

6 ）手足口病
　報告数　61名（ 4 月　 0 名）．初夏に流行が始
まる感染症で，今季はやや早い流行開始となった．
須崎，高知市，中央東，中央西，幡多から表記の
順で多く報告された．ウイルスは検出されていな
い．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　11名（ 4 月　12名）．2015年以降，全
国的に例年に比べてやや多い数で推移している．
高知市，中央東，幡多から表記の順に多く報告さ
れた．ウイルスは検出されていない．

8 ）突発性発疹
　報告数　59名（ 4 月　48名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）百日咳
　報告数　 1 名（ 4 月　 1 名）．高知市から 1 名

5 歳児例が報告された．Bordetella pertussisが 1
件検出されている．

10）ヘルパンギーナ
　報告数　10名（ 4 月　 1 名）．例年 6 － 7 月か
ら流行がみられ，流行が開始したと推測される．
今年はまだウイルスは検出されていない．

11）流行性耳下腺炎
　 報 告 数　16名（ 4 月　28名 ）． 須 崎， 高 知 市，
中央東，幡多から表記の順に多く報告された．全
国的にも増加が報告され注目されているが，今後，
高知県でも流行すると予想されている．ウイルス
は検出されていない．

12）RSウイルス感染症
　報告数　10名（ 4 月　34名）．高知市，幡多か
ら報告された．ウイルスは検出されていない．

13）流行性角結膜炎
　報告数　 3 名（ 4 月　 0 名）．ここ 3 年間は一
桁で推移している．

14）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 4 月　 0 名）． 1 年に10名前後
の数で推移している．乳児を対象としたHibと肺
炎球菌ワクチンの定期接種がはじまって以降はこ
れらを原因菌とする小児例の報告はない．

15）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 4 月　 0 名）．昨年はEchovirus 
6 が 6 例検出されており，今年の動向に注意した
い．

16）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 8 名（ 4 月　 9 名）．高知市から報告
があった．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
17）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　20名（ 4 月　22名）．例年並みの数で
推移している．

18）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症
　報告数　 0 名（ 4 月　 0 名）．2017年は 3 月に
1 例報告されている．2014年は計 4 例，2015年，
2016年は各 1 例報告があった．

高知県感染症発生動向調査部会
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　前田　　明彦
高知県における月別全数報告疾患（平成29年 5 月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 35 1,475

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 35 1,475

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 25
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 191

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 224

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 2
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 1 75
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 1 52
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 2 145
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 8
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 24

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 4 361

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 4 40
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 2 56
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 6 53
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 28
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 7
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 3
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 17
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 13
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 4 63
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 3 12
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 13 46
水痘（入院例に限る） 2 1 3
播種性クリプトコックス症 1 2 3
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 29
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 9 143
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 43 538

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 82 2,633
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　 5 月 は ウ イ ル ス70件， 細 菌 5 件 の 搬 入 が あ り， そ の う ち ウ イ ル ス 6 件， 細 菌 2 件 の 病 原 体 を 検 出 し た． ま
た，平成29年 4 月に搬入された検体でウイルス12件を検出した．検出ウイルスの内訳は，Adenovirus 41 1 件，
Cytomegalovirus 3 件，Epstein-Barr virus 1 件，Human herpes virus 6 4 件，Human herpes virus 7 2
件，Influenza virus A H3 NT 1 件，Influenza virus B/Victoria 1 件，Influenza virus B/Yamagata 1 件，
Parainfluenza virus 3 2 件，Rhinovirus 1 件，Rotavirus group A NT 1 件， ま た， 細 菌 の 内 訳 はBordetella 
pertussis 1 件，Streptococcus pyogenes Untypable 1 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 1 男 上気道炎 40℃，上気道炎，発疹， ぬぐい液 4. 25 Cytomegalovirus
2 1 女 突発性発しん 39℃，発疹， ぬぐい液 4. 25 Human herpes virus 6
3 2ヶ月 女 － 39℃，発疹， 鼻咽腔ぬぐい液 4. 26 Human herpes virus 6
4 6ヶ月 女 インフルエンザ様疾患 38℃，咳漱，上気道炎， ぬぐい液 4. 26 Rhinovirus
5 14 男 － 39℃， ぬぐい液 5.  9 Human herpes virus 7
6 10 女 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 38℃， ぬぐい液 5.  9 Streptococcus pyogenes Untypable
7 28 男 インフルエンザ 38℃，咳漱， ぬぐい液 5.  9 Influenza virus A H3 NT
8 9 女 インフルエンザ 39℃，咳漱，上気道炎， ぬぐい液 5.  9 Influenza virus B/Victoria
9 11ヶ月 男 喘息様気管支炎、感染性胃腸炎 40℃，嘔吐，嘔気，下気道炎， ふん便 5.  9 Adenovirus 41
10 1 女 感染性胃腸炎 40℃，発疹，結膜炎， ふん便 5.  9 Human herpes virus 6
11 3 男 感染性胃腸炎 37℃，下痢， ふん便 5.  9 Rotavirus group A NT

12 1 男 急性気管支炎
39℃，咳漱，上気道炎，下気
道炎，

ぬぐい液 5.  9 Parainfluenza virus 3

13 1 男 不明熱（EB 疑い） 39℃，下痢， ぬぐい液 5.  9
Cytomegalovirus
Epstein-Barr virus

14 7ヶ月 男 不明発疹症 発疹， ぬぐい液 5.  9 Cytomegalovirus

15 12 男 無菌性髄膜炎 38℃，嘔吐，嘔気， ぬぐい液 5.  9
Human herpes virus 6
Human herpes virus 7

16 4 女 百日咳 咳漱， 鼻咽啌 5. 17 Bordetella pertussis
17 7ヶ月 男 急性気管支炎 39℃，咳漱，気管支炎， ぬぐい液 5. 23 Parainfluenza virus 3
18 7 男 インフルエンザ 38℃，上気道炎， ぬぐい液 5. 24 Influenza virus B/Yamagata
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病 原 体 検 出 状 況

臨床診断名 病原微生物 2017年 2017年
総計1 2 3 4 5

A群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

Streptococcus agalactiae 1 1
Streptococcus　pyogenes T1 1 1
Streptococcus　pyogenes Untypable 2 1 3

計 4 1 5

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 22 19 7 6 54
Influenza virus A H1pdm09 2 2 1 1 6
Influenza virus B /Victoria 1 2 1 1 5
Influenza virus B Yamagata 1 1 1 3

計 25 24 9 9 1 68

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 1 1
Adenovirus 3 1 1
Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 6 1 1

計 1 4 5

感染性胃腸炎

Adenovirus 2 2 2
Adenovirus 41 1 1
Astrovirus NT 2 2
Coxsackievirus B1 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Norovirus GII NT 9 3 3 15
Rhinovirus 1 1
Rotavirus group AG9 2 2
Rotavirus group A NT 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1 2
Staphylococcus aureus Ⅴ 1 1

計 13 5 8 1 2 29
伝染性紅斑 Human herpes virus 7 1 1 2

計 1 1 2

百日咳
Bordetella pertussis 2 1 2 1 1 7
Mycoplasma pneumoniae 2 2 4

計 4 3 2 1 1 11

無菌性髄膜炎
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 1
Varicella-zoster virus 1 1

計 1 2 3
突発性発疹 Human herpes virus 6 1 1

計 1 1

その他

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 3 1 1
Coxsackievirus A2 1 1
Cytomegalo virus 3 2 1 6
Echovirus 3 1 1
Epstein-Barr virus 1 1 2
Human herpes virus 6 1 1 2
Human herpes virus 7 2 1 1 1 5
Human metapneumovirus 1 1
Norovirus GII NT 1 1
Parainfluenza virus 3 1 1 2
Respiratory syncytial virus A 1 1
Respiratory syncytial virus B 1 1 2
Rhinovirus 1 1 1 1 4

計 12 5 3 7 3 30
総計 56 43 26 21 8 154
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高知県感染症情報月報　2017年 6 月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 3 2 4 2 11 122 1

小児科

咽 頭 結 膜 熱 6 30 1 1 15 53 66 48

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 59 210 18 9 42 338 214 247

感 染 性 胃 腸 炎 39 101 224 12 15 69 460 445 471

水 　 　 　 痘 15 51 2 9 77 73 37

手 足 口 病 16 252 636 126 118 87 1,235 61 115

伝 染 性 紅 斑 5 4 1 2 1 13 11 46

突 発 性 発 疹 10 38 7 3 7 65 59 69

百  日  咳 1 1 1 15

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 2 29 60 20 3 62 176 10 176

流 行 性 耳 下 腺 炎 3 8 1 2 4 18 16 141

RSウ イ ル ス 感 染 症 1 1 2 10 9

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 1 1 3

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 1 1 1 4

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ 1 1

淋 菌 感 染 症 1

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎 1 1 1

無 菌 性 髄 膜 炎 1 1 9

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 5 2 7 8 19

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 1

感 染 性 胃 腸 炎
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 4 25 2 31 32 1

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 1 2 9 3 15 20 11

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎
球 菌 感 染 症
薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 58 490 1,308 192 162 297 2,507 1,153 1,421

前　　　　月 58 225 560 65 72 173

前 年 同 月 51 354 630 155 27 204

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2017年 6 月
全 国 情 報（ 5 月29日～ 7 月 2 日）

　第22週（ 5 月29日～）から第26週（～ 7 月 2 日）
までの 5 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．全国における 6 月の上位 6 疾患の合計は 4
週間に換算すると58.22で 5 月の52.03に比べて増加
した．増加の原因は夏に流行する手足口病，ヘルパ
ンギーナとA群溶血性レンサ球菌咽頭炎の増加であ
る． 1 位は感染性胃腸炎で 4 週換算で26.51（ 5 月 1
位26.91）と横ばいだった． 2 位はA群溶血性レンサ
球菌咽頭炎で13.48（同 2 位11.38）と増加した． 3
位が手足口病で8.75（同 5 位2.79）， 4 位が咽頭結膜
熱で3.84（同 6 位2.65）と増加した． 5 位は流行性
角結膜炎で3.30（同 4 位3.17）と横ばいだった． 6
位はヘルパンギーナで2.34（同13位0.58）と増加した．
　県外で麻疹が流行している．2017年第 1 ～24週に
診断された麻疹患者数は163例で，2016年同時期を
大きく上回っている．うち，検査診断例が80例で，
76例が修飾麻疹である．多い地域は，山形県53例，
三重県22例，東京都17例，広島県11例，大阪府10例，
注目されるのは香川県の 5 例で第 6 位だった．未だ
高知県での発生はないが，要注意である． 1 歳児（Ⅰ
期）と就学前の 1 年間（Ⅱ期）の定期予防接種の徹
底がきわめて重要である．

表 1 　各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 22 週 23 週 24 週 25 週 26 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 6.74 6.58 7 .08 6 .69 6 .05 33.14
2 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3.33 3.45 3 .59 3 .45 3 .03 16.85
3 手 足 口 病 1.34 1.59 2 .07 2 .41 3 .53 10.94
4 咽 頭 結 膜 熱 0.95 0.97 0 .97 0 .98 0 .93 4 .80
5 流 行 性 角 結 膜 炎 0.85 0.87 0 .84 0 .77 0 .79 4 .12
6 ヘ ル パ ン ギ ー ナ 0.35 0.43 0 .56 0 .66 0 .93 2 .93

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の 6 月の上位 6 疾患の合計は 4 週間換算で
64.06と 5 月の33.18と比べて大幅に増加し，全国よ
りも多かった（表 2 ）．増加の原因は夏に流行する
手足口病，ヘルパンギーナとA群溶血性レンサ球菌
咽頭炎の増加である． 1 位は手足口病で 4 週換算で
32.93（ 5 月 7 位2.03）と16倍に増加し，全国よりは
るかに多かった． 2 位は感染性胃腸炎で12.26（同 1
位14.84）と減少し，全国よりも少なかった． 3 位は
A群溶血性レンサ球菌咽頭炎で9.02（同 2 位7.14）と
増加したが全国よりも少なかった． 4 位はヘルパン
ギーナで4.69（同14位0.33）と著増し，全国よりも
多かった． 5 位はロタウイルス胃腸炎で3.10（同 3

位4.01）と減少したが全国よりも多かった． 6 位は
水痘で2.06（同 5 位2.44）と減少し全国と同等だった．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 22 週 23 週 24 週 25 週 26 週 計
1 手 足 口 病 2.60 4.00 7 .73 11.70 15.13 41.16
2 感 染 性 胃 腸 炎 3.57 2.90 3 .33 3 .33 2 .20 15.33
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 2.77 2.57 2 .50 2 .17 1 .27 11.28
4 ヘ ル パ ン ギ ー ナ 0.23 0.47 1 .03 1 .13 3 .00 5 .86
5 感染性胃腸炎（ロタウイルスに限る） 1.00 1.00 0 .50 0 .75 0 .63 3 .88
6 水 痘 0.77 0.27 0 .53 0 .33 0 .67 2 .57

2 ．全体の傾向
　麻しん，風しんの報告無し．

3 ．主な疾患の発生状況
1 ）インフルエンザ

　報告数　11名（ 5 月　122名）．流行の終息を迎
えた．全国では前年第34週以降に報告が増加した．
本県での流行開始は遅れたが，11月からまとまっ
た報告があり，12月には著増し流行期に入った．
12月としては，過去10年間のうちで，パンデミッ
クとして記憶に新しい2009年に次ぐ多い報告数で
あった． 1 月は，過去10年間では同時期として 5
番目の報告数だった．しかし， 2 月は，同時期と
して過去10年間で最多の報告となり，都道府県別
での最多を記録し，1 か月間として，2015年 1 月，
2016年 3 月，2009年11月に次ぐ報告数であった．
3 月以降は平年並みの数に落ち着き， 6 月に終息
したが，今季は，流行期間も長いことから大きな
流行になった．成人患者が多いことは今季流行の
ひとつの特徴であった．
　 6 月は中央西，中央東，幡多，高知市から表記
の順に多かった．ウイルスは検出されていない．

2 ）咽頭結膜熱
　報告数　53名（ 5 月　66名）．この時期として
は平年並みの数である．幡多，高知市，中央東，
須崎，中央西から表記の順に多く報告された．ウ
イルスは検出されていない．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　報告数　338名（ 5 月　214名）．14年10月以降
多い報告数が続き，2015年12月以降は2016年 3 月
に至るまで，同時期として過去10年間では最大の
流行となった．2016年 5 月以降にいったん沈静化
したが， 9 月以降には再びゆるやかに増加し100
台で推移し，11月- 1 月は平年並みの数となって
いた． 2 月に再び増加し， 3 月以降も多い数字で
推移している．この時期としては過去10年では
2011年に次いで多い報告数だった．安芸を除く地
域から報告があり，特に高知市，中央東，幡多か
らの報告が多い．細菌は検出されていない．
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4 ）感染性胃腸炎
　報告数　460名（ 5 月　445名）．この時期とし
てほぼ例年通りの報告数で，県下全域から報告が
あり，特に高知市，安芸，中央東，幡多からの報
告が多く，高知市では警報値である定点当たり20
を超えている．病原体はRotavirus group AG3と
Salmonella Thompsonが各 1 件検出された．
　ロタウイルスは2011年11月に任意ワクチンが導
入されて2013年11月からサーベイランス調査が開
始された．ロタウイルス胃腸炎は，2016年は 3 月
に増加し，2013年11月以降では最多の患者数（101
名）が報告されたが， 4 月は36名， 5 月は13名，
6 月以降は 1 ～ 3 名と減少していた．2017年も 3
月から全国で流行が始まり，6 月は高知市で25名，
中央東で 4 名，幡多で 2 名，合計31名と 5 月32名
に並ぶ数の報告があった．

5 ）水痘
　 報 告 数　77名（ 5 月　73名 ）． 高 知 市， 須 崎，
中央東，中央西から表記の順に多く報告された．
高知市，須崎では注意報値 4 を超えている．
　2014年10月からの水痘ワクチン定期化の効果
で，少ない数字で推移していたが，昨年12月は
155名と大幅に増加， 1 月72名， 2 月30名， 3 月
40名と減少したが， 4 月57名， 5 月73名， 6 月77
名と増加した．定期予防接種の恩恵を受けていな
い 5 歳以上と乳児が42名（55％）を占めていた．
ウイルスは検出されていない．

6 ）手足口病
　報告数　1,235名（ 5 月　61名）．初夏に流行が
始まる感染症で，今季は 5 月からとやや早い流行
開始となった． 6 月は同時期として過去10年間で
最多， 1 か月間の報告数として2010年 7 月の1,621
名に次ぐ 2 番目の多い報告数だった．定点当たり
の報告数が高知県は全国で 1 位の多い数字であっ
た．高知県全域で警報値 5 を大きく超え，須崎，
高知市，中央西，中央東，幡多，安芸から表記の
順で多く報告された．ウイルスはCoxackie A6が
4 件検出されており，今季の流行株である．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　13名（ 5 月　11名）．2015年以降，全
国的に例年に比べてやや多い数で推移していた
が， 6 月 は 同 時 期 と し て 平 年 並 の 報 告 数 で あ
る．須崎，中央東，高知市，中央西，幡多から
表記の順に多く報告された．ウイルスはhuman 
parvovirus B19が 1 件検出された．

8 ）突発性発疹
　報告数　65名（ 5 月　59名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）百日咳
　報告数　 1 名（ 5 月　 1 名）．高知市から 1 名
10歳代前半の小児例が報告された．細菌は検出さ
れていない．

10）ヘルパンギーナ
　報告数　176名（ 5 月　10名）．同時期としては
平年並みの報告数だった．例年 6 － 7 月から流行
がみられるが，今季は 5 月から流行が開始し， 6
月は著増した．高知県全域から報告があり，幡多
と中央西では警報値 6 を超え，高知市，高知東で
は注意報値の 2 を超えた．今年はまだウイルスは
検出されていない．

11）流行性耳下腺炎
　報告数　18名（ 5 月　16名）．須崎，幡多，高
知市，中央東，中央西から表記の順に多く報告さ
れた．ウイルスは検出されていない．

12）RSウイルス感染症
　報告数　 2 名（ 5 月　10名）．幡多と高知市か
ら報告された．ウイルスは検出されていない．

13）流行性角結膜炎
　報告数　 1 名（ 5 月　 3 名）．ここ 3 年間は一
桁で推移している．

14）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 1 名（ 5 月　 0 名）．高知市から40歳
代が 1 名報告された． 1 年に10名前後の数で推移
している．乳児を対象としたHibと肺炎球菌ワク
チンの定期接種がはじまって以降はこれらを原因
菌とする小児例の報告はない．

15）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 1 名（ 5 月　 0 名）．高知市から60歳
代が 1 名報告された．今年，ウイルスは 1 件も検
出されていない．

16）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 7 名（ 5 月　 8 名）．幡多と高知市か
ら報告があった．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
17）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　15名（ 5 月　20名）．例年並みの数で
推移している．

18）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症　
　報告数　 0 名（ 5 月　 0 名）．2017年は 3 月に
1 例報告されている．2014年は計 4 例，2015年，
2016年は各 1 例報告があった．

高知県感染症発生動向調査部会
　　前田　　明彦
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高知県における月別全数報告疾患（平成29年 6 月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 46 1,486

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 46 1,486

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 25
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 191

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 224

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 1 3
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 1 75
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 1 52
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 2 145
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 8
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 2 26

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 7 364

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 5 41
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 2 56
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 11 58
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 28
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 7
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 3
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 17
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 1 14
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 5 64
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 3 12
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 14 47
水痘（入院例に限る） 2 1 3
播種性クリプトコックス症 1 2 3
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 29
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 11 145
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 54 549

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 107 2,658
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　 6 月はウイルス58件，細菌 5 件の搬入があり，そのうちウイルス 8 件，細菌 1 件の病原体を検出し，また，平成
29年 5 月に搬入された検体でウイルス28件を検出した．検出ウイルスの内訳は，Adenovirus 1 1 件，Adenovirus 
2 2 件，Coxsackievirus A6 15 件，Cytomegalovirus 2 件，Echovirus 7 5 件，Human herpes virus 6 2 件，
Human parvovirus B19 1 件，Parainfluenza virus 3 3 件，Rhinovirus 3 件，Rotavirus group A G3 1 件，
Sapovirus genogroup unknown 1 件，また，細菌の内訳はSalmonella Thompson 1 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 1 女 感染性胃腸炎 38℃，下痢，咳漱， ふん便 5. 12 Adenovirus 1
2 2 男 － 37℃，発疹， ぬぐい液 5. 13 Coxsackievirus A6
3 1 男 喘息性気管支炎 38℃，咳漱， 鼻汁 5. 14 Rhinovirus
4 2 女 手足口病 発疹， ぬぐい液 5. 15 Coxsackievirus A6
5 11ヶ月 男 手足口病 － ぬぐい液 5. 15 Coxsackievirus A6
6 7ヶ月 男 手足口病 38℃，発疹， ぬぐい液 5. 15 Coxsackievirus A6
7 11ヶ月 女 手足口病？ 37℃，下痢，発疹， ぬぐい液 5. 15 Coxsackievirus A6
8 1 女 手足口病 発疹， ぬぐい液 5. 16 Adenovirus 2
9 2 女 手足口病 40℃， ぬぐい液 5. 17 Coxsackievirus A6
10 1 男 消化器感染症 38℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 5. 17 Sapovirus genogroup unknown
11 3 男 不明発疹症 38℃，発疹， ぬぐい液 5. 17 Echovirus 7
12 1 男 不明発疹症 発疹， ぬぐい液 5. 17 Echovirus 7
13 1 男 咽頭結膜熱 39℃， ぬぐい液 5. 18 Adenovirus 2
14 1 女 手足口病 39℃， ぬぐい液 5. 20 Coxsackievirus A6
15 2 女 不明発疹症 発疹， ぬぐい液 5. 22 Echovirus 7
16 1 女 手足口病？ 39℃，発疹， ぬぐい液 5. 22 Echovirus 7
17 2ヶ月 男 上気道炎 38℃，咳漱，上気道炎， ぬぐい液 5. 23 Parainfluenza virus 3
18 1 女 － 39℃，咳漱， ぬぐい液 5. 23 Rhinovirus
19 1 女 急性上気道炎 39℃，発疹， ぬぐい液 5. 23 Human herpes virus 6
20 3 女 不明発疹症 38℃，発疹， ぬぐい液 5. 23 Human herpes virus 6
21 1 女 手足口病 － ぬぐい液 5. 23 Echovirus 7
22 1 女 突発性発疹 39℃，下痢，発疹， ぬぐい液 5. 24 Cytomegalovirus
23 1ヶ月 男 急性上気道炎 38℃，上気道炎， ぬぐい液 5. 25 Rhinovirus
24 1 男 呼吸器感染症 40℃，咳漱，気管支炎， ぬぐい液 5. 26 Coxsackievirus A6
25 1 男 手足口病 37℃，発疹， ぬぐい液 5. 26 Coxsackievirus A6
26 1 女 手足口病 39℃，発疹， ぬぐい液 5. 26 Cytomegalovirus
27 9ヶ月 女 不明熱 40℃，下痢，発疹， ぬぐい液 5. 30 Coxsackievirus A6
28 2 男 手足口病 39℃，手足口病症状， ぬぐい液 5. 30 Coxsackievirus A6
29 11ヶ月 女 手足口病 38℃，発疹，口内炎， ぬぐい液 5. 31 Coxsackievirus A6
30 1 女 手足口病 39℃，発疹， ぬぐい液 5. 31 Coxsackievirus A6
31 14 女 伝染性紅斑 下痢，発疹， ぬぐい液 6.  2 human parvovirus B19
32 2 女 インフルエンザ様疾患 39℃，上気道炎， ぬぐい液 6.  5 Parainfluenza virus 3
33 1 女 手足口病 38℃，発疹， ぬぐい液 6.  5 Coxsackievirus A6
34 3 女 手足口病 39℃，水疱，発疹，口内炎， ぬぐい液 6.  5 Coxsackievirus A6
35 2 女 感染性胃腸炎 39℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 6.  9 Salmonella Thompson
36 2ヶ月 男 － 気管支炎， ぬぐい液 6. 12 Parainfluenza virus 3
37 5 男 感染性胃腸炎 37℃，嘔吐，嘔気， ふん便 6. 12 Rotavirus group A G3
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病 原 体 検 出 状 況

臨床診断名 病原微生物 2017年 2017年
総計1 2 3 4 5 6

A 群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

Streptococcus agalactiae 1 1
Streptococcus　pyogenes T1 1 1
Streptococcus　pyogenes Untypable 2 1 3

計 4 1 5

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 22 19 7 6 54
Influenza virus A H1pdm09 2 2 1 1 6
Influenza virus B /Victoria 1 2 1 1 5
Influenza virus B Yamagata 1 1 1 3

計 25 24 9 9 1 68

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 1 1 2
Adenovirus 3 1 1
Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 6 1 1

計 1 4 1 6

感染性胃腸炎

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 2 2
Adenovirus 41 1 1
Astrovirus NT 2 2
Coxsackievirus B1 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Norovirus GII NT 9 3 3 15
Rhinovirus 1 1
Rotavirus group AG3 1 1
Rotavirus group AG9 2 2
Rotavirus group A NT 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1 2
Staphylococcus aureus Ⅴ 1 1
Salmonella Thompson 1 1

計 13 5 8 1 3 2 32

手足口病

Adenovirus 2 1 1
Coxsackievirus A6 8 4 12
Cytomegalovirus 1 1
Echovirus 7 2 2

計 12 4 16

伝染性紅斑
Human herpes virus 7 1 1 2
human parvovirus B19 1 1

計 1 1 1 3

百日咳
Bordetella pertussis 2 1 2 1 1 7
Mycoplasma pneumoniae 2 2 4

計 4 3 2 1 1 11

無菌性髄膜炎
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 1
Varicella-zoster virus 1 1

計 1 2 3

突発性発疹
Cytomegalovirus 1 1
Human herpes virus 6 1 1

計 1 1 2

その他

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 3 1 1
Coxsackievirus A2 1 1
Coxsackievirus A6 3 3
Cytomegalo virus 3 2 1 6
Echovirus 3 1 1
Echovirus 7 3 3
Epstein-Barr virus 1 1 2
Human herpes virus 6 1 1 2 4
Human herpes virus 7 2 1 1 1 5
Human metapneumovirus 1 1
Norovirus GII NT 1 1
Parainfluenza virus 3 1 2 2 5
Respiratory syncytial virus A 1 1
Respiratory syncytial virus B 1 1 2
Rhinovirus 1 1 1 1 3 7
Sapovirus genogroup unknown 1 1

計 12 5 3 7 16 2 45
総計 56 43 26 21 36 9 191
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高知県感染症情報月報　2017年 7 月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 1 1 2 11

小児科

咽 頭 結 膜 熱 16 3 3 22 44 53 70

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 1 20 93 6 4 27 151 338 128

感 染 性 胃 腸 炎 22 98 121 8 12 261 460 263

水 　 　 　 痘 5 37 4 46 77 29

手 足 口 病 51 259 655 147 107 258 1,477 1,235 79

伝 染 性 紅 斑 1 10 3 1 15 13 28

突 発 性 発 疹 11 24 6 7 7 55 65 47

百  日  咳 3 1 4 1 15

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 13 25 58 26 5 85 212 176 354

流 行 性 耳 下 腺 炎 2 4 1 1 2 10 18 78

RSウ イ ル ス 感 染 症 1 24 25 2 7

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 1 1 1

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 3 3 1 1

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症 3

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ 1 2 3 1 1

淋 菌 感 染 症

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎 1 2

無 菌 性 髄 膜 炎 3 3 1 10

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 3 3 7 24

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎　　　  　　　
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 1

感 染 性 胃 腸 炎　　　　　　　
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 1 1 31 2

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 3 3 16 3 25 15 16

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎　　　　　　　　　　　
球 菌 感 染 症
薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 91 435 1,063 191 140 421 2,341 2,507 1,158

前　　　　月 58 490 1,308 192 162 297

前 年 同 月 42 236 516 140 56 168

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2017年 7 月
全 国 情 報（ 7 月 3 日～ 7 月30日）

　第27週（ 7 月 3 日～）から第30週（～ 7 月30日）
までの 4 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．全国における 7 月の上位 6 疾患の合計は
74.43で 6 月の 4 週間換算値58.22に比べて増加した．
増加の原因は，手足口病とヘルパンギーナの増加で
ある． 1 位は手足口病で32.76（ 6 月 3 位 4 週間換算
で8.75）と増加した． 2 位が感染性胃腸炎で17.84（同
1 位26.51）と減少した．3 位はヘルパンギーナで8.59

（同 6 位2.34）と増加した． 4 位はA群溶血性レンサ
球菌咽頭炎で8.52（同 2 位13.48）と減少し， 5 位が
流行性角結膜炎で3.48（同3.30）と横ばいで会った．
6 位は咽頭結膜熱で3.24（同 4 位3.84）で少し減少
した．

表 1 　各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 27 週 28 週 29 週 30 週 計
1 手 足 口 病 5.74 8.27 8 .93 9 .82 32.76
2 感 染 性 胃 腸 炎 5.26 4.87 3 .77 3 .94 17.84
3 ヘ ル パ ン ギ ー ナ 1.50 2.24 2 .23 2 .62 8 .59
4 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 2.68 2.37 1 .75 1 .72 8 .52
5 流 行 性 角 結 膜 炎 0.82 0.88 0 .82 0 .96 3 .48
6 咽 頭 結 膜 熱 0.93 0.83 0 .71 0 .77 3 .24

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の 7 月の上位 6 疾患の合計は73.37で 6 月の
4 週間換算値64.06と比べて増加し，全国と同等だっ
た（表 2 ）．増加の原因は全国と同じく手足口病，
ヘルパンギーナの増加である． 1 位は手足口病で
49.23（ 6 月 1 位 4 週間換算値32.93）と増加し，全
国よりも多かった． 2 位は感染性胃腸炎で8.70（同
2 位12.26）と減少し，全国よりも少なかった． 3 位
はヘルパンギーナで7.06（同 4 位4.69）と増加した
が全国よりも少なかった． 4 位がA群溶血性レンサ
球菌咽頭炎で5.02（同 3 位9.02）と減少し，全国よ
りも少なかった． 5 位は突発性発疹で1.83（同 7 位
1.74）と横ばいで，全国よりも少なかった． 6 位は
水痘で1.53（同 6 位2.06）と減少したが，全国より
も多かった．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 27 週 28 週 29 週 30 週 計
1 手 足 口 病 19.10 16.47 8 .43 5 .23 49.23
2 感 染 性 胃 腸 炎 2.43 2.73 1 .57 1 .97 8 .70
3 ヘ ル パ ン ギ ー ナ 2.63 2.67 1 .13 0 .63 7 .06
4 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.23 1.53 1 .23 1 .03 5 .02
5 突 発 性 発 疹 0.50 0.60 0 .53 0 .20 1 .83
6 水 痘 0.47 0.40 0 .43 0 .23 1 .53

2 ．全体の傾向
　麻しん，風しんの報告無し．

3 ．主な疾患の発生状況
1 ）インフルエンザ

　報告数　 2 名（ 6 月　11名）．さらに減少し流
行は終息している．全国では前年第34週以降に報
告が増加した．本県での流行開始は遅れたが，11
月からまとまった報告があり，12月には著増し流
行期に入った．12月としては，過去10年間のうち
で，パンデミックとして記憶に新しい2009年に次
ぐ多い報告数であった． 1 月は，過去10年間では
同時期として 5 番目の報告数だった．しかし， 2
月は，同時期として過去10年間で最多の報告とな
り，都道府県別での最多を記録し， 1 か月間とし
て，2015年 1 月，2016年 3 月，2009年11月に次ぐ
報告数であった． 3 月以降は平年並みの数に落ち
着き， 6 月に終息したが，今季は，流行期間も長
いことから大きな流行になった．成人患者が多い
ことは今季流行のひとつの特徴であった．ウイル
スは検出されなかった．

2 ）咽頭結膜熱
　報告数　44名（ 6 月　53名）．この時期として
は平年並みの数である．幡多，須崎，高知市，中
央西から表記の順に多く報告された．咽頭結膜熱
からウイルスは検出されていないが，不明発疹症
の男児からアデノウイルス 2 型が 1 件検出され
た．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　報告数　151名（ 6 月　338名）．14年10月以降
多い報告数が続き，2015年12月以降は2016年 3 月
に至るまで，同時期として過去10年間では最大の
流行となった．2016年 5 月以降にいったん沈静化
したが， 9 月以降には再びゆるやかに増加し100
台で推移し，11月‒ 1 月は平年並みの数となって
いた． 2 月に再び増加し， 3 月以降も多い数字で
推移している．県下全域から報告があり，特に高
知市，幡多からの報告が多い．細菌は検出されて
いない．

4 ）感染性胃腸炎
　報告数　261名（ 6 月　460名）．この時期とし
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てほぼ例年通りの報告数で，中央西を除く県下全
域から報告があり，特に中央東，高知市，安芸か
らの報告が多い．病原体は検出されていない．
　ロタウイルスは2011年11月に任意ワクチンが導
入されて2013年11月からサーベイランス調査が開
始された．ロタウイルス胃腸炎は，2016年は 3 月
に増加し，2013年11月以降では最多の患者数（101
名）が報告されたが， 4 月は36名， 5 月は13名，
6 月以降は 1 ～ 3 名と減少していた．2017年も 3
月から全国で流行が始まり， 5 月32名， 6 月31名
と多めで推移したが 7 月は 1 名に減少した．

5 ）水痘
　 報 告 数　46名（ 6 月　77名 ）． 高 知 市， 須 崎，
中央東から表記の順に多く報告された．2014年10
月からの水痘ワクチン定期化の効果で，少ない数
字で推移していたが，昨年12月は155名と大幅に
増加， 1 月72名， 2 月30名， 3 月40名と減少した
が， 4 月57名， 5 月73名， 6 月77名と増加したが
7 月は減少した．定期予防接種の恩恵を受けてい
ない 5 歳以上と乳児が21名（46％）を占めていた．
ウイルスは検出されていない．

6 ）手足口病
　 報 告 数　1,477名（ 6 月　1,235名 ）． 初 夏 に 流
行が始まる感染症で，今季は 5 月からとやや早い
流行開始となり，過去10年で最大の大流行となっ
た． 7 月は同時期として過去10年間で2010年に次
ぐ 2 番目に多い報告数だった．高知県全域で警報
値 5 を大きく超え，高知市，須崎，幡多，中央西，
中央東，安芸の順で多く報告された．ウイルスは
Coxackievirus A6が 5 月に 8 件， 6 月に16件， 7
月に 2 件検出されており，今季の流行株である．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　15名（ 6 月　13名）．2015年以降，全
国的に例年に比べてやや多い数で推移していた
が， 6 月は同時期として平年並の報告数である．
中央東，安芸，須崎，高知市から報告された．ウ
イルスは検出されていない．

8 ）突発性発疹
　報告数　55名（ 6 月　65名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）百日咳
　報告数　 4 名（ 6 月　 1 名）．乳児 1 名を含む
計 4 例が，高知市と中央西から報告された．細菌
は検出されなかった．

10）ヘルパンギーナ

　報告数　212名（ 6 月　176名）．同時期として
は平年並みの報告数だった．例年 6 － 7 月から流
行がみられるが，今季は 5 月から流行が開始し，
6 月は著増し 7 月にさらに増加した．高知県全域
で注意報値 2 を超える報告があり，とりわけ幡多，
中央西，安芸では警報値 6 を超えている．ウイル
スはCoxackievirus A6が 6 月に 4 件， 7 月に 1 件
検出された．

11）流行性耳下腺炎
　報告数　10名（ 6 月　18名）．須崎，幡多，高
知市，中央西，中央東から表記の順に多く報告さ
れた．ウイルスは検出されていない．

12）RSウイルス感染症
　報告数　25名（ 6 月　 2 名）．前月に比べ著し
く増加し，高知市と中央東から報告された．同
時期としては過去10年間で2015年に次ぐ 2 番目
の報告数であった．このまま，流行開始となる
のかどうか注目される．ウイルスはRespiratory 
syncytial virus Bが 1 件検出された．

13）流行性角結膜炎
　報告数　 1 名（ 6 月　 1 名）．ここ 3 年間は一
桁で推移している．

14）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 6 月　 1 名）． 1 年に10名前後
の数で推移している．乳児を対象としたHibと肺
炎球菌ワクチンの定期接種がはじまって以降はこ
れらを原因菌とする小児例の報告はない．

15）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 3 名（ 6 月　 1 名）．幡多から 3 名の
学童例が報告された．今年，ウイルスは 1 件も検
出されていない．

16）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 3 名（ 6 月　 7 名）．高知市から報告
があった．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
17）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　25名（ 6 月　15名）．例年並みの数で
推移している．

18）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症　
　報告数　 0 名（ 6 月　 0 名）．2017年は 3 月に
1 例報告されている．2014年は計 4 例，2015年，
2016年は各 1 例報告があった．

高知県感染症発生動向調査部会
　　前田　　明彦
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高知県における月別全数報告疾患（平成29年 7 月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 52 1,492

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 52 1,492

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 25
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 191

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 224

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 1 3
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 1 75
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 3 54
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 5 148
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 8
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 3 27

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 13 370

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 5 41
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 2 56
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 12 59
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 28
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 7
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 1 4
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 17
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 1 14
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 6 65
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 3 12
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 15 48
水痘（入院例に限る） 2 1 3
播種性クリプトコックス症 1 2 3
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 29
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 11 145
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 58 553

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 123 2,674
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　 7 月はウイルス73件，細菌 1 件の搬入があり，そのうちウイルス12件の病原体を検出し，また，平成29年 6 月に
搬入された検体でウイルス29件を検出した．検出ウイルスの内訳は，Adeno virus 2 2 件，Coxsackie virus A6 21件，
Echo virus 25 1 件，Echo virus 7 7 件，Epstein-Barr virus 1 件，Human herpes virus 6 1 件，Human herpes 
virus 7 1 件，Parainfluenza virus 3 3 件，Respiratory syncytial virus B 1 件，Rhinovirus 1 件，Rotavirus 
group A G3 1 件，Sapovirus genogroup unknown 1 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 1 女 手足口病 40℃，発疹，口内炎， ぬぐい液 6.  7 Coxsackievirus A6
2 2 女 感染性胃腸炎 39℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 6.  9 Sapovirus genogroup unknown
3 1 女 手足口病？ 40℃，咳漱，発疹， ぬぐい液 6.  9 Coxsackievirus A6
4 5ヶ月 女 手足口病 39℃，発疹， ぬぐい液 6. 10 Coxsackievirus A6
5 1 女 ヘルパンギーナ 39℃，咳漱， ぬぐい液 6. 12 Coxsackievirus A6
6 5 男 感染性胃腸炎 37℃，嘔吐，嘔気， ふん便 6. 12 Echovirus 25
7 1 男 手足口病 38℃，水疱，口内炎， ぬぐい液 6. 12 Coxsackievirus A6
8 11ヶ月 男 ヘルパンギーナ 39℃， ぬぐい液 6. 13 Coxsackievirus A6
9 2 男 呼吸器感染症 40℃，咳漱，気管支炎， 鼻咽腔ぬぐい液 6. 13 Parainfluenza virus 3
10 17 男 ヘルパンギーナ 口内炎， ぬぐい液 6. 14 Human herpes virus 7
11 1 女 不明発疹症 発疹， ぬぐい液 6. 14 Echovirus 7
12 1 男 感染性胃腸炎 37℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 6. 15 Rotavirus group A G3
13 1 男 手足口病 39℃，発疹， ぬぐい液 6. 15 Coxsackievirus A6
14 1 女 手足口病 発疹， ぬぐい液 6. 16 Coxsackievirus A6
15 1 男 不明熱 40℃，咳漱， ぬぐい液 6. 16 Parainfluenza virus 3
16 2ヶ月 男 急性上気道炎 39℃，咳漱，上気道炎， 鼻咽腔ぬぐい液 6. 18 Echovirus 7
17 3 女 ヘルパンギーナ 40℃， ぬぐい液 6. 19 Coxsackievirus A6
18 1 女 手足口病 40℃，発疹， ぬぐい液 6. 19 Coxsackievirus A6
19 1 女 手足口病 39℃，発疹，口内炎， ぬぐい液 6. 19 Coxsackievirus A6
20 2 男 手足口病 40℃，発疹， ぬぐい液 6. 19 Coxsackievirus A6
21 1 女 手足口病？ 37℃，発疹， ぬぐい液 6. 21 Human herpes virus 6
22 2 男 不明発疹症 発疹， ぬぐい液 6. 22 Echovirus 7
23 2 女 不明発疹症（HFMD ？） 発疹， ぬぐい液 6. 22 Echovirus 7
24 1 女 手足口病 39℃，発疹， ぬぐい液 6. 23 Coxsackievirus A6
25 2 女 ヘルパンギーナ 39℃，口内炎， － 6. 24 Coxsackievirus A6
26 2 男 急性発疹症 38℃，発疹， ぬぐい液 6. 26 Echovirus 7
27 11ヶ月 男 手足口病 39℃，口内炎， ぬぐい液 6. 26 Coxsackievirus A6
28 1 男 手足口病 39℃， ぬぐい液 6. 26 Coxsackievirus A6
29 2 男 不明発疹症 36℃，発疹， ぬぐい液 6. 26 Echovirus 7
30 10 女 不明発疹症 40℃，発疹， ぬぐい液 6. 27 Echovirus 7
31 1 男 ヘルパンギーナ，手足口病 40℃， ぬぐい液 6. 29 Adenovirus 2
32 6 女 手足口病 40℃，発疹， ぬぐい液 6. 30 Coxsackievirus A6
33 2 男 不明発疹症 39℃，発疹， ぬぐい液 6. 30 Epstein-Barr virus
34 1 男 手足口病 40℃，発疹， ぬぐい液 7.  1 Coxsackievirus A6
35 3 男 ヘルパンギーナ 40℃，口内炎， ぬぐい液 7.  3 Coxsackievirus A6
36 11ヶ月 男 不明発疹症 発疹， ぬぐい液 7.  3 Adenovirus 2
37 1 男 不明発疹症 39℃，発疹， ぬぐい液 7.  3 Coxsackievirus A6
38 2ヶ月 男 気管支炎 38℃，咳漱，気管支炎， 鼻腔 7.  5 Parainfluenza virus 3

39 3 男 喘息性気管支炎 39℃，咳漱，下気道炎，気管
支炎， ぬぐい液 7.  5 Rhinovirus

40 11 女 不明発疹症 39℃，水疱，発疹， ぬぐい液 7.  5 Coxsackievirus A6

41 1 男 ＲＳウイルス感染症
二相性急性脳症

39℃，咳漱，上気道炎，気管
支炎， ぬぐい液 7. 12 Respiratory syncytial virus B
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病 原 体 検 出 状 況

臨床診断名 病原微生物 2017年 2017年
総計1 2 3 4 5 6 7

A 群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

Streptococcus agalactiae 1 1
Streptococcus　pyogenes T1 1 1
Streptococcus　pyogenes Untypable 2 1 3

計 4 1 5

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 22 19 7 6 54
Influenza virus A H1pdm09 2 2 1 1 6
Influenza virus B /Victoria 1 2 1 1 5
Influenza virus B Yamagata 1 1 1 3

計 25 24 9 9 1 68

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 1 1 2
Adenovirus 3 1 1
Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 6 1 1

計 1 4 1 6

感染性胃腸炎

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 2 2
Adenovirus 41 1 1
Astrovirus NT 2 2
Echovirus 25 1 1
Coxsackievirus B1 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Norovirus GII NT 9 3 3 15
Rhinovirus 1 1
Rotavirus group AG3 2 2
Rotavirus group AG9 2 2
Rotavirus group A NT 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1 1 3
Staphylococcus aureus Ⅴ 1 1
Salmonella Thompson 1 1

計 13 5 8 1 3 5 35

ヘルパンギーナ
Adenovirus 2 1 1
Coxsackievirus A6 4 1 5
Human herpes virus 7 1 1

計 5 2 7

手足口病

Adenovirus 2 1 1
Coxsackievirus A6 8 16 2 26
Cytomegalovirus 1 1
Echovirus 7 2 2
Human herpes virus 6 1 1

計 12 17 2 31
流行性角結膜炎 Adenovirus 2

計

伝染性紅斑
Human herpes virus 7 1 1 2
human parvovirus B19 1 1

計 1 1 1 3

百日咳
Bordetella parapertussis
Bordetella pertussis 2 1 2 1 1 7
Mycoplasma pneumoniae 2 2 4

計 4 3 2 1 1 11
流行性耳下腺炎 Mumps virus

計

無菌性髄膜炎
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 1
Varicella-zoster virus 1 1

計 1 2 3
マイコプラズマ肺炎 Mycoplasma pneumoniae

計

RS ウイルス感染症
Respiratory syncytial virus A
Respiratory syncytial virus B 1 1

計 1
水痘 計

突発性発疹
Coxsackievirus A4
Cytomegalovirus 1 1
Human herpes virus 6 1 1

計 1 1 2

その他

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 1 1
Adenovirus 3 1 1
Coxsackievirus A2 1 1
Coxsackievirus A6 3 2 5
Cytomegalo virus 3 2 1 6
Echovirus 3 1 1
Echovirus 7 3 6 1 10
Epstein-Barr virus 1 1 1 3
Human herpes virus 6 1 1 2 4
Human herpes virus 7 2 1 1 1 5
Human metapneumovirus 1 1
Norovirus GII NT 1 1
Parainfluenza virus 3 1 2 4 1 8
Respiratory syncytial virus A 1 1
Respiratory syncytial virus B 1 1 2
Rhinovirus 1 1 1 1 3 1 8
Sapovirus genogroup unknown 1 1

計 12 5 3 7 16 10 7 60
総計 56 43 26 21 36 38 12 231
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高知県感染症情報月報　2017年 8 月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 2 11 4 17 2 1

小児科

咽 頭 結 膜 熱 2 13 2 2 30 49 44 82

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 1 10 98 9 3 28 149 151 82

感 染 性 胃 腸 炎 33 143 171 7 24 11 389 261 232

水 　 　 　 痘 3 6 19 4 2 34 46 41

手 足 口 病 7 28 66 31 14 62 208 1,477 30

伝 染 性 紅 斑 5 1 6 15 23

突 発 性 発 疹 3 4 21 2 2 5 37 55 40

百  日  咳 1 1 4 4

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 8 17 8 5 27 65 212 114

流 行 性 耳 下 腺 炎 1 5 1 2 9 10 60

RSウ イ ル ス 感 染 症 6 40 171 10 8 35 270 25 35

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 1 1 1 1

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 1 1 3 3

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ 1 1 3

淋 菌 感 染 症

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎 2

無 菌 性 髄 膜 炎 3 5

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 2 2 3 30

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎　　　  　　　
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 1 1

感 染 性 胃 腸 炎　　　　　　　
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 1 2

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 3 3 19 6 31 25 27

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎　　　　　　　　　　　
球 菌 感 染 症
薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 56 253 617 78 58 209 1,271 2,341 814

前　　　　月 91 435 1,063 191 140 421

前 年 同 月 30 115 410 102 13 144

小児科定点数 2 7 11 3 2 5



98

2017年 8 月
全 国 情 報（ 7 月31日～ 9 月 3 日）

　第31週（ 7 月31日～）から第35週（～ 9 月 3 日）
までの 5 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．全国における 8 月の上位 6 疾患の合計は，
4 週間に換算すると62.96で 7 月の74.43に比べて減
少した．減少の原因は，夏の感染症である手足口病
とヘルパンギーナの減少に加えて，感染性胃腸炎と
A群溶血性レンサ球菌咽頭炎の減少である．一方で，
冬に流行ることが多いRSウイルスの流行が早々とみ
られている． 1 位は手足口病で 4 週間換算値が26.90

（ 7 月 1 位32.76）と減少した． 2 位が感染性胃腸炎
で12.79（同 2 位17.84）と減少した． 3 位はRSウイ
ルス感染症で8.26と 7 月の 7 位2.70から大幅に増加
した． 4 位はヘルパンギーナで6.62（同 3 位8.59），
5 位はA群溶血性レンサ球菌咽頭炎で4.67（同 4 位
8.52）とそれぞれ減少した． 6 位は流行性角結膜炎
で3.73（同 5 位3.48）と横ばいであった．

表 1   各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 31 週 32 週 33 週 34 週 35 週 計
1 手 足 口 病 9.51 7.12 5 .54 5 .87 5 .58 33.62
2 感 染 性 胃 腸 炎 3.76 2.87 2 .71 3 .28 3 .37 15.99
3 RS ウイルス感染症 1.56 1.66 1 .76 2 .11 3 .23 10.32
4 ヘ ル パ ン ギ ー ナ 2.43 1.70 1 .19 1 .54 1 .41 8 .27
5 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.50 1.05 0 .93 1 .14 1 .22 5 .84
6 流 行 性 角 結 膜 炎 0.99 0.75 0 .85 1 .07 1 .00 4 .66

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の 8 月の上位 6 疾患の合計は 4 週間に換算
すると30.13で， 7 月の73.37と比べて著しく減少し，
全国よりも少なかった（表 2 ）．減少の原因は全国
と同じく手足口病，ヘルパンギーナの減少である．
1 位は感染性胃腸炎で 4 週間換算値が10.37（ 7 月 2
位8.70）と少し増加した． 2 位がRSウイルス感染症
で7.21（同 8 位0.84）と全国と同じく著増した． 3
位が手足口病で5.54（同 1 位49.23）と減少， 4 位は
A群溶血性レンサ球菌咽頭炎で3.98（同 4 位5.02）と
少し減少した． 5 位はヘルパンギーナで1.73（同 3
位7.06）と著明に減少した． 6 位が咽頭結膜熱で1.30

（同 7 位1.46）とわずかに減少した．高知県の上位 6
疾患すべてが全国の数値を下回っていた．
　県下でRSウイルスに加えてノロウイルスの流行開
始の兆しがある．感染性胃腸炎の 0 ～ 4 歳の小児例
の便からNorovirus GⅡが計 9 件検出されており注
意が必要である．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 31 週 32 週 33 週 34 週 35 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 2.50 2.43 2 .83 2 .93 2 .27 12.96
2 RS ウイルス感染症 0.67 0.87 1 .03 2 .47 3 .97 9 .01
3 手 足 口 病 2.83 1.20 1 .17 1 .13 0 .60 6 .93
4 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.23 1.17 0 .83 0 .87 0 .87 4 .97
5 ヘ ル パ ン ギ ー ナ 0.53 0.33 0 .37 0 .33 0 .60 2 .16
6 咽 頭 結 膜 熱 0.43 0.23 0 .30 0 .37 0 .30 1 .63

2 ．全体の傾向
　麻しん，風しんの報告無し．

3 ．主な疾患の発生状況
1 ）インフルエンザ

　報告数　17名（ 7 月　 2 名）．高知市，中央西，
中央東で表記の順に多くインフルエンザA型が報
告された．ウイルスはA型　H3　NTが 4 件検出
された．まとまった数が報告されたが，週毎に増
加する傾向はなく，夏季休暇の人の移動に伴う一
時的な散発発症にとどまりそうである．

2 ）咽頭結膜熱
　報告数　49名（ 7 月　44名）．この時期として
は平年並みの数である．幡多，高知市，須崎，中
央西，中央東から表記の順に多く報告された．咽
頭結膜熱からウイルスは検出されていないが，感
染性胃腸炎の 5 歳児からアデノウイルス　41型が
1 件検出された．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　報告数　149名（ 7 月　151名）．2014年10月以
降多い報告数が続き，2015年12月以降は2016年
3 月に至るまで，同時期として過去10年間では最
大の流行となった．2016年 5 月以降にいったん沈
静化したが， 9 月以降には再びゆるやかに増加し
100台で推移し，11月－ 1 月は平年並みの数となっ
ていた． 2 月に再び増加し， 3 月以降も多い数字
で推移している．県下全域から報告があり，高知
市，幡多，中央西からの報告が多い．細菌は検出
されていない．

4 ）感染性胃腸炎
　 報 告 数　389名（ 7 月　261名 ）． こ の 時 期 と
してほぼ例年通りの報告数で，県下全域から報
告があり，とくに中央東，安芸，高知市，須崎
からの報告が多い．病原体として 0 歳から 4 歳
の 小 児 例 の 便 か らNorovirus GⅡ が 9 件 検 出 さ
れ，はやくも流行の兆しとして注目される．ほか
に，Echovirus 9 型が 2 件，Coxackievirus B4と
Adenovirus 41型が各 1 件検出された．

5 ）水痘
　 報 告 数　34名（ 7 月　46名 ）． 高 知 市， 安 芸，
中央西，中央東，幡多から表記の順に多く報告さ
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れた．2014年10月からの水痘ワクチン定期化の効
果で，少ない数字で推移していたが，昨年12月は
155名と大幅に増加， 1 月72名， 2 月30名， 3 月
40名と減少したが， 4 ～ 6 月と増加し 7 月 8 月は
減少した．定期予防接種の恩恵を受けていない 5
歳以上と乳児が18名（53％）を占めていた．ウイ
ルスは検出されていない．

6 ）手足口病
　報告数　208名（ 7 月　1,477名）．初夏に流行
が始まる感染症で，今季は 5 月からとやや早い流
行開始となり，過去10年で最大の大流行となっ
た． 7 月は同時期として過去10年間で2010年に次
ぐ 2 番目に多い報告数だった． 7 月は高知県全域
で警報値 5 を大きく超えたが， 8 月は大きく減少
したが，幡多，中央西，須崎，高知市では，まだ
警報値を超えている．ウイルスはCoxackie A6が
5 月に 8 件， 6 月に16件， 7 月に10件， 8 月に 2
件検出されており，今季の流行株である．ほかに，
Echovirus 9 型が 1 件検出された．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　 6 名（ 7 月　15名）．2015年以降，全
国的に例年に比べてやや多い数で推移していた
が， 6 月以降は同時期として平年並の報告数であ
る．中央東，高知市から報告された．Parvovirus 
B19は検出されていないが，伝染性紅斑の臨床診
断の患者からEchovirus 9 型が 1 件検出されてい
る．

8 ）突発性発疹
　報告数　37名（ 7 月　55名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）百日咳
　報告数　 1 名（ 7 月　 4 名）．幡多から 0 歳 2
カ月で確定診断された入院例が 1 例報告された
が，感染源は不明であった．細菌は，Bordetella 
pertussisが 1 件検出された．

10）ヘルパンギーナ
　報告数　65名（ 7 月　212名）．同時期としては
平年並みの報告数だった．例年 6 － 7 月から流行
がみられるが，今季は 5 月から流行が開始し， 6
月に著増， 7 月にさらに増加したが， 8 月は減少
した．安芸以外で報告があり，とくに幡多，中央西，
須崎の順に多く，注意報値 2 を超えていた． 8 月

に有意なウイルスは検出されていない．
11）流行性耳下腺炎

　 報 告 数　 9 名（ 7 月　10名 ）． 高 知 市， 幡 多，
中央西，中央東から表記の順に多く報告された．
ウイルスは検出されていない．

12）RSウイルス感染症
　報告数　270名（ 7 月　25名）． 7 月に増加しは
じめ， 8 月は著しく上昇し，全国同様に夏のRSウ
イルス流行となった．高知県全域から報告され，
中でも高知市，幡多，中央東で多く報告された．
夏季の流行は数年に 1 回経験されるものの，同時
期としては過去10年間で最大の報告数であった．
ウイルスは各施設で抗原診断されて確定している
が，高知県の衛生研究所ではウイルスは検出され
ていない．

13）流行性角結膜炎
　報告数　 1 名（ 7 月　 1 名）．ここ 3 年間は一
桁で推移している．

14）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 7 月　 0 名）． 1 年に10名前後
の数で推移している．乳児を対象としたHibと肺
炎球菌ワクチンの定期接種がはじまって以降はこ
れらを原因菌とする小児例の報告はない．

15）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 7 月　 3 名）． 8 月は報告がな
く減少したが，今季は無菌性髄膜炎の患児から，
Echovirus 9 型が 4 件検出された．

16）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 2 名（ 7 月　 3 名）．高知市から報告
があった．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
17）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　31名（ 7 月　25名）．例年並みの数で
推移している．

18）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症　
　 報 告 数　 0 名（ 7 月　 0 名 ）2017年 は 3 月 に
1 例報告されている．2014年は計 4 例，2015年，
2016年は各 1 例報告があった．

高知県感染症発生動向調査部会
　　前田　　明彦
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高知県における月別全数報告疾患（平成29年 8 月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 66 1,506

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 66 1,506

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 25
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 191

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 224

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 1 3
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 1 75
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 3 54
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 5 148
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 1 9
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 4 28

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 15 372

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 5 41
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 2 56
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 14 61
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 1 29
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 7
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 1 4
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 17
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 1 14
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 6 65
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 3 12
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 17 50
水痘（入院例に限る） 2 1 3
播種性クリプトコックス症 1 2 3
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 1 30
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 13 147
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 66 561

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 147 2,698
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　 8 月はウイルス72件，細菌 7 件の搬入があり，そのうちウイルス38件，細菌 1 件の病原体を検出した．また，平成
29年 6 月に搬入された検体でウイルス 5 件， 7 月に搬入された検体でウイルス 35件を検出した．検出ウイルスの内
訳は，Adenovirus 2 1 件，Adenovirus 4 1 件，Adenovirus 41 1 件，Coxsackievirus A6 12件，Coxsackievirus 
B4 2 件，Cytomegalovirus 2 件，Echovirus 9 31件，Human herpes virus 6 6 件，Human herpes virus 7 4
件，Human metapneumovirus 1 件，Influenza virus A H3 NT 4 件，Norovirus GII NT 9 件，Rhinovirus 2 件，
Varicella-zoster virus 2 件，また，細菌の内訳はBordetella pertussis 1 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 1 男 － 発疹， ぬぐい液 6. 12 Echovirus 9
2 1 女 不明発疹症 発疹， ぬぐい液 6. 14 Echovirus 9
3 9 男 急性咽頭炎 39℃，咳漱， ぬぐい液 6. 16 Echovirus 9
4 2 男 手足口病？ 発疹， ぬぐい液 6. 22 Echovirus 9
5 8 男 無菌性髄膜炎 39℃， ぬぐい液 6. 27 Varicella-zoster virus
6 2 女 ヘルパンギーナ 40℃，水疱，中枢神経系障害， ぬぐい液 6. 28 Coxsackievirus A6
7 8 男 手足口病 37℃，発疹， ぬぐい液 6. 28 Echovirus 9
8 14 男 インフルエンザ様疾患 40℃， ぬぐい液 6. 30 Echovirus 9
9 3 女 急性発疹症 36℃，発疹， ぬぐい液 7.  1 Echovirus 9
10 1 男 手足口病 39℃，発疹， ぬぐい液 7.  3 Echovirus 9
11 11ヶ月 男 不明発疹症 発疹， ぬぐい液 7.  3 Echovirus 9
12 1 男 不明発疹症 39℃，発疹， ぬぐい液 7.  3 Echovirus 9
13 11ヶ月 女 不明発疹症 39℃，発疹， ぬぐい液 7.  3 Human herpes virus 6

14 8ヶ月 女 手足口病 40℃，手足口病症状，中枢神
経系障害， ぬぐい液 7.  4 Coxsackievirus A6

15 7ヶ月 男 手足口病 39℃，発疹，口内炎， ぬぐい液 7.  5 Coxsackievirus A6
16 3 女 不明発疹症 36℃，発疹， ぬぐい液 7.  5 Echovirus 9
17 8 女 無菌性髄膜炎 39℃，嘔吐，嘔気， ぬぐい液 7.  5 Human herpes virus 7
18 7 男 無菌性髄膜炎 39℃，嘔吐，嘔気， ふん便 , 髄液 7.  5 Echovirus 9
19 1 男 手足口病 発疹，口内炎， ぬぐい液 7.  6 Coxsackievirus A6
20 9 男 無菌性髄膜炎 39℃，嘔吐，嘔気， 髄液 7.  6 Echovirus 9
21 1 男 急性咽頭炎 40℃，咳漱，中枢神経系障害， ぬぐい液 7.  7 Cytomegalovirus
22 7 男 無菌性髄膜炎 39℃， ぬぐい液 7.  7 Human herpes virus 7
23 9 女 無菌性髄膜炎 下痢，嘔吐，嘔気， 髄液 7.  9 Human herpes virus 7
24 2 女 手足口病 39℃，下痢，発疹， ぬぐい液 7. 10 Coxsackievirus A6
25 1 男 複雑型熱性痙攣 39℃， ぬぐい液，髄液 7. 10 Coxsackievirus A6
26 1 女 突発性発しん 41℃，発疹， ぬぐい液 7. 11 Human herpes virus 6

27 2 男 手足口病 39℃，手足口病症状，中枢神
経系障害， ぬぐい液 7. 12 Coxsackievirus A6

28 1 男 突発性発疹症，痙攣重積型脳
症，HHV-6 脳症

39℃，上気道炎，発疹，中枢
神経系障害， ぬぐい液，髄液 7. 12 Human herpes virus 6

29 4ヶ月 女 手足口病 39℃，咳漱，水疱，発疹， ぬぐい液 7. 13 Coxsackievirus A6
30 3ヶ月 女 呼吸器感染症 40℃，上気道炎， 鼻腔 7. 13 Rhinovirus
31 14 女 髄膜炎 39℃，嘔吐，嘔気，発疹， 髄液 7. 14 Varicella-zoster virus

32 1 男 RS ウイルス感染症，二相性
急性脳症

39℃，咳漱，上気道炎，気管
支炎， ふん便 7. 14 Coxsackievirus B4

33 1 女 － 37℃，発疹， ぬぐい液 7. 17 Adenovirus 2
34 8ヶ月 男 手足口病 水疱，発疹，口内炎， ぬぐい液 7. 18 Coxsackievirus A6
35 1 男 不明発疹症 39℃，発疹， ぬぐい液 7. 18 Echovirus 9
36 1 男 不明発疹症 39℃，発疹， ぬぐい液 7. 18 Echovirus 9
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No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

37 2 女 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭
炎？ 39℃，上気道炎，発疹， ぬぐい液 7. 19 Echovirus 9

38 1 女 手足口病 39℃，水疱，発疹， ぬぐい液 7. 19 Coxsackievirus A6
39 2 男 手足口病？ 発疹， ぬぐい液 7. 19 Cytomegalovirus
40 2 女 不明発疹症 38℃，発疹， ぬぐい液 7. 19 Echovirus 9
41 1 男 不明発疹症 39℃，発疹， ぬぐい液 7. 25 Echovirus 9
42 1 男 不明発疹症 37℃，発疹， ぬぐい液 7. 25 Echovirus 9
43 7 男 感染性胃腸炎，無菌性髄膜炎 39℃，腹痛， ふん便 7. 26 Echovirus 9
44 3 女 － 39℃， ぬぐい液 7. 26 Adenovirus 4
45 1 男 不明発疹症 37℃，発疹， ぬぐい液 7. 27 Echovirus 9
46 1 女 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 7. 27 Echovirus 9
47 6 女 伝染性紅斑 40℃，発疹， ぬぐい液 7. 28 Echovirus 9
48 0ヶ月 男 － 38℃，発疹， ふん便 7. 28 Echovirus 9
49 1 男 不明発疹症　　手足口病？ 38℃，発疹， ぬぐい液 7. 29 Echovirus 9
50 1 男 不明発疹症 39℃，発疹， ぬぐい液 7. 31 Echovirus 9
51 3 男 手足口病 発疹，口内炎， ぬぐい液 8.  3 Coxsackievirus A6
52 3 男 不明発疹症 ( 顔面四肢型） 39℃，発疹， ぬぐい液 8.  3 Echovirus 9

53 0ヶ月 女 無菌性髄膜炎 39℃， ぬぐい液，髄
液，ふん便 8.  3 Echovirus 9

54 1 女 手足口病 39℃，発疹， ぬぐい液 8.  7 Coxsackievirus A6

55 4 女 単純疱疹（口唇） 36℃，発疹， ぬぐい液 8.  7
Human herpes virus 6
Human herpes virus 7

56 11 女 不明発疹症 38℃，腹痛，発疹， ぬぐい液 8.  7 Echovirus 9
57 13 女 インフルエンザ 40℃， 上咽頭 8.  8 Influenza virus A H3 NT
58 5 女 感染性胃腸炎 37℃，下痢， ふん便 8.  8 Adenovirus 41
59 3 男 インフルエンザ 40℃，咳漱， ぬぐい液 8.  9 Influenza virus A H3 NT
60 4 女 インフルエンザ 39℃，咳漱， ぬぐい液 8.  9 Influenza virus A H3 NT
61 7ヶ月 女 感染性胃腸炎 下痢， ふん便 8.  9 Echovirus 9
62 8 女 インフルエンザ 40℃，咳漱， ぬぐい液 8. 10 Influenza virus A H3 NT
63 7 男 インフルエンザ様疾患 39℃，下痢， ぬぐい液 8. 12 Echovirus 9
64 2 男 感染性胃腸炎 38℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 8. 12 Norovirus GII NT

65 11ヶ月 男 感染性胃腸炎 嘔吐，嘔気， ふん便 8. 12
Coxsackievirus B4
Norovirus GII NT

66 1 男 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 8. 12 Norovirus GII NT
67 4 女 感染性胃腸炎 嘔吐，嘔気， ふん便 8. 12 Norovirus GII NT
68 2ヶ月 女 百日咳 咳漱，上気道炎， 鼻咽腔ぬぐい液 8. 13 Bordetella pertussis
69 1 女 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 8. 14 Norovirus GII NT
70 1ヶ月 女 急性肺炎 38℃，肺炎， 喀痰 8. 16 Rhinovirus
71 1 女 急性咽頭炎 40℃，中枢神経系障害， 髄液 8. 18 Human metapneumovirus

72 2 女 ヘルペス性歯肉口内炎？ヘル
パンギーナ？ 39℃，口内炎， ぬぐい液 8. 19 Human herpes virus 6

73 2 男 感染性胃腸炎 38℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 8. 19 Norovirus GII NT
74 1 男 感染性胃腸炎 37℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 8. 21 Norovirus GII NT
75 2 男 手足口病 口内炎， ぬぐい液 8. 24 Human herpes virus 6
76 7ヶ月 女 感染性胃腸炎 37℃，下痢， ふん便 8. 28 Norovirus GII NT
77 1 男 感染性胃腸炎 37℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 8. 28 Norovirus GII NT
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病 原 体 検 出 状 況
臨床診断名 病原微生物

2017年 2017年
総計1 2 3 4 5 6 7 8

A 群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

Streptococcus agalactiae 1 1
Streptococcus　pyogenes T1 1 1
Streptococcus　pyogenes Untypable 2 1 3
Echovirus 9 1 1

計 4 1 1 6

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 22 19 7 6 4 58
Influenza virus A H1pdm09 2 2 1 1 6
Influenza virus B /Victoria 1 2 1 1 5
Influenza virus B Yamagata 1 1 1 3

計 25 24 9 9 1 4 72

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 1 1 2
Adenovirus 3 1 1
Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 6 1 1

計 1 4 1 6

感染性胃腸炎

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 2 2
Adenovirus 41 1 1 2
Astrovirus NT 2 2
Coxsackievirus B1 1 1
Coxsackievirus B4 1 1
Echovirus 9 2 2
Echovirus 25 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Norovirus GII NT 9 3 3 9 24
Rhinovirus 1 1
Rotavirus group AG3 2 2
Rotavirus group AG9 2 2
Rotavirus group A NT 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1 1 3
Staphylococcus aureus Ⅴ 1 1
Salmonella Thompson 1 1

計 13 5 8 1 3 5 13 48

ヘルパンギーナ

Adenovirus 2 1 1
Coxsackievirus A6 4 2 6
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 1

計 5 3 1 9

手足口病

Adenovirus 2 1 1
Coxsackievirus A6 8 16 10 2 36
Cytomegalovirus 1 1 2
Echovirus 7 2 2
Echovirus 9 1 2 1 4
Human herpes virus 6 1 1 2

計 12 18 13 4 47
流行性角結膜炎 Adenovirus 2

計

伝染性紅斑
Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 7 1 1 2
human parvovirus B19 1 1

計 1 1 1 1 4

百日咳
Bordetella parapertussis
Bordetella pertussis 2 1 2 1 1 1 8
Mycoplasma pneumoniae 2 2 4

計 4 3 2 1 1 1 12
流行性耳下腺炎 Mumps virus

計

無菌性髄膜炎

Echovirus 9 2 2 4
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 3 4
Varicella-zoster virus 1 1 2

計 1 2 1 5 2 11
マイコプラズマ肺炎 Mycoplasma pneumoniae

計

RS ウイルス感染症
Respiratory syncytial virus A
Respiratory syncytial virus B 1 1
Coxsackievirus B4 1 1

計 2 2
水痘 計

突発性発疹
Coxsackievirus A4
Cytomegalovirus 1 1
Human herpes virus 6 1 2 3

計 1 1 2 4

その他

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 2 2
Adenovirus 3 1 1
Adenovirus 4 1 1
Coxsackievirus A2 1 1
Coxsackievirus A6 3 3 6
Cytomegalo virus 3 2 1 1 7
Echovirus 3 1 1
Echovirus 7 3 5 1 9
Echovirus 9 3 8 8 19
Epstein-Barr virus 1 1 1 3
Human herpes virus 6 1 1 2 1 1 6
Human herpes virus 7 2 1 1 1 1 6
Human metapneumovirus 1 1 2
Norovirus GII NT 1 1
Parainfluenza virus 3 1 2 4 1 8
Respiratory syncytial virus A 1 1
Respiratory syncytial virus B 1 1 2
Rhinovirus 1 1 1 1 3 2 1 10
Sapovirus genogroup unknown 1 1
Varicella-zoster virus 1 1

計 12 5 3 7 16 12 21 13 89
総計 56 43 26 21 36 42 47 39 310
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高知県感染症情報月報　2017年 9 月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 1 1 17

小児科

咽 頭 結 膜 熱 5 4 20 3 16 48 49 153

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 2 10 67 6 3 15 103 149 117

感 染 性 胃 腸 炎 31 82 208 12 35 8 376 389 378

水 　 　 　 痘 2 14 4 3 2 25 34 60

手 足 口 病 17 33 13 2 24 89 208 27

伝 染 性 紅 斑 1 1 6 36

突 発 性 発 疹 1 9 23 3 2 3 41 37 62

百  日  咳 1 20

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 2 15 1 1 17 36 65 50

流 行 性 耳 下 腺 炎 2 6 8 9 85

RSウ イ ル ス 感 染 症 4 51 295 36 33 241 660 270 87

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 1 5

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 3 3 1 2

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ 1

淋 菌 感 染 症 1

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎 4

無 菌 性 髄 膜 炎 3

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 3 3 2 45

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎　　　  　　　
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 2 2 1 2

感 染 性 胃 腸 炎　　　　　　　
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 2

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 8 2 19 6 35 31 15

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎　　　　　　　　　　　
球 菌 感 染 症
薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 51 182 709 75 82 332 1,431 1,271 1,154

前　　　　月 56 253 617 78 58 209

前 年 同 月 52 201 596 97 72 136

小児科定点数 2 7 11 3 2 5



105

2017年 9 月
全 国 情 報（ 9 月 4 日～10月 1 日）

　第36週（ 9 月 4 日～）から第39週（～10月 1 日）
までの 4 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．全国における 9 月の上位 6 疾患の合計は
49.46で 8 月の 4 週間換算値62.96に比べて減少した．
減少の原因は，夏の感染症である手足口病とヘルパ
ンギーナの先月に続いての減少である．一方で，注
目されるのは，冬に流行ることが多いRSウイルスの
早い流行である． 1 位は手足口病で13.08（ 8 月 1 位
4 週換算値26.90）と半減した． 2 位が感染性胃腸炎
で12.29（同 2 位12.79）と横ばいだった． 3 位がRS
ウイルス感染症で11.32（同 3 位8.26）と増加した．
4 位はA群溶血性レンサ球菌咽頭炎で5.72（同 5 位
4.67）と増加， 5 位は流行性角結膜炎で3.88（同 6
位3.73）と横ばいだった． 6 位がヘルパンギーナで
3.17（同 4 位6.62）と半減した．

表 1 　各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 36 週 37 週 38 週 39 週 計
1 手 足 口 病 4.17 3.88 2 .67 2 .36 13.08
2 感 染 性 胃 腸 炎 3.32 3.29 2 .60 3 .08 12.29
3 RS ウ イ ル ス 感 染 症 3.21 3.34 2 .49 2 .28 11.32
4 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.45 1.54 1 .20 1 .53 5 .72
5 流 行 性 角 結 膜 炎 0.98 1.00 0 .85 1 .05 3 .88
6 ヘ ル パ ン ギ ー ナ 1.06 0.97 0 .56 0 .58 3 .17

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の 9 月の上位 6 疾患の合計は43.90で 8 月の
4 週間換算値30.13と比べて増加したが，全国より
少なかった（表 2 ）．増加の原因はRSウイルス感染
症の爆発的流行である．RSウイルスは季節外れの流
行であるのに過去10年間で月間報告数が最多であっ
た．都道府県別では定点当たりで，徳島県，熊本県，
宮崎県，島根県，福井県，山形県に次いで 7 番目に
多い報告であった．全国的に特筆すべき大流行と
なっている．
　 1 位はRSウイルス感染症で22.00（ 8 月 2 位 4 週
間換算で7.21）と 3 倍に増加し全国よりも多かった．
2 位は感染性胃腸炎で12.53（同 1 位10.37）と増加
し全国と同等だった． 3 位はA群溶血性レンサ球菌
咽頭炎で3.44（同 4 位3.98）と少し減少し全国より
も少なかった． 4 位は手足口病で2.97（同 3 位5.54）
と減少し全国よりも少なかった． 5 位は咽頭結膜熱
で1.60（同 6 位1.30）， 6 位は突発性発疹で1.36（同
7 位0.98）といずれも少し増加で，全国よりも少し
少なかった．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 36 週 37 週 38 週 39 週 計
1 RS ウ イ ル ス 感 染 症 4.07 6.20 6 .73 5 .00 22.00
2 感 染 性 胃 腸 炎 3.63 3.63 2 .50 2 .77 12.53
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0.70 0.90 0 .97 0 .87 3 .44
4 手 足 口 病 0.67 1.20 0 .67 0 .43 2 .97
5 咽 頭 結 膜 熱 0.13 0.50 0 .57 0 .40 1 .60
6 突 発 性 発 疹 0.30 0.20 0 .43 0 .43 1 .36

2 ．全体の傾向
　麻しん，風しんの報告無し．

3 ．主な疾患の発生状況
1 ）インフルエンザ

　 報 告 数　 1 名（ 8 月　17名 ）． 8 月 に はA型　
H3　NTが 4 件検出され，まとまった数が報告さ
れたが，流行は拡大せず，夏季休暇の人の移動に
伴う一時的な散発発症にとどまった．ウイルスは
検出されていない．

2 ）咽頭結膜熱
　報告数　48名（ 8 月　49名）．この時期として
は平年並みの数である．幡多，安芸，高知市，須崎，
中央東から表記の順に多く報告された．咽頭結膜
熱からウイルスは検出されていないが，感染性胃
腸炎の 1 歳児からアデノウイルス 2 型が 1 件検出
された．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　報告数　103名（ 8 月　149名）．2014年10月以
降多い報告数が続き，2015年12月以降は2016年
3 月に至るまで，同時期として過去10年間では最
大の流行となった．2016年 5 月以降にいったん沈
静化したが， 9 月以降には再びゆるやかに増加し
100台で推移し，11月－ 1 月は平年並みの数となっ
ていた． 2 月に再び増加し， 3 月以降も多い数字
で推移している．県下全域から報告があり，高知
市，幡多，中央西からの報告が多い．細菌は検出
されていない．

4 ）感染性胃腸炎
　 報 告 数　376名（ 8 月　389名 ）． こ の 時 期 と
し て ほ ぼ 例 年 通 り の 報 告 数 で， 県 下 全 域 か ら
報告があり，とくに高知市，須崎，安芸，中央
東 か ら の 報 告 が 多 い． 病 原 体 と し て， 先 月 に
つ づ きNorovirus GⅡ が 4 件 検 出 さ れ， ほ か に
Coxackievirus B4が 2 件，Adenovirus 2 型が 1
件検出された．

5 ）水痘
　 報 告 数　25名（ 8 月　34名 ）． 須 崎， 中 央 西，
高知市，幡多，中央東から表記の順に多く報告さ
れた．2014年10月からの水痘ワクチン定期化の効
果で，少ない数字で推移していたが，昨年12月は
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155名と大幅に増加，以後は減少，増減はあるが
7 月以降は減少している．定期予防接種の恩恵を
受けていない 5 歳以上が10名（40％）を占めてい
た．ウイルスは検出されていない．

6 ）手足口病
　報告数　89名（ 8 月　208名）．初夏に流行が始
まる感染症で，今季は 5 月からとやや早い流行開
始となり，過去10年で最大の大流行となった． 7
月は同時期として過去10年間で2010年に次ぐ 2 番
目に多い報告数で，高知県全域で警報値 5 を大き
く超えていた． 8 月， 9 月と減少したが，幡多，
中央西，高知市，中央東では，まだ注意報値を超
えている．ウイルスはCoxackie A6が 5 月に 8 件，
6 月に16件， 7 月に10件， 8 月， 9 月に各 2 件検
出されており，今季の流行株である． 9 月は，加
えてCoxackie A16が 1 件検出された．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　 1 名（ 8 月　 6 名）．2015年以降，全
国的に例年に比べてやや多い数で推移していた
が， 6 月以降は同時期として平年並の報告数であ
る．中央東から 1 件報告された．Parvovirus B19
は検出されていない．

8 ）突発性発疹
　報告数　41名（ 8 月　37名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）百日咳
　報告数　 0 名（ 8 月　 1 名）． 9 月は報告が 1
例もなかった．

10）ヘルパンギーナ
　報告数　36名（ 8 月　65名）．同時期としては
平年並みの報告数だった．例年 6 － 7 月から流行
がみられるが，今季は 5 月から流行が開始し， 6
月に著増， 7 月にさらに増加したが，8月から減
少に転じた．安芸以外で報告があり，とくに幡多，
高知市の順に多かった． 9 月にウイルスは検出さ
れていない．

11）流行性耳下腺炎
　報告数　 8 名（ 8 月　 9 名）．高知市と中央東
から表記の順に多く報告された．ウイルスは検出
されていない．

12）RSウイルス感染症
　報告数　660名（ 8 月　270名）． 8 月よりもさ
らに増加し，爆発的な流行となった．やや季節外

れの流行であるにも関わらず，過去10年間で月間
報告数が最多であった．都道府県別では定点当た
りで，徳島県，熊本県，宮崎県，島根県，福井県，
山形県に次いで 7 番目に多い報告である．全国的
に特筆すべき大流行となっている．筆者の医療施
設では過去 7 年間で最大の月間小児科入院数を記
録し，その半数以上がRSウイルス感染症だった．
　県下全域から報告されたが，特に幡多，高知市，
須崎，中央西の順に多く報告された．ウイルスは，
高熱，咳嗽を伴う気道感染症の 1 歳児と下痢と咳
嗽を伴う不明発疹症の 2 歳児，高熱，咳嗽を伴う
気道感染症の 2 歳児から，それぞれRSウイルスA
が検出されている． 7 月にはRSウイルスBが検出
されていたが，このたびの大流行の主たるRSウイ
ルス株はAの可能性が高い．夏季に流行が起きて
も冬季に再度流行する年が多いので，今後も注目
していく必要がある．

13）流行性角結膜炎
　報告数　 0 名（ 8 月　 1 名）．ここ 3 年間は一
桁で推移している．

14）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 8 月　 0 名）． 1 年に10名前後
の数で推移している．乳児を対象としたHibと肺
炎球菌ワクチンの定期接種がはじまって以降はこ
れらを原因菌とする小児例の報告はない．

15）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 8 月　 0 名）． 8 月に続いて報
告がなかった．今季は無菌性髄膜炎の患児から，
Echovirus 9 型が 4 件検出された．

16）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 3 名（ 8 月　 2 名）．高知市から報告
があった．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
17）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　35名（ 8 月　31名）．例年並みの数で
推移している．

18）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症　
　報告数　 0 名（ 8 月　 0 名）．2017年は 3 月に
1 例報告されている．2014年は計 4 例，2015年，
2016年は各 1 例報告があった．

高知県感染症発生動向調査部会
　前田　　明彦
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高知県における月別全数報告疾患（平成29年 9 月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 83 1,523

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 83 1,523

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 2 27
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 191

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 2 226

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 1 3
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 1 75
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 3 54
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 6 149
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 1 9
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 4 28

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 16 373

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 5 41
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 2 56
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 16 63
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 1 29
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 7
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 1 4
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 17
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 1 14
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 6 65
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 4 13
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 17 50
水痘（入院例に限る） 2 1 3
播種性クリプトコックス症 1 2 3
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 1 30
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 13 147
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 69 564

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 170 2,721
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　 9 月はウイルス44件，細菌 4 件の搬入があり，そのうちウイルス22件，細菌 1 件の病原体を検出し，また，平
成29年 8 月に搬入された検体でウイルス 7 件， 7 月に搬入された検体で 1 件を検出した．検出ウイルスの内訳は，
Adenovirus 2 1 件，Adenovirus 3 1 件，Coxsackievirus A6 2 件，Coxsackievirus A16 1 件，Coxsackievirus 
B4 2 件，Cytomegalovirus 1 件，Echovirus 3 1 件，Echovirus 9 1 件，Enterovirus NT 3 件，Herpes 
simplex virus 1 1 件，Human herpes virus 6 4 件，Human herpes virus 7 2 件，Norovirus GII NT 4 件，
Parainfluenza virus 2 1 件，Parainfluenza virus 3 1 件，Parechovirus 1 1 件，Respiratory syncytial virus A 
3 件，また，細菌の内訳はBordetella pertussis 1 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 1 女 熱性痙攣 40℃，咳嗽，上気道炎， ふん便 7. 11 Human herpes virus 6

2 2 女 ヘルペス性歯肉口内炎？ヘル
パンギーナ？ 39℃，口内炎， ぬぐい液 8. 19 Herpes simplex virus 1

3 11ヶ月 女 不明発疹症 39℃，発疹， ぬぐい液 8. 21 Echovirus 9
4 2 男 手足口病 口内炎， ぬぐい液 8. 24 Cytomegalovirus

5 1 女 胃腸炎 40℃，下痢，嘔吐，嘔気，咳嗽，
上気道炎，発疹， ふん便 8. 27

Echovirus 3
Parechovirus 1

6 2 女 不明発疹症 37℃，発疹， ぬぐい液 8. 28 Human herpes virus 6
7 1 男 感染性胃腸炎 38℃，下痢，咳嗽，上気道炎， ふん便 8. 29 Adenovirus 3
8 11ヶ月 男 手足口病 39℃，発疹，口内炎， ぬぐい液 8. 30 Coxsackievirus A6
9 1 男 感染性胃腸炎 嘔吐，嘔気， ふん便 8. 31 Coxsackievirus B4
10 6ヶ月 男 不明熱 38℃，下痢， ぬぐい液 9.  1 Enterovirus NT
11 4 女 感染性胃腸炎 37℃，下痢，嘔吐，嘔気，腹痛， ふん便 9.  2 Norovirus GII NT
12 1 女 不明熱 41℃， ぬぐい液 9.  2 Enterovirus NT
13 1 男 不明発疹症 37℃，咳嗽，発疹， ぬぐい液 9.  2 Human herpes virus 6
14 7ヶ月 男 不明発疹症 39℃，下痢，発疹， ぬぐい液 9.  2 Human herpes virus 6
15 1 男 不明発疹症 37℃，咳嗽，発疹， ぬぐい液 9.  2 Parainfluenza virus 3

16 1 女 感染性胃腸炎、扁桃炎 39℃，下痢，腹痛，
ふん便 8. 31

Adenovirus 2
ぬぐい液 9.  4

17 1 女 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 9.  4 Norovirus GII NT
18 1 男 呼吸器感染症 40℃，咳嗽，肺炎， ぬぐい液 9.  4 Respiratory syncytial virus A
19 4 女 不明発疹症 38℃，発疹， ぬぐい液 9.  4 Human herpes virus 7
20 3ヶ月 男 － 40℃，咳嗽， 後鼻腔ぬぐい液 9.  5 Parainfluenza virus 2
21 2 男 感染性胃腸炎 38℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 9.  6 Norovirus GII NT
22 1 男 感染性胃腸炎 39℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 9.  6 Norovirus GII NT
23 4 男 呼吸器感染症 上気道炎， 鼻咽腔ぬぐい液 9.  7 Enterovirus NT
24 2 女 感染性胃腸炎 41℃， ふん便 9. 11 Coxsackievirus B4
25 3ヶ月 男 手足口病 38℃，発疹， ぬぐい液 9. 11 Coxsackievirus A6
26 6 女 不明発疹症 36℃，発疹， ぬぐい液 9. 11 Human herpes virus 7
27 2 男 不明発疹症 下痢，咳嗽，発疹， ぬぐい液 9. 12 Respiratory syncytial virus A
28 12 男 百日咳 疑い 咳嗽， ぬぐい液 9. 13 Bordetella pertussis
29 2 男 手足口病 38℃，口内炎， ぬぐい液 9. 16 Coxsackievirus A16
30 2 女 気管支炎 39℃，咳嗽，気管支炎， ぬぐい液 9. 22 Respiratory syncytial virus A
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病 原 体 検 出 状 況
臨床診断名 病原微生物 2017 年 2017 年

総計1 2 3 4 5 6 7 8 9

A 群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

Streptococcus agalactiae 1 1
Streptococcus　pyogenes T1 1 1
Streptococcus　pyogenes Untypable 2 1 3
Echovirus 9 1 1

計 4 1 1 6

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 22 19 7 6 4 58
Influenza virus A H1pdm09 2 2 1 1 6
Influenza virus B /Victoria 1 2 1 1 5
Influenza virus B Yamagata 1 1 1 3

計 25 24 9 9 1 4 72

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 1 1 2
Adenovirus 3 1 1
Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 6 1 1

計 1 4 1 6

感染性胃腸炎

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 2 1 3
Adenovirus 3 1 1
Adenovirus 41 1 1 2
Astrovirus NT 2 2
Coxsackievirus B1 1 1
Coxsackievirus B4 1 2 3
Echovirus 9 2 2
Echovirus 25 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Norovirus GII NT 9 3 3 9 4 28
Rhinovirus 1 1
Rotavirus group AG3 2 2
Rotavirus group AG9 2 2
Rotavirus group A NT 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1 1 3
Staphylococcus aureus Ⅴ 1 1
Salmonella Thompson 1 1

計 13 5 8 1 3 5 14 7 56

ヘルパンギーナ

Adenovirus 2 1 1
Coxsackievirus A6 4 2 6
Coxsackievirus A10
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 1
Human metapneumovirus

計 5 3 1 9

手足口病

Adenovirus 2 1 1
Coxsackievirus A6 8 16 10 2 2 38
Coxsackievirus A16 1 1
Cytomegalovirus 1 1 1 3
Enterovirus NT
Echovirus 7 2 2
Echovirus 9 1 2 1 4
Human herpes virus 6 1 1 2
Human herpes virus 7

計 12 18 13 5 3 51

流行性角結膜炎 Adenovirus 2
計

伝染性紅斑

Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 7 1 1 2
human parvovirus B19 1 1

計 1 1 1 1 4

百日咳

Bordetella parapertussis
Bordetella pertussis 2 1 2 1 1 1 1 9
Mycoplasma pneumoniae 2 2 4

計 4 3 2 1 1 1 1 13

流行性耳下腺炎 Mumps virus
計

無菌性髄膜炎

Coxsackievirus B3
Cytomegalovirus
Echovirus 6
Echovirus 9 2 2 4
Echovirus 30
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 3 4
Mumps virus
Parechovirus 3
Parainfluenza virus 3
Varicella-zoster virus 1 1 2

計 1 2 1 5 2 11

マイコプラズマ肺炎 Mycoplasma pneumoniae
計

RS ウイルス感染症

Respiratory syncytial virus A
Respiratory syncytial virus B 1 1
Coxsackievirus B4 1 1

計 2 2

水痘 計

突発性発疹

Coxsackievirus A4
Cytomegalovirus 1 1
Human herpes virus 6 1 2 3

計 1 1 2 4

その他

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 2 2
Adenovirus 3 1 1
Adenovirus 4 1 1
Coxsackievirus A2 1 1
Coxsackievirus A6 3 3 6
Cytomegalo virus 3 2 1 1 7
Echovirus 3 1 1 2
Echovirus 7 3 5 1 9
Echovirus 9 3 8 9 20
Enterovirus NT 3 3
Epstein-Barr virus 1 1 1 3
Herpes simplex virus 1 1 1
Human herpes virus 6 1 1 2 2 2 2 10
Human herpes virus 7 2 1 1 1 1 2 8
Human metapneumovirus 1 1 2
Norovirus GII NT 1 1
Parainfluenza virus 2 1 1
Parainfluenza virus 3 1 2 4 1 1 9
Parechovirus 1 1 1
Respiratory syncytial virus A 1 3 4
Respiratory syncytial virus B 1 1 2
Rhinovirus 1 1 1 1 3 2 1 10
Sapovirus genogroup unknown 1 1
Varicella-zoster virus 1 1

計 12 5 3 7 16 12 22 18 12 107
総計 56 43 26 21 36 42 48 46 23 341
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高知県感染症情報月報　2017年10月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 3 3 1

小児科

咽 頭 結 膜 熱 3 12 1 2 6 24 48 128

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 4 8 115 5 18 14 164 103 108

感 染 性 胃 腸 炎 26 66 166 14 12 60 344 376 420

水 　 　 　 痘 1 5 15 8 11 2 42 25 39

手 足 口 病 12 58 3 21 94 89 52

伝 染 性 紅 斑 1 27

突 発 性 発 疹 1 13 17 5 6 42 41 47

百  日  咳 3 3 9

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 4 8 29 2 1 44 36 29

流 行 性 耳 下 腺 炎 5 1 6 8 99

RSウ イ ル ス 感 染 症 2 83 191 21 24 61 382 660 183

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 2 2

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 1 1 2 3

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ 1

淋 菌 感 染 症 1 1

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎 1 1

無 菌 性 髄 膜 炎 1

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 3 2 5 3 39

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎　　　  　　　
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 2 2 2

感 染 性 胃 腸 炎　　　　　　　
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 1 1 1

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 12 1 12 4 29 35 23

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎　　　　　　　　　　　
球 菌 感 染 症
薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 50 203 632 59 67 180 1,191 1,431 1,206

前　　　　月 51 182 709 75 82 332

前 年 同 月 51 301 615 76 43 120

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2017年10月
全 国 情 報（10月 2 日～10月29日）

　第40週（10月 2 日～）から第43週（～10月29日）
までの 4 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．全国における10月の上位 6 疾患の合計は
38.67で 9 月の49.46に比べて減少した．減少の原因
は，手足口病とRSウイルス感染症の減少である．時
期の早い大流行がみられたRSウイルスは減少した．
1 位は感染性胃腸炎で13.00（ 9 月 2 位12.29）と横
ばいだった． 2 位は手足口病で7.83（同 1 位13.08）
と減少， 3 位がA群溶血性レンサ球菌咽頭炎で6.88

（同 4 位5.72）と少し増加した． 4 位はRSウイルス
感染症で5.96（同 3 位11.32）と減少， 5 位は流行性
角結膜炎で3.20（同 5 位3.88）と減少し， 6 位は咽
頭結膜熱で1.80（同 7 位1.76）と横ばいだった．

表 1 　各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 40 週 41 週 42 週 43 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 3.15 2.86 3 .36 3 .63 13.00
2 手 足 口 病 2.12 1.86 1 .78 2 .07 7 .83
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.67 1.44 1 .80 1 .97 6 .88
4 RS ウ イ ル ス 感 染 症 1.95 1.46 1 .26 1 .29 5 .96
5 流 行 性 角 結 膜 炎 0.85 0.79 0 .82 0 .74 3 .20
6 咽 頭 結 膜 熱 0.44 0.39 0 .44 0 .53 1 .80

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の10月の上位 6 疾患の合計は35.69で 9 月
の43.90と比べて減少し，全国よりも少なかった（表
2 ）．減少の原因は，先月爆発的流行がみられたRS
ウイルス感染症の減少である．RSウイルスは季節外
れの流行であるのに， 9 月は過去10年間で月間報告
数が最多であった．
　 1 位はRSウイルス感染症で12.73（ 9 月 1 位22.00）
と減少し全国よりも多かった． 2 位は感染性胃腸炎
で11.47（同 2 位12.53）と横ばいで全国より少し少
なかった．3 位はA群溶血性レンサ球菌咽頭炎で5.47

（同 3 位3.44）と少し増加，4 位は手足口病で3.14（同
4 位2.97）と横ばい， 5 位はヘルパンギーナで1.47

（同 7 位1.19）と増加， 6 位は突発性発疹で1.41（同
6 位1.36）と横ばいで，いずれも全国よりも少なかっ
た．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 40 週 41 週 42 週 43 週 計
1 RS ウ イ ル ス 感 染 症 4.10 2.50 2 .80 3 .33 12.73
2 感 染 性 胃 腸 炎 2.87 2.53 2 .60 3 .47 11.47
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.80 1.00 1 .27 1 .40 5 .47
4 手 足 口 病 0.57 0.60 1 .00 0 .97 3 .14
5 ヘ ル パ ン ギ ー ナ 0.27 0.20 0 .57 0 .43 1 .47
6 突 発 性 発 疹 0.37 0.20 0 .27 0 .57 1 .41

2 ．全体の傾向
　　麻しん，風しんの報告無し．
3 ．主な疾患の発生状況

1 ）インフルエンザ
　報告数　 3 名（ 9 月　 1 名）．中央東から 3 件
報告があった． 8 月にはA型　H3　NTが 4 件検
出され，まとまった数が報告されたが，流行は拡
大せず，夏季休暇の人の移動に伴う一時的な散発
発症にとどまった．ウイルスは検出されていない．

2 ）咽頭結膜熱
　報告数　24名（ 9 月　48名）．この時期として
は平年並みの数である．幡多，高知市，須崎，中
央東，中央西から表記の順に多く報告された．ウ
イルスは検出されていない．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　報告数　164名（ 9 月　103名）．平年並みの報
告数に落ち着いている．県下全域から報告があり，
高知市，須崎からの報告が多い．細菌は検出され
ていない．

4 ）感染性胃腸炎
　報告数　344名（ 9 月　376名）．この時期とし
てほぼ例年通りの報告数で，県下全域から報告が
あり，とくに高知市，安芸，幡多からの報告が多
い．病原体として，先月につづきNorovirus GⅡ
が 1 件 検 出 さ れ， ほ か にParecho virusが 1 件，
Sapovirusが 1 件検出された．

5 ）水痘
　報告数　42名（ 9 月　25名）．県下全域から報
告があり，須崎，中央西，高知市から多く報告さ
れた．2014年10月からの水痘ワクチン定期化の効
果で，少ない数字で推移していたが，昨年12月は
155名と大幅に増加したが，その後減少し変動し
ながら推移している．定期予防接種の恩恵を受け
ていない 0 歳児と 5 歳以上が23名（55％）を占め
ていた．ウイルスは検出されていない．

6 ）手足口病
　報告数　94名（ 9 月　89名）．初夏に流行が始
まる感染症で，今季は 5 月からとやや早い流行開
始となり，過去10年で最大の流行となった． 7 月
は同時期として過去10年間で2010年に次ぐ 2 番目
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に多い報告数で，高知県全域で警報値 5 を大きく
超えていた． 8 月以降は徐々に減少したが10月に
下げ止まりとなった．高知市では5.28とまだ注意
報値を超えている．高知市，幡多，中央東，中央
西の順で多く報告された．ウイルスはCoxackie 
A6が 5 月に 8 件，6 月に16件，7 月に10件，8 月，
9 月に各 2 件検出され， 9 月はCoxackie A16が
1 件，10月はEnterovirus 71が 2 件検出された．
Enterovirus 71は脳幹脳炎を起こすことがあり，
今後このウイルスによる手足口病が増加しない
か，注意深く見守る必要がある．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　 0 名（ 9 月　 1 名）．2015年以降，全
国的に例年に比べてやや多い数で推移していた
が， 6 月以降は同時期として平年並の報告数で，
1 カ月の報告が 1 例もなかったのは 8 年ぶりであ
る．

8 ）突発性発疹
　報告数　42名（ 9 月　41名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）百日咳
　報告数　 3 名（ 9 月　 0 名）．高知市から 7 ～
14歳の小児例が 3 例報告された．

10）ヘルパンギーナ
　報告数　44名（ 9 月　36名）．例年 6 － 7 月か
ら流行がみられるが，今季は 5 月から流行が開始
し， 6 月 7 月と増加， 8 月から減少に転じていた
が10月に再び増加に転じた．須崎以外で報告が
あり，とくに高知市，安芸で多かった．10月に
Coxackievirus A10が 1 件検出されている．

11）流行性耳下腺炎
　報告数　 6 名（ 9 月　 8 名）．高知市と幡多か
ら表記の順に多く報告された．ウイルスは検出さ
れていない．

12）RSウイルス感染症
　報告数　382名（ 9 月　660名）． 8 － 9 月と季

節外れの爆発的流行となった． 9 月は過去10年間
で月間報告数が最多であったが10月は減少に転じ
た．県下全域から報告されたが，特に高知市，幡
多，須崎，中央東の順に多く報告された．ウイル
スは，RSウイルスA，Bが各 1 件検出されている．
7 月以降に検出されたウイルスを集計するとRSウ
イルスAが 4 件，Bが 2 件であった．夏季に流行
が起きても冬季に再度流行する年が多いので，今
後も注目していく必要がある．

13）流行性角結膜炎
　報告数　 2 名（ 9 月　 0 名）．ここ 3 年間は一
桁で推移している．

14）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 1 名（ 9 月　 0 名）．中央東から50歳
代前半の例が報告された． 1 年に10名前後の数で
推移している．乳児を対象としたHibと肺炎球菌
ワクチンの定期接種がはじまって以降はこれらを
原因菌とする小児例の報告はない．

15）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　 報 告 数　 0 名（ 9 月　 0 名 ）． 8 月 以 降 は 報
告 が な い． 今 季 は 無 菌 性 髄 膜 炎 の 患 児 か ら，
Echovirus 9 型が 4 件検出された．

16）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 5 名（ 9 月　 3 名）．幡多と高知市か
ら報告があった．

基幹定点の月報疾患
17）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　29名（ 9 月　35名）．例年並みの数で
推移している．

18）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症　
　報告数　 0 名（ 9 月　 0 名）．2017年は 3 月に
1 例報告されている．2014年は計 4 例，2015年，
2016年は各 1 例報告があった．

高知県感染症発生動向調査部会
　　前田　　明彦
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高知県における月別全数報告疾患（平成29年10月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 99 1,539

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 99 1,539

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 2 27
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 2 193

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 4 228

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 1 3
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 1 75
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 4 55
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 6 149
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 1 9
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 4 28

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 17 374

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 5 41
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 2 56
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 16 63
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 2 30
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 7
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 1 4
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 17
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 2 15
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 6 65
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 4 13
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 17 50
水痘（入院例に限る） 2 1 3
播種性クリプトコックス症 1 2 3
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 1 30
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 19 153
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 77 572

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 197 2,748
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　10月はウイルス32件，細菌 5 件の搬入があり，そのうちウイルス14件の病原体を検出し，また，平成29年 9 月に
搬入された検体でウイルス 3 件， 8 月に搬入された検体で 1 件を検出した．検出ウイルスの内訳は，Adenovirus 
2 1 件，Adenovirus B 1 件，Coxsackievirus A2 1 件，Coxsackievirus A10 1 件，Cytomegalovirus 1
件，Enterovirus 71 3 件，Human herpes virus 6 4 件，Norovirus GII NT 2 件，Parecho virus 1 1 件，
Respiratory syncytial virus A 1 件，Respiratory syncytial virus B 1 件，Sapovirus genogroup unknown 1 件
であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 6 男 ウイルス性出血性膀胱炎 血尿 尿 8. 28 Adenovirus B
2 2 女 感染性胃腸炎 37℃，下痢，嘔吐，嘔気，腹痛， ふん便 9. 19 Norovirus GII NT
3 3 女 不明熱 41℃， ぬぐい液 9. 19 Adenovirus 2
4 6 男 手足口病 － ぬぐい液 9. 22 Enterovirus 71

5 1 女 急性気管支炎 38℃，咳漱，上気道炎，下気
道炎，気管支炎， ぬぐい液 9. 25 Coxsackievirus A2

6 3 男 不明熱（ヘルペス？） 41℃，口内炎， ぬぐい液 9. 27 Cytomegalovirus
7 2 女 手足口病 発疹， ぬぐい液 10 .  3 Enterovirus 71
8 8ヶ月 女 ヘルパンギーナ 38℃，上気道炎，口内炎， ぬぐい液 10 .  4 Coxsackievirus A10
9 1 男 不明発疹症 40℃，発疹， ぬぐい液 10 .  4 Human herpes virus 6
10 1 男 手足口病 39℃，下痢，発疹， ぬぐい液 10 .  5 Human herpes virus 6
11 10ヶ月 男 手足口病疑い 38℃，発疹，口内炎， ぬぐい液 10 .  5 Human herpes virus 6

12 1 男 不明発疹症 39℃，咳漱，発疹， ぬぐい液 10 . 12
Human herpes virus 6
Respiratory syncytial virus A

13 1 男 感染性胃腸炎 39℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 10 . 13
Norovirus GII NT
Sapovirus genogroup unknown

14 4ヶ月 女 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 10 . 13 Parecho virus 1
15 0ヶ月 男 手足口病 39℃， ふん便 10 . 16 Enterovirus 71
16 1 男 インフルエンザ様疾患 39℃，気管支炎， 鼻汁 10 . 23 Respiratory syncytial virus B
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病 原 体 検 出 状 況
臨床診断名 病原微生物 2017年 2017年

総計1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

A 群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

Streptococcus agalactiae 1 1
Streptococcus　pyogenes T1 1 1
Streptococcus　pyogenes Untypable 2 1 3
Echovirus 9 1 1

計 4 1 1 6

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 22 19 7 6 4 58
Influenza virus A H1pdm09 2 2 1 1 6
Influenza virus B /Victoria 1 2 1 1 5
Influenza virus B Yamagata 1 1 1 3

計 25 24 9 9 1 4 72

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 1 1 2
Adenovirus 3 1 1
Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 6 1 1

計 1 4 1 6

感染性胃腸炎

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 2 1 3
Adenovirus 3 1 1
Adenovirus 41 1 1 2
Astrovirus NT 2 2
Coxsackievirus B1 1 1
Coxsackievirus B4 1 2 3
Echovirus 9 2 2
Echovirus 25 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Norovirus GII NT 9 3 3 9 5 1 30
Parecho virus 1 1 1
Rhinovirus 1 1
Rotavirus group AG3 2 2
Rotavirus group AG9 2 2
Rotavirus group A NT 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1 1 1 4
Staphylococcus aureus Ⅴ 1 1
Salmonella Thompson 1 1

計 13 5 8 1 3 5 14 8 3 60

ヘルパンギーナ

Adenovirus 2 1 1
Coxsackievirus A6 4 2 6
Coxsackievirus A10 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 1
Human metapneumovirus

計 5 3 1 1 10

手足口病

Adenovirus 2 1 1
Coxsackievirus A6 8 16 10 2 2 38
Coxsackievirus A16 1 1
Cytomegalovirus 1 1 1 3
Enterovirus 71 1 2 3
Enterovirus NT
Echovirus 7 2 2
Echovirus 9 1 2 1 4
Human herpes virus 6 1 1 1 3
Human herpes virus 7

計 12 18 13 5 4 3 55
流行性角結膜炎 Adenovirus 2

計

伝染性紅斑
Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 7 1 1 2
human parvovirus B19 1 1

計 1 1 1 1 4

百日咳
Bordetella parapertussis
Bordetella pertussis 2 1 2 1 1 1 1 9
Mycoplasma pneumoniae 2 2 4

計 4 3 2 1 1 1 1 13
流行性耳下腺炎 Mumps virus

計

無菌性髄膜炎

Coxsackievirus B3
Cytomegalovirus
Echovirus 6
Echovirus 9 2 2 4
Echovirus 30
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 3 4
Mumps virus
Parechovirus 3
Parainfluenza virus 3
Varicella-zoster virus 1 1 2

計 1 2 1 5 2 11
マイコプラズマ肺炎 Mycoplasma pneumoniae

計

RS ウイルス感染症
Respiratory syncytial virus A
Respiratory syncytial virus B 1 1
Coxsackievirus B4 1 1

計 2 2
水痘 計

突発性発疹
Coxsackievirus A4
Cytomegalovirus 1 1
Human herpes virus 6 1 2 3

計 1 1 2 4

その他

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 2 1 3
Adenovirus 3 1 1
Adenovirus 4 1 1
Adenovirus B 1 1
Coxsackievirus A2 1 1 2
Coxsackievirus A6 3 3 6
Cytomegalo virus 3 2 1 1 1 8
Echovirus 3 1 1 2
Echovirus 7 3 5 1 9
Echovirus 9 3 8 9 20
Enterovirus NT 3 3
Epstein-Barr virus 1 1 1 3
Herpes simplex virus 1 1 1
Human herpes virus 6 1 1 2 2 2 2 3 13
Human herpes virus 7 2 1 1 1 1 2 8
Human metapneumovirus 1 1 2
Norovirus GII NT 1 1
Parainfluenza virus 2 1 1
Parainfluenza virus 3 1 2 4 1 1 9
Parechovirus 1 1 1
Respiratory syncytial virus A 1 3 1 5
Respiratory syncytial virus B 1 1 1 3
Rhinovirus 1 1 1 1 3 2 1 10
Sapovirus genogroup unknown 1 1
Varicella-zoster virus 1 1

計 12 5 3 7 16 12 22 19 13 7 116
総計 56 43 26 21 36 42 48 47 26 14 359
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高知県感染症情報月報　2017年11月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 3 5 3 3 14 3 31

小児科

咽 頭 結 膜 熱 12 2 2 16 24 97

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 15 23 113 4 7 32 194 164 146

感 染 性 胃 腸 炎 47 118 201 15 15 147 543 344 594

水 　 　 　 痘 7 29 12 14 3 65 42 68

手 足 口 病 6 23 80 3 2 114 94 17

伝 染 性 紅 斑 3 2 5 23

突 発 性 発 疹 1 9 28 4 2 2 46 42 37

百  日  咳 1 1 3 9

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 8 8 34 1 51 44 32

流 行 性 耳 下 腺 炎 1 4 1 1 7 6 80

RSウ イ ル ス 感 染 症 2 32 85 14 14 24 171 382 107

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 3 3 2 2

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 1 1 2 2

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ 1 1

淋 菌 感 染 症 1

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎 2 1 3 1

無 菌 性 髄 膜 炎

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 6 6 5 34

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎　　　  　　　
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 1 1 2 2

感 染 性 胃 腸 炎　　　　　　　
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 1 1 1 2

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 16 4 13 4 37 29 16

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎　　　　　　　　　　　
球 菌 感 染 症 1 1

薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 95 232 620 57 55 222 1,281 1,191 1,299

前　　　　月 50 203 632 59 67 180

前 年 同 月 48 357 610 112 82 90

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2017年11月
全 国 情 報（10月30日～12月 3 日）

　第44週（10月30日～）から第48週（～12月 3 日）
までの 5 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．全国における11月の上位 6 疾患の合計は 4
週間に換算すると45.78と10月の38.67に比べて増加
した．増加の原因は，感染性胃腸炎，インフルエン
ザ，A群溶血性レンサ球菌咽頭炎の増加である． 1
位は感染性胃腸炎で 4 週間換算で20.04と13.00（10
月 1 位）に比べて増加した． 2 位はA群溶血性レン
サ球菌咽頭炎で9.51（同 3 位6.88）と増加した． 3
位は手足口病で5.18（同 2 位7.83）と減少した． 4
位にインフルエンザが登場し，4.66（同12位0.98）
と増加した． 5 位がRSウイルス感染症で3.23（同 4
位5.96）と減少し，6 位は流行性角結膜炎で3.14（同
5 位3.20）と横ばいだった．

表 1 　各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 44 週 45 週 46 週 47 週 48 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 3.47 4.27 4 .89 5 .48 6 .94 25.05
2 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.88 2.19 2 .50 2 .44 2 .88 11.89
3 手 足 口 病 1.62 1.41 1 .28 1 .23 0 .94 6 .48
4 イ ン フ ル エ ン ザ 0.49 0.52 0 .77 1 .47 2 .58 5 .83
5 RS ウ イ ル ス 感 染 症 0.96 0.88 0 .76 0 .71 0 .73 4 .04
6 流 行 性 角 結 膜 炎 0.70 0.85 0 .83 0 .71 0 .84 3 .93

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の11月の上位 6 疾患の合計は 4 週間換算で
30.34で，10月の35.69と比べて減少し，全国よりも
少なかった（表 2 ）．減少の原因は， 8 － 9 月に爆
発的流行がみられたRSウイルス感染症がさらに減っ
たことである．全国で流行がはじまったと報じられ
たインフルエンザは，県下では 4 週換算で12位0.23
で10月の16位0.06に比べて増加してはいるが，流行
期に入ってはいない． 1 位は感染性胃腸炎で 4 週間
換算で14.47（10月 2 位11.47）と増加したが，全国
よりも少なかった． 2 位はA群溶血性レンサ球菌咽
頭炎で5.18（同 3 位5.47）と横ばいで，全国よりも
少なかった． 3 位はRSウイルス感染症で4.56（同 1
位12.73）と減少したが，全国よりも多かった． 4
位は手足口病で3.04（同 4 位3.14）と横ばいで全国
よりも少なかった． 5 位は水痘で1.74（同 7 位1.40）
と少し増加したが全国よりも少なかった． 6 位はヘ
ルパンギーナで1.36（同 5 位1.47）と横ばいで全国
よりも多かった．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 44 週 45 週 46 週 47 週 48 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 2.23 3.83 3 .80 4 .43 3 .80 18.09
2 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.27 1.50 1 .30 1 .07 1 .33 6 .47
3 RS ウイルス感染症 1.60 1.23 1 .17 0 .87 0 .83 5 .70
4 手 足 口 病 0.90 0.70 0 .67 1 .00 0 .53 3 .80
5 水 痘 0.43 0.27 0 .27 0 .63 0 .57 2 .17
6 ヘ ル パ ン ギ ー ナ 0.30 0.50 0 .33 0 .47 0 .10 1 .70

2 ．全体の傾向
　麻しん，風しんの報告無し．

3 ．主な疾患の発生状況
1 ）インフルエンザ

　 報 告 数　14名（10月　 3 名 ）． 中 央 西， 幡 多，
高知市，中央東から表記の順に多く報告された．
高知県は定点当たりの報告数は0.29で全国で最も
少なかった．報告が多いのは沖縄県22.73，長崎
県17.8，宮崎県12.11，福井県10.46，福岡県10.33，
愛媛県10.12，新潟県10.10，宮城県10.00などで，
本県でも流行開始は時間の問題である．今季，ウ
イルスは検出されていない．

2 ）咽頭結膜熱
　 報 告 数　16名（10月　24名 ）． 高 知 市， 須 崎，
幡多から表記の順に多く報告された．この時期と
しては平年並みの数である．ウイルスは検出され
ていない．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　 報 告 数　194名（10月　164名 ）． 平 年 並 み の
報 告 数 で あ る． 県 下 全 域 か ら 報 告 が あ り， 高
知 市， 安 芸， 幡 多 か ら の 報 告 が 多 い． 細 菌 は
Streptococcus pyogenes T4が 1 件 検 出 さ れ て い
る．

4 ）感染性胃腸炎
　報告数　543名（10月　344名）．この時期とし
てほぼ例年通りの報告数で，県下全域から報告
があり，とくに幡多，安芸，高知市，中央東か
らの報告が多い．病原体として，先月につづき
Norovirus GⅡが 1 件，Echovirus 3 型が 1 件検
出された．

5 ）水痘
　報告数　65名（10月　42名）．2014年10月から
の水痘ワクチン定期化の効果で，少ない数字で推
移していた．昨年12月は155名と大幅に増加した
が，その後減少し変動しながら推移している．須
崎，中央西，高知市，中央東，幡多から表記の順
に多く報告された．定期予防接種の恩恵を受けて
いない 0 歳児と 5 歳以上が30名で46％を占めてい
た．ウイルスは検出されていない．

6 ）手足口病
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　報告数　114名（10月　94名）．初夏に流行が始
まる感染症で，今季は 5 月からとやや早い流行開
始となり，過去10年で最大の流行となった． 7 月
は同時期として過去10年間で2010年に次ぐ 2 番目
に多い報告数で，高知県全域で警報値 5 を大きく
超えていた． 8 月以降は徐々に減少したが10月に
下げ止まり，11月は再び増加した．高知市では7.28
とまだ注意報値を超えている．高知市，中央東，
安芸，中央西，幡多から表記の順に多く報告され
た．ウイルスはCoxackievirus A6が 5 月に 8 件， 6
月に16件， 7 月に10件， 8 月， 9 月に各 2 件検出さ
れ， 9 月 はCoxackievirus A16が 1 件，Enterovirus 
71が 1 件，10月はEnterovirus 71が 4 件，11月は
Enterovirus 71が 1 件，Cytomegalovirusが 1 件検出
された．今季は 3 種類の原因ウイルスが流行した．
終盤の流行を形成したと推測されるEnterovirus 71
は脳幹脳炎を起こすことがあり，今後このウイルス
による手足口病が増加しないか，そして脳炎が発生
しないか，注意深く見守る必要がある．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　 5 名（10月　 0 名）．2015年以降，全
国的に例年に比べてやや多い数で推移していた
が， 6 月以降は同時期として平年並の報告数であ
る．幡多，高知市から報告された．ウイルスは検
出されていない．

8 ）突発性発疹
　報告数　46名（10月　42名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）百日咳
　報告数　 1 名（10月　 3 名）．須崎から10歳代
後半の 1 名が報告された．細菌は検出されていな
い．

10）ヘルパンギーナ
　報告数　51名（10月　44名）．例年 6 － 7 月か
ら流行がみられるが，今季は 5 月から流行が開始
し， 6 月 7 月と増加， 8 月から減少に転じていた
が，10月に続き11月も増加した．安芸，高知市，
中央東，中央西から表記の順に多く報告された．
Coxackievirus A10とCoxackievirus B5が各 1 件
検出されている．

11）流行性耳下腺炎
　報告数　 7 名（10月　 6 名）．高知市，中央西，

幡多，中央東から表記の順に多く報告された．ウ
イルスは検出されていない．

12）RSウイルス感染症
　報告数　171名（10月　382名）． 8 － 9 月と季
節外れの爆発的流行となった． 9 月は過去10年間
で月間報告数が最多であったが10月は減少に転じ
11月も半減した．県下全域から報告されたが，特
に高知市，須崎，幡多，中央西，中央東で多く報
告された．11月にウイルスは検出されていない．
7 月以降に検出されたウイルスを集計するとRSウ
イルスAが 5 件，Bが 3 件であった．夏季に流行
が起きても冬季に再度流行する年が多いので，今
後も注目していく必要がある．

13）流行性角結膜炎
　報告数　 3 名（10月　 2 名）．ここ 3 年間は一
桁で推移している．

14）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　 報 告 数　 3 名（10月　 1 名 ）．50歳 代 が 2 名，
70歳以上が 1 名報告された． 1 年に10名前後の数
で推移している．乳児を対象としたHibと肺炎球
菌ワクチンの定期接種がはじまって以降はこれら
を原因菌とする小児例の報告はない．

15）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　 報 告 数　 0 名（10月　 0 名 ）． 8 月 以 降 は
報告がない．今季は無菌性髄膜炎の患児から，
Echovirus 9 型が 4 件検出された．

16）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 6 名（10月　 5 名）．高知市から報告
された．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
17）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　37名（10月　29名）．例年並みの数で
推移している．

18）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症　
　報告数　 1 名（10月　 0 名）．2017年は 3 月の
1 例以来 2 例目の報告である．2014年は計 4 例，
2015年，2016年は各 1 例報告があった．

高知県感染症発生動向調査部会
　　前田　　明彦
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高知県における月別全数報告疾患（平成29年11月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 104 1,544

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 104 1,544

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 2 27
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 2 193

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 4 228

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 1 3
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 8 82
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 6 57
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 6 149
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 1 9
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 5 29

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 27 384

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 5 41
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 2 56
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 19 66
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 2 30
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 7
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 1 4
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 1 18
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 3 16
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 6 65
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 4 13
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 18 51
水痘（入院例に限る） 2 1 3
播種性クリプトコックス症 1 3 4
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 1 30
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 21 155
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 86 581

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 221 2,772
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　11月はウイルス53件，細菌 3 件の搬入があり，そのうちウイルス19件，細菌 1 件の病原体を検出し，また，平
成29年10月に搬入された検体でウイルス 8 件を検出した．検出ウイルスの内訳は，Coxsackievirus A10 2 件，
Coxsackievirus B1 1 件，Coxsackievirus B5 1 件，Cytomegalovirus 2 件，Echovirus 3 1 件，Enterovirus 71 
3 件，Herpes simplex virus 1 4 件，Human herpes virus 6 4 件，Human herpes virus 7 5 件，Norovirus GII 
NT 1 件，Parechovirus 1 1 件，Respiratory syncytial virus A 1 件，Respiratory syncytial virus B 1 件であっ
た．また，細菌の内訳は，Streptococcus pyogenes T4 1 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 5 女 手足口病 38℃，発疹，口内炎， ぬぐい液 10 . 10
Human herpes virus 6
Human herpes virus 7

2 1ヶ月 男 上気道炎 咳漱，上気道炎， ぬぐい液 10 . 25 Respiratory syncytial virus A
3 8 男 下気道炎 38℃，咳漱，下気道炎， ぬぐい液 10 . 26 Respiratory syncytial virus B
4 1 男 不明熱 41℃，嘔吐，嘔気，咳漱， ぬぐい液 10 . 26 Parechovirus 1
5 2 男 手足口病 発疹，口内炎， ぬぐい液 10 . 27 Enterovirus 71
6 1 男 手足口病 38℃，発疹， ぬぐい液 10 . 27 Human herpes virus 7
7 1 女 けいれん群発 40℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 10 . 28 Human herpes virus 6
8 1 男 手足口病 発疹，口内炎， ぬぐい液 10 . 30 Enterovirus 71

9 3ヶ月 女
インフルエンザ様疾患、急性
咽頭炎

39℃，上気道炎， うがい液 11 .  2 Coxsackievirus A10

10 1 男 呼吸器感染症 41℃，咳漱，気管支炎， ぬぐい液 11 .  4
Cytomegalovirus
Human herpes virus 6

11 11ヶ月 女 感染性胃腸炎 38℃，下痢， ふん便 11 .  6 Norovirus GII NT
12 2 女 ヘルペス歯肉口内炎の疑い 40℃，口内炎， ぬぐい液 11 .  7 Herpes simplex virus 1
13 2 男 手足口病 39℃， ぬぐい液 11 .  7 Cytomegalovirus
14 2 女 結膜炎 40℃，咳漱，発疹，結膜炎， 鼻汁 11 .  8 Human herpes virus 7
15 2 男 手足口病 38℃，発疹，口内炎， ぬぐい液 11 .  8 Enterovirus 71
16 0ヶ月 女 － 39℃，発疹，口内炎， ぬぐい液 11 .  9 Herpes simplex virus 1
17 6 男 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 38℃，上気道炎， ぬぐい液 11 .  9 Streptococcus pyogenes T4
18 2 女 ヘルパンギーナ 40℃，咳漱，上気道炎， ぬぐい液 11 . 10 Coxsackievirus A10
19 11ヶ月 女 不明熱 38℃， ぬぐい液 11 . 10 Coxsackievirus B1

20 3 女 気管支炎 38℃，咳漱，気管支炎，発疹， ぬぐい液 11 . 13
Herpes simplex virus 1
Human herpes virus 7

21 2 女 呼吸器感染症 39℃，
髄液 11 . 13 Herpes simplex virus 1

鼻咽腔ぬぐい液 11 . 13 Human herpes virus 7
22 3ヶ月 女 感染性胃腸炎 嘔吐，嘔気， ふん便 11 . 14 Echovirus 3
23 1 男 － 40℃，下痢，発疹， ふん便 11 . 17 Human herpes virus 6
24 1 女 ヘルパンギーナ 38℃，咳漱，気管支炎，口内炎， 吸引鼻汁 11 . 21 Coxsackievirus B5
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病 原 体 検 出 状 況
臨床診断名 病原微生物 2017年 2017年

総計1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

A群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

Streptococcus agalactiae 1 1
Streptococcus　pyogenes T1 1 1
Streptococcus　pyogenes T4 1 1
Streptococcus　pyogenes Untypable 2 1 3
Echovirus 9 1 1

計 4 1 1 1 7

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 22 19 7 6 4 58
Influenza virus A H1pdm09 2 2 1 1 6
Influenza virus B /Victoria 1 2 1 1 5
Influenza virus B Yamagata 1 1 1 3

計 25 24 9 9 1 4 72

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 1 1 2
Adenovirus 3 1 1
Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 6 1 1

計 1 4 1 6

感染性胃腸炎

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 2 1 3
Adenovirus 3 1 1
Adenovirus 41 1 1 2
Astrovirus NT 2 2
Coxsackievirus B1 1 1
Coxsackievirus B4 1 2 3
Echovirus 3 1 1
Echovirus 9 2 2
Echovirus 25 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Norovirus GII NT 9 3 3 9 5 1 1 31
Parecho virus 1 1 1
Rhinovirus 1 1
Rotavirus group AG3 2 2
Rotavirus group AG9 2 2
Rotavirus group A NT 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1 1 1 4
Staphylococcus aureus Ⅴ 1 1
Salmonella Thompson 1 1

計 13 5 8 1 3 5 14 8 3 2 62

ヘルパンギーナ

Adenovirus 2 1 1
Coxsackievirus A6 4 2 6
Coxsackievirus A10 1 1 2
Coxsackievirus B5 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 1
Human metapneumovirus

計 5 3 1 1 2 12

手足口病

Adenovirus 2 1 1
Coxsackievirus A6 8 16 10 2 2 38
Coxsackievirus A16 1 1
Cytomegalovirus 1 1 1 1 4
Enterovirus 71 1 4 1 6
Echovirus 7 2 2
Echovirus 9 1 2 1 4
Human herpes virus 6 1 1 2 4
Human herpes virus 7 2 2

計 12 18 13 5 4 8 2 62
流行性角結膜炎 Adenovirus 2

計

伝染性紅斑
Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 7 1 1 2
human parvovirus B19 1 1

計 1 1 1 1 4

百日咳
Bordetella parapertussis
Bordetella pertussis 2 1 2 1 1 1 1 9
Mycoplasma pneumoniae 2 2 4

計 4 3 2 1 1 1 1 13
流行性耳下腺炎 Mumps virus

計

無菌性髄膜炎

Echovirus 9 2 2 4
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 3 4
Varicella-zoster virus 1 1 2

計 1 2 1 5 2 11
マイコプラズマ肺炎 Mycoplasma pneumoniae

計

RSウイルス感染症
Respiratory syncytial virus A
Respiratory syncytial virus B 1 1
Coxsackievirus B4 1 1

計 2 2
水痘 計

突発性発疹
Coxsackievirus A4
Cytomegalovirus 1 1
Human herpes virus 6 1 2 3

計 1 1 2 4

その他

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 2 1 3
Adenovirus 3 1 1
Adenovirus 4 1 1
Adenovirus B 1 1
Coxsackievirus A2 1 1 2
Coxsackievirus A6 3 3 6
Coxsackievirus A10 1 1
Coxsackievirus B1 1 1
Cytomegalo virus 3 2 1 1 1 1 9
Echovirus 3 1 1 2
Echovirus 7 3 5 1 9
Echovirus 9 3 8 9 20
Enterovirus NT 3 3
Epstein-Barr virus 1 1 1 3
Herpes simplex virus 1 1 4 5
Human herpes virus 6 1 1 2 2 2 2 3 3 16
Human herpes virus 7 2 1 1 1 1 2 3 11
Human metapneumovirus 1 1 2
Norovirus GII NT 1 1
Parainfluenza virus 2 1 1
Parainfluenza virus 3 1 2 4 1 1 9
Parechovirus 1 1 1 2
Respiratory syncytial virus A 1 3 2 6
Respiratory syncytial virus B 1 1 2 4
Rhinovirus 1 1 1 1 3 2 1 10
Sapovirus genogroup unknown 1 1
Varicella-zoster virus 1 1

計 12 5 3 7 16 12 22 19 13 10 13 132
総計 56 43 26 21 36 42 48 47 26 22 20 387
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高知県感染症情報月報　2017年12月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 24 98 382 131 64 185 884 14 727

小児科

咽 頭 結 膜 熱 21 2 4 3 30 16 58

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 34 22 96 7 1 60 220 194 278

感 染 性 胃 腸 炎 38 65 125 26 20 99 373 543 1,079

水 　 　 　 痘 3 7 38 8 1 1 58 65 155

手 足 口 病 1 17 27 6 51 114 16

伝 染 性 紅 斑 1 1 5 36

突 発 性 発 疹 2 8 20 3 2 9 44 46 42

百  日  咳 1 1 1 1 4 1 7

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 5 2 7 51 10

流 行 性 耳 下 腺 炎 1 4 1 6 7 80

RSウ イ ル ス 感 染 症 1 23 37 5 4 12 82 171 172

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 3 2

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 1 1 1

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ 1 1 1

淋 菌 感 染 症

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎 3

無 菌 性 髄 膜 炎

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 1 6 7 6 28

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 2 2 1 4

感 染 性 胃 腸 炎
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 1 3

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 5 3 10 3 21 37 20

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎
球 菌 感 染 症 1

薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 108 247 776 189 98 374 1,792 1,281 2,717

前　　　　月 95 232 620 57 55 222

前 年 同 月 77 457 1,193 264 231 495

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2017年12月
全 国 情 報（12月 4 日～12月31日）

　第49週（12月 4 日～）から第52週（～12月31日）
までの 4 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．全国における12月の上位 6 疾患の合計は
95.25で11月の 4 週間換算値45.78に比べて著しく増
加した．増加の原因の第一はインフルエンザの流行
だが，感染性胃腸炎，A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
も増加している． 1 位はインフルエンザで42.21（11
月 4 位， 4 週間換算で4.66）と 9 倍に増加し，前月
に始まった流行が拡大した．今季の流行株は，2017
年47～51週 の 全 国 集 計 で は，AH1pdm 09が 最 多
で59.3%， 次 い でB/Yamagataが26.4%，A香 港H3
が13.0%B（ 系 統 不 明 ） が0.9%，B/Victoriaが0.4%
の順である． 2 位は感染性胃腸炎で32.14（同 1 位
20.04）， 3 位はA群溶血性レンサ球菌咽頭炎で11.68

（同 2 位9.51）といずれも増加した． 4 位は流行性角
結膜炎で3.28（同 6 位3.14）で横ばい， 5 位は咽頭
結膜熱で3.01（同 7 位2.66）と増加した． 6 位はRS
ウイルス感染症で2.93（同 5 位3.23）とわずかに減
少した．

表 1 　各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 49 週 50 週 51 週 52 週 計
1 イ ン フ ル エ ン ザ 4.06 7.40 12.87 17.88 42.21
2 感 染 性 胃 腸 炎 7.81 8.65 8 .39 7 .29 32.14
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3.07 3.20 2 .97 2 .44 11.68
4 流 行 性 角 結 膜 炎 0.85 0.85 0 .83 0 .75 3 .28
5 咽 頭 結 膜 熱 0.82 0.85 0 .71 0 .63 3 .01
6 RS ウ イ ル ス 感 染 症 0.78 0.72 0 .73 0 .70 2 .93

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の12月の上位 6 疾患の合計は44.55で11月
の 4 週間換算値30.34に比べて増加したが，全国より
も少なかった（表 2 ）．増加の主因は，インフルエ
ンザの流行開始である．今季の流行の特徴はインフ
ルエンザB型の検出率が流行開始当初から多い点で，
B型の検出率が第52週は45.5%を，今年の第 1 週は
40.3%を占めた．例年はA型の流行が先行し，遅れ
て春先にB型が流行することが多いのと対照的であ
る． 1 位はインフルエンザで18.42（同12位0.23）と
首位に躍り出たが，全国よりも少なかった． 2 位は
感染性胃腸炎で12.43（同 1 位14.47）と減少し，全
国よりも少なかった． 3 位はA群溶血性レンサ球菌
咽頭炎で7.33（同 2 位5.18）と増加したが，全国よ
りも少なかった．4 位はRSウイルス感染症で2.73（同
3 位4.56）と減少， 5 位は水痘で1.94（同 5 位1.74）

とわずかに増加し，ともに全国と同等であった． 6
位は手足口病で1.70（同 4 位3.04）と減少し，全国
よりも少なかった．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 49 週 50 週 51 週 52 週 計
1 イ ン フ ル エ ン ザ 0.90 1.33 4 .38 11.81 18.42
2 感 染 性 胃 腸 炎 3.43 3.30 3 .07 2 .63 12.43
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 2.03 1.90 1 .87 1 .53 7 .33
4 RS ウ イ ル ス 感 染 症 0.73 0.73 0 .50 0 .77 2 .73
5 水 痘 0.47 0.60 0 .37 0 .50 1 .94
6 手 足 口 病 0.77 0.43 0 .30 0 .20 1 .70

2 ．全体の傾向
　麻しん，風しんの報告無し．

3 ．主な疾患の発生状況
1 ）インフルエンザ

　 報 告 数　884名（11月　14名 ）． 全 国 よ り も 遅
れて流行期に突入した．2018年の第 1 週に幡多
地域は警報レベルの35.5に上り，高知県全体とし
て18.79と注意報レベルとなった．過去10年間で，
12月としてはパンデミックの流行時（2009年）に
次いで多い報告数だった．このことは早い流行と
なったことを意味するが，流行規模の大小につい
ては今後の推移を見守る必要がある．宮崎，長崎，
大分，岡山県では，定点当たり70を超え，大きな
流行となっている．県下全域から報告があるが，
特に多いのは中央西，高知市，幡多，須崎の順で
ある．
　今季の流行の特徴はインフルエンザB型の検
出率が流行開始時から多い点である．例年はA
型の流行が先行し，遅れて春先にB型が流行す
ることが多いのと対照的である．ウイルスはB/
Yamagata，B/Victoriaが各 2 株，A/H3 NTが 1
株検出された．
　一般的に，B型インフルエンザはA型に比べて，
発熱の程度はやや軽いが，消化器症状を伴いやす
く，ワクチンおよび抗ウイルス薬の効果が劣ると
されている．

2 ）咽頭結膜熱
　報告数　30名（11月　16名）．この時期として
は平年並みの数である．須崎，高知市，中央西，
幡多から表記の順に多く報告された．咽頭結膜熱
と感染性胃腸炎，感染性胃腸炎疑いの患者から各
1 件Adenovirus 2 型が検出された．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　報告数　220名（11月　194名）．平年並みの報
告数である．県下全域から報告があり，安芸，幡多，
高知市からの報告が多い．細菌はStreptococcus 
pyogenes T4が 1 件，Untypeableが 2 件検出され
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ている．
4 ）感染性胃腸炎

　報告数　373名（11月　543名）．この時期とし
ては過去10年間で最も少ない報告数で，県下全
域から報告があり，とくに幡多，安芸からの報告
が多い．病原体として，Norovirus GⅡが 4 件，
Adenovirus 2 型が 1 件検出された．

5 ）水痘
　報告数　58名（11月　65名）．2014年10月から
の予防接種定期化の効果で，減少している．2016
年12月に一時増加したものの，その後減少して推
移している．県下全域から報告はあるが，高知市，
中央西が特に多かった．Varicella‒zoster virusが
1 件，水痘の 4 歳児から検出されている．

6 ）手足口病
　 報 告 数　51名（11月　114名 ）． 初 夏 に 流 行
が始まる感染症で，今季は 5 月からとやや早い
流行開始となり，過去10年で最大の流行となっ
た． 7 月は同時期として過去10年間で2010年に
次ぐ 2 番目に多い報告数で，高知県全域で警報
値 5 を大きく超えていた． 8 月以降は徐々に減
少したが10月に下げ止まり，11月は再び増加し
たが12月は減少に転じた．中央東，高知市，中
央西，安芸から表記の順に多く報告された．ウ
イ ル ス はCoxackievirus A6が 5 月 に 8 件， 6 月
に16件， 7 月 に10件， 8 月， 9 月 に 各 2 件 検 出 さ
れ， 9 月はCoxackievirus A16が 1 件，Enterovirus  
71が 1 件，10月はEnterovirus 71が 4 件，11月は
Enterovirus 71が 2 件とCytomegalovirusが 1 件，12
月はEnterovirus 71が 1 件とCytomegalovirusが 1
件それぞれ検出された．今季は 3 種類の原因ウイ
ルスが流行し， 9 ～12月の流行を形成したのは
Enterovirus 71であったが，危惧される脳幹脳炎
の報告はされていないようである．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　 1 名（11月　 5 名）．2015年以降，全
国的に例年に比べてやや多い数で推移していた
が，2017年の後半以降は同時期として平年並の報
告数である．中央東から 1 名報告された．ウイル
スは検出されていない．

8 ）突発性発疹
　報告数　44名（11月　46名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）百日咳
　報告数　 4 名（11月　 1 名）．中央東，高知市，
中央西，須崎から各 1 名報告された．内訳は 0 歳
6 カ月が 1 名，10歳代が 3 名であった．細菌は検
出されていない．

10）ヘルパンギーナ
　報告数　 7 名（11月　51名）．例年 6 － 7 月か
ら流行がみられるが，今季は 5 月から流行が開始
し， 6 月 7 月と増加， 8 月から減少に転じ，10月
11月と再び増加していたが，12月は減少した．高
知市，幡多から表記の順に多く報告された．ウイ
ルスは検出されていない．

11）流行性耳下腺炎
　 報 告 数　 6 名（11月　 7 名 ）． 須 崎， 高 知 市，
中央東から表記の順に多く報告された．ウイルス
は検出されていない．

12）RSウイルス感染症
　 報 告 数　82名（11月　171名 ）． 8 － 9 月 と 季
節外れの爆発的流行となった． 9 月は過去10年間
で月間報告数が最多であったが10月は減少に転じ
11・12月と半減した．県下全域から報告されたが，
特に高知市，中央東，幡多，須崎，中央西で多く
報告された．12月にウイルスは検出されていない．
7 月以降に検出されたウイルスを集計するとRSウ
イルスAが 5 件，Bが 3 件であった．夏季に流行
が起きても冬季に再度流行する年が多いので，今
後も注目していく必要がある．

13）流行性角結膜炎
　報告数　 0 名（11月　 3 名）．ここ 3 年間は一
桁で推移している．

14）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（11月　 3 名）． 1 年に10名前後
の数で推移している．乳児を対象としたHibと肺
炎球菌ワクチンの定期接種がはじまって以降はこ
れらを原因菌とする小児例の報告はない．

15）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　 報 告 数　 0 名（11月　 0 名 ）． 8 月 以 降 は
報告がない．今季は無菌性髄膜炎の患児から，
Echovirus 9 型が 4 件検出された．

16）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 7 名（11月　 6 名）．高知市と中央東
から報告された．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
17）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　21名（11月　37名）．例年並みの数で
推移している．

18）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症　
　報告数　 0 名（11月　 1 名）2014年は計 4 例，
2015年，2016年は各 1 例，2017年は 2 例の報告が
あった．

高知県感染症発生動向調査部会
　　前田　　明彦



125

高知県における月別全数報告疾患（平成29年12月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 1,550

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 1,550

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 2 27
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 2 193

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 4 228

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 1 3
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 11 85
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 6 57
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 6 149
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 1 9
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 5 29

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 30 387

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 5 41
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 2 56
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 22 69
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 2 30
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 7
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 1 4
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 1 18
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 5 18
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 6 65
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 4 13
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 18 51
水痘（入院例に限る） 2 1 1 4
播種性クリプトコックス症 1 3 4
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 1 30
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 23 157
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 94 589

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 238 2,789
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　12月はウイルス42件，細菌 5 件の搬入があり，そのうちウイルス24件，細菌 3 件の病原体を検出し，また，平
成29年11月に搬入された検体でウイルス 8 件，細菌 1 件を検出した．検出ウイルスの内訳は，Adenovirus 1 1
件，Adenovirus 2 5 件，Cytomegalovirus 2 件，Echovirus 3 2 件，Echovirus 18 1 件，Enterovirus 71 
2 件，Herpes simplex virus 1 2 件，Human herpes virus 6 1 件，Human herpes virus 7 2 件，Human 
metapneumvirus 2 件，Influenza virus A H3 NT 1 件，Influenza virus B/Victoria 2 件， Influenza virus B/
Yamagata 2 件，Norovirus GII NT 6 件，Varicella-zoster virus 1 件であった．また，細菌の内訳は，Campylobacter 
jejuni 1 件，Streptococcus pyogenes T4 1 件，Streptococcus pyogenes Untypable 2 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 4 女 上気道炎 39℃，咳漱，上気道炎， ぬぐい液 11 .  8
Human herpes virus 6
Human herpes virus 7

2 0ヶ月 女 － 39℃，発疹，口内炎， ふん便 11 .  9 Herpes simplex virus 1
3 11ヶ月 女 呼吸器感染症 気管支炎，発疹， 鼻咽腔ぬぐい液 11 . 16 Herpes simplex virus 1
4 9ヶ月 男 不明発疹症 39℃，発疹， ぬぐい液 11 . 18 Adenovirus 1
5 2 女 感染性胃腸炎 39℃，下痢，腹痛， ふん便 11 . 21 Campylobacter jejuni
6 4 男 手足口病 発疹，口内炎， ぬぐい液 11 . 24 Enterovirus 71

7 7ヶ月 男 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 11 . 26
Adenovirus 2
Norovirus GII NT

8 1 女 － 39℃，下痢， ふん便 11 . 29 Adenovirus 2
9 1 女 － 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 11 . 30 Norovirus GII NT
10 6 男 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 38℃，咳漱， ぬぐい液 11 . 30 Streptococcus pyogenes T4
11 9ヶ月 女 不明発疹症 38℃，嘔吐，嘔気，咳漱， ぬぐい液 12 .  1 Echovirus 18
12 6 女 インフルエンザ 38℃，腹痛，咳漱， ぬぐい液 12 .  2 Influenza virus B/Yamagata
13 1ヶ月 女 － 40℃， ふん便 12 .  4 Echovirus 3
14 1 男 － 38℃， ぬぐい液 12 .  5 Echovirus 3
15 7 男 インフルエンザ 39℃，上気道炎， ぬぐい液 12 .  6 Influenza virus B/Victoria
16 2 女 咽頭結膜熱 40℃，結膜炎， ぬぐい液 12 .  6 Adenovirus 2
17 12 女 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 38℃，上気道炎， ぬぐい液 12 .  7 Streptococcus pyogenes Untypable
18 2 男 感染性胃腸炎 36℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 12 .  7 Norovirus GII NT
19 1 男 感染性胃腸炎 嘔吐，嘔気，咳漱，上気道炎， ふん便 12 .  7 Norovirus GII NT
20 1 女 感染性胃腸炎疑い、腸重積症 嘔吐，嘔気，腹痛， ふん便 12 .  8 Adenovirus 2
21 4 男 水痘 38℃，水疱，発疹， ぬぐい液 12 .  8 Varicella-zoster virus
22 8 男 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 38℃，上気道炎，発疹， ぬぐい液 12 . 11 Streptococcus pyogenes Untypable
23 5 女 インフルエンザ様疾患 40℃，嘔吐，嘔気，気管支炎， ぬぐい液 12 . 11 Human metapneumovirus
24 3 男 感染性胃腸炎 38℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 12 . 11 Norovirus GII NT
25 1 女 感染性胃腸炎 38℃，嘔吐，嘔気， ふん便 12 . 11 Norovirus GII NT
26 14 女 不明発疹症 38℃，発疹，関節痛， ぬぐい液 12 . 11 Human herpes virus 7
27 1 男 不明発疹症 40℃，発疹， ぬぐい液 12 . 12 Cytomegalovirus
28 5 男 インフルエンザ 39℃，嘔吐，嘔気， ぬぐい液 12 . 13 Influenza virus B/Victoria

29 1 男 感染性胃腸炎 39℃，下痢，嘔吐，嘔気，肝機
能， ふん便 12 . 14 Adenovirus 2

30 35 女 インフルエンザ 38℃， ぬぐい液 12 . 18 Influenza virus A H3 NT
31 15 男 インフルエンザ 39℃，咳漱，上気道炎， ぬぐい液 12 . 18 Influenza virus B/Yamagata

32 1 男 手足口病 38℃，口内炎， ぬぐい液 12 . 18
Cytomegalovirus
Enterovirus 71

33 2 男 肺炎 41℃，咳漱，下気道炎，肺炎， 鼻汁 12 . 19 Human metapneumovirus
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病 原 体 検 出 状 況
臨床診断名 病原微生物 2017年 2017年

総計1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

A群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

Streptococcus agalactiae 1 1
Streptococcus　pyogenes T1 1 1
Streptococcus　pyogenes T4 1 1 2
Streptococcus　pyogenes Untypable 2 1 2 5
Echovirus 9 1 1

計 4 1 1 1 3 10

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 22 19 7 6 4 1 59
Influenza virus A H1pdm09 2 2 1 1 6
Influenza virus B /Victoria 1 2 1 1 2 7
Influenza virus B Yamagata 1 1 1 2 5

計 25 24 9 9 1 4 5 77

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 1 1 1 3
Adenovirus 3 1 1
Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 6 1 1

計 1 4 1 1 7

感染性胃腸炎

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 2 1 1 1 5
Adenovirus 3 1 1
Adenovirus 41 1 1 2
Astrovirus NT 2 2
Coxsackievirus B1 1 1
Coxsackievirus B4 1 2 3
Echovirus 3 1 1
Echovirus 9 2 2
Echovirus 25 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Norovirus GII NT 9 3 3 9 5 1 2 4 36
Parecho virus 1 1 1
Rhinovirus 1 1
Rotavirus group AG3 2 2
Rotavirus group AG9 2 2
Rotavirus group A NT 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1 1 1 4
Campylobacter jejuni 1 1
Staphylococcus aureus Ⅴ 1 1
Salmonella Thompson 1 1

計 13 5 8 1 3 5 14 8 3 5 5 70

ヘルパンギーナ

Adenovirus 2 1 1
Coxsackievirus A6 4 2 6
Coxsackievirus A10 1 1 2
Coxsackievirus B5 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 1
Human metapneumovirus

計 5 3 1 1 2 12

手足口病

Adenovirus 2 1 1
Coxsackievirus A6 8 16 10 2 2 38
Coxsackievirus A16 1 1
Cytomegalovirus 1 1 1 1 1 5
Enterovirus 71 1 4 2 1 8
Echovirus 7 2 2
Echovirus 9 1 2 1 4
Human herpes virus 6 1 1 2 4
Human herpes virus 7 2 2

計 12 18 13 5 4 8 3 2 65
流行性角結膜炎 Adenovirus 2

計

伝染性紅斑
Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 7 1 1 2
human parvovirus B19 1 1

計 1 1 1 1 4

百日咳
Bordetella parapertussis
Bordetella pertussis 2 1 2 1 1 1 1 9
Mycoplasma pneumoniae 2 2 4

計 4 3 2 1 1 1 1 13
流行性耳下腺炎 Mumps virus

計

無菌性髄膜炎

Echovirus 9 2 2 4
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 3 4
Varicella-zoster virus 1 1 2

計 1 2 1 5 2 11
マイコプラズマ肺炎 Mycoplasma pneumoniae

計

RSウイルス感染症
Respiratory syncytial virus A
Respiratory syncytial virus B 1 1
Coxsackievirus B4 1 1

計 2 2
水痘 Varicella-zoster virus 1 1

計 1 1

突発性発疹
Coxsackievirus A4
Cytomegalovirus 1 1
Human herpes virus 6 1 2 3

計 1 1 2 4

その他

Adenovirus 1 1 1 2
Adenovirus 2 2 1 2 5
Adenovirus 3 1 1
Adenovirus 4 1 1
Adenovirus B 1 1
Coxsackievirus A2 1 1 2
Coxsackievirus A6 3 3 6
Coxsackievirus A10 1 1
Coxsackievirus B1 1 1
Cytomegalo virus 3 2 1 1 1 1 1 10
Echovirus 3 1 1 2 4
Echovirus 7 3 5 1 9
Echovirus 9 3 8 9 20
Echovirus 18 1 1
Enterovirus NT 3 3
Epstein-Barr virus 1 1 1 3
Herpes simplex virus 1 1 6 7
Human herpes virus 6 1 1 2 2 2 2 3 4 17
Human herpes virus 7 2 1 1 1 1 2 4 1 13
Human metapneumovirus 1 1 2 4
Norovirus GII NT 1 1 2
Parainfluenza virus 2 1 1
Parainfluenza virus 3 1 2 4 1 1 9
Parechovirus 1 1 1 2
Respiratory syncytial virus A 1 3 2 6
Respiratory syncytial virus B 1 1 2 4
Rhinovirus 1 1 1 1 3 2 1 10
Sapovirus genogroup unknown 1 1
Varicella-zoster virus 1 1

計 12 5 3 7 16 12 22 19 13 10 18 10 147
総計 56 43 26 21 36 42 48 47 26 22 29 27 423
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高知県感染症情報月報　2018年 1 月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 321 1,410 3,126 1,082 678 1,459 8,076 884 4,471

小児科

咽 頭 結 膜 熱 11 1 12 30 14

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 16 10 91 7 3 35 162 220 161

感 染 性 胃 腸 炎 27 102 135 15 18 59 356 373 835

水 　 　 　 痘 4 2 12 6 24 58 72

手 足 口 病 7 15 26 6 3 57 51 10

伝 染 性 紅 斑 2 2 1 5 1 21

突 発 性 発 疹 2 8 11 5 3 29 44 29

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 1 1 7

流 行 性 耳 下 腺 炎 1 1 6 33

RSウ イ ル ス 感 染 症 4 6 24 3 10 47 82 82

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 2 1 3 4

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 3 3 1 2

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ 1 1

淋 菌 感 染 症

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎 1

無 菌 性 髄 膜 炎

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 7 7 7 20

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎　　　  　　　
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 3 3 2 2

感 染 性 胃 腸 炎　　　　　　　
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 3

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 3 1 13 3 20 21 13

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎　　　　　　　　　　　
球 菌 感 染 症
薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 384 1,556 3,467 1,118 704 1,577 8,806 1,792 5,778

前　　　　月 108 247 776 189 98 374

前 年 同 月 351 1,150 2,346 613 307 1,011

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2018年 1 月
全 国 情 報（ 1 月 1 日～ 1 月28日）

　 第 1 週（ 1 月 1 日～） か ら 第 4 週（～ 1 月28日 ）
までの 4 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．全国における 1 月の上位 6 疾患の合計は
181.1で12月の95.25に比べて著しく増加した．増加
の第一かつ唯一の原因はインフルエンザの爆発的流
行である． 1 位はインフルエンザで147.03（12月 1
位42.21）で3.5倍に増加し11月に始まった流行は規
模拡大の一途にある．今季の流行株は，2017年47～
51週の全国集計では，AH1pdm09が最多で59.3%，
次いでB/Yamagataが26.4%，A香港H3が13.0%，B

（系統不明）が0.9%，B/Victoriaが0.4%の順であっ
た．52週～2018年 4 週の全国集計では，勢力が入れ
替わり，B/Yamagataが44.8%と最多となり，次い
でAH1pdm09が28.3%， 次 い でA香 港H3が23.3%と
増加し，B/Victoriaが2.4%，B（系統不明）が1.2%
の順となった． 2 位は感染性胃腸炎で19.95（同 2 位
32.14）， 3 位はA群溶血性レンサ球菌咽頭炎で8.14

（同 3 位11.68）， 4 位は流行性角結膜炎で2.73（同 4
位3.28）といずれも減少した． 5 位はRSウイルス感
染症で1.85（同 6 位2.93）， 6 位は水痘で1.40（同 8
位2.19）で， 2 位～ 6 位の疾患はいずれも減少した．
　2018年 1 月から百日咳は定点把握から全数把握疾
患となったので，この順位表にはデータが現れない
疾患となった．

表 1   各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 1 週 2 週 3 週 4 週 計
1 イ ン フ ル エ ン ザ 16.31 26.44 51.93 52.35 147.03
2 感 染 性 胃 腸 炎 3.36 5.29 6 .18 5 .12 19.95
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.09 1.88 2 .65 2 .52 8 .14
4 流 行 性 角 結 膜 炎 0.61 0.82 0 .73 0 .57 2 .73
5 RS ウ イ ル ス 感 染 症 0.44 0.45 0 .47 0 .49 1 .85
6 水 痘 0.45 0.38 0 .28 0 .29 1 .40

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の 1 月の上位 6 疾患の合計は189.96で12月
の44.55に比べて著明に増加し，全国を上回った（表
2 ）．増加の主因は，インフルエンザの爆発的な大
流行である．今季の流行の特徴はインフルエンザ
B型の検出率が流行開始当初から多い点で，B型の
検 出 率 が2018年 の 第 1 週 は40.3%で あ っ た の が 第
5 週には72%を占めるまでに増加した．例年はA型
の流行が先行し，遅れて春先にB型が流行すること
が多いのと対照的である． 1 位はインフルエンザ
で168.25（同 1 位18.42）と前月の9.1倍に増え全国

を上回った． 2 位は感染性胃腸炎で11.86（同 2 位
12.43）， 3 位はA群溶血性レンサ球菌咽頭炎で5.40

（同 3 位7.33）といずれも減少し，全国よりも少な
かった． 4 位は手足口病で1.90（同 6 位1.70）と増
加し，全国よりも多かった． 5 位はRSウイルス感染
症で1.56（同 4 位2.73）と減少， 6 位は流行性角結
膜炎で0.99（同15位0.00）と増加し，いずれも全国
よりも少なかった．
　2018年 1 月から百日咳は定点把握から全数把握疾
患となったので，県下から報告された患者の集計を
巻末に掲載した．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 1 週 2 週 3 週 4 週 計
1 イ ン フ ル エ ン ザ 18.79 31.73 64.08 53.65 168.25
2 感 染 性 胃 腸 炎 1.63 3.00 3 .70 3 .53 11.86
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0.97 1.13 1 .83 1 .47 5 .40
4 手 足 口 病 0.23 0.47 0 .70 0 .50 1 .90
5 RS ウ イ ル ス 感 染 症 0.53 0.43 0 .33 0 .27 1 .56
6 流 行 性 角 結 膜 炎 0.33 0.00 0 .33 0 .33 0 .99

2 ．全体の傾向
　麻しん，風しんの報告無し．

3 ．主な疾患の発生状況
1 ）インフルエンザ

　報告数　8,076名（12月　884名）．全国よりも
遅れて流行期に突入した．2018年の第 1 週に幡多
地域は警報レベルの35.5に上り，高知県全体とし
て第 1 週に31.73と警報レベルを超えた．過去10年
の全ての月別統計のなかで2015年 1 月の9,139人
に次いで 2 番目に多い報告数であった．12月はパ
ンデミックの流行時（2009年）に次いで多い報告
数であり，このことは早い流行となったことを意
味していたが，流行規模も大きなものとなる可能
性が高くなった．定点当たり報告数の都道府県別
集計で高知県は168.25と高い値を示したが，宮崎，
福岡，大分，鹿児島県では200を超える高値であっ
た．県下全域で警報値を大幅に超えており，特に
多いのは中央西，高知市，幡多，須崎の順である．
　今季の流行の特徴はインフルエンザB型の検出
率が流行開始時から多い点である．例年はA型の
流行が先行し，遅れて春先にB型が流行すること
が多いのと対照的である．ウイルスはAH1pdm09
が28件，B/Yamagataが21件，AH3 NTが17件，
B/Victoriaが 3 件検出された．今季は複数回インフ
ルエンザに罹る者が多く出る可能性が示唆される．

2 ）咽頭結膜熱
　報告数　12名（12月　30名）．この時期として
は平年並みの数である．高知市，須崎から表記の
順に多く報告された．Adenovirus 1 型と 2 型が
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各 1 件検出された．
3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎

　報告数　162名（12月　220名）．平年並みの報告
数である．県下全域から報告があり，高知市，安芸，
幡多からの報告が多い．細菌は検出されていない．

4 ）感染性胃腸炎
　報告数　356名（12月　373名）．前月に引き続
いて，この時期として過去10年間で最も少ない報
告数で，県下全域から報告があり，とくに中央東，
安芸，高知市，幡多からの報告が多い．病原体と
し て，Norovirus GⅡ NTが 3 件，Sapovirus が
1 件検出された．

5 ）水痘
　報告数　24名（12月　58名）．2014年10月から
の予防接種定期化の効果で減少している．2016年
12月に一時増加したものの，その後減少して推移し
ている．安芸，幡多，高知市，中央東から表記の順
に多く報告された．ウイルスは検出されていない．

6 ）手足口病
　報告数　57名（12月　51名）．初夏に流行が始
まる感染症で，今季は 5 月からとやや早い流行開
始となり，過去10年で最大の流行となった． 7 月
は同時期として過去10年間で2010年に次ぐ 2 番目
に多い報告数で，高知県全域で警報値 5 を大きく
超えていた． 8 月以降は徐々に減少したが10月に
下げ止まり，11月は再び増加したが12月以降は減
少に転じ 1 月は横ばいだった．安芸，高知市，中
央東，中央西，幡多から表記の順に多く報告さ
れ た． ウ イ ル ス はCoxackievirus A6が 5 月 に 8
件， 6 月に16件， 7 月に10件， 8 月， 9 月に各 2
件 検 出 さ れ， 9 月 はCoxackievirus A16が 1 件，
Enterovirus 71が 1 件，10月はEnterovirus 71が 4 件，
11月はEnterovirus 71が 2 件とCytomegalovirusが 1
件，12月はEnterovirus 71が 1 件とCytomegalovirus
が 1 件， 1 月 はEnterovirus 71が 1 件 とEpstein‒
Barr virusが 1 件それぞれ検出された．今季は 3 種
類の原因ウイルスが流行し， 9 ～ 1 月の流行を形
成したのはEnterovirus 71であったが，危惧され
る脳幹脳炎の報告はされていないようである．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　 5 名（12月　 1 名）．2015年以降，全
国的に例年に比べてやや多い数で推移していた
が，2017年の後半以降は同時期として平年並の報
告数である．須崎，中央東，高知市から報告された．
ウイルスは検出されていない．

8 ）突発性発疹
　報告数　29名（12月　44名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）ヘルパンギーナ
　報告数　 1 名（12月　 7 名）．例年 6 － 7 月か
ら流行がみられるが，今季は 5 月から流行が開始
し， 6 月 7 月と増加， 8 月から減少に転じ，10月
11月と再び増加していたが，12月に減少し終息し
た．幡多から 1 例のみ報告された．ウイルスは検
出されていない．

10）流行性耳下腺炎
　報告数　 1 名（12月　 6 名）．高知市から 1 名
報告されたが，ウイルスは検出されていない．

11）RSウイルス感染症
　報告数　47名（12月　82名）． 8 － 9 月と季節
外れの爆発的流行となった． 9 月は過去10年間で
月間報告数が最多であったが10月は減少に転じ11
月以降は半減をつづけている．須崎を除く全域か
ら報告されたが，特に高知市，安芸，幡多で多かっ
た．12月にウイルスは検出されていない． 7 月以
降に検出されたウイルスを集計するとRSウイルス
Aが 5 件，Bが 3 件であった．夏季に流行が起き
ても冬季に再度流行する年が多いので，今後も注
目していく必要がある．

12）流行性角結膜炎
　報告数　 3 名（12月　 0 名）．ここ 3 年間は一
桁で推移している．ウイルスは検出されていない．

13）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（12月　 0 名）． 1 年に10名前後
の数で推移している．乳児を対象としたHibと肺
炎球菌ワクチンの定期接種がはじまって以降はこ
れらを原因菌とする小児例の報告はない．

14）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　 報 告 数　 0 名（12月　 0 名 ）． 8 月 以 降 は 報
告 が な い．2017年 は 無 菌 性 髄 膜 炎 の 患 児 か ら，
Echovirus 9 型が 4 件検出された．

15）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 7 名（12月　 7 名）．高知市から報告
された．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
16）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　20名（12月　21名）．例年並みの数で
推移している．

17）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症　
　報告数　 0 名（12月　 0 名）．2014年は計 4 例，
2015年，2016年は各 1 例，2017年は 2 例の報告が
あった．

高知県感染症発生動向調査部会
　　前田　　明彦
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高知県における月別全数報告疾患（平成30年 1 月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 4 1,554

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 4 1,554

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 2 27
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 2 193

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 4 0 228

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 1 3
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 11 85
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 6 57
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 6 149
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 1 9
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 5 29

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 30 0 387

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 5 41
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 2 56
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 22 1 70
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 2 30
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 7
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 1 4
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 1 18
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 5 2 20
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 6 2 67
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 4 13
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 18 6 57
水痘（入院例に限る） 2 1 1 4
播種性クリプトコックス症 1 3 1 5
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 1 30
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 23 3 160
百日咳 13 13
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 94 28 617

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 238 32 2,821
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　 1 月はウイルス130件，細菌 1 件の搬入があり，そのうちウイルス89件の病原体を検出し，また，平成29年12
月に搬入された検体でウイルス 1 件を検出した．検出ウイルスの内訳は，Adenovirus 1 1 件，Adenovirus 2 2
件，Coxsackievirus B4 1 件，Cytomegalovirus 1 件，Enterovirus 71 1 件，Epstein-Barr virus 2 件，Herpes 
simplex virus 1 1 件，Human herpes virus 6 3 件，Human herpes virus 7 2 件，Human metapneumovirus 1 件，
Influenza virus A H1pdm09 29件，Influenza virus A H3 NT 17件，Influenza virus B/Victoria 3 件，Influenza 
virus B/Yamagata 21件，Norovirus GII NT 4 件，Sapovirus genogroup unknown 1 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 1 女 手足口病 38℃，発疹， ぬぐい液 12 . 12 Human herpes virus 7
2 5 男 インフルエンザ 39℃，上気道炎，関節痛， ぬぐい液 12 . 16 Influenza virus B/Victoria
3 59 男 インフルエンザ様疾患 39℃，上気道炎，口内炎， ぬぐい液 12 . 16 Herpes simplex virus 1
4 6 男 インフルエンザ 39℃，咳嗽，上気道炎， ぬぐい液 12 . 18 Influenza virus A H1pdm09
5 82 男 インフルエンザ 38℃，咳嗽， ぬぐい液 12 . 20 Influenza virus A H3 NT
6 15 女 インフルエンザ 38℃，咳嗽，上気道炎， ぬぐい液 12 . 21 Influenza virus B/Yamagata
7 23 男 インフルエンザ 39℃，咳嗽，関節痛， ぬぐい液 12 . 21 Influenza virus B/Yamagata
8 15 男 インフルエンザ 38℃，咳嗽，上気道炎， ぬぐい液 12 . 21 Influenza virus B/Yamagata
9 1ヶ月 男 呼吸器感染症、無菌性髄膜炎 38℃，上気道炎， 鼻咽腔ぬぐい液、髄液 12 . 21 Coxsackievirus B4
10 7 女 インフルエンザ 39℃， ぬぐい液 12 . 22 Influenza virus A H1pdm09
11 7 女 インフルエンザ 40℃， ぬぐい液 12 . 22 Influenza virus A H1pdm09
12 12 女 インフルエンザ 38℃， ぬぐい液 12 . 22 Influenza virus A H1pdm09

13 5 女 インフルエンザ様疾患 40℃，下痢，嘔吐，嘔気，上
気道炎， ぬぐい液 12 . 22 Adenovirus 2

14 11 男 インフルエンザ 39℃， ぬぐい液 12 . 25 Influenza virus A H1pdm09
15 1 男 インフルエンザ 39℃，咳嗽，上気道炎， ぬぐい液 12 . 25 Influenza virus A H1pdm09
16 5 男 インフルエンザ 38℃，咳嗽， ぬぐい液 12 . 25 Influenza virus A H3 NT
17 5 男 インフルエンザ 39℃，咳嗽， ぬぐい液 12 . 25 Influenza virus B/Victoria
18 5 女 インフルエンザ 39℃，嘔吐，嘔気，腹痛， ぬぐい液 12 . 25 Influenza virus B/Victoria
19 9 男 インフルエンザ 39℃，咳嗽，上気道炎， ぬぐい液 12 . 25 Influenza virus B/Yamagata
20 1 男 咽頭結膜熱 40℃，上気道炎，結膜炎， ぬぐい液 12 . 25 Adenovirus 1
21 1 男 手足口病 咳嗽，下気道炎，口内炎， ぬぐい液 12 . 25 Enterovirus 71
22 11ヶ月 女 インフルエンザ 39℃， ぬぐい液 12 . 26 Influenza virus A H1pdm09
23 8 男 インフルエンザ 39℃，咳嗽， ぬぐい液 12 . 26 Influenza virus A H1pdm09
24 8ヶ月 女 インフルエンザ 40℃，上気道炎， 鼻汁 12 . 26 Influenza virus A H1pdm09
25 0ヶ月 男 － 発疹，肝機能， ぬぐい液、ふん便 12 . 27 Cytomegalovirus
26 3 女 咽頭結膜熱 40℃，咳嗽， ぬぐい液 12 . 29 Adenovirus 2
27 4 男 感染性胃腸炎 嘔吐，嘔気， ふん便 12 . 29 Norovirus GII NT
28 6ヶ月 女 突発性発しん 40℃，咳嗽，気管支炎，発疹， ぬぐい液 1.  1 Human herpes virus 6
29 3 男 インフルエンザ 40℃，咳嗽，上気道炎， ぬぐい液 1.  3 Influenza virus A H1pdm09
30 3 女 インフルエンザ 41℃，咳嗽，上気道炎， ぬぐい液 1.  5 Influenza virus A H1pdm09
31 26 男 インフルエンザ 38℃，咳嗽， ぬぐい液 1.  5 Influenza virus A H3 NT
32 5 女 インフルエンザ 40℃，嘔吐，嘔気， ぬぐい液 1.  5 Influenza virus B/Yamagata
33 2 女 感染性胃腸炎 嘔吐，嘔気， ふん便 1.  7 Norovirus GII NT
34 4 女 インフルエンザ 40℃，咳嗽， ぬぐい液 1.  9 Influenza virus A H1pdm09
35 2 女 不明発疹症 40℃，下痢，咳嗽，発疹， ぬぐい液 1.  9 Human herpes virus 6
36 1ヶ月 男 上気道炎 38℃，上気道炎， 鼻咽腔ぬぐい液 1. 10 Human metapneumovirus
37 12 女 インフルエンザ 39℃，咳嗽，関節痛， ぬぐい液 1. 10 Influenza virus A H1pdm09
38 12 女 インフルエンザ 40℃，咳嗽，関節痛， ぬぐい液 1. 10 Influenza virus A H1pdm09
39 5 女 インフルエンザ 38℃，咳嗽， ぬぐい液 1. 10 Influenza virus B/Yamagata
40 7 女 インフルエンザ 40℃，咳嗽， ぬぐい液 1. 11 Influenza virus A H1pdm09



133

No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

41 5 男 インフルエンザ 39℃，嘔吐，嘔気，咳嗽， ぬぐい液 1. 11 Influenza virus A H1pdm09
42 14 女 インフルエンザ 39℃， ぬぐい液 1. 11 Influenza virus B/Yamagata
43 5 女 感染性胃腸炎 嘔吐，嘔気，腹痛， ふん便 1. 11 Sapovirus genogroup unknown
44 13 男 インフルエンザ 40℃，咳嗽，筋肉痛， ぬぐい液 1. 12 Influenza virus A H1pdm09
45 3 男 インフルエンザ 40℃， ぬぐい液 1. 12 Influenza virus A H3 NT
46 9 男 インフルエンザ 38℃，咳嗽，発疹，関節痛， ぬぐい液 1. 12 Influenza virus A H3 NT
47 4 男 手足口病 水疱，口内炎， ぬぐい液 1. 12 Epstein-Barr virus
48 9 女 インフルエンザ 40℃，下痢，嘔吐，嘔気，咳嗽， ぬぐい液 1. 13 Influenza virus A H3 NT
49 5 女 インフルエンザ 40℃，下痢， ぬぐい液 1. 13 Influenza virus A H3 NT
50 4 男 インフルエンザ 39℃，咳嗽， ぬぐい液 1. 13 Influenza virus A H3 NT
51 7 男 インフルエンザ 38℃， ぬぐい液 1. 13 Influenza virus B/Yamagata
52 3 女 インフルエンザ 40℃， ぬぐい液 1. 15 Influenza virus A H1pdm09
53 44 男 インフルエンザ 38℃，咳嗽， ぬぐい液 1. 15 Influenza virus A H1pdm09
54 5 男 インフルエンザ 40℃，咳嗽， ぬぐい液 1. 15 Influenza virus A H3 NT

55 4 男 インフルエンザ － ぬぐい液 1. 15
Influenza virus A H3 NT
Influenza virus B/Yamagata

56 14 女 インフルエンザ 39℃，咳嗽，上気道炎， ぬぐい液 1. 15 Influenza virus B/Yamagata
57 13 男 インフルエンザ 39℃，咳嗽， ぬぐい液 1. 16 Influenza virus A H1pdm09
58 15 女 インフルエンザ 38℃， ぬぐい液 1. 16 Influenza virus A H3 NT
59 11 女 インフルエンザ 40℃，咳嗽，上気道炎， ぬぐい液 1. 17 Influenza virus A H1pdm09
60 6 女 インフルエンザ 40℃，嘔吐，嘔気， ぬぐい液 1. 17 Influenza virus B/Yamagata
61 6 女 インフルエンザ 39℃，咳嗽， ぬぐい液 1. 18 Influenza virus A H1pdm09
62 6ヶ月 女 インフルエンザ 39℃，咳嗽， ぬぐい液 1. 18 Influenza virus A H1pdm09
63 8 女 インフルエンザ 39℃， ぬぐい液 1. 18 Influenza virus A H1pdm09

64 11 女 インフルエンザ 39℃， ぬぐい液 1. 18
Influenza virus A H1pdm09
Influenza virus B/Yamagata

65 12 男 インフルエンザ 38℃，下痢，嘔吐，嘔気，腹痛，
上気道炎， ぬぐい液 1. 18 Influenza virus A H3 NT

66 1 女 不明熱 39℃，咳嗽， ぬぐい液 1. 18 Human herpes virus 7
67 1 女 インフルエンザ 39℃，上気道炎， 鼻汁 1. 19 Influenza virus A H3 NT
68 11 男 インフルエンザ 39℃， ぬぐい液 1. 19 Influenza virus B/Yamagata
69 6 男 インフルエンザ 40℃，咳嗽， ぬぐい液 1. 19 Influenza virus B/Yamagata
70 6 男 インフルエンザ 39℃， ぬぐい液 1. 19 Influenza virus B/Yamagata
71 7 男 インフルエンザ 39℃， ぬぐい液 1. 19 Influenza virus B/Yamagata
72 1 女 不明発疹症 37℃，発疹， ぬぐい液 1. 19 Human herpes virus 6
73 5 男 インフルエンザ 40℃，嘔吐，嘔気， ぬぐい液 1. 20 Influenza virus A H1pdm09
74 8 男 インフルエンザ 40℃， ぬぐい液 1. 20 Influenza virus A H3 NT
75 8 女 インフルエンザ 38℃， ぬぐい液 1. 20 Influenza virus B/Yamagata
76 8 男 インフルエンザ 40℃， ぬぐい液 1. 20 Influenza virus B/Yamagata
77 20 女 急性胃腸炎 嘔吐，嘔気，腹痛， ふん便 1. 20 Norovirus GII NT
78 76 男 インフルエンザ 39℃，咳嗽， ぬぐい液 1. 22 Influenza virus B/Yamagata
79 4 男 インフルエンザ 39℃，咳嗽， ぬぐい液 1. 22 Influenza virus A H1pdm09
80 6 女 インフルエンザ 38℃，咳嗽， ぬぐい液 1. 22 Influenza virus B/Yamagata
81 4 男 インフルエンザ様疾患 41℃，下気道炎， 鼻汁 1. 22 Influenza virus A H1pdm09
82 6 男 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気，腹痛， ふん便 1. 22 Norovirus GII NT
83 2 男 不明発疹症 発疹， ぬぐい液 1. 22 Epstein-Barr virus
84 1 男 インフルエンザ 40℃， ぬぐい液 1. 25 Influenza virus A H3 NT
85 16 女 インフルエンザ 39℃，上気道炎， ぬぐい液 1. 25 Influenza virus A H3 NT
86 7 女 インフルエンザ 40℃，咳嗽，上気道炎， ぬぐい液 1. 26 Influenza virus B/Yamagata
87 6 女 インフルエンザ 40℃，上気道炎， 鼻汁 1. 29 Influenza virus A H3 NT
88 2 女 インフルエンザ？ 38℃， ぬぐい液 1. 29 Influenza virus A H1pdm09
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病 原 体 検 出 状 況
臨床診断名 病原微生物 2017 年 2017年

総計
2018年 2018年

総計1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1

A群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

Streptococcus agalactiae 1 1
Streptococcus　pyogenes T1 1 1
Streptococcus　pyogenes T4 1 1 2
Streptococcus　pyogenes Untypable 2 1 2 5
Echovirus 9 1 1

計 4 1 1 1 3 10

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 22 19 7 6 4 1 59 17 17
Influenza virus A H1pdm09 2 2 1 1 6 28 28
Influenza virus B /Victoria 1 2 1 1 2 7 3 3
Influenza virus B Yamagata 1 1 1 2 5 21 21

計 25 24 9 9 1 4 5 77 69 69

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 1 1 1
Adenovirus 2 1 1 1 3 1 1
Adenovirus 3 1 1
Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 6 1 1

計 1 4 1 1 7 2 2

感染性胃腸炎

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 2 1 1 1 5
Adenovirus 3 1 1
Adenovirus 41 1 1 2
Astrovirus NT 2 2
Coxsackievirus B1 1 1
Coxsackievirus B4 1 2 3
Echovirus 3 1 1
Echovirus 9 2 2
Echovirus 25 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Norovirus GII NT 9 3 3 9 5 1 2 4 36 3 3
Parecho virus 1 1 1
Rhinovirus 1 1
Rotavirus group AG3 2 2
Rotavirus group AG9 2 2
Rotavirus group A NT 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1 1 1 4 1 1
Campylobacter jejuni 1 1
Staphylococcus aureus Ⅴ 1 1
Salmonella Thompson 1 1

計 13 5 8 1 3 5 14 8 3 5 5 70 4 4

ヘルパンギーナ

Adenovirus 2 1 1
Coxsackievirus A6 4 2 6
Coxsackievirus A10 1 1 2
Coxsackievirus B5 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 1

計 5 3 1 1 2 12

手足口病

Adenovirus 2 1 1
Coxsackievirus A6 8 16 10 2 2 38
Coxsackievirus A16 1 1
Cytomegalovirus 1 1 1 1 1 5
Enterovirus 71 1 4 2 1 8 1 1
Echovirus 7 2 2
Echovirus 9 1 2 1 4
Epstein-Barr virus 1 1
Human herpes virus 6 1 1 2 4
Human herpes virus 7 2 1 3

計 12 18 13 5 4 8 3 3 66 2 2
流行性角結膜炎 Adenovirus 2

計

伝染性紅斑
Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 7 1 1 2
human parvovirus B19 1 1

計 1 1 1 1 4

百日咳
Bordetella pertussis 2 1 2 1 1 1 1 9
Mycoplasma pneumoniae 2 2 4

計 4 3 2 1 1 1 1 13
流行性耳下腺炎 Mumps virus

計

無菌性髄膜炎

Coxsackievirus B4 1 1
Echovirus 9 2 2 4
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 3 4
Varicella-zoster virus 1 1 2

計 1 2 1 5 2 11 1 1
マイコプラズマ肺炎 Mycoplasma pneumoniae

計

RSウイルス感染症
Respiratory syncytial virus A
Respiratory syncytial virus B 1 1
Coxsackievirus B4 1 1

計 2 2
水痘 Varicella-zoster virus 1 1

計 1 1

突発性発疹
Cytomegalovirus 1 1
Human herpes virus 6 1 2 3 1 1

計 1 1 2 4 1 1

その他

Adenovirus 1 1 1 2
Adenovirus 2 2 1 2 5 1 1
Adenovirus 3 1 1
Adenovirus 4 1 1
Adenovirus B 1 1
Coxsackievirus A2 1 1 2
Coxsackievirus A6 3 3 6
Coxsackievirus A10 1 1
Coxsackievirus B1 1 1
Cytomegalo virus 3 2 1 1 1 1 1 10 1 1
Echovirus 3 1 1 2 4
Echovirus 7 3 5 1 9
Echovirus 9 3 8 9 20
Echovirus 18 1 1
Enterovirus NT 3 3
Epstein-Barr virus 1 1 1 3 1 1
Herpes simplex virus 1 1 6 7 1 1
Human herpes virus 6 1 1 2 2 2 2 3 4 17 2 2
Human herpes virus 7 2 1 1 1 1 2 4 1 13 1 1
Human metapneumovirus 1 1 2 4 1 1
Influenza virus A H1pdm09 1 1
Norovirus GII NT 1 1 2 1 1
Parainfluenza virus 2 1 1
Parainfluenza virus 3 1 2 4 1 1 9
Parechovirus 1 1 1 2
Respiratory syncytial virus A 1 3 2 6
Respiratory syncytial virus B 1 1 2 4
Rhinovirus 1 1 1 1 3 2 1 10
Sapovirus genogroup unknown 1 1
Varicella-zoster virus 1 1

計 12 5 3 7 16 12 22 19 13 10 18 10 147 10 10
総計 56 43 26 21 36 42 48 47 26 22 29 28 424 89 89
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高知県感染症情報月報　2018年 2 月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 358 1,878 3,555 1,313 908 2,161 10,173 8,076 7,196

小児科

咽 頭 結 膜 熱 4 12 1 17 12 32

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 10 9 129 6 4 29 187 162 302

感 染 性 胃 腸 炎 36 122 135 23 16 57 389 356 747

水 　 　 　 痘 6 2 7 4 1 20 24 30

手 足 口 病 5 5 17 3 4 34 57 4

伝 染 性 紅 斑 2 1 1 4 5 16

突 発 性 発 疹 1 1 19 2 2 2 27 29 30

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 1 1 2 1 1

流 行 性 耳 下 腺 炎 1 1 1 30

RSウ イ ル ス 感 染 症 7 28 6 4 6 51 47 61

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 2 2 3 1

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 1 1 3

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ

淋 菌 感 染 症

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎 1 1

無 菌 性 髄 膜 炎 1 1 2

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 5 1 6 7 10

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 1 1 3

感 染 性 胃 腸 炎
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 1 3 2 6 3

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 5 1 14 20 20 11

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎
球 菌 感 染 症
薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 421 2,032 3,932 1,359 935 2,264 10,943 8,806 8,479

前　　　　月 384 1,556 3,467 1,118 704 1,577

前 年 同 月 368 1,548 3,506 1,076 664 1,317

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2018年 2 月
全 国 情 報（ 1 月29日～ 2 月25日）

　 第 5 週（ 1 月29日～） か ら 第 8 週（～ 2 月25日 ）
までの 4 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．
　全国における 2 月の上位 6 疾患の合計は185.80で
1 月の181.1と比べ横ばいであった．インフルエン
ザの流行は 1 月と同じ勢いで 2 月も続いた． 1 位
はインフルエンザで152.00（ 1 月 1 位147.03）で横
ばいだった．今季の流行株は，2017年47～51週の
全国集計では，AH1pdm09が最多で59.3%，次いで
B/Yamagataが26.4%，A香 港H3が13.0%，B（ 系
統不明）が0.9%，B/Victoriaが0.4%の順であった．
52週～2018年 4 週の全国集計では，勢力が入れ替
わり，B/Yamagataが44.8%と最多となり，次いで
AH1pdm09が28.3%， 次 い でA香 港H3が23.3%と 増
加し，B/Victoriaが2.4%，B（系統不明）が1.2%の
順 と な っ た． 5 週～ 9 週 は，B/Yamagataが63.6%
とさらに増え，次いでAH3が26.1%，AH1pdm09が
8.1%とA型の順位が入れ替わり，次いでB/Victoria
が1.7%，B（系統不明）が0.6%の順であった．優勢
のウイルス株が目まぐるしく変動するのも今季流行
の特徴のようである．
　 2 位は感染性胃腸炎で18.69（同 2 位19.95）と横
ばい，3 位はA群溶血性レンサ球菌咽頭炎で9.99（同
3 位8.14）とわずかに増加し， 4 位は流行性角結膜
炎で2.34（同 4 位2.73）とわずかに減少した． 5 位
はRSウイルス感染症で1.57（同 5 位1.85）と微減，
6 位は突発性発疹で1.21（同 8 位1.23）と横ばいだっ
た．
　2018年 1 月から百日咳は定点把握から全数把握疾
患となったので，この順位表にはデータが現れない
疾患となったかわりに報告例を巻末に掲載した．

表 1 　各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 5 週 6 週 7 週 8 週 計
1 イ ン フ ル エ ン ザ 54.33 45.38 29.65 22.64 152.00
2 感 染 性 胃 腸 炎 5.11 4.72 4 .05 4 .81 18.69
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 2.61 2.63 2 .10 2 .65 9 .99
4 流 行 性 角 結 膜 炎 0.64 0.59 0 .51 0 .60 2 .34
5 RS ウ イ ル ス 感 染 症 0.45 0.40 0 .36 0 .36 1 .57
6 突 発 性 発 疹 0.30 0.30 0 .29 0 .32 1 .21

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の 2 月の上位 6 疾患の合計は234.87で 1 月
の189.96に比べて増加し，全国を上回った（表 2 ）．
増加の主因は，インフルエンザの大規模かつ爆発的

な流行である．2017/18シーズン全体として大きな
流行となり，パンデミックの2009/1010シーズンを
上回る見込みである．定点当たり報告数の都道府県
別集計で，高知県は211.94という高い値を示し， 2
月は全国第一位の流行であった．今季の流行の特徴
は，インフルエンザB型の検出率が流行開始当初か
ら多い点で，2018年の第 1 週は40.3%であったのが，
第 5 週には72%，第 9 週も66.9%と2/3を占めていた．
例年はA型の流行が先行し，遅れて春先にB型が流
行することが多いのと対照的である．
　 1 位はインフルエンザで211.94（同 1 位168.25）
とさらに増加し全国都道府県別で最多であった． 2
位は感染性胃腸炎で12.97（同 2 位11.86）と横ばい，
3 位はA群溶血性レンサ球菌咽頭炎で6.24（同 3 位
5.40）と微増し，全国よりも少なかった． 4 位はRS
ウイルス感染症で1.69（同 5 位1.56）と横ばいで全
国と同等であった． 5 位は手足口病で1.14（同 4 位
1.90）と減少したが全国よりも多かった． 6 位は突
発性発疹で0.89（同 7 位0.97）と横ばいで全国より
も少なかった．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 5 週 6 週 7 週 8 週 計
1 イ ン フ ル エ ン ザ 66.19 67.67 45.81 32.27 211.94
2 感 染 性 胃 腸 炎 3.07 2.87 3 .20 3 .83 12.97
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.67 1.87 1 .20 1 .50 6 .24
4 RS ウ イ ル ス 感 染 症 0.53 0.40 0 .33 0 .43 1 .69
5 手 足 口 病 0.23 0.37 0 .27 0 .27 1 .14
6 突 発 性 発 疹 0.30 0.33 0 .13 0 .13 0 .89

2 ．全体の傾向
　麻しん，風しんの報告無し．

3 ．主な疾患の発生状況
1 ）インフルエンザ

　報告数　10,173名（ 1 月　8,076名）．今季は全
国よりも遅れて流行期に突入した．高知県全体と
して2018年の第 2 週に31.73と警報レベルを超え
た．12月はパンデミックの流行時（2009年）に
次いで多い報告数であり，このことは早い流行
となったことを意味していた． 1 月は過去10年
の 全 て の 月 別 統 計 の な か で2015年 1 月 の9,139
人に次いで 2 番目に多い報告数であった． 2 月
はさらに増加し，月別で最多の記録をぬり替え
た．2017/18シーズン全体としての流行規模も大
きなものとなり，驚くべきことにパンデミック
の2009/1010シーズンを上回る見込みである．定
点当たり報告数の都道府県別集計で，高知県は
211.94という高い値を示し， 2 月は全国第一位
の数字となった．週毎にみると 5 週66.19， 6 週
67.67，7 週45.81，8 週が32.27なので，流行のピー
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ク期を越えつつあるようだ．県下全域で警報値30
をはるかに超えており，特に多いのは幡多，中央
西，須崎，高知市の順である．
　今季の流行の特徴はインフルエンザB型の検出
率が流行開始時から多い点である．例年はA型の
流行が先行し，遅れて春先にB型が流行すること
が多いのと対照的である．ウイルスはAH3 NTが
12件（ 1 月17件），B/Yamagataが 9 件（同21件），
AH1pdm09が 3 件（同28件），B/Victoriaが 1 件（同
3 件）検出された．今季は複数回インフルエンザ
に罹る者が多く出る可能性が示唆され，実際にA
型→B型，B型→B型というふうに今季 2 回インフ
ルエンザに罹患する患者を多く診るようになって
いる（A型→A型の例は，筆者はまだ耳にしてい
ない）．全国情報の項に記載したように，優勢の
ウイルス株が目まぐるしく変動するのも今季流行
の特徴かもしれない．

2 ）咽頭結膜熱
　報告数　17名（ 1 月　12名）．この時期として
は平年並みの数である．高知市，中央東，須崎か
ら表記の順に多く報告された．ウイルスは検出さ
れていない．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　報告数　187名（ 1 月　162名）．平年並みの報
告数である．県下全域から報告があり，高知市，
幡多，安芸からの報告が多い．細菌は検出されて
いない．

4 ）感染性胃腸炎
　報告数　389名（ 1 月　356名）．前月に引き続
いて，この時期として過去10年間で最も少ない報
告数で，県下全域から報告があり，とくに安芸，
中央東，高知市，幡多からの報告が多い．病原体
は， 1 月搬入検体からNorovirus GⅡ NTが 2 件，
Sapovirus が 1 件検出された．

5 ）水痘
　報告数　20名（ 1 月　24名）．2014年10月から
の予防接種定期化の効果で減少している．2016年
12月に一時増加したものの，その後減少して推移
している．安芸，中央西，高知市，中央東，幡多
から表記の順に多く報告された．ウイルスは検出
されていない．

6 ）手足口病
　報告数　34名（ 1 月　57名）．初夏に流行が始
まる感染症で，今季は 5 月からとやや早い流行開
始となり，過去10年で最大の流行となった． 7 月
は同時期として過去10年間で2010年に次ぐ 2 番目
に多い報告数で，高知県全域で警報値 5 を大きく
超えていた． 8 月以降は徐々に減少したが10月に

下げ止まり，11月は再び増加したが12月以降は減
少に転じ 1 月は横ばい， 2 月は減少した．安芸，
高知市，中央西，中央東，幡多から表記の順に多
く報告された．ウイルスはCoxackievirus A6が 5
月に 8 件， 6 月に16件， 7 月に10件， 8 月， 9 月に
各 2 件検出され， 9 月はCoxackievirus A16が 1 件，
Enterovirus 71が 1 件，10月はEnterovirus 71が 4 件，
11月はEnterovirus 71が 2 件とCytomegalovirusが 1
件，12月はEnterovirus 71が 1 件とCytomegalovirus
が 1 件， 1 月 はEnterovirus 71が 2 件 とEpstein‒
Barr virusが 1 件それぞれ検出された． 2 月はウ
イルスは検出されなかった．今季は 3 種類の原因
ウイルスが流行し， 9 ～ 1 月の流行を形成したの
はEnterovirus 71であったが，危惧される脳幹脳
炎の報告はされていないようである．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　 4 名（ 1 月　 5 名）．2015年以降，全
国的に例年に比べてやや多い数で推移していた
が，2017年の後半以降は同時期として平年並の報
告数である．中央西，中央東，高知市から報告さ
れた．ウイルスは検出されていない．

8 ）突発性発疹
　報告数　27名（ 1 月　29名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）ヘルパンギーナ
　報告数　 2 名（ 1 月　 1 名）．例年 6 － 7 月か
ら流行がみられるが，今季は 5 月から流行が開始
し， 6 月 7 月と増加， 8 月から減少に転じ，10月
11月と再び増加していたが，12月に減少し終息し
た．中央西と幡多から 1 例ずつ報告された．ウイ
ルスは検出されていない．

11）流行性耳下腺炎
　報告数　 1 名（ 1 月　 1 名）．高知市から 1 名
報告されたが，ウイルスは検出されていない．

12）RSウイルス感染症
　報告数　51名（ 1 月　47名）． 8 － 9 月と季節
外れの爆発的流行となった． 9 月は過去10年間で
月間報告数が最多であったが10月は減少に転じ11
月以降は半減が続いた． 1 月 2 月は横ばいであっ
た．安芸を除く全域から報告されたが，特に高知
市，中央西，須崎で多かった． 2 月にウイルスは
検出されていない． 7 月以降に検出されたウイル
スを集計するとRSウイルスAが 6 件，Bが 3 件で
あった．夏季に流行が起きても冬季に再度流行す
る年が多く注意をようするものの，今のところ報
告数の増加はみとめられていない．

13）流行性角結膜炎
　報告数　 2 名（ 1 月　 3 名）．ここ 3 年間は一
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桁で推移している．ウイルスは検出されていない．
14）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）

　報告数　 1 名（ 1 月　 0 名）．60歳代後半の例
が報告された． 1 年に10名前後の数で推移してい
る．乳児を対象としたHibと肺炎球菌ワクチンの
定期接種がはじまって以降はこれらを原因菌とす
る小児例の報告はない．

15）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 1 名（ 1 月　 0 名）．高知市で30歳代
後半の例が報告された． 2 月はウイルスは検出さ
れていない．

16）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 6 名（ 1 月　 7 名）．高知市と幡多か

ら報告された．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
17）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　20名（ 1 月　20名）．例年並みの数で
推移している．

18）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症　
　報告数　 0 名（ 1 月　 0 名）．2014年は計 4 例，
2015年，2016年は各 1 例，2017年は 2 例の報告が
あった．

高知県感染症発生動向調査部会
　前田　　明彦

高知県における月別全数報告疾患（平成30年 2 月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 15 1,565

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 15 1,565

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 2 27
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 2 193

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 4 0 228

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 1 3
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 11 85
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 6 1 58
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 6 149
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 1 9
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 5 29

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 30 1 388

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 5 41
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 2 56
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 22 1 70
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 2 1 31
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 1 8
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 1 4
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 1 18
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 5 3 21
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 6 2 67
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 4 13
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 18 9 60
水痘（入院例に限る） 2 1 1 4
播種性クリプトコックス症 1 3 3 7
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 1 30
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 23 4 161
百日咳 37 37
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 94 61 650

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 238 77 2,866
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　 2 月はウイルス43件の搬入があり，そのうちウイルス28件の病原体を検出し，また，平成30年 1 月に搬入された
検体でウイルス 8 件を検出した．検出ウイルスの内訳は，Enterovirus 71 1 件，Epstein-Barr virus 1 件，Human 
herpes virus 6 1 件，human metapneumovirus 3 件，Influenza virus A H1pdm09 3 件，Influenza virus A 
H3 NT 12件，Influenza virus B/Victoria 1 件，Influenza virus B/Yamagata 9 件，Norovirus GII NT 2 件，
Parainfluenza virus 2 1 件，Respiratory syncytial virus A 1 件，Sapovirus genogroup unknown 1 件であっ
た．       

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 4 男 手足口病 水疱，口内炎， ぬぐい液 1. 12 Enterovirus 71
2 1 男 感染性胃腸炎 38℃，嘔吐，嘔気， ふん便 1. 17 Norovirus GII NT
3 9ヶ月 男 ＲＳウイルス感染症 39℃，咳嗽，気管支炎， 鼻腔 1. 22 Respiratory syncytial virus A
4 2 男 気管支炎 38℃，咳嗽，気管支炎， ぬぐい液 1. 23 Human metapneumovirus
5 2 女 不明熱 39℃，咳嗽， ぬぐい液 1. 23 Parainfluenza virus 2
6 13 女 感染性胃腸炎 腹痛， ふん便 1. 24 Sapovirus genogroup unknown
7 2 女 下気道炎 40℃，下気道炎， ぬぐい液 1. 25 Human metapneumovirus
8 4 女 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 1. 27 Norovirus GII NT
9 59 女 インフルエンザ － ぬぐい液 1. 30 Influenza virus A H3 NT
10 11 女 上気道炎 39℃，上気道炎， ぬぐい液 2.  1 Influenza virus B/Yamagata
11 1 男 インフルエンザ 39℃，咳嗽，上気道炎， ぬぐい液 2.  1 Influenza virus B/Yamagata
12 14 男 インフルエンザ 39℃，上気道炎， ぬぐい液 2.  2 Influenza virus A H3 NT
13 13 女 インフルエンザ 39℃，上気道炎， ぬぐい液 2.  5 Influenza virus A H3 NT
14 4 女 インフルエンザ？ 39℃，下痢，咳嗽， ぬぐい液 2.  6 Influenza virus B/Yamagata
15 1 男 肺炎 40℃，肺炎， 鼻汁 2.  7 Human metapneumovirus

16 8 男 インフルエンザ － ぬぐい液 2.  7
Influenza virus A H1pdm09
Influenza virus B/Yamagata

17 4 男 インフルエンザ 40℃，咳嗽，上気道炎， ぬぐい液 2.  7 Influenza virus A H3 NT
18 4 女 インフルエンザ様疾患 41℃，肝機能， 鼻咽頭 2. 10 Epstein-Barr virus
19 1 男 インフルエンザ 40℃，咳嗽， ぬぐい液 2. 13 Influenza virus A H1pdm09
20 15 男 インフルエンザ 39℃， ぬぐい液 2. 13 Influenza virus A H3 NT
21 6 男 インフルエンザ 39℃，上気道炎， ぬぐい液 2. 13 Influenza virus B/Victoria
22 4 女 インフルエンザ 39℃， ぬぐい液 2. 14 Influenza virus A H1pdm09
23 6 女 インフルエンザ 39℃，上気道炎， ぬぐい液 2. 14 Influenza virus A H3 NT

24 10 女 インフルエンザ 38℃，嘔吐，嘔気，咳嗽，上
気道炎， ぬぐい液 2. 16 Influenza virus B/Yamagata

25 76 男 インフルエンザ 38℃， ぬぐい液 2. 17 Influenza virus A H3 NT

26 5 男 突発性発しん疑い，中枢神経
感染症疑い － 髄液 2. 17 Human herpes virus 6

27 5 男 インフルエンザ 39℃， ぬぐい液 2. 19 Influenza virus A H3 NT

28 9 男 インフルエンザ 40℃，嘔吐，嘔気，咳嗽，上
気道炎， ぬぐい液 2. 19 Influenza virus B/Yamagata

29 11 女 インフルエンザ 38℃，咳嗽，下気道炎， ぬぐい液 2. 19 Influenza virus B/Yamagata
30 6 女 インフルエンザ 39℃， ぬぐい液 2. 20 Influenza virus A H3 NT
31 4 男 インフルエンザ 39℃，咳嗽， ぬぐい液 2. 21 Influenza virus A H3 NT
32 5 男 インフルエンザ 39℃，咳嗽，上気道炎， ぬぐい液 2. 23 Influenza virus B/Yamagata
33 3 男 インフルエンザ 39℃，咳嗽，肺炎， 吸引鼻汁 2. 26 Influenza virus B/Yamagata
34 50 女 インフルエンザ 37℃， ぬぐい液 2. 26 Influenza virus A H3 NT
35 2 男 インフルエンザ 39℃ , 咳嗽 , 上気道炎 , ぬぐい液 2. 26 Influenza virus A H3 NT
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病 原 体 検 出 状 況
臨床診断名 病原微生物 2017 年 2017年

総計
2018年 2018年

総計1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

A群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

Streptococcus agalactiae 1 1
Streptococcus　pyogenes T1 1 1
Streptococcus　pyogenes T4 1 1 2
Streptococcus　pyogenes Untypable 2 1 2 5
Echovirus 9 1 1

計 4 1 1 1 3 10

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 22 19 7 6 4 1 59 17 12 29
Influenza virus A H1pdm09 2 2 1 1 6 28 3 31
Influenza virus B /Victoria 1 2 1 1 2 7 3 1 4
Influenza virus B Yamagata 1 1 1 2 5 21 7 28

計 25 24 9 9 1 4 5 77 69 23 92

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 1 1 1
Adenovirus 2 1 1 1 3 1 1
Adenovirus 3 1 1
Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 6 1 1

計 1 4 1 1 7 2 2

感染性胃腸炎

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 2 1 1 1 5
Adenovirus 3 1 1
Adenovirus 41 1 1 2
Astrovirus NT 2 2
Coxsackievirus B1 1 1
Coxsackievirus B4 1 2 3
Echovirus 3 1 1
Echovirus 9 2 2
Echovirus 25 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Norovirus GII NT 9 3 3 9 5 1 2 4 36 5 5
Parecho virus 1 1 1
Rhinovirus 1 1
Rotavirus group AG3 2 2
Rotavirus group AG9 2 2
Rotavirus group A NT 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1 1 1 4 2 2
Campylobacter jejuni 1 1
Staphylococcus aureus Ⅴ 1 1
Salmonella Thompson 1 1

計 13 5 8 1 3 5 14 8 3 5 5 70 7 7

ヘルパンギーナ

Adenovirus 2 1 1
Coxsackievirus A6 4 2 6
Coxsackievirus A10 1 1 2
Coxsackievirus B5 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 1

計 5 3 1 1 2 12

手足口病

Adenovirus 2 1 1
Coxsackievirus A6 8 16 10 2 2 38
Coxsackievirus A16 1 1
Cytomegalovirus 1 1 1 1 1 5
Enterovirus 71 1 4 2 1 8 2 2
Echovirus 7 2 2
Echovirus 9 1 2 1 4
Epstein-Barr virus 1 1
Human herpes virus 6 1 1 2 4
Human herpes virus 7 2 1 3

計 12 18 13 5 4 8 3 3 66 3 3
流行性角結膜炎 Adenovirus 2

計

伝染性紅斑
Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 7 1 1 2
human parvovirus B19 1 1

計 1 1 1 1 4

百日咳
Bordetella pertussis 2 1 2 1 1 1 1 9
Mycoplasma pneumoniae 2 2 4

計 4 3 2 1 1 1 1 13
流行性耳下腺炎 Mumps virus

計

無菌性髄膜炎

Coxsackievirus B4 1 1
Echovirus 9 2 2 4
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 3 4
Varicella-zoster virus 1 1 2

計 1 2 1 5 2 11 1 1
マイコプラズマ肺炎 Mycoplasma pneumoniae

計

RSウイルス感染症
Respiratory syncytial virus A 1 1
Respiratory syncytial virus B 1 1
Coxsackievirus B4 1 1

計 2 2 1 1
水痘 Varicella-zoster virus 1 1

計 1 1

突発性発疹
Cytomegalovirus 1 1
Human herpes virus 6 1 2 3 1 1

計 1 1 2 4 1 1

その他

Adenovirus 1 1 1 2
Adenovirus 2 2 1 2 5 1 1
Adenovirus 3 1 1
Adenovirus 4 1 1
Adenovirus B 1 1
Coxsackievirus A2 1 1 2
Coxsackievirus A6 3 3 6
Coxsackievirus A10 1 1
Coxsackievirus B1 1 1
Cytomegalo virus 3 2 1 1 1 1 1 10 1 1
Echovirus 3 1 1 2 4
Echovirus 7 3 5 1 9
Echovirus 9 3 8 9 20
Echovirus 18 1 1
Enterovirus NT 3 3
Epstein-Barr virus 1 1 1 3 1 1 2
Herpes simplex virus 1 1 6 7 1 1
Human herpes virus 6 1 1 2 2 2 2 3 4 17 2 1 3
Human herpes virus 7 2 1 1 1 1 2 4 1 13 1 1
Human metapneumovirus 1 1 2 4 3 1 4
Influenza virus A H1pdm09 1 1
Influenza virus B Yamagata 2 2
Norovirus GII NT 1 1 2 1 1
Parainfluenza virus 2 1 1 1 1
Parainfluenza virus 3 1 2 4 1 1 9
Parechovirus 1 1 1 2
Respiratory syncytial virus A 1 3 2 6
Respiratory syncytial virus B 1 1 2 4
Rhinovirus 1 1 1 1 3 2 1 10
Sapovirus genogroup unknown 1 1
Varicella-zoster virus 1 1

計 12 5 3 7 16 12 22 19 13 10 18 10 147 13 5 18
総計 56 43 26 21 36 42 48 47 26 22 29 28 424 97 28 125
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高知県感染症情報月報　2018年 3 月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 140 417 873 382 238 426 2,476 10,173 2,445

小児科

咽 頭 結 膜 熱 18 1 4 1 24 17 23

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 6 11 127 13 14 21 192 187 340

感 染 性 胃 腸 炎 45 188 244 46 39 40 602 389 644

水 　 　 　 痘 7 1 3 11 20 40

手 足 口 病 4 10 2 22 38 34 2

伝 染 性 紅 斑 3 1 4 4 14

突 発 性 発 疹 1 8 18 2 4 1 34 27 54

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 1 1 2 1

流 行 性 耳 下 腺 炎 1 3 2 6 1 27

RSウ イ ル ス 感 染 症 2 1 39 2 2 1 47 51 35

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 2 2 2 1

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 1 1 1

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ

淋 菌 感 染 症

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎 1 1 1

無 菌 性 髄 膜 炎 1 1

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 7 7 6 12

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 4 4 1 3

感 染 性 胃 腸 炎
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 3 3 6 3

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 4 2 13 19 20 21

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎
球 菌 感 染 症 1

薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 205 638 1,365 448 301 515 3,472 10,943 3,673

前　　　　月 421 2,032 3,932 1,359 935 2,264

前 年 同 月 116 710 1,320 325 229 973

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2018年 3 月
全 国 情 報（ 2 月26日～ 4 月 1 日）

　 第 9 週（ 2 月26日～） か ら 第13週（～ 4 月 1 日 ）
までの 5 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．
　全国における 3 月の上位 6 疾患の合計は 4 週間に
換算すると71.63で 2 月の185.80と比べて減少した．
これは，インフルエンザが減少したことを反映して
いる．
　 1 位はインフルエンザで 4 週換算値が37.49（ 2 月
1 位152.00）と著しく減少した． 2 位は感染性胃腸
炎で19.02（同 2 位18.69）， 3 位がA群溶血性レンサ
球菌咽頭炎で9.81（同 3 位9.99）， 4 位は流行性角結
膜炎で2.26（同 4 位2.34）， 5 位はRSウイルス感染症
で1.58（同 5 位1.57）と全て横ばいだった． 6 位は
ロタウイルス胃腸炎で1.48（同10位0.58）と増加した．

表 1   各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 9 週 10週 11週 12週 13週 計
1 イ ン フ ル エ ン ザ 17.42 12.05 8 .65 5 .35 3 .39 46.86
2 感 染 性 胃 腸 炎 4.84 5.00 5 .01 4 .43 4 .50 23.78
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 2.60 2.64 2 .69 2 .27 2 .06 12.26
4 流 行 性 角 結 膜 炎 0.59 0.53 0 .54 0 .53 0 .63 2 .82
5 RS ウイルス感染症 0.38 0.41 0 .44 0 .38 0 .36 1 .97
6 感染性胃腸炎（ロタウイルスに限る） 0.31 0.28 0 .41 0 .43 0 .42 1 .85

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の 3 月の上位 6 疾患の合計は 4 週換算する
と65.58で， 2 月の234.87と比べてきわだって減少
し，全国よりも少なくなった（表 2 ）．減少の原因
は，インフルエンザの減少である．今季（2017/18）
は，全国的にパンデミックの2009/1010シーズンを
上回る大きな流行になった．とくに高知県は，都道
府県別定点当たり報告数が， 2 月に全国第一位の流
行であった．今季の流行の特徴は，インフルエン
ザB型の流行開始が早く大規模だったこと，B型と
してYamagataとVictoriaが，A型としてAH3 NT，
AH1pdm09の合計 4 亜型のウイルスが流行を形成
し，インフルエンザに 2 回罹患する者も多くみられた．
　 1 位はインフルエンザで 4 週換算値が41.26（同 1
位211.94）と減少したが全国よりも多かった． 2 位
は感染性胃腸炎で16.05（同 2 位12.97）と増加した
が全国よりも少なかった． 3 位はA群溶血性レンサ
球菌咽頭炎で5.11（同 3 位6.24）と減少し，全国よ
りも少なかった．4 位はRSウイルス感染症で1.25（同
4 位1.69）と減少し全国よりも少なかった． 5 位は
手足内病で1.01（同 5 位1.14）と減少したが全国よ

りも多かった．6 位は突発性発疹で0.90（同 6 位0.89）
と横ばいで全国よりも少なかった．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 9 週 10 週 11 週 12 週 13 週 計
1 イ ン フ ル エ ン ザ 23.23 13.60 8 .00 4 .46 2 .29 51.58
2 感 染 性 胃 腸 炎 3.33 3.13 5 .50 4 .30 3 .80 20.06
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.43 1.33 1 .33 1 .33 0 .97 6 .39
4 RS ウイルス感染症 0.33 0.20 0 .40 0 .40 0 .23 1 .56
5 手 足 口 病 0.20 0.27 0 .43 0 .13 0 .23 1 .26
6 突 発 性 発 疹 0.13 0.30 0 .27 0 .23 0 .20 1 .13

2 ．全体の傾向
　麻しん，風しんの報告無し．

3 ．主な疾患の発生状況
1 ）インフルエンザ

　報告数　2,476名（ 2 月　10,173名）．今季は全
国よりも遅れて流行期に突入した．高知県全体と
して2018年の第 2 週に31.73と警報レベルを超え
た．12月はパンデミックの流行時（2009年）に
次いで多い報告数であり，このことは早い流行と
なったことを意味していた． 1 月は過去10年の全
ての月別統計のなかで2015年 1 月に次いで 2 番目
に多い報告数であった． 2 月はさらに増加し，月
毎の最多記録をぬり替えた．2017/18シーズン全
体としての流行規模も大きなものとなり，パンデ
ミックの2009/1010シーズンを上回り，過去10年
で最大の流行になった．定点当たり報告数の都道
府県別集計で， 2 月に高知県は211.94という高い
値を示し，全国第一位だった．週毎にみると 6 週
67.67をピークに以後は減少を続けており，流行
終息に向かっているようだ．しかし， 3 月の集計
は県下全域でまだ警報値30を超えており，多いの
は中央西，須崎，高知市，幡多，中央東，安芸の
順である．ウイルスとして，AH3 NTが 7 件，B 
Yamagataが 4 件検出された．
　今季の流行の特徴は， 1 ）過去10年間で最大
の報告数を記録したこと， 2 ）インフルエンザB
型の検出率が流行開始時から多かったこと（例年
はA型の流行が先行し，遅れて春先にB型が流行
することが多いのと対照的）， 3 ） 4 つの異なる
亜型のウイルス株が流行し，しかも優勢のウイル
ス株が目まぐるしく変動したこと，である．今
季，県下で12月以降に検出されたウイルスを集計
す る と，AH3 NTが37件，B/Yamagataが34件，
AH1pdm09が31件，B/Victoriaが 6 件検出された．
複数回インフルエンザに罹る者が多くみとめら
れ，A型→B型，B型→B型というふうに短期間に
2 回インフルエンザに罹患する者も少なくなかった．

2 ）咽頭結膜熱
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　報告数　24名（ 2 月　17名）．この時期として
は平年並みの数である．須崎，高知市，中央西，
幡多から表記の順に多く報告された．ウイルスは
検出されていない．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　 報 告 数　192名（ 2 月　187名 ）． 平 年 並 み の
報告数である．県下全域から報告があり，高知
市，須崎からの報告が多い．細菌はStreptococcus 
pyogenes T1，T3を各 1 件検出した．

4 ）感染性胃腸炎
　報告数　602名（ 2 月　389名）．前月より増加
したものの，本年 1 月以降 3 カ月連続で，この時
期として過去10年間で最も少ない報告数で推移し
ている．県下全域から報告があり，とくに中央東，
安芸，高知市，須崎からの報告が多い．病原体は，
Norovirus GⅡ NTが 1 件，Astrovirus　NT が
1 件検出された．

5 ）水痘
　報告数　11名（ 2 月　20名）．2014年10月から
の予防接種定期化の効果で減少している．2016年
12月に一時増加したものの，その後減少して推移
している．安芸，高知市，中央東から表記の順に
多く報告された．ウイルスは検出されていない．

6 ）手足口病
　報告数　38名（ 2 月　34名）．初夏に流行が始
まる感染症で，昨年 5 月から流行が開始し，過去
10年で最大の流行となった． 7 月は同時期として
過去10年間で2010年に次ぐ 2 番目に多い報告数
で，高知県全域で警報値 5 を大きく超えていた．
8 月以降は徐々に減少したが10月に下げ止まり，
11月は再び増加したが12月以降は減少し以後は
増減が波打っている．幡多，高知市，中央西，中
央東から表記の順に多く報告された．ウイルスは
Coxackievirus A6が 5 月に 8 件， 6 月に16件， 7
月に10件， 8 月， 9 月に各 2 件検出され， 9 月は
Coxackievirus A16が 1 件，Enterovirus 71が 1
件，その後はEnterovirus 71が10月 4 件，11月 2
件，12月 1 件，本年 1 月 2 件検出された． 2 月 3
月はウイルスは検出されなかった．前年 5 月以降
は 3 種類の原因ウイルスが流行し， 9 ～ 1 月の流
行を形成したのはEnterovirus 71であったが，危
惧される脳幹脳炎の報告はされていない．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　 4 名（ 2 月　 4 名）．2015年以降，全
国的に例年に比べてやや多い数で推移していた
が，2017年の後半以降は同時期として平年並の
報告数である．中央東，高知市から報告された．
Human parvovirus B19は検出されていない．

8 ）突発性発疹
　報告数　34名（ 2 月　27名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）ヘルパンギーナ
　報告数　 1 名（ 2 月　 2 名）．例年 6 － 7 月か
ら流行がみられる．幡多から 1 例報告された．ウ
イルスは検出されていない．

10）流行性耳下腺炎
　 報 告 数　 6 名（ 2 月　 1 名 ）． 幡 多， 高 知 市，
中央東から表記の順に多く報告された．昨年夏以
降は，過去10年で最も少ない数字で推移している
が，増加しており今後に注目したい．ウイルスは
検出されていない．

11）RSウイルス感染症
　報告数　47名（ 2 月　51名）．前年 8 － 9 月と
季節外れの爆発的流行となった． 9 月は過去10年
間で月間報告数が最多であったが10月は減少に転
じ11月以降は半減， 1 月以降は横ばいで推移して
いる．県下全域から報告されたが，特に高知市，
安芸，須崎で多かった． 3 月にウイルスは検出さ
れていない． 7 月以降に検出されたウイルスを集
計するとRSウイルスAが 6 件，Bが 3 件であった．

12）流行性角結膜炎
　報告数　 2 名（ 2 月　 2 名）．ここ 3 年間は一
桁で推移している．ウイルスは検出されていない．

13）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 1 名（ 2 月　 1 名）．中央東から50歳
代前半の例が報告された． 1 年に10名前後の数で
推移している．乳児を対象としたHibと肺炎球菌
ワクチンの定期接種がはじまって以降はこれらを
原因菌とする小児例の報告はない．

14）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 2 月　 1 名）．前年から少ない
報告数で推移している．

15）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 7 名（ 2 月　 6 名）．すべて高知市か
ら報告された．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
16）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　19名（ 2 月　20名）．例年並みの数で
推移している．

17）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症　
　報告数　 0 名（ 2 月　 0 名）．2014年は計 4 例，
2015年，2016年は各 1 例，2017年は 2 例の報告が
あった．

高知県感染症発生動向調査部会
　　前田　　明彦
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高知県における月別全数報告疾患（平成30年 3 月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 29 1,579

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 29 1,579

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 2 27
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 2 193

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 4 0 228

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 1 3
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 11 85
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 6 1 58
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 6 149
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 1 9
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 5 29

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 30 1 388

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 5 41
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 2 56
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 22 2 71
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 2 1 31
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 1 8
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 1 4
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 1 18
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 5 3 21
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 6 5 70
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 4 1 14
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 18 9 60
水痘（入院例に限る） 2 1 1 4
播種性クリプトコックス症 1 3 3 7
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 1 30
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 23 5 162
百日咳 53 53
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 94 83 672

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 238 113 2,902
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　 3 月はウイルス56件，細菌 2 件の搬入があり，そのうちウイルス19件，細菌 2 件の病原体を検出し，また，平成
30年 2 月に搬入された検体でウイルス 2 件を検出した．検出ウイルスの内訳は，Adenovirus 2 1 件， Astrovirus 
NT 1 件，Cytomegalovirus 1 件，Human herpes virus 6 1 件，Human metapneumovirus 4 件， Influenza 
virus A H3 NT 7 件，Influenza virus B/Yamagata 4 件，Norovirus GⅡ NT 2 件， ま た， 細 菌 の 内 訳 は，
Streptococcus pyogenes T1 1 件，Streptococcus pyogenes T3 1 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 2 男 感染性胃腸炎 37℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 2.  6 Norovirus GII NT
2 11ヶ月 男 咽頭結膜熱 39℃，下痢， ぬぐい液 2. 10 Adenovirus 2
3 1 女 EB 疑い 39℃，咳漱，発疹， ぬぐい液 2. 27 Cytomegalovirus
4 9 女 呼吸器感染症 39℃，咳漱，気管支炎， 鼻咽腔ぬぐい液 2. 28 Human metapneumovirus
5 11 男 インフルエンザ 39℃，咳漱，上気道炎， ぬぐい液 3.  1 Influenza virus A H3 NT
6 38 女 インフルエンザ 39℃，関節痛， ぬぐい液 3.  1 Influenza virus B/Yamagata
7 2 女 インフルエンザ 39℃， ぬぐい液 3.  2 Influenza virus A H3 NT
8 2 男 － 40℃，腹痛，発疹， ぬぐい液 3.  3 Human herpes virus 6
9 4 女 インフルエンザ 39℃，咳漱，上気道炎， ぬぐい液 3.  6 Influenza virus A H3 NT
10 76 女 インフルエンザ 37℃，咳漱， ぬぐい液 3.  6 Influenza virus B/Yamagata
11 12 女 インフルエンザ 39℃，下気道炎， ぬぐい液 3. 12 Influenza virus A H3 NT
12 3 女 インフルエンザ 40℃，上気道炎， ぬぐい液 3. 12 Influenza virus A H3 NT
13 3 女 インフルエンザ 38℃，下気道炎， ぬぐい液 3. 12 Influenza virus B/Yamagata
14 7 女 感染性胃腸炎 嘔吐，嘔気， ふん便 3. 12 Norovirus GII NT
15 1 男 呼吸器感染症 39℃，嘔吐，嘔気，咳漱， 鼻咽腔ぬぐい液 3. 12 Human metapneumovirus
16 19 女 伝染性紅斑 40℃，上気道炎，発疹，結膜炎，鼻咽腔ぬぐい液 3. 12 Human metapneumovirus
17 9 女 インフルエンザ 39℃，上気道炎， ぬぐい液 3. 14 Influenza virus B/Yamagata
18 4 女 ヒトメタニューモ 40℃，下気道炎， ぬぐい液 3. 19 Human metapneumovirus
19 5 女 インフルエンザ 39℃，咳漱，下気道炎， ぬぐい液 3. 19 Influenza virus A H3 NT
20 8 男 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 38℃，上気道炎，発疹， ぬぐい液 3. 22 Streptococcus pyogenes T3

21 4 男 感染性胃腸炎 40℃，下痢，嘔吐，嘔気，腹痛，
咳漱， ふん便 3. 22 Astrovirus NT

22 9 女 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 39℃，上気道炎， ぬぐい液 3. 26 Streptococcus pyogenes T1
23 2 男 インフルエンザ 39℃，咳漱， ぬぐい液 3. 28 Influenza virus A H3 NT
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病 原 体 検 出 状 況
臨床診断名 病原微生物 2017 年 2017年

総計
2018年 2018年

総計1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

A群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

Streptococcus agalactiae 1 1
Streptococcus　pyogenes T1 1 1 1 1
Streptococcus　pyogenes T3 1 1
Streptococcus　pyogenes T4 1 1 2
Streptococcus　pyogenes Untypable 2 1 2 5
Echovirus 9 1 1

計 4 1 1 1 3 10 2

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 22 19 7 6 4 1 59 17 12 7 36
Influenza virus A H1pdm09 2 2 1 1 6 28 3 31
Influenza virus B /Victoria 1 2 1 1 2 7 3 1 4
Influenza virus B Yamagata 1 1 1 2 5 21 7 4 32

計 25 24 9 9 1 4 5 77 69 23 11 103

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 1 1 1
Adenovirus 2 1 1 1 3 1 1 2
Adenovirus 3 1 1
Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 6 1 1

計 1 4 1 1 7 2 1 3

感染性胃腸炎

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 2 1 1 1 5
Adenovirus 3 1 1
Adenovirus 41 1 1 2
Astrovirus NT 2 2 1 1
Coxsackievirus B1 1 1
Coxsackievirus B4 1 2 3
Echovirus 3 1 1
Echovirus 9 2 2
Echovirus 25 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Norovirus GII NT 9 3 3 9 5 1 2 4 36 5 1 1 7
Parecho virus 1 1 1
Rhinovirus 1 1
Rotavirus group AG3 2 2
Rotavirus group AG9 2 2
Rotavirus group A NT 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1 1 1 4 2 2
Campylobacter jejuni 1 1
Staphylococcus aureus Ⅴ 1 1
Salmonella Thompson 1 1

計 13 5 8 1 3 5 14 8 3 5 5 70 7 1 2 10

ヘルパンギーナ

Adenovirus 2 1 1
Coxsackievirus A6 4 2 6
Coxsackievirus A10 1 1 2
Coxsackievirus B5 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 1

計 5 3 1 1 2 12

手足口病

Adenovirus 2 1 1
Coxsackievirus A6 8 16 10 2 2 38
Coxsackievirus A16 1 1
Cytomegalovirus 1 1 1 1 1 5
Enterovirus 71 1 4 2 1 8 2 2
Echovirus 7 2 2
Echovirus 9 1 2 1 4
Epstein-Barr virus 1 1
Human herpes virus 6 1 1 2 4
Human herpes virus 7 2 1 3

計 12 18 13 5 4 8 3 3 66 3 3
流行性角結膜炎 Adenovirus 2

計

伝染性紅斑

Echovirus 9 1 1
Human herpes virus 7 1 1 2
Human metapneumovirus 1 1
human parvovirus B19 1 1

計 1 1 1 1 4 1 1

百日咳
Bordetella pertussis 2 1 2 1 1 1 1 9
Mycoplasma pneumoniae 2 2 4

計 4 3 2 1 1 1 1 13
流行性耳下腺炎 Mumps virus

計

無菌性髄膜炎

Coxsackievirus B4 1 1
Echovirus 9 2 2 4
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 1 3 4
Varicella-zoster virus 1 1 2

計 1 2 1 5 2 11 1 1
マイコプラズマ肺炎 Mycoplasma pneumoniae

計

RSウイルス感染症
Respiratory syncytial virus A 1 1
Respiratory syncytial virus B 1 1
Coxsackievirus B4 1 1

計 2 2 1 1
水痘 Varicella-zoster virus 1 1

計 1 1

突発性発疹
Cytomegalovirus 1 1
Human herpes virus 6 1 2 3 1 1

計 1 1 2 4 1 1

その他

Adenovirus 1 1 1 2
Adenovirus 2 2 1 2 5 1 1
Adenovirus 3 1 1
Adenovirus 4 1 1
Adenovirus B 1 1
Coxsackievirus A2 1 1 2
Coxsackievirus A6 3 3 6
Coxsackievirus A10 1 1
Coxsackievirus B1 1 1
Cytomegalo virus 3 2 1 1 1 1 1 10 1 1 2
Echovirus 3 1 1 2 4
Echovirus 7 3 5 1 9
Echovirus 9 3 8 9 20
Echovirus 18 1 1
Enterovirus NT 3 3
Epstein-Barr virus 1 1 1 3 1 1 2
Herpes simplex virus 1 1 6 7 1 1
Human herpes virus 6 1 1 2 2 2 2 3 4 17 2 1 1 4
Human herpes virus 7 2 1 1 1 1 2 4 1 13 1 1
Human metapneumovirus 1 1 2 4 3 1 3 7
Influenza virus A H1pdm09 1 1
Influenza virus B Yamagata 2 2
Norovirus GII NT 1 1 2 1 1
Parainfluenza virus 2 1 1 1 1
Parainfluenza virus 3 1 2 4 1 1 9
Parechovirus 1 1 1 2
Respiratory syncytial virus A 1 3 2 6
Respiratory syncytial virus B 1 1 2 4
Rhinovirus 1 1 1 1 3 2 1 10
Sapovirus genogroup unknown 1 1
Varicella-zoster virus 1 1

計 12 5 3 7 16 12 22 19 13 10 18 10 147 13 5 5 23
総計 56 43 26 21 36 42 48 47 26 22 29 28 424 97 30 21 148
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高知県感染症情報月報　2018年 4 月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 5 22 55 11 9 1 103 2,476 384

小児科

咽 頭 結 膜 熱 6 3 10 19 24 10

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 15 9 75 11 12 19 141 192 244

感 染 性 胃 腸 炎 52 136 243 39 19 75 564 602 329

水 　 　 　 痘 3 4 6 4 1 18 11 57

手 足 口 病 3 10 2 18 33 38

伝 染 性 紅 斑 1 2 1 4 4 12

突 発 性 発 疹 1 5 17 3 7 7 40 34 48

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 3 3 1 1

流 行 性 耳 下 腺 炎 2 3 1 6 6 28

RSウ イ ル ス 感 染 症 3 2 17 4 26 47 34

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 4 4 2

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 1 1 1 2

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ 1

淋 菌 感 染 症 1 1 2

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎 1

無 菌 性 髄 膜 炎

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 6 6 7 9

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 2 2 4 1

感 染 性 胃 腸 炎
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 1 4 5 10 3 13

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 1 13 2 16 19 22

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎
球 菌 感 染 症
薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 80 185 464 71 50 148 998 3,472 1,196

前　　　　月 205 638 1,365 448 301 515

前 年 同 月 48 226 578 92 99 153

小児科定点数 2 7 11 3 2 5



148

2018年 4 月
全 国 情 報（ 4 月 2 日～ 4 月29日）

　第14週（ 4 月 2 日～）から第17週（～ 4 月29日）
までの 4 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．
　全国における 4 月の上位 6 疾患の合計は45.47で 3
月の 4 週間換算値71.63と比べて減少した．これは，
インフルエンザが減少したことを反映している．
　 1 位は感染性胃腸炎で22.26（ 3 月 2 位19.02）で
少し増加した． 2 位はA群溶血性レンサ球菌咽頭炎
で9.63（ 3 位9.81）と横ばい， 3 位がインフルエン
ザで6.65（同 1 位37.49）と著しく減少した． 4 位は
流行性角結膜炎で3.12（同 4 位2.26）， 5 位は突発性
発疹で2.07（同 7 位1.44）と 6 位ロタウイルス胃腸
炎で1.74（同 6 位1.48）といずれも少し増加した．
　麻疹が流行している．2018年は第15週までに67例
発生しており，うち53例（79%）が検査診断例であ
る．患者年齢の中央値は32歳（範囲 0 ～55歳）で，
麻疹ワクチン接種歴 0 回が16例（24％）， 1 回が 7
例（10%）， 2 回が 6 例（ 9 %），不明が38例（57%）
である．最多は沖縄県で46例，埼玉県・東京都で各
5 例，愛知県で 2 例が報告されている．沖縄県では，
2018年 3 月20日に海外からの旅行客 1 名が麻疹と診
断され，これを発端に 2 次， 3 次感染と拡大してい
る．ゴールデンウィークの人の往来で麻疹の全国へ
の感染拡大する危険性が指摘されている．

表 1 　各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 14 週 15 週 16 週 17 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 4.29 5.00 6 .21 6 .76 22.26
2 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.87 2.19 2 .66 2 .91 9 .63
3 イ ン フ ル エ ン ザ 2.00 1.66 1 .76 1 .23 6 .65
4 流 行 性 角 結 膜 炎 0.72 0.72 0 .79 0 .89 3 .12
5 突 発 性 発 疹 0.42 0.49 0 .54 0 .62 2 .07
6 感染性胃腸炎（ロタウイルスに限る） 0.42 0.41 0 .52 0 .39 1 .74

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の 4 月の上位 6 疾患の合計は29.56で 3 月の
4 週換算値65.58と比べて減少し，全国よりも少な
かった（表 2 ）．減少の原因は，インフルエンザの
減少である．今季（2017/18）は，全国的にパンデミッ
クの2009/2010シーズンを上回る大きな流行になっ
た．とくに高知県は，都道府県別定点当たり報告数
が， 2 月に全国第一位の報告数であった．今季の流
行の特徴は，インフルエンザB型の流行開始が早く
大規模だったこと，B型としてYamagataとVictoria
が，A型としてAH3 NT，AH1pdm09の合計 4 亜型

のウイルスが流行を形成し，インフルエンザに 2 回
罹患する者も多くみられた．問題になっている麻疹
は，高知県ではまだ発生していない．
　 1 位は感染性胃腸炎で18.79（ 3 月 2 位16.05）と
わずかに増加した． 2 位はA群溶血性レンサ球菌咽
頭炎で4.70（同 3 位5.11）と横ばい， 3 位がインフ
ルエンザで2.15（同 1 位41.26）と激減した． 4 位は
流行性角結膜炎で1.34（同 9 位0.53）， 5 位は突発性
発疹で1.33（同 6 位0.90）， 6 位はロタウイルス胃腸
炎で1.25（同11位0.31）といずれも増加した．上位
6 疾患はいずれも全国よりも少なかった．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 14 週 15 週 16 週 17 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 3.43 5.23 4 .70 5 .43 18.79
2 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0.67 1.10 1 .20 1 .73 4 .70
3 イ ン フ ル エ ン ザ 0.85 0.67 0 .50 0 .13 2 .15
4 流 行 性 角 結 膜 炎 0.00 0.00 0 .67 0 .67 1 .34
5 突 発 性 発 疹 0.30 0.23 0 .37 0 .43 1 .33
6 感染性胃腸炎（ロタウイルスに限る） 0.25 0.50 0 .25 0 .25 1 .25

2 ．全体の傾向
　　麻しん，風しんの報告無し．
3 ．主な疾患の発生状況

1 ）インフルエンザ
　報告数　103名（ 3 月　2,476名）．今季は全国
よりも遅れて流行期に突入し，2018年の第 2 週に
31.73と警報レベルを超えた．12月はパンデミック
の流行時（2009年）に次いで多い報告数であり，
このことは早い流行を意味していた． 1 月は過去
10年の全ての月別統計のなかで2015年 1 月に次
いで 2 番目に多い報告数であった． 2 月はさらに
増加し，月毎の最多記録をぬり替えた．2017/18
シーズン全体としての流行規模も大きなものとな
り，パンデミックの2009/2010シーズンを上回り，
過去10年で最大の流行になった．定点当たり報告
数の都道府県別集計で， 2 月に高知県は211.94と
いう高い値を示し，全国第一位だった．週毎にみ
ると 6 週67.67をピークに以後は減少を続けてお
り，流行の終息を迎えそうである．多いのは高知
市，須崎，中央西，中央東，安芸，幡多の順であ
る． ウ イ ル ス と し て，B/Yamagataが 3 件，B/
Victoriaが 2 件，AH3 NT，AH1pdm09が 各 1 件
検出された．
　今季の流行の特徴は， 1 ）過去10年間で最大の
報告数を記録したこと， 2 ）インフルエンザB型
の検出率が流行開始時から多かったこと（例年は
A型の流行が先行し，遅れて春先にB型が流行す
ることが多いのと対照的）， 3 ） 4 つの異なる亜
型のウイルス株が流行し，しかも優勢のウイルス
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株が目まぐるしく変動したこと，である．今季，県
下で12月以降に検出されたウイルスを集計すると，
AH3 NTが38件，B/Yamagataが37件，AH1pdm09
が32件，B/Victoriaが 8 件検出された．

2 ）咽頭結膜熱
　報告数　19名（ 3 月　24名）．この時期として
は平年並みの数である．幡多，須崎，高知市から
表記の順に多く報告された．Adenovirus2型が 2
件検出された．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　 報 告 数　141名（ 3 月　192名 ）． 平 年 並 み の
報 告 数 で あ る． 県 下 全 域 か ら 報 告 が あ り， 安
芸， 高 知 市， 須 崎 か ら の 報 告 が 多 い． 細 菌 は
Streptococcus pyogenes T4が 1 件検出された．

4 ）感染性胃腸炎
　報告数　564名（ 3 月　602名）．この時期とし
て過去10年間で比較すると少ない報告数で推移
している．県下全域から報告があり，とくに安
芸，高知市，中央東からの報告が多い．病原体は，
Norovirus GⅡ NTが 2 件，Norovirus GⅠ NT，
Sapovirus genogroup unknown，Adenovirus 
40/41が各 1 件検出された．

5 ）水痘
　報告数　18名（ 3 月　11名）．2014年10月に開
始された予防接種定期化の効果で減少している．
2016年12月に一時増加したものの，その後減少し
て推移している．安芸，中央西，中央東，高知市，
幡多から表記の順に多く報告された．ウイルスは
検出されていない．

6 ）手足口病
　報告数　33名（ 3 月　38名）．初夏に流行が始
まる感染症で，昨年 5 月から流行が開始し，過去
10年で最大の流行となった． 7 月は同時期として
過去10年間で2010年に次ぐ 2 番目に多い報告数
で，高知県全域で警報値 5 を大きく超えていた．
8 月以降は徐々に減少したが10月に下げ止まり，
11月は再び増加したが12月以降は減少し以後は
増減が波打っている．幡多，高知市，中央西，中
央東から表記の順に多く報告された．ウイルスは
Coxackievirus A6が 5 月に 8 件， 6 月に16件， 7
月に10件， 8 月， 9 月に各 2 件検出され， 9 月は
Coxackievirus A16が 1 件，Enterovirus 71が 1
件，その後はEnterovirus 71が10月 4 件，11月 2
件，12月 1 件，本年 1 月 2 件， 2 月 1 件， 4 月に
1 件検出された．前年 5 月以降は 3 種類の原因ウ
イルスが流行し， 9 ～ 1 月の流行を形成したのは
Enterovirus 71であったが，危惧される脳幹脳炎
の報告はされていない．

　 4 月は，Enterovirus　71 1 件に加え，Echovirus 
7 型が 1 件検出された．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　 4 名（ 3 月　 4 名）．2015年以降，全
国的に例年に比べてやや多い数で推移していた
が，2017年の後半以降は同時期として平年並の報
告数である．中央西，高知市，中央東から報告さ
れた．Human parvovirus B19は検出されていな
い．

8 ）突発性発疹
　報告数　40名（ 3 月　34名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）ヘルパンギーナ
　報告数　 3 名（ 3 月　 1 名）．例年 6 － 7 月か
ら流行がみられる．幡多から 3 例報告された．ウ
イルスは検出されていない．

10）流行性耳下腺炎
　報告数　 6 名（ 3 月　 6 名）．中央東，高知市，
幡多から表記の順に多く報告された．昨年夏以降
は，過去10年で最も少ない数字で推移している．
ウイルスは検出されていない．

11）RSウイルス感染症
　報告数　26名（ 3 月　47名）．前年 8 － 9 月と
季節外れの爆発的流行となった． 9 月は過去10年
間で月間報告数が最多であったが10月は減少に転
じ11月以降は半減， 1 月以降は徐々に減少して推
移している．高知市，安芸，幡多，中央東から表
記の順に多く報告された．ウイルスは検出されて
いない． 7 月以降に検出されたウイルスを集計す
るとRSウイルスAが 6 件，Bが 3 件であった．

12）流行性角結膜炎
　報告数　 4 名（ 3 月　 2 名）．ここ 3 年間は一
桁で推移している．ウイルスは検出されていない．

13）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 3 月　 1 名）． 1 年に10名前後
の数で推移している．乳児を対象としたHibと肺
炎球菌ワクチンの定期接種がはじまって以降はこ
れらを原因菌とする小児例の報告はない．

14）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 3 月　 0 名）．前年から少ない
報告数で推移している．

15）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 6 名（ 3 月　 7 名）．すべて高知市か
ら報告された．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
16）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　16名（ 3 月　19名）．例年並みの数で
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推移している．
17）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症　

　報告数　 0 名（ 3 月　 0 名）2014年は計 4 例，
2015年，2016年は各 1 例，2017年は 2 例の報告が

あった．
高知県感染症発生動向調査部会

　　前田　明彦

高知県における月別全数報告疾患（平成30年 4 月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 41 1,591

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 41 1,591

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 2 27
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 2 193

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 4 0 228

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 1 3
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 11 85
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 6 1 58
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 6 1 150
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 1 9
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 5 29

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 30 2 389

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 5 41
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 2 56
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 22 2 71
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 2 1 31
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 1 8
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 1 4
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 1 18
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 5 3 21
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 6 7 72
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 4 2 15
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 18 11 62
水痘（入院例に限る） 2 1 1 4
播種性クリプトコックス症 1 3 3 7
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 1 30
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 23 7 164
百日咳 69 69
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 94 106 695

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 238 149 2,938



151

検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　 4 月はウイルス65件，細菌 1 件の搬入があり，そのうちウイルス21件，細菌 1 件の病原体を検出した．また，平
成30年 2 月に搬入された検体でウイルス 3 件，3 月に搬入された検体でウイルス 7 件を検出した．検出ウイルスの内
訳は，Adenovirus 2 4 件，Adenovirus 40/41 1 件，Adenovirus 41 1 件，Adenovirus 5 1 件，Coxsackievirus 
B4 2 件，Echovirus 7 1 件，Enterovirus 71 2 件，Herpes simplex virus 1 1 件，Human herpes virus 6 1 件，
Human herpes virus 7 2 件，Human metapneumovirus 1 件，Influenza virus A H3 NT 1 件，Influenza virus 
A H1pdm09 1 件，Influenza virus B/Victoria 2 件，Influenza virus B/Yamagata 3 件，Norovirus GI NT 1 件，
Norovirus GII NT 2 件，Parainfluenza virus 3 1 件，Rhinovirus 2 件，Sapovirus genogroup unknown 1 件，また，
細菌の内訳は，Streptococcus pyogenes T4 1 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 5 男 突発性発しん疑い、中枢神経
感染症疑い － 髄液 2. 17 Herpes simplex virus 1

2 1 女 手足口病 39℃，発疹，口内炎， ぬぐい液 2. 19 Enterovirus 71
3 3 男 インフルエンザ様疾患 39℃，咳嗽，肺炎， 吸引鼻汁 2. 22 Coxsackievirus B4
4 11ヶ月 男 不明熱 39℃， ぬぐい液 3. 15 Adenovirus 2
5 1 男 感染性胃腸炎 － ふん便 3. 16 Adenovirus 2
6 5 女 不明発疹症 37℃，発疹， ぬぐい液 3. 16 Coxsackievirus B4
7 1 男 下気道炎 39℃，咳嗽，下気道炎， ぬぐい液 3. 19 Adenovirus 5
8 11ヶ月 女 不明熱 40℃，咳嗽， ぬぐい液 3. 20 Human metapneumovirus
9 8ヶ月 男 － 38℃，下痢， ふん便 3. 25 Adenovirus 41
10 1 女 咽頭結膜熱 38℃，発疹， ぬぐい液 3. 25 Rhinovirus
11 1ヶ月 男 上気道炎 39℃，上気道炎， 鼻腔 3. 27 Rhinovirus
12 6 女 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 3. 27 Norovirus GII NT
13 5 男 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 3. 28 Norovirus GII NT
14 14 男 インフルエンザ 39℃，上気道炎， ぬぐい液 3. 29 Influenza virus B/Yamagata
15 2 女 インフルエンザ 39℃，気管支炎， ぬぐい液 3. 30 Influenza virus B/Victoria
16 44 女 インフルエンザ 39℃，上気道炎，関節痛， ぬぐい液 3. 30 Influenza virus B/Yamagata
17 9 女 インフルエンザ 39℃，咳嗽，上気道炎， ぬぐい液 3. 31 Influenza virus B/Victoria
18 8 女 手足口病？ 37℃，発疹， ぬぐい液 3. 31 Human herpes virus 7
19 15 女 インフルエンザ 40℃，咳嗽，気管支炎， ぬぐい液 4.  2 Influenza virus A H3 NT
20 1 女 肺炎 40℃，肺炎， ぬぐい液 4.  4 Parainfluenza virus 3
21 2 男 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 4.  6 Norovirus GI NT
22 2 女 不明発疹症 39℃，発疹， ぬぐい液 4.  7 Human herpes virus 6
23 1 女 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 4.  9 Sapovirus genogroup unknown
24 3ヶ月 女 手足口病 39℃，上気道炎，発疹， ふん便 4. 10 Echovirus 7
25 1 男 手足口病 水疱，発疹，口内炎， ぬぐい液 4. 11 Enterovirus 71
26 3 女 インフルエンザ 39℃，咳嗽，上気道炎， ぬぐい液 4. 12 Influenza virus A H1pdm09
27 1 男 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 4. 13 Adenovirus 40/41
28 11 男 不明発疹症 発疹， ぬぐい液 4. 14 Human herpes virus 7
29 2 男 咽頭結膜熱 40℃， ぬぐい液 4. 16 Adenovirus 2
30 9ヶ月 女 咽頭結膜熱 40℃， ぬぐい液 4. 17 Adenovirus 2
31 13 女 インフルエンザ 39℃，下痢，咳嗽， ぬぐい液 4. 18 Influenza virus B/Yamagata
32 4 男 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 38℃，咳嗽，上気道炎，発疹， ぬぐい液 4. 23 Streptococcus pyogenes T4
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病 原 体 検 出 状 況

臨床診断名 病原微生物 2018年 2018年
総計1 2 3 4

A群溶血性レンサ球菌咽
頭炎

Streptococcus　pyogenes T1 1 1
Streptococcus　pyogenes T3 1 1
Streptococcus　pyogenes T4 1 1

計 2 1 3

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 17 12 7 1 37
Influenza virus A H1pdm09 28 3 1 32
Influenza virus B /Victoria 3 1 2 6
Influenza virus B Yamagata 21 7 4 3 35

計 69 23 11 7 110

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 1 1 2 4
Rhinovirus 1 1

計 2 1 1 2 6

感染性胃腸炎

Adenovirus 2 1 1
Adenovirus 40/41 1 1
Astrovirus NT 1 1
Norovirus GI NT 1 1
Norovirus GII NT 5 1 1 2 9
Sapovirus genogroup unknown 2 1 3

計 7 1 3 5 16

ヘルパンギーナ

Adenovirus 2
Coxsackievirus A6
Coxsackievirus A10
Coxsackievirus B5
Human herpes virus 6
Human herpes virus 7

計

手足口病

Enterovirus 71 2 1 1 4
Echovirus 7 1 1
Epstein-Barr virus 1 1

計 3 1 2 6

流行性角結膜炎 Adenovirus 2
計

伝染性紅斑
Human metapneumovirus 1 1
human parvovirus B19

計 1 1

流行性耳下腺炎 Mumps virus
計

無菌性髄膜炎 Coxsackievirus B4 1 1
計 1 1

マイコプラズマ肺炎 Mycoplasma pneumoniae
計

RSウイルス感染症 Respiratory syncytial virus A 1 1
計 1 1

水痘 Varicella-zoster virus
計

突発性発疹 Human herpes virus 6 1 1
計 1 1

その他

Adenovirus 2 1 1 2
Adenovirus 5 1 1
Adenovirus 41 1 1
Coxsackievirus B4 1 1 2
Cytomegalo virus 1 1 2
Epstein-Barr virus 1 1 2
Herpes simplex virus 1 1 1 2
Human herpes virus 6 2 1 1 1 5
Human herpes virus 7 1 2 3
Human metapneumovirus 3 1 4 8
Influenza virus A H1pdm09 1 1
Influenza virus B Yamagata 2 2
Norovirus GII NT 1 1
Parainfluenza virus 2 1 1
Parainfluenza virus 3 1 1
Rhinovirus 1 1

計 13 7 10 5 35
総計 97 33 28 22 180
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高知県感染症情報月報　2018年 5 月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 7 14 7 3 1 32 103 122

小児科

咽 頭 結 膜 熱 2 20 11 25 58 19 66

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 10 28 167 9 28 43 285 141 214

感 染 性 胃 腸 炎 61 282 267 60 22 48 740 564 445

水 　 　 　 痘 1 4 19 3 4 8 39 18 73

手 足 口 病 13 27 10 3 13 66 33 61

伝 染 性 紅 斑 3 8 11 4 11

突 発 性 発 疹 5 19 40 6 11 6 87 40 59

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 3 1 1 5 3 10

流 行 性 耳 下 腺 炎 1 5 2 2 10 6 16

RSウ イ ル ス 感 染 症 8 3 6 17 26 10

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 4 1 5 4 3

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 1 1

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ

淋 菌 感 染 症 2 1

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎

無 菌 性 髄 膜 炎

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 11 11 6 8

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 2 2 2

感 染 性 胃 腸 炎
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 4 1 5 10 32

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 2 3 10 1 16 16 20

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎
球 菌 感 染 症
薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 79 370 604 96 84 156 1,389 998 1,153

前　　　　月 80 185 464 71 50 148

前 年 同 月 58 225 560 65 72 173

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2018年 5 月
全 国 情 報（ 4 月30日～ 6 月 3 日）

　第18週（ 4 月30日～）から第22週（～ 6 月 3 日）
までの 5 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．全国における 5 月の上位 6 疾患の合計は 4
週間に換算すると47.98で， 4 月の45.47と比べて横
ばいであった．
　 1 位は感染性胃腸炎で 4 週間換算値が25.85（ 4 月
1 位22.26）で少し増加した． 2 位はA群溶血性レン
サ球菌咽頭炎で10.86（同 2 位9.63）， 3 位が流行性
角結膜炎で3.86（同 4 位3.12）， 4 位は咽頭結膜熱熱
で2.62（同 9 位1.28）， 5 位は手足口病で2.58（同10
位0.95）といずれも増加した． 6 位は突発性発疹で
2.21（同 5 位2.07）と横ばいであった．
　麻疹が流行している．沖縄県では，2018年 3 月20
日に海外からの旅行客 1 名が麻疹と診断され，これ
を発端に 2 次， 3 次感染と続いている．ゴールデン
ウィークの人の往来で，全国に感染拡大し，加えて
新たな輸入感染例が増加した．2018年は第20週まで
に161例発生し，うち145例（90%）が検査診断例で
ある．患者年齢の中央値は29歳（範囲 0 ～58歳）で，
麻疹ワクチン接種歴 0 回が35例（22％）， 1 回が34
例（21%）， 2 回が17例（11%），不明が75例（47%）
である．29例から検出された麻疹ウイルス株につい
て分析され，D8型が25例から，B3型が 4 例から検
出された．渡航歴の記載がある12例の渡航先は，D8
型検出例はタイが 8 例，ネパール 1 例，B3型検出例
はフィリピン 2 例，バングラデシュ 1 例であった．
都道府県別患者発生数の最多は沖縄県で88例，次い
で愛知県で25例，福岡県17例，東京都で11例，埼玉
県で 6 例が報告されている．

表 1   各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 18 週 19 週 20 週 21 週 22 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 3.70 6.74 7.38 7.23 7.26 32.31
2 A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.45 2.85 3.13 3.02 3.12 13.57
3 流行性角結膜炎 0.53 1.17 1.10 0.94 1.09 4.83
4 咽 頭 結 膜 熱 0.33 0.62 0.64 0.85 0.83 3.27
5 手 足 口 病 0.29 0.43 0.76 0.79 0.96 3.23
6 突 発 性 発 疹 0.35 0.64 0.58 0.61 0.58 2.76

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の 5 月の上位 6 疾患の合計は 4 週換算値で
34.30と 4 月の29.56と比べて増加したが，全国より
も少なかった（表 2 ）．猛威をふるったインフルエ
ンザの流行は終息し，初夏の感染症である手足口病
と咽頭結膜熱（プール熱）が上位に名を連ねた．問

題になっている麻疹は，四国４県ではまだ発生して
いない．
　 1 位は感染性胃腸炎で 4 週換算値が19.73（ 4 月 1
位18.79）と横ばいであった． 2 位はA群溶血性レン
サ球菌咽頭炎で7.61（ 4 月 2 位4.70）， 3 位が突発性
発疹で2.32（同 5 位1.33），4 位は手足口病で1.76（同
7 位1.10）， 5 位は咽頭結膜熱で1.54（同10位0.64）
とそれぞれ増加した． 6 位は流行性角結膜炎で1.34

（同 4 位1.34）と横ばいだった．上位疾患は，突発性
発疹を除いた 5 疾患が全国よりも少なかった．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 18 週 19 週 20 週 21 週 22 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 4.07 4.93 5.20 5.13 5.33 24.66
2 A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.37 1.67 2.07 2.00 2.40 9.51
3 突 発 性 発 疹 0.47 0.63 0.43 0.70 0.67 2.90
4 手 足 口 病 0.20 0.23 0.67 0.43 0.67 2.20
5 咽 頭 結 膜 熱 0.00 0.23 0.20 0.80 0.70 1.93
6 流行性角結膜炎 0.00 0.33 0.00 0.67 0.67 1.67

2 ．全体の傾向
　　麻しん，風しんの報告無し．
3 ．主な疾患の発生状況

1 ）インフルエンザ
　報告数　32名（ 4 月　103名）．2017年12月はパ
ンデミックの流行時（2009年）に次いで多い報告
数であり，このことは早い流行を意味していた．
高知県は全国よりも遅れて流行期に突入し，2018
年の第 2 週に31.73と警報レベルを超えた． 1 月
は過去10年の全ての月別統計のなかで2015年 1
月に次いで 2 番目に多い報告数であった． 2 月
はさらに増加し，月毎の最多記録をぬり替えた．
2017/18シーズン全体としての流行規模も大きな
ものとなり，パンデミックの2009/2010シーズン
を上回り，過去10年で最大の流行になった．定点
当たり報告数の都道府県別集計で， 2 月に高知県
は211.94という高い値を示し，全国第 1 位だった．
週毎にみると 6 週67.67をピークに以後は減少を続
け流行の終息を迎えた． 5 月は，中央西，高知市，
須崎，中央東，幡多から表記の順に多く報告され
た．ウイルスは，AH3 NTが 1 件検出された．
　今季の流行の特徴は， 1 ）過去10年間で最大の
報告数を記録したこと， 2 ）インフルエンザB型
の検出率が流行開始時から多かったこと（例年は
A型の流行が先行し，遅れて春先にB型が流行す
ることが多いのと対照的）， 3 ） 4 つの異なる亜
型のウイルス株が流行し，しかも優勢のウイルス
株が目まぐるしく変動したこと，である．

2 ）咽頭結膜熱
　報告数　58名（ 4 月　19名）．この時期として



155

は平年並みの数である．須崎，幡多，高知市，中
央東から表記の順に多く報告された．咽頭結膜熱
からCytomegalovirusが 1 件検出された．アデノ
ウイルスとしては，Adenovirus2型が 3 件， 5 型
が 1 件検出された．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　 報 告 数　285名（ 4 月　141名 ）． 平 年 並 み の
報 告 数 で あ る． 県 下 全 域 か ら 報 告 が あ り， 高
知 市， 須 崎， 幡 多 か ら の 報 告 が 多 い． 細 菌 は
Streptococcus pyogenes TB3264が 2 件 検 出 さ れ
た．

4 ）感染性胃腸炎
　報告数　740名（ 4 月　564名）．同じ時期とし
て過去10年間で比較すると少ない報告数で推移
していたが平年並みになってきた．県下全域から
報告があり，とくに中央東，安芸，高知市，中
央 西 か ら の 報 告 が 多 い． 病 原 体 は，Sapovirus 
genogroup unknownが 4 件，Norovirus GⅡ NT
が 2 件，Salmonella Enteritidisが 1 件検出された．

5 ）水痘
　報告数　39名（ 4 月　18名）．前月に比べ倍増
したとはいえ，2014年10月に開始された予防接種
定期化の効果で少ない数で推移している．県下全
域から報告があり，須崎，高知市，幡多から多く
報告された．ウイルスは検出されていない．

6 ）手足口病
　報告数　66名（ 4 月　33名）．初夏に流行が始
まる感染症で，2017年は 5 月から流行が開始し，
過去10年で最大の流行となった． 7 月は同時期と
して過去10年間で2010年に次ぐ 2 番目に多い報
告数で， 8 月以降は徐々に減少したが，11月は
再増加したが12月以降は減少し，2018年に入っ
ても増減が波打っていた． 5 月に倍増したことは
再び流行期に突入することを示唆しているかも
しれない．中央西，幡多，高知市，中央東，須
崎から表記の順に多く報告された．ウイルスは
Coxackievirus A6が 5 月に 8 件， 6 月に16件， 7
月に10件， 8 月， 9 月に各 2 件検出され， 9 月は
Coxackievirus A16が 1 件，Enterovirus 71が 1
件，その後はEnterovirus 71が10月 4 件，11月 2
件，12月 1 件，本年 1 月 2 件， 2 月 1 件， 4 月に
2 件検出された．前年 5 月以降は 3 種類の原因ウ
イルスが流行し， 9 月～ 4 月の流行を形成したの
はEnterovirus 71であったが，危惧される脳幹脳
炎の報告はされていない．
　 5 月は，手足口病の原因と推測されるウイルス
は検出されていない．

7 ）伝染性紅斑

　報告数　11名（ 4 月　 4 名）．平年並みの推移
である．高知市，中央東から報告された．Human 
parvovirus B19は検出されていない．

8 ）突発性発疹
　報告数　87名（ 4 月　40名）． 4 月から増加す
るのは例年みられる傾向で，新年度の集団保育開
始に起因するのかもしれない．総じて想定内の変
動で推移している．

9 ）ヘルパンギーナ
　報告数　 5 名（ 4 月　 3 名）．例年 6 － 7 月か
ら流行がみられる．中央西，高知市，幡多から報
告された．ヘルパンギーナの病因と解釈されるウ
イルスは検出されていない．

10）流行性耳下腺炎
　報告数　10名（ 4 月　 6 名）．須崎，高知市，幡多，
中央東から報告された．昨年夏以降は，過去10年
で最も少ない数字で推移している．ウイルスは検
出されていない．

11）RSウイルス感染症
　 報 告 数　17名（ 4 月　26名 ）．1997年 8 － 9 月
と季節外れの爆発的流行となった． 9 月は過去10
年間で月間報告数が最多であったが10月は減少に
転じ11月以降は半減， 1 月以降は徐々に減少して
推移している．幡多，中央東，高知市から表記の
順に多く報告された．ウイルスはRSウイルスB型
が 1 件検出された．過去 1 年間（ 7 月以降）に検
出されたウイルスを集計すると，RSウイルスA型
が 6 件，B型が 4 件であった．

12）流行性角結膜炎
　報告数　 5 名（ 4 月　 4 名）．ここ 3 年間は一
桁で推移している．ウイルスは検出されていない．

13）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 4 月　 0 名）． 1 年に10名前後
の数で推移している．乳児を対象としたHibと肺
炎球菌ワクチンの定期接種がはじまって以降はこ
れらを原因菌とする小児例の報告はない．

14）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 4 月　 0 名）．前年から少ない
報告数で推移している．

15）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　11名（ 4 月　 6 名）．すべて高知市か
ら報告された．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
16）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　16名（ 4 月　16名）．例年並みの数で
推移している．

17）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症　
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　報告数　 0 名（ 4 月　 0 名）．2014年は計 4 例，
2015年，2016年は各 1 例，2017年は 2 例の報告が
あった．

高知県感染症発生動向調査部会
　　前田　　明彦

高知県における月別全数報告疾患（平成30年 5 月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 49 1,599

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 49 1,599

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 2 27
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 2 193

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 4 0 228

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 1 3
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 11 85
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 6 1 58
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 6 5 154
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 1 9
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 5 4 33

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 30 10 397

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 5 41
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 2 56
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 22 3 72
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 2 1 31
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 1 8
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 1 4
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 1 18
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 5 4 22
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 6 8 73
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 4 4 17
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 18 12 63
水痘（入院例に限る） 2 1 1 4
播種性クリプトコックス症 1 3 3 7
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 1 30
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 23 10 167
百日咳 104 104
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 94 150 739

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 238 209 2,998
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　 5 月はウイルス72件，細菌 3 件の搬入があり，そのうちウイルス31件，細菌 3 件の病原体を検出した．また，平
成30年 3 月に搬入された検体でウイルス 1 件， 4 月に搬入された検体でウイルスを16件検出した．検出ウイルスの
内訳は，Adenovirus 1 1 件，Adenovirus 2 4 件，Adenovirus 41 2 件，Adenovirus 5 1 件，Adenovirus 8 1
件，Astrovirus NT 1 件，Cytomegalovirus 5 件，Enterovirus 71 1 件，Herpes simplex virus 1 5 件，Human 
herpes virus 6 6 件，Human herpes virus 7 3 件，Human metapneumovirus 2 件，Influenza virus A H3 NT 
1 件，Norovirus GII NT 4 件，Parainfluenza virus 3 1 件，Respiratory syncytial virus B 1 件，Rhinovirus 3 件，
Rotavirus group A G9 1 件，Sapovirus genogroup unknown 5 件，また，細菌の内訳はSalmonella Enteritidis 
1 件，Streptococcus pyogenes TB3264 2 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 4ヶ月 男 カポジ水痘様発疹症 39℃，水疱，発疹， 水疱浸出液 3. 24 Herpes simplex virus 1
2 1 女 上気道炎 39℃，上気道炎， ぬぐい液 3. 28 Adenovirus 2
3 1 女 － 40℃，嘔吐，嘔気， ふん便 4.  2 Adenovirus 41
4 1 女 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 4.  8 Adenovirus 41
5 3ヶ月 男 － 39℃， ぬぐい液 4.  9 Herpes simplex virus 1
6 3ヶ月 女 手足口病 39℃，上気道炎，発疹， ふん便 4. 10 Adenovirus 1
7 4 女 感染性胃腸炎 38℃，嘔吐，嘔気， ふん便 4. 15 Rotavirus group A G9
8 7 女 － 39℃，発疹，口内炎， ぬぐい液 4. 17 Herpes simplex virus 1
9 1 女 突発性発しん（不明発疹症） 40℃，発疹， ぬぐい液 4. 17 Human herpes virus 6
10 4 男 感染性胃腸炎 39℃，下痢， ふん便 4. 18 Norovirus GII NT
11 2 男 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 4. 18 Sapovirus genogroup unknown
12 6ヶ月 女 不明発疹症 38℃，発疹， ぬぐい液 4. 19 Human herpes virus 6
13 1 男 － 41℃，口内炎， ぬぐい液 4. 20 Adenovirus 8
14 2 女 手足口病 38℃，水疱，発疹，口内炎， ぬぐい液 4. 20 Herpes simplex virus 1
15 6 女 － 発疹， ぬぐい液 4. 23 Human herpes virus 7
16 1 男 上気道炎 40℃，上気道炎，結膜炎， ぬぐい液 4. 23 Human metapneumovirus
17 3 男 手足口病 37℃， ぬぐい液 4. 23 Enterovirus 71
18 4ヶ月 男 気管支炎 39℃，咳嗽，気管支炎， ぬぐい液 4. 24 Adenovirus 2
19 1 男 気管支炎 39℃，気管支炎，発疹， ぬぐい液 4. 25 Parainfluenza virus 3
20 7 女 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気，腹痛， ふん便 4. 26 Norovirus GII NT
21 1 女 不明熱 39℃， ぬぐい液 4. 28 Rhinovirus
22 2 男 － 40℃， ぬぐい液 5.  1 Adenovirus 5
23 4 男 － 38℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 5.  1 Norovirus GII NT
24 14 女 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 上気道炎， ぬぐい液 5.  1 Streptococcus pyogenes TB3264
25 53 男 インフルエンザ 37℃， ぬぐい液 5.  1 Influenza virus A H3 NT
26 1 男 伝染性紅斑 40℃，発疹， 鼻咽頭ぬぐい液 5.  1 Cytomegalovirus
27 3 女 不明熱 38℃，咳嗽， ぬぐい液 5.  1 Rhinovirus
28 9ヶ月 男 － 37℃， 鼻汁 5.  2 Rhinovirus
29 1 女 突発性発しん 40℃，発疹， ぬぐい液 5.  2 Cytomegalovirus
30 1 男 突発性発しん　　 40℃，下痢，肺炎，発疹， ぬぐい液 5.  4 Cytomegalovirus
31 5 女 － － ふん便 5.  7 Astrovirus NT

32 9ヶ月 女 気管支炎 40℃，嘔吐，嘔気，咳嗽，上
気道炎，気管支炎，発疹， ぬぐい液 5.  7 Human herpes virus 6

33 7 女 不明発疹症 42℃，下痢，腹痛，発疹， ぬぐい液 5.  7
Human herpes virus 6
Human herpes virus 7

34 1 男 咽頭結膜熱 40℃，上気道炎，発疹，結膜炎，鼻咽頭ぬぐい液 5.  8 Cytomegalovirus
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No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

35 1 女 上気道炎 咳嗽，上気道炎，発疹， ぬぐい液 5.  9 Adenovirus 2
36 2 女 感染性胃腸炎 下痢， ふん便 5. 12 Sapovirus genogroup unknown
37 9 女 手足口病 － ぬぐい液 5. 12 Herpes simplex virus 1
38 2 男 感染性胃腸炎 37℃，嘔吐，嘔気，腹痛， ふん便 5. 14 Sapovirus genogroup unknown
39 3 女 手足口病？　　 39℃，発疹， ぬぐい液 5. 14 Adenovirus 2
40 3 女 下気道炎 39℃，下気道炎， 鼻汁 5. 15 Human metapneumovirus
41 5ヶ月 男 ＲＳウイルス感染症 38℃，下気道炎， 鼻汁 5. 15 Respiratory syncytial virus B
42 11 男 不明発疹症　　 発疹， ぬぐい液 5. 16 Human herpes virus 7

43 1 男 上気道炎 39℃，腹痛，咳嗽，上気道炎，
発疹， ぬぐい液 5. 17 Human herpes virus 6

44 14 女 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 上気道炎， ぬぐい液 5. 18 Streptococcus pyogenes TB3264
45 8ヶ月 女 手足口病 発疹， ぬぐい液 5. 18 Human herpes virus 6
46 1 女 ヘルパンギーナ 40℃， ぬぐい液 5. 19 Cytomegalovirus
47 11 男 感染性胃腸炎 － ふん便 5. 23 Salmonella Enteritidis
48 1 女 感染性胃腸炎 － ふん便 5. 25 Norovirus GII NT
49 3 女 感染性胃腸炎 37℃，嘔吐，嘔気，腹痛， ふん便 5. 25 Sapovirus genogroup unknown
50 1 女 感染性胃腸炎 37℃，嘔吐，嘔気， ふん便 5. 26 Sapovirus genogroup unknown
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病 原 体 検 出 状 況

臨床診断名 病原微生物 2018年 2018年
総計1 2 3 4 5

A 群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

Streptococcus　pyogenes T1 1 1
Streptococcus　pyogenes T3 1 1
Streptococcus　pyogenes T4 1 1
Streptococcus　pyogenes TB3264 2 2

計 2 1 2 5

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 17 12 7 1 1 38
Influenza virus A H1pdm09 28 3 1 32
Influenza virus B /Victoria 3 1 2 6
Influenza virus B Yamagata 21 7 4 3 35

計 69 23 11 7 1 111

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 1 1 2 4
Cytomegalovirus 1 1
Rhinovirus 1 1

計 2 1 1 2 1 7

感染性胃腸炎

Adenovirus 2 1 1
Adenovirus 40/41 1 1
Adenovirus 41 1 1
Astrovirus NT 1 1
Norovirus GI NT 1 1
Norovirus GII NT 5 1 1 3 2 12
Rotavirus group AG9 1 1
Sapovirus genogroup unknown 2 2 4 8
Salmonella Enteritidis 1 1

計 7 1 3 9 7 27
ヘルパンギーナ Cytomegalovirus 1 1

計 1 1

手足口病

Adenovirus 1 1 1
Enterovirus 71 2 1 2 5
Echovirus 7 1 1
Epstein-Barr virus 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Herpes simplex virus 1 1 1 2

計 3 1 5 2 11
流行性角結膜炎 Adenovirus 2

計

伝染性紅斑
Cytomegalovirus 1 1
Human metapneumovirus 1 1

計 1 1 2
流行性耳下腺炎 Mumps virus

計
無菌性髄膜炎 Coxsackievirus B4 1 1

計 1 1
マイコプラズマ肺炎 Mycoplasma pneumoniae

計

RS ウイルス感染症
Respiratory syncytial virus A 1 1
Respiratory syncytial virus B 1 1

計 1 1 2
水痘 Varicella-zoster virus

計

突発性発疹
Cytomegalovirus 2 2
Human herpes virus 6 1 1 2

計 1 1 2 4

その他

Adenovirus 2 1 1 1 3 6
Adenovirus 5 1 1 2
Adenovirus 8 1 1
Adenovirus 41 1 1 2
Astrovirus NT 1 1
Coxsackievirus B4 1 1 2
Cytomegalo virus 1 1 2
Epstein-Barr virus 1 1 2
Herpes simplex virus 1 1 1 1 2 5
Human herpes virus 6 2 1 1 2 3 9
Human herpes virus 7 1 3 2 6
Human metapneumovirus 3 1 4 1 1 10
Influenza virus A H1pdm09 1 1
Influenza virus B Yamagata 2 2
Norovirus GII NT 1 1 2
Parainfluenza virus 2 1 1
Parainfluenza virus 3 1 1 2
Rhinovirus 1 3 4

計 13 7 11 13 16 60
総計 97 33 29 38 34 231
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高知県感染症情報月報　2018年 6 月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 1 1 2 32 11

小児科

咽 頭 結 膜 熱 1 5 23 8 9 11 57 58 53

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 6 29 109 12 14 23 193 285 338

感 染 性 胃 腸 炎 32 135 201 26 22 55 471 740 460

水 　 　 　 痘 2 2 14 8 3 29 39 77

手 足 口 病 4 24 59 3 5 10 105 66 1,235

伝 染 性 紅 斑 6 6 2 14 11 13

突 発 性 発 疹 4 15 33 2 2 1 57 87 65

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 1 9 1 1 2 14 5 176

流 行 性 耳 下 腺 炎 1 5 1 7 10 18

RSウ イ ル ス 感 染 症 2 4 6 17 2

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 2 2 4 5 1

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 1

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ 1

淋 菌 感 染 症

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎 1 1 1

無 菌 性 髄 膜 炎 1

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 6 6 11 7

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 2

感 染 性 胃 腸 炎
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 1 1 2 4 5 31

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 2 3 20 1 26 16 15

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎
球 菌 感 染 症 1 1

薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 54 225 493 55 61 109 997 1,389 2,507

前　　　　月 79 370 604 96 84 156

前 年 同 月 58 490 1,308 192 162 297

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2018年 6 月
全 国 情 報（ 6 月 4 日～ 7 月 1 日）

　 第23週（ 6 月 4 日～） か ら 第26週（～ 7 月 1 日 ）
までの 4 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとお
りである．全国における 6 月の上位 6 疾患の合計は
51.43で， 5 月の 4 週間換算値47.98と比べて横ばい
であった．
　 1 位は感染性胃腸炎で25.14（ 5 月 1 位 4 週間換算
値が25.85）， 2 位はA群溶血性レンサ球菌咽頭炎で
11.49（同 2 位10.86）と横ばいだった， 3 位が手足
口病で5.18（同 5 位2.58）と増加した． 4 位は流行
性角結膜炎で3.91（同 4 位3.86）と横ばい， 6 位に
ヘルパンギーナが登場し2.41（同14位0.39）と増加
した．
　沖縄県，愛知県などで輸入例を発端に麻疹が流行
していたが，新たな報告は続いてはいるが減少し，
流行拡大は失速した．

表 1 　各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 23 週 24 週 25 週 26 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 6.94 6.40 6 .07 5 .73 25.14
2 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3.08 2.88 2 .89 2 .64 11.49
3 手 足 口 病 1.11 1.23 1 .24 1 .60 5 .18
4 流 行 性 角 結 膜 炎 1.03 1.00 0 .93 0 .95 3 .91
5 咽 頭 結 膜 熱 0.92 0.83 0 .79 0 .76 3 .30
6 ヘ ル パ ン ギ ー ナ 0.28 0.49 0 .64 1 .00 2 .41

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の 6 月の上位 6 疾患の合計は30.75と 5 月の
4 週換算値で34.30と比べてわずかに減少したが，全
国よりも少なかった（表 2 ）．猛威をふるったイン
フルエンザの流行は終息し，初夏の感染症である手
足口病と咽頭結膜熱（プール熱）が上位に名を連ね
た．麻疹は，四国 4 県では発生していない．
　 1 位は感染性胃腸炎で15.70（ 5 月 1 位で 4 週換算
値が19.73）と減少した． 2 位はA群溶血性レンサ球
菌咽頭炎で6.43（同 2 位7.61）と減少， 3 位は手足
口病で3.50（同 4 位1.76）と増加した． 4 位は咽頭
結膜熱で1.90（同 5 位1.54）と少し増加， 5 位は突
発性発疹で1.89（同 3 位2.32）とわずかに減少した．
6 位は流行性角結膜炎で1.33（同 6 位1.34）と横ば
いであった．上位 6 疾患は全て全国よりも少なかっ
た．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 23 週 24 週 25 週 26 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 4.50 3.63 3 .60 3 .97 15.70
2 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.43 1.53 1 .87 1 .60 6 .43
3 手 足 口 病 0.87 0.73 0 .73 1 .17 3 .50
4 咽 頭 結 膜 熱 0.63 0.57 0 .30 0 .40 1 .90
5 突 発 性 発 疹 0.43 0.43 0 .40 0 .63 1 .89
6 流 行 性 角 結 膜 炎 0.00 0.00 0 .33 1 .00 1 .33

2 ．全体の傾向
　　麻しん，風しんの報告無し．
3 ．主な疾患の発生状況

1 ）インフルエンザ
　報告数　 2 名（ 5 月　32名）．流行は終息した．
中央西と中央東から各 1 例報告された．ウイルス
は検出されていない．

2 ）咽頭結膜熱
　報告数　57名（ 5 月　58名）．この時期として
は平年並みの数である．県下全域から報告があり，
とくに須崎，中央西，幡多，高知市で多かった．
咽頭結膜熱からAdenovirus 1 型が 2 件検出され
た．アデノウイルスとしては，Adenovirus 2 型，
41型が各 1 件検出された．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　報告数　193名（ 5 月　285名）．平年並みの報
告数である．県下全域から報告があり，とくに
高知市，須崎で多かった．細菌はStreptococcus 
pyogenes T1，T4，T12が各 1 件検出された．

4 ）感染性胃腸炎
　報告数　471名（ 5 月　740名）．平年並の報告
数である．県下全域から報告があり，とくに中央
東，高知市，安芸からの報告が多い．病原体は，
Norovirus GⅡ NTが 2 件，Rotavirus group A G9，
Sapovirus genogroup unknown，Adenovirus 41
型，Astrovirus NTが 各 1 件 検 出 さ れ た． そ の
他 の 診 断 の 患 者 か ら，Rotavirus group A G1，
Rotavirus group A G3，Sapovirus genogroup 
unknownが各 1 件検出されている．

5 ）水痘
　報告数　29名（ 5 月　39名）．2014年10月に開
始された予防接種定期化の効果で少ない数で推移
している．須崎，高知市，安芸，幡多，中央東か
ら表記の順に多く報告された．ウイルスは検出さ
れていない．

6 ）手足口病
　報告数　105名（ 5 月　66名）．初夏に流行が始
まる感染症で，2017年は 5 月から流行が開始し，
過去10年で最大の流行となった． 7 月は同時期と
して過去10年間で2010年に次ぐ 2 番目に多い報告
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数で， 8 月以降は徐々に減少したが，11月に再増
加したが12月以降は減少し，2018年に入っても増
減が波打っていた． 5 月， 6 月と倍増し再び流行
期に突入したようであるが，まだ流行規模は大き
くない．高知市，中央東，須崎，安芸，幡多，中
央西から表記の順に多く報告された．ウイルスは
Enterovirus 71が昨年10月 4 件，11月 2 件，12月
1 件，本年 1 月 2 件， 2 月 1 件， 4 月に 2 件， 5
月に 2 件（うち感染性胃腸炎と診断された患者か
ら 1 件）， 6 月は 5 件（うち突発性発疹，その他
と診断された患者から各 1 件ずつ）検出された．
今季の手足口病の病原ウイルスはEnterovirus 71
であり，脳幹脳炎合併に気をつけたい．手足口病
の患者からRhinovirusが 3 件，HHV7が 2 件検出
されている．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　14名（ 5 月　11名）．平年並の推移で
ある．中央東，中央西，高知市から報告された．
Human parvovirus B19は検出されていない．

8 ）突発性発疹
　報告数　57名（ 5 月　87名）． 4 月から増加す
るのは例年みられる傾向で，新年度の集団保育開
始に起因するのかもしれない．総じて想定内の変
動で推移している．

9 ）ヘルパンギーナ
　報告数　14名（ 5 月　 5 名）．例年 6 － 7 月か
ら流行がみられるが， 6 月は増加はゆるやかであ
る．中央東をのぞく県下全域から報告された．ヘ
ルパンギーナの病因と解釈されるウイルスは検出
されていない．

10）流行性耳下腺炎
　報告数　 7 名（ 5 月　10名）．高知市，中央東，
幡多から報告された．昨年夏以降は，過去10年で
最も少ない数字で推移している．ウイルスは検出

されていない．
11）RSウイルス感染症

　 報 告 数　 6 名（ 5 月　17名 ）．2017年 8 － 9 月
と季節外れの爆発的流行となった． 9 月は過去10
年間で月間報告数が最多であったが10月は減少に
転じ11月以降は半減， 1 月以降は徐々に減少して
推移している．高知市，中央東から表記の順に多
く報告された．ウイルスは検出されていない．

12）流行性角結膜炎
　報告数　 4 名（ 5 月　 5 名）．ここ 3 年間は一
桁で推移している．Rhinovirusが 1 件検出された．

13）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 1 名（ 5 月　 0 名）．50歳代の患者が
1 名報告された． 1 年に10名前後の数で推移して
いる．乳児を対象としたHibと肺炎球菌ワクチン
の定期接種がはじまって以降はこれらを原因菌と
する小児例の報告はない．

14）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 5 月　 0 名）．前年から少ない
報告数で推移している．

15）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 6 名（ 5 月　11名）．すべて高知市か
ら報告された．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
16）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　26名（ 5 月　16名）．増加したが例年
並みの変動の範囲である．

17）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症　
　報告数　 1 名（ 5 月　 0 名）．2014年は計 4 例，
2015年，2016年は各 1 例，2017年は 2 例の報告が
あった．

高知県感染症発生動向調査部会
　　前田　　明彦
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高知県における月別全数報告疾患（平成30年 6 月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 55 1,605

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 55 1,605

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 2 27
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 2 193

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 4 0 228

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 1 3
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 11 85
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 6 1 58
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 6 8 157
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 1 9
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 5 5 34

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 30 14 401

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 5 1 42
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 2 56
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 22 3 72
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 2 1 31
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 1 8
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 1 4
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 1 18
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 5 4 22
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 6 8 73
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 4 4 17
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 18 12 63
水痘（入院例に限る） 2 1 1 4
播種性クリプトコックス症 1 3 3 7
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 1 30
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 23 11 168
百日咳 115 115
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 94 163 752

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 238 232 3,021
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　 6 月はウイルス61件，細菌 4 件の搬入があり，そのうちウイルス40件，細菌 3 件の病原体を検出し，また，平成
年 4 月に搬入された検体でウイルス 1 件， 5 月に搬入された検体でウイルス14件を検出した．検出ウイルスの内訳
は，Adenovirus 1 3 件，Adenovirus 2 5 件，Adenovirus 41 3 件，Astrovirus NT 1 件，Coxsackievirus A9 
2 件，Cytomegalovirus 2 件，Enterovirus 71 7 件，　Herpes simplex virus 1 4 件，Human herpes virus 6 2 件，
Human herpes virus 7 3 件，Human metapneumovirus 2 件，Norovirus GII NT 2 件， Parainfluenza virus 3 
5 件，Rhinovirus 9 件，Rotavirus group A G1 1 件，Rotavirus group A G3 1 件，Rotavirus group A G9 1 件，
Sapovirus genogroup unknown 2 件， ま た， 細 菌 の 内 訳 は Streptococcus pyogenes T1 1 件，Streptococcus 
pyogenes T4 1 件，Streptococcus pyogenes T12 1 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 2 男 気管支炎 39℃，気管支炎， ぬぐい液 4. 13 Human metapneumovirus
2 1 女 下気道炎 38℃，下気道炎， ぬぐい液 5.  7 Rhinovirus
3 11ヶ月 男 ＲＳウイルス感染症 38℃，下痢，咳嗽，下気道炎， ふん便 5. 10 Rhinovirus
4 5ヶ月 男 急性気管支炎 咳嗽，上気道炎，気管支炎， ぬぐい液 5. 16 Rhinovirus
5 2 男 手足口病 38℃，発疹，口内炎， ぬぐい液 5. 17 Enterovirus 71
6 8ヶ月 男 感染性胃腸炎 38℃，嘔吐，嘔気，腹痛， ふん便 5. 20 Adenovirus 41
7 1 男 咽頭結膜炎 40℃， ぬぐい液 5. 21 Adenovirus 2
8 1 女 不明熱 40℃， ぬぐい液 5. 21 Adenovirus 1
9 1 男 － 40℃，咳嗽， ぬぐい液 5. 22 Adenovirus 2
10 1 男 － 40℃，咳嗽， 鼻腔 5. 22 Adenovirus 2

11 2 男 手足口病 39℃，嘔吐，嘔気，咳嗽，上
気道炎，水疱，発疹， ぬぐい液 5. 23 Herpes simplex virus 1

12 1 女 肺炎 40℃，肺炎， 鼻汁 5. 25 Human metapneumovirus
13 1 女 感染性胃腸炎 - ふん便 5. 25 Adenovirus 41
14 1ヶ月 女 感染性胃腸炎 39℃，下痢，上気道炎， ふん便 5. 25 Enterovirus 71
15 1 女 感染性胃腸炎 37℃，嘔吐，嘔気， ふん便 5. 26 Adenovirus 2
16 11ヶ月 女 咽頭結膜熱 39℃， ぬぐい液 5. 30 Adenovirus 1
17 2 男 － 40℃， ふん便 6.  1 Rotavirus group A G3
18 1 男 手足口病 発疹， ぬぐい液 6.  1 Enterovirus 71
19 5 男 不明発疹症 39℃， ぬぐい液 6.  1 Herpes simplex virus 1
20 4 男 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 上気道炎， ぬぐい液 6.  2 Streptococcus pyogenes T12
21 4 男 手足口病 38℃，発疹， ぬぐい液 6.  4 Enterovirus 71
22 6 女 感染性胃腸炎 38℃，下痢，嘔吐，嘔気，腹痛， ふん便 6.  5 Rotavirus group A G9
23 4 男 手足口病 36℃，発疹， ぬぐい液 6.  5 Human herpes virus 7
24 15 男 流行性筋痛症の疑い　　 筋肉痛， ぬぐい液 6.  5 Rhinovirus
25 9 男 伝染性紅斑（疑）　　 40℃， ぬぐい液 6.  6 Human herpes virus 7
26 1 女 肺炎 40℃，咳嗽， ぬぐい液 6.  6 Parainfluenza virus 3
27 7ヶ月 男 流行性角結膜炎 39℃， ぬぐい液 6.  6 Rhinovirus
28 2 女 咽頭結膜熱　　 40℃， ぬぐい液 6.  7 Adenovirus 1
29 5 女 手足口病 発疹，口内炎， ぬぐい液 6.  7 Enterovirus 71
30 1 男 手足口病 水疱，発疹，口内炎， ぬぐい液 6.  7 Rhinovirus
31 14 女 － 39℃， ぬぐい液 6.  8 Herpes simplex virus 1
32 1 男 － 38℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 6.  8 Sapovirus genogroup unknown
33 2 男 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 6.  8 Sapovirus genogroup unknown

34 9ヶ月 男 不明熱 39℃，下痢， ぬぐい液 6.  8
Cytomegalovirus
Herpes simplex virus 1
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No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

35 7 男 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 37℃，上気道炎， ぬぐい液 6. 11 Streptococcus pyogenes T1
36 1 女 不明発疹症 40℃，咳嗽，発疹， ぬぐい液 6. 11 Coxsackievirus A9

37 1 男 － 40℃，咳嗽， ふん便 6. 12
Adenovirus 2
Enterovirus 71

38 2 女 － 39℃，咳嗽，発疹， ふん便 6. 12 Human herpes virus 6
39 1 女 手足口病 39℃，下気道炎， 鼻汁 6. 14 Rhinovirus

40 1 女 感染性胃腸炎 下痢， ふん便 6. 15
Adenovirus 41
Astrovirus NT

41 4 女 不明発疹症 39℃，発疹， ぬぐい液 6. 15 Coxsackievirus A9
42 5 男 － 嘔吐，嘔気， ふん便 6. 18 Rotavirus group A G1
43 5 男 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 39℃，咳嗽，上気道炎，発疹， ぬぐい液 6. 18 Streptococcus pyogenes T4
44 3 女 手足口病 39℃，発疹， ぬぐい液 6. 18 Human herpes virus 7
45 6ヶ月 男 突発性発しん 39℃，咳嗽，発疹， ぬぐい液 6. 18 Enterovirus 71
46 5 男 不明発疹症 下痢，発疹， ぬぐい液 6. 18 Cytomegalovirus
47 1 男 不明発疹症 40℃，発疹， ぬぐい液 6. 18 Human herpes virus 6
48 1 男 呼吸器感染 38℃，下痢，咳嗽，上気道炎， 鼻腔 6. 19 Parainfluenza virus 3
49 2 女 － 38℃，咳嗽， 鼻腔 6. 21 Parainfluenza virus 3
50 1 女 気管支炎 40℃，咳嗽，気管支炎， ぬぐい液 6. 21 Parainfluenza virus 3
51 8 男 感染性胃腸炎 38℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 6. 21 Norovirus GII NT
52 2 男 手足口病 発疹， ぬぐい液 6. 21 Rhinovirus
53 11ヶ月 女 感染性胃腸炎 38℃，嘔吐，嘔気， ふん便 6. 22 Norovirus GII NT
54 1 女 急性発疹症 37℃，発疹， ぬぐい液 6. 23 Rhinovirus
55 1 女 気管支炎 40℃，咳嗽，気管支炎， ぬぐい液 6. 24 Parainfluenza virus 3
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病 原 体 検 出 状 況
臨床診断名 病原微生物 2018年 2018年

総計1 2 3 4 5 6

A 群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

Streptococcus　pyogenes T1 1 1 2
Streptococcus　pyogenes T3 1 1
Streptococcus　pyogenes T4 1 1 2
Streptococcus　pyogenes T12 1 1
Streptococcus　pyogenes TB3264 2 2

計 2 1 2 3 8

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 17 12 7 1 1 38
Influenza virus A H1pdm09 28 3 1 32
Influenza virus B /Victoria 3 1 2 6
Influenza virus B Yamagata 21 7 4 3 35

計 69 23 11 7 1 111

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 2 3
Adenovirus 2 1 1 2 1 5
Cytomegalovirus 1 1
Rhinovirus 1 1

計 2 1 1 2 2 2 10

感染性胃腸炎

Adenovirus 2 1 1 2
Adenovirus 40/41 1 1
Adenovirus 41 1 2 1 4
Astrovirus NT 1 1 2
Enterovirus 71 1 1
Norovirus GI NT 1 1
Norovirus GII NT 5 1 1 3 2 2 14
Rotavirus group AG9 1 1 2
Sapovirus genogroup unknown 2 2 4 1 9
Salmonella Enteritidis 1 1

計 7 1 3 9 11 6 37
ヘルパンギーナ Cytomegalovirus 1 1

計 1 1

手足口病

Adenovirus 1 1 1
Enterovirus 71 2 1 2 1 3 9
Echovirus 7 1 1
Epstein-Barr virus 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 2 2
Herpes simplex virus 1 1 2 3
Rhinovirus 3 3

計 3 1 5 4 8 21

流行性角結膜炎
Adenovirus 2
Rhinovirus 1 1

計 1 1

伝染性紅斑
Cytomegalovirus 1 1
Human metapneumovirus 1 1

計 1 1 2
流行性耳下腺炎 Mumps virus

計
無菌性髄膜炎 Coxsackievirus B4 1 1

計 1 1
マイコプラズマ肺炎 Mycoplasma pneumoniae

計

RS ウイルス感染症
Respiratory syncytial virus A 1 1
Respiratory syncytial virus B 1 1
Rhinovirus 1 1

計 1 2 3
水痘 Varicella-zoster virus

計

突発性発疹
Cytomegalovirus 2 2
Enterovirus 71 1 1
Human herpes virus 6 1 1 2

計 1 1 2 1 5

その他

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 1 1 1 5 1 9
Adenovirus 5 1 1 2
Adenovirus 8 1 1
Adenovirus 41 1 1 2
Astrovirus NT 1 1
Coxsackievirus A9 2 2
Coxsackievirus B4 1 1 2
Cytomegalo virus 1 1 2 4
Enterovirus 71 1 1
Epstein-Barr virus 1 1 2
Herpes simplex virus 1 1 1 1 2 3 8
Human herpes virus 6 2 1 1 2 3 2 11
Human herpes virus 7 1 3 2 1 7
Human metapneumovirus 3 1 4 2 2 12
Influenza virus A H1pdm09 1 1
Influenza virus B Yamagata 2 2
Norovirus GII NT 1 1 2
Parainfluenza virus 2 1 1
Parainfluenza virus 3 1 1 5 7
Rhinovirus 1 5 2 8
Rotavirus group AG1 1 1
Rotavirus group AG3 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1

計 13 7 11 14 22 22 89
総計 97 33 29 39 48 43 289
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高知県感染症情報月報　2018年 7 月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 2 2

小児科

咽 頭 結 膜 熱 1 20 8 7 41 77 57 44

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 2 9 76 2 13 10 112 193 151

感 染 性 胃 腸 炎 27 79 144 5 3 75 333 471 261

水 　 　 　 痘 1 13 2 1 17 29 46

手 足 口 病 48 28 85 14 15 13 203 105 1,477

伝 染 性 紅 斑 1 3 15 3 6 1 29 14 15

突 発 性 発 疹 4 8 22 3 4 12 53 57 55

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 1 1 7 8 5 22 14 212

流 行 性 耳 下 腺 炎 1 6 1 3 11 7 10

RSウ イ ル ス 感 染 症 2 2 3 7 6 25

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 3 11 14 4 1

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 1 1 3

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ 3

淋 菌 感 染 症

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎 1

無 菌 性 髄 膜 炎 3

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 1 4 5 6 3

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎
（ オ ウ ム 病 は 除 く ）
感 染 性 胃 腸 炎

（病原体がロタウイルスであるものに限る） 1 1 4 1

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 1 14 2 17 26 25

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎
球 菌 感 染 症 1

薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 87 134 421 46 49 165 902 997 2,341

前　　　　月 79 370 604 96 84 156

前 年 同 月 58 490 1,308 192 162 297

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2018年 7 月
全 国 情 報（ 7 月 2 日～ 7 月29日）

　第27週（ 7 月 2 日～）から第30週（～ 7 月29日）
までの 4 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．全国における 7 月の上位 6 疾患の合計は
48.67で 6 月の51.43と比べて横ばいであった．
　 1 位は感染性胃腸炎で17.58（ 6 月 1 位25.14）と
減少した．2 位はヘルパンギーナで9.47（同 6 位2.41）
と増加した． 3 位はA群溶血性レンサ球菌咽頭炎で
7.67（同 2 位11.49）と減少した． 4 位が手足口病で
7.45（同 3 位5.18）と増加した． 5 位は流行性角結
膜炎で3.61（同 4 位3.91）と横ばい， 6 位に早くも
RSウイルス感染症が登場し2.89（同 9 位1.39）と増
加した．
　沖縄県，愛知県などで輸入例を発端に麻疹が流行
していたが，新たな報告は減少し，流行拡大は失速
した．

表 1 　各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 27 週 28 週 29 週 30 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 5.00 4.71 3 .84 4 .03 17.58
2 ヘ ル パ ン ギ ー ナ 1.47 2.42 2 .49 3 .09 9 .47
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 2.31 2.22 1 .57 1 .57 7 .67
4 手 足 口 病 1.69 2.09 1 .87 1 .80 7 .45
5 流 行 性 角 結 膜 炎 0.93 0.92 0 .81 0 .95 3 .61
6 RS ウ イ ル ス 感 染 症 0.46 0.70 0 .76 0 .97 2 .89

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の 7 月の上位 6 疾患の合計は30.59と 6 月の
30.75と比べて横ばいであり，全国よりも少なかっ
た（表 2 ）．夏の感染症である手足口病と咽頭結膜
熱（プール熱）が上位に名を連ねた．麻疹は，四国
4 県では発生していない．
　 1 位は感染性胃腸炎で11.10（ 6 月 1 位15.70）と
減少した． 2 位は手足口病で6.76（同 3 位3.50）， 3
位は流行性角結膜炎で4.66（同 6 位1.33）といずれ
も増加した． 4 位はA群溶血性レンサ球菌咽頭炎で
3.74（同 2 位6.43）と減少した． 5 位は咽頭結膜熱
で2.56（同 4 位1.90）と増加した． 6 位は突発性発
疹で1.77（同 5 位1.89）とわずかに減少した．上位
6 疾患のうち全国よりも多かったのは，流行性角結
膜炎だけで，他は全国より少ないか同等であった．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 27 週 28 週 29 週 30 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 3.03 2.93 2 .57 2 .57 11.10
2 手 足 口 病 1.53 2.03 1 .93 1 .27 6 .76
3 流 行 性 角 結 膜 炎 0.33 1.00 1 .00 2 .33 4 .66
4 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0.97 1.30 0 .87 0 .60 3 .74
5 咽 頭 結 膜 熱 0.30 0.70 0 .63 0 .93 2 .56
6 突 発 性 発 疹 0.37 0.37 0 .50 0 .53 1 .77

2 ．全体の傾向
　　麻しん，風しんの報告無し．
3 ．主な疾患の発生状況

1 ）インフルエンザ
　報告数　 0 名（ 6 月　 2 名）．流行は終息した．
沖縄県では毎年夏の流行が報告されるが，高知県
では同様の現象はまだ確認されない．

2 ）咽頭結膜熱
　報告数　77名（ 6 月　57名）．この時期として
は例年よりもやや多めの数である．安芸をのぞく
県下全域から報告があり，とくに幡多，須崎，中
央西，高知市の順に多かった．咽頭結膜熱から
Adenovirus 2 型が 1 件検出された．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　報告数　112名（ 6 月　193名）．平年並みの報告
数である．県下全域から報告があり，とくに高知市，
須崎で多かった．細菌はStreptococcus pyogenes 
TB3264 が 1 件検出された．

4 ）感染性胃腸炎
　報告数　333名（ 6 月　471名）．平年並の報告
数である．県下全域から報告があり，とくに幡多，
安芸，高知市，中央東からの報告が多い．病原体
は，Norovirus G Ⅱ NT，Sapovirus genogroup  
unknown，Echovirus 7 型，human metapneumovirus， 
Salmonella Enteritidisが各 1 件検出された．さ
らに，「その他」の診断の患者から，Norovirus G
Ⅱ NTが 1 件検出された．

5 ）水痘
　報告数　17名（ 6 月　29名）．2014年10月から
の予防接種定期化の効果で少ない数で推移してい
る．高知市，中央西，安芸＝須崎から多く報告さ
れた．ウイルスは検出されていない．

6 ）手足口病
　報告数　203名（ 6 月　105名）．初夏に流行が
始まる感染症で，2017年は 5 月から流行が開始
し，過去10年で最大の流行となった． 7 月は同時
期として過去10年間で2010年に次ぐ 2 番目に多い
報告数で， 8 月以降は徐々に減少したが，11月に
再増加したが12月以降は減少し，2018年に入って
も増減が波打っていた． 5 月以降は倍増し再び流
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行期に突入したが，昨年 7 月の1,477名に比べる
と流行規模は小さく平年並みである．県下全域か
ら報告があり安芸，高知市，須崎，中央西，中央
東，幡多から表記の順に多く報告された．ウイル
ス はEnterovirus 71が 昨 年10月 4 件，11月 2 件，
12月 1 件，本年1月 2 件， 2 月 1 件， 4 月に 2 件，
5 月に 2 件（うち感染性胃腸炎と診断された患者
か ら 1 件 ）， 6 月 は 5 件（ う ち 突 発 性 発 疹，「 そ
の他」と診断された患者から各 1 件ずつ）， 7 月
は 6 件（うち「その他」と診断された患者から 1
件）検出された．今季の手足口病の病原ウイルス
はEnterovirus 71であり，脳炎合併に気をつけた
い．今季は手足口病の発疹が非定型的な例が多い
せいもあってか，手足口病と診断された患者から
Rhinovirus が 3 件，Adenovirus 1 型，HSV1 型
が各 1 件検出されている．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　29名（ 6 月　14名）．平年並の推移で
ある．県下全域から報告があり，とくに，須崎，
高知市，中央西から多く報告された．当該診断の
患者からCoxackievirus A9が 1 件検出されたが，
6 歳 の 不 明 発 疹 症 患 者 か らHuman parvovirus 
B19が 1 件検出されている．

8 ）突発性発疹
　報告数　53名（ 6 月　57名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）ヘルパンギーナ
　報告数　22名（ 6 月　14名）．例年 6 － 7 月か
ら流行がみられるが， 6 月は増加がゆるやかであ
る．須崎をのぞく県下全域から報告された．ウイ
ルスはCoxackievirus A9が 1 件検出された．

10）流行性耳下腺炎
　 報 告 数　11名（ 6 月　 7 名 ）． 幡 多， 高 知 市，
中央西，中央東から表記の順に多く報告された．
昨年夏以降は，過去10年で最も少ない数字で推移
している．ウイルスは検出されていない．

11）RSウイルス感染症
　 報 告 数　 7 名（ 6 月　 6 名 ）．2017年 の 8 － 9

月は季節外れの爆発的流行となった． 9 月は過去
10年間で月間報告数が最多であったが10月は減少
に転じ11月以降は半減， 1 月以降は徐々に減少し
て推移していた．幡多，中央東，高知市から表記
の順に多く報告された．ウイルスは検出されてい
ない．全国のデータでは 6 位に登場し増加してお
り，昨年に続き早い流行にならないか注意が必要
である．

12）流行性角結膜炎
　報告数　14名（ 6 月　 4 名）．ここ 3 年間は一
桁で推移していたが 7 月は増加した．高知市，安
芸 か ら 報 告 さ れ た．Astrovirusが 1 件 検 出 さ れ
た．

13）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 6 月　 1 名）． 1 年に10名前後
の数で推移している．乳児を対象としたHibと肺
炎球菌ワクチンの定期接種がはじまって以降はこ
れらを原因菌とする小児例の報告はない．

14）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 6 月　 0 名）．前年から少ない
報告数で推移している． 7 月は報告はないが，無
菌性髄膜炎と診断された患者からParechovirus 
3，HSV 1 型，HHV6が各 1 件ずつ検出された．

15）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 5 名（ 6 月　 6 名）．中央東と高知市
から報告された．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
16）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　17名（ 6 月　26名）．増加したが例年
並みの変動の範囲である．

17）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症　
　報告数　 0 名（ 6 月　 1 名）2014年は計 4 例，
2015年，2016年は各 1 例，2017年は 2 例の報告が
あった．

高知県感染症発生動向調査部会
　　前田　　明彦
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高知県における月別全数報告疾患（平成30年 7 月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 64 1,614

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 64 1,614

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 2 27
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 2 1 194

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 4 1 229

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 1 3
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 11 85
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 6 1 58
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 6 10 159
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 1 9
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 5 5 34

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 30 16 403

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 5 1 42
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 2 56
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 22 8 77
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 2 1 31
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 1 8
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 1 4
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 1 18
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 5 5 23
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 6 8 73
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 4 5 18
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 18 12 63
水痘（入院例に限る） 2 1 1 4
播種性クリプトコックス症 1 3 3 7
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 1 30
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 23 12 169
百日咳 136 136
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 94 192 781

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 238 273 3,062
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　 7 月はウイルス79件，細菌 3 件の搬入があり，そのうちウイルス52件，細菌 2 件の病原体を検出した．検出
ウイルスの内訳は，Adeno virus 1 1 件，Adeno virus 2 1 件，Astrovirus NT 1 件，Coxsackie virus A9 12
件，Coxsackievirus B2 1 件，Cytomagalovirus 3 件，Echovirus 7 1 件，Enterovirus 71 6 件，Epstein-Barr 
virus 1 件，Herpes simplex virus 1 4 件，Human herpes virus 6 2 件，Human herpes virus 7 4 件，Human 
metapneumovirus 1 件，Human parvovirus B19 1 件，Norovirus GII NT 2 件， Parainfluenza virus 3 2 件，
Parechovirus 3 1 件，Rhinovirus 7 件，Sapovirus genogroup unknown 1 件，また，細菌の内訳は，Salmonella 
Enteritidis 1 件，Streptococcus pyogenes TB3264 1 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 0ヶ月 女 － 39℃， ぬぐい液 6. 26 Enterovirus 71
2 2 男 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 6. 26 Sapovirus genogroup unknown
3 2 女 不明発疹症　　 発疹， ぬぐい液 6. 26 Rhinovirus
4 4ヶ月 男 流行性角結膜炎　　 40℃，結膜炎， ふん便 6. 27 Astrovirus NT

5 13 男 無菌性髄膜炎、感染性胃腸炎 38℃，嘔吐，嘔気， ぬぐい液 6. 28
Herpes simplex virus 1
Human herpes virus 7

6 4 女 不明発疹症 38℃，発疹， ぬぐい液 6. 28 Coxsackievirus A9
7 8 女 気管支炎 38℃，咳漱，気管支炎， ぬぐい液 6. 29 Rhinovirus
8 1 男 咽頭結膜熱 41℃，上気道炎， ぬぐい液 6. 29 Adenovirus 2
9 2 男 手足口病 発疹， ぬぐい液 6. 29 Enterovirus 71
10 1 男 呼吸器感染症 39℃，咳漱，気管支炎， 鼻咽腔ぬぐい液 6. 30 Parainfluenza virus 3

11 2 男 手足口病 発疹， ぬぐい液 6. 30
Cytomegalovirus
Herpes simplex virus 1
Rhinovirus

12 6 男 不明発疹症　　 発疹， ぬぐい液 6. 30
human parvovirus B19
Herpes simplex virus 1

13 8ヶ月 男 手足口病 37℃，水疱，発疹，口内炎， ぬぐい液 7.  2
Adenovirus 1
Enterovirus 71

14 3 男 手足口病 37℃，発疹， ぬぐい液 7.  2 Rhinovirus
15 2 男 伝染性紅斑 38℃，発疹， ぬぐい液 7.  2 Coxsackievirus A9

16 1 男 不明発疹症　　 37℃，下痢，発疹， ぬぐい液 7.  2

Herpes simplex virus 1
Human herpes virus 6
Human herpes virus 7
Rhinovirus

17 1 男 ヘルパンギーナ 発疹， ぬぐい液 7.  3 Coxsackievirus A9
18 2 男 不明発疹症　 発疹， ぬぐい液 7.  3 Coxsackievirus A9

19 1 男 感染性胃腸炎 38℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 7.  9
Echovirus 7
Norovirus GII NT

20 11ヶ月 男 気管支炎 38℃，気管支炎，肝機能， ぬぐい液 7.  9 Cytomegalovirus
21 1 男 伝染性紅斑？　　 発疹， ぬぐい液 7.  9 Coxsackievirus A9
22 2 女 不明発疹症 36℃，発疹， ぬぐい液 7.  9 Rhinovirus
23 1 男 不明発疹症　　 39℃，発疹， ぬぐい液 7.  9 Coxsackievirus A9

24 6 男 不明発疹症　　 39℃，発疹， ぬぐい液 7.  9
Epstein-Barr virus
Human herpes virus 7

25 2ヶ月 男 不明発疹症 38℃，発疹， ぬぐい液 7. 10 Coxsackievirus A9
26 5 男 － 39℃， ぬぐい液 7. 11 Coxsackievirus A9
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No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

27 2ヶ月 女 － 嘔吐， ふん便 7. 11 Norovirus GII NT
28 7 女 手足口病 40℃，発疹， ぬぐい液 7. 11 Enterovirus 71
29 2 女 手足口病 38℃，嘔吐，発疹， ぬぐい液 7. 11 Enterovirus 71
30 1 女 不明発疹症 38℃，発疹， ぬぐい液 7. 11 Coxsackievirus A9
31 1 男 不明発疹症 発疹， ぬぐい液 7. 11 Coxsackievirus A9
32 15 女 感染性胃腸炎 ふん便 7. 12 Salmonella Enteritidis
33 2 男 手足口病 38℃，発疹， ぬぐい液 7. 12 Enterovirus 71
34 1ヶ月 女 上気道炎 38℃，上気道炎， ぬぐい液 7. 13 Coxsackievirus B2
35 4 女 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 38℃，上気道炎， ぬぐい液 7. 13 Streptococcus pyogenes TB3264
36 11ヶ月 女 急性発疹症 38℃，下痢，発疹， ぬぐい液 7. 13 Coxsackievirus A9
37 4 女 発疹症 発疹， ぬぐい液 7. 13 Human herpes virus 7

38 0ヶ月 男 無菌性髄膜炎
39℃， 髄液 7. 16

Parechovirus 3
38℃， うがい液 7. 14

39 1 女 感染性胃腸炎，気管支肺炎 40℃，嘔吐，嘔気，咳漱，気
管支炎，肺炎， 鼻腔 7. 16 Human metapneumovirus

40 1 女 手足口病 36℃，発疹，口内炎， ぬぐい液 7. 17 Rhinovirus
41 1 女 熱性けいれん，気管支炎 38℃，咳漱，気管支炎， 鼻腔 7. 17 Parainfluenza virus 3
42 1 女 不明発疹症 39℃，発疹， ぬぐい液 7. 17 Coxsackievirus A9
43 10ヶ月 男 不明発疹症 40℃，発疹， ぬぐい液 7. 19 Human herpes virus 6
44 1 男 － 発疹， ぬぐい液 7. 23 Cytomegalovirus
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病 原 体 検 出 状 況
臨床診断名 病原微生物 2018 年 2018 年

総計1 2 3 4 5 6 7

A 群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

Streptococcus　pyogenes T1 1 1 2
Streptococcus　pyogenes T3 1 1
Streptococcus　pyogenes T4 1 1 2
Streptococcus　pyogenes T12 1 1
Streptococcus　pyogenes TB3264 2 1 3

計 2 1 2 3 1 9

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 17 12 7 1 1 38
Influenza virus A H1pdm09 28 3 1 32
Influenza virus B /Victoria 3 1 2 6
Influenza virus B Yamagata 21 7 4 3 35

計 69 23 11 7 1 111

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 2 3
Adenovirus 2 1 1 2 1 1 6
Cytomegalovirus 1 1
Rhinovirus 1 1

計 2 1 1 2 2 2 1 11

感染性胃腸炎

Adenovirus 2 1 1 2
Adenovirus 40/41 1 1
Adenovirus 41 1 2 1 4
Astrovirus NT 1 1 2
Echovirus 7 1 1
Enterovirus 71 1 1
Human metapneumovirus 1 1
Norovirus GI NT 1 1
Norovirus GII NT 5 1 1 3 2 2 1 15
Rotavirus group AG9 1 1 2
Sapovirus genogroup unknown 2 2 4 1 1 10
Salmonella Enteritidis 1 1 2

計 7 1 3 9 11 6 5 42

ヘルパンギーナ
Coxsackievirus A9 1 1
Cytomegalovirus 1 1

計 1 1 2

手足口病

Adenovirus 1 1 1 2
Cytomegalovirus 1 1
Enterovirus 71 2 1 2 1 3 5 14
Echovirus 7 1 1
Epstein-Barr virus 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 2 2
Herpes simplex virus 1 1 2 1 4
Rhinovirus 3 3 6

計 3 1 5 4 8 11 32

流行性角結膜炎
Adenovirus 2
Astrovirus NT 1 1
Rhinovirus 1 1

計 1 1 2

伝染性紅斑
Cytomegalovirus 1 1
Coxsackievirus A9 1 1
Human metapneumovirus 1 1

計 1 1 1 3
流行性耳下腺炎 Mumps virus

計

無菌性髄膜炎

Coxsackievirus B4 1 1
Echovirus 9
Human herpes virus 6
Human herpes virus 7 1 1
Herpes simplex virus 1 1 1
Parechovirus 3 1 1
Varicella-zoster virus

計 1 3 4
マイコプラズマ肺炎 Mycoplasma pneumoniae

計

RS ウイルス感染症
Respiratory syncytial virus A 1 1
Respiratory syncytial virus B 1 1
Rhinovirus 1 1

計 1 2 3
水痘 Varicella-zoster virus

計

突発性発疹
Cytomegalovirus 2 2
Enterovirus 71 1 1
Human herpes virus 6 1 1 2

計 1 1 2 1 5

その他

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 1 1 1 5 1 9
Adenovirus 5 1 1 2
Adenovirus 8 1 1
Adenovirus 41 1 1 2
Astrovirus NT 1 1
Coxsackievirus A9 2 10 12
Coxsackievirus B2 1 1
Coxsackievirus B4 1 1 2
Cytomegalo virus 1 1 2 2 6
Enterovirus 71 1 1 2
Epstein-Barr virus 1 1 1 3
Herpes simplex virus 1 1 1 1 2 3 2 10
Human herpes virus 6 2 1 1 2 3 2 2 13
Human herpes virus 7 1 3 2 1 3 10
Human metapneumovirus 3 1 4 2 2 12
Human parvovirus B19 1 1
Influenza virus A H1pdm09 1 1
Influenza virus B Yamagata 2 2
Norovirus GII NT 1 1 1 3
Parainfluenza virus 2 1 1
Parainfluenza virus 3 1 1 5 2 9
Rhinovirus 1 5 2 4 12
Rotavirus group AG1 1 1
Rotavirus group AG3 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1

計 13 7 11 14 22 22 30 119
総計 97 33 29 39 48 43 54 343
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高知県感染症情報月報　2018年 8 月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 1 1 17

小児科

咽 頭 結 膜 熱 4 35 12 3 39 93 77 49

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 1 9 74 9 6 19 118 112 149

感 染 性 胃 腸 炎 21 73 159 14 8 38 313 333 389

水 　 　 　 痘 5 3 23 3 15 49 17 34

手 足 口 病 18 38 107 21 33 28 245 203 208

伝 染 性 紅 斑 6 4 13 4 27 29 6

突 発 性 発 疹 6 31 9 5 4 55 53 37

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 1 21 44 17 3 16 102 22 65

流 行 性 耳 下 腺 炎 7 2 9 11 9

RSウ イ ル ス 感 染 症 3 13 62 3 45 126 7 270

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 37 1 38 14 1

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 1 1 1 1

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ 1

淋 菌 感 染 症

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎

無 菌 性 髄 膜 炎

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 4 10 14 5 2

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 2 2 1

感 染 性 胃 腸 炎
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 2 2 1

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 2 11 1 14 17 31

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎
球 菌 感 染 症
薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 49 180 609 85 74 212 1,209 902 1,270

前　　　　月 87 134 421 46 49 165

前 年 同 月 56 253 617 78 58 208

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2018年 8 月
全 国 情 報（ 7 月30日～ 9 月 2 日）

　第31週（ 7 月30日～）から第35週（～ 9 月 2 日）
までの 5 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．全国における 8 月の上位 6 疾患の合計は 4
週間換算が40.57と 7 月の48.67と比べて減少した．
　 1 位は感染性胃腸炎で 4 週換算値が12.99（ 7 月 1
位17.58）と減少した． 2 位はヘルパンギーナで8.18

（同 2 位9.47）と減少した． 3 位はRSウイルス感染
症で5.99（同 6 位2.89）と増加した． 4 位は手足口
病で4.99（同 4 位7.45）と減少， 5 位はA群溶血性
レンサ球菌咽頭炎で4.54（同 3 位7.67）と減少した．
6 位は流行性角結膜炎で3.87（同 5 位3.61）と横ば
いだった．
　成人の風疹が関東で流行している．第29週から第
33週までに，合計119例の風疹の報告があり，千葉
が27例，東京が18例と関東に多く，年齢は20歳台が
25例，30歳代が27例，40歳代が43例，50歳代が20例
で成人が主体である．その結果，本年の報告が合計
183例（うち172例が検査診断例）になった．厚生労
働省は 8 月14日に通達を出し，「30～50歳代男性の
2 割程度に抗体価の低い方がいるので，この世代で
は風疹を意識した診療をこころがけるよう注意喚起
し，特に妊娠可能年齢の女性のうち，抗体価が低い
女性において任意で予防接種を受けることを推奨す
る」としている．2012～13年の全国での風疹流行で，
2012～14年に45人が先天性風疹症候群を発症したこ
とは記憶に新しい．今回の流行は夏期休暇期間と重
なっているので，全国への流行拡大も予想される．
同様な事態に至らないように注意喚起と努力が必要
である．
　沖縄県，愛知県などで輸入例を発端に麻疹が流行
していたが，新たな報告は減少し，流行拡大は失速
した．

表 1 　各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 31 週 32 週 33 週 34 週 35 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 3.86 3.05 2 .50 3 .26 3 .57 16.24
2 ヘ ル パ ン ギ ー ナ 3.12 2.35 1 .48 1 .57 1 .70 10.22
3 RS ウイルス感染症 1.33 1.37 1 .34 1 .34 2 .11 7 .49
4 手 足 口 病 1.71 1.37 1 .00 0 .99 1 .17 6 .24
5 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.44 1.10 0 .83 1 .11 1 .20 5 .68
6 流 行 性 角 結 膜 炎 1.09 0.81 0 .83 1 .10 1 .01 4 .84

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の 8 月の上位 6 疾患の合計は 4 週間換算で
34.24と 7 月の30.59と比べて増加したが，全国より

も少なかった（表 2 ）．
　夏の感染症である手足口病と咽頭結膜熱（プール
熱）が上位に名を連ねた．風疹，麻疹ともに，四国
4 県では発生していない．
　 1 位は流行性角結膜炎で 4 週換算値が10.14（ 7 月
3 位4.66）と増加し，全国よりも多かった． 2 位は
感染性胃腸炎で8.34（同 1 位11.10）と減少し全国よ
りも少なかった．3 位は手足口病で6.54（同 2 位6.76）
と横ばいで全国よりも多かった． 4 位はRSウイルス
感染症で3.35（同12位0.23）と増加したが全国より
も少なかった． 5 位はA群溶血性レンサ球菌咽頭炎
で3.14（同 4 位3.74）と減少， 6 位はヘルパンギー
ナで2.71（同 8 位0.73）と増加したが，いずれも全
国よりも少なかった．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 31 週 32 週 33 週 34 週 35 週 計
1 流 行 性 角 結 膜 炎 0.67 1.67 4 .67 2 .00 3 .67 12.68
2 感 染 性 胃 腸 炎 2.30 1.93 2 .00 2 .33 1 .87 10.43
3 手 足 口 病 1.47 1.47 1 .57 1 .47 2 .20 8 .18
4 RS ウイルス感染症 0.33 0.60 0 .73 0 .83 1 .70 4 .19
5 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0.83 0.77 0 .80 0 .63 0 .90 3 .93
6 ヘ ル パ ン ギ ー ナ 0.47 0.33 0 .43 0 .83 1 .33 3 .39

2 ．全体の傾向
　　麻しん，風しんの報告無し．
3 ．主な疾患の発生状況　抜粋

1 ）インフルエンザ
　報告数　 1 名（ 7 月　 0 名）．流行は終息して
いるが，中央東からB型の 5 歳児が報告されてい
る．

2 ）咽頭結膜熱
　報告数　93名（ 7 月　77名）．この時期として
は過去10年で最多の報告数であった．安芸をのぞ
く県下全域から報告があり，とくに幡多，中央西，
高知市の順に多かった．ウイルスは検出されてい
ない．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　報告数　118名（ 7 月　112名）．平年並みの報
告数である．県下全域から報告があり，とくに高
知市，幡多，中央西＝須崎の順に多かった．細菌
はStreptococcus pyogenes T1，T4，TB3264が各
1 件検出された．

4 ）感染性胃腸炎
　 報 告 数　313名（ 7 月　333名 ）． 平 年 並 の 報
告数である．県下全域から報告があり，とくに
高知市，安芸，中央東からの報告が多い．病原
体 は，Sapovirus genogroup unknownが 3 件，
Norovirus GⅡ NTが 2 件検出された．

5 ）水痘
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　報告数　49名（ 7 月　17名）． 7 月と比べて増
加したとはいえ，2014年10月からの予防接種定期
化の効果で少ない数で推移している．須崎以外の
全域から報告され，幡多，安芸，高知市，中央西，
中央東から表記の順に多く報告された．ウイルス
は検出されていない．

6 ）手足口病
　報告数　245名（ 7 月　203名）．初夏に流行が
始まる感染症で，2017年は 5 月から流行が開始し，
過去10年で最大の流行となった． 7 月は同時期と
して過去10年間で2010年に次ぐ 2 番目に多い報告
数で， 8 月以降は徐々に減少したが，11月に再増
加したが12月以降は減少し，2018年に入っても増
減が波打っていた． 5 月から再び流行期に突入し
たが，昨年より流行規模は小さく平年並みである．
県下全域から報告があり須崎，高知市，安芸，中
央西，幡多，中央東から表記の順に多く報告され
た．ウイルスはEnterovirus 71が昨年10月 4 件，
11月 2 件，12月 1 件， 本 年 1 月 2 件， 2 月 1 件，
4 月に 2 件，5 月に 2 件，6 月は 5 件，7 月は 6 件，
8 月は「その他」と診断された患者から 1 件検出
された．今季は手足口病の発疹が非定型的な例が
多いせいもあってか，手足口病と診断された患者
か らCoxackievirus A9，A16，Cytomegalovirus
が各 1 件検出されている．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　27名（ 7 月　29名）．平年並の推移で
ある．須崎，中央東，幡多，高知市から表記の
順に多く報告された．当該診断の患者からHHV7
が 1 件検出されたが， 6 歳の不明発疹症患者から
Human parvovirus B19が 1 件検出されている．

8 ）突発性発疹
　報告数　55名（ 7 月　53名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）ヘルパンギーナ
　 報 告 数　102名（ 7 月　22名 ）． 例 年 6 － 7 月
から流行がみられるが本年は遅れて増加してき
た．県下全域から報告され，とくに中央西，高
知 市， 幡 多， 中 央 東 で 多 か っ た． ウ イ ル ス は
Coxackievirus A2が 1 件検出された．

10）流行性耳下腺炎
　報告数　 9 名（ 7 月　11名）．高知市，幡多か

ら 5 報告された．昨年夏以降は，過去10年で最も
少ない数字で推移している．ウイルスは検出され
ていない．

11）RSウイルス感染症
　 報 告 数　126名（ 7 月　 7 名 ）．2017年 の 8 －
9 月は季節外れの爆発的流行となった． 9 月は過
去10年間で月間報告数が最多であったが10月は減
少に転じ11月以降は半減， 1 月以降は徐々に減少
して推移していた．2018年は昨年同様に夏季から
の流行開始になった．幡多，高知市，中央東，須
崎＝安芸から表記の順に多く報告された．全国の
データでは 7 月の 6 位から 3 位に増加しており，
昨年に続き早い流行にならないか注意が必要であ
る．ウイルスは 1 件検出されている．

12）流行性角結膜炎
　報告数　38名（ 7 月　14名）．過去10年間で最
多の報告を記録した．高知市，幡多から報告され
た．ウイルスは検出されていないが，臨床の場で
は眼脂からアデノウイルス抗原が検出されること
が多く経験される．

13）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 7 月　 0 名）． 1 年に10名前後
の数で推移している．乳児を対象としたHibと肺
炎球菌ワクチンの定期接種がはじまって以降はこ
れらを原因菌とする小児例の報告はない．

14）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 7 月　 0 名）．前年から少ない
報告数で推移している．

15）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　14名（ 7 月　 5 名）．中央東と高知市
から報告された．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
16）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　14名（ 7 月　17名）．例年並みの変動
の範囲である．

17）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症　
　報告数　 0 名（ 7 月　 0 名）．20018年は報告は
1 例もない．2014年は計 4 例，2015年，2016年は
各 1 例，2017年は 2 例の報告があった．

高知県感染症発生動向調査部会
　前田　　明彦
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高知県における月別全数報告疾患（平成30年 8 月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 70 1,620

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 70 1,620

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 2 27
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 2 3 196

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 4 3 231

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 1 3
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 11 85
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 6 3 60
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 6 10 159
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 1 9
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 5 5 34

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 30 18 405

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 5 1 42
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 2 56
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 22 14 83
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 2 1 31
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 1 8
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 1 4
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 1 18
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 5 5 23
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 6 8 73
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 4 5 18
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 18 13 64
水痘（入院例に限る） 2 1 1 1 5
播種性クリプトコックス症 1 3 4 8
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 1 30
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 23 15 172
百日咳 154 154
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 94 222 811

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 238 313 3,102
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　 8 月はウイルス62件，細菌 4 件の搬入があり，そのうちウイルス20件，細菌 3 件の病原体を検出した．ま
た， 平 成30年 7 月 に 搬 入 さ れ た 検 体 で ウ イ ル ス30件 を 検 出 し た． 検 出 ウ イ ル ス の 内 訳 は，Adenovirus 2 1
件，Coxsackievirus A2 1 件，Coxsackievirus A9 15 件，Coxsackievirus A16 2 件，Cytomegalovirus 3 件，
Echovirus 7 1 件，Enterovirus 71 3 件，Epstein-Barr virus 1 件，Herpes simplex virus 1 3 件，Human 
herpes virus 6 1 件，Human herpes virus 7 2 件，Human parvovirus B19 1 件，Norovirus GII NT 3 件，
Parainfluenza virus 3 4 件，Parechovirus 1 1 件，Parechovirus 3 1 件，Respiratory syncytial virus 1 件，
Rhinovirus 3 件，Sapovirus genogroup unknown 3 件，また，細菌の内訳はStreptococcus pyogenes T1 1 件，
Streptococcus pyogenes T4 1 件，Streptococcus pyogenes TB3264 1 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 10ヶ月 男 － 41℃， ふん便 7.  9 Echovirus 7
2 3 女 手足口病 水疱，発疹，口内炎， ぬぐい液 7.  9 Enterovirus 71
3 11ヶ月 女 － 40℃， ふん便 7. 10 Rhinovirus
4 5 男 咽頭結膜熱　　 41℃，発疹，結膜炎， 鼻咽頭ぬぐい液 7. 10 Herpes simplex virus 1
5 1 男 流行性耳下腺炎 40℃，咳漱，発疹， ぬぐい液 7. 10 Parechovirus 1
6 2ヶ月 女 － 嘔吐， ふん便 7. 11 Enterovirus 71

7 1 男 － 41℃，
ぬぐい液

7. 12
Herpes simplex virus 1

髄液 Human herpes virus 6
8 6 男 伝染性紅斑　　 発疹， ぬぐい液 7. 13 Herpes simplex virus 1
9 1 女 不明発疹症　　 発疹， ぬぐい液 7. 17 Coxsackievirus A9
10 1 女 不明発疹症　　 40℃，発疹， ぬぐい液 7. 17 Coxsackievirus A9
11 13 男 急性咽頭炎　　 41℃，上気道炎， 鼻咽頭ぬぐい液　 7. 18 Coxsackievirus A9
12 0ヶ月 男 － 38℃， ふん便 7. 20 Parechovirus 3
13 9ヶ月 男 感染性胃腸炎 － ふん便 7. 20 Coxsackievirus A9
14 10ヶ月 女 不明発疹症　　 38℃，発疹， ぬぐい液 7. 20 Coxsackievirus A9
15 3ヶ月 女 － 38℃，咳漱， ぬぐい液 7. 22 Parainfluenza virus 3
16 1ヶ月 女 気管支炎　　 39℃， ふん便 7. 23 Coxsackievirus A9

17 10ヶ月 女 感染性胃腸炎 38℃，下痢，発疹， ふん便 7. 24
Adenovirus 2
Norovirus GII NT
Rhinovirus

18 1 女 不明発疹症　　 咳漱，上気道炎，発疹， ぬぐい液 7. 24 Coxsackievirus A9
19 2 女 不明発疹症（ＥＢ？）　 38℃，発疹， ぬぐい液 7. 24 Coxsackievirus A9
20 1 女 － 40℃，肺炎， ぬぐい液 7. 25 Coxsackievirus A9
21 1 男 不明発疹症　　 発疹， ぬぐい液 7. 25 Coxsackievirus A9
22 11ヶ月 女 急性気管支炎　　　 39℃，咳漱，上気道炎， 鼻腔　　 7. 26 Parainfluenza virus 3
23 1 男 手足口病 38℃，発疹， ぬぐい液 7. 27 Rhinovirus
24 6 女 不明熱　頚部リンパ節腫大 39℃， ぬぐい液 7. 27 Human herpes virus 7
25 1 男 不明発疹症　　 発疹， ぬぐい液 7. 27 Coxsackievirus A9
26 2 男 手足口病 38℃，発疹， ぬぐい液 7. 30 Coxsackievirus A16
27 1 男 手足口病 38℃，発疹， ぬぐい液 7. 30 Coxsackievirus A9
28 1 女 突発性発しん疑い　　 40℃，上気道炎， ぬぐい液 7. 30 Cytomegalovirus

29 7ヶ月 男 ヘルパンギーナ 39℃，咳漱，上気道炎，気管
支炎， ぬぐい液 8.  1 Parainfluenza virus 3

30 1 男 手足口病 38℃，発疹， ぬぐい液 8.  1 Cytomegalovirus
31 1 男 不明発疹症　　 40℃，発疹， ぬぐい液 8.  1 Coxsackievirus A9
32 1ヶ月 男 － 39℃， ふん便 8.  2 Enterovirus 71
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No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

33 2 男 急性咽頭炎 咳漱，上気道炎， ぬぐい液 8.  2 Cytomegalovirus
34 7 男 伝染性紅斑　　 － ぬぐい液 8.  2 Human herpes virus 7
35 1 女 ヘルパンギーナ 39℃，上気道炎， ぬぐい液 8.  3 Coxsackievirus A2
36 9ヶ月 男 感染性胃腸炎 38℃，嘔吐，嘔気， ふん便 8.  4 Norovirus GII NT
37 11 男 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 39℃， ぬぐい液 8.  5 Streptococcus pyogenes T1
38 9ヶ月 男 不明発疹症　　 発疹， ぬぐい液 8.  7 Coxsackievirus A9
39 9 男 感染性胃腸炎 38℃，嘔吐，嘔気，腹痛， ふん便 8.  9 Norovirus GII NT
40 1 女 手足口病 38℃，発疹， ぬぐい液 8.  9 Coxsackievirus A9
41 5 男 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 40℃，上気道炎， ぬぐい液 8. 13 Streptococcus pyogenes T4
42 3ヶ月 女 ＲＳウイルス感染症　　 38℃，気管支炎， 鼻汁 8. 13 Respiratory syncytial virus
43 1 女 手足口病 37℃，発疹， ぬぐい液 8. 13 Coxsackievirus A16
44 6ヶ月 男 インフルエンザ様疾患　　 39℃，下気道炎， ぬぐい液 8. 14 Parainfluenza virus 3
45 7 男 不明発疹症　　 発疹， ぬぐい液 8. 15 Epstein-Barr virus
46 6 女 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 37℃，上気道炎， ぬぐい液 8. 16 Streptococcus pyogenes TB3264
47 6 女 不明発疹症　　 38℃，発疹， ぬぐい液 8. 18 human parvovirus B19
48 3 女 感染性胃腸炎 嘔吐，嘔気， ふん便 8. 21 Sapovirus genogroup unknown

49 6ヶ月 女 感染性胃腸炎 38℃，下痢，嘔吐，嘔気，咳漱，
上気道炎， ふん便 8. 22 Sapovirus genogroup unknown

50 1 男 感染性胃腸炎 41℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 8. 24 Sapovirus genogroup unknown
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病 原 体 検 出 状 況
臨床診断名 病原微生物

2018年 2018年
総計1 2 3 4 5 6 7 8

A 群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

Streptococcus　pyogenes T1 1 1 1 3
Streptococcus　pyogenes T3 1 1
Streptococcus　pyogenes T4 1 1 1 3
Streptococcus　pyogenes T12 1 1
Streptococcus　pyogenes TB3264 2 1 1 4

計 2 1 2 3 1 3 12

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 17 12 7 1 1 38
Influenza virus A H1pdm09 28 3 1 32
Influenza virus B /Victoria 3 1 2 6
Influenza virus B Yamagata 21 7 4 3 35

計 69 23 11 7 1 111

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 2 3
Adenovirus 2 1 1 2 1 1 6
Cytomegalovirus 1 1
Herpes simplex virus 1 1 1
Rhinovirus 1 1

計 2 1 1 2 2 2 2 12

感染性胃腸炎

Adenovirus 2 1 1 1 3
Adenovirus 40/41 1 1
Adenovirus 41 1 2 1 4
Astrovirus NT 1 1 2
Coxsackievirus A9 1 1
Echovirus 7 1 1
Enterovirus 71 1 1
Human metapneumovirus 1 1
Norovirus GI NT 1 1
Norovirus GII NT 5 1 1 3 2 2 2 2 18
Rotavirus group AG9 1 1 2
Rhinovirus 1 1
Sapovirus genogroup unknown 2 2 4 1 1 3 13
Salmonella Enteritidis 1 1 2

計 7 1 3 9 11 6 9 5 51

ヘルパンギーナ

Coxsackievirus A2 1 1
Coxsackievirus A9 1 1
Cytomegalovirus 1 1
Parainfluenza virus 3 1 1

計 1 1 2 4

手足口病

Adenovirus 1 1 1 2
Coxsackievirus A9 1 1 2
Coxsackievirus A16 1 1 2
Cytomegalovirus 1 1 2
Enterovirus 71 2 1 2 1 3 6 15
Echovirus 7 1 1
Epstein-Barr virus 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 2 2
Herpes simplex virus 1 1 2 1 4
Rhinovirus 3 4 7

計 3 1 5 4 8 15 3 39

流行性角結膜炎
Adenovirus 2
Astrovirus NT 1 1
Rhinovirus 1 1

計 1 1 2

伝染性紅斑

Cytomegalovirus 1 1
Coxsackievirus A9 1 1
Herpes simplex virus 1 1 1
Human herpes virus 7 1 1
Human metapneumovirus 1 1

計 1 1 2 1 5

流行性耳下腺炎
Mumps virus
Parechovirus 1 1 1

計 1 1

無菌性髄膜炎

Coxsackievirus B4 1 1
Echovirus 9
Human herpes virus 6
Human herpes virus 7 1 1
Herpes simplex virus 1 1 1
Parechovirus 3 1 1
Varicella-zoster virus

計 1 3 4
マイコプラズマ肺炎 Mycoplasma pneumoniae

計

RS ウイルス感染症

Respiratory syncytial virus 1 1
Respiratory syncytial virus A 1 1
Respiratory syncytial virus B 1 1
Rhinovirus 1 1

計 1 2 1 4
水痘 Varicella-zoster virus

計

突発性発疹
Cytomegalovirus 2 2
Enterovirus 71 1 1
Human herpes virus 6 1 1 2

計 1 1 2 1 5

その他

Adenovirus 1 1 1
Adenovirus 2 1 1 1 5 1 9
Adenovirus 5 1 1 2
Adenovirus 8 1 1
Adenovirus 41 1 1 2
Astrovirus NT 1 1
Coxsackievirus A9 2 20 2 24
Coxsackievirus B2 1 1
Coxsackievirus B4 1 1 2
Cytomegalo virus 1 1 2 2 2 8
Echovirus 7 1 1
Enterovirus 71 1 2 1 4
Epstein-Barr virus 1 1 1 1 4
Herpes simplex virus 1 1 1 1 2 3 3 11
Human herpes virus 6 2 1 1 2 3 2 3 14
Human herpes virus 7 1 3 2 1 4 11
Human metapneumovirus 3 1 4 2 2 12
Human parvovirus B19 1 1 2
Influenza virus A H1pdm09 1 1
Influenza virus B Yamagata 2 2
Norovirus GII NT 1 1 1 3
Parainfluenza virus 2 1 1
Parainfluenza virus 3 1 1 5 4 11
Parechovirus 3 1 1 2
Rhinovirus 1 5 2 5 13
Rotavirus group AG1 1 1
Rotavirus group AG3 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1

計 13 7 11 14 22 22 49 8 146
総計 97 33 29 39 48 43 84 23 396
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高知県感染症情報月報　2018年 9 月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 1 27 1 29 1 1

小児科

咽 頭 結 膜 熱 6 27 13 1 23 70 93 48

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 7 60 5 5 9 86 118 103

感 染 性 胃 腸 炎 11 49 92 1 7 14 174 313 376

水 　 　 　 痘 3 4 1 2 10 49 25

手 足 口 病 10 32 58 10 49 6 165 245 89

伝 染 性 紅 斑 1 6 2 15 24 27 1

突 発 性 発 疹 4 21 2 1 2 30 55 41

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 11 49 90 22 13 41 226 102 36

流 行 性 耳 下 腺 炎 1 2 3 9 8

RSウ イ ル ス 感 染 症 2 34 249 20 35 98 438 126 660

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 28 28 38

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 2 2 1 3

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ

淋 菌 感 染 症

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎

無 菌 性 髄 膜 炎

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 11 11 14 3

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 1 1 2 2

感 染 性 胃 腸 炎
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 1 1 2

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 2 1 11 1 15 14 35

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎
球 菌 感 染 症
薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 36 186 662 104 129 196 1,313 1,209 1,431

前　　　　月 49 180 609 85 74 212

前 年 同 月 51 182 709 75 82 332

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2018年 9 月
全 国 情 報（ 9 月 3 日～ 9 月30日）

　第36週（ 9 月 3 日～）から第39週（～ 9 月30日）
までの 4 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．全国における 9 月の上位 6 疾患の合計は
40.45で 8 月の 4 週間換算値40.57と比べて横ばいで
あった．
　 1 位は感染性胃腸炎で13.51（ 8 月 1 位 4 週間換算
値12.99）と横ばいであった． 2 位はRSウイルス感
染症で8.66（同 3 位5.99）と増加した． 3 位はA群
溶血性レンサ球菌咽頭炎で5.12（同 5 位4.54）とわ
ずかに増加した． 4 位はヘルパンギーナで4.99（同
2 位8.18）， 5 位は手足口病で4.14（同 4 位4.99）と
いずれも減少した． 6 位は流行性角結膜炎で4.03（同
6 位3.87）と横ばいだった．
　成人の風疹が，関東を中心に流行拡大している．
第34週から第37週（ 9 月16日）までに，合計413例
の風疹の報告があり，関東に多く，年齢は10歳代が
11例，20歳代が78例，30歳代が102例，40歳代が120
例，50歳代が76例で成人が主体である．その結果，
本年の報告が累積で640例（うち613例が検査診断例）
になった．累積数を都道府県別でみると，多い順に，
東京都が196例，千葉県161例，神奈川県68例，埼玉
県42例，愛知県36例，茨城県19例である．四国では，
第37週までに 5 例（第33週と34週に香川県から 1 例
ずつ，第36週に徳島県から 1 例，第37週に愛媛県か
ら 2 例）の報告である．
　厚生労働省は 8 月14日に通達を出し，「30～50歳
台男性の 2 割程度に抗体価の低い方がいるので，こ
の世代では風疹を意識した診療をこころがけるよう
注意喚起し，特に妊娠可能年齢の女性のうち，抗体
価が低い女性において任意で予防接種を受けること
を推奨する」としている．2012～13年の全国での風
疹流行で，45人が先天性風疹症候群を発症したこと
は記憶に新しい．今回の流行でも同様な事態に至ら
ないように注意喚起と努力が必要である．
　沖縄県，愛知県などで輸入例を発端に麻疹が流行
していたが，新たな報告は減少した．

表 1 　 各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 36 週 37 週 38 週 39 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 3.72 3.65 3 .15 2 .99 13.51
2 RS ウ イ ル ス 感 染 症 2.39 2.46 2 .11 1 .70 8 .66
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.32 1.38 1 .18 1 .24 5 .12
4 ヘ ル パ ン ギ ー ナ 1.66 1.45 1 .04 0 .84 4 .99
5 手 足 口 病 1.13 1.14 1 .01 0 .86 4 .14
6 流 行 性 角 結 膜 炎 0.94 1.06 1 .02 1 .01 4 .03

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の 9 月の上位 6 疾患の合計は45.62と 8 月の
4 週間換算値34.24と比べて増加し，全国よりも多
かった．（表 2 ）．RSウイルス感染症とヘルパンギー
ナの増加がその原因である．風疹，麻疹ともに，高
知県では発生していない．
　 1 位はRSウイルス感染症で14.60（ 8 月 4 位 4 週
間換算値3.35）と増加し， 2 位は流行性角結膜炎で
9.33（同 1 位10.14）と横ばい， 3 位はヘルパンギー
ナで7.54（同 6 位2.71）と増加し，いずれも全国よ
りも多かった． 4 位は感染性胃腸炎で5.80（同 2 位
8.34）と減少し，全国よりも少なかった． 5 位は手
足口病で5.49（同 3 位6.54）と減少したが全国より
も多かった． 6 位はA群溶血性レンサ球菌咽頭炎で
2.86（同 5 位3.14）と横ばいで全国よりも少なかった．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 36 週 37 週 38 週 39 週 計
1 RS ウ イ ル ス 感 染 症 3.10 4.00 4 .27 3 .23 14.60
2 流 行 性 角 結 膜 炎 1.67 4.33 2 .00 1 .33 9 .33
3 ヘ ル パ ン ギ ー ナ 1.67 2.53 1 .47 1 .87 7 .54
4 感 染 性 胃 腸 炎 1.50 1.27 1 .50 1 .53 5 .80
5 手 足 口 病 2.03 1.23 1 .50 0 .73 5 .49
6 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0.90 0.73 0 .53 0 .70 2 .86

2 ．全体の傾向
　　麻しん，風しんの報告無し．
3 ．主な疾患の発生状況

1 ）インフルエンザ
　 報 告 数　29名（ 8 月　 1 名 ）． 中 央 西 で27名，
高知市，須崎で各 1 名報告された． 1 ～ 4 歳が 9
名， 5 ～ 9 歳が12名，成人が 8 名報告された．定
点当たり報告数は36週から39週まで，0.17，0.21，
0.17，0.06と増加の一途をたどる経過ではなく，
また，季節的にも早いので，本格的な流行期に突
入する可能性は高くないと推測される．全例がA
型と報告されていて，ウイルスとして「その他」
の臨床診断の者から，A/H1pdm09が 1 件検出さ
れた．

2 ）咽頭結膜熱
　報告数　70名（ 8 月　93名）．減少傾向とはい
え多めの数字で推移している．安芸をのぞく県
下全域から報告があり，とくに幡多，中央西，高
知市の順に多かった．ウイルスは咽頭結膜熱から
Adenovirus 8 型が 1 件，感染性胃腸炎から 2 型
が 1 件検出されている．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　報告数　86名（ 8 月　118名）．平年並みの報告
数である．安芸をのぞく県下全域から報告があり，
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高知市，須崎，幡多，中央西，中央東の順に多かっ
た．細菌は検出されていない．

4 ）感染性胃腸炎
　報告数　174名（ 8 月　313名）．例年と比べ少
なめの報告数である．県下全域から報告があり，
とくに高知市，中央東，安芸からの報告が多い．
病原体は，Adenovirus 2 型が 1 件検出された．

5 ）水痘
　報告数　10名（ 8 月　49名）．2014年10月から
の予防接種定期化の効果で少ない数で推移してい
る．須崎，中央東，高知市，中央西から表記の順
に多く報告された．ウイルスは検出されていない．

6 ）手足口病
　報告数　165名（ 8 月　245名）．初夏に流行が
始まる感染症で，2017年は 5 月から流行が開始
し，過去10年で最大の流行となった． 8 月以降は
減少増加をくりかえし，2018年に入っても完全に
終息しないまま， 5 月から再び流行期に突入した
が，昨年より流行規模は小さく平年並みであった．
県下全域から報告があり須崎，高知市，安芸，中
央東でとくに多く表記の順であった．ウイルスは
Enterovirus 71が昨年10月 4 件，11月 2 件，12月
1 件，本年 1 月 2 件， 2 月 1 件， 4 月に 2 件， 5
月に 2 件， 6 月は 5 件， 7 月は 8 件， 8 月は 3 件，
9 月も 1 件検出された．Coxackievirus A16の検
出が 7 月 1 件，8 月 5 件，9 月 4 件と遅れて目立っ
てきている．

7 ）伝染性紅斑
　 報 告 数　24名（ 8 月　27名 ）． 平 年 並 の 推 移
である．須崎，中央西，高知市，中央東から表
記の順に多く報告された．当該診断の患者から
Rhinovirusが 1 件検出されたが，不明発疹症の幼
児からHuman parvovirus B19が 2 件検出されて
いる．

8 ）突発性発疹
　報告数　30名（ 8 月　55名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）ヘルパンギーナ
　報告数　226名（ 8 月　102名）．例年 6 － 7 月
から流行がみられるが，本年は遅れて 8 月から増
加してきた．そのため， 9 月としては過去10年間
で最多の報告数だった．県下全域から報告され，
とくに幡多，高知市，中央西，中央東，須崎，安
芸 の 順 に 多 か っ た． ウ イ ル ス はCoxackievirus 

A4，A9が各 1 件検出された．
10）流行性耳下腺炎

　報告数　 3 名（ 8 月　 9 名）．幡多，中央西か
ら報告された．昨年夏以降は，過去10年で最も少
ない数字で推移している．ウイルスは検出されて
いない．

11）RSウイルス感染症
　報告数　438名（ 8 月　126名）．2017年の 8 －
9 月は季節外れの爆発的流行となった． 9 月は過
去10年間ですべての月間報告数のうちで最多で
あったが，10月は減少に転じ11月以降は半減，以
後は徐々に減少していた．2018年も昨年同様に夏
季からの流行開始で， 9 月としては昨年に次ぐ大
きな流行になった．県下全域から報告があり，と
くに，高知市，幡多，須崎から多く報告された．
RSウイルスは計 5 件検出された．

12）流行性角結膜炎
　報告数　28名（ 8 月　38名）．過去10年間で最
多の報告を記録した．高知市から報告された．ウ
イルスは検出されていないが，臨床の場では眼脂
からアデノウイルス抗原が検出されることが多く
経験される．

13）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 8 月　 0 名）． 1 年に10名前後
の数で推移している．乳児を対象としたHibと肺
炎球菌ワクチンの定期接種がはじまって以降はこ
れらを原因菌とする小児例の報告はない．

14）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 8 月　 0 名）．前年から少ない
報告数で推移している．

15）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　11名（ 8 月　14名）．高知市から報告
された．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
16）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　15名（ 8 月　14名）．例年並みの変動
の範囲である．

17）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症　
　報告数　 0 名（ 8 月　 0 名）2018年は報告は 1
例もない．2014年は計 4 例，2015年，2016年は各
1 例，2017年は 2 例の報告があった．

高知県感染症発生動向調査部会
　　前田　　明彦
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高知県における月別全数報告疾患（平成30年 9 月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 74 1,624

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 74 1,624

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 2 27
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 2 4 197

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 4 4 232

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 1 3
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 11 85
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 6 6 63
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 6 11 160
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 1 9
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 5 5 34

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 30 22 409

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 5 3 44
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 2 56
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 22 16 85
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 2 1 31
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 1 8
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 1 4
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 1 18
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 5 6 24
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 6 8 73
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 4 6 19
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 18 13 64
水痘（入院例に限る） 2 1 1 1 5
播種性クリプトコックス症 1 3 4 8
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 1 30
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 23 17 174
百日咳 160 160
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 94 236 825

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 238 336 3,125
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　 9 月はウイルス62件，細菌 4 件の搬入があり，そのうちウイルス36件の病原体を検出し，また，平成30年 8 月に
搬入された検体でウイルス20件，細菌 1 件， 7 月に搬入された検体でウイルス 2 件を検出した．検出ウイルスの内
訳は，Adenovirus 1 1 件，Adenovirus 2 2 件，Adenovirus 8 2 件，Coxsackievirus A4 4 件，Coxsackievirus 
A9 1 件，Coxsackievirus A16 8 件， Echovirus 25 1 件，Enterovirus 71 3 件，Herpes simplex virus 1 1
件，Human herpes virus 6 3 件，Human herpes virus 7 3 件，human parvovirus B19 3 件，Influenza virus 
A H1pdm09 1 件，Parainfluenza virus 3 1 件，Parechovirus 1 1 件，Parechovirus 3 1 件，Respiratory 
syncytial virus 6 件，Rhinovirus 16件，また，細菌の内訳はSalmonella Enteritidis 1 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 2 男 伝染性紅斑　　 38℃，下痢，発疹， ぬぐい液 7. 17 Rhinovirus

2 2 男 気管支炎 40℃，咳嗽，上気道炎，気管
支炎， 鼻汁 7. 24

Adenovirus 1
Rhinovirus

3 4 女 手足口病 － ぬぐい液 7. 25 Rhinovirus
4 1 女 上気道炎 39℃，上気道炎，発疹， ぬぐい液 7. 31 Herpes simplex virus 1
5 1 男 手足口病 38℃，発疹， ぬぐい液 8.  1 Coxsackievirus A16
6 6ヶ月 男 － 嘔吐，嘔気， ふん便 8.  2 Parechovirus 1
7 9ヶ月 男 感染性胃腸炎 38℃，嘔吐，嘔気， ふん便 8.  4 Adenovirus 2
8 4 女 手足口病 41℃，咳嗽，上気道炎， 鼻腔　　 8.  9 Coxsackievirus A16
9 1 男 ヘルパンギーナ 38℃， 髄液 8. 12 Human herpes virus 6
10 4 男 咽頭結膜熱　　 41℃，下痢， ぬぐい液 8. 14 Adenovirus 8
11 3 女 咽頭結膜熱、無菌性髄膜炎　　40℃， ぬぐい液 8. 14 Human herpes virus 6
12 9 女 － 38℃，嘔吐，嘔気， ぬぐい液 8. 15 Human herpes virus 7
13 6ヶ月 女 手足口病 発疹， ぬぐい液 8. 22 Enterovirus 71
14 9 女 感染性胃腸炎 － ふん便 8. 24 Salmonella Enteritidis
15 7 女 不明発疹症 38℃，発疹， ぬぐい液 8. 24 Human herpes virus 7
16 1ヶ月 女 下気道炎 38℃，下気道炎， 鼻汁 8. 27 Respiratory syncytial virus

17 2 女 ヘルパンギーナ 40℃，上気道炎，気管支炎，
口内炎， ぬぐい液 8. 27 Human herpes virus 6

18 1 女 手足口病 発疹，口内炎， ぬぐい液 8. 27 Coxsackievirus A16
19 3 女 手足口病 発疹， ぬぐい液 8. 27 Coxsackievirus A16
20 10 男 手足口病 39℃，発疹， ぬぐい液 8. 27 Enterovirus 71
21 2 男 手足口病 36℃，発疹， ぬぐい液 8. 27 Human herpes virus 7
22 1 男 喘息　　 38℃，咳嗽，気管支炎， 鼻咽腔 8. 27 Rhinovirus
23 3 女 咽頭結膜熱、呼吸器感染症　　39℃，咳嗽，発疹，結膜炎， 鼻咽腔ぬぐい液 8. 28 Rhinovirus

24 11ヶ月 男 手足口病 38℃，発疹，口内炎， うがい液 8. 28
human parvovirus B19
Coxsackievirus A16

25 2 男 ヘルパンギーナ 41℃，咳嗽，上気道炎，口内炎， ふん便 8. 29 Coxsackievirus A9
26 1 女 不明発疹症 40℃，下痢，発疹， ぬぐい液 8. 29 Rhinovirus

27 1ヶ月 女 急性咽頭炎　　 39℃，
髄液

8. 30
Parechovirus 3

ぬぐい液 Rhinovirus
28 1 女 手足口病 37℃，発疹，口内炎， ぬぐい液 8. 30 Coxsackievirus A16
29 0ヶ月 女 － 37℃， ふん便 8. 31 Rhinovirus
30 1 女 不明発疹症 39℃，発疹， ぬぐい液 8. 31 human parvovirus B19
31 4 男 － 41℃，咳嗽， ぬぐい液 9.  1 Echovirus 25
32 1 男 － 39℃， ぬぐい液 9.  3 Coxsackievirus A4
33 2 女 ヘルパンギーナ 39℃，上気道炎，口内炎， ぬぐい液 9.  3 Coxsackievirus A4
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No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

34 1 男 手足口病 40℃，発疹， ぬぐい液 9.  3 Coxsackievirus A16
35 0ヶ月 男 無菌性髄膜炎疑い 38℃，発疹， 髄液 9.  3 Rhinovirus
36 8 男 － － ふん便 9.  6 Rhinovirus

37 1 女 RS ウイルス感染症、呼吸器
感染症 41℃，咳嗽，気管支炎， 鼻咽腔ぬぐい液 9.  6

Coxsackievirus A4
Respiratory syncytial virus

38 3ヶ月 女 胆道閉鎖症疑い　 － ふん便 9.  6 Rhinovirus
39 3 男 不明発疹症 37℃，発疹， ぬぐい液 9.  6 human parvovirus B19
40 1 女 インフルエンザ様疾患 39℃，下気道炎， 鼻汁 9.  7 Coxsackievirus A4
41 7 女 咽頭結膜熱 結膜炎， ぬぐい液 9.  7 Adenovirus 8
42 1 女 手足口病 38℃，発疹， ぬぐい液 9.  7 Enterovirus 71
43 10ヶ月 男 不明熱 40℃， ぬぐい液 9.  7 Rhinovirus
44 8ヶ月 男 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気，肝機能， ふん便 9.  8 Adenovirus 2
45 2 女 IgA 血管炎 38℃，腹痛， ぬぐい液 9. 10 Rhinovirus
46 3 女 ＲＳウイルス感染症　 38℃，下気道炎， 鼻腔 9. 10 Respiratory syncytial virus
47 1 女 手足口病 39℃，口内炎， ぬぐい液 9. 10 Coxsackievirus A16
48 8 女 伝染性紅斑　不明発疹症　 咳嗽，発疹， ぬぐい液 9. 11 Rhinovirus
49 5 男 川崎病疑い　 39℃， ぬぐい液 9. 12 Rhinovirus
50 0ヶ月 男 上気道炎 38℃，上気道炎， ぬぐい液 9. 13 Rhinovirus
51 1 男 上気道炎 40℃，咳嗽，上気道炎， ぬぐい液 9. 14 Parainfluenza virus 3
52 3 女 下気道炎 40℃，下気道炎， 鼻汁 9. 18 Respiratory syncytial virus
53 1 男 ＲＳウイルス感染症　　 39℃，咳嗽，気管支炎， 鼻腔 9. 18 Respiratory syncytial virus
54 3 女 インフルエンザ様疾患 40℃，咳嗽， ぬぐい液 9. 20 Influenza virus A H1pdm09

55 1 女 気管支炎 40℃，下痢，咳嗽，上気道炎，
下気道炎，気管支炎， 鼻咽頭 9. 21 Respiratory syncytial virus
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病 原 体 検 出 状 況
臨床診断名 病原微生物 2018年 2018年

総計1 2 3 4 5 6 7 8 9

A 群溶血性レンサ球菌咽頭
炎

Streptococcus　pyogenes T1 1 1 1 3
Streptococcus　pyogenes T3 1 1
Streptococcus　pyogenes T4 1 1 1 3
Streptococcus　pyogenes T12 1 1
Streptococcus　pyogenes TB3264 2 1 1 4

計 2 1 2 3 1 3 12

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 17 12 7 1 1 38
Influenza virus A H1pdm09 28 3 1 32
Influenza virus B /Victoria 3 1 2 6
Influenza virus B Yamagata 21 7 4 3 35

計 69 23 11 7 1 111

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 2 3
Adenovirus 2 1 1 2 1 1 6
Adenovirus 8 1 1 2
Cytomegalovirus 1 1
Herpes simplex virus 1 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Rhinovirus 1 1 2

計 2 1 1 2 2 2 2 2 2 16

感染性胃腸炎

Adenovirus 2 1 1 1 1 1 5
Adenovirus 40/41 1 1
Adenovirus 41 1 2 1 4
Astrovirus NT 1 1 2
Coxsackievirus A9 1 1
Echovirus 7 1 1
Enterovirus 71 1 1
Human metapneumovirus 1 1
Norovirus GI NT 1 1
Norovirus GII NT 5 1 1 3 2 2 2 2 18
Rotavirus group AG9 1 1 2
Rhinovirus 1 1
Sapovirus genogroup unknown 2 2 4 1 1 3 13
Salmonella Enteritidis 1 1 1 3

計 7 1 3 9 11 6 9 7 1 54

ヘルパンギーナ

Coxsackievirus A2 1 1
Coxsackievirus A4 1 1
Coxsackievirus A9 1 1 2
Cytomegalovirus 1 1
Human herpes virus 6 2 2
Parainfluenza virus 3 1 1

計 1 1 4 2 8

手足口病

Adenovirus 1 1 1 2
Coxsackievirus A9 1 1 2
Coxsackievirus A16 1 5 4 10
Cytomegalovirus 1 1 2
Enterovirus 71 2 1 2 1 3 6 2 1 18
Echovirus 7 1 1
Epstein-Barr virus 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 2 1 3
Human parvovirus B19 1 1
Herpes simplex virus 1 1 2 1 4
Rhinovirus 3 5 8

計 3 1 5 4 8 16 10 6 53

流行性角結膜炎
Adenovirus 2
Astrovirus NT 1 1
Rhinovirus 1 1

計 1 1 2

伝染性紅斑

Cytomegalovirus 1 1
Coxsackievirus A9 1 1
Herpes simplex virus 1 1 1
Human herpes virus 7 1 1
Human metapneumovirus 1 1
Rhinovirus 1 1 2

計 1 1 3 1 1 7

流行性耳下腺炎
Mumps virus
Parechovirus 1 1 1

計 1 1

無菌性髄膜炎

Coxsackievirus B4 1 1
Human herpes virus 7 1 1
Herpes simplex virus 1 1 1
Parechovirus 3 1 1

計 1 3 4
マイコプラズマ肺炎 Mycoplasma pneumoniae

計

RS ウイルス感染症

Coxsackievirus A4 1 1
Respiratory syncytial virus 1 3 4
Respiratory syncytial virus A 1 1
Respiratory syncytial virus B 1 1
Rhinovirus 1 1

計 1 2 1 4 8
水痘 Varicella-zoster virus

計

突発性発疹
Cytomegalovirus 2 2
Enterovirus 71 1 1
Human herpes virus 6 1 1 2

計 1 1 2 1 5

その他

Adenovirus 1 1 1 2
Adenovirus 2 1 1 1 5 1 9
Adenovirus 5 1 1 2
Adenovirus 8 1 1
Adenovirus 41 1 1 2
Astrovirus NT 1 1
Coxsackievirus A4 2 2
Coxsackievirus A9 2 20 2 24
Coxsackievirus B2 1 1
Coxsackievirus B4 1 1 2
Cytomegalo virus 1 1 2 2 2 8
Echovirus 7 1 1
Echovirus 25 1 1
Enterovirus 71 1 2 1 4
Epstein-Barr virus 1 1 1 1 4
Herpes simplex virus 1 1 1 1 2 3 3 1 12
Human herpes virus 6 2 1 1 2 3 2 3 14
Human herpes virus 7 1 3 2 1 4 2 13
Human metapneumovirus 3 1 4 2 2 12
Human parvovirus B19 1 1 2 4
Influenza virus A H1pdm09 1 1 2
Influenza virus B Yamagata 2 2
Norovirus GII NT 1 1 1 3
Parainfluenza virus 2 1 1
Parainfluenza virus 3 1 1 5 4 1 12
Parechovirus 1 1 1
Parechovirus 3 1 1 1 3
Respiratory syncytial virus 1 2 3
Rhinovirus 1 5 2 5 2 10 25
Rotavirus group AG1 1 1
Rotavirus group AG3 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1

計 13 7 11 14 22 22 49 16 20 174
総計 97 33 29 39 48 43 86 44 36 455
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高知県感染症情報月報　2018年10月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 1 1 2 29 3

小児科

咽 頭 結 膜 熱 6 23 3 2 34 70 24

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 1 4 72 14 6 7 104 86 164

感 染 性 胃 腸 炎 14 37 102 2 8 24 187 174 344

水 　 　 　 痘 1 7 3 4 15 10 42

手 足 口 病 19 40 20 7 21 107 165 94

伝 染 性 紅 斑 9 9 3 1 22 24

突 発 性 発 疹 8 14 3 4 4 33 30 42

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 5 11 30 7 17 14 84 226 44

流 行 性 耳 下 腺 炎 1 1 1 1 1 5 3 6

RSウ イ ル ス 感 染 症 9 39 151 32 13 25 269 438 382

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 1 1 28 2

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 2 2 2 2

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ

淋 菌 感 染 症 1

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎 1

無 菌 性 髄 膜 炎

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 2 11 13 11 5

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 2 2 1 2

感 染 性 胃 腸 炎
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 1 1

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 1 5 1 7 15 29

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎
球 菌 感 染 症
薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 29 139 470 89 57 103 887 1,313 1,191

前　　　　月 36 186 662 104 129 196

前 年 同 月 50 203 632 59 67 180

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2018年10月
全 国 情 報（10月 1 日～10月28日）

　第40週（10月 1 日～）から第43週（～10月28日）
までの 4 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．全国における 9 月の上位 6 疾患の合計は
34.54で 9 月の40.45と比べて減少した．
　 1 位は感染性胃腸炎で13.79（ 9 月 1 位13.51）と
横ばいであった． 2 位はA群溶血性レンサ球菌咽頭
炎で6.36（同 3 位5.12）と増加した． 3 位はRSウイ
ルス感染症で4.58（同 2 位8.66）と減少した． 4 位
は手足口病で3.94（同 5 位4.14）と横ばいであった．
5 位は流行性角結膜炎で3.60（同 6 位4.03）とわず
かに減少した． 6 位はヘルパンギーナで2.27（同 4
位4.99）と減少した．
　成人の風疹が，関東を中心に流行拡大し続けてい
る．第38週から第41週（10月14日）までに，合計
506例の風疹の報告があった．その結果，本年の報
告が累積で1287例（うち1226例が検査診断例）になっ
た．累積数を都道府県別でみると，多い順に，東京
都が432例，千葉県234例，神奈川県163例，埼玉県
90例，愛知県71例，茨城県37例である．四国では，
第41週までに 7 例（第33週，34週と40週に香川県か
ら 1 例ずつ，第36週と40週に徳島県から 1 例ずつ，
第37週に愛媛県から 2 例）の報告である．高知県で
は未だ報告はない．
　厚生労働省は 8 月14日に通達を出し，「30～50歳
台男性の 2 割程度に抗体価の低い方がいるので，こ
の世代では風疹を意識した診療をこころがけるよう
注意喚起し，特に妊娠可能年齢の女性のうち，抗体
価が低い女性において任意で予防接種を受けること
を推奨する」としている．2012～13年の全国での風
疹流行で，45人が先天性風疹症候群を発症したこと
は記憶に新しい．今回の流行でも同様な事態に至ら
ないように注意喚起が必要である．
　沖縄県，愛知県などで輸入例を発端に麻疹が流行
していたが，新たな報告は減少した．

表 1 　各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 40 週 41 週 42 週 43 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 3.35 2.99 3 .56 3 .89 13.79
2 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.47 1.29 1 .68 1 .92 6 .36
3 RS ウ イ ル ス 感 染 症 1.58 1.15 0 .98 0 .87 4 .58
4 手 足 口 病 1.08 0.91 0 .99 0 .96 3 .94
5 流 行 性 角 結 膜 炎 1.01 0.86 0 .87 0 .86 3 .60
6 ヘ ル パ ン ギ ー ナ 0.84 0.55 0 .52 0 .36 2 .27

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の10月の上位 6 疾患の合計は26.67と 9 月
の45.62と比べて減少し，全国よりも少なかった．（表
2 ）．風疹，麻疹ともに，高知県では発生していない．
　 1 位はRSウイルス感染症で8.97（ 9 月 1 位14.60）
と減少したが全国よりも多かった． 2 位は感染性胃
腸炎で6.24（同 4 位5.80）と横ばいで，全国よりも
少なかった． 3 位は手足口病で3.56（同 5 位5.49）
と減少し，全国よりも少なかった． 4 位はA群溶血
性レンサ球菌咽頭炎で3.47（同 6 位2.86）と増加し
たが全国よりも少なかった． 5 位はヘルパンギーナ
で2.80（同 3 位7.54）と減少したが全国よりもわず
かに多かった． 6 位はマイコプラズマ肺炎で1.63（同
8 位1.39）と増加し，全国よりも多かった．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 40 週 41 週 42 週 43 週 計
1 RS ウ イ ル ス 感 染 症 3.43 2.57 2 .07 0 .90 8 .97
2 感 染 性 胃 腸 炎 1.47 1.50 1 .67 1 .60 6 .24
3 手 足 口 病 1.03 0.77 1 .23 0 .53 3 .56
4 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0.77 0.73 0 .67 1 .30 3 .47
5 ヘ ル パ ン ギ ー ナ 1.23 0.67 0 .53 0 .37 2 .80
6 マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 0.75 0.25 0 .50 0 .13 1 .63

2 ．全体の傾向
　　麻しん，風しんの報告無し．
3 ．主な疾患の発生状況

1 ）インフルエンザ
　報告数　 2 名（ 9 月　29名）． 9 月に小流行が
みられたが，本格的流行にはまだ突入しない様相
である．中央東と中央西で 1 名ずつ報告された．
ウイルスは検出されていない．

2 ）咽頭結膜熱
　報告数　34名（ 9 月　70名）．高知市，中央西，
中央東，幡多から表記の順に多く報告があった．
ウイルスはその他の感染症からAdenovirus 2 型
と54型が各 1 件検出された．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　 報 告 数　104名（ 9 月　86名 ）． 平 年 並 み の 報
告数である．県下全域から報告があり，特に高知
市，中央西，須崎，幡多の順に多かった．細菌は
Streptococcus　pyogenes TB3264が 2 件検出され
た．

4 ）感染性胃腸炎
　報告数　187名（ 9 月　174名）．例年と比べ少
ない報告数である．県下全域から報告があり，と
くに高知市，安芸，中央東，幡多，須崎からの
報 告 が 多 い． 病 原 体 は，Sapovirus genogroup 
unknownが 2 件，Enterovirus NTが 1 件 検 出 さ
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れた．
5 ）水痘

　報告数　15名（ 9 月　10名）．2014年10月から
の予防接種定期化の効果で少ない数で推移してい
る．中央西，幡多，高知市，中央東から表記の順
に多く報告された．ウイルスは検出されていない．

6 ）手足口病
　報告数　107名（ 9 月　165名）．初夏に流行が
始まる感染症で，2017年は 5 月から流行が開始
し，過去10年で最大の流行となった． 8 月以降は
減少増加をくりかえし，2018年に入っても完全に
終息しないまま， 5 月から再び流行期に突入した
が，昨年よりも流行規模は小さく平年並みであっ
た．安芸を除くエリアから報告があり中央西，幡
多，高知市，須崎，中央東から表記の順に多く報
告された．ウイルスはEnterovirus 71が昨年10月
4 件，11月 2 件，12月 1 件，本年 1 月 2 件， 2 月
1 件， 4 月に 2 件， 5 月に 2 件， 6 月は 5 件， 7
月は 9 件， 8 月は 3 件， 9 月に 2 件検出された．
Coxackievirus A16の検出が 7 月 1 件， 8 月 5 件，
9 月 7 件，10月は 2 件と遅れて目立ってきていて，
流行ウイルスのシフトが認められる．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　22名（ 9 月　24名）．平年並の推移で
ある．中央東，中央西，高知市，須崎から表記の
順に多く報告された．ウイルスは検出されていな
い．

8 ）突発性発疹
　報告数　33名（ 9 月　30名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）ヘルパンギーナ
　報告数　84名（ 9 月　226名）．例年 6 － 7 月か
ら流行がみられるが，本年は遅れて 8 月から増加
してきた．そのため， 9 月は同時期として過去10
年間で最多，10月は 2 番目に多い報告数だった．
県下全域から報告され，とくに須崎で報告が多
かった．ウイルスはCoxackievirus A4が 2 件検出
された．

10）流行性耳下腺炎
　報告数　 5 名（ 9 月　 3 名）．安芸以外の全域
から報告があり，とくに須崎，中央西で多かった．

昨年夏以降は，過去10年で最も少ない数字で推移
している．ウイルスは検出されていない．

11）RSウイルス感染症
　報告数　269名（ 9 月　438名）．2017年の 8 －
9 月は季節外れの爆発的流行となった． 9 月は過
去10年間ですべての月間報告数のうちで最多で
あったが，10月は減少に転じ11月以降は半減，以
後は徐々に減少していた．2018年も昨年同様に
夏季からの流行開始で， 9 月としては昨年に次ぐ
大きな流行になったが10月は減少した．県下全
域から報告があり，とくに高知市，中央西から多
く報告された．その他の感染症からRespiratory 
syncytial virus A型が 2 件，B型が 1 件検出され
た．

12）流行性角結膜炎
　報告数　 1 名（ 9 月　28名）． 8 月は過去10年
間で最多の報告を記録した．高知市から 1 名報告
された．ウイルスは検出されていない．

13）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 9 月　 0 名）． 1 年に10名前後
の数で推移している．乳児を対象としたHibと肺
炎球菌ワクチンの定期接種がはじまって以降はこ
れらを原因菌とする小児例の報告はない．

14）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（ 9 月　 0 名）．前年から少ない
報告数で推移している．

15）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　13名（ 9 月　11名）．高知市と中央東
から報告された．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
16）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　 7 名（ 9 月　15名）．例年並みの変動
の範囲である．

17）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症　
　報告数　 0 名（ 9 月　 0 名）．2018年は報告は
6 月 に 1 例 の 報 告 が あ っ た．2014年 は 計 4 例，
2015年，2016年は各 1 例，2017年は 2 例の報告が
あった．

高知県感染症発生動向調査部会
　　前田　　明彦
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高知県における月別全数報告疾患（平成30年10月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 80 1,630

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 80 1,630

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 2 27
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 2 4 197

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 4 4 232

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 1 3
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 11 85
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 6 7 64
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 6 13 162
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 1 9
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 5 5 34

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 30 25 412

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 5 3 44
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 2 1 57
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 22 17 86
急性弛緩性麻痺 1 1

クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 2 1 31
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 1 8
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 1 4
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 1 18
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 5 6 24
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 6 8 73
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 4 6 19
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 18 13 64
水痘（入院例に限る） 2 1 1 1 5
播種性クリプトコックス症 1 3 4 8
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 1 30
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 23 17 174
百日咳 161 161
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 94 240 829

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 238 349 3,138
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　10月はウイルス70件，細菌 8 件の搬入があり，そのうちウイルス28件，細菌 2 件の病原体を検出した．ま
た，平成30年 9 月に搬入された検体でウイルス23件， 8 月に搬入された検体で 2 件， 7 月に搬入された検体で 1
件を検出した．検出ウイルスの内訳は，Adenovirus 2 2 件，Adenovirus 54 1 件，Coxsackievirus A4 3 件，
Coxsackievirus A10 1 件，Coxsackievirus A16 5 件，Cytomegalovirus 2 件，Echovirus 7 2 件，Echovirus 
11 1 件，Echovirus 18 1 件，Enterovirus 68 1 件，Enterovirus 71 2 件，Enterovirus NT 1 件，Epstein-
Barr virus 3 件，Human herpes virus 7 4 件，Human metapneumovirus 1 件，Norovirus GII NT 1
件，Respiratory syncytial virus A 2 件，Respiratory syncytial virus B 1 件，Rhinovirus 17 件，Sapovirus 
genogroup unknown 3 件，また，細菌の内訳はStreptococcus pyogenes TB3264 2 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 4 女 手足口病 － ぬぐい液 7. 25 Enterovirus 71
2 4ヶ月 男 不明発疹症　　 39℃，咳漱，発疹， ぬぐい液 8. 18 Cytomegalovirus
3 1 男 呼吸器疾患 39℃，咳漱，下気道炎， 鼻咽腔 8. 27 Rhinovirus
4 1 女 口内炎（ヘルペス、手足口病）　　41℃，発疹，口内炎， ぬぐい液 8. 28 Human herpes virus 7
5 1 男 ヘルパンギーナ 39℃，咳漱，気管支炎，肝機能， ぬぐい液 8. 31 Enterovirus 68
6 3 男 感染性胃腸炎 下痢，腹痛， ふん便 9.  3 Rhinovirus
7 1 男 無菌性髄膜炎 39℃， 髄液 9.  3 Rhinovirus
8 3 男 － － 髄液 9.  4 Rhinovirus
9 0ヶ月 男 無菌性髄膜炎 40℃， 髄液 9.  6 Echovirus 7
10 15 女 手足口病 発疹， ぬぐい液 9.  7 Enterovirus 71
11 8ヶ月 女 急性気管支炎 咳漱，上気道炎， ぬぐい液 9. 10 Rhinovirus
12 0ヶ月 男 － 38℃， 髄液 9. 11 Echovirus 7
13 6 女 急性上気道炎　 39℃，上気道炎， ぬぐい液 9. 11 Coxsackievirus A10
14 2ヶ月 女 感染性胃腸炎 39℃，下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 9. 12 Echovirus 11
15 9ヶ月 男 不明発疹症 39℃，咳漱，発疹， ぬぐい液 9. 14 Adenovirus 2
16 7ヶ月 男 咽頭結膜熱（結膜炎はなし） 40℃， ふん便 9. 14 Rhinovirus
17 1 女 手足口病 発疹， ぬぐい液 9. 15 Rhinovirus
18 1ヶ月 男 － 39℃， ぬぐい液 9. 18 Rhinovirus
19 2 女 手足口病 水疱，発疹， ぬぐい液 9. 18 Coxsackievirus A16
20 2ヶ月 男 上気道炎 38℃，上気道炎， ぬぐい液 9. 19 Rhinovirus

21 4 男 肺炎 40℃，嘔吐，嘔気，咳漱，上
気道炎，下気道炎，肺炎， 鼻腔 9. 19 Rhinovirus

22 15 女 不明発疹症　　 発疹， ぬぐい液 9. 19 Human herpes virus 7
23 2 男 手足口病 37℃，発疹， ぬぐい液 9. 20 Coxsackievirus A16
24 6 男 感染性胃腸炎疑い　　 嘔吐，嘔気，腹痛，関節痛， ぬぐい液 9. 21 Rhinovirus

25 4ヶ月 女 手足口病 発疹， ぬぐい液 9. 21
Coxsackievirus A16
Cytomegalovirus

26 9ヶ月 男 上気道炎 40℃，上気道炎， ぬぐい液 9. 21 Coxsackievirus A4

27 3 男 感染性胃腸炎 36℃，嘔吐，嘔気， ふん便 9. 25
Enterovirus NT
Sapovirus genogroup unknown

28 8ヶ月 男 呼吸器感染症 気管支炎， 鼻腔 9. 25 Respiratory syncytial virus B
29 1ヶ月 男 上気道炎 38℃，上気道炎， ぬぐい液 9. 27 Respiratory syncytial virus A
30 1 男 上気道炎 40℃，上気道炎， ぬぐい液 9. 28 Adenovirus 2
31 10 男 － 39℃，嘔吐，嘔気，腹痛， ふん便 9. 28 Norovirus GII NT
32 3 男 ヘルパンギーナ 39℃，上気道炎， ぬぐい液 10 .  1 Coxsackievirus A4
33 6ヶ月 男 急性気管支炎 咳漱，気管支炎， 鼻腔 10 .  1 Respiratory syncytial virus A
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No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

34 10ヶ月 女 手足口病 37℃，水疱，発疹，口内炎， ぬぐい液 10 .  1 Coxsackievirus A16
35 7 女 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 38℃，上気道炎， ぬぐい液 10 .  2 Streptococcus pyogenes TB3264

36 6 女
手足口病疑い　　 38℃，発疹， ぬぐい液 10 .  2 Epstein-Barr virus
腸管膜リンパ節炎の疑い　　 39℃，下痢，嘔吐，嘔気，腹痛， ふん便 10 .  5 Echovirus 18

37 6 男 流行性耳下腺炎 37℃， ぬぐい液 10 .  6
Epstein-Barr virus
Human herpes virus 7

38 11ヶ月 男 手足口病 38℃，発疹，口内炎， ぬぐい液 10 .  9 Coxsackievirus A16
39 1 男 ヘルパンギーナ 39℃， ぬぐい液 10 .  9 Coxsackievirus A4
40 1 男 呼吸器疾患 38℃，咳漱，下気道炎， 鼻咽腔 10 .  9 Rhinovirus

41 8ヶ月 男 肺炎 39℃，咳漱，上気道炎，肺炎， 吸引鼻汁 10 . 15
Rhinovirus
Adenovirus 54

42 1 男 気管支喘息 38℃，咳漱，上気道炎， 鼻腔 10 . 15 Rhinovirus
43 4 女 － 下痢， ふん便 10 . 16 Rhinovirus
44 2 男 不明熱　　 39℃，咳漱， ぬぐい液 10 . 17 Human metapneumovirus
45 5 女 手足口病 水疱，発疹，口内炎， ぬぐい液 10 . 19 Rhinovirus
46 2 男 不明発疹症　　 発疹， ぬぐい液 10 . 20 Epstein-Barr virus

47 7 女 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎
38℃，

ぬぐい液
10 . 10

Streptococcus pyogenes TB3264
38℃，咳漱，上気道炎， 10 . 22

48 1 女 不明発疹症　　 発疹， ぬぐい液 10 . 22 Human herpes virus 7
49 7 女 不明発疹症　　 発疹， ぬぐい液 10 . 22 Rhinovirus
50 1 男 感染性胃腸炎 下痢， ふん便 10 . 27 Sapovirus genogroup unknown
51 1 女 － 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 10 . 29 Sapovirus genogroup unknown
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病 原 体 検 出 状 況
臨床診断名 病原微生物 2018年 2018年

総計1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

A 群溶血性レンサ球菌咽頭
炎

Streptococcus　pyogenes T1 1 1 1 3
Streptococcus　pyogenes T3 1 1
Streptococcus　pyogenes T4 1 1 1 3
Streptococcus　pyogenes T12 1 1
Streptococcus　pyogenes TB3264 2 1 1 2 6

計 2 1 2 3 1 3 2 14

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 17 12 7 1 1 38
Influenza virus A H1pdm09 28 3 1 32
Influenza virus B /Victoria 3 1 2 6
Influenza virus B Yamagata 21 7 4 3 35

計 69 23 11 7 1 111

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 2 3
Adenovirus 2 1 1 2 1 1 6
Adenovirus 8 1 1 2
Cytomegalovirus 1 1
Herpes simplex virus 1 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Rhinovirus 1 2 3

計 2 1 1 2 2 2 2 2 3 17

感染性胃腸炎

Adenovirus 2 1 1 1 1 1 5
Adenovirus 40/41 1 1
Adenovirus 41 1 2 1 4
Astrovirus NT 1 1 2
Coxsackievirus A9 1 1
Echovirus 7 1 1
Echovirus 11 1 1
Enterovirus 71 1 1
Enterovirus NT 1 1
Human metapneumovirus 1 1
Norovirus GI NT 1 1
Norovirus GII NT 5 1 1 3 2 2 2 2 18
Rotavirus group AG9 1 1 2
Rhinovirus 1 1 2
Sapovirus genogroup unknown 2 2 4 1 1 3 2 15
Salmonella Enteritidis 1 1 1 3

計 7 1 3 9 11 6 9 7 3 3 59

ヘルパンギーナ

Coxsackievirus A2 1 1
Coxsackievirus A4 1 2 3
Coxsackievirus A9 1 1 2
Cytomegalovirus 1 1
Enterovirus 68 1 1
Human herpes virus 6 2 2
Parainfluenza virus 3 1 1

計 1 1 4 3 2 11

手足口病

Adenovirus 1 1 1 2
Coxsackievirus A9 1 1 2
Coxsackievirus A16 1 5 7 2 15
Cytomegalovirus 1 1 1 3
Enterovirus 71 2 1 2 1 3 7 2 2 20
Echovirus 7 1 1
Epstein-Barr virus 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 2 1 3
Human parvovirus B19 1 1
Herpes simplex virus 1 1 2 1 4
Rhinovirus 3 5 1 1 10

計 3 1 5 4 8 17 10 12 3 63

流行性角結膜炎
Astrovirus NT 1 1
Rhinovirus 1 1

計 1 1 2

伝染性紅斑

Cytomegalovirus 1 1
Coxsackievirus A9 1 1
Herpes simplex virus 1 1 1
Human herpes virus 7 1 1
Human metapneumovirus 1 1
Rhinovirus 1 1 2

計 1 1 3 1 1 7

流行性耳下腺炎
Epstein-Barr virus 1 1
Human herpes virus 7 1 1
Parechovirus 1 1 1

計 1 2 3

無菌性髄膜炎

Coxsackievirus B4 1 1
Echovirus 7 1 1
Human herpes virus 7 1 1
Herpes simplex virus 1 1 1
Parechovirus 3 1 1
Rhinovirus 1 1

計 1 3 2 6

RS ウイルス感染症

Coxsackievirus A4 1 1
Respiratory syncytial virus 1 3 4
Respiratory syncytial virus A 1 1
Respiratory syncytial virus B 1 1
Rhinovirus 1 1

計 1 2 1 4 8
水痘 Varicella-zoster virus

計

突発性発疹
Cytomegalovirus 2 2
Enterovirus 71 1 1
Human herpes virus 6 1 1 2

計 1 1 2 1 5

その他

Adenovirus 1 1 1 2
Adenovirus 2 1 1 1 5 1 1 1 11
Adenovirus 5 1 1 2
Adenovirus 8 1 1
Adenovirus 41 1 1 2
Adenovirus 54 1 1
Astrovirus NT 1 1
Coxsackievirus A4 3 3
Coxsackievirus A9 2 20 2 24
Coxsackievirus A10 1 1
Coxsackievirus B2 1 1
Coxsackievirus B4 1 1 2
Cytomegalo virus 1 1 2 2 3 9
Echovirus 7 1 1 2
Echovirus 18 1 1
Echovirus 25 1 1
Enterovirus 71 1 2 1 4
Epstein-Barr virus 1 1 1 1 2 6
Herpes simplex virus 1 1 1 1 2 3 3 1 12
Human herpes virus 6 2 1 1 2 3 2 3 14
Human herpes virus 7 1 3 2 1 4 3 1 1 16
Human metapneumovirus 3 1 4 2 2 1 13
Human parvovirus B19 1 1 2 4
Influenza virus A H1pdm09 1 1 2
Influenza virus B Yamagata 2 2
Norovirus GII NT 1 1 1 1 4
Parainfluenza virus 2 1 1
Parainfluenza virus 3 1 1 5 4 1 12
Parechovirus 1 1 1
Parechovirus 3 1 1 1 3
Respiratory syncytial virus A 2 2
Respiratory syncytial virus B 1 1
Respiratory syncytial virus 1 2 3
Rhinovirus 1 5 2 5 2 16 6 37
Rotavirus group AG1 1 1
Rotavirus group AG3 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1 2

計 13 7 11 14 22 22 49 18 31 18 205
総計 97 33 29 39 48 43 87 46 59 30 511
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高知県感染症情報月報　2018年11月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 2 7 2 1 1 13 2 14

小児科

咽 頭 結 膜 熱 1 22 3 3 3 32 34 16

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 23 128 2 14 4 171 104 194

感 染 性 胃 腸 炎 41 62 177 19 26 54 379 187 543

水 　 　 　 痘 7 14 2 1 8 32 15 65

手 足 口 病 48 25 12 2 87 107 114

伝 染 性 紅 斑 11 16 1 1 29 22 5

突 発 性 発 疹 3 11 34 6 5 5 64 33 46

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 4 2 3 3 12 84 51

流 行 性 耳 下 腺 炎 1 2 2 2 7 5 7

RSウ イ ル ス 感 染 症 1 12 27 13 3 3 59 269 171

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 9 9 1 3

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 2 1

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ 1

淋 菌 感 染 症

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎 2 2 3

無 菌 性 髄 膜 炎

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 1 9 10 13 6

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 3 3 2 1

感 染 性 胃 腸 炎
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 1 1 2 1

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 2 19 4 25 7 37

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎
球 菌 感 染 症 1

薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 46 185 497 60 61 87 936 887 1,280

前　　　　月 29 139 470 89 57 103

前 年 同 月 95 232 620 57 54 222

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2018年11月
全 国 情 報（10月29日～12月 2 日）

　第44週（10月29日～）から第48週（～12月 2 日）
までの 5 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．全国における11月の上位 6 疾患の合計は 4
週間換算すると44.09で10月の34.54と比べて増加し
た．主な増加の原因は感染性胃腸炎とA群溶血性レ
ンサ球菌咽頭炎の増加である．
　 1 位は感染性胃腸炎で 4 週間換算値が23.50（10月
1 位13.79）と増加した． 2 位はA群溶血性レンサ球
菌咽頭炎で9.54（同 2 位6.36）と増加した． 3 位は
流行性角結膜炎で3.37（同 5 位3.60）と横ばいであっ
た． 4 位は手足口病で2.88（同 4 位3.94）と減少した．
5 位は伝染性紅斑で2.57（同 7 位1.68）と増加した．
6 位はRSウイルス感染症で2.22（同 3 位4.58）と減
少した．
　関東中心にはじまった，風疹が流行拡大し続けて
いる．第42週から第46週（11月18日）までに，合計
752例の風疹の報告があった．その結果，本年の報
告が累積で2186例（うち2062例が検査診断例）になっ
た．累積数を都道府県別でみると，多い順に，東京
都が763例，千葉県310例，神奈川県295例，埼玉県
147例，愛知県103例である．四国では，第46週まで
に 7 例（香川県から 6 例，愛媛県から 4 例，徳島県
から 3 例）の報告がある．49週（11月30日）に，つ
いに高知県高知市保健所管区から成人の風疹が 1 例
報告された．確実に全国的な流行となっており，高
知県では20年以上にわたって本格的な流行がなかっ
たこと，予防接種未施行者（すなわち風疹感受性者）
が中年～壮年者に数多く存在することなどから，本
格的な流行となる危惧が現実となりそうである．
　2012年（2,386人が報告）～2013年（14,344人が報
告された）の全国での風疹流行で，45人が先天性風
疹症候群を発症したことは記憶に新しい．来年に向
けて本県を巻き込んだ大きな流行になる可能性が高
く，対策を講じなければならない．
　麻疹風疹ワクチン定期接種の対象者（ 1 歳児と就
学前の児）はすぐに接種を済ませることが第一であ
る．厚生労働省が 8 月14日に通達を出しているよう
に，「30～50歳台男性の 2 割程度に抗体価の低い方
がいるので，この世代では風疹を意識した診療をこ
ころがけるよう注意喚起し，特に妊娠可能年齢の女
性のうち，抗体価が低い女性において任意で予防接
種を受けることを推奨する」．
　風疹は臨床診断の難しい疾患である．発疹性疾患
を診たら，積極的に咽頭スワブと尿の両者を採取し，
衛生研究所に検査を依頼することが重要である．風

疹IgM抗体は疑陽性が少なくないので単独での診断
は推奨されない．
　沖縄県，愛知県などで輸入例を発端に麻疹が流行
していたが，新たな報告は減少した．

表 1 　各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 44 週 45 週 46 週 47 週 48 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 4.14 5.44 5 .91 6 .00 7 .89 29.38
2 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.90 2.43 2 .43 2 .40 2 .77 11.93
3 流 行 性 角 結 膜 炎 0.80 0.87 0 .79 0 .82 0 .93 4 .21
4 手 足 口 病 0.77 0.76 0 .79 0 .65 0 .63 3 .60
5 伝 染 性 紅 斑 0.44 0.64 0 .61 0 .65 0 .87 3 .21
6 RS ウイルス感染症 0.62 0.60 0 .56 0 .50 0 .50 2 .78

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の11月の上位 6 疾患の合計は 4 週間換算す
ると22.68で10月の26.67と比べて減少し，全国より
も少なかった．（表 2 ）．上でも述べたとおり，高知
県で49週に風疹が 1 例報告されており，今後の流行
が危惧される．
　 1 位は感染性胃腸炎で 4 週換算値が10.11（10月 2
位6.24）と増加した． 2 位はA群溶血性レンサ球菌
咽頭炎で4.56（同 2 位3.47）， 3 位は流行性角結膜炎
で2.40（同11位0.33）とともに増加した． 4 位は手
足口病で2.32（同 3 位3.56）と減少した． 5 位は突
発性発疹で1.71（同 8 位1.10）と増加し，全国と同
等だった． 6 位はRSウイルス感染症で1.58（同 1 位
8.97）と減少した．突発性発疹を除く 5 疾患はいず
れも全国よりも少なかった．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 44 週 45 週 46 週 47 週 48 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 1.53 2.47 2 .37 3 .10 3 .17 12.64
2 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0.97 1.03 1 .10 1 .10 1 .50 5 .70
3 流 行 性 角 結 膜 炎 0.67 0.33 0 .67 1 .33 0 .00 3 .00
4 手 足 口 病 0.43 0.57 0 .50 0 .73 0 .67 2 .90
5 突 発 性 発 疹 0.33 0.57 0 .57 0 .27 0 .40 2 .14
6 RS ウイルス感染症 0.37 0.63 0 .27 0 .30 0 .40 1 .97

2 ．全体の傾向
　　麻しん，風しんの報告無し．
3 ．主な疾患の発生状況

1 ）インフルエンザ
　報告数　13名（10月　 2 名）． 9 月に29名と小
流行がみられたが，10月 2 名，11月13名で，週毎
に増加という様相でもなく散発的で本格的流行は
まだのようだ．高知市から 7 名，中央東，中央西
から各 2 名，須崎，幡多から各 1 名報告された．
ウイルスは検出されていない．

2 ）咽頭結膜熱
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　 報 告 数　32名（10月　34名 ）． 高 知 市， 須 崎，
中央西，幡多，安芸から表記の順に多く報告があっ
た．ウイルスはAdenovirus 1 型が 1 件と，感染
性胃腸炎からAdenovirus 2 型が 1 件，その他の
感染症から 3 型が 1 件，11型が 2 件検出された．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　 報 告 数　171名（10月　104名 ）． 平 年 並 み の
報 告 数 で あ る． 安 芸 以 外 か ら 報 告 が あ り， 特
に 高 知 市， 須 崎 中 央 東 か ら 多 か っ た． 細 菌 は
Streptococcus　pyogenes TB3264が 2 件検出され
た．

4 ）感染性胃腸炎
　報告数　379名（10月　187名）．増加したがそれで
も例年と比べ少なめの報告数である．県下全域から
報告があり，とくに安芸，高知市，須崎からの報告
が多い．病原体は，Sapovirus genogroup unknown
が 3 件，Adenovirus 2 型が 1 件，Coxackievirus 
A4が 1 件検出された．

5 ）水痘
　報告数　32名（10月　15名）．2014年10月から
の予防接種定期化の効果で少ない数で推移してい
る．幡多，高知市，中央東，中央西，須崎から表
記の順に多く報告された．ウイルスは検出されて
いない．

6 ）手足口病
　報告数　87名（10月　107名）．初夏に流行が始
まる感染症で，2017年は 5 月から流行が開始し，
過去10年で最大の流行となった． 8 月以降は減少
増加をくりかえし，2018年に入っても完全に終息
しないまま， 5 月から再び流行期に突入したが，
昨年よりも流行規模は小さく平年並みであった．
中央東，中央西，高知市，須崎から表記の順に多
く報告された．ウイルスはEnterovirus 71が昨年
10月 4 件，11月 2 件，12月 1 件， 本 年 1 月 2 件，
2 月 1 件， 4 月に 2 件， 5 月に 2 件， 6 月は 5 件，
7 月は 9 件， 8 月は 3 件， 9 月に 2 件検出された．
Coxackievirus A16の検出が 7 月 1 件， 8 月 5 件，
9 月 7 件，10月は 2 件と遅れて目立ってきてい
て，流行ウイルスのシフトが認められた．11月は
Rhinovirusが 2 件，Coxackievirus A4が 1 件検出
された．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　29名（10月　22名）．平年並みの推移
である．中央東，高知市，須崎，中央西から表記
の順に多く報告された．ウイルスはParvovirus 
B19が 1 件検出された．

8 ）突発性発疹
　報告数　64名（10月　33名）．想定内の変動で

推移している．
9 ）ヘルパンギーナ

　報告数　12名（10月　84名）．例年 6 － 7 月か
ら流行がみられるが，本年は遅れて 8 月から増加
してきた．そのため， 9 月は同時期として過去10
年間で最多，10月は 2 番目に多い報告数だったが
終息に向かっている．須崎，幡多，中央東，高知
市から報告された．ウイルスは検出されていない．

10）流行性耳下腺炎
　 報 告 数　 7 名（10月　 5 名 ）． 昨 年 夏 以 降 は，
少ない数字で推移している．須崎，幡多，高知市，
中央東から表記の順に多く報告された．ウイルス
は検出されていない．

11）RSウイルス感染症
　報告数　59名（10月　269名）．2017年の 8 － 9
月は季節外れの爆発的流行となった． 9 月は過去
10年間ですべての月間報告数のうちで最多であっ
たが，10月は減少に転じ11月以降は半減，以後は
徐々に減少していた．2018年も昨年同様に夏季か
らの流行開始で， 9 月としては昨年に次ぐ大きな
流行になったが10月，11月と減少した．県下全域
から報告があり，とくに中央西，高知市から多く
報告された．ウイルスは検出されていない．

12）流行性角結膜炎
　報告数　 9 名（10月　 1 名）． 8 月は過去10年
間で最多の報告を記録した．高知市のみから 9 名
報告された．ウイルスは検出されていない．

13）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　 報 告 数　 2 名（10月　 0 名 ）． 高 知 市 か ら30
代，70歳以上の高齢者の 2 名が報告された． 1 年
に10名前後の数で推移している．乳児を対象とし
たHibと肺炎球菌ワクチンの定期接種がはじまっ
て以降はこれらを原因菌とする小児例の報告はな
い．

14）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（10月　 0 名）．前年から少ない
報告数で推移している．

15）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　10名（10月　13名）．高知市と中央東
から報告された．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
16）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　25名（10月　 7 名）．例年並みの変動
の範囲である．幡多，高知市，中央東から表記の
順に多く報告された．

17）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症　
　 報 告 数　 0 名（10月　 0 名 ）．2018年 は 報 告
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は 6 月に 1 例の報告があった．2014年は計 4 例，
2015年，2016年は各 1 例，2017年は 2 例の報告が
あった．

高知県感染症発生動向調査部会
　　前田　　明彦

高知県における月別全数報告疾患（平成30年11月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 94 1,644

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 94 1,644

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 2 27
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 2 4 197

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 4 4 232

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 1 3
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 11 1 86
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 6 8 65
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 6 13 162
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 1 9
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 5 5 34

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 30 27 414

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 5 3 44
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 2 1 57
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 22 20 89
急性弛緩性麻痺 1 1

クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 2 1 31
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 1 8
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 1 1 5
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 1 18
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 5 6 24
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 6 8 73
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 4 7 20
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 18 14 65
水痘（入院例に限る） 2 1 1 3 7
播種性クリプトコックス症 1 3 4 8
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 1 30
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 23 17 174
百日咳 165 165
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 16

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 94 252 841

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 238 377 3,166
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　11月はウイルス58件，細菌 3 件の搬入があり，そのうちウイルス27件，細菌 2 件の病原体を検出し，また，平
成30年10月に搬入された検体でウイルス 9 件，細菌 3 件を検出した．検出ウイルスの内訳は，Adenovirus 1 1
件，Adenovirus 2 3 件，Adenovirus 3 1 件，Adenovirus 11 2 件，Astrovirus 3 1 件，Coxsackievirus 
A4 2 件，Coxsackievirus A9 1 件，Coxsackievirus A10 1 件，Cytomegalovirus 2 件，Echovirus 7 1 件，
Enterovirus 68 2 件，Enterovirus 71 1 件，Human herpes virus 6 1 件，Human herpes virus 7 4 件，Human 
metapneumovirus 1 件，human parvovirus B19 1 件，Rhinovirus 8 件，Sapovirus genogroup unknown 3 件
であった．また，細菌の内訳は，Enteropathogenic Escherichia coli OUT 1 件，Streptococcus pyogenes T3264 
4 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 4 男 咽頭結膜熱　　 嘔吐，嘔気， ぬぐい液 10 . 15 Enterovirus 71
2 10ヶ月 男 ヘルパンギーナ 39℃， ぬぐい液 10 . 18 Coxsackievirus A10
3 3 男 － 38℃，咳嗽， ぬぐい液 10 . 19 Rhinovirus
4 14 女 細菌性腸炎 39℃，下痢，腹痛， ふん便 10 . 22 Enteropathogenic Escherichia coli OUT
5 3 男 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 38℃，上気道炎， ぬぐい液 10 . 24 Streptococcus pyogenes TB3264
6 8ヶ月 女 上気道炎 40℃，嘔吐，嘔気，上気道炎， ふん便 10 . 24 Echovirus 7
7 2 男 呼吸器感染症　 38℃，咳嗽，気管支炎， 鼻咽腔ぬぐい液　 10 . 25 Enterovirus 68
8 1 男 肺炎 肺炎，発疹， ぬぐい液 10 . 25 Human herpes virus 6
9 9 男 急性咽頭炎 38℃， ぬぐい液 10 . 26 Rhinovirus
10 1 女 － 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 10 . 29 Adenovirus 2
11 6 女 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 39℃，上気道炎， ぬぐい液 10 . 29 Streptococcus pyogenes TB3264
12 8ヶ月 女 呼吸器感染症 37℃，肺炎， 鼻咽腔ぬぐい液 10 . 29 Human metapneumovirus
13 7ヶ月 女 感染性胃腸炎 39℃，上気道炎， ふん便 10 . 29 Adenovirus 3
14 10 男 頚部リンパ節腫大 39℃， ぬぐい液 10 . 30 Human herpes virus 7

15 37 男
頚部リンパ節腫大（小指頭大
までが＋＋）

38℃， ぬぐい液 10 . 30 Adenovirus 11

16 1 男 感染性胃腸炎 下痢， ふん便 10 . 31
Adenovirus 2
Sapovirus genogroup unknown

17 1 女 呼吸器感染症 40℃，咳嗽，気管支炎，肺炎，鼻咽腔ぬぐい液 10 . 31 Enterovirus 68
18 7 男 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 38℃，上気道炎， ぬぐい液 11 .  1 Streptococcus pyogenes TB3264
19 14 男 － 39℃， 尿 11 .  1 Adenovirus 11
20 2ヶ月 男 － 39℃，発疹， ふん便 11 .  3 Coxsackievirus A9
21 4 女 不明発疹症　　 発疹， ぬぐい液 11 .  5 Human herpes virus 7
22 1 男 手足口病 下気道炎， ぬぐい液 11 .  5 Rhinovirus
23 1 男 突発性発しん　　 40℃，下痢， ふん便 11 .  7 Adenovirus 2
24 2 男 － 39℃， ぬぐい液 11 .  8 Cytomegalovirus
25 3 女 インフルエンザ様疾患 39℃，下気道炎， 鼻汁 11 .  8 Rhinovirus
26 3 男 手足口病 37℃，発疹， ぬぐい液 11 .  9 Rhinovirus
27 3 男 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 39℃，咳嗽，上気道炎， ぬぐい液 11 .  9 Streptococcus pyogenes TB3264
28 1 女 咽頭結膜熱 上気道炎，結膜炎， ぬぐい液 11 .  9 Adenovirus 1

29 1 女 気管支炎 40℃，咳嗽，上気道炎，気管
支炎， 吸引鼻汁　 11 .  9 Adenovirus 3

30 4ヶ月 女 不明発疹症 39℃，発疹， ぬぐい液 11 . 10 Rhinovirus
31 4ヶ月 男 川崎病 39℃，上気道炎， 鼻腔 11 . 14 Rhinovirus
32 7 男 伝染性紅斑，りんご病　　 38℃，上気道炎， ぬぐい液 11 . 15 human parvovirus B19
33 1 女 不明発疹症　　 38℃，発疹， ぬぐい液 11 . 16 Cytomegalovirus

34 1 女 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 11 . 17
Coxsackievirus A4
Sapovirus genogroup unknown
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No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

35 2 女 不明発疹症　　 40℃，発疹， ぬぐい液 11 . 19 Rhinovirus
36 1 男 手足口病 40℃，上気道炎， ぬぐい液 11 . 19 Coxsackievirus A4
37 15 男 感染性胃腸炎，無菌性髄膜炎 39℃，下痢，腹痛， ふん便 11 . 21 Human herpes virus 7
38 1 女 川崎病疑い　　 39℃，発疹， 鼻咽腔 11 . 22 Human herpes virus 7
39 3 男 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 11 . 29 Sapovirus genogroup unknown
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病 原 体 検 出 状 況
臨床診断名 病原微生物 2018年 2018年

総計1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

A群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

Streptococcus　pyogenes T1 1 1 1 3
Streptococcus　pyogenes T3 1 1
Streptococcus　pyogenes T4 1 1 1 3
Streptococcus　pyogenes T12 1 1
Streptococcus　pyogenes TB3264 2 1 1 4 2 10

計 2 1 2 3 1 3 4 2 18

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 17 12 7 1 1 38
Influenza virus A H1pdm09 28 3 1 32
Influenza virus B /Victoria 3 1 2 6
Influenza virus B Yamagata 21 7 4 3 35

計 69 23 11 7 1 111

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 2 1 4
Adenovirus 2 1 1 2 1 1 6
Adenovirus 8 1 1 2
Cytomegalovirus 1 1
Enterovirus 71 1 1
Herpes simplex virus 1 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Rhinovirus 1 2 3

計 2 1 1 2 2 2 2 2 3 1 1 19

感染性胃腸炎

Adenovirus 2 1 1 1 1 1 1 6
Adenovirus 3 1 1
Adenovirus 40/41 1 1
Adenovirus 41 1 2 1 4
Astrovirus NT 1 1 2
Coxsackievirus A4 1 1
Coxsackievirus A9 1 1
Echovirus 7 1 1
Echovirus 11 1 1
Enterovirus 71 1 1
Enterovirus NT 1 1
Human metapneumovirus 1 1
Norovirus GI NT 1 1
Norovirus GII NT 5 1 1 3 2 2 2 2 18
Rotavirus group AG9 1 1 2
Rhinovirus 1 1 2
Sapovirus genogroup unknown 2 2 4 1 1 3 2 3 18
Salmonella Enteritidis 1 1 1 3

計 7 1 3 9 11 6 9 7 3 4 5 65

ヘルパンギーナ

Coxsackievirus A2 1 1
Coxsackievirus A4 1 2 3
Coxsackievirus A9 1 1 2
Coxsackievirus A10 1 1
Cytomegalovirus 1 1
Enterovirus 68 1 1
Human herpes virus 6 2 2
Parainfluenza virus 3 1 1

計 1 1 4 3 3 12

手足口病

Adenovirus 1 1 1 2
Coxsackievirus A4 1 1
Coxsackievirus A9 1 1 2
Coxsackievirus A16 1 5 7 2 15
Cytomegalovirus 1 1 1 3
Enterovirus 71 2 1 2 1 3 7 2 2 20
Echovirus 7 1 1
Epstein-Barr virus 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 2 1 3
Human parvovirus B19 1 1
Herpes simplex virus 1 1 2 1 4
Rhinovirus 3 5 1 1 2 12

計 3 1 5 4 8 17 10 12 3 3 66

流行性角結膜炎

Adenovirus 2
Astrovirus NT 1 1
Rhinovirus 1 1

計 1 1 2

伝染性紅斑

Cytomegalovirus 1 1
Coxsackievirus A9 1 1
Herpes simplex virus 1 1 1
Human herpes virus 7 1 1
Human metapneumovirus 1 1
Human parvovirus B19 1 1
Rhinovirus 1 1 2

計 1 1 3 1 1 1 8

流行性耳下腺炎

Epstein-Barr virus 1 1
Human herpes virus 7 1 1
Mumps virus
Parechovirus 1 1 1

計 1 2 3

無菌性髄膜炎

Coxsackievirus B4 1 1
Echovirus 7 1 1
Human herpes virus 7 1 1 2
Herpes simplex virus 1 1 1
Parechovirus 3 1 1
Rhinovirus 1 1

計 1 3 2 1 7

RSウイルス感染症

Coxsackievirus A4 1 1
Respiratory syncytial virus 1 3 4
Respiratory syncytial virus A 1 1
Respiratory syncytial virus B 1 1
Rhinovirus 1 1

計 1 2 1 4 8

水痘 Varicella-zoster virus
計

突発性発疹

Adenovirus 2 1 1
Cytomegalovirus 2 2
Enterovirus 71 1 1
Human herpes virus 6 1 1 2

計 1 1 2 1 1 6

その他

Adenovirus 1 1 1 2
Adenovirus 2 1 1 1 5 1 1 2 12
Adenovirus 3 1 1
Adenovirus 5 1 1 2
Adenovirus 8 1 1
Adenovirus 11 2 2
Adenovirus 41 1 1 2
Adenovirus 54 1 1
Astrovirus NT 1 1
Coxsackievirus A4 3 3
Coxsackievirus A9 2 20 2 1 25
Coxsackievirus A10 1 1
Coxsackievirus B2 1 1
Coxsackievirus B4 1 1 2
Cytomegalovirus 1 1 2 2 3 2 11
Echovirus 7 1 1 1 3
Echovirus 18 1 1
Echovirus 25 1 1
Enterovirus 68 1 1 2
Enterovirus 71 1 2 1 4
Epstein-Barr virus 1 1 1 1 2 6
Herpes simplex virus 1 1 1 1 2 3 3 1 12
Human herpes virus 6 2 1 1 2 3 2 3 1 15
Human herpes virus 7 1 3 2 1 4 3 1 1 3 19
Human metapneumovirus 3 1 4 2 2 1 1 14
Human parvovirus B19 1 1 2 4
Influenza virus A H1pdm09 1 1 2
Influenza virus B Yamagata 2 2
Norovirus GII NT 1 1 1 1 4
Parainfluenza virus 2 1 1
Parainfluenza virus 3 1 1 5 4 1 12
Parechovirus 1 1 1
Parechovirus 3 1 1 1 3
Respiratory syncytial virus A 2 2
Respiratory syncytial virus B 1 1
Respiratory syncytial virus 1 2 3
Rhinovirus 1 5 2 5 2 16 8 4 43
Rotavirus group AG1 1 1
Rotavirus group AG3 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1 2
Enteropathogenic Escherichia coli OUT 1 1

計 13 7 11 14 22 22 49 18 31 25 15 227
総計 97 33 29 39 48 43 87 46 59 42 29 552
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高知県感染症情報月報　2018年12月

（65定点医療機関）

定点名 保健所
疾病名 安芸　　　中央東 高知市 中央西 須崎 幡多　　　 計 前月 前年同月

内科・　
小児科 イ ン フ ル エ ン ザ 30 296 345 68 67 58 864 13 884

小児科

咽 頭 結 膜 熱 17 13 1 4 3 38 32 30

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌
咽 頭 炎 1 42 125 19 21 20 228 171 220

感 染 性 胃 腸 炎 14 160 195 40 52 62 523 379 373

水 　 　 　 痘 4 11 6 3 24 32 58

手 足 口 病 26 12 6 1 45 87 51

伝 染 性 紅 斑 11 20 1 1 33 29 1

突 発 性 発 疹 2 6 18 3 2 4 35 64 44

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 1 2 2 5 12 7

流 行 性 耳 下 腺 炎 1 3 2 1 7 7 6

RSウ イ ル ス 感 染 症 11 28 3 11 4 57 59 82

眼　科
急 性 出 血 性 結 膜 炎

流 行 性 角 結 膜 炎 5 5 9

ＳＴＤ

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 1 1 1

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス
感 染 症 1 1

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ 1

淋 菌 感 染 症

基　幹

細 菌 性 髄 膜 炎 2

無 菌 性 髄 膜 炎

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 8 8 10 7

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎
（ オ ウ ム 病 は 除 く ） 3 2

感 染 性 胃 腸 炎
（病原体がロタウイルスであるものに限る） 1 1 2

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色
ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 1 4 16 21 25 21

ペ ニ シ リ ン 耐 性 肺 炎
球 菌 感 染 症
薬 剤 耐 性 緑 膿 菌
感 染 症

計 48 578 803 151 158 158 1,896 936 1,788

前　　　　月 46 185 497 60 61 87

前 年 同 月 108 246 775 188 97 374

小児科定点数 2 7 11 3 2 5
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2018年12月
全 国 情 報（12月 3 日～12月30日）

　第49週（12月 3 日～）から第52週（～12月30日）
までの 4 週間に報告の多かった疾患は表 1 のとおり
である．全国における12月の上位 6 疾患の合計は
81.33で11月の 4 週換算値44.09と比べて増加した．
増加の主因はインフルエンザと感染性胃腸炎の増加
である．インフルエンザは注意報値10を超え，流行
が始まった．
　 1 位は感染性胃腸炎で35.78（11月 1 位 4 週間換
算値23.50）と増加した． 2 位はインフルエンザで
24.27（同 8 位1.91）と著明に増加した． 3 位はA群
溶血性レンサ球菌咽頭炎で11.48（同 2 位9.54）と増
加した． 4 位は流行性角結膜炎で3.68（同 3 位3.37）
と横ばいであった． 5 位は伝染性紅斑で3.46（同 5
位2.57）， 6 位は咽頭結膜熱で2.66（同 7 位2.00）と
増加した．
　高知県内外で風疹の流行が拡大し続けている．第
47週から第50週（12月16日）までに，合計463例の
風疹の報告があった．その結果，本年の報告が累積
で2,713例（うち2,556例 94.2%が検査診断例）になっ
た．都道府県別でみると，多い順に，東京都，千葉
県，神奈川県である．高知県では49週（11月30日）
に，高知市から成人の風疹が 1 例報告された．続い
て51週，52週と小児例，成人例が報告され，二次感
染が確認された．高知県では20年以上にわたって本
格的な流行がなかったこと，予防接種未施行者（す
なわち風疹感受性者）が中年～壮年者に数多く存在
することなどから，本格的な流行となる可能性が高
く，対策が急がれる．
　2012年（風疹患者2,386人が報告）～2013年（患
者14,344人が報告された）の風疹流行で，45人の先
天性風疹症候群を出したことは記憶に新しい．近年，
小児予防接種の徹底によって，患者の年齢層が小児
から成人（主として30－50歳代男性）へシフトする
現象が海外でも確認されていたが，日本ではこれが
はじめての経験であった．
　2013年 の 風 疹 流 行 に 際 し て 米 国 防 疫 セ ン タ ー

（CDC）は，妊婦の日本への渡航を控えるように渡
航警戒情報（レベル 2 ）を出していた．今回も流行
がさらに拡大すれば，東京五輪を控えて，同様の事
態となるだろう．思い起こせば，リオデジャネイロ
五輪では，ジカ熱の流行で妊娠可能性のある女性に
渡航警戒情報が出されていた．「2020年東京五輪で
風疹流行による渡航警戒情報」といったシナリオは，
先進国として不名誉すぎる．何とか流行拡大をくい
とめたい．

　正確なサーベイランスのために，臨床医が見逃す
ことなく風疹を診断することが重要だが，風疹の診
断はたやすくはない．発疹性疾患を診たら，積極的
に咽頭スワブ，EDTA血，尿を採取し，衛生研究所
に検査を依頼する．風疹IgM抗体は疑陽性が少なく
ないので単独での診断は推奨されない．
　先天性風疹症候群の発生を防ぐためには，妊婦へ
の感染を防止することが重要であり，妊娠出産年齢
の女性および妊婦の周囲の者のうち感受者を減少さ
せる必要がある．
　日本の予防接種制度をふりかえると，昭和54年 4
月 1 日生まれ以前の男性（39歳以上）は，一度も
風疹ワクチンを受ける機会がなかった．30～50 代
の男性に蓄積した感受性者を早急に減少させること
が，今回の風疹流行を抑制するためのカギとなる．
このため，厚生労働省は『2019年～2021年度末の約
3 年間にかけて，これまで定期接種を受ける機会が
なかった昭和37年 4 月 2 日～昭和54年 4 月 1 日生ま
れの男性（現在39～56 歳）を対象に，風疹の抗体
検査を前置した上で，定期接種を行う』と発表した．
接種率向上のために休日の予防接種や実施場所，方
法について十分かつ早急な検討が必要だろう．
　各事業所の産業医，健康管理業務者への啓発が必
要であり，2014年に国立感染症研究所が作成した 

「職場における風しん対策ガイドライン」を参照さ
れたい．
　産科医師，妊婦への啓発も重要である．日本産婦
人科学会による「産婦人科診療ガイドライン2017年
版」にあるとおり，妊娠中の検査で風疹HI抗体価が
低いもの（≦16倍）には，産褥早期の風疹（または
MR）ワクチン接種が勧められている．これを推進
すれば，次の妊娠では先天性風疹症候群を回避する
ことができる．
　当然ながら，麻疹風疹ワクチン定期接種の対象者

（ 1 歳児と就学前の児）はすぐに接種を済ませてほ
しい．

表 1 　各週定点当たり報告数（全国）
No 週

疾病名 49 週 50 週 51 週 52 週 計
1 感 染 性 胃 腸 炎 8.86 9.24 10.10 7 .58 35.78
2 イ ン フ ル エ ン ザ 1.70 3.35 8 .05 11.17 24.27
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3.07 2.96 3 .25 2 .20 11.48
4 流 行 性 角 結 膜 炎 0.94 0.95 0 .98 0 .81 3 .68
5 伝 染 性 紅 斑 0.96 0.88 0 .92 0 .70 3 .46
6 咽 頭 結 膜 熱 0.66 0.73 0 .70 0 .57 2 .66

県 内 情 報
1 ．全国との対比（定点当たり報告数）

　高知県の12月の上位 6 疾患の合計は48.11で11月
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の 4 週換算値22.68と比べて増加したが，全国よりも
少なかった．（表 2 ）．インフルエンザは高知県でも
注意報値の10を超え流行期に突入した．上でも述べ
たとおり，高知市で49週，51週，52週と各 1 例風疹
の報告があり，二次感染が確認されており，流行の
危惧が現実のものとなった．
　 1 位はインフルエンザで18.01（11月13位 4 週換
算値0.22）と著増し，2 位は感染性胃腸炎で17.44（同
1 位10.11）， 3 位はA群溶血性レンサ球菌咽頭炎で
7.60（同 2 位4.56）， 4 位はRSウイルス感染症で1.90

（同 6 位1.58）といずれも増加した． 5 位は流行性角
結膜炎で1.66（同 3 位2.40）， 6 位は手足口病で1.50

（同 4 位2.32）と減少した．上位 6 疾患ともに全国よ
りも少なかった．

表 2 　各週定点当たり報告数（高知県）
No 週

疾病名 49 週 50 週 51 週 52 週 計
1 イ ン フ ル エ ン ザ 0.71 1.15 4 .92 11.23 18.01
2 感 染 性 胃 腸 炎 4.37 4.10 3 .97 5 .00 17.44
3 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.53 1.77 2 .23 2 .07 7 .60
4 RS ウ イ ル ス 感 染 症 0.27 0.70 0 .60 0 .33 1 .90
5 流 行 性 角 結 膜 炎 0.33 0.33 0 .33 0 .67 1 .66
6 手 足 口 病 0.67 0.33 0 .37 0 .13 1 .50

2 ．全体の傾向
　麻しんの報告なし．風しんは，49週（11月30日）
に高知市から成人の風疹が 1 例報告された．続いて51
週，52週と小児例，成人例が報告され，二次感染が確
認され，流行が本格的になりそうな見通しである．

3 ．主な疾患の発生状況
1 ）インフルエンザ

　報告数　864名（11月　13名）． 9 月に29名と小
流行がみられ，10月 2 名，11月13名と推移したが，
12月になって著増し，全国でほぼ一斉に流行が始
まった．昨季につづいて早い年内での流行開始と
なった．今季第50週までに全国で検出されたウイ
ル ス はAH1 pdm09が216株（72.5%），AH3が75
株（25.2%），B型が 7 株（2.3%）（山形系統 4 株，
ビクトリア系統 3 株）である．
　県下全域で報告されたが，中央東，高知市，須崎，
中央西の順に多く，この地域では注意報値10を上
回った．高知県でも今季はじめてウイルスが検出
さ れ た．AH3 NTが 7 件，AH1 pdm09が 2 件 検
出され，全国の趨勢と異なる点で注目される．

2 ）咽頭結膜熱
　 報 告 数　38名（11月　32名 ）． 中 央 東， 須 崎，
高知市，幡多，中央西から表記の順に多く報告さ
れた．ウイルスは，咽頭結膜熱から検出された例
はないが，感染性胃腸炎からAdenovirus 2 型が
1 件，その他の感染症から 6 型が 1 件検出された．

3 ）A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
　 報 告 数　228名（11月　171名 ）． 平 年 並 み の
報 告 数 で あ る． 高 知 市， 須 崎， 中 央 西， 中 央
東，幡多，安芸の順に多く報告があった．細菌は
Streptococcus　pyogenes TB3264が 1 件検出され
た．

4 ）感染性胃腸炎
　報告数　523名（11月　379名）．増加したがそ
れでも例年と比べ少なめの報告数である．県下全
域から報告があり，須崎，中央東，高知市，中央
西，幡多，安芸から表記の順に多く報告された．
病 原 体 は，Sapovirus genogroup unknownが 5
件，Norovirus GⅡ NTが 4 件，Adenovirus 2 型，
Coxackievirus A4，Echovirus 11，Salmonella 
Enteritidisが各 1 件検出された．

5 ）水痘
　報告数　24名（11月　32名）．2014年10月から
の予防接種定期化の効果で少ない数で推移してい
る．中央西，高知市，幡多，中央東から表記の順
に多く報告された．ウイルスは検出されていない．

6 ）手足口病
　報告数　45名（11月　87名）．初夏に流行が始
まる感染症で，2017年は過去10年で最大の流行と
なった． 8 月以降は減少増加をくりかえし，2018
年に入っても完全に終息しないまま， 5 月から再
び流行期に突入したが，前年よりも流行規模は小
さく平年並みであった．中央東，中央西，高知市，
須崎から表記の順に多く報告された．ウイルスは
Enterovirus 71が2018年 1 月以降で合計21件検出
された．Coxackievirus A16の検出が2018年 7 月
以降で合計17件検出されていて，流行ウイルスの
シフトが認められた．12月はCoxackievirus A16
が 2 件，Enterovirus 71が 1 件検出された．

7 ）伝染性紅斑
　報告数　33名（11月　29名）．平年並みの推移
である．高知市，中央東，中央西，幡多から表記
の順に多く報告された．その他の診断とされた患
者からウイルスはParvovirus B19が 1 件検出され
た．

8 ）突発性発疹
　報告数　35名（11月　64名）．想定内の変動で
推移している．

9 ）ヘルパンギーナ
　報告数　 5 名（11月　12名）．例年 6 － 7 月か
ら流行がみられるが，2018年は遅れて 8 月から増
加してきた．そのため， 9 月は同時期として過去
10年間で最多，10月は 2 番目に多い報告数だった
が11月以降は終息に向かっている．中央西，幡多，
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高知市から報告された．ウイルスは検出されてい
ない．

10）流行性耳下腺炎
　報告数　 7 名（11月　 7 名）．2017年夏以降は，
少ない数字で推移している．中央西，高知市，幡多，
中央東から表記の順に多く報告された．ウイルス
は検出されていない．

11）RSウイルス感染症
　報告数　57名（11月　59名）．2017年の 8 － 9
月は季節外れの爆発的流行となった． 9 月は過去
10年間ですべての月間報告数のうちで最多であっ
たが，10月以降は減少していた．2018年も昨年同
様に夏季からの流行開始で， 9 月としては昨年に
次ぐ大きな流行になったが10月以降は減少した．
安芸をのぞき全域から報告があり，とくに須崎，
高知市，中央東，中央西から多く報告された．ウ
イルスは検出されていない．

12）流行性角結膜炎
　報告数　 5 名（11月　 9 名）．2018年 8 月は過
去10年間で最多の報告を記録した．高知市のみか
ら 5 名報告された．ウイルスは検出されていない．

13）細菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（11月　 2 名）． 1 年に10名前後
の数で推移している．乳児を対象としたHibと肺

炎球菌ワクチンの定期接種がはじまって以降はこ
れらを原因菌とする小児例の報告はない．

14）無菌性髄膜炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 0 名（11月　 0 名）．2017年から少な
い報告数で推移している．無菌性髄膜炎の患者か
らHerpes simplex virus 1 型が 1 件検出されて
いる．

15）マイコプラズマ肺炎（基幹定点の報告疾患）
　報告数　 8 名（11月　10名）．高知市から報告
された．細菌は検出されていない．

基幹定点の月報疾患
16）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

　報告数　21名（11月　25名）．例年並みの変動
の範囲である．中央東，高知市，安芸から表記の
順に多く報告された．

17）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症　
　報告数　 0 名（11月　 0 名）2018年は報告は 6
月に 1 例の報告があった．2014年は計 4 例，2015
年，2016年は各 1 例，2017年は 2 例の報告があっ
た．

高知県感染症発生動向調査部会
　　前田　　明彦
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高知県における月別全数報告疾患（平成30年12月）

類型 病名
報告年

総計
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

2
結核 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 97 1,647

計 131 149 163 156 192 132 128 138 129 122 110 97 1,647

3

コレラ 1 1 1 3
パラチフス 2 2
細菌性赤痢 11 4 2 3 1 2 2 2 27
腸チフス 1 1 1 3
腸管出血性大腸菌感染症 11 8 18 15 2 10 9 3 25 4 19 12 3 8 3 5 2 34 2 4 197

計 25 13 20 15 5 12 11 6 25 4 19 13 3 8 3 5 3 34 4 4 232

4

A 型肝炎 3 5 3 2 4 2 1 4 1 3 3 1 32
Ｑ熱 1 1 2 1 5
オウム病 1 1 1 3
つつが虫病 9 5 2 4 5 6 7 2 5 4 2 5 8 3 3 4 11 2 87
マラリア 2 1 3
レジオネラ症 2 1 1 9 7 3 6 9 2 4 4 3 6 9 66
日本紅斑熱 15 3 14 7 14 13 10 3 1 6 6 7 15 4 1 7 4 13 6 13 162
日本脳炎 1 1 1 1 1 1 6
レプトスピラ症 1 4 2 1 1 9
E 型肝炎 1 1 2
デング熱 1 3 2 1 7
重症熱性血小板減少症候群 3 11 3 7 5 5 34

計 20 21 26 12 23 21 18 17 4 20 19 18 31 24 13 27 15 28 30 29 416

5

アメーバ赤痢 2 2 2 1 2 2 2 1 3 2 2 3 7 3 2 5 3 44
ウイルス性肝炎 11 4 3 5 2 2 3 5 5 4 3 3 3 1 2 1 57
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 7 19 21 22 21 90
急性弛緩性麻痺 1 1

クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 4 4 3 3 6 1 3 2 2 1 31
ジアルジア症 1 2 1 1 1 1 1 8
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 1 1 1 5
急性脳炎 1 1 2 5 1 3 1 1 1 1 1 18
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 1 1 1 1 3 1 3 5 6 24
後天性免疫不全症候群 2 2 2 4 2 3 6 3 3 2 3 3 2 7 6 9 6 9 74
侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 5 3 4 7 20
侵襲性肺炎球菌感染症 1 4 12 16 18 14 65
水痘（入院例に限る） 2 1 1 3 7
播種性クリプトコックス症 1 3 5 9
髄膜炎菌性髄膜炎 1 1
破傷風 3 2 2 1 1 1 2 3 1 1 1 1 4 3 3 1 30
梅毒 2 3 4 4 12 9 6 27 6 5 5 2 4 10 8 4 11 12 23 19 176
百日咳 173 173
麻しん 5 5
風しん 1 1 4 9 1 3 19

計 16 14 21 15 23 20 17 39 29 25 23 14 15 29 20 40 63 72 94 268 857

新型
新型インフルエンザ 34 34

計 34 34

動物
鳥インフルエンザ 1 1

計 1 1
総計 61 48 67 42 51 53 46 62 189 198 258 201 242 193 164 210 210 256 238 398 3,187
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検 査 情 報
　ウイルス， 細菌の分離状況
　12月はウイルス76件，細菌 2 件の搬入があり，そのうちウイルス35件，細菌 2 件の病原体を検出し，また，平成
30年11月に搬入された検体でウイルス 7 件を検出した．検出ウイルスの内訳は，Adenovirus 2 2 件，Adenovirus 
6 1 件，Adenovirus 31 1 件，Coxsackievirus A4 1 件，Coxsackievirus A16 2 件，Cytomegalovirus 2 件，
Echovirus 11 1 件，Enterovirus 71 1 件，Epstein-Barr virus 2 件，Herpes simplex virus 1 2 件，Human 
herpes virus 7 1 件，Human parvovirus B19 1 件，Influenza virus A H1pdm09 2 件，Influenza virus A H3 
NT 7 件，Norovirus GII NT 4 件，Rhinovirus 7 件，Sapovirus genogroup unknown 5 件であった．また，細
菌の内訳は，Salmonella Enteritidis 1 件，Streptococcus pyogenes TB3264 1 件であった．

ウイルス，細菌の分離状況
No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

1 4ヶ月 女 不明発疹症 39℃，発疹， ぬぐい液 11 . 10 Cytomegalovirus
2 6 女 消化器感染症　　 腹痛， ふん便 11 . 20 Adenovirus 31
3 1 女 川崎病疑い　　 40℃，上気道炎， 鼻腔 11 . 22 Rhinovirus
4 2 男 感染性胃腸炎 39℃， ふん便 11 . 24 Adenovirus 2
5 2 男 気管支喘息 38℃，咳嗽，上気道炎， 鼻腔 11 . 26 Rhinovirus
6 2ヶ月 男 － 髄液 11 . 26 Herpes simplex virus 1

7 4 女 咽頭結膜熱，アデノウイルス
感染症の疑い　　 40℃，咳嗽，肺炎，発疹，結膜炎， ぬぐい液 11 . 26 Rhinovirus

8 3 女 不明発疹症 36℃，上気道炎，発疹， ぬぐい液 11 . 27 Rhinovirus
9 4 女 手足口病 水疱，発疹，口内炎， ぬぐい液 11 . 27 Coxsackievirus A16
10 9ヶ月 女 アデノウイルス，ロタウイルス　　下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 11 . 27 Adenovirus 6
11 4 女 感染性胃腸炎 下痢，腹痛， ふん便 11 . 28 Salmonella Enteritidis

12 1 男 感染性胃腸炎 下痢， ふん便 11 . 29
Adenovirus 2
Sapovirus genogroup unknown

13 2 女 感染性胃腸炎 下痢， ふん便 11 . 30
Norovirus GII NT
Sapovirus genogroup unknown

14 3 女 咽頭結膜熱，川崎病も疑われ
ます

39℃，咳嗽，発疹，結膜炎，
肝機能， 鼻咽頭ぬぐい液　　12 .  2 Rhinovirus

15 3 男 － － ぬぐい液 12 .  3 Rhinovirus
16 40 男 インフルエンザ 39℃， ぬぐい液 12 .  5 Influenza virus A H1pdm09
17 12 男 インフルエンザ 38℃，上気道炎， ぬぐい液 12 .  6 Influenza virus A H3 NT
18 3 女 手足口病 39℃， ぬぐい液 12 .  6 Coxsackievirus A16

19 3 女 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭
炎，不明発疹症 発疹， ぬぐい液 12 .  7 Epstein-Barr virus

20 1 男 手足口病 発疹，口内炎， ぬぐい液 12 .  7 Enterovirus 71
21 9 男 不明発疹症　　 発疹， ぬぐい液 12 .  7 Human herpes virus 7
22 6 男 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 40℃，嘔吐，嘔気，腹痛， ぬぐい液 12 .  7 Epstein-Barr virus

23 1 男 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 12 .  8
Coxsackievirus A4
Norovirus GII NT

24 12 男 インフルエンザ 39℃，咳嗽，上気道炎， ぬぐい液 12 . 10 Influenza virus A H3 NT

25 12 女 インフルエンザ 39℃，嘔吐，嘔気，咳嗽，上
気道炎， ぬぐい液 12 . 12 Influenza virus A H3 NT

26 1ヶ月 女 － 咳嗽， ぬぐい液、ふん便 12 . 12 Rhinovirus
27 12 女 インフルエンザ 39℃，咳嗽，気管支炎， ぬぐい液 12 . 13 Influenza virus A H3 NT
28 16 女 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 38℃，上気道炎， ぬぐい液 12 . 14 Streptococcus pyogenes TB3264
29 2 女 感染性胃腸炎 下痢，嘔吐，嘔気， ふん便 12 . 15 Sapovirus genogroup unknown

30 1 男 感染性胃腸炎 下痢，咳嗽， ふん便 12 . 17
Echovirus 11
Norovirus GII NT

31 6 男 インフルエンザ 嘔吐，嘔気， ぬぐい液 12 . 17 Influenza virus A H3 NT
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No 年齢 性別 臨床診断名 臨床症状 検査材料名 採取日 ウイルス，細菌の検出

32 2 男 インフルエンザ 39℃， 鼻腔 12 . 18 Influenza virus A H3 NT
33 11ヶ月 女 上気道炎 40℃，上気道炎，肝機能， 鼻腔 12 . 18 Cytomegalovirus
34 69 男 無菌性髄膜炎 40℃，中枢神経系障害， 髄液 12 . 18 Herpes simplex virus 1

35 2 男 感染性胃腸炎 37℃，嘔吐，嘔気，腹痛， ふん便 12 . 22
Norovirus GII NT
Sapovirus genogroup unknown

36 1 女 感染性胃腸炎 下痢， ふん便 12 . 22 Sapovirus genogroup unknown
37 9 女 － 発疹， ぬぐい液 12 . 23 human parvovirus B19
38 43 男 インフルエンザ 40℃，咳嗽， ぬぐい液 12 . 24 Influenza virus A H1pdm09
39 2 女 インフルエンザ 40℃，咳嗽，上気道炎， ぬぐい液 12 . 25 Influenza virus A H3 NT



209

病 原 体 検 出 状 況
臨床診断名 病原微生物 2018年 2018年

総計1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

A群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

Streptococcus　pyogenes T1 1 1 1 3
Streptococcus　pyogenes T3 1 1
Streptococcus　pyogenes T4 1 1 1 3
Streptococcus　pyogenes T12 1 1
Streptococcus　pyogenes TB3264 2 1 1 4 2 1 11
Epstein-Barr virus 2 2

計 2 1 2 3 1 3 4 2 3 21

インフルエンザ

Influenza virus A H3 NT 17 12 7 1 1 7 45
Influenza virus A H1pdm09 28 3 1 2 34
Influenza virus B /Victoria 3 1 2 6
Influenza virus B Yamagata 21 7 4 3 35

計 69 23 11 7 1 9 120

咽頭結膜熱

Adenovirus 1 1 2 1 4
Adenovirus 2 1 1 2 1 1 6
Adenovirus 8 1 1 2
Cytomegalovirus 1 1
Enterovirus 71 1 1
Herpes simplex virus 1 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Rhinovirus 1 2 1 1 5

計 2 1 1 2 2 2 2 2 3 1 2 1 21

感染性胃腸炎

Adenovirus 2 1 1 1 1 1 2 1 8
Adenovirus 3 1 1
Adenovirus 40/41 1 1
Adenovirus 41 1 2 1 4
Astrovirus NT 1 1 2
Coxsackievirus A4 1 1 2
Coxsackievirus A9 1 1
Echovirus 7 1 1
Echovirus 11 1 1 2
Enterovirus 71 1 1
Enterovirus NT 1 1
Human metapneumovirus 1 1
Norovirus GI NT 1 1
Norovirus GII NT 5 1 1 3 2 2 2 2 4 22
Rotavirus group AG9 1 1 2
Rhinovirus 1 1 2
Sapovirus genogroup unknown 2 2 4 1 1 3 2 3 5 23
Salmonella Enteritidis 1 1 1 1 4

計 7 1 3 9 11 6 9 7 3 4 6 13 79

ヘルパンギーナ

Coxsackievirus A2 1 1
Coxsackievirus A4 1 2 3
Coxsackievirus A9 1 1 2
Coxsackievirus A10 1 1
Cytomegalovirus 1 1
Enterovirus 68 1 1
Human herpes virus 6 2 2
Parainfluenza virus 3 1 1

計 1 1 4 3 3 12

手足口病

Adenovirus 1 1 1 2
Coxsackievirus A4 1 1
Coxsackievirus A9 1 1 2
Coxsackievirus A16 1 5 7 2 2 17
Cytomegalovirus 1 1 1 3
Enterovirus 71 2 1 2 1 3 7 2 2 1 21
Echovirus 7 1 1
Epstein-Barr virus 1 1
Human herpes virus 6 1 1
Human herpes virus 7 2 1 3
Human parvovirus B19 1 1
Herpes simplex virus 1 1 2 1 4
Rhinovirus 3 5 1 1 2 12

計 3 1 5 4 8 17 10 12 3 3 3 69

流行性角結膜炎
Adenovirus 2
Astrovirus NT 1 1
Rhinovirus 1 1

計 1 1 2

伝染性紅斑

Cytomegalovirus 1 1
Coxsackievirus A9 1 1
Herpes simplex virus 1 1 1
Human herpes virus 7 1 1
Human metapneumovirus 1 1
Human parvovirus B19 1 1
Rhinovirus 1 1 2

計 1 1 3 1 1 1 8

流行性耳下腺炎

Epstein-Barr virus 1 1
Human herpes virus 7 1 1
Mumps virus
Parechovirus 1 1 1

計 1 2 3

無菌性髄膜炎

Coxsackievirus B4 1 1
Echovirus 7 1 1
Human herpes virus 7 1 1 2
Herpes simplex virus 1 1 1 2
Parechovirus 3 1 1
Rhinovirus 1 1

計 1 3 2 1 1 8

RSウイルス感染症

Coxsackievirus A4 1 1
Respiratory syncytial virus 1 3 4
Respiratory syncytial virus A 1 1
Respiratory syncytial virus B 1 1
Rhinovirus 1 1

計 1 2 1 4 8
水痘 Varicella-zoster virus

計

突発性発疹

Adenovirus 2 1 1
Cytomegalovirus 2 2
Enterovirus 71 1 1
Human herpes virus 6 1 1 2

計 1 1 2 1 1 6

その他

Adenovirus 1 1 1 2
Adenovirus 2 1 1 1 5 1 1 2 12
Adenovirus 3 1 1
Adenovirus 5 1 1 2
Adenovirus 6 1 1
Adenovirus 8 1 1
Adenovirus 11 2 2
Adenovirus 31 1 1
Adenovirus 41 1 1 2
Adenovirus 54 1 1
Astrovirus NT 1 1
Coxsackievirus A4 3 3
Coxsackievirus A9 2 20 2 1 25
Coxsackievirus A10 1 1
Coxsackievirus B2 1 1
Coxsackievirus B4 1 1 2
Cytomegalovirus 1 1 2 2 3 3 1 13
Echovirus 7 1 1 1 3
Echovirus 18 1 1
Echovirus 25 1 1
Enterovirus 68 1 1 2
Enterovirus 71 1 2 1 4
Epstein-Barr virus 1 1 1 1 2 6
Herpes simplex virus 1 1 1 1 2 3 3 1 1 13
Human herpes virus 6 2 1 1 2 3 2 3 1 15
Human herpes virus 7 1 3 2 1 4 3 1 1 3 1 20
Human metapneumovirus 3 1 4 2 2 1 1 14
Human parvovirus B19 1 1 2 1 5
Influenza virus A H1pdm09 1 1 2
Influenza virus B Yamagata 2 2
Norovirus GII NT 1 1 1 1 4
Parainfluenza virus 2 1 1
Parainfluenza virus 3 1 1 5 4 1 12
Parechovirus 1 1 1
Parechovirus 3 1 1 1 3
Respiratory syncytial virus A 2 2
Respiratory syncytial virus B 1 1
Respiratory syncytial virus 1 2 3
Rhinovirus 1 5 2 5 2 16 8 6 3 48
Rotavirus group AG1 1 1
Rotavirus group AG3 1 1
Sapovirus genogroup unknown 1 1 2
Enteropathogenic Escherichia coli OUT 1 1

計 13 7 11 14 22 22 49 18 31 25 20 7 239
総計 97 33 29 39 48 43 87 46 59 42 36 37 596





Ⅴ　参　　　　　考
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患者数 死者数 患者数 死者数 患者数 死者数 患者数 死者数 患者数 死者数 患者数 死者数 患者数 死者数 患者数 死者数 患者数 死者数 患者数 死者数

昭和 30 647 31 40 1 1 118 2 11 3 72 26 889 63

31 1,440 26 25 1 1 158 2 3 114 39 1,741 68

32 1,704 23 37 1 2 260 6 59 27 2,068 51

33 1,377 23 41 4 268 2 8 1 89 22 1,787 48

26287,23981747715957142701,243

35 1,857 14 15 1 416 1 6 1 57 25 37 2 2,389 43

36 1,640 14 14 1 1 267 4 2 77 35 29 2,030 54

23335,21472172186283081,273

38 724 10 7 3 296 3 1 18 9 1 1 1,052 21

326793222516316187793

31452,198231714151,104

41 1,085 2 1 2 48 1 57 30 1 1,195 32

22912,111811475112911,124

3147211219241372234

1106383172383344

5482576296254

45549178364

35333183274

18215616184

411210194

238323197305

32334125215

262221229125

16212121235

20224114145

223234155

165 21

375 4 1 7 1

24285 26

1115595

11117206

2152516

2526 7

136 1

1元成平 1

42 8 5 12 5

23 2

124 3

5

6 1 5 1 6 1

127 3

3138 711

91215119

62111913101

11 1 1 31

高　知　県　の　伝　染　病

腸管性出血性
大腸菌感染症

腸チフス パラチフス ジフテリア
流行性

脳脊髄膜炎
日本脳炎

　　　　３．平成11年は，3月31日まで，4月以降は感染症法により別掲．

急性灰白髄炎 計

　　　　１．とうそう，発しんチフス，ペストについては，28年以降発生なし．
　　　　２．腸管性出血性大腸菌感染症については，平成8年8月6日指定伝染病に指定された．

高知県法定・指定伝染病患者（疑似を含む）疾病別年次別発生数

コレラ 赤痢（疫痢）
年
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予  　後

昭和 56 1 男 1 男 47歳 8月28日 転症 9月16日

男 41歳 8月07日 治癒（真性）
男 81歳 8月14日 治癒（真性）
女 85歳 8月21日 死亡
女 6歳 8月31日 治癒（真性）

58 8月23日

59 指定ならず

60 1 男 1 男 81歳 8月24日 転症 8月07日

男 42歳 8月06日 治癒（真性）
女 78歳 8月27日 治癒（疑似）
女 76歳 8月29日 治癒（真性）
女 68歳 9月03日 治癒（真性）
男 54歳 9月13日 治癒（疑似）

62 8月19日

63 8月29日

平成 元 8月17日

男 49歳 8月14日 死亡（真性）
男 41歳 8月22日 死亡（真性）
男 31歳 8月29日 死亡（疑似）
女 45歳 9月03日 転症
男 90歳 9月08日 死亡（真性）
男 27歳 9月18日 転症
男 65歳 9月26日 死亡（真性）
女 68歳 10月13日 転症

3 8月02日

4 8月27日

5 8月28日

6 8月03日

7 8月16日

8 1 男 1 男 73歳 8月23日 治癒（真性） 8月09日

男 1 男 60歳 8月20日 治癒（真性）
女 1 女 59歳 9月30日 治癒（真性）

10 1 女 1 女 86歳 8月04日 治癒（疑似） 7月17日

11 1 男 1 男 56歳 8月20日 治癒（真性） 7月16日

12 1 女 1 女 71歳 9月12日 治癒（真性） 7月19日

13 1 女 1 女 11歳 10月30日 治癒（真性） 8月24日

14 7月23日

15 7月04日

16 7月12日

17 6月30日

18 1 男 1 男 46歳 9月01日 治癒（真性） 8月03日

19 8月03日

20 7月23日

21 1 女 1 女 1歳 10月23日 治癒（真性） 7月17日

22 1 男 1 男 70歳 11月22日 治癒（真性） 9月03日

23 9月16日

24 8月01日

25 7月16日

26 8月01日

27 7月17日

28 7月15日

注：平成14年から日脳汚染決定年月日を日本脳炎ウイルス感染の注意報発令に変更（　）内死亡数

女 2

9 2 8月01日

女 3

2 8
男 6 （5）

8月01日

女 2 （1）

61 5
男 2

8月28日

57 4
男 2

7月21日

高知県日本脳炎患者発生状況

年 患者発生数（人） 性別・年齢 診定月日 日脳汚染決定月日



Ⅵ　そ　　の　　他
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高知県感染症発生動向調査事業実施要綱

第 1 　趣旨及び目的
　感染症発生動向調査事業については，昭和54年 6 月から県単独で，昭和56年 7 月からは全国レベルで

開始され，さらに昭和62年 1 月からコンピュータを用いたオンラインシステムにおいて27疾患を対象に

する等，充実・拡大されて運用されてきたところである．平成10年 9 月に「感染症の予防及び感染症の

患者に対する医療に関する法律」（平成10年法律第114号．以下「法」という．）が成立し，平成11年 4

月から施行されたことに伴い，法に基づく施策として感染症発生動向調査が位置づけられた．本事業は，

感染症の発生情報の正確な把握と分析，その結果の県民や医療関係者への的確な提供・公開により，感

染症に対する有効かつ的確な予防・診断・治療に係る対策を図り，多様な感染症の発生及びまん延を防

止するとともに，病原体情報を収集，分析することで，流行している病原体の検出状況及び特性を確認し，

適切な感染症対策を立案することを目的として，医師等の医療関係者の協力のもと，的確な体制を構築

していくこととする．

第 2 　対象感染症
　本事業の対象とする感染症は，次のとおりとする．

1 　全数把握の対象

一類感染症

　（1）エボラ出血熱，（2）クリミア・コンゴ出血熱，（3）痘そう，（4）南米出血熱，（5）ペスト，（6）

マールブルグ病，（7）ラッサ熱

二類感染症

　（8）急性灰白髄炎，（9）結核，（10）ジフテリア，（11）重症急性呼吸器症候群（病原体がベータ

コロナウイルス属ＳＡＲＳコロナウイルスであるものに限る．），（12）中東呼吸器症候群（病原体

がベータコロナウイルス属ＭＥＲＳコロナウイルスであるものに限る．），（13）鳥インフルエンザ 

（Ｈ 5 Ｎ 1 ），（14）鳥インフルエンザ（Ｈ 7 Ｎ 9 ）

三類感染症

　（15）コレラ，（16）細菌性赤痢，（17）腸管出血性大腸菌感染症､（18）腸チフス，（19）パラチ

フス

四類感染症

　（20）Ｅ型肝炎，（21）ウエストナイル熱（ウエストナイル脳炎を含む．），（22）Ａ型肝炎，（23）

エキノコックス症，（24）黄熱，（25）オウム病，（26）オムスク出血熱，（27）回帰熱，（28）キャ

サヌル森林病，（29）Ｑ熱，（30）狂犬病，（31）コクシジオイデス症，（32）サル痘，（33）ジカウ

イルス感染症，（34）重症熱性血小板減少症候群（病原体がフレボウイルス属ＳＦＴＳウイルスで

あるものに限る．），（35）腎症候性出血熱，（36）西部ウマ脳炎，（37）ダニ媒介脳炎，（38）炭疸，（39）

チクングニア熱，（40）つつが虫病，（41）デング熱，（42）東部ウマ脳炎，（43）鳥インフルエンザ（Ｈ

５Ｎ１及びＨ７Ｎ９を除く．），（44）ニパウイルス感染症，（45）日本紅斑熱，（46）日本脳炎，（47）

ハンタウイルス肺症候群，（48）Ｂウイルス病，（49）鼻疽，（50）ブルセラ症，（51）ベネズエラウ

マ脳炎，（52）ヘンドラウイルス感染症，（53）発しんチフス，（54）ボツリヌス症，（55）マラリア，
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（56）野兎病，（57）ライム病，（58）リッサウイルス感染症，（59）リフトバレー熱，（60）類鼻疽，

（61）レジオネラ症，（62）レプトスピラ症，（63）ロッキー山紅斑熱

五類感染症

　（64）アメーバ赤痢，（65）ウイルス性肝炎（Ｅ型肝炎及びＡ型肝炎を除く．），（66）カルバペネ

ム耐性腸内細菌科細菌感染症，（67）急性弛緩性麻痺（急性灰白髄炎を除く．），（68）急性脳炎（ウ

エストナイル脳炎，西部ウマ脳炎，ダニ媒介脳炎，東部ウマ脳炎，日本脳炎，ベネズエラウマ脳炎

及びリフトバレー熱を除く．），（69）クリプトスポリジウム症，（70）クロイツフェルト・ヤコブ病，（71）

劇症型溶血性レンサ球菌感染症，（72）後天性免疫不全症候群，（73）ジアルジア症，（74）侵襲性

インフルエンザ菌感染症，（75） 侵襲性髄膜炎菌感染症，（76）侵襲性肺炎球菌感染症，（77）水痘（患

者が入院を要すると認められるものに限る．）（78）先天性風しん症候群，（79）梅毒，（80）播種性

クリプトコックス症，（81）破傷風，（82）バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌感染症，（83）バン

コマイシン耐性腸球菌感染症，（84）百日咳，（85）風しん，（86）麻しん，（87）薬剤耐性アシネト

バクター感染症

新型インフルエンザ等感染症

　（112）新型インフルエンザ，（113）再興型インフルエンザ

指定感染症

　該当なし

2 　定点把握の対象

五類感染症（定点）

　（88）ＲＳウイルス感染症，（89）咽頭結膜熱，（90）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎，（91）感染性

胃腸炎，（92）水痘，（93）手足口病，（94）伝染性紅斑，（95）突発性発しん，（96）ヘルパンギーナ，

（97）流行性耳下腺炎，（98）インフルエンザ（鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症

を除く．），（99）急性出血性結膜炎，（100）流行性角結膜炎，（101）性器クラミジア感染症，（102）

性器ヘルペスウイルス感染症，（103）尖圭コンジローマ，（104）淋菌感染症，（105）クラミジア肺

炎（オウム病を除く．），（106）細菌性髄膜炎（インフルエンザ菌，髄膜炎菌，肺炎球菌を原因とし

て同定された場合を除く．），（107）ペニシリン耐性肺炎球菌感染症，（108）マイコプラズマ肺炎，

（109）無菌性髄膜炎，（110）メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症，（111）薬剤耐性緑膿菌感染症

法第14条第 1 項に規定する厚生労働省で定める疑似症

　（114）摂氏38度以上の発熱及び呼吸器症状（明らかな外傷又は器質的疾患に起因するものを除く．）

若しくは（115）発熱及び発しん又は水疱（ただし，当該疑似症が二類感染症，三類感染症，四類

感染症又は五類感染症の患者の症状であることが明らかな場合を除く．）

3 　オンラインシステムによる積極的疫学調査結果の報告の対象

二類感染症

　（13）鳥インフルエンザ（Ｈ 5 Ｎ 1 ）

第 3 　実施主体
　実施主体は，高知県及び高知市とする．

1 　高知県感染症情報センター及び基幹高知県感染症情報センター
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　高知県感染症情報センター（以下「感染症情報センター」という．）を衛生研究所内に設置し，高

知県における基幹の感染症情報センターとしての役割を併せ持ち，高知市を含む高知県域における患

者情報，疑似症情報及び病原体情報を収集・分析し，高知県健康政策部健康対策課（組織改正や名称

変更等があった場合は，事務を引き継いだ所管課．以下「本庁担当課」という．）に報告するとともに，

全国情報と併せて，これらを速やかに県民及び保健所（高知市含む．以下同じ．）及び医師会等の関

係機関に提供・公開する．

2 　指定届出機関及び指定提出機関（別紙）

（1）定点把握対象の感染症について，患者情報及び疑似症情報を収集するため，法第14条第 1 項に規

定する指定届出機関として，患者定点及び疑似症定点をあらかじめ選定する．

（2）定点把握対象の五類感染症について，患者の検体又は当該感染症の病原体（以下「検体等」とい 

う．）を収集するため，病原体定点をあらかじめ選定する．なお，法施行規則第 7 条の 2 に規定す

る五類感染症については，法第14条の 2 第 1 項に規定する指定提出機関として，病原体定点を選定

する．

3 　感染症発生動向調査部会

　県内における情報の収集，分析の効果的・効率的な運用を図るため，高知県医師会，高知大学医学

部附属病院等感染症に関する専門の学識経験者の代表等からなる高知県感染症対策協議会の中に感染

症発生動向調査部会を置く．部会の事務局は，本庁担当課で行う．

4 　検査施設

　県内における本事業に係る検体等の検査については，平成27年11月17日付厚生労働省結核感染症課

長通知別添の検査施設における病原体等検査の業務管理要領（以下「病原体検査業務管理要領」とい

う．）に基づき，衛生研究所又は保健所の検査施設（以下「衛生研究所等」という．）において実施し，

検査の信頼性確保に努めることとする．

第 4 　事業の実施
1 　一類感染症，二類感染症，三類感染症，四類感染症，五類感染症（第 2 の（75），（85）及び（86）），

新型インフルエンザ等感染症及び指定感染症

（1）調査単位及び実施方法

ア　診断した医師

　一類感染症，二類感染症，三類感染症，四類感染症，五類感染症（第 2 の（75），（85）及び（86）），

新型インフルエンザ等感染症及び指定感染症を届出基準等通知に基づき診断した医師は，別に定

める基準（平成18年 3 月 8 日付け健感発第0308001号「感染症の予防及び感染症の患者に対する

医療に関する法律第12条第 1 項及び第14条第 2 項に基づく届出基準等について」（以下，「医師の

届出基準等通知」という．））に基づく様式のうち該当する感染症の様式（別記様式 1 － 1 ～ 4

－44， 5 －12， 5 －22 ～ 5 －23，新型インフルエンザ等感染症については別に定める）により，

直ちに最寄りの保健所に届出を行う．

イ　検体等を所持している医療機関等

　保健所から当該患者の病原体検査のための検体等の提供について，依頼又は命令を受けた場合

にあっては，検体等について，別記様式 1 の検査票（特別に様式を指定する感染症にあってはそ
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の様式．以下同じ．）を添付して提供する．

ウ　保健所

①　届出を受けた保健所は，直ちに感染症発生動向調査システムに届出内容を入力する．また，

保健所は，病原体検査が必要と判断した場合には，検体等を所持している医療機関等に対して，

必要に応じて病原体検査のための検体等の提供について，別記様式 1 の検査票を添付して依頼

等する．なお，病原体検査の必要性の判断及び実施等について，必要に応じて衛生研究所と協

議する．

②　保健所は，検体等の提供を受けた場合には，別記様式 1 の検査票を添付して衛生研究所等へ

検査を依頼するものとする．

③　保健所は，届出を受けた感染症に係る発生状況等を把握し，感染症情報センターが出す患者

情報及び病原体情報について，地域の特性に応じた適切な方法を用い，週報（月単位の場合は

月報）等として，市町村，指定届出機関，指定提出機関その他の関係医療機関，医師会，教育

委員会等の関係機関に配布する．

エ　衛生研究所等

①　衛生研究所等は，別記様式 1 の検査票及び検体等が提供された場合は，病原体検査業務管理

要領に基づき当該検体等を検査し，別記様式 1 に検査結果を記入のうえ保健所を経由して診断

した医師に通知するとともに，本庁担当課及び感染症情報センターに送付する．また，病原体

情報について，速やかに中央感染症情報センター（国立感染症研究所感染症疫学センター内に

設置，以下同じ．）に報告する．

②　検査のうち，衛生研究所等において実施困難なものについては，必要に応じて，他の都道府

県等又は国立感染症研究所に協力を依頼する．

③　衛生研究所等は，県域を越えた感染症の集団感染が発生する等の緊急の場合及び国から提出

を求められた場合にあっては，検体等を国立感染症研究所に送付する．

オ　感染症情報センター

①　感染症情報センターは，高知県域で得られた患者情報について，保健所からの情報の入力が

あり次第，登録情報の確認を行う．

②　感染症情報センターは，高知県域において得られた全ての患者情報及び病原体情報を収集，

分析するとともに，その結果を週報（月単位の場合は月報）等として公表される県及び全国情

報と併せて県民及び保健所，市町村，指定届出機関，指定提出機関その他の関係医療機関，医

師会，教育委員会等の関係機関に提供・公開する．

カ　本庁担当課

　本庁担当課は，感染症情報センターが収集，分析した患者情報及び病原体情報を感染症対策に

利用し，関係機関との連携・調整を行う．なお，緊急の場合及び国から対応を求められた場合に

おいては，本庁担当課は，直接必要な情報を収集するとともに，国及び他の都道府県等とも連携

の上，迅速な対応を行う．

2 　全数把握対象の五類感染症（第 2 の（75），（85）及び（86）を除く．）

（1）調査単位及び実施方法

ア　診断した医師
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　全数把握対象の五類感染症（第 2 の（75），（85）及び（86）を除く．）の患者を医師の届出基

準等通知に基づき診断した医師は，医師の届出基準等通知に基づく様式のうち該当する感染症の

様式（別記様式 5 － 1 ～ 5 －11， 5 －13 ～ 5 －21， 5 －24）により，診断後 7 日以内に最寄り

の保健所に届出を行う．

イ　検体等を所持している医療機関等

　保健所から当該患者の病原体検査のための検体等の提供の依頼を受けた場合にあっては，検体

等について，保健所に協力し，別記様式 1 の検査票を添付して提供する．

ウ　保健所

①　当該届出を受けた保健所は，直ちに感染症発生動向調査システムに届出内容を入力する．ま

た，保健所は，病原体検査が必要と判断した場合には，検体等を所持している医療機関等に対

して，病原体検査のための検体等の提供について，別記様式 1 の検査票を添付して依頼する．

なお，病原体検査の必要性の判断及び実施等について，必要に応じて衛生研究所と協議する．

②　保健所は，検体等の提供を受けた場合には，別記様式 1 の検査票を添付して衛生研究所等へ

検査を依頼する．

③　保健所は，届出を受けた感染症に係る発生状況等を把握し，感染症情報センターが出す患者

情報及び病原体情報について，地域の特性など必要に応じて週報（月単位の場合は月報）等と

して，地域住民及び市町村，指定届出機関，指定提出機関その他の関係医療機関，医師会，教

育委員会等の関係機関に提供し連携を図る．

エ　衛生研究所等

①　衛生研究所等は，別記様式 1 の検査票及び検体等が提供された場合は，病原体検査業務管理

要領に基づき当該検体等を検査し，別紙様式 1 に検査結果を記入のうえ保健所を経由して診断

した医師に通知するとともに，本庁担当課及び感染症情報センターに報告する．また，病原体

情報について，速やかに中央感染症情報センターに報告する．

②　検査のうち，衛生研究所等において実施困難なものについては，必要に応じて，他の都道府

県等又は国立感染症研究所に協力を依頼する．

③　衛生研究所等は，県域を越えた感染症の集団感染が発生する等の緊急の場合及び国から提出

を求められた場合にあっては，検体等を国立感染症研究所に送付する．

オ　感染症情報センター

①　感染症情報センターは，高知県域で得られた患者情報について，保健所からの情報の入力が

あり次第，登録情報の確認を行う．

②　感染症情報センターは，高知県域において得られた全ての患者情報及び病原体情報を収集，

分析するとともに，その結果を週報（月単位の場合は月報）等として公表される県及び全国情

報と併せて県民及び保健所，市町村，指定届出機関，指定提出機関その他の関係医療機関，医

師会，教育委員会等の関係機関に提供・公開する．

カ　本庁担当課

　本庁担当課は，感染症情報センターが収集，分析した患者情報及び病原体情報を感染症対策に

利用し，関係機関との連携・調整を行う．なお，緊急の場合及び国から対応を求められた場合に

おいては，本庁担当課は，直接必要な情報を収集するとともに，国及び他の都道府県等とも連携
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の上，迅速な対応を行う．

3 　定点把握対象の五類感染症

（1）対象とする感染症の状態

　定点把握対象の五類感染症について，医師の届出基準等通知の報告基準を参考とし，当該疾病の

患者と診断される場合とする．

（2）定点の選定

ア　患者定点

　定点把握対象の五類感染症の発生状況を地域的に把握するため，次の点に留意し，関係医師会

等の協力を得て，患者定点を選定する．

①　人口及び医療機関の分布等を勘案して，できるだけ県全体の感染症の発生状況を把握できる

よう考慮する．

②　対象感染症のうち，第 2 の（88）から（97）までに掲げるものについては，小児科を標榜す

る医療機関（主として小児科医療を提供しているもの）を小児科定点として指定する．小児科

定点の数は下記の計算式を参考として算定する．

保健所管内人口 定点数
～ 3 万人 1

3 万人～7.5万人 2
7.5万人～ 3 ＋（人口－7.5万人）/ 5 万人

③　対象感染症のうち，第 2 の（98）に掲げるインフルエンザ（鳥インフルエンザ及び新型イン

フルエンザ等感染症を除く．以下同じ．）については，前記②で選定した小児科定点のうち，

インフルエンザ定点として協力をする小児科定点に加え，内科を標榜する医療機関（主として

内科医療を提供しているもの）を内科定点として指定し，両者を合わせたインフルエンザ定点

及び別途後記⑥に定める基幹定点とする．内科定点の数は下記の計算式を参考として算定する．

保健所管内人口 定点数
～7.5万人 1

7.5万人～12.5万人 2
12.5万人～ 3 ＋（人口－12.5万人）/10万人

　なお，基幹定点における届出基準は，インフルエンザ定点と異なり，入院患者に限定される

ことに留意すること．

④　対象感染症のうち，第 2 の（99）及び（100）に掲げるものについては，眼科を標榜する医

療機関（主として眼科医療を提供しているもの）を眼科定点として指定する．眼科定点の数は

下記の計算式を参考として算定する．

保健所管内人口 定点数
～12.5万人 ０
12.5万人～ 1＋（人口－12.5万人） / 15万人
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（注）総定点数が3未満と計算された場合は， 3 定点とする．

⑤　対象感染症のうち，第 2 の（101）から（104）に掲げるものについては，産婦人科，産科若

しくは婦人科（産婦人科系），医療法施行令（昭和23年政令第326号）第 3 条の 2 第 1 項第 1 号

ハ及びニ（ 2 ）の規定により性感染症と組み合わせた名称を診療科名とする診療科，泌尿器科

又は皮膚科を標榜する医療機関（主として各々の標榜科の医療を提供しているもの）を性感染

症定点として指定する．性感染症定点の数は下記の計算式を参考として算定する．

保健所管内人口 定点数
～7.5万人 0
7.5万人～ 1＋（人口－7.5万人）/13万人

　　（注）産婦人科系と泌尿器科・皮膚科系が同数になるよう指定する．

⑥　対象感染症のうち，第 2 の（91）のうち病原体がロタウイルスであるもの及び（105）から（111）

までに掲げるものについては，対象患者がほとんど入院患者であるため，患者を300人以上収

容する施設を有する病院（小児科医療と内科医療を提供しているもの）を 2 次医療圏域毎に 1

カ所以上，基幹定点として指定する．

イ　病原体定点

　病原体の分離等の検査情報を収集するため，県は，次の点に留意し，関係医師会等の協力を得

て病原体定点を選定する．

①　人口及び医療機関の分布等を勘案して，できるだけ県全体の感染症の発生状況を把握できる

よう考慮する．

②　医療機関を病原体定点として選定する場合は，原則として，患者定点として選定された医療

機関の中から選定する．

③　アの②により選定された患者定点の概ね10％を小児科病原体定点として，第 2 の（88）から

（97）までを対象感染症とする．

④　アの③により選定された患者定点の概ね10％をインフルエンザ病原体定点として，第 2 の

（98）を対象感染症とする．なお，インフルエンザ病原体定点の選定に当たっては，小児科定

点から10％以上及び内科定点から10％以上を，それぞれ 3 定点と 2 定点を下回らないよう選定

することとし，法第14条の 2 第 1 項に規定する指定提出機関として指定する．

⑤　アの④により選定された患者定点の概ね10％を眼科病原体定点として，第 2 の（99）及び（100）

を対象感染症とする．

⑥　アの⑥により選定された患者定点の全てを基幹病原体定点として，第 2 の（91）のうち病原

体がロタウイルスであるもの，（106）及び（109）を対象感染症とする．

（3）調査単位等

ア　患者情報のうち，（2）のアの②，③，④及び⑥（第 2 の（107），（110）及び（111）に関する

患者情報を除く．）により選定された患者定点に関するものについては， 1 週間（月曜日から日

曜日）を調査単位として，（2）のアの⑤及び⑥（第 2 の（107），（110）及び（111）に関する患

者情報のみ）により選定された患者定点に関するものについては，各月を調査単位とする．
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イ　病原体情報のうち，（ 2 ）のイの④により選定された病原体定点に関するものについては，第

2 の（98）に掲げるインフルエンザの流行期（（2）のアの③により選定された患者定点当たりの

患者発生数が 1 を超えた時点から 1 を下回るまでの間）には 1 週間（月曜日から日曜日）を調査

単位とし，非流行期（流行期以外の期間）には各月を調査単位とする．その他の病原体定点に関

するものについては，各月を調査単位とする．

（4）実施方法

ア　患者定点

①　患者定点として選定された医療機関（以下「定点医療機関」という．）は，速やかな情報提

供を図る趣旨から，調査単位の期間の診療時における医師の届出基準等通知の報告基準により，

患者発生状況の把握を行うものとする．

②　定点医療機関は，別記様式 7 － 1 ～ 7 － 6 に，それぞれ調査単位の患者発生状況等を記載

する．

③　上記②による患者情報については，調査単位が週の場合は翌週の月曜日に，月単位の場合は

翌月の初日に保健所への発送を行う．この場合において，提供の方法については，患者情報の

円滑な収集の観点から，地域の特性に応じた適切な方法を採用することができるものとする．

イ　病原体定点

①　病原体定点として選定された医療機関（以下「病原体定点医療機関」という．）は，必要に

応じて病原体検査のために検体等を採取する．

②　病原体定点は，検体等について，別記様式 8 の検査票を添えて，速やかに衛生研究所等へ送

付する．

③　（ 2 ）のイの③により選定された病原体定点においては，第 2 の（88）から（97）までの対

象感染症のうち，患者発生状況等を踏まえ，別に定める病原体検査業務管理要領により選定し

た複数の感染症について，調査単位ごとに，概ね 4 症例からそれぞれ少なくとも 1 検体を送付

するものとする．

④　（ 2 ）のイの④により選定された病原体定点においては，第 2 の（98）に掲げるインフルエ

ンザ（インフルエンザ様疾患を含む．）について，調査単位ごとに，少なくとも 1 検体を送付

するものとする．

ウ　検体等を所持している医療機関等

　保健所から当該患者の病原体検査のための検体等の提供の依頼を受けた場合にあっては，検体

等について，保健所に協力し，別記様式 8 の検査票を添付して提供する．

エ　保健所

①　保健所は，患者定点から得られた患者情報が週単位の場合は，調査対象の週の翌週の火曜日

までに，月単位の場合は調査対象月の翌月の 3 日までに，感染症発生動向調査システムに入力

するものとし，併せて，対象感染症についての集団発生その他特記すべき情報についても本庁

担当課及び感染症情報センターへ報告する．また，保健所は，病原体検査が必要と判断した場

合は，検体等を所持している医療機関等に対して，病原体検査のための検体等の提供について，

別記様式 8 の検査票を添付して依頼するものとする．なお，病原体検査の必要性の判断及び実

施等について，必要に応じて衛生研究所と協議する．
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②　保健所は，検体等の提供を受けた場合には，別記様式 8 の検査票を添付して衛生研究所等へ

検査を依頼するものとする．

③　保健所は，感染症情報センターが出す患者情報及び病原体情報を把握し，地域の特性など必

要に応じて週報（月単位の場合は月報）として，地域住民及び市町村，指定届出機関，指定提

出機関その他の関係医療機関，医師会，教育委員会等の関係機関に提供し連携を図る．

オ　衛生研究所等

①　衛生研究所等は，別記様式 8 の検査票及び検体等が提供された場合は，病原体検査業務管理

要領に基づき当該検体を検査し，その結果を別記様式 8 に記載し病原体情報として病原体定点

に通知するとともに，本庁担当課及び感染症情報センターに送付する．また，病原体情報につ

いては，速やかに中央感染症情報センターに報告する．

②　検査のうち，衛生研究所等において実施することが困難なものについては，必要に応じて，

他の都道府県等又は国立感染症研究所に協力を依頼する．

③　衛生研究所等は，県域を越えた感染症の集団感染が発生する等の緊急の場合及び国から提出

を求められた場合にあっては，検体等を国立感染症研究所に送付する．

カ　感染症情報センター

①　感染症情報センターは，県域内の患者情報について，保健所からの情報の入力があり次第，

登録情報の確認を行う．

②　感染症情報センターは，県域内の全ての患者情報及び病原体情報を収集，分析するとともに，

その結果を週報（月単位の場合は月報）等として公表される県及び全国情報と併せて，県民及

び保健所，市町村，指定届出機関，指定提出機関その他の関係医療機関，医師会，教育委員会

等の関係機関に提供・公開する．

キ　本庁担当課

　本庁担当課は，感染症情報センターが収集，分析した患者情報及び病原体情報を感染症対策に

利用し，関係機関との連携・調整を行う．なお，緊急の場合及び国から対応を求められた場合に

おいては，本庁担当課は，直接必要な情報を収集するとともに，国及び他の都道府県等とも連携

の上，迅速な対応を行う．

4 　法第14条第 1 項に規定する厚生労働省令で定める疑似症

（1）対象とする疑似症の状態

　各々の疑似症について，医師の届出基準等通知を参考とし，当該疑似症の患者と診断される場合

とする．

（2）定点の選定

ア　疑似症定点

　疑似症の発生状況を地域的に把握するため，県は次の点に留意し，医師会等の協力を得て，医

療機関の中から可能な限り無作為に疑似症定点を選定する．

　また，定点の選定に当たっては，人口及び医療機関の分布等を勘案して，できるだけ県全体の

疑似症の発生状況を把握できるよう考慮する．

　対象疑似症のうち，第 2 の（114）に掲げるものについては，小児科を標榜する医療機関（主

として小児科医療を提供しているもの）又は内科を標榜する医療機関（主として内科医療を提供
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しているもの）を第一号疑似症定点として指定する．

　また，第 2 の（115）に掲げるものについては，小児科を標榜する医療機関（主として小児科

医療を提供しているもの），内科を標榜する医療機関（主として内科医療を提供しているもの）

又は皮膚科を標榜する医療機関（主として皮膚科医療を提供しているもの）を第二号疑似症定点

として指定する．

　なお，各疑似症定点の数は下記の計算式を参考として算定するとともに，内科を標榜する医療

機関については，第 4 の 3 （ 2 ）ア⑥に掲げる基幹定点の要件を満たす病院を 2 次医療圏域毎に

1 カ所以上含むよう考慮する．

保健所管内人口 定点数
～３万人 ３

3 万人～ 7.5万人 4
7.5万人～ 12.5万人 7

12.5万人～ 7 ＋ 6 ×（人口－12.5万人）/10万人

（3）実施方法

ア　疑似症定点

①　疑似症定点として選定された医療機関は，速やかな情報提供を図る趣旨から，診療時におけ

る医師の届出基準等通知の報告基準により，直ちに疑似症発生状況の把握を行う．

②　疑似症定点においては，別記様式 7 － 7 に従い，直ちに疑似症発生状況等を記載し，最寄り

の保健所に電話連絡後ＦＡＸする．

イ　保健所

①　届出を受けた保健所は，疑似症定点から得られた疑似症情報を，直ちに，症候群サーベイラ

ンスシステムに入力するものとする．また，対象疑似症についての集団発生その他特記すべき

情報についても本庁担当課及び感染症情報センター及び中央感染症情報センターへ報告する．

②　保健所は，感染症情報センターが出す疑似症情報等について，必要に応じて週報等として，

地域住民及び市町村，指定届出機関，指定提出機関その他の関係医療機関，医師会，教育委員

会等の関係機関に提供し連携を図る．

ウ　感染症情報センター

①　感染症情報センターは，県域内の疑似症情報について，保健所からの情報の入力があり次第，

登録情報の確認を行う．

②　感染症情報センターは，県域内の全ての疑似症情報を収集，分析するとともに，その結果を

週報（月単位の場合は月報）等として公表される県及び全国情報と併せて，県民及び保健所，

市町村，指定届出機関，指定提出機関その他の関係医療機関，医師会，教育委員会等の関係機

関に提供・公開する．

エ　本庁担当課

　本庁担当課は，感染症情報センターが収集，分析した疑似症情報を感染症対策に利用し，関係

機関との連携・調整を行う．なお，緊急の場合及び国から対応を求められた場合においては，本

庁担当課は，直接必要な情報を収集するとともに，国及び他の都道府県等とも連携の上，迅速な
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対応を行う．

5 　オンラインシステムによる積極的疫学調査結果の報告の実施方法

（1）保健所

　鳥インフルエンザ（Ｎ 5 Ｈ 1 ）に係る積極的疫学調査を実施した保健所は，別に定める基準（届

出基準等通知）に従い，直ちに疑い症例調査支援システムに調査内容を入力するものとする．

　なお，医療機関より提出される検体は，疑い症例調査支援システムが発行する検査依頼票を添付

し，衛生研究所に送付する．

（2）衛生研究所等

ア　衛生研究所等は，検査依頼票及び検体等が送付された場合は，当該検体等を病原体検査指針に

基づき検査し，その結果を検体等を提供した医療機関及び保健所に通知する．通知を受けた保健

所においては，その内容を直ちに疑い症例調査支援システムに入力する．

イ　鳥インフルエンザ（Ｎ 5 Ｈ 1 ）に係る積極的疫学調査の結果を厚生労働省に報告する場合は，

法施行規則第 9 条第 2 項に従い，検体等を国立感染症研究所に送付する．

6 　その他

　感染症発生動向調査のために取り扱うこととなった検体等については，感染症の発生及びまん延防

止策の構築，公衆衛生の向上のために使用されるものであり，それ以外の目的に用いてはならない．

また，検体採取の際には，その使用目的について説明のうえ，できるだけ本人等に同意をとることが

望ましい．なお，上記に掲げる目的以外の研究に使用する場合は，「人を対象とする医学系研究に関

する倫理指針」等の別に定める規定に従い行うものとする．

第 5 　実施時期
この要綱は，平成11年 4 月 1 日から施行する．

この要綱は，平成14年11月 1 日から施行する．

この要綱は，平成15年11月 5 日から施行する．

この要綱は，平成18年11月22日から施行する．

この要綱は，平成20年 1 月 1 日から施行する．

この要綱は，平成22年 2 月23日から施行する．

この要綱は，平成23年 3 月 8 日から施行する．

この要綱は，平成23年 7 月 4 日から施行し，平成23年 4 月 1 日から適用する．

この要綱は，平成23年 9 月 5 日から施行する．ただし，第 4 の 3 の（2）の③の指定については，平

成23年 7 月29日から施行する．

この実施要綱の一部改正は，平成25年 3 月 4 日から施行する．

この実施要綱の一部改正は，平成25年 4 月 1 日から施行する．

この実施要綱の一部改正は，平成25年 5 月 6 日から施行する．

この実施要綱の一部改正は，平成25年10月14日から施行する．

この実施要綱の一部改正は，平成26年 5 月12日から施行する．ただし，第 2 の 1 の指定感染症（107）

鳥インフルエンザ（Ｈ 7 Ｎ 9 ）の指定期間延長については平成26年 4 月25日から施行する．

この実施要綱の一部改正は，平成26年 7 月26日から施行する．
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この実施要綱の一部改正は，平成26年 9 月19日から施行する．

この実施要綱の一部改正は，平成27年 1 月21日から施行する．

この実施要綱の一部改正は，平成27年 5 月21日から施行する．

この実施要綱の一部改正は，平成28年 4 月 1 日から施行する．ただし，第 2 の 1 の対象感染症の追加

に係る改正については，平成28年 2 月15日から施行する．

この実施要綱の一部改正は，平成30年 1 月 1 日から施行する．

この実施要綱の一部改正は，平成30年 3 月 9 日から施行し，平成30年 3 月 1 日から適用する．

この実施要綱の一部改正は，平成30年 5 月 1 日から施行する．
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院
病

愛
三

高
知

医
療

セ
ン

タ
ー

 0
8
8
-
8
3
7
-
3
0
0
0

高
知

医
療

セ
ン

タ
ー

高
知

医
療

セ
ン

タ
ー

高
知

医
療

セ
ン

タ
ー

高
知

医
療

セ
ン

タ
ー

高
知

医
療

セ
ン

タ
ー

け
ら

小
児

科
･ア

レ
ル

ギ
ー

科
 

ら
け

0
5

3
1

-
0

6
8

-
8

8
0

科
ー

ギ
ル

レ
ア･

科
児

小
ら

け
科

ー
ギ

ル
レ

ア･
科

児
小

ら
け

科
ー

ギ
ル

レ
ア･

科
児

小

ク
ッ

ニ
リ

ク
ズ

ッ
キ

い
な

ふ
ク

ッ
ニ

リ
ク

ズ
ッ

キ
い

な
ふ

ク
ッ

ニ
リ

ク
ズ

ッ
キ

い
な

ふ
1

7
2

2
-

2
3

8
-

8
8

0 
ク

ッ
ニ

リ
ク

ズ
ッ

キ
い

な
ふ 依

岡
内

科
 0

8
8
-
8
4
1
-
1
1
7
0

依
岡

内
科

科
内

岡
依

科
内

岡
依

は
ま

だ
小

児
科

　
0
8
8
-
8
0
5
-
0
8
5
5

は
ま

だ
小

児
科

は
ま

だ
小

児
科

は
ま

だ
小

児
科

町
田

病
院

　
0
8
8
-
8
7
2
-
0
1
6
4

近
森

病
院

 0
8
8
-
8
2
2
-
5
2
3
1

院
病

森
近

院
病

森
近

科
器

尿
泌

院
病

森
近

近
森

病
院

国
見

産
婦

人
科

 0
8
8
-
8
2
2
-
5
9
5
4

ク
ッ

ニ
リ

ク
も

ど
こ

た
ぼ

く
 

6
6

6
0

-
2

2
-

9
8

8
0 

ク
ッ

ニ
リ

ク
も

ど
こ

た
ぼ

く
く
ぼ

た
こ

ど
も

ク
リ

ニ
ッ

ク
く
ぼ

た
こ

ど
も

ク
リ

ニ
ッ

ク

高
北

病
院

 0
8
8
9
-
2
2
-
1
1
6
6

院
病

北
高

院
病

北
高

ク
ッ

ニ
リ

ク
高

日
5

8
7

7
-

4
2

-
9

8
8

0 
ク

ッ
ニ

リ
ク

高
日

村
高

日
日

高
ク

リ
ニ

ッ
ク

日
高

ク
リ

ニ
ッ

ク

石
黒

小
児

科
 0

8
8
-
8
5
2
-
0
1
0
0

石
黒

小
児

科
石

黒
小

児
科

石
黒

小
児

科

土
佐

市
民

病
院

 0
8
8
-
8
5
2
-
2
1
5
1

土
佐

市
民

病
院

土
佐

市
民

病
院

も
り

は
た

小
児

科
 0

8
8
9
-
4
3
-
2
2
1
1

も
り

は
た

小
児

科
も

り
は

た
小

児
科

も
り

は
た

小
児

科

須
崎

く
ろ

し
お

病
院

 0
8
8
9
-
4
3
-
2
1
2
1

須
崎

く
ろ

し
お

病
院

須
崎

く
ろ

し
お

病
院

大
西

病
院

 0
8
8
0
-
2
2
-
1
1
9
1

大
西

病
院

院
病

西
大

院
病

西
大

く
ぼ

か
わ

病
院

 0
8
8
0
-
2
2
-
1
1
1
1

く
ぼ

か
わ

病
院

く
ぼ

か
わ

病
院

ク
ッ

ニ
リ

ク
け

い
こ

3
1

1
5

-
5

3
-

0
8

8
0 

ク
ッ

ニ
リ

ク
け

い
こ

こ
い

け
ク

リ
ニ

ッ
ク

こ
い

け
ク

リ
ニ

ッ
ク

さ
た

け
小

児
科

 
科

児
小

け
た

さ
5

5
2

2
-

7
3

-
0

8
8

0
さ

た
け

小
児

科
さ

た
け

小
児

科

四
万

十
市

立
市

民
病

院
 0

8
8
0
-
3
4
-
2
1
2
6
 

四
万

十
市

立
市

民
病

院
四

万
十

市
立

市
民

病
院

幡
多

け
ん

み
ん

病
院

 0
8
8
0
-
6
6
-
2
2
2
2

幡
多

け
ん

み
ん

病
院

幡
多

け
ん

み
ん

病
院

幡
多

け
ん

み
ん

病
院

泌
尿

器
科

幡
多

け
ん

み
ん

病
院

幡
多

け
ん

み
ん

病
院

幡
多

け
ん

み
ん

病
院

幡
多

け
ん

み
ん

病
院

幡
多

け
ん

み
ん

病
院

産
婦

人
科

大
井

田
病

院
 0

8
8
0
-
6
3
-
2
1
0
1

大
井

田
病

院
大

井
田

病
院

大
井

田
病

院

渭
南

病
院

 0
8
8
0
8
-
2
-
1
5
1
1

渭
南

病
院

院
病

南
渭

院
病

南
渭

松
谷

病
院

 0
8
8
0
-
8
2
-
0
0
0
1

松
谷

病
院

 
松

谷
病

院
 

※
 斜

体
は

病
原

体
検

査
定

点

幡
多

四
万

十
市

宿
毛

市

土
佐

清
水

市

中
央

西

佐
川

町

土
佐

市

須
崎

須
崎

市

四
万

十
町

病
原

体
検

査
定

点
数

安
芸

中
央

東

南
国

市

香
南

市

高
知

市
高

知
市

0
8
8
7
-
5
7
-
8
8
8
0
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別
記

様
式

１
 保

健
所

コ
ー

ド
保

健
所

登
録

全
数

報
告

ID
衛
研
受
付
番
号
（
検
体
提
供
者
番
号
）

□
□

-
□

□
-
□

□
□

□
□

□
-
□

□
□

□
-
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□

　
　
一

類
感

染
症
、
二
類
感
染
症
、
三
類
感

染
症
、
四
類
感
染
症
、
五
類
感
染
症
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

感
染

症
及

び
指

定
感

染
症

検
査

票
 （
病

原
体

）

  性
   

  別
（
　

 男
  　

　
・
　

 　
女

   
）

  年
   

  齢
（
   

  　
 歳

  　
   

 ヵ
月

 ）
　
氏
　
　
名

定
点
医
療
機
関
の
場
合
は
該
当
す
る
も
の
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い

[保
健

所
等

記
載

欄
]（
主

治
医

記
載
可
）

  住
　
　
所

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
定

点
　
・
小

児
科

定
点

　
・
眼

科
定

点
・
散

発
・
地
域
流
行

・
家
族
内
発
生
　
（
 無

、
  有

 ）
[主

治
医
等
記
載
欄

]
・
性

感
染

症
定

点
　
・
基

幹
定

点
　

発
 生

 の
 状

 況
・
集

団
発

生
　
　
（
 無

、
　
有

 ）
　
　
・
発
生
市
区
町
村
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

 医
療

機
関

等
名

及
び

  有
の
場

合
（
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
、
大
学
、
宿
舎
・
寮
、
病
院
、

 主
治
医
等
医
師
名

老
人
ホ
ー
ム

[介
護
施
設
を
含
む

]、
福
祉
・
養
護
施
設
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
、

　
（
記
載
者
）

事
業
所
、
海
外
ツ
ア
ー
、
国
内
ツ
ア
ー
、
そ
の
他

[　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   
　
　

   
　
　

]）
  検

 体
 送

 付
 日

　
　
　
　
　
　
年
　
　

   
 月

　
  　

　
日

分
離

株
（
無

、
有

、
検

査
中

）
 最

近
の
海
外
渡
航
歴

国
名

 診
   

 断
   

  名
期

間
   

   
  年

   
 月

   
 日

   
 ～

   
   

  年
   

 月
   

 日

 発
   

 病
   

  日
　
　
　
　
　
　
年
　

   
   
月
　
　
　
　
日

　
ワ
ク
チ
ン
接

種
歴

（
無

、
　
有

、
　
不
明
）

最
終
接
種
年
月
日

　
　
　

 年
   

   
月

   
   
日

入
院

・
外

来
の

別
入

院
外

来
ワ
ク
チ
ン
名

（
Lo

t N
o.
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

検
採

   
取

   
 日

　
　
　
　
　
　
年
　

   
   
月
　
　
　
　
日

[地
方

衛
生

研
究

所
記

載
欄

]
・
ふ

ん
便

（
腸

内
容

物
、
直

腸
ぬ

ぐ
い
液

）
・
髄

液
・
尿

  記
　
載

　
者

　
名

査
材

 料
 の

 種
 類

・
吐
物
　
　
・
喀
痰

  　
・
気

管
吸

引
液

・
穿

刺
液

(腹
水

、
胸

水
、
関

節
液

、
そ
の
他

[  
 　
　
　
　
　

   
　

])
 抗

体
検

出
  方

法
（
蛍

光
、

IP
、

EL
IS

A、
CF

、
H

I、
PA

、
中
和
、
イ
ム
ノ
ブ
ロ
ッ
ト
、
ゲ
ル
内
沈
降
、
凝
集
反
応
、

［
該

当
す

る
も
の
一

つ
を

・
咽
頭
ぬ
ぐ
い
液

（
う
が
い
液
、
鼻
汁
）

・
皮
膚
病
巣
（
水
疱
内
容
、
痂
皮
、
創
傷
）

　
そ
の
他

[　
　
　
　

   
   

   
   

   
  　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

]）
材

○
で
囲

ん
で
下

さ
い
］

・
結

膜
ぬ

ぐ
い
液

（
結

膜
擦

過
物

、
眼

脂
）

・
陰

部
尿

道
頸

管
擦

過
物

／
分

泌
物

　
　
　

  　
結

果
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

・
細

胞
診

、
生

検
、
剖

検
材

料
（
臓

器
  　

 　
   

   
  　

　
　

   
   

   
   

   
 ）

検
 出

 年
 月

 日
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　

   
   

 月
　
　
　
　
　
　
日

料
・
血

液
（
全

血
、
血

清
、
血

漿
、
抗

凝
固

剤
[　

　
　
　

   
   

 　
　

   
  　

　
　

]）
病

検
　
出
　
方

　
法

・
分

離
培
養

  （
培
養
細
胞
：
細
胞
名

 [ 
   

   
  　

 　
　

   
   

   
   

   
   

   
  ]
）

・
そ
の
他

 （
   

  　
  　

 　
　

   
　

   
   

   
   

   
  　

　
　
　
　

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 ）
原

［
陽
性
と
な
っ
た
方
法
を

   
   

   
   

  人
工
培
地
、
発
育
鶏
卵
、
動
物
、
そ
の
他

[  
   

   
   

   
   

  　
　
　

   
   

  ]
)

臨
・
無

症
状

・
胃

腸
炎

(下
痢

、
血

便
、
嘔

気
、
嘔

吐
、
腹

痛
)

体
　
○
で
囲
ん
で
下
さ
い
］

・
抗

原
検

出
（
蛍
光
、

EI
A、

RP
H

A、
LA

、
PA

、
IC

[イ
ム
ノ
ク
ロ
マ
ト

]、
そ
の
他

[　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   
]）

・
頭
痛
　
　
　
・
発
熱
（
最
高

   
   

   
   

 ℃
）

・
角

膜
炎

、
結

膜
炎

、
角

結
膜

炎
検

・
遺

伝
子

検
出
　

1.
非
増
幅
（
ハ
イ
ブ
リ
、

PA
G

E、
そ
の
他

[  
   

   
   

   
　
　
　
　
　

   
   

   
] ）

 臨
 床

 症
 状

・
・
熱
性
け
い
れ
ん
　
・
関
節
痛

（
関
節
炎
）
、
筋

肉
痛

・
髄

膜
炎

、
意

識
障

害
、
麻

痺
(部

位
　

 　
　
　
　
　

   
　

)、
出

　
　
　
　

2.
増
幅
（
PC

R、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ハ
イ
ブ
リ
、

PC
R+

シ
ー
ク
エ
ン
ス
、

LA
M

P、
そ
の
他

[  
   

   
   
　

   
   

 ]）
床

 徴
  候

   
 等

・
口

内
炎

　
　
・
上

気
道

炎
（
咽
頭
炎
/
痛
、
扁
桃
炎
）

　
中

枢
神

経
系

症
状

（
脳

炎
、
脳

症
、
脊

髄
炎

、
・
電

顕
　
　
・
鏡

検

［
該
当
す
る
も
の
全
て
を

・
下

気
道

炎
（
肺

炎
、
気

管
支

炎
）

   
そ
の
他

[  
   

   
   

  　
　
　
　

   
   

   
   

  ]
）

検
 出

 病
 原

 体
 ○

で
囲
ん
で
下
さ
い
］

・
水

疱
　
　
・
発

疹
（
丘

疹
、
紅

斑
、
バ
ラ
疹

）
・
循

環
器

障
害

（
心

筋
炎

、
心

膜
炎

、
心

不
全

）
(群

、
型

、
亜

型
)

的
（
基

礎
疾

患
を
除

く
）

・
出

血
傾

向
※

全
身

性
の
も
の

・
黄

疸
・
肝

機
能

障
害

[そ
の
他

特
記

事
項

]
・
リ
ン
パ
節

腫
脹

(部
位

   
  　

   
   

)、
唾

液
腺

腫
脹

、
・
腎

機
能

障
害

（
H

U
S、

血
尿

、
乏

尿
、
蛋

白
尿

、

  浮
腫

(部
位

　
   

   
   

   
   

  　
　

)
   
　
　
　
　
　

 多
尿

、
腎

不
全

）

事
・
シ
ョ
ッ
ク
症

状
（
低

血
圧

、
循

環
不

全
）

・
尿

路
生

殖
器

症
状

（
膀

胱
炎

、
尿

道
炎

、
外

陰
炎

、

・
そ
の
他
の
症
状

（
上
記
以
外
の
症
状
や
臨
床
徴
候
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頸

管
炎

）

項
[

]
基

 礎
 疾

 患

 　
転
　
　
　
　
帰

 　
経

過
観

察
中

、
軽

快
、
治

癒
、
後

遺
症

有
り
、
死

亡
（
原

因
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

主
治
医
等
か
ら
地
方
衛

生
研

究
所

へ
の
連

絡
事

項

注
２
）
主

治
医

記
載

欄
に
つ
い
て
は
、
検
体
送
付

日
に
お
い
て
記
載

で
き
る
範
囲

で
記

載
を
お

願
い
し
ま
す

。
*イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
迅

速
キ
ッ
ト
使

用
（
無

、
有

：
メ
ー

カ
ー
名

[
]：
[陰

性
、
陽
性
、
保
留
]）

注
３
）
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
に
つ
い
て
は
、
当
該
疾
患
に
係
る
も
の
に
つ
き
記
載
し
て
下
さ
い
。

*
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬

投
与

（
無

、
有

：
薬

剤
名

[
]

注
４
）
医

療
機

関
（
民

間
検

査
所

を
含

む
）
で
病
原
体
を
分
離
し
た
場
合
は
、
地
方
衛
生
研
究
所
へ
の
分
離
株
の
送
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

   
   

患 者

注
１
）
患
者
の
氏
名
及
び
住
所
欄
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
法
第
1
6
条
の
3
、
第
2
6
条
の
3
、
第
2
6
条
の
4
、
第
4
4
条
の
7
及
び
第
5
0
条
に
基
づ
く

一
類

感
染

症
、
二

類
感

染
症

、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
又
は
新
感
染
症
に
係
る
検
査
の
場
合
に
記
載
を
お
願
い
し
ま
す
。

投
与

開
始

日
　
　
　
　
　
年

　
　
　
月

　
　
　
日

[予
防

投
与

、
治

療
投

与
]）

投
与

終
了

日
　
　
　
　
　
年

　
　
　
月

　
　
　
日



227

 
 

別
記
様
式
１
－
１
 

 

エ
 
ボ

 
ラ

 
出

 
血

 
熱

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
 

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
疑
似
症
患
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

 11
 

 症
 

 状
 

・
発
熱
 
 
  
・
頭
痛
 
 
・
筋
肉
痛
 

・
腹
痛
 
 
  
・
胸
痛
 
 
・
無
力
症
 
 
 

・
出
血
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 

 
 
 
 
）
 

２
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種
類
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 
 
 
）
 

３
 
針
等
の
鋭
利
な
も
の
の
刺
入
に
よ
る
感
染（

刺
入
物
の
種
類
・
状
況
：
 

 
）
 

４
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・
状
況
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

５
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

）
 

   ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

   12
 

 診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・

EL
IS

A
法
に
よ
る
病
原
体
抗
原
の
検
出

 
 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
（

 Ig
M

 ・
Ig

G
 ）

 
・

EL
IS

A
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
（

 Ig
M

 ・
Ig

G
 ）

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ・
臨
床
決
定
 

 
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め

に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
１
－
２
 

 

ク
リ

ミ
ア

・
コ

ン
ゴ

出
血

熱
発

生
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
 

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
疑
似
症
患
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

  11
 

 症
 

 状
 

・
発
熱
 
 
 
・
頭
痛
 
 
 
・
悪
寒
 
 
 
・
筋
肉
痛
 

・
関
節
痛
 
 
・
腹
痛
 
 
 
・
嘔
吐
 
 
 
・
咽
頭
痛
 

・
結
膜
炎
 
 
・
黄
疸
 
 
 
・
羞
明
 
 
 
・
知
覚
異
常
 

・
点
状
出
血
 
・
紫
斑
 
 
 
・
全
身
出
血
 
・
肝
不
全
 

・
消
化
管
出
血
 
・
腎
不
全
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種
類
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 
 
）
 

３
 
針
等
の
鋭
利
な
も
の
の
刺
入
に
よ
る
感
染
（
刺
入
物
の
種
類
・
状

況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

４
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・
状

況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

５
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
）
 

  ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

  12
 

 診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出

 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・

EL
IS

A
法
に
よ
る
病
原
体
抗
原
の
検
出

 
 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
（

 Ig
M

 ・
Ig

G
 ）

 
・
補
体
結
合
反
応
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 ・
臨
床
決
定
（
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め

に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 



228

 
 

別
記
様
式
１
－
３
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

痘
 
そ

 
う

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
疑
似
症
患
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

  11
 

 症
 

 状
 

・
発
熱
 
 
・
頭
痛
 
 
・
四
肢
痛
 
・
腰
痛
 

・
紅
斑
 
 
・
丘
疹
 
 
・
水
疱
 
 
・
結
痂
 
 
・
落
屑
 

・
膿
疱
 
 
・
疼
痛
 
 
・
灼
熱
感
 
・
瘢
痕
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
飛
沫
・
飛
沫
核
感
染
（
感
染
源
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 
 
 
）
 

２
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 ）

 

３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

      ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

  12
 

 診 断 方 法
 

・
電
子
顕
微
鏡
で
の
観
察
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
水
疱
・
膿
疱
・
痂
皮
・
咽
頭
拭
い
液
・
血
液
・
 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
）
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
水
疱
・
膿
疱
・
痂
皮
・
咽
頭
拭
い
液
・
血
液
・
 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
）
 

・
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
病
原
体
抗
原
の
検
出
 

検
体
：
水
疱
・
膿
疱
・
痂
皮
・
咽
頭
拭
い
液
・
血
液
・
 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
）
 

・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

検
体
：
水
疱
・
膿
疱
・
痂
皮
・
咽
頭
拭
い
液
・
血
液
・
 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
）
 

 

・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ・
臨
床
決
定
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め
に

医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
0
,
1
1
,
1
7
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
，
1
2
か
ら

1
7
欄
は
年

齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
１
－
４
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

南
 
米

 
出

 
血

 
熱

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
疑
似
症
患
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

 

病
型
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

1)
 ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
出
血
熱
 
 
 
 
 
2)
 ブ

ラ
ジ
ル
出
血
熱
 
 

3)
 ベ

ネ
ズ
エ
ラ
出
血
熱
 
 
 
 
 
 
4)
 ボ

リ
ビ
ア
出
血
熱
 

5)
 そ

の
他
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 ）

 
 

２
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
）
 

３
 
針
等
の
鋭
利
な
も
の
の
刺
入
に
よ
る
感
染
（
刺
入
物
の
種
類
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

４
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

５
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

）
 

     ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 11
 

 症
 

 状
 

・
発
熱
 
 
・
悪
寒
 
 
 
 
・
筋
肉
痛
 
 
・
背
部
痛
 

・
嘔
吐
 
 
・
め
ま
い
 
 
 
 

・
出
血
 
 
・
シ
ョ
ッ
ク
 
 
・
神
経
症
状
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
）
 

・
な
し
 

12
 

 診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 

・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 

・
EL

IS
A
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
（

 Ig
Ｍ
・

Ig
Ｇ

 ）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
（

 Ig
Ｍ
・

Ig
Ｇ
）

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ・
臨
床
決
定
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

１
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 



229

 
 

 
別
記
様
式
１
－
５

 

 

ペ
 
ス

 
ト

 
発

 
生

 
届

 

都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
疑
似
症
患
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

  11
 

 症
 

 状
 

・
リ
ン
パ
節
炎
 
・
敗
血
症
 
 
・
高
熱
 
 
 
・
頭
痛
 

・
意
識
障
害
 
 
・
出
血
斑
 
 
・
気
管
支
炎
 

・
肺
炎
 
 
 
 
・
呼
吸
困
難
 
・
血
痰
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
飛
沫
・
飛
沫
核
感
染
（
感
染
源
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 

  
）
 

２
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種
類
・

状
況
：
  
  
  
  
  
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
そ
の
他
（
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

）
 

     1 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

  12
 

 診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
リ
ン
パ
節
腫
吸
引
物
・
喀
痰
・
病
理
組
織
・
そ
の

他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る

エ
ン
ベ
ロ
ー
プ
抗
原
（

Fr
ac

tio
n 

1
抗
原
）
の
検
出

 
 
 
検
体
：
血
液
・
リ
ン
パ
節
腫
吸
引
物
・
喀
痰
・
病
理
組
織
・
そ
の

他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
：
血
液
・
リ
ン
パ
節
腫
吸
引
物
・
喀
痰
・
病
理
組
織
・
そ
の

他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
赤
血
球
凝
集
反
応
に
よ
る

エ
ン
ベ
ロ
ー
プ
抗
原

(F
ra

ct
io

n 
1
抗
原

)に
対

す
る
血
清
抗
体
の
検
出
（

16
倍
以
上
）

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ・
臨
床
決
定
 

 
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

１
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

  

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
１
－
６
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

マ
 
ー

 
ル

 
ブ

 
ル

 
グ

 
病

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
疑
似
症
患
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 11
 

 症
 

 状
 

・
発
熱
 
 
 
・
頭
痛
 
 
 
・
筋
肉
痛
 
 
・
皮
疹
 

・
粘
膜
疹
 
 
・
咽
頭
炎
  

 
 
 ・

結
膜
炎
 

・
下
痢
 
 
 
・
鼻
口
腔
出
血
 
 
・
消
化
管
出
血
 
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種
類
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 
 
）
 

３
 
針
等
の
鋭
利
な
も
の
の
刺
入
に
よ
る
感
染
（
刺
入
物
の
種
類
・
状
況
：
 

 
）
 

４
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・
状

況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

５
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

   ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

  12
 

 診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・

EL
IS

A
法
に
よ
る
病
原
体
抗
原
検
出

 
 
 
検
体
：
血
液
・
尿
・
咽
頭
拭
い
液
・
そ
の
他
（
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
検
体
：
血
液
・
尿
・
咽
頭
拭
い
液
・
そ
の
他
（
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・

EL
IS

A
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
（

 Ig
M

 ・
Ig

G
 ）

 
・
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
（

 Ig
M

 ・
Ig

G
 ）

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 ・
臨
床
決
定
 

 
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め

に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
１
－
７
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ラ
 
ッ

 
サ

 
熱

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
疑
似
症
患
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

  11
 

 症
 

 状
 

・
発
熱
 
 
・
全
身
倦
怠
感
 
・
関
節
痛
 
  
・
咳
 

・
咽
頭
痛
 
・
筋
肉
痛
 
 
 
・
心
窩
部
痛
 
・
後
胸
部
痛
 
 

・
嘔
吐
 
 
・
下
痢
 
 
 
 
・
腹
痛
 

・
顔
面
浮
腫
・
頚
部
浮
腫
 
 
・
眼
球
出
血
 
・
結
膜
出
血
 

・
消
化
管
出
血
 
・
心
嚢
炎
 
・
胸
膜
炎
 
・
シ
ョ
ッ
ク
 

・
聴
力
障
害
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 ）

 
 

２
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種
類
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
）
 

３
 
針
等
の
鋭
利
な
も
の
の
刺
入
に
よ
る
感
染
（
刺
入
物
の
種
類
・
状

況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

４
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・
状

況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

５
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

）
 

     ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
 

 診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・

EL
IS

A
法
に
よ
る
病
原
体
抗
原
の
検
出

 
 
検
体
：
血
液
・
尿
・
咽
頭
拭
い
液
・
そ
の
他
（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
検
体
：
血
液
・
尿
・
咽
頭
拭
い
液
・
そ
の
他
（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
（

 Ig
M

 ・
Ig

G
 ）

 

・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
臨
床
決
定
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
２
－
１

 

 

急
 
性

 
灰

 
白

 
髄

 
炎

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

病
 
 
 
 
 
 
型
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

1)
野
生
株
由
来
、
 
2)
ワ
ク
チ
ン
株
由
来
、
 

3)
VD
PV
（
va
cc
in
e-
de
ri
ve
d 
po
li
ov
ir
us
 ）

由
来
、
 

4)
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）、

5)
不
明
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

１
 
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
）
 

２
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 ）

 
 

３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

    ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ③
ポ
リ
オ
含
有
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
（
 
有
 
・
 
無
 
・
 
不
明
）
 

 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
 
 
 
 
・
全
身
倦
怠
感
 

・
頭
痛
 
 
 
 
 
 
 
・
感
冒
様
症
状
 

・
胃
腸
症
状
 
 
 
 
 
・
項
部
硬
直
 

・
弛
緩
性
麻
痺
 
 
 
 
・
腱
反
射
の
減
弱
･消

失
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ・
な
し
 

12
  診 断 方 法
 

 ・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
便
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
２
－
２

 

 

結
 

 
核
 

 
発
 
 

生
 

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
 

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
疑
似
症
患
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳

は
月
齢

) 
６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

    1
1
 

症
 

 状
 

病
 
型
 

１
）
肺
結
核
 
 
２
）
そ
の
他
の
結
核
（
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
せ
き
 
 
・
た
ん
 
 
・
発
熱
 
 
・
胸
痛
 

・
呼
吸
困
難
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
飛
沫
核
・
飛
沫
感
染
（
感
染
源
の
種
類
・
状
況
：
 

  

 

）
 

 ２
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ②
 
感
染
地
域
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

1
2
 

 診 断 方 法
 

・
塗
抹
検
査
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
喀
痰
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
喀
痰
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
核
酸
増
幅
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
検
体
：
喀
痰
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
病
理
検
査
に
お
け
る
特
異
的
所
見
の
確
認

 
検
体
：（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

所
見
：（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

 
 
（
発
赤
・
硬
結
・
水
疱
・
壊
死
）

 
・
リ
ン
パ
球
の
菌
特
異
蛋
白
刺
激
に
よ
る
放
出
イ
ン
タ
ー

 
フ
ェ
ロ
ン
γ
試
験

 
・
画
像
検
査
に
お
け
る
所
見
の
確
認
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
臨
床
決
定
 

 
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

１
９

 
そ

の
他

感
染

症
の

ま
ん

延
の

防
止

及
び

当
該

者
の

医
療

の

た
め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

１
３
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
診
断
（
検
案
（
※
）
）
年
月
日
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
２
－
３
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ジ
 
フ

 
テ

 
リ

 
ア

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
 
 
 
・
扁
桃
･咽

頭
の
偽
膜
形
成
 

・
リ
ン
パ
節
腫
脹
 
 
・
ブ
ル
ネ
ッ
ク
 

・
心
筋
炎
 
 
 
 
 
・
神
経
炎
 
 
 
 

・
呼
吸
障
害
 
 
 
 
・
中
耳
炎
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  

 
 
 
 
 
 

 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
  
飛
沫
・
飛
沫
核
感
染
（
感
染
源
の
種
類
・
状
況
：
 
 
  
 
 

 
 
）
 

２
  
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
  
  
  
  
  
 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
）
 

３
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

４
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種
類
・

状
況
: 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

５
 
そ
の
他
（
 
  
    
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

③
ジ
フ
テ
リ
ア
含
有
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
（
有
 
・
 
無
 
・
 
不
明
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
、
か
つ
、
分
離
菌
株
の
ジ
フ

テ
リ
ア
毒
素
産
生
性
の
確
認
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

) 
 
 
 

 

・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め

に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 



232

 
 

別
記
様
式
２
－
４
 

重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
発
生
届

 

 

都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
 

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
疑
似
症
患
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

  11
 

 症
 

 状
 

・
発
熱
 
 
 
 
・
咳
 
 
 
 
 
・
全
身
倦
怠
感
 
 

・
筋
肉
痛
 
 
 
・
呼
吸
困
難
 
 
・
乾
性
咳
嗽
 
 

・
低
酸
素
血
症
 
・
下
痢
 
 
 
 
・
肺
炎
像
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  

 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
飛
沫
・
飛
沫
核
感
染
（
感
染
源
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
  
  
  

 

）
 

２
  
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

）
 

３
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 

）
 

４
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種
類
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
  
  
  
 

）
 

５
 
針
等
の
鋭
利
な
も
の
の
刺
入
に
よ
る
感
染
（
刺
入
物
の
種
類
・
状

況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
）

 
６
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・
状

況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

７
 
そ
の
他
（
 
  
  
  
  
  
  

  
 
 
 
 
 
 
  

  
）
 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 12
 

 診 断 方 法
 

・
分
離
･同

定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出

 
 

 
検

体
：

鼻
咽

頭
拭

い
液

・
喀

痰
・

尿
・

便
・

そ
の

他

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
検

体
：

鼻
咽

頭
拭

い
液

・
喀

痰
・

尿
・

便
・

そ
の

他

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・

EL
IS

A
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
（

 Ig
M

 ・
Ig

G
 ）

 
・
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
（

 Ig
M

 ・
Ig

G
 ）

 
・
中
和
試
験
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ・
臨
床
決
定
 

 
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

１
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
２
－
５
 

 

中
東

呼
吸

器
症

候
群

（
M
E
R
S
）

発
生

届
 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
疑
似
症
患
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

  11
  症
  状
 

・
発
熱
 
・
咳
 
・
咳
以
外
の
急
性
呼
吸
器
症
状
 
・
下
痢
 

・
重
篤
な
肺
炎
 
・
多
臓
器
不
全
 
 
･急

性
呼
吸
窮
迫
症
候
群
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

１
 
飛
沫
・
飛
沫
核
感
染
（
感
染
源
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
  

  
  

）
 

２
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
ヒ
ト
コ
ブ
ラ
ク
ダ
そ
の
他
の
動
物
か
ら
の
感
染
 

（
動
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
  

 
  

 
）
 

４
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

）
 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
（
鼻

腔
吸

引
液

、
鼻

腔
拭

い
液

、
咽

頭
拭

い
液

、

喀
痰

、
気

道
吸

引
液

、
肺

胞
洗

浄
液

、
剖

検
材

料
、

そ
の

他
：

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

・
検
体
か
ら
直
接
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
に
よ
る
病
原
体
の
遺
伝
子
の
検
出
 

 
 
検
体
（
鼻

腔
吸

引
液

、
鼻

腔
拭

い
液

、
咽

頭
拭

い
液

、

喀
痰

、
気

道
吸

引
液

、
肺

胞
洗

浄
液

、
剖

検
材

料
、
そ

の

他
：

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め

に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
及
び

1
8
欄
に
お
い
て
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
及
び
 
1
3
か
ら

1
7
ま
で
の
欄
に
お
い
て
は
年
齢
又
は
年

月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
及
び

1
2
欄
に

お
い
て
は
、
該
当
す
る
も
の
全
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

  

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
２
－
６
 

 

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

（
Ｈ

５
Ｎ

１
）

発
生

届
 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
疑
似
症
患
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

  11
  症
  状
 

・
発
熱
 
・
咳
 
・
咳
以
外
の
急
性
呼
吸
器
症
状
 
・
下
痢
 

・
重
篤
な
肺
炎
 
・
多
臓
器
不
全
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

１
 
飛
沫
・
飛
沫
核
感
染
（
感
染
源
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
  

  
  

）
 

２
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
鳥
（
鶏
、
あ
ひ
る
、
七
面
鳥
、
う
ず
ら
等
）
か
ら
の
感
染
（
鳥
の
種

類
・
状
況
：
  
  
  
 
 
 
 
  

 
 
  
  
  
  
  
 
 
 ）

 

４
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

）
 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

 ・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

Ｈ
Ｎ
亜
型
：
Ｈ
5Ｎ

1 

 ・
検
体
か
ら
直
接
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

Ｈ
亜
型
：
Ｈ
5 

 
 
Ｎ
亜
型
：
( 
  
  
  
  
) 

  

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め

に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

  

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
２
－
７
 

 

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

（
Ｈ

７
Ｎ

９
）

発
生

届
 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
疑
似
症
患
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

  11
  症
  状
 

・
発
熱
 
・
咳
 
・
咳
以
外
の
急
性
呼
吸
器
症
状
 
・
下
痢
 

・
重
篤
な
肺
炎
 
・
多
臓
器
不
全
 
 
･急

性
呼
吸
窮
迫
症
候
群
 

･ 
脳
症
 
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

１
 
飛
沫
・
飛
沫
核
感
染
（
感
染
源
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
  

  
  

）
 

２
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
鳥
（
鶏
、
あ
ひ
る
、
鳩
等
）
又
は
そ
の
他
の
動
物
か
ら
の
感
染
 

（
鳥
や
動
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
  

 
  

 
）
 

４
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

）
 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

 ・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

Ｈ
Ｎ
亜
型
：
Ｈ
７
Ｎ
９
 

 ・
検
体
か
ら
直
接
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

Ｈ
亜
型
：
Ｈ
７
 
 
 
Ｎ
亜
型
：
( 
  
  
  
  
) 

  

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め

に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
３
－
１
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

コ
 
レ

 
ラ

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

  11
 

 症
 

 状
 

・
下
痢
･軟

便
 
 
 ・

米
と
ぎ
汁
様
下
痢
 
・
嘔
吐
 
 
・
脱
水
 

・
チ
ア
ノ
ー
ゼ
 
 
・
体
重
減
少
 
 
・
頻
脈
 

・
血
圧
低
下
 
 
 
・
無
尿
 
 
 
 
・
虚
脱
 

・
筋
痙
攣
 
 
 
 
・
胃
切
除
歴
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
  
  
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 

 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

      ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
 

 診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
、
か
つ
、
分
離
菌
に
お
け
る

次
の
①
、
②
い
ず
れ
か
に
よ
る
コ
レ
ラ
毒
素
の
確
認
 
 
 

（
①
毒
素
産
生

  
②
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
に
よ
る
毒
素
遺
伝
子
 
）
 

 
検
体
：
便
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
）

 
血
清
型
：
Ｏ

1 
 
・
 
Ｏ

13
9 

Ｏ
1
の
抗
原
型
：
小
川
型
 
・
 
稲
葉
型
 

 
Ｏ

1
の
生
物
型
：
ア
ジ
ア
型

(古
典
型

)・
エ
ル
ト
ー
ル
型

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
３
－
２
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

細
 
菌

 
性

 
赤

 
痢

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
 

 症
 

 状
 

・
発
熱
 
 
 
 
 
 
 
・
下
痢
 

・
腹
痛
 
 
 
 
 
 
 
・
テ
ネ
ス
ム
ス
（
し
ぶ
り
腹
）
 

・
膿
粘
血
便
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  

 

 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
  
 
）
 

２
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
性
的
接
触
（

A.
性
交
 

B.
経
口
）（

ア
.同

性
間
 
イ

.異
性
間
 

 
ウ

.不
明
））

 

４
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
）
 

     ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

  12
 

 診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
便
 ・

 そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
菌
種
：

dy
se

nt
er

ia
e 

(A
群

) 
・

fle
xn

er
i (

B
群

)・
 

bo
yd

ii (
C
群

) 
・

 s
on

ne
i (

D
群

) 
 
 
血
清
型
：（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め

に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
３
－
３
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

腸
 
管

 
出

 
血

 
性

 
大

 
腸

 
菌

 
感

 
染

 
症

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

  11
  症
  状
 

・
腹
痛
 
 
 
・
水
様
性
下
痢
 
 
・
血
便
 

・
嘔
吐
 
 
 
・
発
熱
 
 
 
 
 
・
溶
血
性
貧
血
 

・
急
性
腎
不
全
 
 
・
溶
血
性
尿
毒
症
症
候
群
(Ｈ

Ｕ
Ｓ
) 

・
痙
攣
 
 
 
・
昏
睡
 
 
 
 
 
・
脳
症
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
  
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
  
  
  
  
  
  
  
  
 

 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種
類
・

状
況
：
 
 
 
 
 
  

  
  
  

 
  
  
  
 
  
 

 
）
 

４
 
そ
の
他
（
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

    ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
、
か
つ
、
分
離
菌
に
お
け
る

次
の
①
、
②
い
ず
れ
か
に
よ
る
ベ
ロ
毒
素
の
確
認

 
（
①
毒
素
産
生

  
②
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
等
に
よ
る
毒
素
遺
伝
子
 
）

 
 
検
体
：
便

 ・
 そ

の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 

 
 
Ｏ
血
清
群
：
Ｏ

( 
  

  
 )
・
不
明

 
Ｈ
血
清
群
：
Ｈ

( 
  

  
 )
・
不
明

 
ベ
ロ
毒
素
：

VT
1V

T2
 ・

VT
1 
・

VT
2 
・

VT
(型

不
明

) 
・
便
で
の
ベ
ロ
毒
素
の
検
出

 
 
（

H
U

S
発
症
例
に
限
る
）

 
・
血
清
で
の
Ｏ
抗
原
凝
集
抗
体
又
は
抗
ベ
ロ
毒
素
抗
体
の
検
出
（

H
U

S
発
症
例
に
限
る
）

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め

に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
３
－
４
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

腸
 
チ

 
フ

 
ス

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
高
熱
 
 
 
・
比
較
的
徐
脈
 
・
バ
ラ
疹
 
・
脾
腫
 

・
下
痢
 
 
 
・
便
秘
 
 
 
 
・
腸
出
血
 
・
腸
穿
孔
 

・
意
識
障
害
 
・
難
聴
 

・
胆
石
 
 
 
・
慢
性
胆
嚢
炎
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  

）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
  
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  

 
 
 
 
 
）
 

２
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
そ
の
他
（
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 ）

 

  

 

②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

 ・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
骨
髄
液
・
便
・
尿
・
胆
汁
・
そ
の
他
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
フ
ァ
ー
ジ
型
：（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

    

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め

に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
３
－
５
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

パ
 
ラ

 
チ

 
フ

 
ス

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
高
熱
 
 
 
・
比
較
的
徐
脈
 
・
バ
ラ
疹
 
・
脾
腫
 

・
下
痢
 
 
 
・
便
秘
 
 
 
 
・
腸
出
血
 
・
腸
穿
孔
 

・
意
識
障
害
 
・
難
聴
 
 
 
 
・
胆
石
 
 
 
・
慢
性
胆
嚢
炎
 

・
そ
の
他
（
 
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
  
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  

 
 
 
 
 
）
 

２
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

３
 
そ
の
他
（
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 ）
 

   ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

 ・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
骨
髄
液
・
便
・
尿
・
胆
汁
・
そ
の
他
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 
 
 

 
 
フ
ァ
ー
ジ
型
：（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 

  ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

    

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め

に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
４
－
１
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

Ｅ
 
型

 
肝

 
炎

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

 ・
発
熱
 
 
 
 
 
 
・
全
身
倦
怠
感
 
 

・
食
欲
不
振
 
 
 
 
・
黄
疸
 
 

・
肝
機
能
異
常
 
 
 
・
肝
腫
大
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

１
 
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

３
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

４
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
）
 

  ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原

体
遺

伝
子

の
検

出
 

検
体

：血
液

・便
・そ

の
他

（ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

 
 

 
遺
伝
子
型
：
G1
 ・

G2
 ・

G3
 ・

G4
 

 ・
血
清

Ig
M

 抗
体
の
検
出

 
 ・
血
清

Ig
A 
抗
体
の
検
出

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
４
－
２
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ウ
エ

ス
ト

ナ
イ

ル
熱

（
ウ

エ
ス

ト
ナ

イ
ル

脳
炎

含
む

）
発

生
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

病
 
 
 
 
 
 
型
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

1)
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
熱
、
2)
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
脳
炎
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

２
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

    ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
・
頭
痛
 
 
 
 
 
・
筋
肉
痛
 

・
発
疹
 
 
 
・
リ
ン
パ
節
腫
脹
 
 

・
麻
痺
 
 
 
・
意
識
障
害
  
  
  
・
痙
攣
 
 

・
髄
膜
脳
炎
 
・
脳
炎
 
 
 
  
  
・
筋
力
低
下
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
  
 
）
 

・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
  
）
 

・
Ig

M
抗
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
清
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
  
 
）
 

・
ペ
ア
血
清
で
の
中
和
抗
体
の
検
出
 

結
果
：
抗
体
陽
転
 ・

 抗
体
価
の
有
意
上
昇
 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
４
－
３
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

Ａ
 
型

 
肝

 
炎

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
全
身
倦
怠
感
 
 
 
 
 
・
発
熱
 
 
 
 

・
食
欲
不
振
 
 
 
 
 
 
・
黄
疸
 
 
 
 
 

・
肝
腫
大
 
 
 
 
 
 
 
・
肝
機
能
異
常
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

３
 
性
的
接
触
（

A.
性
交
 

B.
経
口
）（

ア
.同

性
間
 
イ

.異
性
間
 
ウ

.
不
明
）
 

４
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

③
Ａ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
（
有
 
・
 
無
 
・
 
不
明
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

 ・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
：
血
液
・
便
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 ・
血
清

Ig
M

 抗
体
の
検
出

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

   

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
４
－
４
 

 

 

エ
 
キ

 
ノ

 
コ

 
ッ

 
ク

 
ス

 
症

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
 

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 
 
 

 

病
 
 
 
 
 
 
型
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

１
）
多
包
条
虫
、
 
 
２
）
単
包
条
虫
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 11
  症
  状
 

 ・
肝
腫
大
 
 
 
・
腹
痛
 
 
 
・
黄
疸
 
 
 
 

・
貧
血
 
 
 
 
・
発
熱
 
 
 
・
腹
水
 

・
る
い
そ
う
 
 
・
肝
臓
の
画
像
異
常
所
見
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

12
  診 断 方 法
 

 ・
包
虫
あ
る
い
は
包
虫
の
一
部
の
検
出

 
 
 
検
体
：
肝
臓
の
摘
出
組
織
・
肝
臓
の
生
検
組
織
・

 
そ
の
他
（
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・

EL
IS

A
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出

 
 ・

W
es

te
rn

 B
lo

t法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
４
－
５
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

黄
 
熱

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
 
・
嘔
吐
 
 
 
 
・
筋
肉
痛
 
 
 

・
鼻
出
血
 
 
 
・
歯
齦
出
血
 
 
・
黒
色
嘔
吐
 
 

・
下
血
 
 
 
 
・
蛋
白
尿
 
 
 
・
黄
疸
 

・
乏
尿
 
 
 
 
・
肝
性
昏
睡
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

２
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ③
黄
熱
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
（
有
・
無
・
不
明
）
 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
血
清

Ig
M

抗
体
の
検
出
 

・
ペ
ア
血
清
で
の
中
和
抗
体
の
検
出
 

結
果
：
抗
体
陽
転
 
・
 
抗
体
価
の
有
意
上
昇
 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
４
－
６
 

 

オ
 
ウ

 
ム

 
病

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
・
頭
痛
 
 
 
・
筋
肉
痛
 
 
 
 

・
関
節
痛
 
 
・
咳
 
 
 
 
・
粘
液
性
痰
 
 

・
肺
炎
 
 
 
・
呼
吸
困
難
 
・
意
識
障
害
 
 

・
Ｄ
Ｉ
Ｃ
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

    ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
間
接
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出

 
 
 
結
果
：

Ig
M

抗
体

 ・
 Ig

G
抗
体

25
6
倍
以
上

 
 
 
・
ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
陽
転

 ・
ペ
ア
血
清
で
の

 
抗
体
価
の
有
意
上
昇

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

  

  

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
４
－
７
 

 

 

オ
 
ム

 
ス

 
ク

 
出

 
血

 
熱

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

  11
  症
  状
 

 ・
発
熱
 
 
 
・
頭
痛
 
 
 
 
 
・
筋
肉
痛
 

・
咳
 
 
 
 
・
徐
脈
 
 
 
 
 
・
脱
水
 

・
低
血
圧
 
 
・
消
化
器
症
状
 
 
・
出
血
 
 

・
髄
膜
炎
 
・
脳
炎
 
 
 
・
肺
炎
 
 
・
腎
機
能
障
害
  
  
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

２
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

    ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 12
  診 断 方 法
 

 ・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
  
 
）
 

・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
  
）
 

・
Ig

M
抗
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
清
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
  
 
）
 

・
ペ
ア
血
清
で
の
中
和
抗
体
の
検
出
 

結
果
：
抗
体
陽
転
 ・

 抗
体
価
の
有
意
上
昇
 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1，

3，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄

は
該
当

す
る
番

号
等
を

○
で
囲
み

、
4
,
 
5
,
 
1
3
か

ら
1
7
欄

は
年

齢
、

年
月

日
を

記
入

す
る

こ
と

。
 

(
※

)
欄
は

、
死
亡
者

を
検
案

し
た
場
合

の
み
記

入
す
る
こ

と
。

(
＊

)
欄
は
、

患
者
（

確
定
例
）

を
診
断

し
た
場
合

の
み
記

入
す
る
こ

と
。
 

1
1
,
 1
2
欄

は
、

該
当

す
る

も
の

す
べ

て
を

記
載

す
る

こ
と

。）
 

    

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 



240

 
 

別
記
様
式
４
－
８
 

 

回
 
帰

 
熱

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
 
・
咳
 
 
 
 
 
・
出
血
傾
向
 
 
 

・
結
膜
炎
 
 
 
・
肝
腫
大
 
 
 
・
脾
腫
 
 
 
 

・
黄
疸
 
 
 
 
・
発
疹
 
 
 
 
・
肝
機
能
異
常
 
 
 
 

・
心
筋
炎
 
 
 
・
脳
出
血
 
 
 
・
肺
炎
 
 

・
菌
血
症
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

   ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
菌
種
名
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
暗
視
野
顕
微
鏡
で
の
観
察
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
血
液
検
体
か
ら
の
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
病
原
体
抗
原
の
検
出
 

・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 

・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

   

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

    

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
４
－
９
 

 

キ
 
ャ

 
サ

 
ヌ

 
ル

 
森

 
林

 
病

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

  11
  症
  状
 

 ・
発
熱
 
 
 
・
頭
痛
 
 
 
 
 
・
筋
肉
痛
 

・
咳
 
 
 
 
・
徐
脈
 
 
 
 
 
・
脱
水
 
 

・
低
血
圧
 
 
・
消
化
器
症
状
 
 
・
出
血
 

・
髄
膜
炎
 
 
・
脳
炎
 
 
 
  
  
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

２
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

    ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 12
  診 断 方 法
 

 ・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
  
 
）
 

・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
  
）
 

・
Ig
M
抗
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
清
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
  
 
）
 

・
ペ
ア
血
清
で
の
中
和
抗
体
の
検
出
 

結
果
：
抗
体
陽
転
 ・

 抗
体
価
の
有
意
上
昇
 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1，

3，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄

は
該
当

す
る
番

号
等
を

○
で
囲
み

、
4
,
 
5
,
 
1
3
か

ら
1
7
欄

は
年

齢
、

年
月

日
を

記
入

す
る

こ
と

。
 

(
※

)
欄
は

、
死
亡
者

を
検
案

し
た
場
合

の
み
記

入
す
る
こ

と
。

(
＊

)
欄
は
、

患
者
（

確
定
例
）

を
診
断

し
た
場
合

の
み
記

入
す
る
こ

と
。
 

1
1
,
 1
2
欄

は
、

該
当

す
る

も
の

す
べ

て
を

記
載

す
る

こ
と

。）
 

    

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
４
－
１
０
 

 

Ｑ
 
熱

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
 
 
・
頭
痛
 
 
 
 
 
・
筋
肉
痛
 
 

・
全
身
倦
怠
感
 
 
・
眼
球
後
部
痛
 
 
・
間
質
性
肺
炎
 

・
肝
機
能
異
常
 
 
・
心
内
膜
炎
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
塵
埃
感
染
（
吸
入
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

  ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出

 
 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
間
接
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出

 
 
 
結
果
：

Ig
M

抗
体

64
倍
以
上
・

Ig
G
抗
体

25
6
倍
以
上
・

 
 
 
 
 
 
ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
陽
転
・
ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
価
の

有
意
上
昇

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

   

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

 
別
記
様
式
４
－
１
１
 

 

狂
 
犬

 
病

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
咬
傷
周
辺
の
知
覚
異
常
 
 
 
 
 
 
・
疼
痛
 

・
不
穏
 
 
 
 
 
・
頭
痛
 
 
 
 
 
・
発
熱
 
 
 

・
恐
水
発
作
 
 
 
・
麻
痺
 
 
 
 
 
・
痙
攣
 

・
異
常
興
奮
 

・
そ
の
他
（
 
 
  
  
  
  
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
 ・

 推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

２
  
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

       ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
唾
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
病
原
体
抗
原
の
検
出
 

 
 
検
体
：
角
膜
塗
抹
標
本
・
頚
部
の
皮
膚
・
気
管
吸
引
物
・
 

唾
液
腺
・
脳
組
織
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
：
唾
液
・
髄
液
・
脳
組
織
・
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・

 F
luo

rec
en

t F
oc

us
 In

hib
itio

n T
es

tに
よ
る
髄
液
抗
体
の
検
出

  
・

EL
IS

A
法
に
よ
る
髄
液
抗
体
の
検
出
（

Ig
M
・

Ig
G
）

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
４
－
１
２
 

 

コ
 
ク

 
シ

 
ジ

 
オ

 
イ

 
デ

 
ス

 
症

 
発

 
生

 
届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
 
 
 
 
 
・
咳
 
 

・
胸
部
結
節
性
病
変
 
 
 
・
胸
部
空
洞
性
病
変
 

・
皮
膚
潰
瘍
･腫

瘤
 
 
 
 ・

全
身
播
種
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
塵
埃
感
染
（
吸
入
物
の
種
類
・
状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
）
 

 ２
 
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

）
 

   ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
喀
痰
・
気
管
支
洗
浄
液
・
肺
組
織
・
皮
膚
組
織
・
そ
の

他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
鏡
検
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
喀
痰
・
気
管
支
洗
浄
液
・
肺
組
織
・
皮
膚
組
織
・
そ
の

他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
免
疫
拡
散
法
に
よ
る
抗
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
清
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め

に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
４
－
１
３
 

 

サ
 
ル

 
痘

 
発

 
生

 
届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
 
 
 
 
・
頭
痛
 

・
背
部
痛
 
 
 
 
 
 
・
発
疹
 

・
局
所
リ
ン
パ
節
腫
脹
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
 
  

 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ２
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種
類
・

状
況
: 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

 
）
 

３
 
そ
の
他
（
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

    ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
電
子
顕
微
鏡
で
の
観
察
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
（
確
定
例
か
ら
の

二
次
感
染
、
又
は
感
染
動
物
か
ら
の
感
染
が
強
く
疑
わ
れ
る
場
合

に
限
る
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
病
原
体
抗
原
の
検
出
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め

に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
４
－
１
４
 ジ
 
カ

 
ウ

 
イ

 
ル

 
ス

 
感

 
染

 
症

 
発

 
生

 
届

 

都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
 

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
・
日
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
 
 
日
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

病
 
型
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

1
)
 
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
病
、
 
2
)
 
先
天
性
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
 

①
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
 

（
動

物
・

蚊
・

昆
虫

等
の

種
類

・
状

況
：

  
  

  
  

  
  

  
  

  
）

 

 ２
 
感
染
母
体
か
ら
の
経
胎
盤
感
染
 

母
親
の
妊
娠
中
の
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
罹
患
歴
 

ア
）
妊
娠
中
に
診
断
（
診
断
時
の
妊
娠
週
数
：
 
 
週
）
 

 
 
 
羊
水
検
査
実
施
の
有
無
：
ａ
）
あ
り
 
ｂ
）
な
し
 

 
 
 

羊
水

検
査
結
果

：
ａ
）
陽

性
 ｂ

）
陰
性

 ｃ
）
判
定
保

留
 

イ
）
出
産
後
に
診
断
 
ウ
）
判
定
保
留
 
エ
）
陰
性
 

オ
）
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ３
 
経
産
道
感
染
 

 ４
 
輸
血
 

 ５
 
性
的
接
触
 

 
 
ア
）
異
性
間
 
 
イ
）
同
性
間
 
 
ウ
）
不
明
 

 ６
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

  ②
 
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 1
1
 

 症
 

候
 

・
 

合 併 症
 

1
)
 
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
病
の
場
合
：
 

・
発
熱
 
 
 
 
 
・
発
疹
 
 
 
 
 
 
・
頭
痛
 

・
全
身
の
筋
肉
痛
 
・
骨
関
節
痛
 
 
 
 
・
結
膜
充
血
 

・
血
小
板
減
少
 
 
・
白
血
球
減
少
 
 
 
・
筋
力
低
下
 

・
弛
緩
性
麻
痺
 
 
・
反
射
消
失
を
伴
う
運
動
麻
痺
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

 2
)
 
先
天
性
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
場
合
：
 

・
小
頭
症
 
 
 
 
 
・
頭
蓋
内
石
灰
化
 
 
・
先
天
奇
形
 

・
聴
覚
障
害
 
 
 
 
・
視
力
障
害
 
 
 
 
 
・
精
神
発
達
遅
滞
 

・
脾
腫
大
 
 
 
 
 
・
肝
腫
大
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

 12
  

診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
検

体
：

血
液

・
尿

・
臍

帯
・

臍
帯

血
・

胎
盤

・
髄

液
・

そ
の

他
（

 
 

 
） 

方
法
：
ウ
イ

ル
ス
分

離
・
免
疫

組
織
化

学
染

色
・
そ

の
他
（

 
  

 
） 

・
検
体
か
ら
直
接
の

P
C
R
法
に

よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

検
体
：
血

液
・
尿
・
髄

液
・
臍

帯
・
臍

帯
血
・
胎

盤
・
そ

の
他
（

 
 

 
） 

・
I
g
M
抗
体
の
検
出
 

 
検
体
：
血
清
・
髄
液
・
臍
帯
血
血
清
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
）
 

結
果
：
陽
転
化
・
抗
体
価
の
有
意
な
上
昇
 

他
の

フ
ラ

ビ
ウ

イ
ル

ス
属

ウ
イ

ル
ス

の
Ig

M
抗

体
の

確
認

の
有

無
：
 

あ
り
（
病
原
体
：
 
 
 
 
 
）
・
な
し
 

・
中
和
抗
体
の
検
出
 

 
検
体
：
血
清
・
髄
液
・
臍
帯
血
血
清
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
）
 

結
果
：
陽
転
化
・
抗
体
価
の
有
意
な
上
昇
 

・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

１
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の

た
め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
４
－
１
５
 

重
症

熱
性

血
小

板
減

少
症

候
群

（
病

原
体

が
フ

レ
ボ

ウ
イ

ル
ス

属
Ｓ

Ｆ
Ｔ

Ｓ
ウ

イ
ル

ス
で

あ
る

も
の

に
限

る
。）

 発
生

届
 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

 
（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 

 
（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
 

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 
 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
 
 
・
頭
痛
 
 
 
  
  
 ・

筋
肉
痛
 

・
神
経
症
状
 
  
  
 ・

腹
痛
 
 
 
  
  
・
下
痢
 

・
嘔
吐
 
 
 
 
 
・
食
欲
不
振
  
  
  
 ・

全
身
倦
怠
感
 

・
血
小
板
減
少
 
 
・
白
血
球
減
少
 
  
 ・

リ
ン
パ
節
腫
脹
 

・
出
血
傾
向
 
 
 
・
紫
斑
  
  
  
  
  
  
・
消
化
管
出
血
 

・
刺
し
口
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
  
 
）
 

３
 
針
等
の
鋭
利
な
も
の
の
刺
入
に
よ
る
感
染
（
刺
入
物
の
種
類
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

４
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

５
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
）
 

 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 ・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 ・
EL
IS
A
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
 

結
果
：

Ig
M

抗
体

  
・

 ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
陽
転
・

 
ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
価
の
有
意
上
昇

 
 ・
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
 

結
果
：

Ig
M

抗
体

  
・

 ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
陽
転
・

 
ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
価
の
有
意
上
昇

 
 ・
ペ
ア
血
清
で
の
中
和
抗
体
の
検
出
 

結
果
：
抗
体
陽
転
 ・

 抗
体
価
の
有
意
上
昇
 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

１
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
４
－
１
６
 

 

腎
 
症

 
候

 
性

 
出

 
血

 
熱

（
H
F
RS
）

 
発
 
生

 
届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
 
・
血
圧
低
下
 
 
・
シ
ョ
ッ
ク
 

・
点
状
出
血
 
 
 

・
乏
尿
 
 
 
 
・
蛋
白
尿
 
 
 
・
血
尿
 

・
腎
機
能
低
下
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

 ２
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

  ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
尿
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
：
血
液
・
尿
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
EL

IS
A
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
（

Ig
M
・

Ig
G
）

 
・
間
接
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
（

Ig
M
・

Ig
G
）

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
４
－
１
７
 

 
西

 
部

 
ウ

 
マ

 
脳

 
炎

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
 

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
・
頭
痛
 
 
 
 
 
・
筋
肉
痛
 

・
発
疹
 
 
 
・
リ
ン
パ
節
腫
脹
 
 

・
麻
痺
 
 
 
・
意
識
障
害
  
  
  
・
痙
攣
 
 

・
髄
膜
炎
 
 
・
脳
炎
 
 
 
  
  
・
筋
力
低
下
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

２
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

    ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 12
  診 断 方 法
 

 ・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
  
 
）
 

・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
  
）
 

・
Ig

M
抗
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
清
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
  
 
）
 

・
ペ
ア
血
清
で
の
中
和
抗
体
の
検
出
 

結
果
：
抗
体
陽
転
 ・

 抗
体
価
の
有
意
上
昇
 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1，

3，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄

は
該
当

す
る
番

号
等
を

○
で
囲
み

、
4
,
 
5
,
 
1
3
か

ら
1
7
欄

は
年

齢
、

年
月

日
を

記
入

す
る

こ
と

。
 

 
(
※
)
欄
は
、

死
亡
者

を
検
案

し
た
場
合

の
み
記

入
す
る
こ

と
。

(
＊

)
欄
は
、

患
者
（

確
定
例
）

を
診
断

し
た
場
合

の
み
記

入
す
る
こ

と
。
 

1
1
,
 1
2
欄

は
、

該
当

す
る

も
の

す
べ

て
を

記
載

す
る

こ
と

。）
 

      

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
４
－
１
８
 

  

ダ
 ニ

 媒
 
介

 脳
 炎

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

  11
  症
  状
 

 ・
発
熱
 
 
 
・
頭
痛
 
 
 
 
 
・
筋
肉
痛
 

・
発
疹
 
 
 
・
リ
ン
パ
節
腫
脹
 
 

・
麻
痺
 
 
 
・
意
識
障
害
  
  
  
・
痙
攣
 
 

・
髄
膜
炎
 
 
・
脳
炎
 
 
 
  
  
・
筋
力
低
下
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

２
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

    ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

   12
  診 断 方 法
 

 ・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
  
 
）
 

・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
  
）
 

・
Ig
M
抗
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
清
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
  
 
）
 

・
ペ
ア
血
清
で
の
中
和
抗
体
の
検
出
 

結
果
：
抗
体
陽
転
 ・

 抗
体
価
の
有
意
上
昇
 

 

・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1，

3，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄

は
該
当

す
る
番

号
等
を

○
で
囲
み

、
4
,
 
5
,
 
1
3
か

ら
1
7
欄

は
年

齢
、

年
月

日
を

記
入

す
る

こ
と

。
 

(
※

)
欄
は

、
死
亡
者

を
検
案

し
た
場
合

の
み
記

入
す
る
こ

と
。

(
＊

)
欄
は
、

患
者
（

確
定
例
）

を
診
断

し
た
場
合

の
み
記

入
す
る
こ

と
。
 

1
1
,
 1
2
欄

は
、

該
当

す
る

も
の

す
べ

て
を

記
載

す
る

こ
と

。）
 

  

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
４
－
１
９
 

 

炭
 
疽

 
発

 
生

 
届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
皮
膚
病
変
（
ニ
キ
ビ
、
虫
さ
さ
れ
様
）
 

・
水
疱
 
 
 
 
 
・
黒
色
痂
皮
 

・
敗
血
症
 
 
 
 
・
発
熱
 
 
 
 
・
呼
吸
困
難
 

・
チ
ア
ノ
ー
ゼ
 
 
・
シ
ョ
ッ
ク
 

・
腹
痛
 
 
 
 
 
・
吐
血
 
 
 
 
・
血
性
下
痢
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
 
）
 

 ・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
）
 

２
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種
類
・

状
況
：
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 
）
 

４
 
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

）
 

  ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め

に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
４
－
２
０
 

 

チ
 ク

 ン
 
グ

 ニ
 ア

 熱
 発

 
生

 届
 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

  
・
発
熱
 
 
 
 
 
 
 
 ・

関
節
痛
 
 
 
  

・
発
疹
 
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 11
  症
  状
 

・
関
節
の
炎
症
、
腫
脹
 
 ・

全
身
倦
怠
感
 
 
  

・
頭
痛
 

・
筋
肉
痛
 
 
 
 
 
 
 ・

リ
ン
パ
節
腫
脹
 
 
 
 

・
血
小
板
減
少
 
 
  
  
 ・

白
血
球
減
少
 
 
 ・

神
経
症
状
 
 

・
劇
症
肝
炎
 

 
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
）
 

・
な
し
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の

種
類
・
状
況
：
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

）
 

２
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  
  
  
  
 
）
 

    ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
 本

 国
 内

（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
 外

（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
 細

 地
 域

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

  
  
渡
 航

 時
 期

（
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
 
 
 
 ）

 

   

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

  
  

  
  

 ）
 

 
 

 
・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
  
  
  

）
 

 
 
 

・
血
清

Ig
M

抗
体
の
検
出

 
・
ペ
ア
血
清
で
の

EL
IS

A
法
に
よ
る

Ig
G
抗
体
の
検
出

 
結
果
：
抗
体
陽
転
 
・
抗
体
価
の
有
意
上
昇

 
・
ペ
ア
血
清
で
の
赤
血
球
凝
集
阻
止
抗
体
の
検
出

 
結
果
：
抗
体
陽
転
 
・
抗
体
価
の
有
意
上
昇

 
・
ペ
ア
血
清
で
の
中
和
抗
体
の
検
出

 
結
果
：
抗
体
陽
転
 
・
抗
体
価
の
有
意
上
昇

 
・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

  
  

  
  
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

  
  

  
  
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
  
  
）
 

１
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の

た
め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
４
－
２
１
 

 

つ
 
つ

 
が

 
虫

 
病

 
発

 
生

 
届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
頭
痛
 
 
 
・
発
熱
 
 
 
・
刺
し
口
 
 
 
 

・
リ
ン
パ
節
腫
脹
 
 
 
 
 
・
発
疹
 

・
肺
炎
 
 
 
・
脳
炎
 

・
そ
の
他
（
 
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種
類
・

状
況
：
  
  
  
  
  
  
  

 
 
 
  

 
 
 
）
 

２
 
そ
の
他
（
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

）
 

      ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
病
理
組
織
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 

・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
病
理
組
織
・
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
間
接
蛍
光
抗
体
法
又
は
間
接
免
疫
ペ
ル
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
法
に
よ
る

血
清
抗
体
の
検
出
 

 
 
結
果
：

Ig
M

抗
体
・
ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
陽
転
・
 

ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
価
の
有
意
上
昇
 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
４
－
２
２
 

 

デ
 
ン

 
グ

 
熱

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

病
 
型
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

1)
デ
ン
グ
熱
、
 
 
2)
デ
ン
グ
出
血
熱
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等

の
種
類
・
状
況
：
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 
）
 

２
 
そ
の
他
（
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

）
 

      ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
 
 
・
2
日
以
上
続
く
発
熱
  

・
頭
痛
 
 
 
 

・
全
身
の
筋
肉
痛
 
・
骨
関
節
痛
 
 
 
  

  
・
発
疹
 

・
血
小
板
減
少
 
 
・
10
0,
00
0/
㎣

 以
下
の
血
小
板
減
少
 

・
白
血
球
減
少
 
 
・
出
血
 
 
 
 
 
 
 
・
シ
ョ
ッ
ク
 

・
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
の
上
昇

(補
液
な
し
で
、
同
性
、
同
年
代
の
正
常
値
の

20
％
以
上
の
上

昇
) 

 ・
血
清
蛋
白
の
低
下
 
 
・
胸
水
 
 
 
 
 
 

・
腹
水
 
 

 
 
 
 
・
To
ur
ni
qu
et

テ
ス
ト
陽
性
 
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
血
清
型
：（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
血
清
型
：（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
血
液
（
血
清
又
は
全
血
）
で
の
非
構
造
蛋
白
（

N
S1

）
の
検
出

 
・
ペ
ア
血
清
で
の
血
清

Ig
M

抗
体
の
検
出

 
結
果
：
抗
体
陽
転
 
・
抗
体
価
の
有
意
上
昇

 
・
ペ
ア
血
清
で
の
赤
血
球
凝
集
阻
止
抗
体
の
検
出

 
結
果
：
抗
体
陽
転
 
・
抗
体
価
の
有
意
上
昇

 
・
ペ
ア
血
清
で
の
中
和
抗
体
の
検
出

 
結
果
：
抗
体
陽
転
 
・
抗
体
価
の
有
意
上
昇

 
・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

１
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医

療
の
た
め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
４
－
２
３
 

   

東
 
部

 
ウ

 
マ

 
脳

 
炎

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

 ・
発
熱
 
 
 
・
頭
痛
 
 
 
 
 
・
筋
肉
痛
 

・
発
疹
 
 
 
・
リ
ン
パ
節
腫
脹
 
 

・
麻
痺
 
 
 
・
意
識
障
害
  
  
  
・
痙
攣
 
 

・
髄
膜
炎
 
 
・
脳
炎
 
 
 
  
  
・
筋
力
低
下
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の

種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

２
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

    ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
  
 
）
 

・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
  
）
 

・
Ig

M
抗
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
清
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
  
 
）
 

・
ペ
ア
血
清
で
の
中
和
抗
体
の
検
出
 

結
果
：
抗
体
陽
転
 ・

 抗
体
価
の
有
意
上
昇
 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療

の
た
め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1，

3，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄

は
該
当

す
る
番

号
等
を

○
で
囲
み

、
4
,
 
5
,
 
1
3
か

ら
1
7
欄

は
年

齢
、

年
月

日
を

記
入

す
る

こ
と

。
 

(
※

)
欄
は

、
死
亡
者

を
検
案

し
た
場
合

の
み
記

入
す
る
こ

と
。

(
＊

)
欄
は
、

患
者
（

確
定
例
）

を
診
断

し
た
場
合

の
み
記

入
す
る
こ

と
。
 

1
1
,
 1
2
欄

は
、

該
当

す
る

も
の

す
べ

て
を

記
載

す
る

こ
と

。）
 

   

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
４
－
２
４
 

 鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

（
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
（

Ｈ
５

Ｎ
１

及
び

Ｈ
７

Ｎ
９

）
を

除
く

。
）

発
生

届
 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

  11
  症
  状
 

・
発
熱
 
・
咳
 
・
下
痢
 

・
重
篤
な
肺
炎
 
・
多
臓
器
不
全
 

・
結
膜
炎
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
飛
沫
・
飛
沫
核
感
染
（
感
染
源
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
  

  
  

）
 

２
 
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
）
 

３
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

４
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種
類
・

状
況
：
  
  
  
 
 
 
 
  

 
 
  
  
  
  
  
 
 ）

 

５
 
そ
の
他
（
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

）
 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

Ｈ
亜
型
：
H5
・
H7
・
H9
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
）
 

Ｎ
亜
型
：
( 
  
  
  
  

 )
 

・
検
体
か
ら
直
接
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

Ｈ
亜
型
：
H5
・
H7
・
H9
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
）
 

Ｎ
亜
型
：
( 
  
  
  
  
 
) 

・
中
和
試
験
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
 

 
 
Ｈ
亜
型
：
H5
・
H7
・
H9
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め

に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
４
－
２
５
 

 

ニ
 
パ

 
ウ

 
イ

 
ル

 
ス

 
感

 
染

 
症

 
発

 
生

 
届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
 
 
 
 
・
嘔
吐
 

・
筋
肉
痛
 
 
 
 
 
 
・
ミ
オ
ク
ロ
ー
ヌ
ス
 

・
意
識
障
害
 
 
 
 
 
・
筋
緊
張
低
下
 

・
痙
攣
 
 
 
 
 
 
 
・
脳
炎
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
）
 

２
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
）
 

     ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出

 
 
 
検
体
：
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ）
 

・
免
疫
染
色
に
よ
る
病
原
体
抗
原
の
検
出

 
 
 
検
体
名
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
：
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・

EL
IS

A
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出

 
 
 
結
果
：

Ig
M

抗
体

  
・

 ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
陽
転
・
ペ
ア
血
清

で
の
抗
体
価
の
有
意
上
昇

 
・
ペ
ア
血
清
で
の
中
和
抗
体
の
検
出

 
結
果
：
抗
体
陽
転

 ・
抗
体
価
の
有
意
上
昇

 
 

・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
４
－
２
６
 

 

日
 
本

 
紅

 
斑

 
熱

 
発

 
生

 
届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
 
 
・
頭
痛
 
 
 
 
 
 
 

・
刺
し
口
 
 
 
 
・
発
疹
 
 

・
Ｄ
Ｉ
Ｃ
 
 
 
 
・
肝
機
能
異
常
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
）
 

    ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出

 
 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
間
接
蛍
光
抗
体
法
又
は
間
接
免
疫
ペ
ル
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
法

 
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出

 
結
果
：

Ig
M

抗
体

  
・

 ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
陽
転
・

 
ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
価
の
有
意
上
昇

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
４
－
２
７
 

 

日
 
本

 
脳

 
炎

 
発

 
生

 
届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
 
 
 
 
・
頭
痛
 
 
 
 

・
嘔
吐
 
 
 
 
 
 
 
・
項
部
硬
直
 
 

・
意
識
障
害
 
 
 
 
 
・
易
興
奮
性
 
 
 

・
痙
攣
 
 
 
 
 
 
 
・
筋
硬
直
 
 
 
 
 
 
 

・
脳
神
経
麻
痺
 
 
 
 
・
不
随
意
運
動
 
 
 
 
 

・
運
動
失
調
 
 
 
 
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

１
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等

の
種
類
・
状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・

状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 

そ
の

他

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

③
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
  

1
回
目
 
有
（
 
 
 
 
歳
）・

 無
 ・

 不
明
 

接
種
年
月
日
（
 
Ｓ
・
Ｈ
 
 
 
年
 
 
月
 
 
 
日
 ・

不
明
） 

2
回
目
 
有
（
 
 
 
 
歳
）・

 無
 ・

 不
明
 

接
種
年
月
日
（
 
Ｓ
・
Ｈ
 
 
 
年
 
 
月
 
 
 
日
 ・

不
明
） 

3
回
目
 
有
（
 
 
 
 
歳
）・

 無
 ・

 不
明
 

接
種
年
月
日
（
 
Ｓ
・
Ｈ
 
 
 
年
 
 
月
 
 
 
日
 ・

不
明
） 

4
回
目
 
有
（
 
 
 
 
歳
）・

 無
 ・

 不
明
 

接
種
年
月
日
（
 
Ｓ
・
Ｈ
 
 
 
年
 
 
月
 
 
 
日
 ・

不
明
） 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
：
血
液
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・

Ig
M

抗
体
の
検
出

 
 
 
検
体
：
血
清
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 

  
 
 
）

 
・
ペ
ア
血
清
で
の
赤
血
球
凝
集
阻
止
抗
体
の
検
出

 
結
果
：
抗
体
陽
転
 
・
 
抗
体
価
の
有
意
上
昇

 
・
ペ
ア
血
清
で
の
中
和
抗
体
の
検
出

 
結
果
：
抗
体
陽
転
 
・
 
抗
体
価
の
有
意
上
昇

 
・
ペ
ア
血
清
で
の
補
体
結
合
抗
体
の
検
出
 

 
 
結
果
：
抗
体
陽
転
 
 
・
 
 
抗
体
価
の
有
意
上
昇
 

・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

１
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
４
－
２
８
 

 

ハ
 
ン

 
タ

 
ウ

 
イ

 
ル

 
ス

 
肺

 
症

 
候

 
群

（
H
P
S）

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
 
 
 
 
・
筋
肉
痛
 
 
 

・
咳
嗽
 
 
 
 
 
 
 
・
呼
吸
困
難
 
 

・
消
化
器
症
状
 
 
 
 
・
頻
呼
吸
 
 
 

・
頻
脈
 
 
 
 
 
 
 
・
シ
ョ
ッ
ク
 

・
肺
水
腫
 
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
）
 

２
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
）
 

  ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
血
液
・
肺
組
織
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

検
体
：
血
液
・
肺
組
織
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
間
接
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
（

Ig
M

 ・
 Ig

G
）
 

・
EL

IS
A
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
（

Ig
M

 ・
 Ig

G
）
 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

   

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
４
－
２
９
 

 

Ｂ
 
ウ

 
イ

 
ル

 
ス

 
病

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
水
疱
性
 
 
 
 
 
・
潰
瘍
性
皮
膚
粘
膜
病
変
 

・
動
物
と
の
接
触
部
位
の
局
所
症
状
 

・
リ
ン
パ
節
腫
脹
 
 
・
発
熱
  
  
  
  
 ・

筋
力
低
下
 
 
 
 
 
 
 

・
麻
痺
 
 
 
  
  
  
・
結
膜
炎
 
  

 
・
脳
幹
機
能
不
全
 

・
複
視
 
 
 
 
 
 
・
構
語
障
害
  
  
 ・

交
差
性
麻
痺
 
 
 
 
 
 

・
知
覚
障
害
 
  
  
  
・
脳
炎
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 

 
 
 
）
 

・
な
し
 

 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種
類
・

状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

２
 
針
等
の
鋭
利
な
も
の
の
刺
入
に
よ
る
感
染
（
刺
入
物
の
種
類
・
状

況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
）
 

   ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
咽
頭
拭
い
液
・
髄
液
・
咬
傷
部
生
検
組
織
・

 
擦
過
部
生
検
組
織
・
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
検
体
：
咽
頭
拭
い
液
・
髄
液
・
咬
傷
部
生
検
組
織
・

 
擦
過
部
生
検
組
織
・
そ
の
他
（
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・

EL
IS

A
法

( ド
ッ
ト
ブ
ロ
ッ
ト
法
を
含
む

)に
よ
る
血
清
抗
体
の

 
検
出

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め

に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

   

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
４
－
３
０
 

 

鼻
 
疽

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

 
（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 

 
（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
 

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

 ・
発
熱
 
 
 
 
 
 
 
・
頭
痛
 
 
 
 

・
敗
血
症
 
 
 
 
 
 
・
シ
ョ
ッ
ク
 
 
 
・
皮
膚
膿
瘍
 

・
肺
炎
 
 
 
 
 
 
 
・
肺
膿
瘍
 

・
筋
肉
膿
瘍
 
 
 
 
 
・
腹
部
臓
器
膿
瘍
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

・
な
し
 

 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・

状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
）
 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 12
  診 断 方 法
 

 ・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
皮
膚
病
変
組
織
・
膿
・
喀
痰
・
咽
頭
拭
い
液
・
血
液
・

 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
）

 
 ・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
：
皮
膚
病
変
組
織
・
膿
・
喀
痰
・
咽
頭
拭
い
液
・
血
液
・

 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

１
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

       

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
４
－
３
１
 

 

ブ
 
ル

 
セ

 
ラ

 
症

 
発

 
生

 
届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
 
 
 
 
・
倦
怠
感
 

・
関
節
痛
 
 
 
 
 
 
・
筋
肉
痛
 

・
腰
背
部
痛
 
 
 
 
 
・
脾
腫
 

・
リ
ン
パ
節
腫
脹
 
 
 
・
関
節
炎
 

・
精
巣
炎
 
 
 
 
 
 
・
肝
腫
大
 

・
心
内
膜
炎
 
 
 
 
 
・
肺
炎
 

・
中
枢
神
経
症
状
 
 
 
・
骨
髄
炎
 

・
膵
炎
 
 
 
 
 
 
 
・
仙
腸
骨
炎
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
）
 

   ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
血
液
・
骨
髄
・
膿
瘍
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
菌
種
名
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
試
験
管
凝
集
反
応
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
 

 
 
結
果
：
抗
原
が
ア
ポ
ル
タ
ス
で
４
０
倍
以
上
・
 

抗
原
が
カ
ニ
ス
で
１
６
０
倍
以
上
 

・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
４
－
３
２
 

  

ベ
 ネ

 ズ
 
エ

 ラ
 ウ

 マ
 脳

 
炎

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 11
  症
  状
 

 ・
発
熱
 
 
 
・
頭
痛
 
 
 
 
 
・
筋
肉
痛
 

・
発
疹
 
 
 
・
リ
ン
パ
節
腫
脹
 
 

・
麻
痺
 
 
 
・
意
識
障
害
  
  
  
・
痙
攣
 
 

・
髄
膜
炎
 
 
・
脳
炎
 
 
 
  
  
・
筋
力
低
下
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

２
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

    ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
  
 
）
 

・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
  
）
 

・
Ig
M
抗
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
清
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
  
 
）
 

・
ペ
ア
血
清
で
の
中
和
抗
体
の
検
出
 

結
果
：
抗
体
陽
転
 ・

 抗
体
価
の
有
意
上
昇
 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1，

3，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄

は
該
当

す
る
番

号
等
を

○
で
囲
み

、
4
,
 
5
,
 
1
3
か

ら
1
7
欄

は
年

齢
、

年
月

日
を

記
入

す
る

こ
と

。
 

(
※

)
欄
は

、
死
亡
者

を
検
案

し
た
場
合

の
み
記

入
す
る
こ

と
。

(
＊

)
欄
は
、

患
者
（

確
定
例
）

を
診
断

し
た
場
合

の
み
記

入
す
る
こ

と
。
 

1
1
,
 1
2
欄

は
、

該
当

す
る

も
の

す
べ

て
を

記
載

す
る

こ
と

。）
 

    

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
４
－
３
３
 

 

ヘ
 
ン

 
ド

 
ラ

 
ウ

 
イ

 
ル

 
ス

 
感

 
染

 
症

 
発

 
生

 
届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
 
 
 
 
・
嘔
吐
 

・
肺
炎
 
 
 
 
 
 
 
・
呼
吸
障
害
 

・
筋
肉
痛
 
 
 
 
 
 
・
ミ
オ
ク
ロ
ー
ヌ
ス
 

・
意
識
障
害
 
 
 
 
 
・
脳
炎
 

・
髄
膜
炎
 
 
 
 
 
 
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
）
 

２
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
）
 

     ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出

 
 
 
検
体
：
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ）
 

・
免
疫
染
色
に
よ
る
病
原
体
抗
原
の
検
出

 
 
 
検
体
名
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
：
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・

EL
IS

A
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出

 
 
 
結
果
：

Ig
M

抗
体

  
・

 ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
陽
転
・
ペ
ア
血
清

で
の
抗
体
価
の
有
意
上
昇

 
・
ペ
ア
血
清
で
の
中
和
抗
体
の
検
出

 
結
果
：
抗
体
陽
転

 ・
抗
体
価
の
有
意
上
昇

 
 

・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と

 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
４
－
３
４
 

 

発
 
し

 
ん

 
チ

 
フ

 
ス

 
発

 
生

 
届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
 
 
 
 
・
頭
痛
 

・
発
疹
 
 
 
 
 
 
 
・
点
状
出
血
 

・
幻
覚
 
 
 
 
 
 
 
・
狂
躁
状
態
 

・
意
識
障
害
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
）
 

２
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
）
 

  ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
血
液
・
病
理
組
織
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
：
血
液
・
病
理
組
織
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
補
体
結
合
反
応
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出

 
・
間
接
酵
素
抗
体
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

    

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
４
－
３
５
 

 

ボ
 
ツ

 
リ

 
ヌ

 
ス

 
症

 
発

 
生

 
届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

 

病
 
 
 
 
 
 
 
型
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

1)
食
餌
性
(食

中
毒
)、

2)
乳
児
、
 

3)
創
傷
、
4)
成
人
腸
管
定
着
、
5)
不
明
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
）
 

 ２
 
創
傷
感
染
（
創
傷
の
部
位
・
状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
）
 

 ３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
）
 

    ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

11
  症
  状
 

・
弛
緩
性
麻
痺
 
 
 
 
・
複
視
 

・
眼
瞼
下
垂
 
 
 
 
 
・
嚥
下
困
難
 
 
 
 

・
口
渇
 
 
 
 
 
 
 
・
便
秘
 

・
筋
力
低
下
 
 
 
 
 
・
呼
吸
困
難
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
）・

な
し
 

12
  診 断 方 法
 

・
検
体
か
ら
直
接
の
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
の
検
出
 

検
体
：
血
液
・
便
・
吐
物
・
腸
内
容
物
・
創
部
の
浸
出
液
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
、
か
つ
、
分
離
菌
に
お
け
る
次

の
①
、
②
い
ず
れ
か
に
よ
る
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
の
確
認

 
 
（
①
毒
素
産
生
、
②

PC
R
法
に
よ
る
毒
素
遺
伝
子
）

 
検
体
：
血
液
・
便
・
吐
物
・
腸
内
容
物
・
創
部
の
浸
出
液
・

 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
原
因
食
品
か
ら
の
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
の
検
出

 
原
因
食
品
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
に
対
す
る
血
清
抗
体
の
検
出
（
数
か
月
後
）
 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

１
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
４
－
３
６
 

 

マ
 
ラ

 
リ

 
ア

 
発

 
生

 
届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

 

病
 
 
 
 
 
 
型
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

1)
三
日
熱
、
2)
四
日
熱
、
3)
卵
形
、
4)
熱
帯
熱
、、

5)
そ
の
他
、
6)
不
明
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

２
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

３
 
母
子
感
染
（
ア
.胎

内
 
イ
.出

産
時
 
ウ
.母

乳
）
 

４
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

  ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
・
悪
寒
 
 
・
頭
痛
 
 
・
関
節
痛
 
 

 
・
脾
腫
 
 
 
・
貧
血
 
 
・
出
血
症
状
 
・
低
血
糖

 
・
意
識
障
害
 
・
急
性
腎
不
全
 
・

D
IC
 

 
・
肺
水
腫

 / 
AR

D
S 

 
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

12
  診 断 方 法
 

 ・
血
液
検
体
の
鏡
検
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 ・
血
液
検
体
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

   

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
４
－
３
７
 

 

野
 
兎

 
病

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

 ・
悪
寒
 
 
・
発
熱
 
 
・
頭
痛
 
 
・
筋
肉
痛
 
 

・
関
節
痛
 
・
リ
ン
パ
節
腫
脹
 
 
・
リ
ン
パ
節
潰
瘍
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
水
系
感
染
（
水
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

  ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

 ・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ・
菌
凝
集
反
応
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
 

 
 
結
果
：
単
一
血
清
で

40
倍
以
上
 ・

 ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
陽

転
 ・

ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
価
の
有
意
上
昇
 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

    

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 



255

 
 

別
記
様
式
４
－
３
８
 

ラ
 
イ

 
ム

 
病

 
発

 
生

 
届

 

都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
 

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
遊
走
性
紅
斑
 
 
・
筋
肉
痛
・
筋
肉
炎
 
 
 
・
関
節
腫
脹
 

・
発
熱
 
 
 
 
 
・
髄
膜
炎
 
 
 
 
 
 
 
・
中
枢
神
経
症
状
 

・
末
梢
神
経
症
状
 
・
循
環
器
症
状
 
 
 
 
 
・
眼
症
状
 
 
 

・
慢
性
萎
縮
性
肢
端
皮
膚
炎
 
 
・
慢
性
脳
脊
髄
炎
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）・

な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

  ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

  

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
紅
斑
部
の
皮
膚
 ・

 髄
液
 ・

そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
菌
種
名
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

検
体
：
紅
斑
部
の
皮
膚
 ・

 髄
液
 ・

そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
W

es
te

rn
 B

lo
t法

に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

１
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

   

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
４
－
３
９
 

 

リ
 
ッ

 
サ

 
ウ

 
イ

 
ル

 
ス

 
感

 
染

 
症

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

 

 11
  症
  状
 

・
咬
傷
周
辺
の
知
覚
異
常
  
  
  

  
  
 ・

疼
痛
 

・
不
穏
  
  
  
  
  
  
・
頭
痛
 
 
 
 
・
発
熱
 

・
恐
水
発
作
  
  
  
  
・
麻
痺
 
 
 
 
・
痙
攣
 

・
異
常
興
奮
 

・
そ
の
他
（
 
 
  
  
  
  
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

    ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
唾
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
病
原
体
抗
原
の
検
出
 

 
 
検
体
：
角
膜
塗
抹
標
本
・
頚
部
の
皮
膚
・
気
管
吸
引
物
 
 

・
唾
液
腺
・
脳
組
織
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

 
 
検
体
：
唾
液
・
髄
液
・
脳
組
織
・
そ
の
他
（
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

   

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

     

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
４
－
４
０
 

 

リ
 
フ

 
ト

 
バ

 
レ

 
ー

 
熱

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

 
（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 

 
（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
 

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 
 

 11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
 
 
 
 
 
・
頭
痛
 
 
 
 

・
嘔
吐
 
 
 
 
 
 
 
・
項
部
硬
直
 
 

・
意
識
障
害
 
 
 
 
 
・
易
興
奮
性
 
 
 

・
痙
攣
 
 
 
 
 
 
 
・
筋
硬
直
 
 
 
 
 
 
 

・
脳
神
経
麻
痺
 
 
 
 
・
不
随
意
運
動
 
 
 
 
 

・
運
動
失
調
 
 
 
 
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・

状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
）
 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 ・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
：
血
液
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 ・
血
清
で
の
中
和
抗
体
の
検
出

 
 ・
EL
IS
A
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
（
 I
gＭ

・
Ig
Ｇ
 ）

 

 ・
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
 （

 I
gＭ

・
Ig
Ｇ
 ）

 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

１
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

      

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
 

 
 

別
記
様
式
４
－
４
１
 

 

 
類
 

鼻
 

疽
 

発
 

生
 

届
 

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

 
（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 

 
（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
 

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 
 

 11
  症
  状
 

 ・
発
熱
 
 
 
 
 
 
・
頭
痛
 

・
敗
血
症
 
 
 
 
 
・
シ
ョ
ッ
ク
 
 
 
・
皮
膚
膿
瘍
 

・
肺
炎
 
 
 
 
 
 
・
肺
膿
瘍
 

・
筋
肉
膿
瘍
 
 
 
 
・
腹
部
臓
器
膿
瘍
 

・
リ
ン
パ
節
膿
瘍
 
 
・
骨
膿
瘍
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 

 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 

 

１
 
水
系
感
染
（
水
の
種
類
・
状
況
：

  
   

   
  
 
 
 
 
 

 ）
 

２
 
創
傷
感
染
（
創
傷
の
部
位
・
状
況
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
３
 
塵
埃
感
染
（
吸
入
物
の
種
類
・
状
況
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 ４
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
）
 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
喀
痰
・
咽
頭
拭
い
液
・
膿
・
皮
膚
病
変
組
織
・
血
液
・

 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 ・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
：
喀
痰
・
咽
頭
拭
い
液
・
膿
・
皮
膚
病
変
組
織
・
血
液
・

 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

１
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

      

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
４
－
４
２
 

 

レ
 
ジ

 
オ

 
ネ

 
ラ

 
症

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

 

病
 
 
 
 
 
 
型
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

１
）
肺
炎
型
 
 
２
）
ポ
ン
テ
ィ
ア
ッ
ク
熱
型
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
水
系
感
染
（
水
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
塵
埃
感
染
（
吸
入
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

       ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

11
  症
  状
 

・
発
熱
 
 
・
咳
嗽
 
 
 
・
呼
吸
困
難
 
 
・
腹
痛
 
 

・
下
痢
 
 
・
意
識
障
害
 
・
肺
炎
 
 
 
 
・
多
臓
器
不
全
 

・
そ
の
他
（
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
病
原
体
抗
原
の
検
出
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
尿
中
の
病
原
体
抗
原
の
検
出

 
 
 
検
査
法
（
酵
素
抗
体
法
・
イ
ム
ノ
ク
ロ
マ
ト
法
）

 
・
検
体
か
ら
直
接
の
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
査
法
（

PC
R
法
・

LA
M

P
法
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
間
接
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
 

 
 
結
果
：
ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
陽
転

(少
な
く
と
も

1
回
は

12
8
倍
以
上
）・

ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
価
の
有
意
上
昇

(少
な
く
と
も

1
回
は

12
8
倍
以

上
） ・

単
一
血
清
で

25
6
倍
以
上
  

・
マ
イ
ク
ロ
プ
レ
ー
ト
凝
集
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
 

 
 
結
果
：
ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
陽
転

(少
な
く
と
も

1
回
は

12
8
倍
以
上
）・

ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
価
の
有
意
上
昇

(少
な
く
と
も

1
回
は

12
8
倍
以

上
） ・

単
一
血
清
で

25
6
倍
以
上
  

・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

１
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
４
－
４
３
 

 

レ
 
プ

 
ト

 
ス

 
ピ

 
ラ

 
症

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
   

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

 ・
発
熱
 
 
 
 
・
筋
肉
痛
 
 
 
 
・
結
膜
充
血
 

・
黄
疸
 
 
 
 
・
出
血
症
状
 
 
 
・
蛋
白
尿
 

・
腎
不
全
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
水
系
感
染
（
水
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

４
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

   ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
髄
液
・
尿
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
血
清
型
：（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
：
血
液
・
髄
液
・
尿
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
 

・
ペ
ア
血
清
で
の
顕
微
鏡
下
凝
集
試
験
法
（

M
AT

）
に
よ
る

 
血
清
抗
体
の
検
出

 
結
果
：
抗
体
陽
転
・
抗
体
価
の
有
意
上
昇
 

 
 
血
清
型
：（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 １
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

    

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
４
－
４
４
 

  

 
ロ
 
 
ッ

 
 
キ

 
 
ー

 
 
山

 
 
紅

 
 
斑

 
 
熱

 
発

 
生

 
届

 
 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

 
（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
 

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
・
感
染
症
死
亡
疑
い
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

１
０
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
１
０
は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 
 

 

 11
  症
  状
 

 ・
発
熱
 
 
 
 
 
 
 
・
頭
痛
 
 
 
 
・
筋
肉
痛
 

・
発
疹
 
 
 
 
 
 
 
・
点
状
出
血
 
 
・
刺
し
口
 

・
肝
機
能
異
常
 
 
 
 
・
Ｄ
Ｉ
Ｃ
 

・
中
枢
神
経
症
状
 
 
 
・
乏
尿
 
 
 
 
・
シ
ョ
ッ
ク
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

）
 

 ・
な
し
 

１
８
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種

類
・
状
況
( 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
）
 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 ・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
：
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 ・
間
接
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出

 
結
果
：

Ig
M

抗
体
・
ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
陽
転

 
ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
価
の
有
意
上
昇

 
 

・
EL

IS
A
法
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出

 
結
果
：

Ig
M

抗
体
・
ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
陽
転

 
ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
価
の
有
意
上
昇

 
 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

１
３
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
４
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
５
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
６
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
７
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
９
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た

め
に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

  

（
1
，
3
，
1
1
,
1
2
,
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
,
 
5
,
 
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
(
※
)
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
(
＊
)
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
 
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

    

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
 

 
 

別
記
様
式
５
－
１
 

 

ア
 
メ

 
ー

 
バ

 
赤

 
痢

 
発

 
生

 
届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 

 

２
 
性
 
別
 

３
 
診
断
時
の
年
齢
 （

0
歳
は
月
齢
）
 

男
 
・
 
女
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

病
 
 
 
 
 
 
型
 

１
１
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

１
）
腸
管
ア
メ
ー
バ
症
 
 
２
）
腸
管
外
ア
メ
ー
バ
症
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
２
 
性
的
接
触
（

A.
性
交
 

B.
経
口
）（

ア
.同

性
間
 
イ

.異
性
間
 
ウ

.
不
明
）

 
３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
         ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
  
  
  
  
  
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

  

４
  症
  状
  

・
下
痢
 
 
 
・
粘
血
便
 
 
・
し
ぶ
り
腹
 
・
鼓
腸
 

・
腹
痛
 
 
 
・
発
熱
 
 
 
・
右
季
肋
部
痛
 
 

・
肝
腫
大
 
 
・
肝
膿
瘍
 
 
・
腹
膜
炎
 

・
胸
膜
炎
 
 
・
心
嚢
炎
 
 
・
大
腸
粘
膜
異
常
所
見
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ５
  診 断 方 法
 

・
鏡
検
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
便
・
大
腸
粘
膜
組
織
・
膿
瘍
液
・
そ
の
他
 

 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
EL

IS
A
法
に
よ
る
病
原
体
抗
原
の
検
出

 
 
 
検
体
：
便
・
大
腸
粘
膜
組
織
・
膿
瘍
液
・
そ
の
他

 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

 
 
検
体
：
便
・
大
腸
粘
膜
組
織
・
膿
瘍
液
・
そ
の
他

 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
・
血
清
抗
体
の
検
出
 

 ・
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

６
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

７
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

８
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

９
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

10
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

（
1
，
2
，
4
，
5
，
1
1
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
3
，
6
か
ら

1
0
欄
は

年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

4
,
5
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

 

こ の 届 出 は 診 断 か ら ７ 日 以 内 に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
５
－
２
 

 

ウ
イ

ル
ス

性
肝

炎
（

Ｅ
型

肝
炎

及
び

Ａ
型

肝
炎

を
除

く
。
）

発
生

届
 

 

都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
 

 

２
 
性
 
別
 

３
 
診
断
時
の
年
齢
 （

0
歳
は
月
齢
）
 

男
 
・
 
女
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

病
 
 
 
型
 

１
１
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

1)
Ｂ
型
、
2)
Ｃ
型
、
3)
Ｄ
型
、
 

4)
そ
 
の
 
他
( 
  
  
  
 )
、
5)
不
明
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
針
等
の
鋭
利
な
も
の
の
刺
入
に
よ
る
感
染
（
刺
入
物
の
種
類
・
状
況
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
２
 
静
注
薬
物
常
用

 
３
 
輸
血
・
血
液
製
剤
（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・
状
況
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
４
 
性
的
接
触
（

A.
性
交
 

B.
経
口
）（

ア
.同

性
間
 
イ

.異
性
間
 
ウ

.
不
明
）

 
５
 
母
子
感
染
（
ア

.胎
内
 
イ

.出
産
時
 
ウ

.母
乳
）

 
６
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
    ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ③
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
（
有
 
・
 
無
 
・
 
不
明
）
 

４
  症
  状
  

 ・
全
身
倦
怠
感
 
・
嘔
吐
 
 
 
 
・
褐
色
尿
 

・
発
熱
 
 
 
 
・
肝
機
能
異
常
 
 
・
黄
疸
 

・
劇
症
肝
炎
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 ５
  診 断 方 法
 

１
）

B
型
肝
炎

 
・
血
清
で
の

Ig
M

 H
B Ｃ

抗
体
の
検
出

 
 
（
明
ら
か
な
キ
ャ
リ
ア
か
ら
の
急
性
増
悪
は
含
ま
な
い
）

 
・
遺
伝
子
型
：
A
型
 ・

B
型
 ・

C
型
 ・

そ
の
他
（
 
）・

未
実
施

 
２
）

C
型
肝
炎

 
・
血
清
で
の
抗
体
陰
性
、
か
つ

H
C

V 
R

N
A
又
は

H
C

V
コ
ア
抗

原
の
検
出

 
・
ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
の
検
出

 
結
果
：
抗
体
陽
転
・
抗
体
価
の
有
意
上
昇

 
・
遺
伝
子
型
：
1
型
 ・

2
型
 ・

そ
の
他
（
 
）・

未
実
施

 
３
）
そ
の
他
の
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ６
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

７
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

８
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

９
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

10
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 （
1
，
2
，
4
，
5
，
1
1
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
3
，
6
か
ら

1
0
欄
は

年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

4
,
5
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 か ら ７ 日 以 内 に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
５
－
３
 

 

カ
ル

バ
ペ

ネ
ム

耐
性

腸
内

細
菌

科
細

菌
感

染
症

発
生

届
 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
 

 

２
 
性
 
別
 

３
 
診
断
時
の
年
齢
 （

0
歳
は
月
齢
）
 

男
 
・
 
女
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

 ４
  症
  状
 

 

・
尿
路
感
染
症
 
 ・

肺
炎
 
 
・
腸
炎
 
 
 
・
腹
膜
炎
 

・
髄
膜
炎
 
  

 
・
菌
血
症
 
・
敗
血
症
 
 
・
胆
嚢
炎
 

・
胆
管
炎
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

１
１
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
以
前
か
ら
の
保
菌
（
保
菌
部
位
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ２
 
院
内
感
染
（
保
菌
も
含
め
た
患
者
数
な
ど
感
染
伝
播
の
状
況
：
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
医
療
器
具
関
連
感
染
（
中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ
ル
・
尿
路
カ
テ
ー
テ
ル
・

人
工
呼
吸
器
・
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）
）
 

４
 
手
術
部
位
感
染
（
手
術
手
技
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

５
 
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

②
感
染
地
域
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ③
９
０
日
以
内
の
海
外
渡
航
歴
（
 
有
 
・
 
無
 
）
 

有
り
の
場
合
 

 
１
 
渡
航
先
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
）
 

  
２
 
海
外
で
の
医
療
機
関
の
受
診
歴
（
 
 
有
 
・
 
無
 
）
 

 
 
有
り
の
場
合
 

 
 
 
受
診
し
た
国
名
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
）
 

 
 
 
入
院
歴
（
 
有
 
・
 
無
 
）
 

 

 ５
  診 断 方 法
 

・
 

通
常
無
菌
的
で
あ
る
べ
き
検
体
か
ら
の
分
離
・
同
定
に
よ
る

腸
内
細
菌
科
細
菌
の
検
出
及
び
分
離
菌
の
薬
剤
耐
性
の
確

認
 

 
検
体
：
血
液
・
腹
水
・
胸
水
・
髄
液
 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
菌
種
名
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

確
認
に
用
い
た
薬
剤
名
（
 
メ
ロ
ペ
ネ
ム
・
イ
ミ
ペ
ネ
ム

と
セ
フ
メ
タ
ゾ
ー
ル
 
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
 

通
常
無
菌
的
で
は
な
い
検
体
か
ら
の
分
離
・
同
定
に
よ
る
腸

内
細
菌
科
細
菌
の
検
出
、
分
離
菌
の
薬
剤
耐
性
の
確
認
及
び

分
離
菌
が
感
染
症
の
起
因
菌
で
あ
る
こ
と
の
判
定
 

 
検
体
：
喀
痰
・
膿
・
尿
 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
菌
種
名
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

確
認
に
用
い
た
薬
剤
名
（
 
メ
ロ
ペ
ネ
ム
・
イ
ミ
ペ
ネ
ム

と
セ
フ
メ
タ
ゾ
ー
ル
 
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

７
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

８
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

９
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

10
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 （
1
，
2
，
4
，
5
及
び

1
1
欄
に
お
い
て
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
3
及
び

6
か
ら

10
ま
で
の
欄
に
お
い
て
は
年
齢
又
は
年
月
日
を

記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

4
及
び

5
欄
に
お

い
て
は
、
該
当
す
る
も
の
全
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

 

こ の 届 出 は 診 断 か ら ７ 日 以 内 に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式

５
—
４
 

急
性
弛
緩
性
麻
痺
（
急
性
灰
白
髄
炎
を
除
く
。
）
発
生
届

 
 

都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

 感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

 
従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
（
※
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
電
話
番
号
（
※
）
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
— 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
 

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 

 
２
 
性
別
 

３
 
診
断
時
の
年
齢
（
０
歳
は
月
齢
）
 

男
・
女
 

歳
（
 
 
か
月
）
 

 
病
 
 
 
型
 

1
1
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

１
）
病
原
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
）
病
原
体
不
明
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
確
定
・
推
定
）
 

１
 
飛
沫
・
飛
沫
核
感
染
(
感
染
源
の
種
類
・
状
況
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
) 

２
 
接
触
感
染
(接

触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
) 

３
 
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

）
 

４
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
) 

 
②
感
染
地
域
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
都
道
府
県
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

 
 詳

細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 
③
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
実
施
（
有
・
無
）
 

④
ポ
リ
オ
含
有
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
 

１
回
目
 
有
（
 
 
か
月
）
・
無
・
不
明
 

 
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
（
生
・
IP
V・

DP
T-
IP
V・

不
明
）
 

 
接
種
年
月
日
（
S
・
H
 
年
 
月
 
日
 
・
不
明
）
 

 
製
造
会
社
/L
ot

番
号
（
 
 
 
/ 

 
・
不
明
）
 

２
回
目
 
有
（
 
 
か
月
）
・
無
・
不
明
 

 
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
（
生
・
IP
V・

DP
T-
IP
V・

不
明
）
 

 
接
種
年
月
日
（
S
・
H
 
年
 
月
 
日
 
・
不
明
）
 

 
製
造
会
社
/L
ot

番
号
（
 
 
 
/ 

 
・
不
明
）
 

３
回
目
 
有
（
 
 
か
月
）
・
無
・
不
明
 

 
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
（
生
・
IP
V・

DP
T-
IP
V・

不
明
）
 

 
接
種
年
月
日
（
S
・
H
 
年
 
月
 
日
 
・
不
明
）
 

 
製
造
会
社
/L
ot

番
号
（
 
 
 
/ 

 
・
不
明
）
 

４
回
目
 
有
（
 
 
歳
）
・
無
・
不
明
 

 
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
（
生
・
IP
V・

DP
T-
IP
V・

不
明
）
 

 
接
種
年
月
日
（
S
・
H
 
年
 
月
 
日
 
・
不
明
）
 

 
製
造
会
社
/L
ot

番
号
（
 
 
 
/ 

 
・
不
明
）
 

そ
の
他
：
海
外
で
ポ
リ
オ
含
有
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
歴
が

あ
る
場
合
（
生
・
I
P
V
含
有
ワ
ク
チ
ン
・
不
明
）
 

 
接
種
年
月
日
（
H
 
年
 
月
 
日
 
・
不
明
）
 

 
製
造
会
社
/L
ot

番
号
（
 
 
 
/ 

 
・
不
明
）
 

４
 

 症
 

状
 

・
弛
緩
性
麻
痺
 
 

左
上
肢
・
右
上
肢
・
左

下
肢
・
右

下
肢
・
呼

吸
筋
・
顔

面
・

他
（
 
 
 
）
 

・
深
部
腱
反
射
低
下
 
・
膀
胱
直
腸
障
害
 
・
瞳
孔
散
大
 

・
筋
萎
縮
・
筋
肉
痛
・
頭
痛
・
髄
液
蛋
白
質
増
加
 

・
髄
液
細
胞
数
増
加
・
発
熱
・
喘
鳴
・
咳
・
鼻
汁
 

・
下
痢
・
嘔
吐
・
便
秘
・
腹
痛
・
意
識
障
害
・
感
覚
障
害
 

・
小
脳
症
状
・
不
随
意
運
動
・
脊
髄
の
画
像
異
常
所
見
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ５
 

 診
 

断
 

方
 

法
 

    

・
次
の
①
～
③
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
確
認
 

①
１
５
歳
未
満
 

②
急

性
の

弛
緩

性
の

運
動

麻
痺

症
状

を
伴

っ
て

死
亡

し
た

者
、

又
は

当
該

症
状

が
２

４
時

間
以

上
消

失
し

な
か

っ
た
者
 

③
明

ら
か

に
感

染
性

で
な

い
血

管
障

害
、

腫
瘍

、
外

傷
、

代
謝

障
害

な
ど

で
な

い
こ

と
、

及
び

痙
性

麻
痺

で
な

い
こ
と
 

 

６
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

７
 
診
断
（
検
案
（
※
）
）
年
月
日
 平

成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

８
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

９
 
発

病
年

月
日

（
＊

）
 
 
 
 
 
 
 
 
平

成
 

 
年

 
 

月
 

 
日

1
0
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

（
1
,
2
,
4
,
1
1
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
3
,
6
か
ら

1
0
欄
は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

4
,
1
1
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

１
．
急
性
灰
白
髄
炎
と
の
鑑
別
の
た
め
、
診
断
後
速
や
か
に
病
原
体
検
査
の
た
め

の
検

体
を

採
取

し
、

検
査

結
果

を
待

つ
こ

と
な
く
、
出
来
る
だ
け
速
や
か
に
管
轄
の
保
健
所
へ
急
性
弛
緩
性
麻
痺
の
届
出
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

２
．
届
出
後
、
病
原
体
検
査
に
よ
り
急
性
灰
白
髄
炎
と
診
断
さ
れ
た
場
合
に
つ
い

て
は

、
届

出
の

取
り

下
げ

等
に

ご
協

力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
 

別
記
様
式
５
－
５
 

 

急
性

脳
炎

（
ウ

エ
ス

ト
ナ

イ
ル

脳
炎

、
西

部
ウ

マ
脳

炎
、

ダ
ニ

媒
介

脳
炎

、
東

部
ウ

マ
脳

炎
、

日
本

脳
炎

、
ベ

ネ
ズ

エ
ラ

ウ
マ

脳
炎

及
び

リ
フ

ト
バ

レ
ー

熱
を

除
く

。
）
 
発
生
届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
 

 

２
 
性
 
別
 

３
 
診
断
時
の
年
齢
 （

0
歳
は
月
齢
）
 

男
 
・
 
女
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

病
 
 
 
 
 
 
型
 

１
１
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

1)
病
原
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

2)
病
原
体
不
明
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

  １
 
飛
沫
・
飛
沫
核
感
染
（
感
染
源
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

４
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種
類
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

５
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

    ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

４
  症
  状
  

 ・
発
熱
 
 
・
頭
痛
 
 
・
嘔
吐
 
 
・
項
部
硬
直
 

・
痙
攣
 
 
・
意
識
障
害
 
 
・
髄
液
細
胞
数
の
増
加
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ５
  診 断 方 法
 

・
意
識
障
害
を
伴
っ
て
死
亡
し
た
者
、
ま
た
は
意
識
障
害
を
伴
っ

て
24

時
間
以
上
入
院
し
た
者
の
う
ち
、
次
の
①
②
③
の
少
な
く

と
も

1
つ
の
症
状
を
呈
し
た
こ
と
を
確
認
 

①
38

度
以
上
の
高
熱
、
 
②
何
ら
か
の
中
枢
神
経
症
状
、
 

③
先
行
感
染
症
状
 

（
熱
性
痙
攣
、
代
謝
疾
患
、
脳
血
管
障
害
、
脳
腫
瘍
、
外
傷
等
、

明
ら
か
に
感
染
性
と
は
異
な
る
場
合
は
除
外
す
る
。）

 

 

 

 ６
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

７
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

８
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

９
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

10
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 （
1
，
2
，
4
，
5
，
1
1
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
3
，
6
か
ら

1
0
欄
は

年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

4
,
5
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 か ら ７ 日 以 内 に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
５
－
６
 

 

ク
リ

プ
ト

ス
ポ

リ
ジ

ウ
ム

症
発

生
届

 

 

都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
 

 

２
 
性
 
別
 

３
 
診
断
時
の
年
齢
 （

0
歳
は
月
齢
）
 

男
 
・
 
女
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

  ４
  症
  状
  

 ・
腹
痛
 
 
  
  

 
 ・

下
痢
 
 

・
発
熱
  
  
  
  
 
 
・
免
疫
不
全
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
）
 

１
１
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
水
系
感
染
（
水
の
種
類
・
状
況
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 

４
 
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
か
ら
の
感
染
（
動
物
・
蚊
・
昆
虫
等
の
種
類
・
状

況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

５
 
性
的
接
触
（
Ａ
.性

交
 
Ｂ
.経

口
）
 

（
ア
. 
同
性
間
 
イ
.異

性
間
 
ウ
.不

明
）
 

６
 
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 ５
  診 断 方 法
 

・
鏡
検
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
 
検
体
：
便
・
生
検
組
織
・
十
二
指
腸
液
・
胆
汁
・
膵
液
・
そ
の

他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
  
  

 ・
病
原
体
抗
原
の
検
出

 
 
 
検
体
：
便
・
生
検
組
織
・
十
二
指
腸
液
・
胆
汁
・
膵
液
・
そ
の

他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 

 
 
検
査
法
（
酵
素
抗
体
法
・
イ
ム
ノ
ク
ロ
マ
ト
法
）

 
 ・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
 
 
検
体
：
便
・
生
検
組
織
・
十
二
指
腸
液
・
胆
汁
・
す
い
液
・
そ

の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 ・
そ
の
他
の
検
査
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ６
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

７
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

８
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

９
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

10
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

（
1
，
2
，
4
，
5
，
1
1
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
3
，
6
か
ら

1
0
欄
は

年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

4
,
5
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 か ら ７ 日 以 内 に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
５
－
７

 

 

ク
ロ

イ
ツ

フ
ェ

ル
ト

・
ヤ

コ
ブ

病
発

生
届

 

  
都
道
府

県
知
事
（

保
健
所

設
置
市
長

・
特
別

区
長
）
 

殿
 

 感
染
症
の

予
防
及
び

感
染
症

の
患
者
に

対
す
る

医
療
に
関

す
る
法

律
第
１
２

条
第
１

項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定

に

よ
り
、
以

下
の
と
お

り
届
け

出
る
。
 

  
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

報
告
年
月

日
（
平

成
 
 
年

 
 
月

 
 
日
）
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
医

師
の

氏
名

 
 
 

 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
  

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
印
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 （

署
名
ま
た

は
記
名

押
印
の
こ

と
）
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

所属
す

る病
院･

診
療

所等
施

設名
 

 
 

 
  
  

 
 
  

 
  

 
  

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

上記
施

設の
住

所･
電

話番
号

＊ 
 

 
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
  

 
 
 

 
  
 
 
 

 
 
 

（
電

話
 
 
 
 

 
 
 

 
）

  

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
（

＊
所
属

す
る
施
設

が
な
い

場
合
は
医

師
の
自

宅
の
住
所

・
電
話

番
号
を
記

載
す
る

こ
と
）
 

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型

 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 

 

  
２

  
性
 
 

 
 
別
 

  
 
 

男
 
 ・

 
女

 

 
      
６

 

  
 

 
症

 

  
状

 

  
 
 
ア
．

進
行
性
認

知
症

 
 
 
 
（
 

 
 

年
 

 
月
よ

り
）
 

 
 
 
 イ

．
ミ

オ
ク

ロ
ー

ヌ
ス

 
（
 

  
年
 

 月
よ

り
）

 

 
 

 
ウ
．

錐
体
路
症

状
 
 
 
 
 
（
 

 
 

年
 

 
月
よ

り
）
 

エ
．
錐
体

外
路
症
状

 
 

 
（

 
 
 
年
 

 月
よ
り
）
 

オ
．
小
脳

症
状

 
 
 
 
 
 
 

（
 

  
年
 

 月
よ
り
）
 

カ
．
視
覚

異
常

 
 
 
 
 
 
 

（
 

  
年
 

 月
よ
り
）
 

キ
．
無
動

性
無
言
状

態
 
（

 
 
 
年
 

 
月

よ
り
）
 

ク
．
記
憶

障
害

 
 
 
 
 
 
 

（
 

  
年
 

 月
よ
り
）
 

 
 
 
 ケ

．
精

神
・

知
能

障
害

 
（
 

  
年
 

 月
よ

り
）

 

 
 
 
 コ

．
臨

床
的

に
頑

固
な

不
眠

 
（

 
 
 

年
 

 
月
よ

り
）
 

 
 
 
 サ

．
異

常
感

覚
 
 
 

 
（
 

  
年
 

 月
よ

り
）

 

 
 
 
 シ

．
痙

性
対

麻
痺

 
 
  

 
（
 

  
年
 

 月
よ

り
）
 

 
 
 
 ス

．
筋
強
剛

  
 
 
  

 
  

（
 

  
年
 

 月
よ

り
）
 

セ
．
そ
の

他
（
 
 

 
 
 

 
 
 
 

  
）（

 
 

 年
 

 
月

よ
り
）
 

  
３

 
 
診

断
時

の
年

齢
 

  
 
 
 
 
  

 
  

 
  

歳
 

  
４

 

  
病

 

 
型

 

1
)
孤

発
性

プ
リ

オ
ン

病
 

(
a
)
古

典
型
ク

ロ
イ
ツ

フ
ェ
ル

ト
・
ヤ
コ

ブ
病

(
C
J
D
)
 

(
b
)そ

の
他

 

2
)
遺

伝
性

プ
リ

オ
ン

病
 

(
a
)
ゲ

ル
ス
ト

マ
ン
・

ス
ト
ロ

イ
ス
ラ
ー

・
シ
ャ

イ
ン

カ
ー
病

(G
S
S)
 

(
b
)家

族
性

CJ
D 

(
c
)
家

族
性
致

死
性
不

眠
症

(
F
F
I
)
 

 
3
)
感

染
性
プ

リ
オ
ン

病
 

 
 

 
(
a
)医

原
性

C
J
D 

(
b
)変

異
型

CJ
D 

 

診
断
の
確

実
度
（

ｱ
.
確
実

 
 
ｲ
.
ほ

ぼ
確
実

 
 
ｳ
.
疑

い
）
 

７
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

８
 
診
断
（
検
案
(
※
)
）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

９
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

1
0
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

1
1
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

      
５

 

  
診

 

  
断

 

  
方

 

  
法

 

 
 

 
1
)
 病

原
体

診
断

（
異

常
プ

リ
オ

ン
蛋

白
の

検
出

）
 

 
 
 
 部

位
 

 
 
 
  
(
1)
脳

 
(2
)扁

桃
 

(3
)そ

の
他

の
臓

器
 

 
 
 
 方

法
 

 
 
 
  
(
1)
W
es
t
er
n 
B
l
ot
法

 
 
(2
)免

疫
染

色
法

 

 
 
 
 異

常
プ

リ
オ

ン
蛋

白
の

沈
着

型
 

 
 
 
  

(
1)

ｱ
ﾐﾛ

ｲ
ﾄﾞ

斑型
 

(
2
)
ｼﾅ

ﾌ
ﾟｽ

型 
   
(
3
)

その
他
 

 
2
)
 プ

リ
オ

ン
蛋

白
遺

伝
子

検
査

 

 
 
 
 
(
1
)
コ
ド
ン
（

 
 
 

 
 
 
 

 
 
）

の
異
常
 

 
 
 
  
(
2)
コ

ド
ン

１
２

９
の

多
型

 

 
 
 
 

（
ｱ
.
M/
M 

ｲ
.M
/
V 

ｳ.
V
/V
）
 

 
 
 
  
(
3)
コ

ド
ン

２
１

９
の

多
型

 

 
 
 
  

 
  

（
ｱ
.
E/

E 
ｲ
.E

/
K 

ｳ.
K
/K
）
 

 
 
 
  
(
4)
そ

の
他

（
 
 
 

 
 
 
 

 
 
）
 

 
3
)
 臨

床
症

候
 

4
)
 家

族
歴

 

5
)
 検

査
 

(
1
)脳

波
(
P
SD

) 

(
2
)脳

M
RI
 

(
3
)
14

-
3-

3蛋
白

 

(
4
)そ

の
他

 

 
6
)
 そ

の
他

 
(
  

  
 
 

 
  

 
 
 
  

 
 
  

 
  

 
) 

（
該
当
す

る
も
の
す

べ
て
に

記
載
す
る

こ
と
）
 

1
2
 
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 
 
 
 

 
 
 

 
（
感

染
性
プ

リ
オ
ン
病

の
場
合

の
み
記
載

）
 

①
感
染
原

因
・
感
染

経
路

 
(
推
定
さ
れ

る
感
染

年
月
日

)
 

 
 
 
  
1
) 
ヒ

ト
乾

燥
硬

膜
( 

 
 
年

 
 
月
 

 
日

) 

 
 
 

2
)
 
ヒ
ト
下
垂

体
由
来

成
長
ホ
ル

モ
ン
製

剤
(
 
 
年

 
 
月

 
 
日

)
 

 
 
 
  
3
) 
角

膜
手

術
( 

 
年
 

 
月

 
 
日

) 

 
 
 
  
4
) 
手

術
等

観
血

的
処

置
(
 
 
年

 
 
月

 
 
日

) 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
[種

類
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

  
 

] 

 
 
 
  
5
) 
輸

血
等

( 
 
年
 

 
月

 
 

日
) 

 
 
 
  
6
) 
そ

の
他

[ 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
  

 
](
 
 
年

 
 
月

 
 
日

) 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
、
 

詳
細
地
域
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

（
１
、
２

、
４
か
ら

６
、
1
2
欄
は

該
当

す
る
番

号
等
を
○

で
囲
み

、
３
、
７

か
ら

1
1
欄

は
年
齢
・
年
月

日
を
記
入

す
る
こ

と
。
(
※
)
欄
は

、
死
亡

者
を
検

案

し
た
場
合

の
み
記
入

す
る
こ

と
。

(
＊
)
欄
は

、
患
者

を
診
断

し
た
場

合
の
み
記

入
す
る

こ
と
）
 

こ の 届 出 は 診 断 か ら ７ 日 以 内 に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
５
－
８

 

 

劇
症

型
溶

血
性

レ
ン

サ
球

菌
感

染
症

発
生

届
 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
 

 

２
 
性
 
別
 

３
 
診
断
時
の
年
齢
 （

0
歳
は
月
齢
）
 

男
 
・
 
女
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

 ４
  症
  状
  

 ・
シ
ョ
ッ
ク
 
 
 
 

・
肝
不
全
 
 
・
腎
不
全
 
 
・
急
性
呼
吸
窮
迫
症
候
群
 
 

・
Ｄ
Ｉ
Ｃ
 
 
・
軟
部
組
織
炎
 

・
全
身
性
紅
斑
性
発
疹
 
・
中
枢
神
経
症
状
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

）
 
 

１
１
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
飛
沫
・
飛
沫
核
感
染
（
感
染
源
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 

４
 
創
傷
感
染
（
創
傷
の
部
位
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
）
 

５
 
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

     ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

   ５
  診 断 方 法
 

 ・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
 ：

血
液
・
髄
液
・
胸
水
・
腹
水
・
生
検
組
織
・
手
術
創
・
 

 
 
 
 
 
 壊

死
軟
部
組
織
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  

）
 

 

血
清
群
：
Ａ
群
・
Ｂ
群
・
Ｃ
群
・
Ｇ
群
 

そ
の
他
（
 
 
 
 
群
）
 

 Ｍ
型
/Ｔ

型
別
：
Ｍ
( 
  
  
 )
型
、
Ｔ
（
 
 
 
）
型
 

 
 

 

・
そ
の
他
の
検
査
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 ６
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

７
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

８
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

９
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

10
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

（
1
，
2
，
4
，
5
，
1
1
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
3
，
6
か
ら

1
0
欄
は

年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

4
,
5
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）

こ の 届 出 は 診 断 か ら ７ 日 以 内 に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
５
－
９
 

 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 

後
天

性
免

疫
不

全
症

候
群

発
生

届
（

Ｈ
Ｉ

Ｖ
感

染
症

を
含

む
）

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

 感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
 

 １
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

 
・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 

２
 
 
性
 
 
 
 
別
 

 
 
 
男
 
 
・
 
女
 

    
６
 

  
診
 

 
断
 

 
時
 

 
の
 

 
症
 

 
状
 

 
等
 

 ①
 
診
断
時
の
症
状
（
無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア
の
場
合
は
記
載
不
要
）
 

1
)
 
有
 

    

2
)
 
無
 

  ②
 
診
断
時
の
Ｃ
Ｄ
４
値
 

1
)
 
Ｃ
Ｄ
４
値
（
 
 
 
 
/
μL

）
 

2
)
 
検
査
実
施
日
時
（
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
）
 

  

３
 
 
診
断
時
の
年
齢
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
歳
 

 
４
 

 
病
 

 
名
 

 
1
)
 
無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア
 

 
2
)
 
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
 

 
3
)
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
）
 

   5
-
1
 

  
診
 

  
断
 

  
方
 

  
法
 

 
 

 ・
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
 

1
)
E
L
I
S
A

法 
2
)
Ｐ
Ａ
法
 
3
)
Ｉ
Ｃ
法
 

4
)
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
確
認
検
査
 

1
)
W
e
s
t
e
r
n
 
B
l
o
t

法
 
 

2
)
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
病
原
検
査
 

1
)
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
原
検
査
 
2
)
ウ
イ
ル
ス
分
離
 

3
)
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
 

4
)
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
１
８
か
月
未
満
の
児
の
免
疫
学
的
所
見
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

（
該
当
す
る
も
の
全
て
に
○
を
す
る
こ
と
）
 

 
７
 
 
発
病
年
月
日
 

 
（
A
I
D
S

の
指

標
疾

患
(
5
-
2
)

の
発

病
日）

 

 
８
 
 
初
診
年
月
日
 

 
９
 
 
診
断
(
検
案
※
)
年
月
日
 

 
 
（
A
I
D
S

の
場

合
は

指
標

疾
患(
5
-
2
)

の
診

断
日
）
 

 
1
0
 
 

感
染

し
た

と
推

定
さ

れ
る

年
月

日
 

 
1
1
 
 
死
亡
年
月
日
 
※
 

 
平
成
 
 

  
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

  
平
成
 
 

  
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

 
平
成
 
 

  
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

  
昭

和
・

平
成

  
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

 
平
成
 
 

  
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
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5
-
2
 

 

Ａ
 

Ｉ
 

Ｄ
 

Ｓ
 

と
 

診
 

断
 

し
 

た
 

指
 

標
 

疾
 

患
 

 

該
 

当
 

す
 

る
 

全
 

て
 

に
 

○
 

 

 
1
)
 
カ
ン
ジ
ダ
症
（
食
道
、
気
管
、
気
管
支
、
肺
）
 

 
2
)
 
ク
リ
プ
ト
コ
ッ
カ
ス
症
（
肺
以
外
）
 

 
3
)
 
コ
ク
シ
ジ
オ
イ
デ
ス
症
（
①
全
身
に
播
種
し
た
も
の
 
②
肺
、
頸
部
、
肺
門
リ
ン
パ
節
以
外
の
部
位
に
起
こ
っ
た
も
の
）
 

 
4
)
 
ヒ
ス
ト
プ
ラ
ズ
マ
症
（
①
全
身
に
播
種
し
た
も
の
 
②
肺
、
頸
部
、
肺
門
リ
ン
パ
節
以
外
の
部
位
に
起
こ
っ
た
も
の
）
 

 
5
)
 
ニ
ュ
－
モ
シ
ス
テ
ィ
ス
肺
炎
 

 
6
)
 
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
脳
症
（
生
後
１
か
月
以
後
）
 

 
7
)
 
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
症
（
１
か
月
以
上
続
く
下
痢
を
伴
っ
た
も
の
）
 

 
8
)
 
イ
ソ
ス
ポ
ラ
症
（
１
か
月
以
上
続
く
下
痢
を
伴
っ
た
も
の
）
 

 
9
)
 
化
膿
性
細
菌
感
染
症
（
１
３
歳
未
満
で
、
ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
、
連
鎖
球
菌
等
の
化
膿
性
細
菌
に
よ
り
①
敗
血
症
 
②
肺
炎
 
③
髄
膜
炎

 
④
骨
関
節
炎
 
⑤
中
耳
・
皮
膚
粘
膜
以
外
の
部
位
や
深
在
臓
器
の
膿
瘍
の
い
ず
れ
か
が
、
２
年
以
内
に
、
二
つ
以
上
多
発
あ
る
い
は

繰
り
返
し
て
起
こ
っ
た
も
の
）
 

 
1
0
)
 
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
血
症
（
再
発
を
繰
り
返
す
も
の
で
、
チ
フ
ス
菌
に
よ
る
も
の
を
除
く
）
 

 
1
1
)
 
活
動
性
結
核
（
肺
結
核
又
は
肺
外
結
核
）
 

 
1
2
)
 
非
結
核
性
抗
酸
菌
症
（
①
全
身
に
播
種
し
た
も
の
 
②
肺
、
皮
膚
、
頸
部
、
肺
門
リ
ン
パ
節
以
外
の
部
位
に
起
こ
っ
た
も
の
）
 

 
1
3
)
 
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
生
後
１
か
月
以
後
で
、
肝
、
脾
、
リ
ン
パ
節
以
外
）
 

 
1
4
)
 
単
純
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
①
１
か
月
以
上
持
続
す
る
粘
膜
、
皮
膚
の
潰
瘍
を
呈
す
る
も
の
 
②
生
後
１
か
月
以
後
で
気
管

支
炎
、
肺
炎
、
食
道
炎
を
併
発
す
る
も
の
）
 

 
1
5
)
 
進
行
性
多
巣
性
白
質
脳
症
 

 
1
6
)
 
カ
ポ
ジ
肉
腫
 

 
1
7
)
 
原
発
性
脳
リ
ン
パ
腫
 

 
1
8
)
 
非
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
 

 
1
9
)
 
侵
潤
性
子
宮
頸
癌
 

 
2
0
)
 
反
復
性
肺
炎
 

 
2
1
)
 
リ
ン
パ
性
間
質
性
肺
炎
／
肺
リ
ン
パ
過
形
成
：
Ｌ
Ｉ
Ｐ
／
Ｐ
Ｌ
Ｈ
 
c
o
m
p
l
e
x
（
１
３
歳
未
満
）
 

 
2
2
)
 
Ｈ
Ｉ
Ｖ
脳
症
（
認
知
症
又
は
亜
急
性
脳
炎
）
 

 
2
3
)
 
Ｈ
Ｉ
Ｖ
消
耗
性
症
候
群
（
全
身
衰
弱
又
は
ス
リ
ム
病
）
 

   

   
 こ
 

の
 

届 出 は 診
 

断 か ら
 

７
 

日
 

以 内 に
 

行
 

っ
 

て く だ さ い
 

1
2
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

1
3
 
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め
に
必
要
な

事
項
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
事
項
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

１
 
性
的
接
触
 

（
ア
．
同
性
間
 
イ
．
異
性
間
 
ウ
．
不
明
）
 

２
 
静
注
薬
物
使
用
 

３
 
母
子
感
染
 

（
ア
．
胎
内
・
出
産
時
 
イ
．
母
乳
）
 

４
 
輸
血
・
血
液
製
剤
 

（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・
状
況
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

５
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

６
 
不
明
 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
 

（
国
名
：
 

詳
細
地
域
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
不
明
 

 
 

①
 
最
近
数
年
間
の
主
な
居
住
地
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
 
都
道
府
県
）
 

２
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
不
明
 

 ②
 
国
籍
 

１
 
日
本
 

２
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
不
明
 

  

 （
１
、
２
、
４
か
ら
６
、
1
2
、
1
3
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
３
、
７
か
ら

1
1
欄
は

年
齢
・
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
※
欄

は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
）
 

 
 

別
記
様
式
５
－
１
０
 

 

ジ
 ア

 ル
 
ジ

 ア
 症

 発
 生

 
届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
 

 

２
 
性
 
別
 

３
 
診
断
時
の
年
齢
 （

0
歳
は
月
齢
）
 

男
 
・
 
女
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

 ４
  症
  状
  

 ・
腹
部
不
快
感
 
 
 
 
・
下
痢
 

・
胆
管
炎
 
 
 
 
 
 
・
胆
嚢
炎
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

  

１
１
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
水
系
感
染
（
水
の
種
類
・
状
況
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
性
的
接
触
（
Ａ
.性

交
 
Ｂ
.経

口
）
 

（
ア
.同

性
間
 
イ
.異

性
間
 
ウ
.不

明
）
 

４
 
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

   ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
  

 
  
  
  
  
  
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 ５
  診 断 方 法
 

・
鏡
検
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
便
・
生
検
組
織
・
十
二
指
腸
液
・
胆
汁
・
膵
液
・
そ

の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
）
 

 ・
病
原
体
抗
原
の
検
出

 
検
体
：
便
・
生
検
組
織
・
十
二
指
腸
液
・
胆
汁
・
膵
液
・
そ

の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
）
 

 
 
検
査
法
（
酵
素
抗
体
法
・
イ
ム
ノ
ク
ロ
マ
ト
法
）

 
 ・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出

 
検
体
：
便
・
生
検
組
織
・
十
二
指
腸
液
・
胆
汁
・
膵
液
・
そ

の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
）
 

 

・
そ
の
他
の
検
査
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ６
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

７
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

８
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

９
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

10
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

（
1
，
2
，
4
，
5
，
1
1
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
3
，
6
か
ら

1
0
欄
は

年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

4
,
5
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 か ら ７ 日 以 内 に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
５
－
１
１
 

 

侵
 襲

 性
 
イ

 ン
 フ

 ル
 エ

 
ン

 ザ
 菌

 感
 染

 
症

 発
 生

 届
 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

 感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
 

 

２
 
性
 
別
 

３
 
診
断
時
の
年
齢
 （

0
歳
は
月
齢
）
 

男
 
・
 
女
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

 ４
  症
  状
  

 ・
頭
痛
 
 
 
 
 
・
発
熱
 
 
 
  

 ・
嘔
吐
 
 

・
痙
攣
 
 
 
 
 
・
意
識
障
害
 
 
 
・
項
部
硬
直
 

・
大
泉
門
膨
隆
 
 
・
シ
ョ
ッ
ク
 
 
 
・
髄
膜
炎
 

・
肺
炎
 
 
 
 
 
・
菌
血
症
 
 
 
 
・
関
節
炎
 

・
脳
膿
瘍
 
 
 
 
・
喉
頭
蓋
炎
 

・
多
臓
器
不
全
 
 
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

１
１
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
飛
沫
・
飛
沫
核
感
染
（
感
染
源
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 

３
 
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ③
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
 

１
回
目
 
有
（
 
 
 
歳
）・

無
・
不
明
 

 
 
接
種
年
月
日
（
Ｓ
・
Ｈ
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 
 
・
不
明
）
 

 
 
製
造
会
社
/Ｌ

ｏ
ｔ
番
号
（
 
 
 
 
 
 
/ 

 
 
 
 
 
・
不
明
）
 

２
回
目
 
有
（
 
 
 
歳
）・

無
・
不
明
 

 
 
接
種
年
月
日
（
Ｓ
・
Ｈ
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 
 
・
不
明
）
 

 
 
製
造
会
社
/Ｌ

ｏ
ｔ
番
号
（
 
 
 
 
 
 
/ 

 
 
 
 
 
・
不
明
）
 

３
回
目
 
有
（
 
 
 
歳
）・

無
・
不
明
 

 
 
接
種
年
月
日
（
Ｓ
・
Ｈ
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 
 
・
不
明
）
 

 
 
製
造
会
社
/Ｌ

ｏ
ｔ
番
号
（
 
 
 
 
 
 
/ 

 
 
 
 
 
・
不
明
）
 

４
回
目
 
有
（
 
 
 
歳
）・

無
・
不
明
 

 
 
接
種
年
月
日
（
Ｓ
・
Ｈ
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 
 
・
不
明
）
 

 
 
製
造
会
社
/Ｌ

ｏ
ｔ
番
号
（
 
 
 
 
 
 
/ 

 
 
 
 
 
・
不
明
）
 

 

 ５
  診 断 方 法
 

 ・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
髄
液
・
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

血
清
型
：
未
実
施
・
ｂ
群
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
型
）
 

 

・
検
体
か
ら
の
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

検
体
：
髄
液
・
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

血
清
型
：
未
実
施
・
ｂ
群
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
型
）
 

 ・
ラ
テ
ッ
ク
ス

法
に
よ
る
病
原
体
抗
原
の
検
出
 

 ・
そ
の
他
の
検
査
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 ６
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

７
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

８
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

９
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

10
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

（
1
，
2
，
4
，
5
，
1
1
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
3
，
6
か
ら

1
0
欄
は

年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

4
,
5
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 か ら ７ 日 以 内 に 行 っ て く だ さ い
 

 
 

別
記
様
式
５
－
１
２
 

 

侵
 襲

 性
 
髄

 膜
 炎

 菌
 感

 
染

 症
 発

 生
 届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

 感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

10
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
10

は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

 

11
  症
  状
 

・
頭
痛
 
 
 
 
 
・
発
熱
 
 
 
  

・
全
身
倦
怠
感
 

・
嘔
吐
 
 
 
 
 
・
発
疹
 
 
 
 
 ・

痙
攣
 
 

・
意
識
障
害
 
 
 
・
項
部
硬
直
 
  

・
大
泉
門
膨
隆
 

・
点
状
出
血
 
 
 
・
シ
ョ
ッ
ク
 
  

・
Ｄ
Ｉ
Ｃ
 

・
髄
膜
炎
 
 
 
 
・
菌
血
症
 
 
 
・
関
節
炎
 

・
多
臓
器
不
全
 
 
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

18
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
飛
沫
・
飛
沫
核
感
染
（
感
染
源
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 

３
 
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

渡
航
期
間
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

③
共
同
生
活
の
有
無
（
 
有
 
・
 
無
 
）
 

１
 
学
生
寮
 

２
 
社
員
寮
 

３
 
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

④
髄
膜
炎
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
（
有
・
無
・
不
明
）
 

 12
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
髄
液
・
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

血
清
群
：
未
実
施
・
Ａ
群
・
Ｂ
群
・
Ｃ
群
・
Ｙ
群
・
 

Ｗ
-1
35

群
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
）
 

 

・
検
体
か
ら
の
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

検
体
：
髄
液
・
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

血
清
群
：
未
実
施
・
Ａ
群
・
Ｂ
群
・
Ｃ
群
・
Ｙ
群
・
 

Ｗ
-1
35

群
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
）
 

 ・
そ
の
他
の
検
査
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

13
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

14
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

15
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

16
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

17
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

19
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め
 

に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，
3
，
1
1
，
1
2
，
1
8
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
，
5
,
1
3
か
ら

1
7
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1
,
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
５
－
１
３
 

 

侵
 襲

 性
 
肺

 炎
 球

 菌
 感

 
染

 症
 発

 生
 届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

 感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
 

 

２
 
性
 
別
 

３
 
診
断
時
の
年
齢
 （

0
歳
は
月
齢
）
 

男
 
・
 
女
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

 ４
  症
  状
  

 ・
頭
痛
 
 
 
 
 
・
発
熱
 
 
 
  

 ・
咳
 

・
全
身
倦
怠
感
 
 
・
嘔
吐
 
 
 
 
 
・
痙
攣
 

・
意
識
障
害
 
 
 
・
項
部
硬
直
 
 
 
・
大
泉
門
膨
隆
 

・
髄
膜
炎
 
 
 
 
・
肺
炎
 
 
 
 
 
・
中
耳
炎
 

・
菌
血
症
 
 
 
 
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

１
１
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
飛
沫
・
飛
沫
核
感
染
（
感
染
源
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 

３
 
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

③
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
 

１
回
目
 
有
（
 
 
 
歳
）・

無
・
不
明
 

 
 
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
（
 
（
 
 
）
価
結
合
型
・
２
３
価
多
糖
体
・
不
明
） 

接
種
年
月
日
（
 
Ｓ
・
Ｈ
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 
 
・
不
明
） 

 
 
製
造
会
社
/Ｌ

ｏ
ｔ
番
号
（
 
 
 
 
 
 
 
/ 

 
 
 
 
 
・
不
明
） 

２
回
目
 
有
（
 
 
 
歳
）・

無
・
不
明
 

 
 
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
（
 
（
 
 
）
価
結
合
型
・
２
３
価
多
糖
体
・
不
明
） 

接
種
年
月
日
（
 
Ｓ
・
Ｈ
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 
 
・
不
明
） 

 
 
製
造
会
社
/Ｌ

ｏ
ｔ
番
号
（
 
 
 
 
 
 
 
/ 

 
 
 
 
 
・
不
明
） 

３
回
目
 
有
（
 
 
 
歳
）・

無
・
不
明
 

 
 
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
（
 
（
 
 
）
価
結
合
型
・
２
３
価
多
糖
体
・
不
明
） 

接
種
年
月
日
（
 
Ｓ
・
Ｈ
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 
 
・
不
明
） 

 
 
製
造
会
社
/Ｌ

ｏ
ｔ
番
号
（
 
 
 
 
 
 
 
/ 

 
 
 
 
 
・
不
明
） 

４
回
目
 
有
（
 
 
 
歳
）・

無
・
不
明
 

 
 
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
（
 
（
 
 
）
価
結
合
型
・
２
３
価
多
糖
体
・
不
明
） 

接
種
年
月
日
（
 
Ｓ
・
Ｈ
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 
 
・
不
明
） 

 
 
製
造
会
社
/Ｌ

ｏ
ｔ
番
号
（
 
 
 
 
 
 
 
/ 

 
 
 
 
 
・
不
明
） 

 ５
  診 断 方 法
 

 ・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
髄
液
・
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

血
清
型
：
未
実
施
・（

 
 
 
 
）
型
 

 

・
検
体
か
ら
の
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

検
体
：
髄
液
・
血
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

血
清
型
：
未
実
施
・（

 
 
 
 
）
型
 

 ・
病
原
体
抗
原
の
検
出
 

 
 
検
査
法
（
ラ
テ
ッ
ク
ス
法
・
イ
ム
ノ
ク
ロ
マ
ト
法
）
 

 ・
そ
の
他
の
検
査
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 ６
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

７
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

８
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

９
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

10
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

（
1
，
2
，
4
，
5
，
1
1
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
3
，
6
か
ら

1
0
欄
は

年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

4
,
5
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 か ら ７ 日 以 内 に 行 っ て く だ さ い
 

 
 

別
記
様
式
５
－
１
４
 

水
痘

（
入

院
例

に
限

る
。
）

発
生

届
 

 
 

都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
 

 

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
 

（
1
，
2
，
4
，
5
及
び

1
1
欄
に
お
い
て
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
3
及
び

6
か
ら

10
ま
で
の
欄
に
お
い
て
は
年
齢
又
は
年
月
日
を

記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

4
及
び

5
欄
に
お

い
て
は
、
該
当
す
る
も
の
全
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

  

２
 
性
 
別
 

３
 
診
断
時
の
年
齢
 （

0
歳
は
月
齢
）
 

男
 
・
 
女
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

病
 
 
 
 
 
型
 

・
そ
の
他
の
検
査
方
法
（
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
） 

検
体
採
取
日
（
 
 
月
 
 
日
 
 
）
 
結
果
（
 
陽
性
・
陰
性
 
）
 

・
臨
床
決
定
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
） 

1)
検
査
診
断
例
 
 
 
2)
臨
床
診
断
例
 

４
  症
  状
 

 

・
発
熱
 
・
発
疹
 
・
肺
炎
 
・
気
管
支
炎
 
・
熱
性
痙
攣
 
 

・
肝
炎
 
・
膿
痂
疹
 
・
蜂
窩
織
炎
 
・
敗
血
症
 
 

・
脳
炎
 
・
髄
膜
脳
炎
 
・
小
脳
炎
 
・
小
脳
失
調
 
 

・
急
性
呼
吸
窮
迫
症
候
群
（
AR
DS
）・

急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎
（
AD
EM
） 

・
根
神
経
炎
 
・
急
性
腎
不
全
 
・
小
腸
穿
孔
 
・
心
膜
炎
 

・
播
種
性
血
管
内
凝
固
症
候
群
（
DI
C）

 
・
多
臓
器
不
全
 

・
内
臓
播
種
性
水
痘
 
・
妊
婦
水
痘
 
・
免
疫
不
全
 

・
他
疾
患
入
院
中
の
発
症
 
 

・
後
遺
症
（
 
 
 
 
 
 
 
）・

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

６
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

７
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

８
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

９
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

10
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

１
１
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
飛
沫
・
飛
沫
核
感
染
（
感
染
源
と
な
っ
た
水
痘
患
者
・
帯
状
疱
疹
患
者
・

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

  
  

  
）

 
２
 
接
触
感
染
（
感
染
源
と
な
っ
た
水
痘
患
者
・
帯
状
疱
疹
患
者
・
 

物
の
種
類
・
状
況
：
 

 
 
  
 
 
 
 
  
  
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
）
 

３
 
院
内
感
染

（
感
染
伝
播
の
状
況
：
 
 
 
 
 
 
  

 
 
  
  
 ）

 

 
(入

院
し
て
い
た
理
由
（
疾
患
名
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

４
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 渡

航
期
間
 
 
 
 
 
 
  
  
 ）

 

③
水
痘
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
  

1
回
目
 
有
（
 
 
 
 
歳
）・

 
無
 ・

 不
明
  

接
種
年
月
日
（
 Ｓ

・
Ｈ
 
 
年
 
  

月
 
  

 
日
 
  
 ・

不
明
）
 

製
造
会
社
/Ｌ

ｏ
ｔ
番
号
（
 
 
 
 
 
 
/ 

 
 
 
  

・
不
明
）
 

2
回
目
 
有
（
 
 
 
 
歳
）・

  
無
 ・

 不
明
  

接
種
年
月
日
（
 Ｓ

・
Ｈ
 
 
年
 
  

月
 
  

 
日
 
  
 ・

不
明
）
 

製
造
会
社
/Ｌ

ｏ
ｔ
番
号
（
 
 
 
 
 
 
/ 

 
 
 
  

・
不
明
）
 

 ５
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
水
疱
内
容
液
・
咽
頭
拭
い
液
・
末
梢
血
リ
ン
パ
球
・
血
液
・
 

 
 
 
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 ）
 

検
体
採
取
日
（
 
 
月
 
 
日
 
 
）
 
結
果
（
 
陽
性
・
陰
性
 
） 

・
蛍
光
抗
体
法
に
よ
る
抗
原
の
検
出
 

 
検
体
：
水
疱
内
容
液
・
水
疱
基
底
部
拭
い
液
（
水
疱
内
剥
離
感
染
 

細
胞
）・

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 ）
 

検
体
採
取
日
（
 
 
月
 
 
日
 
 
）
 
結
果
（
 
陽
性
・
陰
性
 
） 

・
検
体
か
ら
直
接
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

検
体
：
水
疱
内
容
液
・
咽
頭
拭
い
液
・
末
梢
血
リ
ン
パ
球
・
血
液
・
 

髄
液
・
痂
皮
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

検
体
採
取
日
（
 
 
月
 
 
日
 
 
）
 
結
果
（
 
陽
性
・
陰
性
 
） 

・
血
清
Ｉ
ｇ
Ｍ
抗
体
の
検
出
 
 

検
体
採
取
日
（
 
 
 
 
 
 月

 
 
 
 
 
日
 
 
 
 
 
 
） 

結
果
（
 
陽
性
・
陰
性
・
判
定
保
留
 
）
 

抗
体
価
：（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

・
ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
の
検
出
 

 
検
体
採
取
日
（
 1

回
目
 
 月

 
  
日
 
2
回
目
 
  
月
 
  
日
 ）
 

 
抗
体
価
 
 
（
 1

回
目
 
 
 
 
  
 
 2

回
目
 
 
  
  
 
 
 ）
 

結
果
：
抗
体
陽
転
・
抗
体
価
の
有
意
上
昇
 

検
査
方
法
：
 E
IA
 ・
 I
AH
A 
・
 N
T 
・
 C
F 
・
 そ

の
他
（
 
 
 
  

） 

こ の 届 出 は 診 断 か ら ７ 日 以 内 に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
５
－
１
５
 

先
天

性
風

し
ん

症
候

群
発

生
届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 

 

２
 
性
 
別
 

３
 
診
断
時
の
年
齢
（
0
歳
は
月
齢
）
 

男
 
・
 
女
 

 
 
 
 
  
 歳

（
  

 
 
か
月
）
 

 

病
 
 
型
 

１
１
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

1)
 Ｃ

Ｒ
Ｓ
典
型
例
、
 
 
 
2)
そ
の
他
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
 

１
 
母
親
の
妊
娠
中
の
風
し
ん
罹
患
歴
 

・
あ
り
（
発
症
し
た
妊
娠
週
数
 
 
 
 
 
週
）
 

・
な
し
 
 
 
 
 

・
不
明
 

  ②
母
親
の
感
染
地
域
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

  ③
出
生
時
の
母
親
の
年
齢
（
 
 
 
 
歳
）
 

  ④
母
親
の
風
し
ん
含
有
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
  

1
回
目
 
有
（
 
 
 
 
歳
）・

 
無
 ・

 不
明
  

母
子
手
帳
等
の
記
録
に
よ
る
確
認
の
有
無
 
（
有
 ・

 無
）
 

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
（
風
し
ん
単
抗
原
・
Ｍ
Ｒ
・
Ｍ
Ｍ
Ｒ
・
不
明
）
 

接
種
年
月
日
（
 Ｓ

・
Ｈ
 
 
年
 
  

月
 
  

 
日
 
 ・

不
明
）
 

製
造
会
社
/Ｌ

ｏ
ｔ
番
号
（
 
 
 
 
 
 
/ 

 
 
 
  

・
不
明
）
 

2
回
目
 
有
（
 
 
 
 
歳
）・

  
無
 ・

 不
明
  

母
子
手
帳
等
の
記
録
に
よ
る
確
認
の
有
無
 
（
有
 ・

 無
）
 

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
（
風
し
ん
単
抗
原
・
Ｍ
Ｒ
・
Ｍ
Ｍ
Ｒ
・
不
明
）
 

接
種
年
月
日
（
 Ｓ

・
Ｈ
 
 
年
 
  

月
 
  

 
日
 
 ・

不
明
）
 

製
造
会
社
/Ｌ

ｏ
ｔ
番
号
（
 
 
 
 
 
 
/ 

 
 
 
  

・
不
明
）
 

 

４
  症
  状
  

・
白
内
障
 
 
 
 
 
・
先
天
性
緑
内
障
 

・
先
天
性
心
疾
患
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
難
聴
 

・
色
素
性
網
膜
症
 
  
・
紫
斑
 

・
脾
腫
 
 
 
 
 
 
・
小
頭
症
 

・
精
神
発
達
遅
滞
 
 
・
髄
膜
脳
炎
 

・
Ｘ
線
透
過
性
の
骨
病
変
 

・
黄
疸
（
生
後

24
時
間
以
内
に
出
現
）
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ５
  診 断 方 法
 

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
咽
頭
拭
い
液
・
唾
液
・
尿
・
そ
の
他
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
検
体
か
ら
直
接
の

PC
R
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

検
体
：
咽
頭
拭
い
液
・
唾
液
・
尿
・
そ
の
他
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
血
清

Ig
M

抗
体
の
検
出
 

・
血
清
赤
血
球
凝
集
抑
制
(H

I)
抗
体
価
が
、
移
行
抗
体
の
推
移
か
ら

予
想
さ
れ
る
値
を
高
く
超
え
て
持
続
（
出
生
児
の

H
I抗

体
価
が
、

月
あ
た
り
１
／
２
の
低
下
率
で
低
下
し
て
い
な
い
）
 

 ・
そ
の
他
検
査
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

６
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

７
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

８
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

９
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

10
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

（
1
，
2
，
4
，
5
，
1
1
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
3
，
6
か
ら

1
0
欄
は

年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

4
,
5
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

  

こ の 届 出 は 診 断 か ら ７ 日 以 内 に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
５
－
１
６

 

梅
 
 
毒
 
 
発
 
 
生
 
 
届
 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

 感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
よ

り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(※

) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(※

) 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
無
症
状
病
原
体
保
有
者
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 

２
 
性
 
別
 

３
 
診
断
時
の
年
齢
 （

0
歳
は
月
齢
）
 

男
 
・
 
女
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

病
 
 
 
 
 
型
 

１
１
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

①
 
病
型
 

1)
早
期
顕
症
梅
毒
(ｱ
､Ⅰ

期
 ｲ
､Ⅱ

期
) 

2)
晩
期
顕
症
梅
毒
、
 

3)
先
天
梅
毒
、
4)
無
症
候
（
無
症
状
病
原
体
保
有
者
）
 

②
 
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
合
併
の
有
無
 

1)
 有

 
2)
 無

 
3)
 不

明
 

①
 感

染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 
１
 
性
的
接
触
 

（
Ａ
.性

交
 
Ｂ
.経

口
）
 

（
ア
.同

性
間
 
イ
.異

性
間
 
ウ
.不

明
）
 

（
性
風
俗
産
業
の
従
事
歴
（
直
近
６
か
月
以
内
）
 

1）
有
 
 
2)
無
 
 
3)
不
明
）
 

（
性
風
俗
産
業
の
利
用
歴
（
直
近
６
か
月
以
内
）
 

1）
有
 
 
2)
無
 
 
3)
不
明
）

 
２
 
静
注
薬
物
使
用
 

３
 
母
子
感
染
（
ア
.胎

内
・
出
産
時
 
イ
.母

乳
）
 

４
 
輸
血
・
血
液
製
剤
 

（
輸
血
・
血
液
製
剤
の
種
類
・
使
用
年
月
・
状
況
：
 

 
 
 
）
 

５
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

６
 
不
明
 

 ②
 感

染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
 

（
国
名
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

詳
細
地
域
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
不
明
 

 

③
 過

去
の
治
療
歴
 

1)
 １

年
よ
り
前
 
2)
 １

年
以
内
 
3)
 な

し
 
4)
 不

明
 

 ４
  症
  状
 

 

・
初
期
硬
結
（
性
器
、
肛
門
、
口
唇
、
口
腔
咽
頭
、
そ
の
他
（
 
 
 
））
 

・
硬
性
下
疳
（
性
器
、
肛
門
、
口
唇
、
口
腔
咽
頭
、
そ
の
他
（
 
 
 
））
 

・
鼠
径
リ
ン
パ
節
腫
脹
（
無
痛
性
）
 
・
梅
毒
性
バ
ラ
疹
 
 

・
丘
疹
性
梅
毒
疹
 
・
扁
平
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
 

・
ゴ
ム
腫
 
・
心
血
管
症
状
 
・
神
経
症
状
 
・
眼
症
状
 

・
骨
軟
骨
炎
 
・
実
質
性
角
膜
炎
 
・
感
音
性
難
聴
 

・
Hu
tc
hi
ns
on

歯
 
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

・
な
し
 

 ５
  診 断 方 法
 

①
 患

者
（
確
定
例
）
の
場
合
 

・
病
変
か
ら
の
病
原
体
の
検
出
（
染
色
法
、
PC
R
検
査
）
 

・
次
の

1)
、
2)
の
両
方
の
抗
体
検
査
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
 

1)
 カ

ル
ジ
オ
リ
ピ
ン
を
抗
原
と
す
る
検
査
 

2)
 Ｔ

．
pa
ll
id
um

を
抗
原
と
す
る
検
査
 

②
 無

症
状
病
原
体
保
有
者
の
場
合
 

・
次
の

1)
、
2)
の
両
方
の
抗
体
検
査
に
よ
る
血
清
抗
体
の
検
出
 

1)
 カ

ル
ジ
オ
リ
ピ
ン
を
抗
原
と
す
る
検
査
 

（
抗
体
価
を
記
載
、
16

倍
相
当
以
上
が
必
要
）
 

結
果
：（

 
 
 
 
 
 
 
 
倍
、
R.
U.
,U

又
は

SU
/m
l）

 

2)
 Ｔ

．
pa
ll
id
um

を
抗
原
と
す
る
検
査
 

 ・
そ
の
他
の
検
査
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

１
２
 
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め
に
必
要

な
事
項
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
事
項
 

・
 妊

娠
の
有
無
 

1)
 有

（
 
 
 
 
週
）
 
2)
 無

 
3)
 不

明
 

６
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

７
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

８
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

９
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

10
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

（
1，

2，
4，

5，
11
，
12

欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
3，

6
か
ら

10
欄
は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

4,
5
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。）

 

こ の 届 出 は 診 断 か ら ７ 日 以 内 に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
５
－
１
７
 

 

播
種

性
ク

リ
プ

ト
コ

ッ
ク

ス
症

発
生

届
 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
 

 

２
 
性
 
別
 

３
 
診
断
時
の
年
齢
 （

0
歳
は
月
齢
）
 

男
 
・
 
女
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

 ４
  症
  状
  

 ・
頭
痛
 
 
 
 
 
・
発
熱
 
 
 
  

 ・
意
識
障
害
 
 

・
痙
攣
 
 
 
 
 
・
麻
痺
 
 
 
 
 
・
項
部
硬
直
 

・
呼
吸
器
症
状
 
 
・
胸
部
異
常
陰
影
 
・
眼
内
炎
 
 

・
皮
疹
 
 
 
 
 
・
紅
斑
 
 
 
 
 
・
骨
病
変
 

・
中
枢
神
経
系
病
変
 
 
 
 
 
 
 
 
・
真
菌
血
症
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

１
１
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
鳥
類
の
糞
な
ど
と
の
接
触
（
感
染
源
の
種
類
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
免
疫
不
全
（
基
礎
疾
患
や
免
疫
抑
制
薬
剤
の
種
類
・
状
況
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 

３
 
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 ５
  診 断 方 法
 

 ・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
血
液
・
腹
水
・
胸
水
・
髄
液
 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

・
病
理
組
織
学
的
診
断
（
組
織
診
断
又
は
細
胞
診
断
で
莢

膜
を

有
す
る
酵
母
細
胞
の
証
明
）
 

 
 
検
体
：
髄
液
・
病
理
組
織
 
 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ・
ラ
テ
ッ
ク
ス
凝
集
法
に
よ
る
ク
リ
プ
ト
コ
ッ
ク
ス
莢
膜
抗
原

の
検
出
 

 
 
検
体
：
髄
液
・
血
液
 
 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 ６
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

７
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

８
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

９
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

10
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

（
1
，
2
，
4
，
5
及
び

1
1
欄
に
お
い
て
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
3
及
び

6
か
ら

10
ま
で
の
欄
に
お
い
て
は
年
齢
又
は
年
月
日
を

記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

4
及
び

5
欄
に
お

い
て
は
、
該
当
す
る
も
の
全
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

 

こ の 届 出 は 診 断 か ら ７ 日 以 内 に 行 っ て く だ さ い
 

 
 

別
記
様
式
５
－
１
８

 

 

破
 
傷

 
風

 
発

 
生

 
届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

 感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
 

 

２
 
性
 
別
 

３
 
診
断
時
の
年
齢
 （

0
歳
は
月
齢
）
 

男
 
・
 
女
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

 ４
  症
  状
  

 ・
筋
肉
の
こ
わ
ば
り
 
 
 ・

開
口
障
害
 
 
 

・
嚥
下
障
害
 
  

 
 
  
・
発
語
障
害
 

・
痙
笑
 
 
 
 
 
 
 
 ・

強
直
性
痙
攣
 

・
呼
吸
困
難
（
痙
攣
性
）
 ・

易
興
奮
性
 
 
 

・
反
弓
緊
張
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

１
１
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
針
等
の
鋭
利
な
も
の
の
刺
入
に
よ
る
感
染
（
刺
入
物
の
種
類
・
 

状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
）
 

２
 
静
注
薬
物
常
用
 

 ３
 
創
傷
感
染
（
創
傷
の
部
位
・
状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 

 ４
 
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

   ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

③
破
傷
風
含
有
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
（
有
 
・
 
無
 
・
 
不
明
）
 

 

 ５
  診 断 方 法
 

 ・
臨
床
決
定
（
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
）
 

   

 ６
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

７
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

８
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

９
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

10
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 （
1
，
2
，
4
，
5
，
1
1
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
3
，
6
か
ら

1
0
欄
は

年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

4
,
5
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 か ら ７ 日 以 内 に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
５
－
１
９
 

 

バ
ン

コ
マ

イ
シ

ン
耐

性
黄

色
ブ

ド
ウ

球
菌

感
染

症
発

生
届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
 

 

２
 
性
 
別
 

３
 
診
断
時
の
年
齢
 （

0
歳
は
月
齢
）
 

男
 
・
 
女
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

 ４
  症
  状
  

 ・
発
熱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
皮
膚
感
染
症
 
 ・

肺
炎
 
 
・
腸
炎
 
 
 
・
腹
膜
炎
 

・
骨
髄
炎
 
  

 
・
菌
血
症
 
・
免
疫
不
全
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

  

１
１
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
飛
沫
・
飛
沫
核
感
染
（
感
染
源
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 

４
 
針
等
の
鋭
利
な
も
の
の
刺
入
に
よ
る
感
染
（
刺
入
物
の
種
類
・
状
況
：
 

 
 
 
 
）
 

５
 
創
傷
感
染
（
創
傷
の
部
位
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

６
 
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

   ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 ５
  診 断 方 法
 

 ・
通
常
無
菌
的
で
あ
る
べ
き
検
体
か
ら
の
分
離
・
同
定
に
よ
る
黄

色
ブ
ド
ウ
球
菌
の
検
出
か
つ
分
離
菌
の
バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
の

MI
C
値
が

16
μ
ｇ
/m
l
以
上
 

 
 
検
体
：
血
液
・
腹
水
・
胸
水
・
髄
液
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
） 

 ・
通
常
無
菌
的
で
は
な
い
検
体
か
ら
の
分
離
・
同
定
に
よ
る
黄
色

ブ
ド
ウ
球
菌
の
検
出
、
か
つ
分
離
菌
の
バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
の

MI
C
値
が

16
μ
g/
ml

以
上
、
か
つ
分
離
菌
が
感
染
症
の
起
因

菌
で
あ
る
こ
と
の
判
定

 

 
 
検
体
：
喀
痰
・
尿
・
膿
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 

  

 ６
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

７
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

８
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

９
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

10
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 （
1
，
2
，
4
，
5
，
1
1
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
3
，
6
か
ら

1
0
欄
は

年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

4
,
5
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 か ら ７ 日 以 内 に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
５
－
２
０
 

 

バ
ン

コ
マ

イ
シ

ン
耐

性
腸

球
菌

感
染

症
発

生
届

 

 都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
 

 

２
 
性
 
別
 

３
 
診
断
時
の
年
齢
 （

0
歳
は
月
齢
）
 

男
 
・
 
女
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

 ４
  症
  状
  

 ・
発
熱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
心
内
膜
炎
 
 
 
・
腸
炎
 
 
 
 
 
 
・
腹
膜
炎
 

・
尿
路
感
染
症
 
 
・
骨
盤
内
感
染
症
 
 
・
髄
膜
炎
 

・
菌
血
症
 
 
 
 
・
免
疫
不
全
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

１
１
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
飛
沫
・
飛
沫
核
感
染
（
感
染
源
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

２
 
経
口
感
染
（
飲
食
物
の
種
類
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

３
 
接
触
感
染
（
接
触
し
た
人
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

４
 
針
等
の
鋭
利
な
も
の
の
刺
入
に
よ
る
感
染
（
刺
入
物
の
種
類
・
状
況
：
 

 
 
 
 
 
）
 

５
 
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

      ②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 ５
  診 断 方 法
 

 ・
通
常
無
菌
的
で
あ
る
べ
き
検
体
か
ら
の
分
離
・
同
定
に
よ
る
腸

球
菌
の
検
出
か
つ
分
離
菌
の
バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
の

MI
C
値
が

16

μ
ｇ
/m
l
以
上
 

 
 
検
体
：
血
液
・
腹
水
・
胸
水
・
髄
液
 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
菌
種
名
：
( 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
) 

 
耐
性
遺
伝
子
：
Va
nA
 ・

 V
an
B 
・
 V
an
C・

そ
の
他
（
 
）・

 

未
実
施
 

 ・
通
常
無
菌
的
で
は
な
い
検
体
か
ら
の
分
離
・
同
定
に
よ
る
腸
球

菌
の
検
出
、
か
つ
分
離
菌
の
バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
の

MI
C
値
が

16

μ
ｇ
/m
l
以
上
、
か
つ
分
離
菌
が
感
染
症
の
起
因
菌
で
あ
る
こ

と
の
判
定
 

 
 
検
体
：
喀
痰
・
尿
・
膿
 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

菌
種
名
：
( 
  
  
  

 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
) 

耐
性
遺
伝
子
：
Va
nA
 ・

 V
an
B 
・
 V
an
C・

そ
の
他
（
 
）・

 

未
実
施
 

 
 
 

６
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

７
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

８
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

９
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

10
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

（
1
，
2
，
4
，
5
，
1
1
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
3
，
6
か
ら

1
0
欄
は

年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

4
,
5
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 か ら ７ 日 以 内 に 行 っ て く だ さ い
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別
記
様
式
５
—
２
１
 

百
 
日

 
咳

 
発

 
生

 
届

 

 
 

都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 

 
２
 
性
別
 

３
 
診
断
時
の
年
齢
（
０
歳
は
月
齢
）
 

男
・
女
 

歳
（
 
 
か
月
）
 

 ４
 

 症
 

状
 

・
持
続
す
る
咳
 
・
夜
間
の
咳
き
込
み
 
・
呼
吸
苦
 

・
ス
タ
ッ
カ
ー
ト
 
・
ウ
ー
プ
 
・
嘔
吐
 

・
無
呼
吸
発
作
 
・
チ
ア
ノ
ー
ゼ
 
・
白
血
球
数
増
多
 

・
肺
炎
 
・
痙
攣
 
・
脳
症
（
急
性
脳
炎
の
届
出
も
お
願
い
し
ま
す
）
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

１
２
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

１
 家

族
内
感
染
 

 
・
母
親
 
・
父
親
 
・
同
胞
 
・
祖
父
母
 

 
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
）
 
・
不
明
 

２
 流

行
の
有
無
 

 
・
幼
稚
園
 
・
学
校
 
・
職
場
 

 
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
）
 
・
不
明
 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

１
 日

本
国
内
（
 
 
都
道
府
県
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 国

外
（
 
 
 
国
 

 
 詳

細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

 ③
百
日
せ
き
含
有
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
 

１
回
目
 
有
（
 
 
か
月
）・

無
・
不
明
 

 
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
（
DP
T・

DP
T-
IP
V・

不
明
）
 

 
接
種
年
月
日
（
S・

H 
年
 
月
 
日
 
・
不
明
）
 

 
製
造
会
社
/L
ot

番
号
（
 
 
 
/ 

 
・
不
明
）
 

２
回
目
 
有
（
 
 
か
月
）・

無
・
不
明
 

 
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
（
DP
T・

DP
T-
IP
V・

不
明
）
 

 
接
種
年
月
日
（
S・

H 
年
 
月
 
日
 
・
不
明
）
 

 
製
造
会
社
/L
ot

番
号
（
 
 
 
/ 

 
・
不
明
）
 

３
回
目
 
有
（
 
 
か
月
）・

無
・
不
明
 

 
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
（
DP
T・

DP
T-
IP
V・

不
明
）
 

 
接
種
年
月
日
（
S・

H 
年
 
月
 
日
 
・
不
明
）
 

 
製
造
会
社
/L
ot

番
号
（
 
 
 
/ 

 
・
不
明
）
 

追
加
接
種
 
有
（
 
 
歳
）・

無
・
不
明
 

 
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
（
DP
T・

DP
T-
IP
V・

不
明
）
 

 
接
種
年
月
日
（
S・

H 
年
 
月
 
日
 
・
不
明
）
 

 
製
造
会
社
/L
ot

番
号
（
 
 
 
/ 

 
・
不
明
）
 

そ
の
他
：
海
外
で
成
人
用
百
日
せ
き
含
有
ワ
ク
チ
ン
（
Td
ap
）
の
接

種
歴
が
あ
る
場
合
 

 
接
種
年
月
日
（
H 

年
 
月
 
日
 
・
不
明
）
 

 
製
造
会
社
/L
ot

番
号
（
 
 
 
/ 

 
・
不
明
）
 

 ５
 

 診
 

断
 

方
 

法
 

    

・
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

 
検
体
：
鼻
腔
ス
ワ
ブ
・
咽
頭
ぬ
ぐ
い
液
・
喀
痰
 

 
 
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
検
体
採
取
日
（
 
 
月
 
 
日
）
結
果
（
 陽

性
・
陰
性
）
 

・
検
体
か
ら
の
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

 
検
体
：
鼻
腔
ス
ワ
ブ
・
咽
頭
ぬ
ぐ
い
液
・
喀
痰
 

 
 
 
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
検
体
採
取
日
（
 
 
月
 
 
日
）
結
果
（
 陽

性
・
陰
性
）
 

 
検
査
方
法
：
PC
R
法
・
LA
MP

法
 

・
抗
体
の
検
出
 

 
抗
体
の
種
類
：
抗

PT
 I
gG
 
・
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
）
 

 
結
果
：
単
一
血
清
で
抗
体
価
の
高
値
 

 
抗
体
価
（
  
 
 
  
）
検
体
採
取
日
（
 
 
月
 
 
日
）
 

・
ペ
ア
血
清
で
抗
体
価
の
有
意
上
昇
 

 
検
体
採
取
日
（
1
回
目
 
 
月
 
日
 
2
回
目
 
月
 
日
）
 

 
抗
体
価
 
（
1
回
目
 
 
 
 
 
2
回
目
 
 
 
 
）
 

 
検
査
方
法
：
 
EI
A・

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

・
そ
の
他
の
検
査
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
検
体
（
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
）
 

 
検
体
採
取
日
（
 
 
月
 
 
日
）
 

 
結
果
（
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
）
 

・
臨
床
決
定
: 
検
査
確
定
例
（
 
 
 
 
）
と
の
接
触
 

 

６
 初

診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
  
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

７
 診

断
（
検
案
（
※
））

年
月
日
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

８
 入

院
年
月
日
（
入
院
例
の
み
）
  
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

９
 感

染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
  
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

10
 発

病
年
月
日
（
＊
）
  
  
  
  
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

11
 死

亡
年
月
日
（
※
）
  
  
  
  
  
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

（
１
,
２
,
４
,
５
,
1
2
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
３
,
６
か
ら

1
1
欄
は
年

齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

 
4
,
5
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

 

 
 

  別
記
様
式
５
－
２
２
 

風
 

 
し
 

 
ん
 
 

発
 

 
生

 
 

届
 

都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 
殿
 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
 
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
 
診
断
時
の
年
齢

(０
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 
 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

10
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
10

は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

 

病
 
 
 
 
 
型
 

13
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

１
)風

し
ん
（
検
査
診
断
例
）
 
 
２
)風

し
ん
（
臨
床
診
断
例
）
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

１
 
飛
沫
感
染
（
感
染
源
と
な
っ
た
風
し
ん
患
者
・
状
況
：
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
 

  
  

  
  
 
）

 
２
 
接
触
感
染
（
感
染
源
と
な
っ
た
風
し
ん
患
者
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  

  
  
  
  

 
 
 
）
 

３
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 ）

 

②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
  

 
 
）
 

渡
航
期
間
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
  

  
 
 
）
 

③
風
し
ん
含
有
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
  

1
回
目
 
有
（
 
 
 
 
歳
）・

 無
 ・

 不
明
 

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
（
風
し
ん
単
抗
原
・
Ｍ
Ｒ
・
Ｍ
Ｍ
Ｒ
・
不
明
）
 

接
種
年
月
日
（
 
Ｓ
・
Ｈ
 
 
 
年
 
 
月
 
 
 
日
 ・

不
明
）
 

製
造
会
社
/Ｌ

ｏ
ｔ
番
号
（
 
 
 
 
 
 
/ 

 
 
 
 
・
不
明
）
 

2
回
目
 
有
（
 
 
 
 
歳
）・

 無
 ・

 不
明
 

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
（
風
し
ん
単
抗
原
・
Ｍ
Ｒ
・
Ｍ
Ｍ
Ｒ
・
不
明
）
 

接
種
年
月
日
（
 
Ｓ
・
Ｈ
 
 
 
年
 
 
月
 
 
 
日
 ・

不
明
）
 

製
造
会
社
/Ｌ

ｏ
ｔ
番
号
（
 
 
 
 
 
 
/ 

 
 
 
 
・
不
明
）
 

11
  症
 

状
 

・
発
熱
（
 
月
 
日
出
現
）
 
・
咳
 
・
鼻
汁
 
・
結
膜
充
血
 

・
発
疹
（
 
月
 
日
出
現
）
 
・
リ
ン
パ
節
腫
脹
 
 

・
関
節
痛
・
関
節
炎
 
・
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
 

・
脳
炎

（
急
性
脳
炎
の
届
出
も
お
願
い
し
ま
す
）
 
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

 12
  診 断 方 法
 

陰
性
結
果
を
含
め
実
施
し
た
も
の
全
て
記
載
し
て
下
さ
い
。
 

(ア
) 
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
 
咽
頭
拭
い
液
・
血
液
・
髄
液
・
尿
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
） 

検
体
採
取
日（

 
 
 
 
 
月
 
 
 
 
 
日
 
 
 
 
 
 
 
） 

結
果
（
 
陽
性
・
陰
性
 
）
 

遺
伝
子
型
：（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

(イ
) 
検
体
か
ら
直
接
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

検
体
：
 
咽
頭
拭
い
液
・
血
液
・
髄
液
・
尿
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
） 

検
体
採
取
日（

 
 
 
 
 
月
 
 
 
 
 
日
 
 
 
 
 
 
 
） 

結
果
（
 
陽
性
・
陰
性
 
）
 

遺
伝
子
型
：（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
）
 

(ウ
) 
血
清
Ｉ
ｇ
Ｍ
抗
体
の
検
出
 

検
体
採
取
日（

 
 
 
 
 
月
 
 
 
 
 
日
 
 
 
 
 
 
 
） 

結
果
（
 
陽
性
・
陰
性
・
判
定
保
留
 
）
 

 
抗
体
価
：（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
）
 

(エ
) 
ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
の
検
出
 

検
体
採
取
日
（
 1

回
目
 
 月

 
  
日
 
2
回
目
 
  
月
 
  
日
 ）
 

抗
体
価
 
 
（
 1

回
目
 
 
 
 2

回
目
 
 
 
）（

単
位
 
 
 
） 

結
果
：
抗
体
陽
転
・
抗
体
価
の
有
意
上
昇
 

 
検
査
方
法
：
 H
I・

E
IA
・
EL

FA
・
LT

I・
CL
E
IA
・
LA
 

 
  
 
  
 
  

 そ
の
他
（
 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
） 

(オ
) 
そ
の
他
の
検
査
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  
 
 
）
 

検
体
採
取
日（

 
 
 
 
 
月
 
 
 
 
 
日
 
 
 
 
 
 
 
） 

 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
）
 

(カ
) 
臨
床
決
定
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

14
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

15
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

16
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

17
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

18
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

19
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め
 

に
必
要
と
認
め
る
事
項
 

・
妊
娠
の
有
無
(女

性
の
み
) 

 
 
有
 
( 

 
 
週
)・

無
・
不
明
 

 

（
病
型
,
１
，
３
，
1
1
か
ら

1
3
,
1
9
欄
は
該
当
す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
４
，
５
,
1
4
か
ら

1
8
欄
は

年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。

1
1
,
1
2
,
1
9
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

臨
床

診
断

例
に
つ

い
て
は

、
届
出

後
で
あ

っ
て
も

、
血

清
抗
体
価

の
測
定

を
実
施

す
る
と

と
も
に

、
所

在
地
の
地

方
自
治

体
に

検
体

提
出

し
、
そ

の
結

果
に
つ

い
て
最

寄
り
の

保
健
所

に
報
告

し
て
い

た
だ
き

、
検
査

結
果
等

を
総
合

的
に
勘

案
し
、
風

し
ん
で

な
い

と
判

断
さ

れ
た

場
合
は

届
出
の

取
り
下

げ
等
の

ご
協
力

い
た
だ

き
ま
す

よ
う
お

願
い
し

ま
す
。
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い
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 別
記

様
式

５
－
２

３
 

麻
 

 
し

 
 

ん
 

 
発

 
 

生
 

 
届

 

都
道
府
県
知
事

（
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
）
 

殿
 

感
染

症
の

予
防

及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
１
２
条
第
１
項
（
同
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規

定
に

よ
り

、
以
下
の
と
お
り
届
け
出
る
。
 

報
告
年
月
日
 

平
成
 

 
年
 

 
月
 

 
日
 

医
師
の
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

（
署
名
又
は
記
名
押
印
の
こ
と
）
 

従
事
す
る
病
院
・
診
療
所
の
名
称
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
記
病
院
・
診
療
所
の
所
在
地
(
※
)
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
(
※
)
 
 
 
 
 
（

 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
病
院
・
診
療
所
に
従
事
し
て
い
な
い
医
師
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
 

２
 
当
該
者
氏
名
 

３
性
別
 

４
 
生
年
月
日
 

５
診
断
時
の
年
齢

(0
歳
は
月
齢
) 

６
 
当
該
者
職
業
 

 
男
・
女
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

７
 
当
該
者
住
所
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

８
 
当
該
者
所
在
地
 

電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 
 

９
 
保
護
者
氏
名
 

10
 
保
護
者
住
所
 
 
 
（
９
、
10

は
患
者
が
未
成
年
の
場
合
の
み
記
入
）
 

 
電
話
（
 
 
 
）
 
 
－
 
 

 

病
 
 
 
 
 
型
 

13
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

1)
麻
し
ん
（
検
査
診
断
例
）
 
 
2)
麻
し
ん
（
臨
床
診
断
例
）
 

3)
修
飾
麻
し
ん
（
検
査
診
断
例
）
 

①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
飛
沫
・
飛
沫
核
感
染
（
感
染
源
と
な
っ
た
麻
疹
患
者
・
状
況
：
 
 
 
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

  
  

  
  
 
）

 
２
 
接
触
感
染
（
感
染
源
と
な
っ
た
麻
疹
患
者
・
物
の
種
類
・
状
況
：
 

 
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
）
 

３
 
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 ）
 

②
感
染
地
域
（
 
確
定
 
・
 
推
定
 
）
 

１
 
日
本
国
内
（
 
 
 
 
 
都
道
府
県
 
 
 
 
市
区
町
村
）
 

２
 
国
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
 

詳
細
地
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  

 
 
）
 

渡
航
期
間
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  

  
 
 
）
 

③
麻
し
ん
含
有
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
  

1
回
目
 
有
（
 
 
 
 
歳
）・

 無
 ・

 不
明
 

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
（
麻
し
ん
単
抗
原
・
Ｍ
Ｒ
・
Ｍ
Ｍ
Ｒ
・
不
明
）
 

接
種
年
月
日
（
 
Ｓ
・
Ｈ
 
 
 
年
 
 
月
 
 
 
日
 ・

不
明
）
 

製
造
会
社
/Ｌ

ｏ
ｔ
番
号
（
 
 
 
 
 
 
/ 

 
 
 
 
・
不
明
）
 

2
回
目
 
有
（
 
 
 
 
歳
）・

 無
 ・

 不
明
 

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
（
麻
し
ん
単
抗
原
・
Ｍ
Ｒ
・
Ｍ
Ｍ
Ｒ
・
不
明
）
 

接
種
年
月
日
（
 
Ｓ
・
Ｈ
 
 
 
年
 
 
月
 
 
 
日
 ・

不
明
）
 

製
造
会
社
/Ｌ

ｏ
ｔ
番
号
（
 
 
 
 
 
 
/ 

 
 
 
 
・
不
明
）
 

11
  症
 

状
 

・
発
熱
（
 
月
 
日
出
現
）
 
・
咳
 
・
鼻
汁
 
・
結
膜
充
血
 
 

・
眼
脂
 
・
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
 
・
発
疹
（
 
月
 
日
出
現
）
 

・
肺
炎
 
 
・
中
耳
炎
 
 
・
腸
炎
 
 
・
ク
ル
ー
プ
 
 

・
脳
炎
（
急
性
脳
炎
の
届
出
も
お
願
い
し
ま
す
）
 
・
そ
の
他
（
 
 
 
） 

 12
  診 断 方 法
 

陰
性
結
果
を
含
め
実
施
し
た
も
の
全
て
記
載
し
て
下
さ
い
。
 

 (ア
) 
分
離
・
同
定
に
よ
る
病
原
体
の
検
出
 

検
体
：
 
咽
頭
拭
い
液
・
血
液
・
髄
液
・
尿
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
） 

検
体
採
取
日（

 
 
 
 
 
月
 
 
 
 
 
日
 
 
 
 
 
 
 
） 

結
果
（
 
陽
性
・
陰
性
 
）
 

遺
伝
子
型
：（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

(イ
) 
検
体
か
ら
直
接
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
に
よ
る
病
原
体
遺
伝
子
の
検
出
 

検
体
：
 
咽
頭
拭
い
液
・
血
液
・
髄
液
・
尿
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
） 

検
体
採
取
日（

 
 
 
 
 
月
 
 
 
 
 
日
 
 
 
 
 
 
 
） 

結
果
（
 
陽
性
・
陰
性
 
）
 

遺
伝
子
型
：（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
）
 

(ウ
) 
血
清
Ｉ
ｇ
Ｍ
抗
体
の
検
出
 

検
体
採
取
日（

 
 
 
 
 
月
 
 
 
 
 
日
 
 
 
 
 
 
 
） 

結
果
（
 
陽
性
・
陰
性
・
判
定
保
留
 
）
 

 
抗
体
価
：（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
）
 

(エ
) 
ペ
ア
血
清
で
の
抗
体
の
検
出
 

検
体
採
取
日
（
 1

回
目
 
 月

 
  
日
 
2
回
目
 
  
月
 
  
日
 ）
 

抗
体
価
 
 
（
 1

回
目
 
 
 
 
  
 
 2

回
目
 
 
  
  
 
 
 ）
 

結
果
：
抗
体
陽
転
・
抗
体
価
の
有
意
上
昇
 

 
検
査
方
法
：
 E
IA
 ・

 H
I 
・
 N
T 
・
 P
A 
・
 そ

の
他
（
 
 
 
） 

(オ
) 
そ
の
他
の
検
査
方
法
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

 
検
体
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  
 
 
）
 

検
体
採
取
日（

 
 
 
 
 
月
 
 
 
 
 
日
 
 
 
 
 
 
 
） 

 
結
果
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
）
 

(カ
) 
臨
床
決
定
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

14
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

15
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

16
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

17
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

18
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

19
 
そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め
 

に
医
師
が
必
要
と
認
め
る
事
項
 

 

（
1
，

3
，

1
1
か

ら
1
3
欄
は
該
当

す
る
番
号
等
を
○
で
囲
み
、
4
，
5
,
1
4
か
ら

1
8
欄

は
年
齢
、
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※

）
欄

は
、

死
亡
者
を
検
案
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
 

（
＊

）
欄

は
、

患
者
（
確
定
例
）
を
診
断
し
た
場
合
の
み
記
入
す
る
こ
と
。
1
1
,
1
2
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

臨
床

診
断

例
に

つ
い

て
は

、
届

出
後

で
あ

っ
て

も
、
血

清
抗
体

価
の

測
定

を
実
施

す
る
と

と
も

に
、
所

在
地
の
地

方
自
治

体
に

検
体

提
出

し
、

そ
の

結
果

に
つ

い
て

最
寄

り
の

保
健

所
に

報
告

し
て

い
た

だ
き

、
検

査
結

果
等

を
総

合
的

に
勘

案
し

、
麻

し
ん

で
な

い
と

判
断

さ
れ

た
場

合
は

届
出

の
取

り
下

げ
等

の
ご

協
力
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。
 

こ の 届 出 は 診 断 後 直 ち に 行 っ て く だ さ い

 

 
 

別
記
様
式
５
－
２
４
 

 

薬
剤

耐
性

ア
シ

ネ
ト

バ
ク

タ
ー

感
染

症
発

生
届

 

 都
道

府
県

知
事

（
保

健
所
設

置
市

長
・

特
別

区
長

）
 
殿

 

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者

に
対

す
る

医
療

に
関

す
る

法
律

第
１

２
条

第
１

項
（

同
条

第
６

項
に

お
い

て
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。
）

の
規
定
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り

届
け

出
る

。
 

報
告

年
月

日
 

平
成

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

医
師

の
氏

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
印
 

 

（
署

名
又

は
記

名
押

印
の

こ
と

）
 

従
事
す

る
病

院
・

診
療

所
の

名
称

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
記

病
院

・
診

療
所

の
所

在
地

(
※

)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

電
話

番
号

(
※

)
 

 
 

 
 

（
 

 
 

 
 

 
）
 

 
 

 
 

 
－
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
※

病
院

・
診

療
所

に
従

事
し

て
い

な
い

医
師

に
あ

っ
て

は
、

そ
の

住
所

・
電

話
番

号
を

記
載

）
  

１
 
診
断
（
検
案
）
し
た
者
（
死
体
）
の
類
型
 

・
患
者
（
確
定
例
）
 
・
感
染
症
死
亡
者
の
死
体
 
 

 

２
 
性
 
別
 

３
 
診
断
時
の
年
齢
 （

0
歳
は
月
齢
）
 

男
 
・
 
女
 

 
 
 
 
歳
（
 
 
 
か
月
）
 

 

 ４
  症
  状
  

・
尿
路
感
染
症
 
 ・

肺
炎
 
 
・
腸
炎
 
 
 
・
腹
膜
炎
 

・
髄
膜
炎
 
  

 
・
菌
血
症
 
・
敗
血
症
 
 
・
胆
嚢
炎
 

・
胆
管
炎
 

・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

１
１
 
感
染
原
因
・
感
染
経
路
・
感
染
地
域
 

 ①
感
染
原
因
・
感
染
経
路
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

 １
 
以
前
か
ら
の
保
菌
（
保
菌
部
位
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ２
 
院
内
感
染
（
保

菌
も

含
め

た
患

者
数

な
ど

感
染
伝
播
の
状
況
：
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ３
 
医
療
器
具
関
連
感
染
（
中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ
ル
・
尿
路
カ
テ
ー
テ
ル
・

人
工
呼
吸
器
・
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
））

 

４
 
手
術
部
位
感
染
（
手
術
手
技
：
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

５
 
そ
の
他
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

 ②
感
染
地
域
（
 
確
定
・
推
定
 
）
 

１
 

日
本

国
内

（
 

 
 

都
道

府
県

 
 

 
 

市
区

町
村

）
 

２
 

国
外
（
 

 
 

 
 

 
 

 
国
 

詳
細

地
域

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

 ③
９
０
日
以
内
の
海
外
渡
航
歴
（
 
有
 
・
 
無
 
）
 

有
り
の
場
合
 

 
１
 
渡
航
先
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
）
 

  
２
 
海
外
で
の
医
療
機
関
の
受
診
歴
（
 
有
 
・
 
無
 
）
 

 
 
有
り
の
場
合
 

 
 
 
受
診
し
た
国
名
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国
）
 

 
 
 
入
院
歴
（
 
有
 
・
 
無
 
）
 

 ５
  診 断 方 法
 

・
 

通
常
無
菌
的
で
あ
る
べ
き
検
体
か
ら
の
分
離
・
同
定
に
よ
る

ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
属
菌
の
検
出
及
び
分
離
菌
の
イ
ミ
ペ

ネ
ム
、
ア
ミ
カ
シ
ン
及
び
シ
プ
ロ
フ
ロ
キ
サ
シ
ン
に
対
す
る

耐
性
の
確
認
 

 
検
体
：
血
液
・
腹
水
・
胸
水
・
髄
液
 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

 
菌
種
名
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

上
記
以
外
で
確
認
に
用
い
た
薬
剤
名
（
 
 
 
 
 

）
 

・
 

通
常
無
菌
的
で
は
な
い
検
体
か
ら
の
分
離
・
同
定
に
よ
る
ア

シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
属
菌
の
検
出
、
分
離
菌
の
イ
ミ
ペ
ネ
ム
、

ア
ミ
カ
シ
ン
及
び
シ
プ
ロ
フ
ロ
キ
サ
シ
ン
に
対
す
る
耐
性

の
確
認
、
並
び
に
分
離
菌
が
感
染
症
の
起
因
菌
で
あ
る
こ
と

の
判
定
 

 
検
体
：
喀
痰
・
膿
・
尿
 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

 
菌
種
名
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

上
記
以
外
で
確
認
に
用
い
た
薬
剤
名
（
 
 
 
 
 

）
 

６
 
初
診
年
月
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

７
 
診
断
（
検
案
(※

)）
年
月
日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

８
 
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

９
 
発
病
年
月
日
（
＊
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

10
 
死
亡
年
月
日
（
※
）
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

（
1
，
2
，
4
，
5
及
び

1
1
欄
に
お
い

て
は

該
当

す
る

番
号

等
を

○
で

囲
み

、
3
及

び
6
か

ら
10

ま
で

の
欄

に
お

い
て

は
年

齢
又

は
年

月
日

を

記
入
す
る
こ
と
。
 

（
※
）
欄
は
、
死
亡
者
を
検
案
し
た

場
合

の
み

記
入

す
る

こ
と

。
 

（
＊
）
欄
は
、
患
者
（
確
定
例
）
を

診
断

し
た

場
合

の
み

記
入

す
る

こ
と

。
 

4
及
び

5
欄
に
お

い
て
は
、
該
当

す
る

も
の

全
て

を
記

載
す

る
こ

と
。
）
 

こ の 届 出 は 診 断 か ら ７ 日 以 内 に 行 っ て く だ さ い
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別
記

様
式

７
－

１

感
染

症
発

生
動

向
調

査
（
小

児
科

定
点

）
保

健
所

コ
ー

ド
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

医
療

機
関

コ
ー

ド
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
調

査
期

間
　

平
成

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

　
～

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

第
　

　
　

　
週

医
療

機
関

名
 ：

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

0
～

5
ｶ
月

6
～

1
1

ｶ
月

1
歳

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0
～

1
4

1
5
～

1
9

2
0
歳

以
上

合
計

コ
メ

ン
ト

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男
A

の
み

+
B

の
み

+
A

･B
両

方
+

女 男 女 男 女 男 女

＊
感

染
性

胃
腸

炎
に

つ
い

て
は

、
原

因
の

如
何

に
関

わ
ら

ず
届

出
基

準
に

合
致

す
る

患
者

を
診

断
し

、
又

は
死

体
を

検
案

し
た

場
合

に
届

出
を

行
う

こ
と

。

（
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

定
点

）

流
行

性
耳

下
腺

炎
　

F
A

X
：
　

０
８

８
－

８
２

２
－

１
８

８
０

突
発

性
発

疹
陽

性
(+

)を
計

上
し

て
く
だ

さ
い

ヘ
ル

パ
ン

ギ
ー

ナ
　

　
　

　
　

　
　

福
祉

保
健

所

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
迅

速
検

査
結

果

検
査

数
検

査
結

果

伝
染

性
紅

斑

水
痘

手
足

口
病

A
群

溶
血

性
レ

ン
サ

球
菌

咽
頭

炎

感
染

性
胃

腸
炎

週
報

疾
病

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
年

齢

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症

咽
頭

結
膜

熱

0～
5

ｶ月
6～

11
ｶ月

1歳
2

3
4

5
6

7
8

9
10

～
14

15
～

19
20

～
29

30
～

39
40

～
49

50
～

59
60

～
69

70
～

79
80

歳
以

上
合

計
予

防
接

種

男 女

疾
病

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　年
齢

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
（鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
を

除
く

）
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別
記

様
式

7
-
2

感
染

症
発

生
動

向
調

査
（
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

定
点

）
保

健
所

コ
ー

ド
 　

　
　

  
  
  
  
  
  
  
 　

　
 

医
療

機
関

コ
ー

ド
　

　
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

　
調

査
期

間
　

平
成

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

　
～

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

第
　

　
　

　
週

医
療

機
関

名
 ：

　
　

  
  
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

0
～

5
ｶ
月

6
～

1
1

ｶ
月

1
歳

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0
～

1
4

1
5
～

1
9

2
0
～

2
9

3
0
～

3
9

4
0
～

4
9

5
0
～

5
9

6
0
～

6
9

7
0
～

7
9

8
0
歳

以
上

合
計

予
防

接
種

男 女

　
F
A

X
：　

０
８

８
７

－
３

４
－

３
１

７
０

陽
性

(＋
)を

計
上

し
て

く
だ

さ
い

　
福

祉
保

健
所

週
報

疾
病

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

年
齢

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
（
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
を

除
く
）

コ
メ

ン
ト

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
迅

速
検

査
結

果

検
査

数
検

査
結

果
A

の
み

＋
B

の
み

＋
A

･B
両

方
＋
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別
記

様
式

７
－

２
（
２
）

感
染

症
発

生
動

向
調

査
（
基

幹
定

点
）

週
報

（
イ
フ
ル

エ
ン
ザ

に
よ
る
入

院
患

者
の

報
告

）

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

に
よ
る
入

院
患

者
が

い
な
い
場

合
で
も
、
０
報

告
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

医
療

機
関

名
：
　
　
　
　
　

　
調
査
期
間
　
平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
～
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

IC
U
入

室
人

工
呼

吸
器

の
利

用
頭

部
C
T
検

査
（
予

定
含

む
）

頭
部
M

R
I検

査
（
予

定
含

脳
波

検
査

（
予

定
含

い
ず
れ

に
も

該
当

せ
ず

1
男

・
女

2
男

・
女

3
男

・
女

4
男

・
女

5
男

・
女

6
男

・
女

7
男

・
女

8
男

・
女

9
男

・
女

1
0

男
・
女

1
1

男
・
女

1
2

男
・
女

1
3

男
・
女

1
4

男
・
女

1
5

男
・
女

＜
記

載
上

の
留

意
＞

○
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

に
罹

患
し
、
入

院
し
た
患

者
（
院

内
感

染
を
含

む
）
を
報

告
し
て
く
だ
さ
い

○
入

院
時

の
患

者
対

応
に
つ
い
て
は

、
該

当
す
る
項

目
欄

の
全

て
に
○

を
記

入
し
て
く
だ
さ
い

ID
番

号
性

別
年

齢
（
0
歳

は
月

齢
）

入
院

時
の

対
応

備
考
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別
記

様
式

７
－

３

感
染

症
発

生
動

向
調

査
（
眼

科
定

点
）

保
健

所
コ

ー
ド

 　
　

　
　

　
 　

　
　

　
　

医
療

機
関

コ
ー

ド
　

　
　

  
 　

　
　

　
　

　
調

査
期

間
　

平
成

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

　
～

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

第
　

　
　

　
週

医
療

機
関

名
 ：

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

0
～

5
ｶ
月

6
～

1
1

ｶ
月

1
歳

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0
～

1
4

1
5
～

1
9

2
0
～

2
9

3
0
～

3
9

4
0
～

4
9

5
0
～

5
9

6
0
～

6
9

7
0
歳

以
上

合
計

男 女 男 女

　
F
A

X
：
０

８
８

０
－

３
５

－
５

９
８

０

週
報

疾
病

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

年
齢

急
性

出
血

性
結

膜
炎

流
行

性
角

結
膜

炎

コ
メ

ン
ト

　
　

　
　

福
祉

保
健

所
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別
記

様
式

７
－

４

感
染

症
発

生
動

向
調

査
（
S

T
D

定
点

）
保

健
所

コ
ー

ド
　

　
　

　
 　

　
　

　
　

　
　

医
療

機
関

コ
ー

ド
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
調

査
期

間
　

平
成

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

　
～

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

医
療

機
関

名
 ：

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

1
～

4
5
～

9
1
0
～

1
4

1
5
～

1
9

2
0
～

2
4

2
5
～

2
9

3
0
～

3
4

3
5
～

3
9

4
0
～

4
4

4
5
～

4
9

5
0
～

5
4

5
5
～

5
9

6
0
～

6
4

6
5
～

6
9

7
0
歳

以
上

合
計

男 女 男 女 男 女 男 女

　
　

コ
メ

ン
ト

　
　

　
　

　
福

祉
保

健
所

　
F
A

X
：

尖
圭

コ
ン

ジ
ロ

ー
マ

淋
菌

感
染

症

月
報

疾
病

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

年
齢

性
器

ク
ラ

ミ
ジ

ア
感

染
症

性
器

ヘ
ル

ペ
ス

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
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別
記

様
式

７
－

５

感
染

症
発

生
動

向
調

査
（
基

幹
定

点
）

保
健

所
コ

ー
ド

　
　

　
　

 　
　

　
　

　
　

　

医
療

機
関

コ
ー

ド
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
調

査
期

間
　

平
成

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

　
～

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

第
　

　
　

　
週

医
療

機
関

名
 ：

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

1
1

2
3

4
5

1
2

3
4

5
6

7

2
1

2
3

4
5

1
2

3
4

5
6

7

3
1

2
3

4
5

1
2

3
4

5
6

7

4
1

2
3

4
5

1
2

3
4

5
6

7

5
1

2
3

4
5

1
2

3
4

5
6

7

6
1

2
3

4
5

1
2

3
4

5
6

7

7
1

2
3

4
5

1
2

3
4

5
6

7

8
1

2
3

4
5

1
2

3
4

5
6

7

9
1

2
3

4
5

1
2

3
4

5
6

7

1
0

1
2

3
4

5
1

2
3

4
5

6
7

＊
疾

病
名

＊
＊

病
原

体
検

査
方

法
１

：
細

菌
性

髄
膜

炎
（
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

菌
,髄

膜
炎

菌
,肺

炎
球

菌
を

原
因

と
し

て
同

定
さ

れ
た

場
合

を
除

く
）

１
：
分

離
・
同

定
　

　
　

　
　

２
：
抗

原
検

出
　

　
　

　
　

３
：
核

酸
・
P

C
R

２
：
無

菌
性

髄
膜

炎
４

：
塗

抹
検

鏡
　

　
　

　
 　

 ５
：
電

顕
　

　
　

　
　

　
　

　
６

：
抗

体
検

出
３

：
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

肺
炎

７
：
そ

の
他

４
：
ク

ラ
ミ

ジ
ア

肺
炎

（
オ

ウ
ム

病
を

除
く
）

５
：
感

染
性

胃
腸

炎
（
病

原
体

が
ロ

タ
ウ

イ
ル

ス
で

あ
る

も
の

に
限

る
）

＜
記

載
上

の
注

意
＞

・ ・ ・
 ク

ラ
ミ

ジ
ア

肺
炎

：

・

病
原

体
検

査
診

断
が

必
須

．
病

原
体

名
称

欄
に

C
. p

ne
um

on
ia

e
，

C
. t

ra
ch

om
at

is
を

記
載

の
上

，
病

原
体

検
査

方
法

（
１

，
２

，
３

，
６

，
７

の
い

ず
れ

か
．

複
数

の
場

合
は

主
要

な
一

つ
を

選
択

）
及

び
そ

の
検

体
名

を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

．

感
染

性
胃

腸
炎

（
病

原
体

が
ロ

タ
ウ

イ
ル

ス
で

あ
る

も
の

に
限

る
。

）
：

病
原

体
検

査
診

断
が

必
須

。
病

原
体

名
称

欄
に

ロ
タ

ウ
イ

ル
ス

と
記

載
の

上
、

病
原

体
検

査
法

（
１

，
２

，
３

，
７

，
の

い
ず

れ
か

、
複

数
の

場
合

は
主

要
な

1
つ

を
選

択
）
及

び
そ

の
検

体
名

を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
※

基
幹

定
点

と
し

て
指

定
さ

れ
て

い
る

医
療

機
関

が
小

児
科

定
点

と
し

て
指

定
さ

れ
て

い
る

場
合

、
感

染
性

胃
腸

炎
の

届
出

も
行

う
こ

と
。

　
コ

メ
ン

ト
　

　
　

　
　

　
福

祉
保

健
所

　
F
A

X
：

 細
菌

性
髄

膜
炎

お
よ

び
無

菌
性

髄
膜

炎
：

病
原

体
が

判
明

し
て

い
る

場
合

は
，

そ
の

病
原

体
名

（
複

数
検

出
さ

れ
た

場
合

は
，

主
要

な
も

の
一

種
の

み
記

載
）
，

そ
の

結
果

を
得

た
病

原
体

検
出

方
法

（
複

数
の

場
合

は
，

最
も

根
拠

と
な

っ
た

方
法

の
一

つ
を

選
択

）
及

び
そ

の
検

体
名

を
記

載
．

病
原

体
が

判
明

し
て

い
な

い
場

合
は

，
病

原
体

名
称

欄
に

“
検

出
せ

ず
”
と

記
載

し
て

く
だ

さ
い

（
病

原
体

検
査

欄
の

記
載

は
不

要
）
．

 マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
肺

炎
：

病
原

体
検

査
診

断
が

必
須

．
病

原
体

名
称

欄
に

M
. p

ne
um

on
ia

e
と

記
載

の
上

，
病

原
体

検
査

方
法

（
１

，
２

，
３

，
６

，
７

の
い

ず
れ

か
．

複
数

の
場

合
は

主
要

な
一

つ
を

選
択

）
及

び
そ

の
検

体
名

を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

．

週
報

ID
番

号
性

年
齢

(0
歳

は
月

齢
）

疾
病

名
＊

病
原

体
名

称
（
検

査
結

果
）

病
原

体
検

査
左

記
の

結
果

を
得

た
検

体
名

病
原

体
検

査
方

法
＊

＊
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別
記

様
式

７
－

６

感
染

症
発

生
動

向
調

査
（
基

幹
定

点
）

保
健

所
コ

ー
ド

　
　

　
　

 　
　

　
　

　
　

　

医
療

機
関

コ
ー

ド
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
調

査
期

間
　

平
成

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

　
～

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

医
療

機
関

名
 ：

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

＊
疾

病
名

（
番

号
を

○
で

囲
む

）

1
1

2
3

１
：
メ

チ
シ

リ
ン

耐
性

黄
色

ブ
ド

ウ
球

菌
感

染
症

2
1

2
3

２
：
ペ

ニ
シ

リ
ン

耐
性

肺
炎

球
菌

感
染

症

3
1

2
3

３
：
薬

剤
耐

性
緑

膿
菌

感
染

症

4
1

2
3

＊
＊

検
体

採
取

部
位

5
1

2
3

複
数

部
位

か
ら

検
出

さ
れ

た
場

合
は

，

6
1

2
3

最
も

重
要

と
考

え
ら

れ
る

1
ｶ
所

の
み

を
記

載
．

7
1

2
3

8
1

2
3

9
1

2
3

1
0

1
2

3
　

　
　

　
　

  
  
  
福

祉
保

健
所

　
F
A

X
：

　 　
コ

メ
ン

ト

月
報

ID
番

号
性

年
齢

(0
歳

は
月

齢
）

疾
病

名
＊

検
体

採
取

部
位

＊
＊
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別
記
様

式
７
－

７
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
こ

の
届

出
は

診
断

後
直

ち
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
 

報
告

番
号

：
 

 
 

 
 

 
 

 

感
染
症
発
生
動
向
調
査
（
疑
似
症
定
点
）

 
報
告

日
 
平

成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 
 
 
 
 
 
 
医
療
機
関

名
：

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
主
治
医
名

 
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
症

候
群

分
類

＊
 

 
 
 
 
 
 
 
１

 
 
 
 
 
 
 
 

２
 

年
齢

 
歳

 
 

 
 

 
 

ヶ
月

 

性
別

 
 

 
 

 
 

 
 

男
 

 
 

 
 

 
 

 
女

 
 

＊
症

候
群

分
類

（
番

号
を

○
で

囲
む

）
 

１
：

摂
氏

３
８

度
以

上
の

発
熱

及
び

呼
吸

器
症

状
 

（
明

ら
か

な
外

傷
又

は
器

質
的

疾
患

に
起

因
す

る
も

の
を

除
く

。）
 

２
：

発
熱

及
び

発
し

ん
又

は
水

疱
 

 
※

届
出

に
つ

い
て

は
、

最
寄

り
の

保
健

所
に

電
話

連
絡

後
、

F
A
X
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

（
夜

間
・

休
日

の
連

絡
先

は
、

高
知

市
内

；
高

知
市

保
健

所
地

域
保

健
課

電
話

８
２

２
-
０

５
７

７
、

 
 

高
知

市
以

外
；

高
知

県
庁

代
表

電
話

０
８

８
-
８

２
３

-
１

１
１

１
に

お
願

い
し

ま
す

。
）
 

緊
急
連
絡
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別記様式８

市

郡

採 取 日

ふん便 咽頭ぬぐい液 咽頭うがい液 髄液 喀痰 穿刺液

尿 その他　（　　　　　　　　　　　　）

散発 家族内 集団発生 地域流行　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

保育所 幼稚園 学校 寮 福祉・養護施設

老人福祉施設 飲食店（　　　　　　） その他　（　　　　　　　）

有 （ 犬 猫 鶏 鳥 亀 猿 豚 牛 その他（ ））

無

有 （ 　    　  　年　      　月頃  ：  国名 ）

無

インフルエンザ インフルエンザ様疾患

迅速キット （ 有( Ａ＋ Ａ－ Ｂ＋ Ｂ－) ・ 無 ）

RSウイルス感染症 咽頭結膜熱 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 感染性胃腸炎

水痘 手足口病 伝染性紅斑 突発性発しん

ヘルパンギーナ 流行性耳下腺炎

眼科定点 急性出血性結膜炎 流行性角結膜炎

基幹定点 細菌性髄膜炎 無菌性髄膜炎

無症状

発　 熱　　（最高　　　　　℃） 熱性けいれん

胃腸炎症状 下痢　（　　　　　　　回 ）

便性状 血便 粘性 水様 泥状 軟状 膿状

白色 その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

嘔吐・嘔気 腹痛

咳嗽 上気道炎 下気道炎 気管支炎 肺炎

水疱 発疹 口内炎 出血傾向（←紫斑病、出血熱）全身性のもの

角膜炎 結膜炎 角結膜炎 リンパ節腫脹 唾液腺腫脹

関節痛 筋肉痛 肝機能障害 腎機能障害 循環器障害

ショック症状 髄膜炎（←項部硬直） 意識障害 麻痺（全身性、中枢神経系のもの）

脳炎 脳症 脊髄炎 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　＊　各項目の該当する箇所に 「レ点」  を入れてください。

　
　検査結果：報告日 　　　　　 　年　 　 　月　　 　日

ペット・家畜との
接   触   機   会

本人及び家族に
海外旅行の経験

季節性インフルエンザ病原体定点

小児科
病原体
定点

臨床症状
・徴候等

　連絡事項等

今　期　の　イ　ン　フ　ル　エ　ン　ザ

ワ ク チ ン 接 種 歴 　　　　年　　　月　　　日 ワクチン接種歴 　　　　年　　　月　　　日

検
査
材
料
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機 関 名 衛 研 受 付 　　　　　　年　　　月　　　日

担 当 者 （ 主 治 医 ）
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高知県感染症対策協議会規約 
（要旨） 
第１条 この規約は、感染症の予防及び感染症の患者の医療に関する法律第６条第１項に規定す

る感染症について、有効かつ的確な感染症対策を確立するとともに感染症の予防の総合的な推進

を図るため、高知県感染症対策協議会（以下「協議会」という。）の組織及び運営に関し必要な

事項を定める。 
（任務） 
第２条 協議会は、第１条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事項について協議するとと

もに当該事項の推進にあたるものとする。 
(1) 感染症発生動向調査実施要綱に基づく情報の解析・評価 
(2) 予防計画に関すること 
(3) 事前対応に即した予防対策の検討 
(4) 肝炎対策に関すること 
(5) その他、必要な事項 

（組織） 
第３条 協議会は、高知県医師会、高知大学医学部附属病院など感染症に関する専門の学識 
   経験者のなかから知事が委嘱する委員２０名以内で構成する。 
 ２  日常的な情報を解析し具体の予防対策を検討するため、協議会に結核対策部会、エイ

ズ・性感染症対策部会、感染症発生動向調査部会、肝炎対策部会の部会を設ける。 
（任期） 
第４条 委員の任期は、３年とする。ただし、再任を防げない。 
 ２ 委員に欠員が生じたとき、補欠委員の任期は前任者の残任期間とする。 
（役員等） 
第５条 協議会には会長及び副会長２名をおき、委員の互選によりこれを定める。 
 ２ 会長は会を統括する。 
 ３ 会長に事故があるときは、副会長が職務を代行する。 
 ４ 部会の部会員は会長が指名する。 
 ５ 部会の部会長は、協議会の中から会長が指名する。 
（会議） 
第６条 会議は、会長が必要と認めるときに召集し、会長が議長となる。  
 ２ 部会は、部会長が必要に応じて召集し、部会長が議長となる。 
 ３ 部会での検討事項は、協議会に報告する。 
 ４ 協議会及び部会は、必要に応じ委員及び部会員の同意を得て会長指名の専門委員を会議に

参加させることができる。 
（事務局） 
第７条 協議会の事務局は、高知県健康政策部健康対策課に置く。 
（雑則） 
第８条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営について必要な事項は別に定める。 
附則 
１ この規約は平成１２年２月１７日から施行する。 
２ 高知県結核・感染症発生動向調査委員会規約及び高知県エイズ対策協議会の規約は廃止する。 
３ 第１回の協議会は、第６条第１項の規定にかかわらず知事が召集する。 

 附則 
   この規約は平成２０年１月１日から施行する。 
 附則 
   この規約は平成２２年２月８日から施行する。 
附則    

この規約は平成２３年２月１５日から施行し、平成２２年４月１日から適用する。 
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結核対策部会（４名）     
会 長：大串 文隆（国立高知） 
委 員：浦田 知之（高知医療センター） 竹内 栄治（日赤） 

豊田 誠 （高知市） 

高知県感染症対策協議会（１０名） 
会 長：吉川 清志（土佐希望の家） 
副会長：石黒 成人（県医師会）     西原 利治（高知大） 
委 員：池上 信夫（県産婦人科医会） 大串 文隆（国立高知） 

小倉 英郎（大西病院）    猿田 隆夫（県医師会） 
 藤枝 幹也（高知大）     前田 明彦（幡多けんみん） 

高﨑 元宏（市医師会）    

エイズ・性感染症対策部会（５名） 
会 長：猿田 隆夫（県医師会） 

委 員：池上 信夫（県産婦人科医会） 武内 世生（高知大）    

大田 和道（高須病院）    滝川 稚也（国立高知） 

感染症発生動向調査部会（７名） 
会 長：吉川 清志（土佐希望の家） 
委 員：石黒 成人（県医師会）  小倉 英郎（大西病院） 

西内 律雄（高知医療センター）浜田 義文（はまだ小児科） 
前田 明彦（幡多けんみん）森畑 東洋一（もりはた小児科） 

高知県感染症対策協議会委員名簿 

肝炎対策部会（５名） 
会 長：西原 利治（高知大） 
委 員：石黒 成人（県医師会）  岩村 伸一（日赤） 

堀川 俊一（高知市）  前田 隆（クリニック地球 33 番地） 
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《目 的》 
＊ 事前対応に即した感染症情報の収集・解析・評価 
＊ 有効かつ的確な感染症予防対策の確立 

 

高 知 県 感 染 症 対 策 協 議 会 の 体 系 図 

感染症 
・集団発生 
・特殊事例 
（不明疾患等） 

拡 大 防 止 
の た め に 
臨 時 召 集 

事態に応じ迅速 
・的確に対応す 
るための協議 

＊ 厚生労働省専門員の派遣・助言 
＊ 会長指名専門委員の参加 

感染症対策協議会 緊急時 

平常時 

感染症 日常的な情報解析委員 

感染症発生動向調査部会 
（週報・月報） 

エイズ・性感染症対策部会 

肝 炎 対 策 部 会 

具体の予防

対策の検討 
情報解析 

感 染 症 対 策 協 議 会 

感染症法

に基づく

疾患 
結 核 対 策 部 会 
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